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は じ め に

令和元年度の我が国の経済をみると、海外経済の減速等を背景に外需が弱いものの、雇用・所得

環境の改善等により、内需を中心に緩やかに回復していました。しかし、令和２年３月以降、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により、極めて厳しい状況にあります。

こうした中、本市の令和元年度一般会計決算の状況を概観すると、歳入においては、自主財源の

根幹である市税収入が、緩やかな景気回復基調や転入による納税義務者数の増加などから増収とな

りました。一方、歳出においては、引き続き子育て支援、障がい福祉などの扶助費が増加する中、

大久保地区公共施設再生事業や消防庁舎の建替等による公共施設再生の取組を加速するなど、本市

の目指す将来都市像「未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野」の実現に向け、

各種施策を展開いたしました。

その結果、令和元年度の歳出決算額は、一般会計で対前年度比８．７％増の６４４億７，８６６

万円、特別会計では公共下水道事業特別会計の公営企業会計への移行に伴い、対前年度比１５．５％

減の２６４億７，５３９万円となりました。

主な執行状況を申し上げますと、１点目は、未来をひらく教育と生涯にわたる学びの推進として、

小中学校すべての普通学級へのエアコンの設置、大久保小学校の建替工事に向けた基本計画・基本

設計を実施するとともに、谷津小学校の全面改築工事を継続して実施しました。このほか、自閉症・

情緒障がい特別支援学級等の開設、第六中学校への知的障がい特別支援学級の開設準備、小中学校

の校内ネットワークの整備及び無線化、小中学校トイレ改修工事等の施設整備等を実施するととも

に、大久保地区公共施設再生事業による生涯学習複合施設「プラッツ習志野」を開設しました。

２点目は、子どもが健やかに育つ環境の整備として、市立幼稚園のすべての保育室にエアコンを

設置するとともに、待機児童の解消を目指し、民間認可保育所の整備支援及び小規模保育事業所の

誘致等を実施しました。このほか、放課後児童会の増設、「子ども・子育て支援事業計画（令和２

年度～令和６年度）」及び「こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画第３期計画」の策

定、国が実施する幼児教育・保育の無償化に対応しました。

３点目は、誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実として、受動喫煙防止に関する条例

の周知を図るとともに、市内７駅周辺の重点区域を巡回する指導員を配置しました。また、４０歳

から７５歳までの女性を対象とした骨粗しょう症検診を導入しました。

４点目は、公共施設等総合管理計画に基づく取組の推進として、大久保地区公共施設再生事業に

継続して取り組むとともに、新消防庁舎建設工事及び旧庁舎解体工事に着手しました。そのほか、

東習志野コミュニティセンターの改修工事、芝園清掃工場の延命化対策工事を実施しました。

５点目は、第一次経営改革大綱の着実な実行による財政健全化の推進として、データ入力などの

定型的な業務にロボティック プロセスオートメーション（ ）を試験導入し、業務の効率化につ

いて検証しました。

以上のとおり、令和元年度は、「課題を理解し対応する地域づくり、未来を拓く学びを促す予算」

を編成し、各種施策に取り組んでまいりました。決算の状況、各事業内容につきましては、本歳入

歳出決算報告書を御高覧いただき、本市のまちづくりに御理解と御支援を賜りますようお願い申し

上げます。
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令　和　元　年　度　　 　会　計　別　決　算　の　状　況

（単位：円）

決　算　額 対前年度比 決　算　額 対前年度比 決　算　額 対前年度比 決　算　額 対前年度比 決　算　額 対前年度比

％ ％ ％ ％ ％

△ 2.6

歳　　　　出 △ 2.4

歳入歳出差引 △ 22.5 △ 18.9 △ 5.0 △ 10.1

翌年度へ
繰越すべき財源

△ 45.3

実 質 収 支 額 △ 19.9 △ 18.9 △ 5.0 △ 10.1

歳計剰余金処分額 △ 18.2

　※特別会計合計の対前年度比については、公共下水道事業が令和元年度に公営企業会計に 移行したことから、公共下水道事業特別会計を除いた比較となっております。

特別会計合計

歳　　　　入

区　　　　分
一　般　会　計 国民健康保険特別会計 介護保険特別会計 後期高齢者医療特別会計
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令 和 元 年 度 主 な 事 業

＜政策経営部＞

２．安全・安心「快適なまち」

２－（２） 暮らしを支える都市基盤の整備

１） 市街地整備の推進

（１）京成大久保駅東口臨時改札口運営事業＜ ＞

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」

３－（４） 互いを認め合い尊重し合う社会の推進

２） 交流の推進

（１）広報習志野発行事業＜ ＞

（２）映像等制作事業＜ ＞

（３）市内案内冊子発行事業＜ ＞

（４）ホームページ運営・管理事業＜ ＞

（５）まちの魅力発信事業＜ ＞

自立的都市経営の推進

（１） 長期計画審議会費＜ ＞

（２） 後期基本計画策定事業＜ ＞

（３）経営改革推進事業 （第一次経営改革大綱等に基づく経営改革の推進）＜ ＞

（４）公有地有効活用の促進＜ ＞

（５）公共施設再生計画推進事業＜ ＞

（６）大久保地区公共施設再生事業＜ ＞

（７）新消防庁舎建設工事費＜ ＞

（８）新消防庁舎建設関連事業費＜ ＞

（９）予算の執行管理及び予算編成＜ ＞

（ ）住民参加型市場公募地方債「はばたき債」の発行＜ ＞

＜総務部＞

２．安全・安心「快適なまち」

２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進

２） 防災の推進

（１）自主防災組織事業＜ ＞

（２）防災行政無線事業＜ ＞

（３）総合防災訓練事業＜ ＞

（４）防災資機材等整備事業＜ ＞

自立的都市経営の推進

（１）職員研修事業＜ ＞

（２）住民情報オンライン処理事業＜ ＞

（３）情報通信基盤整備事業＜ ＞

（４）総合行政ネットワーク事業＜ ＞
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＜協働経済部＞

１．支え合い・活気あふれる「健康なまち」

１－（１） 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実

１） 健康づくりの充実

（１）人間ドック助成事業（国民健康保険）＜ ＞

（２）後期高齢者人間ドック助成事業＜ ＞

５） 社会保障の充実

（１）国民健康保険事業＜ ＞

１－（２） にぎわいと活力を創出する地域経済・産業の振興

１） 商業・工業・農業・観光の振興

（１）都市農業支援事業＜ ＞

（２）中小企業振興事業＜ ＞

（３）商業活性化事業＜ ＞

（４）工業活性化事業＜ ＞

（５）商店街共同施設管理事業＜ ＞

（６）観光振興事業＜ ＞

（７）イメージキャラクターＰＲ・活用事業＜ ＞

（８）プレミアム付商品券事業＜ ＞

２） 新しい産業の創造

（１）産学官連携事業＜ ＞

（２）創業・起業支援事業＜ ＞

３） 就労環境の充実

（１）雇用環境整備事業＜ ＞

２．安全・安心「快適なまち」

２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進

３） 防犯の推進

（１） 犯罪のない安全で安心なまちづくり事業＜ ＞

（２） 自主防犯活動団体支援事業＜ ＞

（３） 防犯灯事業＜ ＞

（４） 空家等対策事業＜ ＞

５） 交通安全の推進

（１）交通安全推進事業＜ ＞

６） 消費生活の向上

（１）消費生活相談事業＜ ＞

（２）消費生活展開催事業＜ ＞
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３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」

３－（４） 互いを認め合い尊重し合う社会の推進

１） 男女共同参画社会の実現

（１）男女共同参画推進事業＜ ＞

（２）女性の生き方相談事業＜ ＞

（３）男女共同参画啓発事業＜ ＞

２） 交流の推進

（１）市民広聴事業＜ ＞

（２）国際交流推進事業＜ ＞

３） 平和啓発事業の促進

（１）平和活動推進事業＜ ＞

自立的都市経営の推進

（１） 市民協働推進事業＜ ＞

（２） 市民活動団体等支援事業＜ ＞

（３） 自治振興事業＜ ＞

（４） 広報掲示板等整備事業＜ ＞

（５） 地域集会所整備事業＜ ＞

（６） 賦課・徴収事務費＜ ＞

（７） 債権管理事務費＜ ＞

（８） 証明書コンビニ交付事業＜ ＞

東日本大震災への対応

（１）消費生活相談事業（食品等放射性物質検査）＜ ＞

＜会計課＞

自立的都市経営の推進

（１）地方公会計の整備促進＜ ＞

・発生主義・複式簿記による日々仕訳システムにより、総務省から示された統一的な

基準による財務書類を作成

・施設別データの付与により、より正確なコスト情報を提供
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３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」

３－（４） 互いを認め合い尊重し合う社会の推進

１） 男女共同参画社会の実現

（１）男女共同参画推進事業＜ ＞

（２）女性の生き方相談事業＜ ＞

（３）男女共同参画啓発事業＜ ＞

２） 交流の推進

（１）市民広聴事業＜ ＞

（２）国際交流推進事業＜ ＞

３） 平和啓発事業の促進

（１）平和活動推進事業＜ ＞

自立的都市経営の推進

（１） 市民協働推進事業＜ ＞

（２） 市民活動団体等支援事業＜ ＞

（３） 自治振興事業＜ ＞

（４） 広報掲示板等整備事業＜ ＞

（５） 地域集会所整備事業＜ ＞

（６） 賦課・徴収事務費＜ ＞

（７） 債権管理事務費＜ ＞

（８） 証明書コンビニ交付事業＜ ＞

東日本大震災への対応

（１）消費生活相談事業（食品等放射性物質検査）＜ ＞

＜会計課＞

自立的都市経営の推進

（１）地方公会計の整備促進＜ ＞

・発生主義・複式簿記による日々仕訳システムにより、総務省から示された統一的な

基準による財務書類を作成

・施設別データの付与により、より正確なコスト情報を提供

＜健康福祉部＞

１．支え合い・活気あふれる「健康なまち」

１－（１） 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実

１） 健康づくりの充実

（１）健康なまちづくり推進事業＜ ＞

（２）受動喫煙対策事業＜ ＞

（３）母子保健活動事業＜ ＞

（４）母子健康診査事業＜ ＞

（５）歯科保健事業＜ ＞

（６）健康診査・がん検診等事業＜ ＞

２） 地域福祉の推進

（１）地域福祉計画策定事業＜ ＞

（２）民生委員活動費＜ ＞

（３）社会福祉協議会補助事業＜ ＞

（４）四市複合事務組合運営費（葬祭）＜ ＞

３） 高齢者支援の推進

（１）市民後見推進事業＜ ＞

（２）介護予防・生活支援サービス事業事務運営費＜ ＞

（３）地域包括支援センター運営事業＜ ＞

（４）認知症支援推進事業＜ ＞

（５）生活支援体制整備事業＜ ＞

（６）成年後見制度利用支援事業＜ ＞

４） 障がい者（児）支援の推進

（１）障害者総合支援法に基づく給付事業＜ ＞

（２）地域生活支援事業＜ ＞

（３）障がい者自立生活支援事業＜ ＞

（４）児童福祉法に基づく給付事業＜ ＞

５） 社会保障の充実

（１）生活困窮者自立支援事業＜ ＞

（２）生活保護費＜ ＞
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＜こども部＞

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」

３－（１） 子どもが健やかに育つ環境の整備

１） 子育ち・子育ての支援

（１）地域型保育整備事業＜ ＞

（２）民間認可保育所等施設整備事業＜ ＞

（３）民間保育施設賃借料助成事業＜ ＞

（４）民間認可保育所運営費助成事業＜ ＞

（５）小規模保育事業運営費助成事業＜ ＞

（６）幼保連携型認定こども園運営費助成事業＜ ＞

（７）ブックスタート事業＜ ＞

（８）子どもの医療費等助成事業＜ ＞

（９）ファミリー・サポート・センター運営事業＜ ＞

（ ）家事支援ファミリー・サポート・センター運営事業＜ ＞

（ ）病児・病後児保育事業＜ ＞

（ ）子育て支援相談室運営事業＜ ＞

（ ）こどもを守る地域ネットワーク事業＜ ＞

（ ）利用者支援事業＜ ＞

（ ）一時保育の実施＜ 、 、 、 、 、 ＞

（ ）時間外保育の実施＜ 、 、 、 、 、 ＞

（ ）保育所施設管理事業＜ ＞

（ ）預かり保育の実施＜ 、 ＞

（ ）こども園施設管理事業＜ ＞

（ ）こどもセンター運営事業＜ ＞

（ ）つどいの広場運営事業＜ ＞

（ ）放課後児童会運営費＜ ＞

（ ）放課後児童会施設整備事業＜ ＞

（ ）幼稚園親子ふれあい支援事業＜ ＞

（ ）幼稚園施設管理事業＜ ＞
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＜こども部＞

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」

３－（１） 子どもが健やかに育つ環境の整備

１） 子育ち・子育ての支援

（１）地域型保育整備事業＜ ＞

（２）民間認可保育所等施設整備事業＜ ＞

（３）民間保育施設賃借料助成事業＜ ＞

（４）民間認可保育所運営費助成事業＜ ＞

（５）小規模保育事業運営費助成事業＜ ＞

（６）幼保連携型認定こども園運営費助成事業＜ ＞

（７）ブックスタート事業＜ ＞

（８）子どもの医療費等助成事業＜ ＞

（９）ファミリー・サポート・センター運営事業＜ ＞

（ ）家事支援ファミリー・サポート・センター運営事業＜ ＞

（ ）病児・病後児保育事業＜ ＞

（ ）子育て支援相談室運営事業＜ ＞

（ ）こどもを守る地域ネットワーク事業＜ ＞

（ ）利用者支援事業＜ ＞

（ ）一時保育の実施＜ 、 、 、 、 、 ＞

（ ）時間外保育の実施＜ 、 、 、 、 、 ＞

（ ）保育所施設管理事業＜ ＞

（ ）預かり保育の実施＜ 、 ＞

（ ）こども園施設管理事業＜ ＞

（ ）こどもセンター運営事業＜ ＞

（ ）つどいの広場運営事業＜ ＞

（ ）放課後児童会運営費＜ ＞

（ ）放課後児童会施設整備事業＜ ＞

（ ）幼稚園親子ふれあい支援事業＜ ＞

（ ）幼稚園施設管理事業＜ ＞

＜都市環境部＞

２．安全・安心「快適なまち」

２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進

５） 交通安全の推進

２．生活道路を含めた交通安全施設の整備

１ 交通安全施設維持管理事業＜ ＞

２ 交通安全施設整備事業＜ ＞

２－（２） 暮らしを支える都市基盤の整備

１） 市街地整備の推進

２．新市街地の整備

（１）（仮称）鷺沼地区土地区画整理事業＜ ＞

３．駅周辺の整備による賑わいの創出

（１）都市政策事業＜ ＞

２） 住宅施策の充実

１．住宅施策の充実

（１）親元近居住宅取得促進事業＜ ＞

２．耐震化等への対応

（１）木造住宅耐震化促進事業＜ ＞

（２）危険コンクリートブロック塀等安全対策費補助事業＜ ＞

３．公営住宅の維持管理

（１）市営住宅維持管理事業＜ ＞

４．分譲マンションの再生

（１）マンション施策事業＜ ＞

３） 道路交通施策の推進

１．幹線道路網の整備

（１）３・３・３号線整備事業＜ ＞

（２）３・３・１号線整備事業＜ ＞

（３）３・４・１１号線整備事業＜ ＞

（４）３・４・４号線整備事業＜ ＞

（５）３・４・８号線整備事業＜ ＞

（６）千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業＜ ＞

（７）千葉都市計画道路３・３・１５号線整備事業＜ ＞

２．生活道路網の整備

（１）道路改良事業＜ ＞

３．道路・橋梁の維持管理の徹底

（１）道路維持補修事業＜ ＞

（２）橋りょう対策事業＜ ＞

４．公共交通空白・不便地区等の解消

（１）公共交通政策事業＜ ＞

２－（３） 自然と調和する環境づくりの推進

１） 地球温暖化対策の推進
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（１）地球温暖化対策事業＜ ＞

（２）住宅用省エネルギー設備普及促進事業＜ ＞

２） 自然環境の保全・活用

（１）谷津干潟保全事業＜ ＞

（２）谷津干潟自然観察センター管理運営事業＜ ＞

（３）環境基本計画策定事業＜ ＞

３） 公園・緑地整備の推進

（１）ハミングロード再整備事業＜ ＞

（２）公園維持管理事業＜ ＞

（３）習志野緑地維持管理事業＜ ＞

（４）谷津公園維持管理事業＜ ＞

（５）緑地・緑道・街路樹整備事業＜ ＞

４） 廃棄物等適正処理の推進

（１）３Ｒ推進事業＜ ＞

（２）有価物回収運動奨励事業＜ ＞

（３）クリーンセンター施設長寿命化計画策定事業＜ ＞

（４）芝園清掃工場運営費＜ ＞

（５）前処理施設運営費＜ ＞

（６）芝園清掃工場延命化対策事業（第 期）＜ ＞

（７）し尿処理事務費＜ ＞

（８）し尿収集委託事業＜ ＞

（９）し尿及び浄化槽汚泥処理事業＜ ＞

５） 環境保全の推進

（１）環境調査事業＜ ＞

（２）地下水汚染対策事業＜ ＞

（３）きれいなまちづくり推進事業＜ ＞

（４）リサイクルプラザ事務費＜ ＞

○東日本大震災への対応

（１）災害対応事業（芝園清掃工場環境調査）＜ ＞

２ 被災者住宅再建資金利子補給事業＜ ＞
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（１）地球温暖化対策事業＜ ＞

（２）住宅用省エネルギー設備普及促進事業＜ ＞

２） 自然環境の保全・活用

（１）谷津干潟保全事業＜ ＞

（２）谷津干潟自然観察センター管理運営事業＜ ＞

（３）環境基本計画策定事業＜ ＞

３） 公園・緑地整備の推進

（１）ハミングロード再整備事業＜ ＞

（２）公園維持管理事業＜ ＞

（３）習志野緑地維持管理事業＜ ＞

（４）谷津公園維持管理事業＜ ＞

（５）緑地・緑道・街路樹整備事業＜ ＞

４） 廃棄物等適正処理の推進

（１）３Ｒ推進事業＜ ＞

（２）有価物回収運動奨励事業＜ ＞

（３）クリーンセンター施設長寿命化計画策定事業＜ ＞

（４）芝園清掃工場運営費＜ ＞

（５）前処理施設運営費＜ ＞

（６）芝園清掃工場延命化対策事業（第 期）＜ ＞

（７）し尿処理事務費＜ ＞

（８）し尿収集委託事業＜ ＞

（９）し尿及び浄化槽汚泥処理事業＜ ＞

５） 環境保全の推進

（１）環境調査事業＜ ＞

（２）地下水汚染対策事業＜ ＞

（３）きれいなまちづくり推進事業＜ ＞

（４）リサイクルプラザ事務費＜ ＞

○東日本大震災への対応

（１）災害対応事業（芝園清掃工場環境調査）＜ ＞

２ 被災者住宅再建資金利子補給事業＜ ＞

＜消防本部＞

２．安全・安心「快適なまち」

２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進

４） 消防・救急体制の向上

１．各種事務事業の実施状況等

（１）防火対象物等訓練実施状況＜ ＞

（２）法令等に基づく各種申請及び届出書の受理件数＜ ＞

（３）建築基準法に伴う建築物確認申請等事務処理状況＜ ＞

（４）各種防火対象物予防査察実施状況＜ ＞

（５）各種講習会等の実施状況＜ ＞

（６）開発事業等指導件数＜ ＞

（７）火災の状況＜ ＞

（８）救急出場状況＜ ＞

２．救急隊員研修事業＜ ＞

３．応急手当普及啓発活動推進事業

（１）普通救命講習等の実施状況＜ ＞

（２）ＡＥＤの貸出し状況＜ ＞

（３）救急医療情報キットの配布＜ ＞

４．火災予防推進事業

（１）消防ふれあい広場＜ ＞

（２）住宅用火災警報器普及啓発活動＜ ＞

（３）火災予防運動に伴う各種事業＜ ＞

５．消防施設整備事業＜ ＞

６．消防水利整備事業＜ ＞

７．消防車両等整備事業＜ ＞

８．谷津出張所建替事業＜ ＞
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＜教育委員会＞

平成２６年度を開始時期とする「習志野市教育基本計画」を策定し、その基本目標を「豊かな

人間性と優れた創造性を育む 習志野の人づくり～情熱あふれる教育、夢のある学び、地域との

連携～」と掲げました。この基本目標に基づき、令和元年度の教育行政の基本方針を次のとおり

定めました。

１ 生きる力の基礎を育む幼児教育の向上

２ 子育て・子育ち支援の充実

３ 信頼を築く習志野教育の進展

４ 子どもの生きる力を育む教育の充実

５ 子どもを未来につなげる教育の展開

６ 魅力ある市立高校づくり

７ 社会教育の充実

８ 文化財の保存と活用

９ 芸術文化の振興

生涯にわたって親しむスポーツ活動の推進

青少年健全育成の推進

家庭教育力の充実

地域に開かれた学校づくり

地域ぐるみで子どもを見守る仕組みづくり

安全で潤いのある学校環境の整備

持続可能な社会教育施設の整備

健康・体力を育むスポーツ施設の整備

教育行政の効率的・効果的展開

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」

３－（２） 未来をひらく教育の推進

２） 学校教育の向上

１．信頼を築く習志野教育の進展

（１）サポート教員配置事業＜ ＞

（２）いじめ問題対策事業＜ ＞

（３）特別支援教育推進事業＜ ＞

（４）児童・生徒教育相談員推進事業＜ ＞

（５）心理発達相談員配置事業＜ ＞

（６）教育相談事業＜ ＞

（７）適応指導教室推進事業＜ ＞

（８）バス通学児童支援事業＜ ＞

２．子どもの生きる力を育む教育の充実

（１）校外活動事業＜ ＞

（２）富士吉田自然体験学習推進事業＜ ＞

（３）ならしの学校音楽祭事業＜ ＞

（４）教育文化推進事業＜ ＞

（５）オリンピック・パラリンピック教育推進事業＜ ＞

（６）学力向上推進事業＜ ＞

（７）小学校パソコン推進事業＜ ＞

（８）中学校パソコン推進事業＜ ＞

（９）鹿野山セカンドスクール事業＜ ＞

（ ）部活動支援事業＜ ＞
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＜教育委員会＞

平成２６年度を開始時期とする「習志野市教育基本計画」を策定し、その基本目標を「豊かな

人間性と優れた創造性を育む 習志野の人づくり～情熱あふれる教育、夢のある学び、地域との

連携～」と掲げました。この基本目標に基づき、令和元年度の教育行政の基本方針を次のとおり

定めました。

１ 生きる力の基礎を育む幼児教育の向上

２ 子育て・子育ち支援の充実

３ 信頼を築く習志野教育の進展

４ 子どもの生きる力を育む教育の充実

５ 子どもを未来につなげる教育の展開

６ 魅力ある市立高校づくり

７ 社会教育の充実

８ 文化財の保存と活用

９ 芸術文化の振興

生涯にわたって親しむスポーツ活動の推進

青少年健全育成の推進

家庭教育力の充実

地域に開かれた学校づくり

地域ぐるみで子どもを見守る仕組みづくり

安全で潤いのある学校環境の整備

持続可能な社会教育施設の整備

健康・体力を育むスポーツ施設の整備

教育行政の効率的・効果的展開

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」

３－（２） 未来をひらく教育の推進

２） 学校教育の向上

１．信頼を築く習志野教育の進展

（１）サポート教員配置事業＜ ＞

（２）いじめ問題対策事業＜ ＞

（３）特別支援教育推進事業＜ ＞

（４）児童・生徒教育相談員推進事業＜ ＞

（５）心理発達相談員配置事業＜ ＞

（６）教育相談事業＜ ＞

（７）適応指導教室推進事業＜ ＞

（８）バス通学児童支援事業＜ ＞

２．子どもの生きる力を育む教育の充実

（１）校外活動事業＜ ＞

（２）富士吉田自然体験学習推進事業＜ ＞

（３）ならしの学校音楽祭事業＜ ＞

（４）教育文化推進事業＜ ＞

（５）オリンピック・パラリンピック教育推進事業＜ ＞

（６）学力向上推進事業＜ ＞

（７）小学校パソコン推進事業＜ ＞

（８）中学校パソコン推進事業＜ ＞

（９）鹿野山セカンドスクール事業＜ ＞

（ ）部活動支援事業＜ ＞

３．子どもを未来につなげる教育の展開

（１）読書活動推進事業＜ ＞

（２）英語指導助手招請事業＜ ＞

４．魅力ある市立高校づくり

（１）非常勤講師等配置事業＜ ＞

（２）スクールカウンセラー配置事業＜ ＞

（３）高等学校施設整備事業＜ ＞

５．教育施設等の整備・再生

（１）学校施設再生計画策定事業＜ ＞

（２）校務用パソコン整備事業＜ ＞

（３）小学校空調整備事業＜ ＞

（４）谷津小学校児童増加対応事業＜ ＞

（５）小学校大規模改造事業＜ ＞

（６）谷津小学校校舎改築事業＜ ＞

（７）大久保小学校校舎改築事業＜ ＞

（８）中学校空調整備事業＜ ＞

（９）中学校大規模改造事業＜ ＞

（ ）少年自然の家施設整備事業＜ ＞

（ ）給食センター施設整備・維持管理運営事業＜ ＞

３－（３） 生涯にわたる学びの推進

１） 社会教育の推進

１．生涯学習推進のまち習志野の推進

（１）生涯学習推進事業＜ ＞

（２）公民館講座費＜ ＞

（３）図書館管理運営事業＜ ＞

２．芸術・文化活動の充実

（１）習志野文化ホール運営費＜ ＞

（２）文化振興事務費＜ ＞

３．文化財の保存・活用

（１）旧大沢家住宅等維持管理費＜ ＞

（２）旧鴇田家住宅維持管理費＜ ＞

４．社会教育施設の再編・整備

（１）公民館施設整備事業＜ ＞

（２）大久保地区複合施設管理運営費＜ ＞

２） 生涯スポーツの推進

１．する・みる・支えるスポーツの推進

（１）市民スポーツ指導員活動事業＜ ＞

（２）スポーツ奨励大会開催事業＜ ＞

（３）学校体育施設開放事業＜ ＞

２．健康・体力を育むスポーツ施設の整備

（１）体育施設整備事業＜ ＞

- 12 - - 13 -



　　災災害害復復旧旧事事業業等等のの概概要要（（総総括括表表））

　　（（一一般般会会計計）） 　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

２．１．１１ 消費生活相談事業 協働経済部

４．２．２ 災害対応事業（芝園清掃工場環境調査） 都市環境部

８．４．１ 被災者住宅再建資金利子補給事業 都市環境部

※東日本大震災による災害対応事業等に限る。

合合　　　　計計

２２款款のの計計

４４款款のの計計

８８款款のの計計

担当部

【【災災害害対対応応事事業業等等】】

支出科目 事　　業　　名 決　算　額
左　　の　　財　　源　　内　　訳
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引引上上げげ分分のの地地方方消消費費税税収収のの使使途途

令和元年度決算

（歳入）
引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）

（歳出）
社会保障施策に要する経費

（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他

地方消費税
交付金

（社会保障
財源化分）

その他

社会福祉総務費

老人福祉費

老人福祉施設費

障がい福祉費

児童福祉総務費

母子父子福祉費

保育所施設費

こども園費

地域子育て支援拠点費

心身障がい児通園施設費

児童福祉措置費

放課後児童会費

生活保護総務費

扶助費

保健総務費

母子保健費

予防費

生活習慣病予防費

救急医療対策費

引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策に要する経費

1,209,565千円

款項目 目名称 経費

財源内訳
特定財源 一般財源

合計

※職員給与費、事務事業、各基金積立金等は除いております。

都都市市計計画画税税のの使使途途

（歳入）
都市計画税収入額

（歳出）
道路・下水道・公園などの都市計画施設の整備に要する費用

（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 都市計画税 その他

都市計画事業

街路

公園

下水道

土地区画整理事業

地方債償還額

※ 経費及び財源内訳は、普通建設事業費（事業費支弁人件費を含む）、土地区画整理事業費、及び
　 下水道事業会計への負担金を記載しております。
　
※

　

森森林林環環境境譲譲与与税税のの使使途途

（歳入）
森林環境譲与税収入額

（歳出）
森林環境譲与税基金積立金 6,338千円

（基金現在高）
森林環境譲与税基金　令和元年度末現在高 6,338千円

地方債償還額は都市計画事業の財源として借り入れた市債の元利償還金のみを記載しております。

6,338千円

合計

2,281,825千円

区分 経費

財源内訳
特定財源 一般財源
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区分 経費

財源内訳
特定財源 一般財源
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第一章 令和元年度一般会計決算の分析





１．歳入の状況

（単位：千円）

決 算 額 決 算 額

市 税 ％ ％ ％ ％

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金 △ 46.1 △ 0.3

配 当 割 交 付 金 △ 15.0

株式等譲渡所得割交付金 △ 18.3 △ 33.1

地 方 消 費 税 交 付 金 △ 2.7

自動車取得税交付金 △ 41.3 △ 8.7

環 境 性 能 割 交 付 金 　皆増 － 　　－ 　　－

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税 △ 34.7

交通安全対策特別交付金 △ 0.6 △ 5.8

分 担 金 及 び 負 担 金 △ 14.2

使 用 料 及 び 手 数 料 △ 2.0

国 庫 支 出 金 △ 5.0

県 支 出 金

財 産 収 入 △ 20.1

寄 附 金 △ 53.1

繰 入 金 △ 14.2

繰 越 金

諸 収 入 △ 4.0

市 債 △ 9.0

歳　　入　　合　　計

歳歳入入のの状状況況（（一一般般会会計計））

一　般　会　計　歳　入　決　算　額　比　較　表

区　　　　　　　分
令和　　　　元　　　　年　　　　度 平成　　　　３０　　　　年　　　　度

構 成 比 伸　率 構 成 比 伸　率
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歳入の状況（一般会計）

【款毎の増減説明】

１款　市　　税

決算値 伸率 ％ 決算値 ％ 伸率 ％

１．

個 人

（普通徴収）

（年金特別徴収）

（給与特別徴収）

法 人

２．

３． △ 0.4

４． △ 71.0

５．

（単位：千円）

決算値 伸率 ％ 決算値 ％ 伸率 ％

１． △ 1.9

△ 18.8 △ 2.8

２．

３．

４． △ 1.9 △ 5.1

５．

２款　地方譲与税

伸率

合 計

し た 他 、 軽 自 動 車 税 に つ い て は 、 従 来 の 軽 自 動 車 税 （ 種 別 割 ） の ほ か に 、

また、宅地造成に伴う地目変更や、新築大規模非木造家屋の評価額の増加により

の増加となりました。市たばこ税は、消費税増税に伴うたばこの販売価格引き上げ等による

車両取得時に課される「環境性能割」が市税として新設され、対前年度比 ％、 万円

市 民 税 （人）

都 市 計 画 税

　新設された森林環境譲与税で633万8千円増加したことによるものです。

決算値

内
訳

都市計画税（人）

令 和 元 年 度 平成３０年度 平成２９年度

固 定 資 産 税 ％ 、 億 万 千 円 、 都 市 計 画 税 ％ 、 万 円 増 加

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の増加です。主として、

影響により、対前年度比 ％、 万 千円の減少となり、市税全体で 億 万 千円

　となりました。

税目別納税義務者等調書

伸率

固定資産税（人）

軽自動車税（台）

市たばこ税（件）

固 定 資 産 税

決算値

市 民 税

区 分
平成２９年度平成３０年度令 和 元 年 度

税 目 別 決 算 額 調 書

区 分

内
訳

個 人

法 人

地方揮発油譲与税で 万 千円減少する一方、自動車重量譲与税で 万 千円、令和元年度に

景気の緩やかな回復により、本市における市税は対前年度比 ％、 万 千円の増加

となりました。市民税では、個人分は景気回復に伴う納税義務者数増加等により

％、 億 万 千円の増加、法人分は主要法人の減収等により ％、 億 万 千円

　の減少となりました。

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税
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　となりました。

税目別納税義務者等調書

伸率

固定資産税（人）

軽自動車税（台）

市たばこ税（件）

固 定 資 産 税

決算値

市 民 税

区 分
平成２９年度平成３０年度令 和 元 年 度

税 目 別 決 算 額 調 書

区 分

内
訳

個 人

法 人

地方揮発油譲与税で 万 千円減少する一方、自動車重量譲与税で 万 千円、令和元年度に

景気の緩やかな回復により、本市における市税は対前年度比 ％、 万 千円の増加

となりました。市民税では、個人分は景気回復に伴う納税義務者数増加等により

％、 億 万 千円の増加、法人分は主要法人の減収等により ％、 億 万 千円

　の減少となりました。

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

歳入の状況（一般会計）

８款　環境性能割交付金

９款　地方特例交付金

　対前年度比235.0％、3憶4,805万7千円の増加です。

（単位：千円）

％ ％

△ 34.7

普通交付税は、基準財政需要額から基準財政収入額を差し引いた 億 万 千円で、

対前年度比 ％、 万 千円の減少です。また、特別交付税は、 億 万 千円で、

　決算額は1,662万円です。

―調　　整　　額　Ｃ

平成３０年度

△ 8.7特 別 交 付 税

普通交付税

基準財政需要額　Ａ

―

　　利子所得に対する分離課税20.315％のうち地方税5％分より配分交付されるもので、

　決算額は2,262万1千円、対前年度比46.1％、1,935万4千円の減少です。

　1億414万8千円、対前年度比18.3％、2,335万9千円の減少です。

５款　株式等譲渡所得割交付金

上場株式等の譲渡益に係る源泉徴収 ％分より配分交付されるもので、決算額は

４款　配当割交付金

上場株式等の配分等に係る源泉徴収 ％分より配分交付されるもので、決算額は

県税である自動車取得税を原資とする交付金で、決算額は 万円、対前年度比

　41.3％、4,000万1千円の減少です。

　8,007万4千円の減少です。

７款　自動車取得税交付金

区　　　分

合 計

―

３款　利子割交付金

交付額　Ａ－Ｂ－Ｃ △ 10.2

基準財政収入額　Ｂ

震 災 復 興 特 別 交 付 税 △ 10.6 △ 97.3

　1億5,784万2千円、対前年度比14.4％、1,985万2千円の増加です。

金額 伸率

６款　地方消費税交付金

地方消費税を原資とする交付金で、決算額は 億 万円、対前年度比 ％、

において創設された交付税で、決算額は 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の

なお、震災復興特別交付税は、東日本大震災による被災団体等に対して、災害復旧事業の

地方負担分や市税の減収分などについて補てんするために、国の平成２３年度第３次補正予算

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 万円の増加です。内訳として、

令 和 元 年 月 よ り 導 入 さ れ た 自 動 車 税 環 境 性 能 割 を 原 資 と す る 交 付 金 で 、

　対前年度比59.6％、7,543万3千円の増加です。

　減少です。

△ 3.6

10款　地方交付税

住宅ローン減税に伴う個人住民税の減収を補てんする特例交付金と令和元年度に創設された

伸率 金額

幼児教育の無償化に係る地方負担分を措置する臨時交付金で、決算額は 億 万 千円、

令和元年度
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歳入の状況（一般会計）

11款　交通安全対策特別交付金

　主として、利子及び配当金で225万2千円減少する一方、不動産売払収入で51億9,301万2千円

　増加したことによるものです。

17款　寄 附 金

決算額は 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、

青少年音楽振興基金寄附金で 万 千円増加する一方、まちづくり応援基金寄附金で

　対前年度比0.6％、9万6千円の減少です。

　　道路交通法に基づく交通反則金収入を原資とする交付金で、決算額は1,635万3千円、

　によるものです。

交付金で 万 千円、障害者自立支援給付費負担金で 万 千円、千葉県議会議員

万 千円増加する一方、現年度分保育料で 億 万 千円、現年度分こども園

習志野文化ホール使用料で 万 千円増加する一方、現年度分幼稚園保育料で

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の増加です。主として、

事業費補助金で 億 万 千円減少する一方、子どものための教育・保育給付費負担金で

　796万5千円、すこやか子育て基金寄附金で113万3千円減少したことによるものです。

億 万 千円、参議院議員選挙委託金で 万 千円、子育てのための施設等利用給付

13款　使用料及び手数料

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、

子育てのための施設等利用給付交付金で 億 万 千円、障害者自立支援給付費負担金で

改築事業交付金で 億 万 千円、谷津小学校校舎改築事業負担金で 億 万 千円、

　自転車等整理手数料で985万9千円減少したことによるものです。

選挙委託金で 万 千円、障害児通所給付費負担金で 万 千円増加したこと

15款　県支出金

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万円の増加です。主として、

千葉県認定こども園施設整備交付金事業費補助金で 億 万円、千葉県安心こども基金

12款　分担金及び負担金

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

市道 号線舗装改修工事負担金で 万 千円、現年度分放課後児童育成料で

　保育料（短時間児）で568万8千円減少したことによるものです。

万 千円、現年度分霊園使用料で 万円、一般廃棄物処理手数料で 万 千円、

保育所等整備交付金で 億 万 千円、橋りょう対策事業で 億 万 千円

減少する一方、子どものための教育・保育給付費負担金で 億 万 千円、谷津小学校校舎

14款　国庫支出金

　1億2,652万円増加したことによるものです。

16款　財産収入

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。
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歳入の状況（一般会計）

11款　交通安全対策特別交付金

　主として、利子及び配当金で225万2千円減少する一方、不動産売払収入で51億9,301万2千円

　増加したことによるものです。

17款　寄 附 金

決算額は 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、

青少年音楽振興基金寄附金で 万 千円増加する一方、まちづくり応援基金寄附金で

　対前年度比0.6％、9万6千円の減少です。

　　道路交通法に基づく交通反則金収入を原資とする交付金で、決算額は1,635万3千円、

　によるものです。

交付金で 万 千円、障害者自立支援給付費負担金で 万 千円、千葉県議会議員

万 千円増加する一方、現年度分保育料で 億 万 千円、現年度分こども園

習志野文化ホール使用料で 万 千円増加する一方、現年度分幼稚園保育料で

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の増加です。主として、

事業費補助金で 億 万 千円減少する一方、子どものための教育・保育給付費負担金で

　796万5千円、すこやか子育て基金寄附金で113万3千円減少したことによるものです。

億 万 千円、参議院議員選挙委託金で 万 千円、子育てのための施設等利用給付

13款　使用料及び手数料

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、

子育てのための施設等利用給付交付金で 億 万 千円、障害者自立支援給付費負担金で

改築事業交付金で 億 万 千円、谷津小学校校舎改築事業負担金で 億 万 千円、

　自転車等整理手数料で985万9千円減少したことによるものです。

選挙委託金で 万 千円、障害児通所給付費負担金で 万 千円増加したこと

15款　県支出金

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万円の増加です。主として、

千葉県認定こども園施設整備交付金事業費補助金で 億 万円、千葉県安心こども基金

12款　分担金及び負担金

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

市道 号線舗装改修工事負担金で 万 千円、現年度分放課後児童育成料で

　保育料（短時間児）で568万8千円減少したことによるものです。

万 千円、現年度分霊園使用料で 万円、一般廃棄物処理手数料で 万 千円、

保育所等整備交付金で 億 万 千円、橋りょう対策事業で 億 万 千円

減少する一方、子どものための教育・保育給付費負担金で 億 万 千円、谷津小学校校舎

14款　国庫支出金

　1億2,652万円増加したことによるものです。

16款　財産収入

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。

歳入の状況（一般会計）

21款　市　　債

決算額は 億 万円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

大久保地区公共施設再生事業で 億 万円、谷津小学校校舎改築事業で 億 万円

18款　繰 入 金

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。

主として、市債管理基金繰入金で 万円増加する一方、公共施設等再生整備基金繰入金で

億 万 千円、財政調整基金繰入金で 億円、すこやか子育て基金繰入金で 万円、

　海浜霊園管理運営基金繰入金で1,312万8千円減少したことによるものです。

　よるものです。

　　決算額は13億1,417万円で、対前年度比11.8％、1億3,886万7千円の増加です。

19款　繰 越 金

20款　諸 収 入

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、

競馬事業収入で 万円増加する一方、街路事業地元負担金精算金で 万円、

増加する一方、給食センター建替事業で 億 万円、（仮称）大久保こども園整備事業で

億 万円、谷津出張所建替事業で 億 万円、臨時財政対策債で 億 万 千円、

橋りょう対策事業で 億 万円、小学校大規模改造事業で 億 万円減少したことに

　現年度分単独校給食事業収入（小中学校）で4,900万1千円減少したことによるものです。

- 24 - - 25 -



（単位：千円）

年利率（％） 借　入　先 償還期限（年）※3

※1 地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

銀 行 等

銀 行 等

地方公共団体金融機構

銀 行 等

銀 行 等

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

銀 行 等

銀 行 等

地方公共団体金融機構

市 場 公 募

銀 行 等

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

※1 銀 行 等

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財 政 融 資

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財 政 融 資

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

市 町 村 振 興 協 会

銀 行 等

地方公共団体金融機構

市 町 村 振 興 協 会

地方公共団体金融機構

財 政 融 資

銀 行 等

※1 財 政 融 資

※1 地方公共団体金融機構

銀 行 等

歳入の状況（一般会計）

令和元年度地方債発行状況

①事業別状況

事 　   　　業　　    　名 発　行　額

大 久 保 地 区 公 共 施 設 再 生 事 業

北 千 葉 広 域 水 道 企 業 団 負 担 及 び 出 資 事 業

旧 庁 舎 等 解 体 事 業

（ 仮 称 ） 大 久 保 こ ど も 園 整 備 事 業

保 育 所 施 設 管 理 事 業

東 部 保 健 福 祉 セ ン タ ー 運 営 費

芝 園 清 掃 工 場 運 営 費

前 処 理 施 設 運 営 費

芝 園 清 掃 工 場 延 命 化 対 策 事 業 （ 第 ２ 期 ）

３ ・ ４ ・ ４ 号 線 整 備 事 業

交 通 安 全 施 設 整 備 事 業

道 路 維 持 補 修 事 業

道 路 改 良 事 業

３ ・ ４ ・ １ １ 号 線 整 備 事 業

３ ・ ３ ・ ３ 号 線 整 備 事 業

３ ・ ３ ・ １ 号 線 整 備 事 業

千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業

市 営 住 宅 維 持 管 理 事 業

消 防 車 両 等 整 備 事 業

谷 津 出 張 所 建 替 事 業

千 葉 都 市 計 画 道 路 ３ ・ ３ ・ １ ５ 号 線 整 備 事 業

新 消 防 庁 舎 建 設 工 事 費 ／
新 消 防 庁 舎 建 設 関 連 事 業 費

小 学 校 施 設 改 善 整 備 事 業

防 災 行 線 無 線 事 業

小 学 校 大 規 模 改 造 事 業
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（単位：千円）

年利率（％） 借　入　先 償還期限（年）※3

※1 地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

銀 行 等

銀 行 等

地方公共団体金融機構

銀 行 等

銀 行 等

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

銀 行 等

銀 行 等

地方公共団体金融機構

市 場 公 募

銀 行 等

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

※1 銀 行 等

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財 政 融 資

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財 政 融 資

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

市 町 村 振 興 協 会

銀 行 等

地方公共団体金融機構

市 町 村 振 興 協 会

地方公共団体金融機構

財 政 融 資

銀 行 等

※1 財 政 融 資

※1 地方公共団体金融機構

銀 行 等

歳入の状況（一般会計）

令和元年度地方債発行状況

①事業別状況

事 　   　　業　　    　名 発　行　額

大 久 保 地 区 公 共 施 設 再 生 事 業

北 千 葉 広 域 水 道 企 業 団 負 担 及 び 出 資 事 業

旧 庁 舎 等 解 体 事 業

（ 仮 称 ） 大 久 保 こ ど も 園 整 備 事 業

保 育 所 施 設 管 理 事 業

東 部 保 健 福 祉 セ ン タ ー 運 営 費

芝 園 清 掃 工 場 運 営 費

前 処 理 施 設 運 営 費

芝 園 清 掃 工 場 延 命 化 対 策 事 業 （ 第 ２ 期 ）

３ ・ ４ ・ ４ 号 線 整 備 事 業

交 通 安 全 施 設 整 備 事 業

道 路 維 持 補 修 事 業

道 路 改 良 事 業

３ ・ ４ ・ １ １ 号 線 整 備 事 業

３ ・ ３ ・ ３ 号 線 整 備 事 業

３ ・ ３ ・ １ 号 線 整 備 事 業

千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業

市 営 住 宅 維 持 管 理 事 業

消 防 車 両 等 整 備 事 業

谷 津 出 張 所 建 替 事 業

千 葉 都 市 計 画 道 路 ３ ・ ３ ・ １ ５ 号 線 整 備 事 業

新 消 防 庁 舎 建 設 工 事 費 ／
新 消 防 庁 舎 建 設 関 連 事 業 費

小 学 校 施 設 改 善 整 備 事 業

防 災 行 線 無 線 事 業

小 学 校 大 規 模 改 造 事 業

歳入の状況（一般会計）

年利率（％） 借　入　先 償還期限（年）※3

※1 財 政 融 資

※1 地方公共団体金融機構

※1 銀 行 等

※2 財 政 融 資

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

市 場 公 募

銀 行 等

銀 行 等

※1 財 政 融 資

※1 地方公共団体金融機構

銀 行 等

銀 行 等

※1 財 政 融 資

※1 地方公共団体金融機構

銀 行 等

地方公共団体金融機構

銀 行 等

財 政 融 資

市 場 公 募

※1は、繰越事業による令和元年度発行分。

※2は、起債前貸し借入分。

②借入先状況

構成比（％）

事 　   　　業　　    　名 発　行　額

谷 津 小 学 校 校 舎 改 築 事 業

中 学 校 施 設 改 善 整 備 事 業

中 学 校 大 規 模 改 造 事 業

幼 稚 園 施 設 管 理 事 業

公 民 館 施 設 整 備 事 業

臨 時 財 政 対 策 債

高 等 学 校 施 設 整 備 事 業

体 育 施 設 整 備 事 業

市 場 公 募 地 方 債 借 換 債

※3は、市場公募債は５年満期一括償還、その他については元利均等、元金均等償還。

（単位：千円）

合　　　　　　　　計

資　金　区　分 発　行　額

財 政 融 資

銀 行 等 引 受

市 場 公 募 （ は ば た き 債 ）

合　　　　　計

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構

市 町 村 振 興 協 会
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２．歳出の状況

（１）目的別歳出決算額の状況

決算額 決算額

１． ％ △ 0.7 ％ ％ ％

２． △ 4.3

３． △ 0.4

４．

５． △ 56.0 △ 22.7

６． △ 8.9 △ 6.4

７．

８． △ 11.6 △ 16.4

９． △ 5.3

１０． △ 6.5

１１．

１２． △ 5.8

  【款毎の増減説明】

１款 議会費

２款 総務費

３款 民生費

退 職 手 当 （ 一 般 職 ） で 億 万 千 円 、 職 員 給 与 費 （ 退 職 手 当 除 く ） で 万 千 円

諸 支 出 金

合　　　　計

　議員報酬及び手当等で757万7千円、議会事務局事務費で434万4千円減少したことによるものです。

決 算 額 は 億 万 千 円 で 、 対 前 年 度 比 ％ 、 万 千 円 の 減 少 で す 。 主 と し て 、

　公共施設等再生整備基金積立金で1億3,056万4千円増加したことによるものです。

幼児教育無償化対 応事業で 億 万 千円、幼保連携型 認定こども園運営費助 成事業で

議 会 Ｉ Ｃ Ｔ 化 推 進 事 業 で 万 千 円 、 職 員 給 与 費 で 万 千 円 増 加 す る 一 方 、

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

減 少 す る 一 方 、 大 久 保 地 区 公 共 施 設 再 生 事 業 で 億 万 千 円 、

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。主として、

　　　　　　　　（単位：千円）

民 生 費

労 働 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

土 木 費

総 務 費

消 防 費

衛 生 費

商 工 費

伸率構成比

議 会 費

平　成　３０　年　度

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

区　　　　　　　分
構成比 伸率

　令　和　元　年　度

億 万 千円、障害者総合支援法に基づく給付事業で 億 万 千円、民間認可保育所運営費

助成事業で 億 万 千円、介護保険特別会計繰出金で 億 万 千円、職員 給与費で

４款 衛生費

５款 労働費

６款 農林水産業費

７款 商工費

８款 土木費

９款 消防費

　1,469万3千円、職員給与費で527万4千円減少したことによるものです。

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。主として、

決算額は 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、勤労会館運営費で

海 浜 霊 園 運 営 費 で 万 千 円 減 少 す る 一 方 、 芝 園 清 掃 工 場 運 営 費 で 億 万 千 円、

四 市 複 合 事 務 組 合 運 営 費 （ 葬 祭 ） で 万 千 円 、 可 燃 物 収 集 事 業 で 万 千 円 、

決算額 は 億 万 千円 で、 対前 年 度 比 ％、 億 万 千 円の 増加 です 。 主 とし て、

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

市営住宅維持管理事業で 万 千円、３・３・３号線整備事業で 万 千円増加する一方、

橋 り ょ う 対 策 事 業 で 億 万 千 円 、 ３ ・ ４ ・ ４ 号 線 整 備 事 業 で 億 万 千 円

市 民 ま つ り 開 催 補 助 事 業 で 万 円 、 中 小 企 業 振 興 事 業 で 万 千 円 減 少 す る 一 方 、

新消防庁舎建設工事費で 億 万 千円、消防車両等整備事業で 万 千円増加する一方、

プレミアム付商品券事業で 億 万 千円、産業振興課事務費で 万 千円増加したことに

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

　谷津出張所建替事業で3億6,058万円、消防維持管理費で2,975万5千円減少したことによるものです。

　減少したことによるものです。

　よるものです。

億 万 千円、生活保護費で 億 万 千円、児童福祉法に基づく給付事業で 億 万 千円

増加する一方、（仮称）大久保こども園整備事業で 億 万 千円、民間認可保育所等施設整備事業で

　5億7,828万6千円、保育所・幼稚園私立化事業で3億5,549万6千円減少したことによるものです。

万 千円増加する一方、職員給与費 で 万 千円、野菜 価格安定対策事業で 万円、

　新「輝け！ちばの園芸」次世代産地整備支援事業で121万7千円減少したことによるものです。

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

決算額は 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、農道整備事業で

 　職員給与費で1,211万8千円、前処理施設運営費で1,074万2千円増加したことによるものです。
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２．歳出の状況

（１）目的別歳出決算額の状況

決算額 決算額

１． ％ △ 0.7 ％ ％ ％

２． △ 4.3

３． △ 0.4

４．

５． △ 56.0 △ 22.7

６． △ 8.9 △ 6.4

７．

８． △ 11.6 △ 16.4

９． △ 5.3

１０． △ 6.5

１１．

１２． △ 5.8

  【款毎の増減説明】

１款 議会費

２款 総務費

３款 民生費

退 職 手 当 （ 一 般 職 ） で 億 万 千 円 、 職 員 給 与 費 （ 退 職 手 当 除 く ） で 万 千 円

諸 支 出 金

合　　　　計

　議員報酬及び手当等で757万7千円、議会事務局事務費で434万4千円減少したことによるものです。

決 算 額 は 億 万 千 円 で 、 対 前 年 度 比 ％ 、 万 千 円 の 減 少 で す 。 主 と し て 、

　公共施設等再生整備基金積立金で1億3,056万4千円増加したことによるものです。

幼児教育無償化対 応事業で 億 万 千円、幼保連携型 認定こども園運営費助 成事業で

議 会 Ｉ Ｃ Ｔ 化 推 進 事 業 で 万 千 円 、 職 員 給 与 費 で 万 千 円 増 加 す る 一 方 、

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

減 少 す る 一 方 、 大 久 保 地 区 公 共 施 設 再 生 事 業 で 億 万 千 円 、

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。主として、

　　　　　　　　（単位：千円）

民 生 費

労 働 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

土 木 費

総 務 費

消 防 費

衛 生 費

商 工 費

伸率構成比

議 会 費

平　成　３０　年　度

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

区　　　　　　　分
構成比 伸率

　令　和　元　年　度

億 万 千円、障害者総合支援法に基づく給付事業で 億 万 千円、民間認可保育所運営費

助成事業で 億 万 千円、介護保険特別会計繰出金で 億 万 千円、職員 給与費で

４款 衛生費

５款 労働費

６款 農林水産業費

７款 商工費

８款 土木費

９款 消防費

　1,469万3千円、職員給与費で527万4千円減少したことによるものです。

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。主として、

決算額は 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、勤労会館運営費で

海 浜 霊 園 運 営 費 で 万 千 円 減 少 す る 一 方 、 芝 園 清 掃 工 場 運 営 費 で 億 万 千 円、

四 市 複 合 事 務 組 合 運 営 費 （ 葬 祭 ） で 万 千 円 、 可 燃 物 収 集 事 業 で 万 千 円 、

決算額 は 億 万 千円 で、 対前 年 度 比 ％、 億 万 千 円の 増加 です 。 主 とし て、

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

市営住宅維持管理事業で 万 千円、３・３・３号線整備事業で 万 千円増加する一方、

橋 り ょ う 対 策 事 業 で 億 万 千 円 、 ３ ・ ４ ・ ４ 号 線 整 備 事 業 で 億 万 千 円

市 民 ま つ り 開 催 補 助 事 業 で 万 円 、 中 小 企 業 振 興 事 業 で 万 千 円 減 少 す る 一 方 、

新消防庁舎建設工事費で 億 万 千円、消防車両等整備事業で 万 千円増加する一方、

プレミアム付商品券事業で 億 万 千円、産業振興課事務費で 万 千円増加したことに

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

　谷津出張所建替事業で3億6,058万円、消防維持管理費で2,975万5千円減少したことによるものです。

　減少したことによるものです。

　よるものです。

億 万 千円、生活保護費で 億 万 千円、児童福祉法に基づく給付事業で 億 万 千円

増加する一方、（仮称）大久保こども園整備事業で 億 万 千円、民間認可保育所等施設整備事業で

　5億7,828万6千円、保育所・幼稚園私立化事業で3億5,549万6千円減少したことによるものです。

万 千円増加する一方、職員給与費 で 万 千円、野菜 価格安定対策事業で 万円、

　新「輝け！ちばの園芸」次世代産地整備支援事業で121万7千円減少したことによるものです。

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

決算額は 万 千円で、対前年度比 ％、 万 千円の減少です。主として、農道整備事業で

 　職員給与費で1,211万8千円、前処理施設運営費で1,074万2千円増加したことによるものです。
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10款 教育費

11款 公債費

12款 諸支出金

（２）性質別歳出決算額の状況

決算額 決算額

１． ％ △ 1.5 ％ ％ ％

２．

３． △ 7.8 △ 24.3

４．

５．

６． △ 14.5

補　　助 △ 49.8

単　　独

７． 皆増 △ 100.0

８．

９．

１０． △ 64.0

１１．

１２． △ 25.3

投資及び出資金

積 立 金

市債償還金利子で 万 千円減少する一方、市債償還元金で 億 万 千円増加したことに

　　　　　　　　（単位：千円）

維 持 管 理 運 営 事 業 で 億 万 千 円 、 小 学 校 大 規 模 改 造 事 業 で 億 万 円 、

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

平　成　３０　年　度

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。主として、

市債管理基金積立金で 億 万 千円、森林環境譲与税基金積立金で 万 千円増加したことに

構成比

合　　　　計

　令　和　元　年　度

内訳

人 件 費

物 件 費

災害復旧事業費

普通建設事業費

補 助 費 等

繰 出 金

扶 助 費

区　　　　　　　分

維 持 補 修 費

貸 付 金

公 債 費

構成比 伸率 伸率

習志野文化ホール大規模改修事業で 億 万 千円、中学校大規模改造事業で 億 万 千円

決 算 額 は 億 万 円 で 、 対 前 年 度 比 ％ 、 億 万 千 円 の 増 加 で す 。 主 と し て 、

　よるものです。

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

谷 津 小 学 校 校 舎 改 築 事 業 で 億 万 千 円 増 加 す る 一 方 、 給 食 セ ン タ ー 施 設 整 備 ・

　よるものです。

　減少したことによるものです。

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

３．債務の状況

（１）市債

①年度別償還状況

計

平成

令和
元

※ 令和元年度までは確定値。令和２年度以降は令和元年度借り入れ分までの償還計画。

②目的別状況

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

（単位：千円）

年度
前年度末現在高 当該年度発行額 償　　　　還　　　　金 年度末現在高

（Ａ） （Ｂ） 元金（Ｃ） 利子

１ ． 普 通 債

（単位：千円）

区　分 平成29年度末現在高 平成30年度末現在高 令和元年度発行額 令和元年度償還元金 令和元年度末現在高

（２）　民　　 生

（１）　総　　 務

（４）　土　　 木

（３）　衛　　 生

（６）　消　　 防

（５）  公営住宅

合　　計

２ ． 特 例 債

（７）　教　　 育
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10款 教育費

11款 公債費

12款 諸支出金

（２）性質別歳出決算額の状況

決算額 決算額

１． ％ △ 1.5 ％ ％ ％

２．

３． △ 7.8 △ 24.3

４．

５．

６． △ 14.5

補　　助 △ 49.8

単　　独

７． 皆増 △ 100.0

８．

９．

１０． △ 64.0

１１．

１２． △ 25.3

投資及び出資金

積 立 金

市債償還金利子で 万 千円減少する一方、市債償還元金で 億 万 千円増加したことに

　　　　　　　　（単位：千円）

維 持 管 理 運 営 事 業 で 億 万 千 円 、 小 学 校 大 規 模 改 造 事 業 で 億 万 円 、

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

平　成　３０　年　度

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の増加です。主として、

市債管理基金積立金で 億 万 千円、森林環境譲与税基金積立金で 万 千円増加したことに

構成比

合　　　　計

　令　和　元　年　度

内訳

人 件 費

物 件 費

災害復旧事業費

普通建設事業費

補 助 費 等

繰 出 金

扶 助 費

区　　　　　　　分

維 持 補 修 費

貸 付 金

公 債 費

構成比 伸率 伸率

習志野文化ホール大規模改修事業で 億 万 千円、中学校大規模改造事業で 億 万 千円

決 算 額 は 億 万 円 で 、 対 前 年 度 比 ％ 、 億 万 千 円 の 増 加 で す 。 主 と し て 、

　よるものです。

決算額は 億 万 千円で、対前年度比 ％、 億 万 千円の減少です。主として、

谷 津 小 学 校 校 舎 改 築 事 業 で 億 万 千 円 増 加 す る 一 方 、 給 食 セ ン タ ー 施 設 整 備 ・

　よるものです。

　減少したことによるものです。

歳歳出出のの状状況況（（一一般般会会計計））

３．債務の状況

（１）市債

①年度別償還状況

計

平成

令和
元

※ 令和元年度までは確定値。令和２年度以降は令和元年度借り入れ分までの償還計画。

②目的別状況

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

（単位：千円）

年度
前年度末現在高 当該年度発行額 償　　　　還　　　　金 年度末現在高

（Ａ） （Ｂ） 元金（Ｃ） 利子

１ ． 普 通 債

（単位：千円）

区　分 平成29年度末現在高 平成30年度末現在高 令和元年度発行額 令和元年度償還元金 令和元年度末現在高

（２）　民　　 生

（１）　総　　 務

（４）　土　　 木

（３）　衛　　 生

（６）　消　　 防

（５）  公営住宅

合　　計

２ ． 特 例 債

（７）　教　　 育
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

（２）　債務負担行為                                

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

知的障害者通所更生施設(仮)あきつ園建設事業助成金

特別養護老人ホーム三山園建替事業助成金

都市計画道路3･3･3号線用地取得費

都市計画道路3・4・11、3・4・4号線用地取得費

JR津田沼駅南口周辺開発整備代替用地等取得費

都市計画道路3･4･8号線用地取得費

都市計画道路3・4・11、3・4・4号線用地取得費

都市計画道路3･4･8号線用地取得費

防犯灯賃借料

賃借料
206,000千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

道路照明灯賃借料

賃借料
51,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

習志野文化ホール大規模改修工事・復旧工事償還金
元金657,187千円に利子
を加えた額の範囲内

都市計画道路3･4･8号線用地取得費

谷津小学校一時校舎賃借料

賃借料
1,137,371千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

第二期スポーツ施設予約システム
委託料及び使用料

委託料及び使用料8,830
千円に消費税及び地方
消費税を加えた額の範
囲内

第三期ちば電子申請システム使用料

使用料
1,500千円に消費税及び
地方消費税を加えた額
の範囲内

こどもセンター施設賃借料

賃借料
46,020千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

大久保地区公共施設再生整備・維持管理運営PFI事業

6,700,000千円に金利変
動及び物価変動による
増減額並びに消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

（２）　債務負担行為                                

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

知的障害者通所更生施設(仮)あきつ園建設事業助成金

特別養護老人ホーム三山園建替事業助成金

都市計画道路3･3･3号線用地取得費

都市計画道路3・4・11、3・4・4号線用地取得費

JR津田沼駅南口周辺開発整備代替用地等取得費

都市計画道路3･4･8号線用地取得費

都市計画道路3・4・11、3・4・4号線用地取得費

都市計画道路3･4･8号線用地取得費

防犯灯賃借料

賃借料
206,000千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

道路照明灯賃借料

賃借料
51,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

習志野文化ホール大規模改修工事・復旧工事償還金
元金657,187千円に利子
を加えた額の範囲内

都市計画道路3･4･8号線用地取得費

谷津小学校一時校舎賃借料

賃借料
1,137,371千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

第二期スポーツ施設予約システム
委託料及び使用料

委託料及び使用料8,830
千円に消費税及び地方
消費税を加えた額の範
囲内

第三期ちば電子申請システム使用料

使用料
1,500千円に消費税及び
地方消費税を加えた額
の範囲内

こどもセンター施設賃借料

賃借料
46,020千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

大久保地区公共施設再生整備・維持管理運営PFI事業

6,700,000千円に金利変
動及び物価変動による
増減額並びに消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

道路照明灯賃借料

賃借料
218,205千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

都市計画道路3･3･3号線用地取得費

新庁舎機械警備委託料

委託料
61,669千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

新庁舎電話交換機等賃借料

賃借料
25,642千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

新庁舎窓口受付案内システム賃借料

賃借料
37,920千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津コミュニティセンター指定管理料

委託料
100,740千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

東習志野コミュニティセンター指定管理料

委託料
90,660千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

市民プラザ大久保指定管理料

委託料
59,665千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

実籾コミュニティホール指定管理料

委託料
79,460千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

図書館4館指定管理料

委託料
515,939千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

学校給食センター施設整備・維持管理運営PFI事業

7,295,431千円に金利変
動及び物価変動による
増減額並びに消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

道路照明灯賃借料

賃借料
218,205千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

都市計画道路3･3･3号線用地取得費

新庁舎機械警備委託料

委託料
61,669千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

新庁舎電話交換機等賃借料

賃借料
25,642千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

新庁舎窓口受付案内システム賃借料

賃借料
37,920千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津コミュニティセンター指定管理料

委託料
100,740千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

東習志野コミュニティセンター指定管理料

委託料
90,660千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

市民プラザ大久保指定管理料

委託料
59,665千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

実籾コミュニティホール指定管理料

委託料
79,460千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

図書館4館指定管理料

委託料
515,939千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

学校給食センター施設整備・維持管理運営PFI事業

7,295,431千円に金利変
動及び物価変動による
増減額並びに消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

谷津バラ園等指定管理料

委託料
227,890千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

新習志野公民館指定管理料

委託料
145,755千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

第三期ちば電子調達システム使用料

使用料
19,920千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

藤崎保育所空調機器改修工事費

工事請負費
20,900千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

大久保東児童会空調機器改修工事費

工事請負費
7,321千円に消費税及び
地方消費税を加えた額
の範囲内

谷津南児童会施設賃借料

賃借料
106,898千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

都市計画道路3・4・11号線、3・4・4号線用地取得費

新消防庁舎等建設事業費
2,200,000千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

市立幼稚園及び小中学校空調機器賃借料

賃借料
2,223,873千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

総合福祉センターさくらの家及びいずみの家指定管理料

委託料
298,714千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

養護老人ホーム白鷺園及び白鷺園デイ・サービス
センター指定管理料

委託料
25,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

谷津バラ園等指定管理料

委託料
227,890千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

新習志野公民館指定管理料

委託料
145,755千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

第三期ちば電子調達システム使用料

使用料
19,920千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

藤崎保育所空調機器改修工事費

工事請負費
20,900千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

大久保東児童会空調機器改修工事費

工事請負費
7,321千円に消費税及び
地方消費税を加えた額
の範囲内

谷津南児童会施設賃借料

賃借料
106,898千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

都市計画道路3・4・11号線、3・4・4号線用地取得費

新消防庁舎等建設事業費
2,200,000千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

市立幼稚園及び小中学校空調機器賃借料

賃借料
2,223,873千円に消費税
及び地方消費税を加え
た額の範囲内

総合福祉センターさくらの家及びいずみの家指定管理料

委託料
298,714千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

養護老人ホーム白鷺園及び白鷺園デイ・サービス
センター指定管理料

委託料
25,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

高齢者福祉センター芙蓉園及び東部デイ・サービス
センター指定管理料

委託料
235,220千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

スポーツ9施設指定管理料

委託料
687,870千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津南保育所空調機器改修工事費

工事請負費
33,890千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

都市計画道路3・4・9号線用地取得費

習志野高等学校第二グラウンド室内練習場賃借料

賃借料
107,950千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津小学校給食室備品購入費

備品購入費
65,072千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

JR津田沼駅南口第二自転車等駐車場取得費
600,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津干潟自然観察センター等指定管理料

委託料
300,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

習志野文化ホール指定管理料

委託料
403,093千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

合　　　　　　　　　　　　　　計

※ 合計欄は各事項での端数調整により、表中の合計と異なる場合があります。

※ 確定額及び令和２年度以降支出予定額は、令和元年度決算における金額であり、

   金利変動等の理由により変更となる場合があります。

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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歳出の状況（一般会計）                            歳出の状況（一般会計）

 (単位:千円)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度以降 計

高齢者福祉センター芙蓉園及び東部デイ・サービス
センター指定管理料

委託料
235,220千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

スポーツ9施設指定管理料

委託料
687,870千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津南保育所空調機器改修工事費

工事請負費
33,890千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

都市計画道路3・4・9号線用地取得費

習志野高等学校第二グラウンド室内練習場賃借料

賃借料
107,950千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津小学校給食室備品購入費

備品購入費
65,072千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

JR津田沼駅南口第二自転車等駐車場取得費
600,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

谷津干潟自然観察センター等指定管理料

委託料
300,000千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

習志野文化ホール指定管理料

委託料
403,093千円に消費税及
び地方消費税を加えた
額の範囲内

合　　　　　　　　　　　　　　計

※ 合計欄は各事項での端数調整により、表中の合計と異なる場合があります。

※ 確定額及び令和２年度以降支出予定額は、令和元年度決算における金額であり、

   金利変動等の理由により変更となる場合があります。

事                                   項 限 度 額 議決年月 確 定 額
令和元年度末
までの支出額

令和元年度末
残        高

令和２年度以降支出予定額
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３．部局別決算の概要

（１） 議 会 事 務 局



議会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １・１・１（議 会 費） 決 算 額

担 当 主 管 議 会 事 務 局

令和元年度議会活動

（１）本会議開催状況

議 会 区 分 会 期

本 会 議 委員会

日 数日 数 実質会議時間

令和元年第１回臨時会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和元年第２回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和元年第３回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和元年第４回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和２年第１回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

計 会 期 日間 日 時間 分 日

（２）委員会開催状況 （単位：回）

委員会・協議会別

開催回数

委員会の名称

委 員 会 協 議 会

計開催回数 開催回数

会期中 閉会中 計 会期中 閉会中 計

常
任
委
員
会

総務常任委員会

都市環境常任委員会

協働経済常任委員会

文教福祉常任委員会

議会運営委員会

特
別
委
員
会

別委員 一般会計予算特別委員会（４回設置）

特別会計予算特別委員会（２回設置）

一般会計決算特別委員会

特別会計決算特別委員会

計

３ そのほかの会議開催状況 （単位：回）

開催回数

会議の名称

開 催 回 数

会 期 中 閉 会 中 計

会派代表者会議

全員協議会 ― ― ―

議会改革検討協議会

議会報編集委員会 ―
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議会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １・１・１（議 会 費） 決 算 額

担 当 主 管 議 会 事 務 局

令和元年度議会活動

（１）本会議開催状況

議 会 区 分 会 期

本 会 議 委員会

日 数日 数 実質会議時間

令和元年第１回臨時会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和元年第２回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和元年第３回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和元年第４回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

令和２年第１回定例会 月 日～ 月 日 日間 日 時間 分 日

計 会 期 日間 日 時間 分 日

（２）委員会開催状況 （単位：回）

委員会・協議会別

開催回数

委員会の名称

委 員 会 協 議 会

計開催回数 開催回数

会期中 閉会中 計 会期中 閉会中 計

常
任
委
員
会

総務常任委員会

都市環境常任委員会

協働経済常任委員会

文教福祉常任委員会

議会運営委員会

特
別
委
員
会

別委員 一般会計予算特別委員会（４回設置）

特別会計予算特別委員会（２回設置）

一般会計決算特別委員会

特別会計決算特別委員会

計

３ そのほかの会議開催状況 （単位：回）

開催回数

会議の名称

開 催 回 数

会 期 中 閉 会 中 計

会派代表者会議

全員協議会 ― ― ―

議会改革検討協議会

議会報編集委員会 ―

議会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（４）議会付議案件及び議決の状況 （単位：件）

議 会

案件の

別

議決の

態 様

市 長 提 出 案 件 議員提出案件

請

願

陳

情

合

計

条

例

予

算

決

算

契

約

財

産

人

事

専

決

処

分

そ

の

他

条

例

意

見

書

等

令和元年

第１回臨時会

（５月）

可 決

承 認

同 意

計

令和元年

第２回定例会

（６月）

可 決

同 意

適 任

否 決

採 択

不 採 択

計

令和元年

第３回定例会

（９月）

可 決

適 任

否 決

不 採 択

継続審査

計

令和元年

第４回定例会

（１２月）

可 決

認 定

同 意

否 決

採択送付

不 採 択

計

令和２年

第１回定例会

（３月）

可 決

同 意

否 決

採択送付

不 採 択

計

令和元年度合計

※ （ ）は継続審査中のため集計に含まない。
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議会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（５）市議会報の発行状況

発 行 年 月 日 頁 数 号 数 発 行 部 数

令和元年 ５月 １日 Ａ４判 １２頁 １８２号 ５５，０００部

令和元年 ８月 １日 Ａ４判 １２頁 １８３号 ５５，０００部

令和元年１１月 １日 Ａ４判 １２頁 １８４号 ５５，０００部

令和２年 ２月 １日 Ａ４判 １２頁 １８５号 ５５，０００部

（本会議インターネット映像配信事業）

市議会本会議開催時にライブ中継、また３日後にその録画をインターネットにて配信。

本会議インターネット映像配信アクセス件数 （単位：件）

ライブ中継 録 画（※） 合 計

１３，１５７ ６，３３３ １９，４９０

※ 平成２６年第１回定例会以降の録画映像を配信（スマートフォン・タブレット端末対応）

（６）議会ＩＣＴ化推進事業

議会運営の効率化、事務改善及び事務用紙の削減等を目的として令和元年第３回定例会から

議会ペーパーレスシステムを導入しました。

議案書等の会議資料、議員要求資料及び各種市発行の計画等をデータ配信に移行。また、同

システムを閲覧するためのタブレット端末はリースにより５０台導入し、議会事務局より全議

員及び本会議に出席する説明員に貸与しました。
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議会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（５）市議会報の発行状況

発 行 年 月 日 頁 数 号 数 発 行 部 数

令和元年 ５月 １日 Ａ４判 １２頁 １８２号 ５５，０００部

令和元年 ８月 １日 Ａ４判 １２頁 １８３号 ５５，０００部

令和元年１１月 １日 Ａ４判 １２頁 １８４号 ５５，０００部

令和２年 ２月 １日 Ａ４判 １２頁 １８５号 ５５，０００部

（本会議インターネット映像配信事業）

市議会本会議開催時にライブ中継、また３日後にその録画をインターネットにて配信。

本会議インターネット映像配信アクセス件数 （単位：件）

ライブ中継 録 画（※） 合 計

１３，１５７ ６，３３３ １９，４９０

※ 平成２６年第１回定例会以降の録画映像を配信（スマートフォン・タブレット端末対応）

（６）議会ＩＣＴ化推進事業

議会運営の効率化、事務改善及び事務用紙の削減等を目的として令和元年第３回定例会から

議会ペーパーレスシステムを導入しました。

議案書等の会議資料、議員要求資料及び各種市発行の計画等をデータ配信に移行。また、同

システムを閲覧するためのタブレット端末はリースにより５０台導入し、議会事務局より全議

員及び本会議に出席する説明員に貸与しました。
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議会事務局 議会事務局

　普通建設事業の概要 　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

１・１・１ 議議会会事事務務局局事事務務費費

１５ 庁舎５階会派室サイン設置工事 鷺沼２丁目１番１号

１・１・１ 議議会会ＩＩＣＣＴＴ化化推推進進事事業業

１５ 庁舎議会フロアWi-Fi環境整備工事 鷺沼２丁目１番１号

事業概要支出科目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　の　　財　　源　　内　　訳
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議会事務局 議会事務局

　普通建設事業の概要 　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

１・１・１ 議議会会事事務務局局事事務務費費

１５ 庁舎５階会派室サイン設置工事 鷺沼２丁目１番１号

１・１・１ 議議会会ＩＩＣＣＴＴ化化推推進進事事業業

１５ 庁舎議会フロアWi-Fi環境整備工事 鷺沼２丁目１番１号

事業概要支出科目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　の　　財　　源　　内　　訳
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議会事務局 議会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

１ １ １ １９ 議会事務局 政務活動費交付事業

（政務活動費交付金）

議会各会派 市政の諸問題に関する事項について、先進市等への行政視察、調査研究のための資料等の購入や研修会

等への参加により、会派の活動が活発になされ、市政の改革や政策の拡大を図るべく交付しました。
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議会事務局 議会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

１ １ １ １９ 議会事務局 政務活動費交付事業

（政務活動費交付金）

議会各会派 市政の諸問題に関する事項について、先進市等への行政視察、調査研究のための資料等の購入や研修会

等への参加により、会派の活動が活発になされ、市政の改革や政策の拡大を図るべく交付しました。
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（２） 政 策 経 営 部



政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・４（広報広聴費） 決 算 額

担 当 主 管 広 報 課

（広報課事務費）

タウンミーティング

市長が自ら各地域に伺い、市民と対話をするタウンミーティングを実施しました。

（広報習志野発行事業）

「広報習志野」発行状況 １４１３～１４３６

市政をわかりやすく市民に周知するため、「広報習志野」を発行しました。毎月１日号と１５日号を新

聞折込で配布する他、希望者に対しポスティングサービスを実施するとともに、市内公共施設、鉄道駅、

コンビニエンスストア、大型店、郵便局などに配置しました。

【発行部数】４／１号～３／１５号：各号６２，０００部 ８ ６臨時号：６２，０００部

【発行回数】定期２４回 臨時号１回

【印 刷】２色刷り

回 開催日 申込み団体 参加者数（人）

第１回 令和元年 ５月１３日（月）
習志野市民生委員児童委員協議会

津田沼地区
１６

３９

第２回 令和元年 ９月２８日（土）
地域の絆 家族の絆

ファミリーサークルえん
２３

発行日 主 な 内 容 頁数

４／ １

平成３１年度市政運営方針、平成３１年度一般会計予算の概要、習志野きらっと

２０１９、交通安全、ＳＴＯＰ！受動喫煙！、各種がん検診、介護予防教室 足腰

げんき塾参加者募集、定期予防接種・高齢者肺炎球菌予防接種、保健だより

１６

４／１５

平成を振り返って、地球温暖化対策ガイドライン、春期公民館学級・講座受講生

募集、後期高齢者医療制度、ファミリー・サポート・センター、歯科コンクール

参加者募集、４月～５月の大型連休における市役所のしごと

１４

５／ １

習志野高校野球部 春の選抜 準優勝への軌跡、フレー！フレー！子育て 、まち

づくり会議、スポーツ奨励大会、新・学校給食センター運営開始、キャロット月

間、ソーセージ＆ビールフェスティバル、ならしの創業塾、省エネルギー設備な

どの設置費補助、転倒予防体操推進員養成講座、保健だより

１６

５／１５

もっと元気な自分でいるために！！、谷津干潟の日フェスタ、「がん検診」を受け

ましょう、生涯学習複合施設がオープンします、高血圧のおそろしさ、市長・市

議会議員が決まりました、後期高齢者歯科健診、国民健康保険料のお知らせ、県

民の日、熱中症予防

１６

６／ １

習志野市平和祈念事業、６月は環境月間です、海浜霊園墓地の使用者募集、葬祭

事業のご案内、歯と口の健康週間、食育月間、風しんの抗体検査・予防接種、児

童手当現況届、土砂災害防止月間、保健だより

１６

６／１５
健康診査を受けましょう、習志野きらっと２０１９、空き家の適正管理、市民相

談、市税等の口座振替、広報まちかど特派員
１０
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・４（広報広聴費） 決 算 額

担 当 主 管 広 報 課

（広報課事務費）

タウンミーティング

市長が自ら各地域に伺い、市民と対話をするタウンミーティングを実施しました。

（広報習志野発行事業）

「広報習志野」発行状況 １４１３～１４３６

市政をわかりやすく市民に周知するため、「広報習志野」を発行しました。毎月１日号と１５日号を新

聞折込で配布する他、希望者に対しポスティングサービスを実施するとともに、市内公共施設、鉄道駅、

コンビニエンスストア、大型店、郵便局などに配置しました。

【発行部数】４／１号～３／１５号：各号６２，０００部 ８ ６臨時号：６２，０００部

【発行回数】定期２４回 臨時号１回

【印 刷】２色刷り

回 開催日 申込み団体 参加者数（人）

第１回 令和元年 ５月１３日（月）
習志野市民生委員児童委員協議会

津田沼地区
１６

３９

第２回 令和元年 ９月２８日（土）
地域の絆 家族の絆

ファミリーサークルえん
２３

発行日 主 な 内 容 頁数

４／ １

平成３１年度市政運営方針、平成３１年度一般会計予算の概要、習志野きらっと

２０１９、交通安全、ＳＴＯＰ！受動喫煙！、各種がん検診、介護予防教室 足腰

げんき塾参加者募集、定期予防接種・高齢者肺炎球菌予防接種、保健だより

１６

４／１５

平成を振り返って、地球温暖化対策ガイドライン、春期公民館学級・講座受講生

募集、後期高齢者医療制度、ファミリー・サポート・センター、歯科コンクール

参加者募集、４月～５月の大型連休における市役所のしごと

１４

５／ １

習志野高校野球部 春の選抜 準優勝への軌跡、フレー！フレー！子育て 、まち

づくり会議、スポーツ奨励大会、新・学校給食センター運営開始、キャロット月

間、ソーセージ＆ビールフェスティバル、ならしの創業塾、省エネルギー設備な

どの設置費補助、転倒予防体操推進員養成講座、保健だより

１６

５／１５

もっと元気な自分でいるために！！、谷津干潟の日フェスタ、「がん検診」を受け

ましょう、生涯学習複合施設がオープンします、高血圧のおそろしさ、市長・市

議会議員が決まりました、後期高齢者歯科健診、国民健康保険料のお知らせ、県

民の日、熱中症予防

１６

６／ １

習志野市平和祈念事業、６月は環境月間です、海浜霊園墓地の使用者募集、葬祭

事業のご案内、歯と口の健康週間、食育月間、風しんの抗体検査・予防接種、児

童手当現況届、土砂災害防止月間、保健だより

１６

６／１５
健康診査を受けましょう、習志野きらっと２０１９、空き家の適正管理、市民相

談、市税等の口座振替、広報まちかど特派員
１０

政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

発行日 主 な 内 容 頁数

７／ １
国民健康保険制度、介護保険制度、習志野きらっと２０１９、市民活動団体 週

間事業、タウンミーティング、選抜高校野球大会出場収支決算報告、保健だより
１４

７／１５ 幼児教育・保育の無償化、ひまわり発達相談センター、コンビニで証明書発行 １０

８／ １
平和市民代表団、施設などの使用料・手数料一部改定、市民協働インフォメーシ

ョンルーム・男女共同参画センター（ステップならしの）、保健だより
１０

８／ ６

臨時号

習高野球部 優勝への軌跡、千葉大会優勝メンバー紹介、インターハイ出場選手

紹介
４

８／１５
総合防災訓練、キラット・ジュニア防犯隊、市民総合体育大会、慢性腎臓病予

防、市民相談、障がいのある人の手当制度
８

９／ １

認知症を学び地域で支えよう、食生活改善普及運動・健康増進普及月間、ＳＴＯ

Ｐ！受動喫煙！、秋期公民館学級・講座受講生募集、オービックシーガルズ、防

災月間、ペットの防災対策、介護予防教室 足腰げんき塾、保健だより

１６

９／１５
平和市民代表団派遣報告、健康フェア参加者募集、高齢者予防接種のお知らせ、

市民総合体育大会、消費税・地方消費税増税、はばたき債募集
８

１０／ １

生涯学習複合施設 プラッツ習志野、令和２年度 園児募集、習志野市福祉ふれあ

いまつり＆健康フェア、安全で安心なまちづくり月間、習志野ドイツフェア２０

１９、谷津バラ園、市民総合体育大会、保健だより

１６

１０／１５ 町会・自治会活動、証明書の取得はお近くの連絡所で！ ８

１１／ １

食とくらしの祭典、国民年金制度、保育所の入所申込受付、１１月８日は「いい

歯の日」、認知症サポーター養成講座・フォローアップ講座、糖尿病について正し

く知ろう！、保健だより

１６

１１／１５

決算概要、財政健全化、決算審査意見書、経営改革の取り組み、寄附者公表、

パブリックコメント、習志野高校甲子園収支決算報告、市展受賞者、

介護保険Ｑ＆Ａ

１２

１２／ １
障害者週間、年末年始の特別警戒、地球温暖化防止月間、習志野きらっと２０１

９開催報告、保健だより
１０

１２／１５

今年の出来事、冬期公民館講座受講生募集、ならしの健康マイレージ、人事行

政、民生委員・児童委員の紹介、休日や夜間に急病で困ったときは、市県民税税

制改正、年末年始の市役所の仕事

１４

１／ １
新春特別企画、市民参加型補助金、習志野高校 全国大会出場、認知症シンポジウ

ム、保健だより
１０

１／１５
地方公会計制度 決算概要、自転車等駐車場の申し込み、世界湿地の日まつり、

市民カレッジ学習発表会、広報まちかど特派員募集、介護保険制度Ｑ＆Ａ
１２

２／ １
市・県民税、所得税などの申告が始まります、みんなの消費生活展、市民農園利

用者募集、保健だより
１２

２／１５ 習志野高校の部活動紹介、市民カレッジ第２６期生募集 ８

３／ １ ３月・４月は引っ越しのシーズンです、市政功労者表彰、保健だより ８

３／１５ 後期基本計画、新型コロナウイルス感染症にご注意を ８
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 
（映像等制作事業）

１５分の市政広報番組「なるほど習志野」を制作し、ケーブルテレビ（Ｊ ＣＯＭ船橋･習志野）で、

第１・第３週の月曜から日曜に１日１回、午後８時１５分から放送（火・木曜日は１日２回、午後０時

１５分からも放送）しました。

放送月 タイトル

４ 新しい春が来た！～生まれ変わった市の施設～

５ あなたの子育て しっかりサポート♪

６ 地球の問題？身近な問題！地球温暖化！

７ 本を読もう！～子どものための読書活動への取り組み～

８ ギュッと！「まるごと広報紙」～広報習志野８月１日号～

９ まち歩きを楽しもう！～習志野まちかど美術館～

１０ ごみを出さない工夫～３ 推進月間～

１１ 楽しくおいしく！ 干潟で学ぶミツバチのヒミツ

１２ ナラシド♪散歩～ならしのの歴史・文化財～

１ 広場でぷらっと！プラッツ習志野

２ キラット・ジュニア防犯隊と共に考える 習志野市の防犯

３ バランスシート探検隊［プラッツ習志野］

（市内案内冊子発行事業）

１ 令和元年１０月１日現在の情報を掲載した市民ハンドブック２０１９年版を、全戸配布及び転入者

用として９１ ０００部作成しました。このハンドブックは官民協働事業として民間事業者と共同発

行し、広告掲載料による財源のみで発行・配布を行いました。

２ 本市の魅力を紹介する「習志野市市勢要覧２０２０」を１０，０００部作成しました。

３ 市内施設地図を７，５００部作成しました（転入者を中心に配布）。

（ホームページ運営・管理事業）

１ 情報発信コーナー「ならしのＮＯＷ」では、広報まちかど特派員が取材した市内の自然や風景、地

域の行事などを紹介しました。

２ 緊急時等の情報発信ツールとして、迅速な情報発信を目的に「習志野市公式ツイッター」を運用

しました。（緊急情報、耳より情報、Ｎサポ（子育て・健康情報））
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 
（まちの魅力発信事業）

本市が「選ばれるまち」であり続けるために、これまで築かれてきたまちの魅力を検証し、また新た

な魅力を創出し、効果的に発信することにより「習志野ブランド」を確立し、本市に関わる人の「愛着

醸成」と「定住促進」を図る様々な施策に取り組みました。

１ 報道リリース配信業務委託

インターネットを通じた報道リリースを外部委託し、市外への情報発信を強化しました。

【事業受託者】株式会社 ＰＲ ＴＩＭＥＳ

【リリース件数】４１件

２ 「ハピママヨガ」の開催

子育て世代をターゲットに、妊娠・出産で影響を受けたママの心と身体を癒し、赤ちゃんとの

スキンシップを深めながら、体力の回復をはかるママ向けのヨガを株式会社 と

行事共催協定書を締結し、開催しました。

開催日 会場 参加人数

８月２０日 火 保健会館 １４人

９月２０日 金 谷津コミュニティセンター ３２人

１０月 ４日 金 保健会館 ２５人

１０月２４日 木 市民プラザ大久保 １４人

３ 市民参加型補助金「子どもがつくるオリンピック広報誌」の提案

本市にある「県国際総合水泳場」でオリンピックに向けたオランダ水泳チームの合宿が行われることか

ら、市民の「東京オリンピック・パラリンピック」への興味・関心を高め、本市への愛着醸成を図るため、協働

政策課が所管の「市民参加型補助金 かだい提案型」に“こどもの視点を活かしたオリンピックの周知”を

提案。採択された 法人が、子どもたちとともに広報誌の企画・取材・作成をし、市内の小学校や公共施

設などに配布しました。

【採択団体】ＮＰＯ法人ならしの子ども劇場（平成３１年度市民参加型補助金 かだい提案型）

【印刷部数】１６，０００部

【配布箇所】８９カ所

４ 「ドレミファナラシド♪」のダンス動画のＹｏｕＴｕｂｅへの投稿

「ドレミファナラシド♪」による市への愛着醸成をより深めるため、令和元年１０月１９日に開催

されたドイツフェスタでの園児によるダンス動画を撮影し、ＹｏｕＴｕｂｅへ投稿しました。

【再生回数】６１３回（～令和２年３月３１日）

５ 「Ｔｏｐ ｏｆ ｔｈｅ Ｍｕｓｉｃ ～習志野市 至高の音楽祭～」の開催 中止

「音楽のまち習志野」を市内外へアピールするため、習志野高校吹奏楽部及びフルート奏者による

音楽イベントの開催を予定しましたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止により中止しま

した。

【開催予定日】令和２年３月２１日（土）

【会場】習志野文化ホール

【スーパーバイザー】飯島 和久氏

【出演者】習志野高校吹奏楽部、公募によるプロ及びアマチュアのフルート奏者、

フルート奏者 工藤 重典 氏（特別ゲスト）、久下 未来 氏 ピアノ伴奏
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

６ 「習志野市シティセールスコンセプトＢＯＯＫ ２ｎｄ」の作成

シティセールスの基本的な考え方と戦略の方向性を示すため、上位計画である「習志野市後期基

本計画」の策定に合わせて作成しました。

（１９０㎜×１９０㎜、２４ページ、フルカラー、１ ５００部）
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

６ 「習志野市シティセールスコンセプトＢＯＯＫ ２ｎｄ」の作成

シティセールスの基本的な考え方と戦略の方向性を示すため、上位計画である「習志野市後期基

本計画」の策定に合わせて作成しました。

（１９０㎜×１９０㎜、２４ページ、フルカラー、１ ５００部）

政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・５（財政管理費） 決 算 額

担 当 主 管 財 政 課

（財政課事務費）

◆予算の執行と庁内分権型予算による予算編成

令和元年度は、『庁内分権型予算』により編成した予算の執行支援を行いました。

また、補正予算は、台風１５号、１９号による被害への対応など、緊急性・必要性のある事業につい

て編成しました。

１．予算関係

（１）令和元年度補正予算

○令和元年第２回定例会

一般会計 第１号 、介護保険特別会計 第１号

○令和元年第３回定例会

一般会計 第２号

○令和元年第４回定例会

一般会計 第３号 、介護保険特別会計 第２号

○令和２年第１回定例会

一般会計 第４号

（２）令和２年度当初予算

○令和２年第１回定例会

一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計

２．決算関係

（１）平成３０年度決算報告書の作成

（２）平成３０年度地方財政状況調査表（決算統計）の作成

（３）平成３０年度健全化判断比率及び資金不足比率の算定
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆ふるさと納税に係る取組

習志野市まちづくり応援寄附条例に基づき、習志野市を「応援したい」という寄附者の想いを反映した

政策を実施するために、９基金において寄附金を受け入れ、一旦各基金に積み立てた後、基金の目的に

従い、事業実施の際の財源として活用させていただいております。

寄附金に対するお礼として、民間サイトを活用した本市の特産品などの返礼品及びサービスを提供し、

本市のシティセールスの推進及び市内産業の振興とともに、歳入確保に取り組みました。

【事業経費（業務委託費、お礼品代、配送料等）：１，７９２，２８６円】

令和元年度個人寄附実績 ３６９件 ４，４０７，０００円

（平成３０年度個人寄附実績 ３７２件 １７，１４５，７６６円）

主な返礼品：習志野ソーセージ（７８件）、習志野市オリジナルグッズ３点セット（７７件）、

高級本格ビーフシチュー（４１件）、 の天然ハチミツ（４０件）、

ふるさと産品セット（２９件）、生しぼりニンジンジュース（１８件）

（財務会計システム事業）

財務会計事務の迅速化、効率化を図るため、財務会計システムの運用管理を行いました。
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆ふるさと納税に係る取組

習志野市まちづくり応援寄附条例に基づき、習志野市を「応援したい」という寄附者の想いを反映した

政策を実施するために、９基金において寄附金を受け入れ、一旦各基金に積み立てた後、基金の目的に

従い、事業実施の際の財源として活用させていただいております。

寄附金に対するお礼として、民間サイトを活用した本市の特産品などの返礼品及びサービスを提供し、

本市のシティセールスの推進及び市内産業の振興とともに、歳入確保に取り組みました。

【事業経費（業務委託費、お礼品代、配送料等）：１，７９２，２８６円】

令和元年度個人寄附実績 ３６９件 ４，４０７，０００円

（平成３０年度個人寄附実績 ３７２件 １７，１４５，７６６円）

主な返礼品：習志野ソーセージ（７８件）、習志野市オリジナルグッズ３点セット（７７件）、

高級本格ビーフシチュー（４１件）、 の天然ハチミツ（４０件）、

ふるさと産品セット（２９件）、生しぼりニンジンジュース（１８件）

（財務会計システム事業）

財務会計事務の迅速化、効率化を図るため、財務会計システムの運用管理を行いました。

政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・７（財産管理費） 決 算 額

担 当 主 管 資 産 管 理 課

（市有財産調査委員会費）

市有財産の処分（土地１件）について諮問しました。

また、平成３０年度に処分した市有財産 土地５件 について報告しました。

◆市有財産調査委員会の開催

２回開催 委員数１０名

開催 開催日 内 容

第１回 令和元年６月５日 水

≪諮問事項≫

・市有地の一般競争入札による売払いについて

≪報告事項≫

・平成３０年度市有地売払い実績について

第２回 令和元年７月２６日 金
≪諮問事項≫

・市有地の一般競争入札による売払いについて

（資産管理課事務費）

市有地 普通財産 の貸付や土地７件の売払いを行いました。

また、各財産管理者の適正な管理のために、市有地の財産台帳の整備修正を行いました。

貸

付

賃貸借契約貸付
土地 ６９件 ３３，０１１，３５３円

建物 １１件 ２２，４３８，３９３円

合計 ５５，４４９，７４６円

使用貸借契約

無償貸付

土地 ６７件

建物 ７件

売

払

い

不動産売払い 土地 ７件 ５，２１５，０８１，６３４円

（厩舎維持管理事業）

船橋競馬場に付随する市の厩舎（９棟・９０馬房）の敷地内生活道路について、経年劣化により、道路の

凹凸や排水不良などの不具合が生じていることから、その抜本的な解消に向けた改良工事のための設計業務

委託を行いました。

習志野厩舎生活道路設計業務委託 ６，５４５，０００円
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

（公共施設再生計画推進事業）

◆第２次公共建築物再生計画の策定

第１期計画期間（平成２６年度から令和元年度）における事業実施段階での課題や社会環境の変

化などを勘案するとともに、既存資料を活用した対象施設の構造躯体の健全性や劣化状況評価を行

うことで、各施設の実態に即した事業計画として令和２年３月に策定しました。

◆市民説明会「みんなで考える公共施設の未来」の開催

第２次公共建築物再生計画（案）の説明および当該計画（案）に関する意見を聞くため、ワーク

ショップ形式での市民説明会を開催しました。

開催 開催日 場 所 参加者数

第１回
令和２年１月１８日 土

午前１０時３０分から正午

実籾コミュニティホール

ホール２・３
２人

第２回
令和２年１月１８日 土

午後３時３０分から午後５時

プラッツ習志野 北館

集会室３
１２人

第３回
令和２年１月１９日 日

午前９時３０分から午前１１時

ゆいまーる習志野

福祉交流スペース
２７人

第４回
令和２年１月１９日 日

午後１時３０分から午後３時

谷津コミュニティセンター

ふれあいルーム
２人

第５回
令和２年１月１９日 日

午後４時３０分から午後６時

サンロード津田沼６階

大会議室
３人

◆ワークショップ「公共施設の未来とまちづくり」の開催

本市が進める公共施設の取組について市民への理解を促進するため、また市民の声を聴取し公共施設

再生計画の見直し作業に活かすため、公共施設マネジメントゲームを利用したワークショップを開催し

ました。

開催 開催日 場 所 参加者数

第１回
令和元年８月４日 日

午前９時３０分から正午
市庁舎ＧＦ会議室Ｃ ７人

（公有資産活用まちづくりアドバイザー設置事業）

◆ＰＲＥ ＦＭ戦略の推進及び政策・施策の展開、課題解決のため、専門的知見及び高度なノウハウを有

する方３名をアドバイザーとして委嘱しました。
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

（公共施設再生計画推進事業）

◆第２次公共建築物再生計画の策定

第１期計画期間（平成２６年度から令和元年度）における事業実施段階での課題や社会環境の変

化などを勘案するとともに、既存資料を活用した対象施設の構造躯体の健全性や劣化状況評価を行

うことで、各施設の実態に即した事業計画として令和２年３月に策定しました。

◆市民説明会「みんなで考える公共施設の未来」の開催

第２次公共建築物再生計画（案）の説明および当該計画（案）に関する意見を聞くため、ワーク

ショップ形式での市民説明会を開催しました。

開催 開催日 場 所 参加者数

第１回
令和２年１月１８日 土

午前１０時３０分から正午

実籾コミュニティホール

ホール２・３
２人

第２回
令和２年１月１８日 土

午後３時３０分から午後５時

プラッツ習志野 北館

集会室３
１２人

第３回
令和２年１月１９日 日

午前９時３０分から午前１１時

ゆいまーる習志野

福祉交流スペース
２７人

第４回
令和２年１月１９日 日

午後１時３０分から午後３時

谷津コミュニティセンター

ふれあいルーム
２人

第５回
令和２年１月１９日 日

午後４時３０分から午後６時

サンロード津田沼６階

大会議室
３人

◆ワークショップ「公共施設の未来とまちづくり」の開催

本市が進める公共施設の取組について市民への理解を促進するため、また市民の声を聴取し公共施設

再生計画の見直し作業に活かすため、公共施設マネジメントゲームを利用したワークショップを開催し

ました。

開催 開催日 場 所 参加者数

第１回
令和元年８月４日 日

午前９時３０分から正午
市庁舎ＧＦ会議室Ｃ ７人

（公有資産活用まちづくりアドバイザー設置事業）

◆ＰＲＥ ＦＭ戦略の推進及び政策・施策の展開、課題解決のため、専門的知見及び高度なノウハウを有

する方３名をアドバイザーとして委嘱しました。

政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 
（大久保地区公共施設再生事業）

◆大久保地区公共施設再生事業とは…

平成２６年３月に策定した「習志野市公共施設再生計画」のモデル事業です。

京成大久保駅周辺地区におけるまちづくりの一環として、京成大久保駅前に立地する既存の公共施設

（大久保公民館・市民会館、大久保図書館、勤労会館）と中央公園を一体的に再生するものです。あわ

せて、周辺１ｋｍの４つの公共施設（屋敷公民館、藤崎図書館、生涯学習地区センターゆうゆう館、あ

づまこども会館）の機能を引き継ぎ、再生する施設に集約を行うものです。

令和元年度は、平成２９年３月２４日に締結したＰＦＩ事業契約に基づき、習志野大久保未来プロ

ジェクト株式会社とのパートナーシップの下、円滑な工事の進行を図り、令和元年１１月に新しい

施設である生涯学習複合施設北館（図書館、公民館、ホール）・南館（こどもスペース、アリーナ、多

目的室）がオープンしました。

今後、令和２年度には大久保図書館をリノベーションした北館別棟、令和３年度には民間事業者によ

る学生・若者向け賃貸住宅の他、店舗及びカフェのオープンが計画されています。

また、適宜、市民の皆様へ説明会や出前講座を実施しました。

◆市民説明会・出前講座の実施

開催回数７回 参加者総数１７５人

開催日 内 容 参加人数

１ 平成３１年４月２６日 金 まちづくり出前講座（本大久保連合町会） １７人

２ 令和元年６月８日 土 藤崎まちづくり会議、藤崎連合町会会議 ４３人

３ 令和元年８月６日 火
まちづくり出前講座

（大久保地区公共施設再生事業を考える会）
１３人

４ 令和元年１１月１４日 木
みんなで考えよう！公共施設の現状と未来

（バランスシート探検隊）
１８人

５ 令和元年１１月２３日 土 藤崎まちづくり会議、藤崎連合町会会議 ３４人

６ 令和元年１１月２８日 木 屋敷・花咲まちづくりふれあい女性会議 ３０人

７ 令和２年２月５日 水
みんなで考えよう！公共施設の現状と未来

（中央公民館大久保寿学級）
２０人

合 計 １７５人
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆ＰＦＩ実施事業者に対するサービス対価の支払い

本事業のＰＦＩ実施事業者である習志野大久保未来プロジェクト株式会社に、令和元年度分のサー

ビス対価を支払いました。

令和元年度分サービス対価 ２，２８８，１４５，０１９円

（内訳：サービス対価Ⅰ、Ⅱ（施設整備費））

◆ならしのスタディーズの開催

「ならしのスタディーズ」は、民間事業者が主体となって、参加者同士の対話による交流を図るイ

ベントで平成２９年３月から実施しています。令和元年１１月の「フューチャーセンター（さまざま

な方が集い、未来志向で話し合うことにより、地域の課題解決や自らやりたいことを実現する場）」

への移行を目指し、市民参加のきっかけや市民同士のつながりをつくり、習志野の魅力を発掘・発見

することを目的として実施しました。

開催回数 ８回 延べ参加人数 １８３人

（旧庁舎跡地活用検討事業）

習志野市旧庁舎跡地について、将来にわたる持続可能なまちづくりに資する財源化を前提とした有効

活用を検討するために、平成３０年度に設置された「習志野市旧庁舎跡地活用検討委員会」において、

有効活用に係る基本的理念に関すること等の調査・検討を行うための会議を開催しました。

開催 開催日 内 容

第２回 令和元年５月２７日 月
（１）第１回検討委員会における委員の意見について

（２）基本的理念の検討について

第３回 令和元年７月１１日 木

（１）第２回検討委員会の振返り

（２）事例紹介

（３）ワークショップ形式による意見交換

第４回 令和元年９月３０日 月 （１）他市施設視察

第５回 令和２年２月１８日 火 （１）検討報告書（案）について

※第１回は平成３１年３月２０日に開催しました。
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆ＰＦＩ実施事業者に対するサービス対価の支払い

本事業のＰＦＩ実施事業者である習志野大久保未来プロジェクト株式会社に、令和元年度分のサー

ビス対価を支払いました。

令和元年度分サービス対価 ２，２８８，１４５，０１９円

（内訳：サービス対価Ⅰ、Ⅱ（施設整備費））

◆ならしのスタディーズの開催

「ならしのスタディーズ」は、民間事業者が主体となって、参加者同士の対話による交流を図るイ

ベントで平成２９年３月から実施しています。令和元年１１月の「フューチャーセンター（さまざま

な方が集い、未来志向で話し合うことにより、地域の課題解決や自らやりたいことを実現する場）」

への移行を目指し、市民参加のきっかけや市民同士のつながりをつくり、習志野の魅力を発掘・発見

することを目的として実施しました。

開催回数 ８回 延べ参加人数 １８３人

（旧庁舎跡地活用検討事業）

習志野市旧庁舎跡地について、将来にわたる持続可能なまちづくりに資する財源化を前提とした有効

活用を検討するために、平成３０年度に設置された「習志野市旧庁舎跡地活用検討委員会」において、

有効活用に係る基本的理念に関すること等の調査・検討を行うための会議を開催しました。

開催 開催日 内 容

第２回 令和元年５月２７日 月
（１）第１回検討委員会における委員の意見について

（２）基本的理念の検討について

第３回 令和元年７月１１日 木

（１）第２回検討委員会の振返り

（２）事例紹介

（３）ワークショップ形式による意見交換

第４回 令和元年９月３０日 月 （１）他市施設視察

第５回 令和２年２月１８日 火 （１）検討報告書（案）について

※第１回は平成３１年３月２０日に開催しました。

政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・８（企 画 費） 決 算 額

担 当 主 管 総 合 政 策 課

長期計画審議会費）

令和元年度の長期計画審議会は、前期第２次実施計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略第２次アク

ションプランの実績及び進捗状況を報告するとともに、令和２年度から７年度を計画期間とする後期基本

計画の策定に係る諮問に対し、調査・審議の上、答申をいただき、計３回開催しました。

（京成大久保駅東口臨時改札口運営事業）

京成大久保駅東口臨時改札口は、京成大久保駅利用者の利便性の向上及び同駅西側踏切の混雑緩和を図

る目的の暫定施設として、本市と京成電鉄株式会社との協定に基づき平成１３年度に開設したものです。

本施設は協定書に基づき運営及び維持管理を行っており、京成電鉄株式会社と本市がそれぞれ運営経費の

２分の１を負担しています。

なお、平成２３年４月より、改札口営業時間を５０分間延長し、午前６時１０分から午前９時までと

しています。

（後期基本計画策定事業）

平成２６年度から６年間を計画期間とする前期基本計画が令和元年度をもって終了することから、平成

３０年度及び令和元年度の２年間で後期基本計画の策定作業を進めました。

後期基本計画では、引き続き基本構想に基づき将来都市像「未来のために～みんながやさしさでつながる

まち～習志野」を実現するための３つの目標に基づく施策を推進するとともに、計画展開に際しては、人口

減少抑制策に最も重点的に取り組むことをふまえたうえで『魅力あるくらしのできる習志野へ“新しいひと

の流れ”づくりの強化』を掲げ、２点の重点事項「将来を見据えた都市空間の整備」「魅力あるくらしづく

りの推進と地域共生社会の実現」に取り組んでまいります。

令和元年度には策定における各種会議（庁内策定委員会・作業部会等）及び市民意見交換会やパブリック

コメントを実施したほか、これらの意見を参考に策定した計画の印刷製本等を行いました。

① 後期基本計画策定に向けた市民意見交換会「習志野市の未来をみんなで考えてみませんか」

対象者：人口構成比に合わせ各地区から無作為抽出した対象者 ９００名 のうち参加希望者及び

２０～４０代の子育てに係る団体で活動する市民等 ２３名

実施日：第１回 令和元年６月１日（土） 実籾コミュニティホール

第２回 令和元年６月９日（日） 市庁舎ＧＦ会議室

②パブリックコメント

意見募集期間：令和元年１１月１５日（金）～１２月２０日（金）

提 出 状 況：人数 ２名 、 件数 ２４件

開催 開催日 内 容

第１回 令和元年８月５日（月） ・会長・副会長の選出

・習志野市後期基本計画（案）について 諮問・審議

・前期第２次実施計画・第２次アクションプランの進捗

状況について 報告

第２回 令和元年１１月５日（火） ・習志野市後期基本計画（案）について 審議

・人口動向分析について 報告

第３回 令和２年１月２１日（火） ・習志野市後期基本計画に対する答申案について 審議

・答申書の手交
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

担 当 主 管 財 政 課

（経営改革推進事業）

◆第一次経営改革大綱等に基づく経営改革の推進

１ 定員適正化の推進

定員適正化計画に基づく職員数の適正化に向けた取組を継続してきました。

しかしながら、第３次定員適正化計画の最終年となる令和２年４月１日の職員数は、近年の職員の

長時間労働改善、保育所待機児童への対策などのため、目標値１，３１４人に対し、１，３３８人

（企業局を除く）と２４名計画を上回る結果となりました。（企業局を含む全体の職員数は、１，４

３２人）。

令和元年度は、令和２年度よりスタートする「定員管理計画」を策定しました。同計画に基づく職

員数の管理はもとより、時間外勤務の削減にも意識を向けた定員管理を行ってまいります。

（単位：人）

基準日：平成

各年４月１日

企業局を含む

全職員数

前年度

対比

平成８年度

対比

企業局を除く

職員数

前年度

対比

平成８年度

対比

８年 １ ８０７ ― ― １ ６７７ ― ―

９年 １ ７９３ △１４ △１４ １ ６６５ △１２ △１２

１０年 １ ７６６ △２７ △４１ １ ６４１ △２４ △３６

１１年 １ ７３７ △２９ △７０ １ ６１５ △２６ △６２

１２年 １ ７００ △３７ △１０７ １ ５８２ △３３ △９５

１３年 １ ６５７ △４３ △１５０ １ ５４３ △３９ △１３４

１４年 １ ６２５ △３２ △１８２ １ ５１６ △２７ △１６１

１５年 １ ６０３ △２２ △２０４ １ ４９６ △２０ △１８１

１６年 １ ５６５ △３８ △２４２ １ ４６３ △３３ △２１４

１７年 １ ５４０ △２５ △２６７ １ ４４１ △２２ △２３６

１８年 １ ５０６ △３４ △３０１ １ ４１０ △３１ △２６７

１９年 １ ４８６ △２０ △３２１ １ ３９１ △１９ △２８６

２０年 １ ４５１ △３５ △３５６ １ ３６１ △３０ △３１６

２１年 １ ４３５ △１６ △３７２ １ ３４５ △１６ △３３２

２２年 １ ４２９ △６ △３７８ １ ３３９ △６ △３３８

２３年 １ ４２１ △８ △３８６ １ ３３２ △７ △３４５

２４年 １ ４１７ △４ △３９０ １ ３２８ △４ △３４９

２５年 １ ４１２ △５ △３９５ １ ３２３ △５ △３５４

２６年 １ ４２７ １５ △３８０ １ ３３８ １５ △３３９

２７年 １ ４２１ △６ △３８６ １ ３３２ △６ △３４５

２８年 １ ４２０ △１ △３８７ １ ３３０ △２ △３４７

２９年 １ ４２０ ０ △３８７ １ ３２９ △１ △３４８

３０年 １ ４３２ １２ △３７５ １ ３３７ ８ △３４０

３１年 １ ４３３ １ △３７４ １ ３３９ ２ △３３８

令和２年 １ ４３２ △１ △３７５ １，３３８ △１ △３３９
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

（２）第一次経営改革大綱の推進

第一次経営改革大綱は、長期的な視点に立ち、計画的かつ持続可能な行財政運営による、自立的な

都市経営を推進していくことを目的とし、平成２２～２６年度を計画期間としていた経営改革プラン

を１年前倒しで見直し、平成２６～令和元年度を計画期間として、将来へ向けた経営改革の取組をま

とめたものです。

本大綱では、経営改革の基本理念として、以下の３つを掲げています。

１．経営資源の有効活用による最適な行政サービスの提供

２．持続可能な財政構造の構築

３．協働型社会の構築による自治体経営の推進

また、経営改革大綱の目的を達成するための目標として以下の６つを掲げ、経営改革の具体的な

取組を推進します。

① マネジメント力強化による計画的でスピード感ある行財政運営の推進

② 効率的・効果的な自治体経営の実現

③ 計画的な能力向上の取組による人材育成

④ 公共施設の再生

⑤ 財政の健全化

⑥ 公民連携と市民協働の推進

本大綱では、改革を進めるための具体的な取組として、実行計画「改革工程表」を作成し、令和元年

度までに実施する改革項目として１２３項目に取り組むこととしました。

令和元年度に実施すべき１００項目の内、９４項目（９４ ０％）について実施に着手しており、その

内６３項目（６３ ０％）について取組事項を達成しました。

【令和元年度の主な取り組み事項】

・定型業務におけるＲＰＡツールの導入

・統計調査支援システムの導入

また、令和２年度にスタートする後期基本計画の実施を担保するものとして、第二次経営改革大綱を

策定し、同計画に反映していくと共に、実行計画（経営改善編及び財政健全化編）を策定しました。

（３）ＲＰＡの実証実験の実施

平成３０年度に、副市長を委員長、各次長等を委員とする経営改革推進委員会において、ＲＰＡのデ

モンストレーションを実施し、実例を含めた認識の共有と理解を図りました。その後、各部局におい

て、ＲＰＡを導入することで効率化が想定される業務や作業を検討し、抽出しました。

令和元年度は２課６業務に絞って試験導入し、効果を検証しました。

ＲＰＡツール導入に係る実証支援業務委託 ２，４３６，５００円

【検証結果】

こども保育課３業務における削減効果 △２１４時間

会計課３業務における削減効果 △４５９時間
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆経営改革の推進体制

【経営改革推進本部】

市長を本部長、各部長を委員とする経営改革推進本部は、使用料・手数料の見直し、第二次経営

改革大綱の策定等について、４回の審議を行いました。

開催日 主な審議内容

第１回 平成３１年 ４月１９日（金）

・使用料・手数料の見直しについて

・２０１９年度の公共施設等総合管理計画に基づく取組に

ついて

・２０１９年度の経営改革の取組について

第２回 令和元年 ７月１８日（木）

・放課後児童会児童育成料の見直しについて

・自転車等駐車場料金の改定について

・第二次経営改革大綱の策定について

第３回 令和元年１０月２９日（火）

・公共施設再生計画（案）について

・第二次経営改革大綱（案）について

・第一次経営改革大綱の進捗状況について

・スプリング・レビューの結果について

・補助金の見直しについて

第４回 令和２年 ２月 ６日（木）

・第２次公共建築物再生計画

～老朽化対策の行程表（案）～について

・第二次経営改革大綱（案）について

・定員管理計画（案）について

【経営改革推進委員会】

副市長を委員長、各次長等を委員とする経営改革推進委員会では、使用料・手数料の見直し、第

二次経営改革大綱の策定等について、５回の審議を行いました。

開催日 主な審議内容

第１回 平成３１年 ４月 ９日（火）
・使用料・手数料の見直しについて

・平成３１年度の経営改革の取組について

第２回 令和元年 ７月１１日（木）

・市営住宅駐車場使用料について

・放課後児童会児童育成料の見直しについて

・自転車等駐車場料金の改定について

・第二次経営改革大綱の策定について

第３回 令和元年１０月 ２日（水）
・補助金の見直しについて

・第一次経営改革大綱実行計画の進捗状況について

第４回 令和元年１０月１５日（火）
・第二次経営改革大綱（案）について

・スプリング・レビューの結果について

第５回 令和２年 １月２９日（水）
・第二次経営改革大綱（案）について

・定員管理計画（案）について
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆経営改革の推進体制

【経営改革推進本部】

市長を本部長、各部長を委員とする経営改革推進本部は、使用料・手数料の見直し、第二次経営

改革大綱の策定等について、４回の審議を行いました。

開催日 主な審議内容

第１回 平成３１年 ４月１９日（金）

・使用料・手数料の見直しについて

・２０１９年度の公共施設等総合管理計画に基づく取組に

ついて

・２０１９年度の経営改革の取組について

第２回 令和元年 ７月１８日（木）

・放課後児童会児童育成料の見直しについて

・自転車等駐車場料金の改定について

・第二次経営改革大綱の策定について

第３回 令和元年１０月２９日（火）

・公共施設再生計画（案）について

・第二次経営改革大綱（案）について

・第一次経営改革大綱の進捗状況について

・スプリング・レビューの結果について

・補助金の見直しについて

第４回 令和２年 ２月 ６日（木）

・第２次公共建築物再生計画

～老朽化対策の行程表（案）～について

・第二次経営改革大綱（案）について

・定員管理計画（案）について

【経営改革推進委員会】

副市長を委員長、各次長等を委員とする経営改革推進委員会では、使用料・手数料の見直し、第

二次経営改革大綱の策定等について、５回の審議を行いました。

開催日 主な審議内容

第１回 平成３１年 ４月 ９日（火）
・使用料・手数料の見直しについて

・平成３１年度の経営改革の取組について

第２回 令和元年 ７月１１日（木）

・市営住宅駐車場使用料について

・放課後児童会児童育成料の見直しについて

・自転車等駐車場料金の改定について

・第二次経営改革大綱の策定について

第３回 令和元年１０月 ２日（水）
・補助金の見直しについて

・第一次経営改革大綱実行計画の進捗状況について

第４回 令和元年１０月１５日（火）
・第二次経営改革大綱（案）について

・スプリング・レビューの結果について

第５回 令和２年 １月２９日（水）
・第二次経営改革大綱（案）について

・定員管理計画（案）について

政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ４・３・１（上水道費） 決 算 額

担 当 主 管 財 政 課

（北千葉広域水道企業団負担及び出資事業）

地方公営企業繰出金制度に基づき、北千葉広域水道企業団が過去に水道施設の建設等で借り

入れた地方債の元利償還金や児童手当に要する経費相当分について、本市負担分（３ ７％）を

負担するとともに、建設時の事業費について、本市負担分（３ ７％）を出資いたしました。

なお、群馬県北西部 吾妻川（あがつまがわ）の中流にて当該企業団が建設していた八ッ場

（やんば）ダムが令和２年４月より運用開始されました。

款 項 目（名称） ９・１・３（消防施設費） 決 算 額

担 当 主 管 資 産 管 理 課

（新消防庁舎建設工事費）

・消防庁舎は老朽化、耐震性能に課題があることから、防災拠点施設として回復に向けた抜本的対策の

ために新消防庁舎を建設します。令和２年度中の建物完成を目指し、実施設計を行い、工事に着手し

ました。

（新消防庁舎建設関連事業費）

・基本設計事業者と実施設計事業者が異なるため、基本設計の意図伝達及び実施設計図書の確認、工事

が設計図書通りに進められるよう監理が重要であることから、実施設計支援業務委託及び工事監理業

務委託を実施しました。

・新消防庁舎建設工事に伴い事前家屋調査を実施しました。
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） １１・１・３（公債諸費） 決 算 額

担 当 主 管 財 政 課

（市場公募債発行事業）

◆住民参加型市場公募地方債｢はばたき債」の発行

市民に本市の発行する債券を購入していただき、市の様々な事業に関心を持って

いただくとともに、協働型社会のもと、市政への積極的な参画を推進することを

目的として、１７回目となる住民参加型市場公募地方債「はばたき債」を発行しました。

≪令和元年度発行はばたき債の概要≫

・発行額 ４億５千万円

・利率 年０ １５％

・発行日 令和元年１０月３１日（木）

・元金償還 ５年満期一括償還

・償還日 令和６年１０月３１日（木）

・発行価格 額面１００円につき１００円

・購入限度額 ２ ０００万円（１０万円単位）

・申込期間 令和元年９月１５日（日）～９月２６日（木）

≪応募結果≫

令和元年度 平成３０年度

有効応募総数 ２１２人 ２１０人

応 募 金 額 ８億４ ２５０万円 ７億９ ４００万円

当 選 者 数 １１３人 １２０人

倍 率 １ ９倍 １ ８倍

≪充当事業≫

・教育環境整備･･････谷津小学校校舎改築事業、

・都市基盤整備･･････芝園清掃工場延命化対策事業（第２期）
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政策経営部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） １１・１・３（公債諸費） 決 算 額

担 当 主 管 財 政 課

（市場公募債発行事業）

◆住民参加型市場公募地方債｢はばたき債」の発行

市民に本市の発行する債券を購入していただき、市の様々な事業に関心を持って

いただくとともに、協働型社会のもと、市政への積極的な参画を推進することを

目的として、１７回目となる住民参加型市場公募地方債「はばたき債」を発行しました。

≪令和元年度発行はばたき債の概要≫

・発行額 ４億５千万円

・利率 年０ １５％

・発行日 令和元年１０月３１日（木）

・元金償還 ５年満期一括償還

・償還日 令和６年１０月３１日（木）

・発行価格 額面１００円につき１００円

・購入限度額 ２ ０００万円（１０万円単位）

・申込期間 令和元年９月１５日（日）～９月２６日（木）

≪応募結果≫

令和元年度 平成３０年度

有効応募総数 ２１２人 ２１０人

応 募 金 額 ８億４ ２５０万円 ７億９ ４００万円

当 選 者 数 １１３人 １２０人

倍 率 １ ９倍 １ ８倍

≪充当事業≫

・教育環境整備･･････谷津小学校校舎改築事業、

・都市基盤整備･･････芝園清掃工場延命化対策事業（第２期）
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政策経営部

（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

２．１．７ 資産管理課事務費

藤崎交番鋼製建具調整 藤崎2丁目19-13

屋敷2丁目普通財産法面保護工事 屋敷2丁目3289-1

東習志野5丁目普通財産他仮囲い設置工事 東習志野5丁目509-3他

２．１．７ 厩舎維持管理事業

習志野厩舎生活道路設計業務委託 谷津3丁目2000-1

習志野厩舎G棟馬房入口吊引分戸部品交換他工事 谷津3丁目2000-1

２．１．７ 大久保地区公共施設再生事業

大久保地区公共施設再生事業に係る
PFI事業者に対するサービス購入料 本大久保3丁目8-19

大久保地区公共施設再生事業北館CATV-
LAN専用光回線導入工事 本大久保3丁目8-19

大久保地区公共施設再生事業体育館館
内空調機用動力設備工事 花咲2丁目3-9

中央公園野球場バックネット及び外野
防球ネット増設工事 本大久保3丁目689他

中央公園防球ネット支柱撤去工事 本大久保3丁目691

旧勤労会館テニスコート整備工事 本大久保3丁目656-1地先

旧勤労会館体育場空調用電源配管工事 花咲2丁目3-9

旧勤労会館体育場空調用電源配管工事に伴う建築工事 花咲2丁目3-9

旧勤労会館ブロック塀撤去工事 本大久保3丁目713-2

プラッツ習志野南側L型擁壁工事 花咲2丁目4616-1

プラッツ習志野安全対策看板設置工事 本大久保3丁目8-19

大久保地区公共施設再生事業に係る
PFI事業者に対するサービス購入料 本大久保3丁目8-19

習志野市大久保公民館・習志野市民会
館等の解体撤去負担金 本大久保3丁目8-20 R1～R2年度継続事業

大久保地区公共施設再生事業における
地中障害物の除去等に係る補償費 本大久保3丁目8-19

２．１．７ 施設再生課事務費

軽貨物車両購入 鷺沼２丁目１番１号

９．１．３ 新消防庁舎建設工事費

習志野市新消防庁舎建設工事 鷺沼2丁目1-43 R1～R3年度継続事業

９．１．３ 新消防庁舎建設関連事業費

新消防庁舎建設工事実施設計支援業務委託 鷺沼2丁目1-43

新消防庁舎建設工事に伴う事前家屋調査委託 鷺沼2丁目1-43

習志野市新消防庁舎建設工事監理業務委託 鷺沼2丁目1-43 R1～R3年度継続事業

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事 業 概 要

政策経営部

　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額
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政策経営部

（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

２．１．７ 資産管理課事務費

藤崎交番鋼製建具調整 藤崎2丁目19-13

屋敷2丁目普通財産法面保護工事 屋敷2丁目3289-1

東習志野5丁目普通財産他仮囲い設置工事 東習志野5丁目509-3他

２．１．７ 厩舎維持管理事業

習志野厩舎生活道路設計業務委託 谷津3丁目2000-1

習志野厩舎G棟馬房入口吊引分戸部品交換他工事 谷津3丁目2000-1

２．１．７ 大久保地区公共施設再生事業

大久保地区公共施設再生事業に係る
PFI事業者に対するサービス購入料 本大久保3丁目8-19

大久保地区公共施設再生事業北館CATV-
LAN専用光回線導入工事 本大久保3丁目8-19

大久保地区公共施設再生事業体育館館
内空調機用動力設備工事 花咲2丁目3-9

中央公園野球場バックネット及び外野
防球ネット増設工事 本大久保3丁目689他

中央公園防球ネット支柱撤去工事 本大久保3丁目691

旧勤労会館テニスコート整備工事 本大久保3丁目656-1地先

旧勤労会館体育場空調用電源配管工事 花咲2丁目3-9

旧勤労会館体育場空調用電源配管工事に伴う建築工事 花咲2丁目3-9

旧勤労会館ブロック塀撤去工事 本大久保3丁目713-2

プラッツ習志野南側L型擁壁工事 花咲2丁目4616-1

プラッツ習志野安全対策看板設置工事 本大久保3丁目8-19

大久保地区公共施設再生事業に係る
PFI事業者に対するサービス購入料 本大久保3丁目8-19

習志野市大久保公民館・習志野市民会
館等の解体撤去負担金 本大久保3丁目8-20 R1～R2年度継続事業

大久保地区公共施設再生事業における
地中障害物の除去等に係る補償費 本大久保3丁目8-19

２．１．７ 施設再生課事務費

軽貨物車両購入 鷺沼２丁目１番１号

９．１．３ 新消防庁舎建設工事費

習志野市新消防庁舎建設工事 鷺沼2丁目1-43 R1～R3年度継続事業

９．１．３ 新消防庁舎建設関連事業費

新消防庁舎建設工事実施設計支援業務委託 鷺沼2丁目1-43

新消防庁舎建設工事に伴う事前家屋調査委託 鷺沼2丁目1-43

習志野市新消防庁舎建設工事監理業務委託 鷺沼2丁目1-43 R1～R3年度継続事業

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事 業 概 要

政策経営部

　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額
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（３） 総 務 部



総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・１（一 般 管 理 費） 決 算 額

担 当 主 管 総 務 課

（市政功労表彰事業）

１ 市政功労者表彰式の開催

市政の発展、市民の福祉の増進に顕著な功績のあった方を表彰しました。

開 催 日 令和２年２月６日（木）

会 場 市庁舎３階ＡＢＣ会議室

表彰者数 功労表彰 ２２名

（法律相談等事業）

１ 法律相談の実施

市の業務執行上生じる法律的問題に対応するため、法律相談を行いました。

件数 ４６件

担 当 主 管 契 約 検 査 課

（契約検査課事務費）

１ 電子入札の実施

建設工事・測量・建設コンサルタント業務委託・物品に係る入札について、電子入札を実施しま

した。

電子入札実施件数 建設工事 ６３件

測量・建設コンサルタント業務委託 ３０件

物品（一般競争入札のみ） ６件

２ 千葉県電子自治体共同利用負担金（電子調達システム負担金）

令和元年度負担金 １，２１０，５００円

共同利用参加団体 ５６団体（県、５４市町村及び１企業団）

３ 工事検査

検査件数 １１３件

（庁舎維持管理事務費）

１ 庁舎の維持管理

庁舎等を適切に維持するための事業を実施しました。

令和元年度実施件数 工事 １５件

修繕 ６件

（旧庁舎等解体事業）

１ 旧庁舎及び市民課棟の解体工事

平成２３年３月に発生した東日本大震災の影響を受け、建物が倒壊または崩壊する危険性が生じ

たほか、築５０年以上が経過して老朽化も進んでいた旧庁舎及び市民課棟の解体工事に着手しまし

た。

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・１・２（人 事 管 理 費） 決 算 額

担 当 主 管 人 事 課

（職員研修事業）

１ 職員研修の実施

（ ）は前年度 （単位：人，日）

研 修 名 参 加 人 員 日 数

一般研修

新 規 採 用 職 員 研 修 ４９（５７） １４（１４）

主 事 ・ 技 師 職 員 研 修 ５１（５３） ３（３）

主任主事・主任技師職員研修 ６１（４１） ４（４）

４ 級 係 長 ・ 主 査 職 員 研 修 １９（２９） ２（２）

再 任 用 職 員 希 望 者 研 修 ２８（２２） １（１）

上 級 管 理 職 研 修 ２１（２３） １（１）

臨 時 職 員 研 修 １３３（１２２） ３（３）

特別研修

人 事 評 価 制 度 研 修 １０７（１１４） ３（３）

議 会 答 弁 能 力 向 上 研 修 １７（１８） １（１）

認知症サポーター養成講座（研修） ４５（６２） １（１）

普 通 救 命 講 習 ３２９（３５４） １６（１３）

障 害 者 差 別 解 消 法 対 応 研 修 １１（２０） １（１）

管理職タイムマネジメント研修 １２（３１） １（１）

実 務 研 修 （ 会 計 事 務 ） ３７（４８） １（１）

実 務 研 修 （ 契 約 事 務 ） ３８（３９） １（１）

実 務 研 修 （ 財 政 事 務 ） ２２（２５） １（１）

実 務 研 修 （ 法 令 実 務 ） １９（５５） １（１）

実務研修 行政不服審査制度 １６（－） １（－）

実 務 研 修 文 書 事 務 ９５（７８） １（１）

実 務 研 修 公 会 計 制 度 ８（２０） １（１）

実務研修 個人情報と情報公開 １３（１４） １（１）

労 務 管 理 研 修 ２６（３０） １（１）

ク レ ー ム 対 応 研 修 ３０（５１） ２（２）

再任用職員活躍マネジメント研修 ７（２０） １（１）

政 策 形 成 基 礎 研 修 １６（１８） ３（３）

手 話 研 修 ３０（４５） ２（２）

業 務 改 善 研 修 １６（１５） ２（２）

女 性 職 員 研 修 ２４（２２） １（１）

三 市 合 同 職 員 研 修 １０（９） ２（２）

派遣研修

自 治 大 学 校 ２（２）

研修課程により

日数は異なる

千 葉 県 自 治 研 修 セ ン タ ー ※１２０（１６１）

市 町 村 職 員 中 央 研 修 所 ９（６）

そ の 他 機 関 へ の 派 遣 研 修 ３５（５３）

職 場 研 修
４０４人 １０件

（３９８人 １９件）

※５級係長・主査職員研修 ２８名、課長・主幹研修 １２名、その他１９科目の研修 ３３名、

公開講座等（無料） ４７名

２ 職員研修誌『視点 Ｎｏ ７２、７３』の発行
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・１（一 般 管 理 費） 決 算 額

担 当 主 管 総 務 課

（市政功労表彰事業）

１ 市政功労者表彰式の開催

市政の発展、市民の福祉の増進に顕著な功績のあった方を表彰しました。

開 催 日 令和２年２月６日（木）

会 場 市庁舎３階ＡＢＣ会議室

表彰者数 功労表彰 ２２名

（法律相談等事業）

１ 法律相談の実施

市の業務執行上生じる法律的問題に対応するため、法律相談を行いました。

件数 ４６件

担 当 主 管 契 約 検 査 課

（契約検査課事務費）

１ 電子入札の実施

建設工事・測量・建設コンサルタント業務委託・物品に係る入札について、電子入札を実施しま

した。

電子入札実施件数 建設工事 ６３件

測量・建設コンサルタント業務委託 ３０件

物品（一般競争入札のみ） ６件

２ 千葉県電子自治体共同利用負担金（電子調達システム負担金）

令和元年度負担金 １，２１０，５００円

共同利用参加団体 ５６団体（県、５４市町村及び１企業団）

３ 工事検査

検査件数 １１３件

（庁舎維持管理事務費）

１ 庁舎の維持管理

庁舎等を適切に維持するための事業を実施しました。

令和元年度実施件数 工事 １５件

修繕 ６件

（旧庁舎等解体事業）

１ 旧庁舎及び市民課棟の解体工事

平成２３年３月に発生した東日本大震災の影響を受け、建物が倒壊または崩壊する危険性が生じ

たほか、築５０年以上が経過して老朽化も進んでいた旧庁舎及び市民課棟の解体工事に着手しまし

た。

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・１・２（人 事 管 理 費） 決 算 額

担 当 主 管 人 事 課

（職員研修事業）

１ 職員研修の実施

（ ）は前年度 （単位：人，日）

研 修 名 参 加 人 員 日 数

一般研修

新 規 採 用 職 員 研 修 ４９（５７） １４（１４）

主 事 ・ 技 師 職 員 研 修 ５１（５３） ３（３）

主任主事・主任技師職員研修 ６１（４１） ４（４）

４ 級 係 長 ・ 主 査 職 員 研 修 １９（２９） ２（２）

再 任 用 職 員 希 望 者 研 修 ２８（２２） １（１）

上 級 管 理 職 研 修 ２１（２３） １（１）

臨 時 職 員 研 修 １３３（１２２） ３（３）

特別研修

人 事 評 価 制 度 研 修 １０７（１１４） ３（３）

議 会 答 弁 能 力 向 上 研 修 １７（１８） １（１）

認知症サポーター養成講座（研修） ４５（６２） １（１）

普 通 救 命 講 習 ３２９（３５４） １６（１３）

障 害 者 差 別 解 消 法 対 応 研 修 １１（２０） １（１）

管理職タイムマネジメント研修 １２（３１） １（１）

実 務 研 修 （ 会 計 事 務 ） ３７（４８） １（１）

実 務 研 修 （ 契 約 事 務 ） ３８（３９） １（１）

実 務 研 修 （ 財 政 事 務 ） ２２（２５） １（１）

実 務 研 修 （ 法 令 実 務 ） １９（５５） １（１）

実務研修 行政不服審査制度 １６（－） １（－）

実 務 研 修 文 書 事 務 ９５（７８） １（１）

実 務 研 修 公 会 計 制 度 ８（２０） １（１）

実務研修 個人情報と情報公開 １３（１４） １（１）

労 務 管 理 研 修 ２６（３０） １（１）

ク レ ー ム 対 応 研 修 ３０（５１） ２（２）

再任用職員活躍マネジメント研修 ７（２０） １（１）

政 策 形 成 基 礎 研 修 １６（１８） ３（３）

手 話 研 修 ３０（４５） ２（２）

業 務 改 善 研 修 １６（１５） ２（２）

女 性 職 員 研 修 ２４（２２） １（１）

三 市 合 同 職 員 研 修 １０（９） ２（２）

派遣研修

自 治 大 学 校 ２（２）

研修課程により

日数は異なる

千 葉 県 自 治 研 修 セ ン タ ー ※１２０（１６１）

市 町 村 職 員 中 央 研 修 所 ９（６）

そ の 他 機 関 へ の 派 遣 研 修 ３５（５３）

職 場 研 修
４０４人 １０件

（３９８人 １９件）

※５級係長・主査職員研修 ２８名、課長・主幹研修 １２名、その他１９科目の研修 ３３名、

公開講座等（無料） ４７名

２ 職員研修誌『視点 Ｎｏ ７２、７３』の発行
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

（職員健康管理事業）

１ 職員健康診断（人間ドック含む）の実施

定期健康診断（人間ドック等個人受診含む）

正 規 職 員 対象者 １，２１６名、受診者 １，１９６名、受診率 ９８．３％

臨 時 職 員 対象者 ４２７名、受診者 ４２７名、受診率 １００％

（ ）は前年度 （単位：人）

種 別 検診受診者数 ドック等個人受診者数 合 計

定 期 健 康 診 断 ４２７（４１９） ７６９（７３３） １ １９６（１，１５２）

新規採用職員健康診断 ４２（４２） ４２（４２）

臨時職員定期健康診断 ２１４（２５２） ２１３（１４４） ４２７（３９６）

令和元年度より労働安全衛生法に基づく健康診断実施状況を計上

２ 予防接種・特殊健康診断の実施

種 別 実 施 者 数 内 容 対 象 者

Ｂ型肝炎

肝機能・抗体

検査 前検査）

予防接種

２５（３０）血液検査・予防接種 消防職員、

清掃業務従事者

保健・福祉施設等の

従事者
抗体検査 １９６（２９１） 血液検査

予防接種追加 １０（１９） 予防接種

Ｃ型肝炎抗体検査 ５４（５１） 血液検査 消防救急隊員

破傷風

予防接種

新規接種 ０（０）
予防接種

消防救急・救助隊員

土砂・汚泥を扱う職員追加接種 ２９（１４）

深夜勤務職員

健康診断
１５８（１６５）診察・血圧・尿検査

消防職員等（深夜勤務

従事者）

石綿（アスベスト）

健康診断
１２（１６）

胸部レントゲン

直接撮影診察

石綿を取り扱う等の

業務に従事した者

じん肺健康診断 １４（－）
胸部レントゲン

直接撮影診察

粉塵作業に従事する

者

ストレスチェック １，７４３（１，７２２）
質問紙

（ストレスチェック調査票）

正規職員及び臨時職

員

３ その他（健康相談、研修等）

種別 実施者数 備考

産 業 医 健 康 相 談 １３２（１６３）

月４回

職員の心身の健康管理上の指導、相談

長時間労働者及び高ストレス者の産業医

面接指導

精 神 科 医 に よ る 相 談 ７３（４９）
月１回

職員の心の健康管理上の指導、相談

カウンセラーによる相談 １５８（１６７）
月２回

実施者数に、新規採用職員４５人含む

メンタルヘルス

研修

ラインケア

（管理職）
２０１（２０４） 部長職、次長職、課長職等管理職（１回）

セルフケア ２７１（３２３）
対象者は全職員、５年に１回受講

（１回１時間３０分、７回実施）
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

（職員健康管理事業）

１ 職員健康診断（人間ドック含む）の実施

定期健康診断（人間ドック等個人受診含む）

正 規 職 員 対象者 １，２１６名、受診者 １，１９６名、受診率 ９８．３％

臨 時 職 員 対象者 ４２７名、受診者 ４２７名、受診率 １００％

（ ）は前年度 （単位：人）

種 別 検診受診者数 ドック等個人受診者数 合 計

定 期 健 康 診 断 ４２７（４１９） ７６９（７３３） １ １９６（１，１５２）

新規採用職員健康診断 ４２（４２） ４２（４２）

臨時職員定期健康診断 ２１４（２５２） ２１３（１４４） ４２７（３９６）

令和元年度より労働安全衛生法に基づく健康診断実施状況を計上

２ 予防接種・特殊健康診断の実施

種 別 実 施 者 数 内 容 対 象 者

Ｂ型肝炎

肝機能・抗体

検査 前検査）

予防接種

２５（３０）血液検査・予防接種 消防職員、

清掃業務従事者

保健・福祉施設等の

従事者
抗体検査 １９６（２９１） 血液検査

予防接種追加 １０（１９） 予防接種

Ｃ型肝炎抗体検査 ５４（５１） 血液検査 消防救急隊員

破傷風

予防接種

新規接種 ０（０）
予防接種

消防救急・救助隊員

土砂・汚泥を扱う職員追加接種 ２９（１４）

深夜勤務職員

健康診断
１５８（１６５）診察・血圧・尿検査

消防職員等（深夜勤務

従事者）

石綿（アスベスト）

健康診断
１２（１６）

胸部レントゲン

直接撮影診察

石綿を取り扱う等の

業務に従事した者

じん肺健康診断 １４（－）
胸部レントゲン

直接撮影診察

粉塵作業に従事する

者

ストレスチェック １，７４３（１，７２２）
質問紙

（ストレスチェック調査票）

正規職員及び臨時職

員

３ その他（健康相談、研修等）

種別 実施者数 備考

産 業 医 健 康 相 談 １３２（１６３）

月４回

職員の心身の健康管理上の指導、相談

長時間労働者及び高ストレス者の産業医

面接指導

精 神 科 医 に よ る 相 談 ７３（４９）
月１回

職員の心の健康管理上の指導、相談

カウンセラーによる相談 １５８（１６７）
月２回

実施者数に、新規採用職員４５人含む

メンタルヘルス

研修

ラインケア

（管理職）
２０１（２０４） 部長職、次長職、課長職等管理職（１回）

セルフケア ２７１（３２３）
対象者は全職員、５年に１回受講

（１回１時間３０分、７回実施）

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 
（職員福利厚生事業）

１ 負担金の支出

地方公務員法第４２条の規定に基づき、職員の福利厚生事業を実施している千葉県市町村職員互

助会に対し、負担金を支出しました。

（チャレンジドオフィスならしの事業）

１ 就労支援の実施

障がい者の就労支援として、一般企業で働く意欲がある障がい者の方を対象に、非常勤職員とし

て一定期間採用し、課題克服に向けた努力を促し、一般企業への就労を円滑に行えるように支援す

る。

２ 業務受託状況

依頼を受けた所属数 ２７課

業務内容 封入作業 封緘
シール

貼り

スタンプ

押し
会場設営 印刷

件数 ９７ ２１ ２３ ２５ １３ １３４

業務内容 丁合製本 仕分け 折り 挿み込み その他 合計

件数 ８１ ３４ １５５ １６ １８２ ７８１

経常的な業務として、３４課のシュレッダー回収を実施
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・３（文 書 費） 決 算 額

担 当 主 管 情 報 政 策 課

（文書事務費）

１ 文書管理システムの運用

文書管理の効率化、正確性の向上、紙等の削減を図るため、文書の収受・作成から保存、廃棄ま

でを通じて、電子的に公文書を管理するために、平成３１年１月に導入した文書管理システムの安

定的な運用管理に努めました。

（情報公開等事業費）

１ 情報公開制度及び個人情報保護制度の推進

開かれた市政の確立を目指し、情報公開制度を推進しました。また、個人の権利利益の保護を図

るため､個人情報保護制度を推進しました。

情報公開制度の運用状況 （単位：件）

実 施 機 関 請求件数

決 定 状 況

取下げ全部公開

決定

部分公開

決定

非公開

決定

請求拒否

決定

市 長 ５９ ２６ ２２ ０ １０ １

政 策 経 営 部 １７ １１ ４ ０ ２ ０

総 務 部 ４ ３ １ ０ ０ ０

協 働 経 済 部 １０ ３ ６ ０ １ ０

健 康 福 祉 部 ４ ０ ３ ０ １ ０

都 市 環 境 部 ２１ ９ ６ ０ ５ １

こ ど も 部 ２ ０ ２ ０ ０ ０

会 計 課 １ ０ ０ ０ １ ０

教 育 委 員 会 ３ １ ２ ０ ０ ０

選 挙 管 理 委 員 会 １ ０ １ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

消 防 長 １ １ ０ ０ ０ ０

公 営 企 業 管 理 者 １４ １２ ２ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合 計 ７８ ４０ ２７ ０ １０ １

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 
個人情報保護制度の運用状況 （単位：件）

実 施 機 関 請求件数

決 定 状 況

取下げ全部開示

決定

部分開示

決定

非開示

決定

市 長 ２４ ９ １３ ２ ０

政 策 経 営 部 ０ ０ ０ ０ ０

総 務 部 ０ ０ ０ ０ ０

協 働 経 済 部 ４ ２ ２ ０ ０

健 康 福 祉 部 １２ ３ ８ １ ０

都 市 環 境 部 ４ ４ ０ ０ ０

こ ど も 部 ４ ０ ３ １ ０

会 計 課 ０ ０ ０ ０ ０

教 育 委 員 会 １ ０ １ ０ ０

選 挙 管 理 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０

消 防 長 １ ０ １ ０ ０

公 営 企 業 管 理 者 ０ ０ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０

合 計 ２６ ９ １５ ２ ０

款 項 目（名 称） ２・１・７（財 産 管 理 費） 決 算 額

担 当 主 管 契 約 検 査 課

（車両維持管理経費）

１ 車両の維持管理

バイク ６台

自動車 １８５台

- 78 -



総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・３（文 書 費） 決 算 額

担 当 主 管 情 報 政 策 課

（文書事務費）

１ 文書管理システムの運用

文書管理の効率化、正確性の向上、紙等の削減を図るため、文書の収受・作成から保存、廃棄ま

でを通じて、電子的に公文書を管理するために、平成３１年１月に導入した文書管理システムの安

定的な運用管理に努めました。

（情報公開等事業費）

１ 情報公開制度及び個人情報保護制度の推進

開かれた市政の確立を目指し、情報公開制度を推進しました。また、個人の権利利益の保護を図

るため､個人情報保護制度を推進しました。

情報公開制度の運用状況 （単位：件）

実 施 機 関 請求件数

決 定 状 況

取下げ全部公開

決定

部分公開

決定

非公開

決定

請求拒否

決定

市 長 ５９ ２６ ２２ ０ １０ １

政 策 経 営 部 １７ １１ ４ ０ ２ ０

総 務 部 ４ ３ １ ０ ０ ０

協 働 経 済 部 １０ ３ ６ ０ １ ０

健 康 福 祉 部 ４ ０ ３ ０ １ ０

都 市 環 境 部 ２１ ９ ６ ０ ５ １

こ ど も 部 ２ ０ ２ ０ ０ ０

会 計 課 １ ０ ０ ０ １ ０

教 育 委 員 会 ３ １ ２ ０ ０ ０

選 挙 管 理 委 員 会 １ ０ １ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

消 防 長 １ １ ０ ０ ０ ０

公 営 企 業 管 理 者 １４ １２ ２ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合 計 ７８ ４０ ２７ ０ １０ １

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 
個人情報保護制度の運用状況 （単位：件）

実 施 機 関 請求件数

決 定 状 況

取下げ全部開示

決定

部分開示

決定

非開示

決定

市 長 ２４ ９ １３ ２ ０

政 策 経 営 部 ０ ０ ０ ０ ０

総 務 部 ０ ０ ０ ０ ０

協 働 経 済 部 ４ ２ ２ ０ ０

健 康 福 祉 部 １２ ３ ８ １ ０

都 市 環 境 部 ４ ４ ０ ０ ０

こ ど も 部 ４ ０ ３ １ ０

会 計 課 ０ ０ ０ ０ ０

教 育 委 員 会 １ ０ １ ０ ０

選 挙 管 理 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０

消 防 長 １ ０ １ ０ ０

公 営 企 業 管 理 者 ０ ０ ０ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０

合 計 ２６ ９ １５ ２ ０

款 項 目（名 称） ２・１・７（財 産 管 理 費） 決 算 額

担 当 主 管 契 約 検 査 課

（車両維持管理経費）

１ 車両の維持管理

バイク ６台

自動車 １８５台
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・９ 情報化推進費 決 算 額

担 当 主 管 情 報 政 策 課

（住民情報オンライン処理事業）

１ 住民情報オンライン処理の推進

市民サービスの向上と事務処理の効率化を図るため、住民情報オンラインシステムの運用、

管理を実施しました。

主なオンライン業務と機器等の設置状況

課 名 オ ン ラ イ ン 業 務 設 置 状 況

市 民 課
住民票発行、住民異動処理、住民基本台帳照会、

印鑑登録証明書発行等
パソコン １６台

東 部 ・ 西 部

Ｊ Ｒ 津 田 沼 駅

南 口 連 絡 所

住民票発行、住民基本台帳照会、

印鑑登録証明書発行、課税証明書発行等
パソコン ５台

国 保 年 金 課
国保、年金、退職者資格異動処理・得喪照会、

後期高齢者医療得喪照会
パソコン １６台

税 制 課
課税、車庫用地各証明発行、税収納状況照会、

各税消込処理、還付充当処理、軽自更正処理
パソコン １４台

市 民 税 課
賦課異動更正処理、課税状況照会、

住民登録外者異動処理等
パソコン ２１台

資 産 税 課
賦課異動更正処理、課税状況照会、

住民登録外者異動処理等
パソコン １１台

債 権 管 理 課 住民基本台帳照会、税収納状況照会 パソコン １台

生 活 相 談 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 パソコン １台

健 康 支 援 課 成人保健業務、予防接種業務、課税状況照会 パソコン ６台

社 会 福 祉 課 住民基本台帳照会 パソコン １台

高 齢 者 支 援 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 パソコン １台

障 が い 福 祉 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 パソコン １台

子 育 て 支 援 課
児童手当認定業務、

乳幼児医療費助成受給券発行処理等
パソコン ６台

学 校 教 育 課 住民基本台帳照会 パソコン １台

選挙管理委員会

事 務 局
選挙人名簿作成 パソコン １台

介 護 保 険 課 後期高齢者介護保険業務 パソコン １０台

情 報 政 策 課 システム運用、管理等
サーバー ６台

パソコン ９台

合 計
サーバー ６台

パソコン １２１台
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・９ 情報化推進費 決 算 額

担 当 主 管 情 報 政 策 課

（住民情報オンライン処理事業）

１ 住民情報オンライン処理の推進

市民サービスの向上と事務処理の効率化を図るため、住民情報オンラインシステムの運用、

管理を実施しました。

主なオンライン業務と機器等の設置状況

課 名 オ ン ラ イ ン 業 務 設 置 状 況

市 民 課
住民票発行、住民異動処理、住民基本台帳照会、

印鑑登録証明書発行等
パソコン １６台

東 部 ・ 西 部

Ｊ Ｒ 津 田 沼 駅

南 口 連 絡 所

住民票発行、住民基本台帳照会、

印鑑登録証明書発行、課税証明書発行等
パソコン ５台

国 保 年 金 課
国保、年金、退職者資格異動処理・得喪照会、

後期高齢者医療得喪照会
パソコン １６台

税 制 課
課税、車庫用地各証明発行、税収納状況照会、

各税消込処理、還付充当処理、軽自更正処理
パソコン １４台

市 民 税 課
賦課異動更正処理、課税状況照会、

住民登録外者異動処理等
パソコン ２１台

資 産 税 課
賦課異動更正処理、課税状況照会、

住民登録外者異動処理等
パソコン １１台

債 権 管 理 課 住民基本台帳照会、税収納状況照会 パソコン １台

生 活 相 談 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 パソコン １台

健 康 支 援 課 成人保健業務、予防接種業務、課税状況照会 パソコン ６台

社 会 福 祉 課 住民基本台帳照会 パソコン １台

高 齢 者 支 援 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 パソコン １台

障 が い 福 祉 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 パソコン １台

子 育 て 支 援 課
児童手当認定業務、

乳幼児医療費助成受給券発行処理等
パソコン ６台

学 校 教 育 課 住民基本台帳照会 パソコン １台

選挙管理委員会

事 務 局
選挙人名簿作成 パソコン １台

介 護 保 険 課 後期高齢者介護保険業務 パソコン １０台

情 報 政 策 課 システム運用、管理等
サーバー ６台

パソコン ９台

合 計
サーバー ６台

パソコン １２１台

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 
（情報通信基盤整備事業）

１ ＣＡＴＶ－ＬＡＮ・インターネット接続環境の安定的な運用管理

２ 千葉県と市町村が共同利用する「ちば電子申請サービス」を利用した運用管理

申請・届出可能手続 ２３件（令和元年度申請到達件数 ２，２８２件）

３ 庁内ネットワークの運用管理

グループウェア（電子メール、庁内掲示板等）等の運用により情報の共有化、事務の効率化を図

りました。また、庁内ネットワークの運用管理を行い、セキュリティの確保に努めました。

（ＩＣＴ機器等整備事業）

１ パソコン等の賃貸借

パソコン等、必要な機器の賃貸借を実施しました。

（総合行政ネットワーク事業）

１ 総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）接続

庁内ＬＡＮと総合行政ネットワークを接続し、行政事務の効率化・迅速化を推進しました。

（社会保障・税番号制度事業）

１ データ標準レイアウト改版に対する対応

情報連携時に必要となるデータ標準レイアウト（特定個人情報ごとに情報提供者及びデータ定義

等を整理したもの）が改版されたため、新しいデータ標準レイアウトに対応するよう住民情報シス

テムを改修しました。
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・１２ 安全対策費 決 算 額

担 当 主 管 危 機 管 理 課

（国民保護計画推進事業）

１ 国民保護協議会の開催

「習志野市国民保護計画」の一部変更の審議並びに千葉県国民保護共同実動訓練の報告のため、

国民保護協議会を開催しました。

開 催 日 令和２年２月１０日（月）

（危機管理推進事業）

１ 危機管理講演会の開催

市民、事業者、職員の危機管理意識の醸成と知識の習得を図るため、危機管理講演会を開催しま

した。

開 催 日 令和２年２月１５日（土）

開催場所 プラッツ習志野 市民ホール

事業内容 第一部 講師 危機管理監 米山 則行

演題 「市民のための対テロ ～東京オリンピック・パラリンピックに備

えていま知っておくべき３つのコト～」

第二部 講師 危機管理研究所 研究員 佐藤 一男

演題 「誰のために避難所はあるのか ～東日本大震災での３カ月間の避

難所生活より～」

款 項 目（名 称） ２・３・３（住居表示整備費） 決 算 額

担 当 主 管 総 務 課

（住居表示整備事業）

１ 街区表示板等の設置

住居表示に関する法律及び習志野市住居表示に関する条例に基づき、街区表示板等の設置を行い

ました。

街区案内板の設置替 ３カ所

街区表示板の設置 ３９カ所

２ 各種証明書の発行

建築物新築届に伴う

住居番号設定通知書
５１８件

住居表示実施証明書 １２８件

行政区画変更証明書 ２件

住居番号設定証明書 ５件

住居番号変更通知書 １６件

町 名 変 更 証 明 書 ８件

合 計 ６７７件
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・１２ 安全対策費 決 算 額

担 当 主 管 危 機 管 理 課

（国民保護計画推進事業）

１ 国民保護協議会の開催

「習志野市国民保護計画」の一部変更の審議並びに千葉県国民保護共同実動訓練の報告のため、

国民保護協議会を開催しました。

開 催 日 令和２年２月１０日（月）

（危機管理推進事業）

１ 危機管理講演会の開催

市民、事業者、職員の危機管理意識の醸成と知識の習得を図るため、危機管理講演会を開催しま

した。

開 催 日 令和２年２月１５日（土）

開催場所 プラッツ習志野 市民ホール

事業内容 第一部 講師 危機管理監 米山 則行

演題 「市民のための対テロ ～東京オリンピック・パラリンピックに備

えていま知っておくべき３つのコト～」

第二部 講師 危機管理研究所 研究員 佐藤 一男

演題 「誰のために避難所はあるのか ～東日本大震災での３カ月間の避

難所生活より～」

款 項 目（名 称） ２・３・３（住居表示整備費） 決 算 額

担 当 主 管 総 務 課

（住居表示整備事業）

１ 街区表示板等の設置

住居表示に関する法律及び習志野市住居表示に関する条例に基づき、街区表示板等の設置を行い

ました。

街区案内板の設置替 ３カ所

街区表示板の設置 ３９カ所

２ 各種証明書の発行

建築物新築届に伴う

住居番号設定通知書
５１８件

住居表示実施証明書 １２８件

行政区画変更証明書 ２件

住居番号設定証明書 ５件

住居番号変更通知書 １６件

町 名 変 更 証 明 書 ８件

合 計 ６７７件

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・５・２（統 計 調 査 費） 決 算 額

担 当 主 管 総 務 課

（基幹統計調査）

１ 調査の実施

調査の名称 所 管 調査時期 調査周期 調査対象 調査員数

令和元年度

教育統計調査

（学校基本調査）

文部科学省 ５月１日 毎年

公立、私立の学校

・調査学校数５２校

幼稚園１４、小学校１６

中学校８

幼保連携型認定こども園９

専修学校５

―

２０１９年

工業統計調査

総務省・

経済産業省
６月１日 毎年

製造業に属する事業所

甲調査

（従業者数３０人以上）

乙１調査

（従業者数４人～２９人）

乙２調査

（従業者数１人～３人）

６名

令和元年度

経済センサス

基礎調査

総務省
６月～

３月
５年

すべての産業分野における事

業所
１２名

２０１９年

全国家計構造調査
総務省

１０月～

１１月
５年 調査単位区の抽出された世帯 １８名

２０２０年

農林業センサス
農林水産省 ２月１日 ５年

農林産物の生産、又は委託を

受けて農林業作業を行う世帯

や会社等の組織

１５名

 
（千葉県単独統計調査）

１ 調査の実施

調査の名称 所管 調査時期 調査周期 調査対象 調査員数

千葉県年齢別・

町丁字別人口調査
千葉県 ４月１日 毎年

住民基本台帳法に基づく登録

人口

・７９，７６４世帯

・１７３，３６２人

―
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ９・１・４（災 害 対 策 費） 決 算 額

担 当 主 管 危 機 管 理 課

（防災会議費）

１ 防災会議の開催

「習志野市地域防災計画」の修正その他、本市の防災施策について審議するため、防災会議を

開催しました。

開 催 日 令和２年２月１０日（月）

（自主防災組織事業）

１ 自主防災組織に対する助成

「自分たちの地域は自分たちで守る」という共助としての防災活動の中心を担う自主防災

組織に対し、その強化及び拡充を図るため、自主防災組織の活動に対する助成金の交付や新

規設立組織への防災資機材の整備を行いました。

令和元年度末における組織数 ２２２組織 （内、新規設立 ９組織）

自主防災組織助成金 交付 １９０組織 ７，４２１，１２２円

２ リーダー研修会の開催

第１回

開 催 日 令和元年５月１１日 土

開催場所 市庁舎３階会議室

内 容 本年度より、新たに自主防災組織の代表となられた方を対象に、自主防災組織の基

礎的事項の習得を図ることを目的としたリーダー研修会を開催しました。

第２回

開 催 日 令和元年６月２２日（土）

開催場所 日本大学生産工学部津田沼校舎

内 容 講演、質疑応答

日本大学生産工学部が主催する公開講座「防災講座２０１９」に市が協力する形で

開催しました。なお、本研修については、一般の方も参加いただきました。

第３回

開 催 日 令和２年２月１５日（土）

開催場所 プラッツ習志野 市民ホール

内 容 危機管理推進事業にて記載した、危機管理講演会を第３回リーダー研修会として

位置づけ開催しました。

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 
（防災行政無線事業）

１ 防災行政無線デジタル化の実施

「習志野市防災行政無線デジタル化整備計画」に基づき、屋外拡声子局のデジタル化に係る整備

工事及びそれに伴う施工監理業務委託を発注しました。

工 事 名 習志野市防災行政無線同報系設備デジタル化整備工事 継続事業・令和元年度分

工 期 令和元年１０月３１日～令和２年８月３１日

請負代金額 ５５，０００，０００円

工 事 名 習志野市防災行政無線同報系設備デジタル化整備工事（旧大久保公民館）

工 期 令和元年６月２５日～令和元年１１月３０日

請負代金額 ８，２５０，０００円

工 事 名 習志野市防災行政無線同報系拡声子局修繕工事（屋敷小学校）

工 期 令和元年９月２６日～令和２年３月２５日

請負代金額 ７４３，７８７円

委 託 名 称 習志野市防災行政無線同報系設備デジタル化整備工事監理業務委託 継続事業・

令和元年度分

履 行 期 限 令和２年８月３１日

業務委託料 １，３８５，５５０円

（気象情報提供事業）

１ 気象状況の把握

本市における気象現象や気象予測等を市民の皆様に周知するため、本市ホームページ上に掲載す

る他、災害への迅速な対応を行うため、局地的かつ精度の高い専門的な情報提供を受け、大雨や台

風等の詳細な気象状況を把握しました。

（総合防災訓練事業）

１ 総合防災訓練の実施

市民、市役所、関係機関が連携し、「自助」、「共助」の強化を目的に、各会場において市民の要望を踏

まえた時間配分・個別課目訓練を取り入れ、多くの市民が参加できる訓練を実施しました。

実 施 日 令和元年９月８日（日）

開催場所 市内小・中・高等学校（２６校）

参加人数 ３，０８４人

（飲料水供給対策事業）

１ 耐震性井戸付貯水槽の管理

地震等の災害時における飲料水の供給対策として設置した、耐震性井戸付貯水槽の保守点検及び

維持管理を行いました。

耐震性井戸付貯水槽設置場所

（１）中央消防署秋津出張所脇駐車場内

（２）谷津奏の杜公園内

（災害対策事業）

１ 緊急情報等の配信

災害時における行政情報及び住民の安全にかかわる緊急情報等を電子メールで配信し、速やかに

情報提供することを目的とし、緊急情報サービス「ならしの」の配信業務等を行いました。
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ９・１・４（災 害 対 策 費） 決 算 額

担 当 主 管 危 機 管 理 課

（防災会議費）

１ 防災会議の開催

「習志野市地域防災計画」の修正その他、本市の防災施策について審議するため、防災会議を

開催しました。

開 催 日 令和２年２月１０日（月）

（自主防災組織事業）

１ 自主防災組織に対する助成

「自分たちの地域は自分たちで守る」という共助としての防災活動の中心を担う自主防災

組織に対し、その強化及び拡充を図るため、自主防災組織の活動に対する助成金の交付や新

規設立組織への防災資機材の整備を行いました。

令和元年度末における組織数 ２２２組織 （内、新規設立 ９組織）

自主防災組織助成金 交付 １９０組織 ７，４２１，１２２円

２ リーダー研修会の開催

第１回

開 催 日 令和元年５月１１日 土

開催場所 市庁舎３階会議室

内 容 本年度より、新たに自主防災組織の代表となられた方を対象に、自主防災組織の基

礎的事項の習得を図ることを目的としたリーダー研修会を開催しました。

第２回

開 催 日 令和元年６月２２日（土）

開催場所 日本大学生産工学部津田沼校舎

内 容 講演、質疑応答

日本大学生産工学部が主催する公開講座「防災講座２０１９」に市が協力する形で

開催しました。なお、本研修については、一般の方も参加いただきました。

第３回

開 催 日 令和２年２月１５日（土）

開催場所 プラッツ習志野 市民ホール

内 容 危機管理推進事業にて記載した、危機管理講演会を第３回リーダー研修会として

位置づけ開催しました。

総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円） 
（防災行政無線事業）

１ 防災行政無線デジタル化の実施

「習志野市防災行政無線デジタル化整備計画」に基づき、屋外拡声子局のデジタル化に係る整備

工事及びそれに伴う施工監理業務委託を発注しました。

工 事 名 習志野市防災行政無線同報系設備デジタル化整備工事 継続事業・令和元年度分

工 期 令和元年１０月３１日～令和２年８月３１日

請負代金額 ５５，０００，０００円

工 事 名 習志野市防災行政無線同報系設備デジタル化整備工事（旧大久保公民館）

工 期 令和元年６月２５日～令和元年１１月３０日

請負代金額 ８，２５０，０００円

工 事 名 習志野市防災行政無線同報系拡声子局修繕工事（屋敷小学校）

工 期 令和元年９月２６日～令和２年３月２５日

請負代金額 ７４３，７８７円

委 託 名 称 習志野市防災行政無線同報系設備デジタル化整備工事監理業務委託 継続事業・

令和元年度分

履 行 期 限 令和２年８月３１日

業務委託料 １，３８５，５５０円

（気象情報提供事業）

１ 気象状況の把握

本市における気象現象や気象予測等を市民の皆様に周知するため、本市ホームページ上に掲載す

る他、災害への迅速な対応を行うため、局地的かつ精度の高い専門的な情報提供を受け、大雨や台

風等の詳細な気象状況を把握しました。

（総合防災訓練事業）

１ 総合防災訓練の実施

市民、市役所、関係機関が連携し、「自助」、「共助」の強化を目的に、各会場において市民の要望を踏

まえた時間配分・個別課目訓練を取り入れ、多くの市民が参加できる訓練を実施しました。

実 施 日 令和元年９月８日（日）

開催場所 市内小・中・高等学校（２６校）

参加人数 ３，０８４人

（飲料水供給対策事業）

１ 耐震性井戸付貯水槽の管理

地震等の災害時における飲料水の供給対策として設置した、耐震性井戸付貯水槽の保守点検及び

維持管理を行いました。

耐震性井戸付貯水槽設置場所

（１）中央消防署秋津出張所脇駐車場内

（２）谷津奏の杜公園内

（災害対策事業）

１ 緊急情報等の配信

災害時における行政情報及び住民の安全にかかわる緊急情報等を電子メールで配信し、速やかに

情報提供することを目的とし、緊急情報サービス「ならしの」の配信業務等を行いました。
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

（急傾斜地崩壊対策事業）

１ 草刈り等の維持管理

市で管理している急傾斜地崩壊危険区域等の急傾斜地において、草刈り等の維持管理を行いまし

た。

（１）鷺沼三丁目１４１番地１他

（２）藤崎二丁目１０２０番地１他

（３）屋敷二丁目３５４７番地４４他

（４）屋敷三丁目３４４０番地他

２ 応急復旧工事の実施

令和元年１０月２５日の台風第２１号に伴う大雨において、実籾５丁目２２番の急傾斜地が崩壊

し前面道路が土砂で封鎖されたことにより、土砂撤去等に伴う応急復旧工事を行いました。

工 事 名 実籾５丁目地区急傾斜地崩壊応急復旧工事

工 期 令和元年１０月２６日～令和元年１０月２６日

請負代金額 １，２９８，０００円

（防災資機材等整備事業）

１ 保存用飲料水の更新

市内３０カ所の防災倉庫に備蓄された長期保存食及び保存用飲料水の更新を行いました。

【令和元年に発生した風水害対応】

１ 台風第１５号（令和元年９月８日から９日対応）

・災害対策本部を設置し、本部長以下、約４０名により災害対応に当たりました。

・土砂災害が警戒される地域の避難所９カ所を開設し、対応職員２２名により災害対応に当たりま

した。

・南房総市へ「災害時における相互応援に関する協定」に基づき、約２００名の職員を派遣し、要

支援者の個別訪問、り災証明に係る住宅被害調査、被災家屋等へのブルーシート展張、ごみの収

集、救援物資の仕分け、災害対策本部の応援等を実施しました。併せて、ブルーシート８４３

枚、土のう袋５００枚、飲料水１０６箱を支援しました。

・匝瑳市及び山武市へ「災害時における千葉県内市町村間の相互応援に関する基本協定」に基づ

き、両市へブルーシート１００枚ずつを支援しました。（南房総市、匝瑳市、山武市への各種支

援につきましては、協定に基づき、請求の上、補填されております。）

２ 台風第１９号（令和元年１０月１２日から１３日対応）

・災害対策本部を設置し、本部長以下、約４０名により災害対応に当たりました。

・市内の全避難所２７カ所を開設し、対応職員７８名により災害対応に当たりました。

・市内の全地区対策支部１６カ所を開設し、対応職員５８名により災害対応に当たりました。

３ 台風第２１号に伴う大雨（令和元年１０月２５日対応）

・災害対策本部を設置し、本部長以下、約４０名により災害対応に当たりました。

・土砂災害が警戒される地域の避難所９カ所を開設し、対応職員２４名により災害対応に当たりま

した。
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総 務 部

主要な施策の概要 （単位：円）

（急傾斜地崩壊対策事業）

１ 草刈り等の維持管理

市で管理している急傾斜地崩壊危険区域等の急傾斜地において、草刈り等の維持管理を行いまし

た。

（１）鷺沼三丁目１４１番地１他

（２）藤崎二丁目１０２０番地１他

（３）屋敷二丁目３５４７番地４４他

（４）屋敷三丁目３４４０番地他

２ 応急復旧工事の実施

令和元年１０月２５日の台風第２１号に伴う大雨において、実籾５丁目２２番の急傾斜地が崩壊

し前面道路が土砂で封鎖されたことにより、土砂撤去等に伴う応急復旧工事を行いました。

工 事 名 実籾５丁目地区急傾斜地崩壊応急復旧工事

工 期 令和元年１０月２６日～令和元年１０月２６日

請負代金額 １，２９８，０００円

（防災資機材等整備事業）

１ 保存用飲料水の更新

市内３０カ所の防災倉庫に備蓄された長期保存食及び保存用飲料水の更新を行いました。

【令和元年に発生した風水害対応】

１ 台風第１５号（令和元年９月８日から９日対応）

・災害対策本部を設置し、本部長以下、約４０名により災害対応に当たりました。

・土砂災害が警戒される地域の避難所９カ所を開設し、対応職員２２名により災害対応に当たりま

した。

・南房総市へ「災害時における相互応援に関する協定」に基づき、約２００名の職員を派遣し、要

支援者の個別訪問、り災証明に係る住宅被害調査、被災家屋等へのブルーシート展張、ごみの収

集、救援物資の仕分け、災害対策本部の応援等を実施しました。併せて、ブルーシート８４３

枚、土のう袋５００枚、飲料水１０６箱を支援しました。

・匝瑳市及び山武市へ「災害時における千葉県内市町村間の相互応援に関する基本協定」に基づ

き、両市へブルーシート１００枚ずつを支援しました。（南房総市、匝瑳市、山武市への各種支

援につきましては、協定に基づき、請求の上、補填されております。）

２ 台風第１９号（令和元年１０月１２日から１３日対応）

・災害対策本部を設置し、本部長以下、約４０名により災害対応に当たりました。

・市内の全避難所２７カ所を開設し、対応職員７８名により災害対応に当たりました。

・市内の全地区対策支部１６カ所を開設し、対応職員５８名により災害対応に当たりました。

３ 台風第２１号に伴う大雨（令和元年１０月２５日対応）

・災害対策本部を設置し、本部長以下、約４０名により災害対応に当たりました。

・土砂災害が警戒される地域の避難所９カ所を開設し、対応職員２４名により災害対応に当たりま

した。
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総　務　部 総　務　部

　普通建設事業の概要 　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

２・１・１ 庁庁舎舎維維持持管管理理事事務務費費

１３
サンロード津田沼便所改修工事設計業
務委託

津田沼５丁目１２番１
２号

１５
旧土木詰所エアコン　フロンガス回収
及び破壊処理工事

鷺沼１丁目１番１号

習志野市庁舎１階北側多目的便所傾斜
鏡設置工事

鷺沼２丁目１番１号

サンロード５階和室Ａ・Ｂ畳取替工事
津田沼５丁目１２番１
２号

サンロード津田沼６階男子トイレ洗面
器撤去工事

津田沼５丁目１２番１
２号

市庁舎北東側樹木植栽工事 鷺沼２丁目１番１号

サンロード津田沼５階給湯室湯沸器・
ガス警報器取替工事

津田沼５丁目１２番１
２号

ハミング広場ガス燈基盤装置交換工事 鷺沼２丁目１番１号

庁舎駐車場安全対策工事 鷺沼２丁目１番１号

旧庁舎解体に伴うタイムカプセル移設
工事

鷺沼１丁目１番１号
鷺沼２丁目１番１号

庁舎内駐輪場案内板移設工事 鷺沼２丁目１番１号

習志野市庁舎ＧＦ電話混線対策工事 鷺沼２丁目１番１号

習志野市庁舎１Ｆ電話混線対策工事 鷺沼２丁目１番１号

市庁舎１階東側外周部分安全対策工事 鷺沼２丁目１番１号

台風１５号による庁舎敷地内樹木植栽
工事

鷺沼２丁目１番１号

サンロード６階男子便所　大便器及び
洗面配管取替工事

津田沼５丁目１２番１
２号

２．１．１ 旧旧庁庁舎舎等等解解体体事事業業

１３
旧庁舎敷地東側及び南側擁壁設計業務
委託

鷺沼１丁目２６８番７
地先

旧庁舎・市民課棟等解体工事に伴う事
前家屋調査委託

鷺沼１丁目２番地先他

１５ 旧庁舎・市民課棟等解体工事 鷺沼１丁目１番１号 R1・R2年度継続事業

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事業概要支出科目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額
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総　務　部 総　務　部

　普通建設事業の概要 　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

２・１・１ 庁庁舎舎維維持持管管理理事事務務費費

１３
サンロード津田沼便所改修工事設計業
務委託

津田沼５丁目１２番１
２号

１５
旧土木詰所エアコン　フロンガス回収
及び破壊処理工事

鷺沼１丁目１番１号

習志野市庁舎１階北側多目的便所傾斜
鏡設置工事

鷺沼２丁目１番１号

サンロード５階和室Ａ・Ｂ畳取替工事
津田沼５丁目１２番１
２号

サンロード津田沼６階男子トイレ洗面
器撤去工事

津田沼５丁目１２番１
２号

市庁舎北東側樹木植栽工事 鷺沼２丁目１番１号

サンロード津田沼５階給湯室湯沸器・
ガス警報器取替工事

津田沼５丁目１２番１
２号

ハミング広場ガス燈基盤装置交換工事 鷺沼２丁目１番１号

庁舎駐車場安全対策工事 鷺沼２丁目１番１号

旧庁舎解体に伴うタイムカプセル移設
工事

鷺沼１丁目１番１号
鷺沼２丁目１番１号

庁舎内駐輪場案内板移設工事 鷺沼２丁目１番１号

習志野市庁舎ＧＦ電話混線対策工事 鷺沼２丁目１番１号

習志野市庁舎１Ｆ電話混線対策工事 鷺沼２丁目１番１号

市庁舎１階東側外周部分安全対策工事 鷺沼２丁目１番１号

台風１５号による庁舎敷地内樹木植栽
工事

鷺沼２丁目１番１号

サンロード６階男子便所　大便器及び
洗面配管取替工事

津田沼５丁目１２番１
２号

２．１．１ 旧旧庁庁舎舎等等解解体体事事業業

１３
旧庁舎敷地東側及び南側擁壁設計業務
委託

鷺沼１丁目２６８番７
地先

旧庁舎・市民課棟等解体工事に伴う事
前家屋調査委託

鷺沼１丁目２番地先他

１５ 旧庁舎・市民課棟等解体工事 鷺沼１丁目１番１号 R1・R2年度継続事業

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事業概要支出科目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額
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総　務　部 総　務　部

　普通建設事業の概要 　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事業概要支出科目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額

９．１．４ 防防災災行行政政無無線線事事業業

１３
習志野市防災行政無線同報系設備デジタル
化整備工事監理業務委託

東習志野６丁目７番２
号（他９箇所）

H30・R1年度継続事業

１５
習志野市防災行政無線同報系設備デジ
タル化整備工事

東習志野６丁目７番２
号（他９箇所）

H30・R1年度継続事業

習志野市防災行政無線同報系設備デジ
タル化整備工事（旧大久保公民館局）

本大久保３丁目８番１
９号

H30・R1年度継続事業

防災行政無線同報系屋外拡声子局修繕
工事（屋敷小学校）

屋敷２丁目１番１号

９．１．４ 急急傾傾斜斜地地崩崩壊壊対対策策事事業業

１５
実籾５丁目地区急傾斜地崩壊応急復旧
工事

実籾５丁目１１４４番
１地先
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総　務　部 総　務　部

　普通建設事業の概要 　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事業概要支出科目 事　　業　　名 施　工　箇　所 決　算　額

９．１．４ 防防災災行行政政無無線線事事業業

１３
習志野市防災行政無線同報系設備デジタル
化整備工事監理業務委託

東習志野６丁目７番２
号（他９箇所）

H30・R1年度継続事業

１５
習志野市防災行政無線同報系設備デジ
タル化整備工事

東習志野６丁目７番２
号（他９箇所）

H30・R1年度継続事業

習志野市防災行政無線同報系設備デジ
タル化整備工事（旧大久保公民館局）

本大久保３丁目８番１
９号

H30・R1年度継続事業

防災行政無線同報系屋外拡声子局修繕
工事（屋敷小学校）

屋敷２丁目１番１号

９．１．４ 急急傾傾斜斜地地崩崩壊壊対対策策事事業業

１５
実籾５丁目地区急傾斜地崩壊応急復旧
工事

実籾５丁目１１４４番
１地先
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総 務 部 総 務 部

  補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主　　　管 補助事業名 決算額 補助団体名 補助事業の内容及び効果

９．１．４．１９ 危機管理課 自主防災組織事業 継続自主防災組織代表者 　　地震やその他の災害に備え、災害時における被害の防止及び軽減を図るため、自主防災組織で

（習志野市自主防災組織 190組織 　実施する防災資機材等の整備、防災知識の普及及び防災訓練等の活動に対して、助成金を交付し

 助成金） 　ました。

　　 令和元年度末組織数…222組織
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総 務 部 総 務 部

  補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主　　　管 補助事業名 決算額 補助団体名 補助事業の内容及び効果

９．１．４．１９ 危機管理課 自主防災組織事業 継続自主防災組織代表者 　　地震やその他の災害に備え、災害時における被害の防止及び軽減を図るため、自主防災組織で

（習志野市自主防災組織 190組織 　実施する防災資機材等の整備、防災知識の普及及び防災訓練等の活動に対して、助成金を交付し

 助成金） 　ました。

　　 令和元年度末組織数…222組織
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（４） 協 働 経 済 部



協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ２・１・４（広報広聴費） 決 算 額

担 当 主 管 市 民 広 聴 課

（市民広聴事業）

■申出件数

令和元年度（件） 平成３０年度（件）

件数 ２，３４７ ２，３４９

■部局別件数

令和元年度（件） 平成３０年度（件）

協働経済部 ７７７ ７６９

都市環境部 ４４６ ５３３

健康福祉部 ３５８ ２８７

生涯学習部 １８１ １００

学校教育部 １６０ ２２３

総務部 １２８ １２１

こども部 １１９ １２７

政策経営部 ７５ ７４

企業局 ５５ ６０

消防本部 １９ ２０

その他 ２９ ３５

申出方法としては、市ホームページに設置したメールフォームを利用した申し出が１，６９７件と

最も多く、全体の約７２．３％を占めました。内訳は、市長メールが２４３件、キャッチボール

メールが１，４５４件です。

申出方法の詳細な内訳は以下のとおりです。

■申出方法内訳

申出方法 令和元年度（件） 平成３０年度（件）

市長メール ２４３ ２４６

キャッチボールメール １，４５４ １，３６２

キャッチボール通信 ５６ ５５

電 話 ３６７ ４７３

来 庁 １２５ １０６

そ の 他 １０２ １０７

合 計 ２，３４７ ２，３４９

注）簡単な問い合わせや、各課に直接申し出があったものの件数は含まれていません。

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・８（企 画 費） 決 算 額

担 当 主 管 男女共同参画センター

（男女共同参画推進事業）

１．習志野市男女共同参画審議会（平成１６年７月１日設置）の開催（全３回）

・委員数：１２人（男性５人、女性７人）

日 程 議 事

令和元年５月２８日（火）

（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系について

（２）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度の事業評価について

（３）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）におけるワー

ク・ライフ・バランス推進のためのロジック・モデルの見直し

について

令和元年９月２４日（火）

（１）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度評価報告書（案）について

（２）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画（案）について

令和２年１月２４日（金）
（１）パブリックコメントとその対応

（２）習志野市第３次男女共同参画基本計画（答申案）について

２．習志野市男女共同参画基本計画事業評価部会の開催（全２回）

・委員数：６人（男性２人、女性４人）

日 程 議 事

令和元年６月２４日（月）
（１）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度の事業評価について

令和元年７月１８日（木）

（１）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の評価に係る

対話の実施

テーマ「事業所等における多様性（ダイバーシティ）の推進」

担当課：契約検査課、産業振興課、高齢者支援課、

障がい福祉課、こども政策課、男女共同参画センター

（２）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度の事業評価について

（女性の生き方相談事業）

女性が抱える様々な問題に対応するため、専門家による個人カウンセリングを通して、相談者

自らが問題を解決していくことができるよう支援するとともに、関係機関との連携を図りまし

た。

・実施回数：年５８回（毎月第１・第３金曜日、第３木曜日、第２・第４火曜日）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３月６日（金）、３月１０日（火）の相談を２回中

止しました。

・相談件数：２３５件
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ２・１・４（広報広聴費） 決 算 額

担 当 主 管 市 民 広 聴 課

（市民広聴事業）

■申出件数

令和元年度（件） 平成３０年度（件）

件数 ２，３４７ ２，３４９

■部局別件数

令和元年度（件） 平成３０年度（件）

協働経済部 ７７７ ７６９

都市環境部 ４４６ ５３３

健康福祉部 ３５８ ２８７

生涯学習部 １８１ １００

学校教育部 １６０ ２２３

総務部 １２８ １２１

こども部 １１９ １２７

政策経営部 ７５ ７４

企業局 ５５ ６０

消防本部 １９ ２０

その他 ２９ ３５

申出方法としては、市ホームページに設置したメールフォームを利用した申し出が１，６９７件と

最も多く、全体の約７２．３％を占めました。内訳は、市長メールが２４３件、キャッチボール

メールが１，４５４件です。

申出方法の詳細な内訳は以下のとおりです。

■申出方法内訳

申出方法 令和元年度（件） 平成３０年度（件）

市長メール ２４３ ２４６

キャッチボールメール １，４５４ １，３６２

キャッチボール通信 ５６ ５５

電 話 ３６７ ４７３

来 庁 １２５ １０６

そ の 他 １０２ １０７

合 計 ２，３４７ ２，３４９

注）簡単な問い合わせや、各課に直接申し出があったものの件数は含まれていません。

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・８（企 画 費） 決 算 額

担 当 主 管 男女共同参画センター

（男女共同参画推進事業）

１．習志野市男女共同参画審議会（平成１６年７月１日設置）の開催（全３回）

・委員数：１２人（男性５人、女性７人）

日 程 議 事

令和元年５月２８日（火）

（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系について

（２）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度の事業評価について

（３）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）におけるワー

ク・ライフ・バランス推進のためのロジック・モデルの見直し

について

令和元年９月２４日（火）

（１）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度評価報告書（案）について

（２）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画（案）について

令和２年１月２４日（金）
（１）パブリックコメントとその対応

（２）習志野市第３次男女共同参画基本計画（答申案）について

２．習志野市男女共同参画基本計画事業評価部会の開催（全２回）

・委員数：６人（男性２人、女性４人）

日 程 議 事

令和元年６月２４日（月）
（１）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度の事業評価について

令和元年７月１８日（木）

（１）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の評価に係る

対話の実施

テーマ「事業所等における多様性（ダイバーシティ）の推進」

担当課：契約検査課、産業振興課、高齢者支援課、

障がい福祉課、こども政策課、男女共同参画センター

（２）習志野市第２次男女共同参画基本計画（改訂版）の平成３０年

度の事業評価について

（女性の生き方相談事業）

女性が抱える様々な問題に対応するため、専門家による個人カウンセリングを通して、相談者

自らが問題を解決していくことができるよう支援するとともに、関係機関との連携を図りまし

た。

・実施回数：年５８回（毎月第１・第３金曜日、第３木曜日、第２・第４火曜日）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３月６日（金）、３月１０日（火）の相談を２回中

止しました。

・相談件数：２３５件
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（男女共同参画啓発事業）

男女共同参画社会の実現を図るため、啓発事業として次の事業を実施しました。

１．男女共同参画週間事業講演会の開催

国が定めた男女共同参画週間（６月２３日～２９日）に合わせ、講演会を開催しました。企

画・実施にあたっては、男女共同参画推進登録団体を構成メンバーとする運営委員会との協働に

より行いました。（委員数：１２人（男性２人、女性１０人））

・開 催 日：令和元年６月３０日（日）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・講 演 会：元祖イクメン安藤哲也さんに聞く 人生１００年時代のライフシフトってなあに？

・講 師 安藤 哲也氏（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン ファウンダー／代表理事）

・参 加 者：５３人 保育人数１４人

２．市民活動団体ＰＲ週間事業の開催

市民協働インフォメーションルームおよび男女共同参画センター登録団体の活動内容を来庁

者へ周知、来庁者が体験することで、まちづくりへの理解・関心を深めるとともに、市民活動

団体の活動支援を図ることを目的として、パネル展示やワークショップを行いました。

・開 催 日：令和元年７月２２日（月）～７月２６日（金）

・場 所：市庁舎１階展示コーナー・総合案内裏

・内 容：パネル展示、ワークショップ

・参加団 体：２７団体 ※うち２団体はワークショップのみの参加

３．講座等の実施

（１）性の多様性に関する基礎講座

本市の職員及び教職員を対象に、性的少数者の市民及び職員に対して適切な対応が図れるよう

になることをねらいとして開催しました。

・テ ー マ：多様な性って何だろう？～互いの違いを受け入れあえる社会を目指して～

・開 催 日：令和元年８月２３日（金）

・会 場：習志野市庁舎ＧＦ階会議室 Ａ・Ｂ

・講 師：特定非営利活動法人ＲｅＢｉｔスタッフ ２人

・参 加 者：４８人

【内訳】

市職員、教職員（臨時的任用職員等を含む）、習志野市民生委員児童委員、

習志野市男女共同参画審議会委員、令和元年度情報紙「きらきら」編集委員、

習志野市男女共同参画推進団体の希望者

（２）パラレルキャリア講座

本業以外に自ら率先して社会貢献活動等をすることとはどのようなことなのかを考え、働き方

を見つめ直すきっかけづくりをねらいとしました。

・開 催 日：令和元年１０月５日（土）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：パラレルキャリアスタートアップ講座

～「ＬＩＦＥ ＳＨＩＦＴ」から学ぶ 生き方・働き方のＲｅ デザイン～

・講 師：芦沢 壮一氏（はたらくを楽しく創る スキルノート主宰）

・参 加 者：２５人（保育９人）

（３）女性のための再チャレンジ支援講座

出産・子育て等により、いったん就労から離れた女性を対象に、自らの潜在能力や強みを見つ

め直し、新たな再チャレンジ（再就職・起業等）へ踏み出せることをねらいとしました。

・開 催 日：①令和元年５月１６日（木）

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

②令和元年５月２３日（木）

③令和元年５月３０日（木）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：「働く」ための知っ得講座 －咲かせよう ワタシのミライスタイル－

・講 師：①尾崎 えり子氏（株式会社新閃力代表取締役）

②マキ氏（ブログ「エコナセイカツ」主宰、シンプルライフ研究家）

③永田 洋子氏（株式会社ＰＬＵＳ－Ｙ代表取締役、みずいろ会館オーナー）

・参 加 者：延べ人数１０１人 延べ保育人数２２人

①３５人（保育８人） ②３７人（保育８人） ③２９人（保育６人）

（４）男女共同参画啓発講座

女性を対象に、怒らないことを目的とするのではなく、「怒り」の感情は人間に必要な感情であ

ることを理解し、怒る必要のある時は上手に怒り、自分らしく相手に自分の思いを伝えるコミュ

ニケーションスキルの習得をねらいとしました。

・開 催 日：①令和元年１０月２９日（火）

②令和元年１１月５日（火）

③令和元年１１月２０日（水）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：女性のためのアンガーマネジメント講座 ～イライラしがちな私への処方箋～

・講 師：萩原 晶子氏（アンガーマネジメント協会 アンガーマネジメントファシリテーター）

・参 加 者：延べ人数１２１人 延べ保育人数４８人

①４１人（保育１５人） ②４２人（保育１７人）

③３８人（保育１６人）

（５）子育て応援セミナー

これから夫婦・パートナーとなる人、初めての子育てを予定している人、第１子が３歳くらい

までのお子さんを持つ人を対象に、家事・育児における男女共同参画の意識を高め、家庭におけ

る固定的な性別役割分担意識の見直しと家事・育児への参加促進をねらいとしました。

・開 催 日：令和元年１１月３０日（土）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：ふたりで同時に親になる 笑顔が増えるコミュニケーション術

・講 師：狩野 さやか氏（ｐａｔｏｍａｔｏ主宰、ふたり育児アドバイザー）

・参 加 者：３４人（保育２０人）

（６）登録団体連絡会議の開催

・開 催 日：令和元年１０月２３日（水）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・内 容：令和元年度習志野市男女共同参画週間事業講演会の報告

習志野市男女共同参画推進団体研修会の報告

第３次男女共同参画基本計画（案）の報告

習志野市男女共同参画推進団体登録に関する実施要綱の改正について

登録団体が行う講演会・イベント等の市ホームページ及び広報習志野への掲載について

その他・各団体情報交換

・参 加 者：１３団体

４．情報紙「きらきら」の発行

公募による編集委員と市との協働により企画・編集し、発行しました。

・委 員：９人（男性３人、女性６人）

・発 行：年３回

・配 布 先：全市立小学校・幼稚園・保育所・こども園・私立幼稚園等の保護者、市内公共機関等

・第４５号（７月発行：１４，０００部）
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（男女共同参画啓発事業）

男女共同参画社会の実現を図るため、啓発事業として次の事業を実施しました。

１．男女共同参画週間事業講演会の開催

国が定めた男女共同参画週間（６月２３日～２９日）に合わせ、講演会を開催しました。企

画・実施にあたっては、男女共同参画推進登録団体を構成メンバーとする運営委員会との協働に

より行いました。（委員数：１２人（男性２人、女性１０人））

・開 催 日：令和元年６月３０日（日）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・講 演 会：元祖イクメン安藤哲也さんに聞く 人生１００年時代のライフシフトってなあに？

・講 師 安藤 哲也氏（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン ファウンダー／代表理事）

・参 加 者：５３人 保育人数１４人

２．市民活動団体ＰＲ週間事業の開催

市民協働インフォメーションルームおよび男女共同参画センター登録団体の活動内容を来庁

者へ周知、来庁者が体験することで、まちづくりへの理解・関心を深めるとともに、市民活動

団体の活動支援を図ることを目的として、パネル展示やワークショップを行いました。

・開 催 日：令和元年７月２２日（月）～７月２６日（金）

・場 所：市庁舎１階展示コーナー・総合案内裏

・内 容：パネル展示、ワークショップ

・参加団 体：２７団体 ※うち２団体はワークショップのみの参加

３．講座等の実施

（１）性の多様性に関する基礎講座

本市の職員及び教職員を対象に、性的少数者の市民及び職員に対して適切な対応が図れるよう

になることをねらいとして開催しました。

・テ ー マ：多様な性って何だろう？～互いの違いを受け入れあえる社会を目指して～

・開 催 日：令和元年８月２３日（金）

・会 場：習志野市庁舎ＧＦ階会議室 Ａ・Ｂ

・講 師：特定非営利活動法人ＲｅＢｉｔスタッフ ２人

・参 加 者：４８人

【内訳】

市職員、教職員（臨時的任用職員等を含む）、習志野市民生委員児童委員、

習志野市男女共同参画審議会委員、令和元年度情報紙「きらきら」編集委員、

習志野市男女共同参画推進団体の希望者

（２）パラレルキャリア講座

本業以外に自ら率先して社会貢献活動等をすることとはどのようなことなのかを考え、働き方

を見つめ直すきっかけづくりをねらいとしました。

・開 催 日：令和元年１０月５日（土）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：パラレルキャリアスタートアップ講座

～「ＬＩＦＥ ＳＨＩＦＴ」から学ぶ 生き方・働き方のＲｅ デザイン～

・講 師：芦沢 壮一氏（はたらくを楽しく創る スキルノート主宰）

・参 加 者：２５人（保育９人）

（３）女性のための再チャレンジ支援講座

出産・子育て等により、いったん就労から離れた女性を対象に、自らの潜在能力や強みを見つ

め直し、新たな再チャレンジ（再就職・起業等）へ踏み出せることをねらいとしました。

・開 催 日：①令和元年５月１６日（木）

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

②令和元年５月２３日（木）

③令和元年５月３０日（木）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：「働く」ための知っ得講座 －咲かせよう ワタシのミライスタイル－

・講 師：①尾崎 えり子氏（株式会社新閃力代表取締役）

②マキ氏（ブログ「エコナセイカツ」主宰、シンプルライフ研究家）

③永田 洋子氏（株式会社ＰＬＵＳ－Ｙ代表取締役、みずいろ会館オーナー）

・参 加 者：延べ人数１０１人 延べ保育人数２２人

①３５人（保育８人） ②３７人（保育８人） ③２９人（保育６人）

（４）男女共同参画啓発講座

女性を対象に、怒らないことを目的とするのではなく、「怒り」の感情は人間に必要な感情であ

ることを理解し、怒る必要のある時は上手に怒り、自分らしく相手に自分の思いを伝えるコミュ

ニケーションスキルの習得をねらいとしました。

・開 催 日：①令和元年１０月２９日（火）

②令和元年１１月５日（火）

③令和元年１１月２０日（水）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：女性のためのアンガーマネジメント講座 ～イライラしがちな私への処方箋～

・講 師：萩原 晶子氏（アンガーマネジメント協会 アンガーマネジメントファシリテーター）

・参 加 者：延べ人数１２１人 延べ保育人数４８人

①４１人（保育１５人） ②４２人（保育１７人）

③３８人（保育１６人）

（５）子育て応援セミナー

これから夫婦・パートナーとなる人、初めての子育てを予定している人、第１子が３歳くらい

までのお子さんを持つ人を対象に、家事・育児における男女共同参画の意識を高め、家庭におけ

る固定的な性別役割分担意識の見直しと家事・育児への参加促進をねらいとしました。

・開 催 日：令和元年１１月３０日（土）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・テ ー マ：ふたりで同時に親になる 笑顔が増えるコミュニケーション術

・講 師：狩野 さやか氏（ｐａｔｏｍａｔｏ主宰、ふたり育児アドバイザー）

・参 加 者：３４人（保育２０人）

（６）登録団体連絡会議の開催

・開 催 日：令和元年１０月２３日（水）

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室

・内 容：令和元年度習志野市男女共同参画週間事業講演会の報告

習志野市男女共同参画推進団体研修会の報告

第３次男女共同参画基本計画（案）の報告

習志野市男女共同参画推進団体登録に関する実施要綱の改正について

登録団体が行う講演会・イベント等の市ホームページ及び広報習志野への掲載について

その他・各団体情報交換

・参 加 者：１３団体

４．情報紙「きらきら」の発行

公募による編集委員と市との協働により企画・編集し、発行しました。

・委 員：９人（男性３人、女性６人）

・発 行：年３回

・配 布 先：全市立小学校・幼稚園・保育所・こども園・私立幼稚園等の保護者、市内公共機関等

・第４５号（７月発行：１４，０００部）
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

特集：「ありがとう」が心の支え ～習志野市運転ボランティアの会～

・第４６号（１１月発行：１６，０００部）

特集：子育て応援・女性の活躍！働き方改革で受賞

・第４７号（２月発行：１４，０００部）

特集：野球大好き！ふたりの女子小学生 ～家族と仲間とワンチーム～

（男女共同参画基本計画策定事業）

次期習志野市男女共同参画基本計画策定のため、策定検討部会を開催しました。（全５回）

・委員数：７人（男性４人、女性３人）

日 程 議 事

平成３１年４月１５日（月）

（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画策定検討部

会の策定スケジュールについて

（２）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和元年５月９日（木）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和元年８月２２日（木）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和元年９月１７日（火）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和２年１月１６日（木）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画（案）に対する

意見について
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

特集：「ありがとう」が心の支え ～習志野市運転ボランティアの会～

・第４６号（１１月発行：１６，０００部）

特集：子育て応援・女性の活躍！働き方改革で受賞

・第４７号（２月発行：１４，０００部）

特集：野球大好き！ふたりの女子小学生 ～家族と仲間とワンチーム～

（男女共同参画基本計画策定事業）

次期習志野市男女共同参画基本計画策定のため、策定検討部会を開催しました。（全５回）

・委員数：７人（男性４人、女性３人）

日 程 議 事

平成３１年４月１５日（月）

（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画策定検討部

会の策定スケジュールについて

（２）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和元年５月９日（木）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和元年８月２２日（木）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和元年９月１７日（火）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画の体系（案）

について

令和２年１月１６日（木）
（１）（仮称）習志野市第３次男女共同参画基本計画（案）に対する

意見について

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・１０（まちづくり推進費） 決 算 額

担 当 主 管 協 働 政 策 課

（市民協働推進事業）

「市民と行政のパートナーシップ」の実現に向けて、ボランティアやＮＰＯ等の「市民活動

団体」が活動しやすい環境を整えるため、各種事業を行いました。

１．習志野市市民協働推進委員会の開催

平成２１年４月に策定した習志野市市民協働基本方針に基づき、同方針の具体的な施策や取

り組みについて検討・評価するため、「習志野市市民協働推進委員会」を３回開催しました。

日 程 議 事

令和元年５月３０日（木）
（１）習志野市市民協働基本方針の見直しについて

（２）令和元年度市民活動団体支援等の施策概要について

令和元年１１月８日（金）
（１）平成３０年度市民協働・市民参画事業実施報告について

（２）令和元年度習志野市市民参加型補助金採択事業について

令和２年２月１７日（月）
（１）令和元年度市民活動団体等の施策について

（２）令和２年度習志野市市民参加型補助金の審査方法について

２．市民協働インフォメーションルームの運営

サンロード津田沼５階に「市民協働インフォメーションルーム」を設け、市民活動団体が活

動するための場を提供しました。

・利用者延べ人数：１０，３８９人

３．市民活動団体ＰＲ週間事業の開催

市民協働インフォメーションルームおよび男女共同参画センター登録団体の活動内容を来庁

者へ周知、来庁者が体験することで、まちづくりへの理解・関心を深めるとともに、市民活動

団体の活動支援を図ることを目的として、パネル展示やワークショップを行いました。

・開 催 日：令和元年７月２２日（月）～７月２６日（金）

・場 所：市庁舎１階展示コーナー・総合案内裏

・内 容：パネル展示、ワークショップ

・参加団 体：２７団体 ※うち２団体はワークショップのみの参加

４．習志野市まちづくり参画証の発行

市民の自発的な社会貢献活動に感謝し、市民のまちづくりのための活動を積極的に推

進することを目的に「習志野市まちづくり参画証」を発行しました。

令和元年度 平成３０年度

発行枚数 ３２１枚 ３４２枚

団体数 １０団体 ８団体

５．ボランティア補償制度

市内で活動している市民活動団体の活動中の事故を補償するため、ボランティア保険に加入

し、安心してボランティア活動ができる環境を整えました。

・令和元年度事故件数：５件（傷害）
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

６．市民活動に関する講座

（１）市民活動スキルアップ講座

市民活動団体が抱える課題の解決に向けて、団体のスキル向上を目的として開催しまし

た。

・開 催 日：令和２年１月１０日（金）

・場 所：市庁舎ＧＦ会議室 Ａ

・内 容：「成果を生む！事業計画作成術」

・受講者 数：６人

（２）情報発信研修

登録団体が「地域情報ポータルサイト」というツールを効果的に活用し、団体の活動

やイベント等の団体情報を登録団体自らが発信できるようになることを目的に開催しま

した。

・開 催 日：令和元年１０月３日（木）

・場 所：市庁舎５階 ５－２会議室

・内 容：地域情報ポータルサイトを活用した団体活動ＰＲ、スマートフォンを

活用した効果的な写真の撮り方

・受講者 数：午前の部 １３人、午後の部 ８人

（市民活動団体等支援事業）

市民参加型補助金事業

市民活動団体が自主・自発的に行う、習志野市のまちづくりに役立つ公益的な事業に

対し、経費の一部を補助しました。令和元年度は、ちいき活力型８事業、かだい提案型

１事業の９事業の申請があり、第三者機関による審査を経て６事業を採択、

総額１，６５５，０００円を交付しました。

採択事業名 採択団体名 補助金交付額

災害避難時に役立つ

ボーイスカウト式体験

ボーイスカウト習志野

第２団
２１８，０００円

高齢者を元気にするための

芸能の提供と健康講座の開催
習志野芸能クラブ １２７，０００円

習志野の民話の「語り」と

「紙芝居」での上演による

習志野市の文化と歴史を広める為に

習志野語りと紙芝居の会

「ちごゆり」
３２０，０００円

災害時における情報伝達に

アマチュア無線を活用した

中継システム等を構築するととも

に、その活用を広く推進させる事業

習志野市アマチュア無線

非常通信連絡会
２５４，０００円

森林公園をもみじの名所にする

プロジェクト
あかしあ会 ２３８，０００円

子どもがつくるオリンピック広報誌 ＮＰＯ法人ならしの子ども劇場 ４９８，０００円

市民協働型委託事業

市が提示したテーマを市と共に市民活動団体や企業が互いのノウハウを活かし、適切な

役割分担のもとで事業を実施しました。

・テーマ：市内駅を起点とした観光誘客コンテンツ（散策マップ）作成事業

・委託先：ならしのまち歩きコンシェルジュ
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

６．市民活動に関する講座

（１）市民活動スキルアップ講座

市民活動団体が抱える課題の解決に向けて、団体のスキル向上を目的として開催しまし

た。

・開 催 日：令和２年１月１０日（金）

・場 所：市庁舎ＧＦ会議室 Ａ

・内 容：「成果を生む！事業計画作成術」

・受講者 数：６人

（２）情報発信研修

登録団体が「地域情報ポータルサイト」というツールを効果的に活用し、団体の活動

やイベント等の団体情報を登録団体自らが発信できるようになることを目的に開催しま

した。

・開 催 日：令和元年１０月３日（木）

・場 所：市庁舎５階 ５－２会議室

・内 容：地域情報ポータルサイトを活用した団体活動ＰＲ、スマートフォンを

活用した効果的な写真の撮り方

・受講者 数：午前の部 １３人、午後の部 ８人

（市民活動団体等支援事業）

市民参加型補助金事業

市民活動団体が自主・自発的に行う、習志野市のまちづくりに役立つ公益的な事業に

対し、経費の一部を補助しました。令和元年度は、ちいき活力型８事業、かだい提案型

１事業の９事業の申請があり、第三者機関による審査を経て６事業を採択、

総額１，６５５，０００円を交付しました。

採択事業名 採択団体名 補助金交付額

災害避難時に役立つ

ボーイスカウト式体験

ボーイスカウト習志野

第２団
２１８，０００円

高齢者を元気にするための

芸能の提供と健康講座の開催
習志野芸能クラブ １２７，０００円

習志野の民話の「語り」と

「紙芝居」での上演による

習志野市の文化と歴史を広める為に

習志野語りと紙芝居の会

「ちごゆり」
３２０，０００円

災害時における情報伝達に

アマチュア無線を活用した

中継システム等を構築するととも

に、その活用を広く推進させる事業

習志野市アマチュア無線

非常通信連絡会
２５４，０００円

森林公園をもみじの名所にする

プロジェクト
あかしあ会 ２３８，０００円

子どもがつくるオリンピック広報誌 ＮＰＯ法人ならしの子ども劇場 ４９８，０００円

市民協働型委託事業

市が提示したテーマを市と共に市民活動団体や企業が互いのノウハウを活かし、適切な

役割分担のもとで事業を実施しました。

・テーマ：市内駅を起点とした観光誘客コンテンツ（散策マップ）作成事業

・委託先：ならしのまち歩きコンシェルジュ

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

（自治振興事業）

１．まちづくり会議の開催状況

市民参加のまちづくりを推進するため、各連合町会が中心となって地域で活躍する様々な団体の代表

者等が集まり、各地域で｢まちづくり会議｣が開催されました。また、｢まちづくり会議｣を通じて寄せら

れた要望事項を、調査・検討し市政に反映しました。

（１）令和元年度まちづくり会議活動状況 令和２年３月末日現在

地 区 開催数 出席人数 回平均

〔地区別集計〕 回 人 人／回

谷津・向山 ５ ２８６ ５７

谷 津 西 部 ４ １４０ ３５

津 田 沼 ５ ２３７ ４７

津田沼北部 ９ ３７６ ４２

袖 ケ 浦 東 ４ １５４ ３９

袖 ケ 浦 西 ３ １０１ ３４

鷺 沼 ６ ２５０ ４２

鷺 沼 台 ４ １６０ ４０

藤 崎 ２ １２４ ６２

大久保･泉･本大久保・新栄 １０ ４４２ ４４

本 大 久 保 ９ ４１３ ４６

屋敷・花咲 ７ ２７７ ４０

実籾・新栄 ３ １０１ ３４

東習志野・実花 ７ ４７１ ６７

秋 津 ６ ３８８ ６５

香澄・芝園 ４ １６８ ４２

合 計 ８８ ４，０８８ ４６

（２）主な活動内容

① 環境運動 地域清掃、花いっぱい花壇づくり事業等

② 福祉活動 高齢者ふれあい元気事業、高齢者給食等

③ 防犯活動 防犯パトロール、防災訓練等

④ そ の 他 地域運動会、地域行事の開催、視察研修会、広報紙の発行、行政への要望等
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（３）まちづくり会議からの要望
平成３０年度のまちづくり会議から要望を受け、令和元年度に予算化した要望（地区別、部局別）
令和元年度予算化された要望３３件、その他の要望１８４件

地区

部局

谷
津
・
向
山

谷
津
西
部

津
田
沼

津
田
沼
北
部

袖
ケ
浦
東

袖
ケ
浦
西

鷺
沼

鷺
沼
台

藤
崎

大
久
保
・
泉
・
本
大
久
保
・
新
栄

本
大
久
保

屋
敷
・
花
咲

実
籾
・
新
栄

東
習
志
野
・
実
花

秋
津

香
澄
・
芝
園

計

政策経営部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

総 務 部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

協働経済部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

健康福祉部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

都市環境部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

こ ど も 部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

教育委員会
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

消 防 本 部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

企 業 局
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

合 計
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

※その他の要望とは、平成３０年度予算で対応したもの、令和２年度以降の予算で対応するもの、もとも

と予算化を必要としないもの、県や国、警察等市以外の機関へ依頼したもの等です。
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（３）まちづくり会議からの要望
平成３０年度のまちづくり会議から要望を受け、令和元年度に予算化した要望（地区別、部局別）
令和元年度予算化された要望３３件、その他の要望１８４件

地区

部局

谷
津
・
向
山

谷
津
西
部

津
田
沼

津
田
沼
北
部

袖
ケ
浦
東

袖
ケ
浦
西

鷺
沼

鷺
沼
台

藤
崎

大
久
保
・
泉
・
本
大
久
保
・
新
栄

本
大
久
保

屋
敷
・
花
咲

実
籾
・
新
栄

東
習
志
野
・
実
花

秋
津

香
澄
・
芝
園

計

政策経営部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

総 務 部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

協働経済部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

健康福祉部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

都市環境部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

こ ど も 部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

教育委員会
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

消 防 本 部
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

企 業 局
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

合 計
令和元年度予算化件数

その他の要望件数

※その他の要望とは、平成３０年度予算で対応したもの、令和２年度以降の予算で対応するもの、もとも

と予算化を必要としないもの、県や国、警察等市以外の機関へ依頼したもの等です。

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 
２．住民自治活動の振興

住民自治振興組織の発展と活動の振興を図るため、次の事業を実施しました。

（１）住民自治組織に対する補助事業

地域社会における自治活動の推進及び地域住民の自治意識の高揚を図るため運営費の補助を行い

ました。

① 習志野市連合町会連絡協議会運営費補助金 ５６０，０００円

② 習志野市地区連合町会運営費補助金 １６地区 ７，７４５，５９５円

－令和２年３月末日現在・町会自治会加入状況－

町会・自治会数 ２５０団体

加 入 世 帯 数 ５３，５４１世帯

世 帯 加 入 率 ６６．３％

③ 習志野市まちづくり会議活動費補助金 １６地区 ６８０，４５２円

３．自治功労者顕彰式及び市長との市政懇談会

自治活動の活性化と地域連帯を促進するため、令和元年６月１日（土）、地域活動に永年寄与され

た功労者を表彰し、市長との市政懇談会を併せて実施しました。

（１）自治功労顕彰受賞者 ２５人

（２）市政懇談会テーマ 「令和元年度市政について」

４．まちづくり出前講座

市政についての情報を積極的に提供することにより、市民との協働によるまちづくりを進めるこ

と及び市民にとって身近で開かれた市役所を実現するため、「まちづくり出前講座」を実施しまし

た。

（１）実施回数：延べ １８５回

（２）受講人数：延べ ６，３１１人

（広報掲示板等整備事業）

市政の広報の徹底と自治活動の支援のため、広報掲示板の設置等を行いました。また、公共施設

の道路案内目印となる施設案内板を修繕しました。

（１）広報掲示板 新設１カ所、建替５カ所、移設１カ所、修繕６カ所（板交換）

（２）施設案内板 移設１カ所、修繕３カ所（板面変更）、撤去１カ所

（自治宝くじ助成事業）

宝くじの売上げを財源とした一般財団法人自治総合センターの一般コミュニティ助成事業により、

倉庫や調理器具、音響機器等の地域祭り用備品の購入に対する助成を行いました。

（１） 事業実施団体 本大久保連合町会 会長 竹内 清

（２） 事 業 内 容 地域祭り用備品（倉庫等）の購入
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（平和活動推進事業）

市民の平和意識高揚を図るため、核兵器廃絶平和都市宣言の理念に基づき、長崎市平和式典に市民代

表団を派遣するなど、次の事業を実施しました。

１．習志野市平和市民代表団派遣事業

市民代表団を被爆地へ派遣し、市民の平和意識の啓発・高揚、更には次世代への平和継承者の育成を

目的に、令和元年度は、習志野市原爆被爆者の会の会員を団長に、第三中学校教員及び生徒、第四中

学校、習志野高校及び津田沼高校の生徒各１人、計６人の市民代表団を被爆地「長崎」へ派遣しまし

た。

２．原爆死没者慰霊および平和祈念式典

８月６日広島市、８月９日長崎市の原爆投下時刻に合わせ、秋津公園内「平和の広場」において、黙

とうを捧げるとともに、献花、献水、習志野市平和市民代表団ＯＢ・ＯＧによるスピーチ、平和の詩の

朗読、第七中学校合唱部による合唱を行いました。

（１） 参加者 ８月６日 １７６人

８月９日 １１４人

３．核兵器廃絶平和都市宣言記念展

核兵器廃絶平和都市宣言の理念に基づき、広く市民の平和意識の高揚を図るため核兵器廃絶平和都

市宣言記念展を開催しました。

（１）日程・会場

① ６月２８日～ ７月１１日 大久保公民館

② ７月１３日～ ７月２８日 袖ケ浦公民館

③ ７月３１日～ ８月１５日 市役所１階展示コーナー

④ ８月１７日～ ９月 １日 谷津公民館

⑤ ９月２６日～１０月 ９日 実花公民館

⑥ １０月１１日～１０月２４日 市民プラザ大久保

（２）展示内容

原爆写真と被爆者の描いた絵のパネル、市民作成千羽鶴、市内公民館絵手紙サークル作成絵手紙、

特に若い世代への平和意識の啓発を目指して、被爆体験講話紙芝居、令和元年度平和市民代表団

派遣報告等を展示しました。

４．被爆体験講話事業の実施

被爆体験者が年々減少していく中で、市民の平和意識の啓発・高揚、更には次世代への平和継承者の

育成を目的に、被爆体験講話事業を小学校２校、中学校１校の計３校で実施しました。

（１）令和元年度実施校

① 実籾小学校 （ ７月 ５日実施 ６年生 ７８人対象）

② 第六中学校 （ ７月 ９日実施 １年生１２９人対象）

③ 東習志野小学校 （１２月１８日実施 ６年生１５２人対象）

５．習志野市平和基金

市民と一体となって平和事業を推進していくため、各種催事場で平和基金への協力を

呼びかけ、基金の充実を図りました。

（１）令和元年度積立 １７７，２１０円

（２）令和２年３月末日基金現在高 １０，８３３，７９４円
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（平和活動推進事業）

市民の平和意識高揚を図るため、核兵器廃絶平和都市宣言の理念に基づき、長崎市平和式典に市民代

表団を派遣するなど、次の事業を実施しました。

１．習志野市平和市民代表団派遣事業

市民代表団を被爆地へ派遣し、市民の平和意識の啓発・高揚、更には次世代への平和継承者の育成を

目的に、令和元年度は、習志野市原爆被爆者の会の会員を団長に、第三中学校教員及び生徒、第四中

学校、習志野高校及び津田沼高校の生徒各１人、計６人の市民代表団を被爆地「長崎」へ派遣しまし

た。

２．原爆死没者慰霊および平和祈念式典

８月６日広島市、８月９日長崎市の原爆投下時刻に合わせ、秋津公園内「平和の広場」において、黙

とうを捧げるとともに、献花、献水、習志野市平和市民代表団ＯＢ・ＯＧによるスピーチ、平和の詩の

朗読、第七中学校合唱部による合唱を行いました。

（１） 参加者 ８月６日 １７６人

８月９日 １１４人

３．核兵器廃絶平和都市宣言記念展

核兵器廃絶平和都市宣言の理念に基づき、広く市民の平和意識の高揚を図るため核兵器廃絶平和都

市宣言記念展を開催しました。

（１）日程・会場

① ６月２８日～ ７月１１日 大久保公民館

② ７月１３日～ ７月２８日 袖ケ浦公民館

③ ７月３１日～ ８月１５日 市役所１階展示コーナー

④ ８月１７日～ ９月 １日 谷津公民館

⑤ ９月２６日～１０月 ９日 実花公民館

⑥ １０月１１日～１０月２４日 市民プラザ大久保

（２）展示内容

原爆写真と被爆者の描いた絵のパネル、市民作成千羽鶴、市内公民館絵手紙サークル作成絵手紙、

特に若い世代への平和意識の啓発を目指して、被爆体験講話紙芝居、令和元年度平和市民代表団

派遣報告等を展示しました。

４．被爆体験講話事業の実施

被爆体験者が年々減少していく中で、市民の平和意識の啓発・高揚、更には次世代への平和継承者の

育成を目的に、被爆体験講話事業を小学校２校、中学校１校の計３校で実施しました。

（１）令和元年度実施校

① 実籾小学校 （ ７月 ５日実施 ６年生 ７８人対象）

② 第六中学校 （ ７月 ９日実施 １年生１２９人対象）

③ 東習志野小学校 （１２月１８日実施 ６年生１５２人対象）

５．習志野市平和基金

市民と一体となって平和事業を推進していくため、各種催事場で平和基金への協力を

呼びかけ、基金の充実を図りました。

（１）令和元年度積立 １７７，２１０円

（２）令和２年３月末日基金現在高 １０，８３３，７９４円

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 
６．核実験に対する抗議及び実験継続の中止要請文の送付

臨界前核実験を実施していたことが判明したアメリカ合衆国に対し、抗議文を

アメリカ合衆国本国及び大使館に送付しました。

（１） 令和元年５月２８日 アメリカ合衆国臨界前核実験抗議文送付（平成３１年２月実施）

（国際交流推進事業）

次代を担う青少年の国際感覚を涵養し、市民レベルでの国際理解を促進するため、習志野市国際

交流協会の事業及び運営費の補助を行いました。

（１）習志野市国際交流協会運営費補助金 １１，５６７，１７１円

【内訳】

習志野市国際交流協会運営費分 １１，５６７，１７１円

（自治振興施設運営費）

自治振興施設の管理運営の充実を図り、地域住民のふれあいとコミュニティ活動の推進を図りました。

１．コミュニティセンター利用状況

コミュニティセンターは、健康の増進及び地域社会の活性化に資するための地域の集会、サークル

活動等に利用されました。

施 設 名
令和元年度 平成３０年度

利用回数 利用人数 利用回数 利用人数

東習志野コミュニティセンター ４，５５４回 ５７，６２６人 ５，４２０回 ６９，３１６人

谷津コミュニティセンター ５，０７１回 ６５，０２６人 ５，５５１回 ７４，６７５人

市民プラザ大久保 ４，４０４回 ５４，３７４人 ４，８４９回 ６２，４０４人

実籾コミュニティホール ３，１７６回 ５８，０６９人 ３，４７０回 ６１，１３８人

２．コミュニティセンター指定管理状況

（地域集会所整備事業）

地域の自治活動及びサークル活動等を推進し、市民交流の場を作ることを目的に、町会等が実施する

集会所の整備に対し補助（補助率１ ２（上限あり））を行いました。

実籾１丁目南町会集会所修繕工事補助金（実籾１丁目南町会）

総事業費 ７５０，０００円

構 造 鉄骨２階建て 延べ床面積 １４１．８６㎡

補助金額 ３７０，０００円

管理施設名
指定管理者制度

当初導入時期
今期指定期間 指定管理者名

東習志野コミュニティセンター 平成１８年４月１日

平成２９年４月１日～

令和４年３月３１日

株式会社オーエンス

谷津コミュニティセンター 平成１８年４月１日
ＴＲＣファシリティー

ズ株式会社

市民プラザ大久保 平成２４年３月１日
一般社団法人あったか

大久保ひろば

実籾コミュニティホール 平成２９年４月１日 株式会社オーエンス
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（市民相談事業）

市民の日常生活で起きる諸問題について、その解決を支援するため、市民相談室にて、

専門の相談員による相談を実施しました。

・相談日数・相談件数

相 談 名
令和元年度 平成３０年度

相談日数 相談件数 相談日数 相談件数

法律相談 ９０ ６２１ １０１ ６８６

税務相談 １１ ９９ １２ １１３

行政相談 ２２ ９ ２３ ３

くらしの手続き相談 １１ ２８ １２ ３３

不動産相談 １１ ２６ １２ ３０

登記・測量・境界相談 １１ ３２ １２ ４５

登記・後見・債務相談 ９ ３７ １１ ４９

住宅相談 １１ １１ １２ １１

交通事故相談 １０ １２ １１ ２９

年金相談 １１ ３３ １２ ３２

人権相談 １１ ３ １２ ２

女性の生き方相談 ５７ ２３５ ６０ ２５２

合 計 ２６５ １，１４６ ２９０ １，２８５

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年３月は市民相談を休止
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協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・１１（消費生活推進費） 決 算 額

担 当 主 管 消費生活センター

（消費生活相談事業）

１．消費生活相談

消費者が安全で安心な暮らしを送れるよう、消費生活全般にわたり相談を受け、消費者が不利益を

こうむらないよう問題の解決と処理にあたりました。

・消費生活相談員：５人

・相 談 日：月～金曜日及び第２土曜日（祝日・年末年始を除く）

・相 談 件 数：１，１４３件（前年度 １，１８７件）

・相 談 内 容：不当・架空請求相談 消費者トラブル

金融業者からの借入相談等（内、多重債務相談 ８件）

２．消費者教育・啓発事業の実施

まちづくり出前講座

消費者自らが賢い消費者を目指し消費者被害を未然に防ぐため、市内大学や公民館・集会所などに相

談員を派遣し情報提供を行いました。また、消費者団体等を対象として、相談員による地域においての

消費者教育の担い手を育成する講座を開催しました。

・講 師：消費生活相談員

・開催回数：１２回

・受講者数：合計 １，０３１人

この他、多発する消費者被害を未然に防ぐため、広報習志野の奇数月１５日号及び市ホームページに

「消費生活メモ」として実際の事例及びアドバイスを掲載、また、消費生活センターの周知を目的とし

た啓発用品を作成し、事業開催時に来場者への配布を行いました。

３．市内高校との消費者教育の実践

県立実籾高校生徒の講師による、市内中学校１年生を対象の消費者教育をテーマとした出前講座に、

消費生活相談員をアドバイザーとして派遣しました。

・実施日：令和元年１２月１７日（火）、令和２年１月２３日（木）

・対象者：第二中学校２２０人、第四中学校２４０人

・内 容：「主体的な消費者になるために ～成人年齢引き下げを踏まえて～」

４．消費生活相談員のスキルアップ研修

弁護士による消費生活相談業務に係る指導・助言等のアドバイザー業務の実施、その他国民生活

センター等が開催する研修への参加を支援し、問題解決の強化を図りました。

５．食品等放射性物質検査（東日本大震災への対応）

食の安全・安心を確保するため、市民より持ち込まれた食品等に含まれる放射性物質検査を継続し

て実施し、内部被ばくへの更なる不安解消に努めました。

４月から３月まで、１検体（たけのこ）を検査し、持込まれた食品は基準値の１００ベクレルを下回

りました。
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（消費生活展開催事業）

第５２回習志野市みんなの消費生活展の開催

「未来へつなごう！！知恵とくらしのバトンリレー」をテーマに、各種パネル展示の他、廃品を利用

した小物作り、健康のための体力測定などの実演等、幅広い消費生活に係る展示会を開催し、消費者啓

発を図りました。

・開催期間：令和２年２月１５日（土）～２月１６日（日）

・開催場所：モリシア津田沼１階 センターコート

・来 場 者：８，４８４人（前年度７，３６４人

・参加団体：１０団体
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協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・１２（安全対策費） 決 算 額

担 当 主 管 防 犯 安 全 課

（安全で安心なまちづくり協議会）

安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、習志野市安全で安心なまちづくり基本計画及び

平成３０年度に策定した第２期実施計画の進行状況の確認等を行うため、庁内関係各課へ照会を行い、

市職員で組織する「習志野市安全で安心なまちづくり連絡協議会」の各委員へ意見聴取を行いました。

※学識経験者等の外部委員で構成する「習志野市安全で安心なまちづくり協議会」は、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため中止。

（犯罪のない安全で安心なまちづくり事業）

犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進するため、市、市民、事業者が一体となり、次の事業を展開

しました。

１．「キラット・ジュニア防犯隊」の充実

子どもたちが犯罪に遭わないための知識の向上と防犯に対する意識の高揚を目的に、小中学生に

よる「キラット・ジュニア防犯隊」を結成し、啓発活動を実施しました。

○令和元年度参加児童・生徒数：１７９人（内訳 小学生：６０人 中学生：１１９人）

《主な活動内容》

（１）誕生会の開催

実施日：令和元年６月１５日（土）

（２）市民まつりへの参加

実施日：令和元年７月１４日（日）

（３）市営駐輪場での自転車防犯診断の実施

実施日：令和元年７月１７日（水）、１０月１５日（火）

（４）街頭啓発キャンペーン

実施日：令和元年１０月２日（水）、１６日（水）、２３日（水）

（５）防犯マップ作製

実施日：令和元年１１月１６日（土）

（６）歳末防犯啓発キャンペーン

実施日：令和元年１２月１４日（土）

（７）習志野市安全で安心なまちづくり市民大会（防犯マップ発表・実演）

実施日：令和２年２月１日（土）

２．街頭啓発キャンペーンの実施

（１）毎年１０月の「安全で安心なまちづくり月間」に駅前で電話 詐欺の啓発グッズを

配布しました。

実施日：令和元年１０月２日（水）、１６日（水）、２３日（水）

（２）歳末にＪＲ津田沼駅周辺にて、電話 詐欺等の犯罪防止を呼びかけるため、啓発グッズを

配布しました。

実施日：令和元年１２月１４日（土）
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

３．防犯講演会の開催（安全で安心なまちづくり市民大会）

○開催日：令和２年２月１日（土）

○内 容：防犯功労団体表彰

キラット・ジュニア防犯隊による防犯マップ発表・実演

防犯講演：講師 浅倉 ちほ氏

「身を守る為の防犯と交通安全のトークマジックショー」

４．市職員による防犯パトロールの実施

防犯パトロールカーを活用した、合同防犯パトロールの強化を行うとともに、管理職による

概ね午後５時１５分から午後６時１５分までの特別防犯パトロールを実施しました。

５．防犯情報の提供

携帯緊急情報サービス「ならしの」やホームページ等を活用した防犯情報の提供を行いました。

（自主防犯活動団体支援事業）

地域における犯罪を未然に防止し、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するために、

自主的な防犯活動団体に対し、物品の貸与やパトロール支援等を行いました。

○令和元年度末団体数：８８団体

《貸与防犯物品》

腕章、ベスト、のぼり旗、帽子、信号灯、リード標

（習志野市防犯協会補助事業）

犯罪のない安全で安心して暮らせる社会を目指し、地域防犯活動の中心として活動している

習志野市防犯協会に対して補助金を交付し、市内における地域防犯活動の拡充、強化を図りました。

（防犯灯事業）

１．集合住宅照明灯維持管理費補助金の交付

集合住宅の照明施設として、公道及び居住者以外の不特定多数の市民の通行の用に供する通路等に

照明灯を設置し、維持管理している管理組合等に対し、照明灯の維持管理費の一部を補助しました。

○集合住宅照明灯維持管理費補助金

○交付団体数：２５団体

○対象灯数及び補助金額：４４４灯 １，３２９，７６０円

２．ＬＥＤ防犯灯の設置及び維持管理

「習志野市防犯灯設置及び維持管理基準」に基づき、ＬＥＤ防犯灯の維持管理を行うとともに、

夜間に誘発される犯罪の抑止を図るため、必要と思われる箇所に防犯灯を設置しました。

○市内防犯灯数：８，６９８灯【防犯安全課管理分】

※開発等で事業者が設置し、市が移管を受けたものを含む

○新設灯数：２５灯
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協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

（空家等対策事業）

１．習志野市空家等対策協議会の開催

特定空家等に対する措置等について審議するため、学識経験者等の外部委員等で構成する協議会

を開催しました。

（１）習志野市空家等対策協議会

開催日：令和２年２月７日（金）

２．空き家に対する申出

空き家に対する近隣住民等からの申出や、その対応に伴う空き家の所有者等からの相談に対応

しました。

○令和元年度末申出戸数：９７戸

≪申出内容及び内訳≫

・樹木・雑草：４３件

・家 屋 破 損：４２件

・害 虫： ８件

・そ の 他：２７件

※１戸に対し、複数の申出あり
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
２・２・１（税務総務費）

２・２・２（賦課徴収費）
決 算 額

担 当 主 管 税制課・市民税課・資産税課・債権管理課

（賦課・ 徴収事務費）

１．収納実績

区 分
税 目 調 定 額（円）

収 入 済 額
（円）※

収納率（％）

令和元年度 平成 年度

市 民 税

現 年 度

滞納繰越

計

固 定 資 産 税

現 年 度

滞納繰越

計

軽 自 動 車 税

現 年 度

滞納繰越

計

市 た ば こ 税

現 年 度

滞納繰越 － － － －

計

都 市 計 画 税

現 年 度

滞納繰越

計

合 計

現 年 度

滞納繰越

計

※収入済額には還付未済額を含む。

◆市の徴収金の収納率向上

現年度未納者に対する対応の早期着手に注力し、催告書等の文書催告や「納税コールセンター」及び「自

動音声電話催告システム」による電話催告を行っております。また、色付き封筒を使用した「財産調査開始

通知書」を送付することで、年度内納付を促し、累積滞納発生の防止に努めました。

過年度滞納者に対しては、納付相談に応じ、滞納原因等や収支状況を聴取したうえで適正な納付指導をし

ております。そのうえで、納付資力があるにもかかわらず納付意思のない者に対しては滞納処分を実施し、

また財産調査の結果や収支の状況から納付困難と判断した場合は、状況に応じて滞納処分の執行を停止し、

滞納繰越額の縮減に努めました。
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
２・２・１（税務総務費）

２・２・２（賦課徴収費）
決 算 額

担 当 主 管 税制課・市民税課・資産税課・債権管理課

（賦課・ 徴収事務費）

１．収納実績

区 分
税 目 調 定 額（円）

収 入 済 額
（円）※

収納率（％）

令和元年度 平成 年度

市 民 税

現 年 度

滞納繰越

計

固 定 資 産 税

現 年 度

滞納繰越

計

軽 自 動 車 税

現 年 度

滞納繰越

計

市 た ば こ 税

現 年 度

滞納繰越 － － － －

計

都 市 計 画 税

現 年 度

滞納繰越

計

合 計

現 年 度

滞納繰越

計

※収入済額には還付未済額を含む。

◆市の徴収金の収納率向上

現年度未納者に対する対応の早期着手に注力し、催告書等の文書催告や「納税コールセンター」及び「自

動音声電話催告システム」による電話催告を行っております。また、色付き封筒を使用した「財産調査開始

通知書」を送付することで、年度内納付を促し、累積滞納発生の防止に努めました。

過年度滞納者に対しては、納付相談に応じ、滞納原因等や収支状況を聴取したうえで適正な納付指導をし

ております。そのうえで、納付資力があるにもかかわらず納付意思のない者に対しては滞納処分を実施し、

また財産調査の結果や収支の状況から納付困難と判断した場合は、状況に応じて滞納処分の執行を停止し、

滞納繰越額の縮減に努めました。

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 
２．滞納処分の状況 財産別差押件数

３．滞納処分執行停止の状況 （単位：件）

４．口座振替加入率

区 分

税 目
納税義務者数

人

口座加入者数

人

加 入 率 （ ％ ）

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度

市県民税 普徴 １９，６１９ ２，６９６ １３．７ １４．４ １４．８ １５．４

固 定 資 産 税
都市計画税含む ５５，２６０ ２２，４０４ ４０．５ ４０．５ ４０．６ ４０．６

軽 自 動 車 税 ２３，６３８ ６３６ ２．７ ２．７ ２．６ ２．５

計 ９８，５１７ ２５，７３６ ２６．１ ２６．３ ２６．３ ２６．３

（債権管理事務費）

◆市の債権の適正管理の推進

市民負担の公平・公正性の確保及び健全な行財政運営に資するため、債権所管課から移管された徴収困難事案

に対し、徹底した財産調査や折衝を行い、迅速な滞納処分を実施するなど機動的な滞納整理に取り組む一方で、

生活再建の観点にも配慮し、失業・病気等の要因で生活困窮と判断された場合は、法令に基づく滞納処分の停止

等を行いました。

また、債権所管課職員の徴収業務の実務能力及び知識のさらなる向上を目指し、東京国税局 である徴収指導

員を講師として徴収を担当する所属長・職員を対象とした研修等を開催するなど全庁的な債権管理の適正化に取

り組みました。

     （単位：件）

対 象 財 産

税 目

給与 生命保険 預貯金 その他債権等 不動産 合合計計

個人市民税 １５６ ２９ ４５５ ６７ ４９ ７７５５６６

法人市民税 ０ ０ ０ ０ ０ ００

固定資産税 ６１ ３７ ９５ ４２ １０７ ３３４４２２

軽自動車税 ２３ ２ ９７ ３ １２ １１３３７７

合合 計計 ２４０ ６８ ６４７ １１２ １６８ １１，，２２３３５５

令和元年度 平成３０年度

７９０ ７７５
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

１．強制徴収公債権の徴収実績（滞納繰越計）

徴収対象額
人数

徴収済額
人数

完

納

者

数
徴収繰越額

新規徴収

移管額
合 計 本税 延滞金 合 計

市県民税
人 人 人 人 人 人

法 人

市 民 税 人 人 人 人 人 人

固定資産税

都市計画税 人 人 人 人 人 人

軽自動車税
人 人 人 人 人 人

国民健康

保 険 料 人 人 人 人 人 人

介 護

保 険 料 人 人 人 人 人 人

後期高齢者

医療保険料 人 人 人 人 人 人

保 育 所

保 育 料 人 人 人 人 人 人

合計
（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

※括弧内は延べ人数
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

１．強制徴収公債権の徴収実績（滞納繰越計）

徴収対象額
人数

徴収済額
人数

完

納

者

数
徴収繰越額

新規徴収

移管額
合 計 本税 延滞金 合 計

市県民税
人 人 人 人 人 人

法 人

市 民 税 人 人 人 人 人 人

固定資産税

都市計画税 人 人 人 人 人 人

軽自動車税
人 人 人 人 人 人

国民健康

保 険 料 人 人 人 人 人 人

介 護

保 険 料 人 人 人 人 人 人

後期高齢者

医療保険料 人 人 人 人 人 人

保 育 所

保 育 料 人 人 人 人 人 人

合計
（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

※括弧内は延べ人数

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

２．非強制徴収公債権の徴収実績（滞納繰越計）

徴収対象額
人数

徴収済額
人数

完

納

者

数
徴収繰越額

新規徴収

移管額
合 計 元本 延滞金 合 計

児童育成料
人 人 人 人 人 （ 人）

児童扶養

手当過年度

返還金
人 人 人 人 人 （ 人）

児童手当

過年度

返還金
人 人 人 人 人 （ 人）

子ども手当

過年度

返還金
人 人 人 人 人 （ 人）

一般被保険者

返納金 人 人 人 人 人 （ 人）

合計
（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

※括弧内は延べ人数

３．私債権の徴収実績（滞納繰越計）

徴収対象額
人数

徴収済額
人数

完

納

者

数
徴収繰越額

新規徴収

移管額
合 計 元本 遅延損害金 合 計

市営住宅

使用料 人 人 人 人 人 （ 人）

学校給食

事業収入 人 人 人 人 人 （ 人）

合計
（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

※括弧内は延べ人数
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

４ ．納付区分ごとの徴収実績

本税・元本
延滞金

（遅延損害金）
合計換価（公売） 取 立

指導納付
不動産 預貯金 給与 その他

受入額

※換価とは、差押財産を金銭に換えること

５ ．滞納処分の実施状況

財産別差押件数
交付要求 参加差押

公売公告
合 計

預貯金 給与 不動産 その他 不動産

件 数

※件数は、各調書の件数

６．執行停止の状況

適用条項 件数 停止決定額

地方税法第 条の 第 項第 号（財産なし）

地方税法第 条の 第 項第 号及び同条第 項（即時消滅）

地方税法第 条の 第 項第 号（所在及び財産不明）

※件数は、停止調書の件数

７．猶予の状況

法定猶予（徴収及び換価の猶予）

件 数 決 定 額

※件数は分割納付の承認件数

８．公売執行状況

開札日 公売の場所
公売

方法
公売財産 入札者 売却価額 滞納処分費 配当金

月 日 インターネット公売 入札
【 区分所有建物 】

東習志野 丁目
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

４ ．納付区分ごとの徴収実績

本税・元本
延滞金

（遅延損害金）
合計換価（公売） 取 立

指導納付
不動産 預貯金 給与 その他

受入額

※換価とは、差押財産を金銭に換えること

５ ．滞納処分の実施状況

財産別差押件数
交付要求 参加差押

公売公告
合 計

預貯金 給与 不動産 その他 不動産

件 数

※件数は、各調書の件数

６．執行停止の状況

適用条項 件数 停止決定額

地方税法第 条の 第 項第 号（財産なし）

地方税法第 条の 第 項第 号及び同条第 項（即時消滅）

地方税法第 条の 第 項第 号（所在及び財産不明）

※件数は、停止調書の件数

７．猶予の状況

法定猶予（徴収及び換価の猶予）

件 数 決 定 額

※件数は分割納付の承認件数

８．公売執行状況

開札日 公売の場所
公売

方法
公売財産 入札者 売却価額 滞納処分費 配当金

月 日 インターネット公売 入札
【 区分所有建物 】

東習志野 丁目

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

９．連絡会議・講習会の開催

※その他、生活相談課主催の生活相談課職員返還金事務研修に徴収指導員を講師として派遣

※参加者数は延べ人数

１０．滞納整理事務に関する情報提供

職員用パソコンを利用した「滞納整理情報」の定期配信

※配信回数・・・１２回（配信日：毎月１５日）

実施回数 研修名 内 容 参加者数
（人

全 回 債権管理連絡会議
各課における徴収業務取組状況、課題・問題点、徴収

業務改善取組状況、及び債権管理課との徴収事務連携

全 回 新任徴収事務研修 滞納整理事務に対する心構えや基本的手法の習得

全 回 徴収事務マネジメント講習会 債権管理における管理職の役割

全 回 主事・技師職員研修 債権管理について（※人事課主催）

全 回 滞納整理実務者講習会
滞納整理の重要性と債権管理の意義

実習「延滞金の算出計算」
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ２・３・１（戸籍住民基本台帳費） 決 算 額

担 当 主 管 市 民 課

（戸籍・住民基本台帳等事務費）

１．住民基本台帳事務 （単位：件）

世 帯 数 人 口 届 出 件 数

転 入 転 居 転 出 世帯変更 職権記載等

世帯
人

うち外国人 人

（単位：人）

人 口 増 減 事 由 別 数

記
載

転 入 出 生 その他 計 消
除

転 出 死 亡 その他 計

２．証明書等発行事務 （連絡所発行分、コンビニ交付分含む） （単位：通）

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数

戸 籍 住民票 印 鑑 臨時運行 その他諸証明

３．戸籍事務 （単位：件）

本籍数 本籍人口 届出件数（非本籍分含む）

出 生 死 亡 養子縁組 転 籍 婚 姻 離 婚 入 籍 その他

戸籍 人

新 戸 籍 編 製 戸 籍 全 部 消 除

件 件

４．印鑑登録事務 （単位：件）

登録者数 処 理 件 数

登 録 再 交 付 廃 止 亡 失 職権抹消

人

（住民基本台帳ネットワークシステム事業）

住民票広域交付処理 件

処 理 内 訳

本市の市民が他市で請求 他市の市民が本市で請求

件 件
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ２・３・１（戸籍住民基本台帳費） 決 算 額

担 当 主 管 市 民 課

（戸籍・住民基本台帳等事務費）

１．住民基本台帳事務 （単位：件）

世 帯 数 人 口 届 出 件 数

転 入 転 居 転 出 世帯変更 職権記載等

世帯
人

うち外国人 人

（単位：人）

人 口 増 減 事 由 別 数

記
載

転 入 出 生 その他 計 消
除

転 出 死 亡 その他 計

２．証明書等発行事務 （連絡所発行分、コンビニ交付分含む） （単位：通）

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数

戸 籍 住民票 印 鑑 臨時運行 その他諸証明

３．戸籍事務 （単位：件）

本籍数 本籍人口 届出件数（非本籍分含む）

出 生 死 亡 養子縁組 転 籍 婚 姻 離 婚 入 籍 その他

戸籍 人

新 戸 籍 編 製 戸 籍 全 部 消 除

件 件

４．印鑑登録事務 （単位：件）

登録者数 処 理 件 数

登 録 再 交 付 廃 止 亡 失 職権抹消

人

（住民基本台帳ネットワークシステム事業）

住民票広域交付処理 件

処 理 内 訳

本市の市民が他市で請求 他市の市民が本市で請求

件 件

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 
（マイナンバー交付事務費）

マイナンバー各種カード交付状況 （単位：件）

個人番号カード交付
個人番号カード再交付

（内数）
通知カード再交付

（証明書コンビニ交付事業）

各種証明書を全国のコンビニエンスストア等に設置されたキオスク端末で発行できるコンビニ交付サー

ビスを実施しました。

証明書発行事務（コンビニ交付分のみ） （単位：通）

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数

住民票 住民票記載事項 印鑑証明書 戸籍証明書 附票 税証明書

款 項 目（名称） ２・３・２（連絡所事務取扱費） 決 算 額

担 当 主 管 市 民 課

（連絡所運営費）

証明書発行事務

東部連絡所 （単位：通）

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数

戸 籍 住 民 票 印 鑑 その他諸証明

西部連絡所 （単位：通）

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数

戸 籍 住 民 票 印 鑑 その他諸証明

ＪＲ津田沼駅南口連絡所 （単位：通）

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数

戸 籍 住 民 票 印 鑑 その他諸証明

- 120 - - 121 -



協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ３・１・２（老 人 福 祉 費） 決 算 額

担 当 主 管 国 保 年 金 課

（千葉県後期高齢者医療広域連合負担金）

１．後期高齢者医療共通経費負担金

千葉県後期高齢者医療広域連合の運営に係る経費（議会費、一般管理費）について、各市町村が

次の割合をもって負担する。（千葉県後期高齢者医療広域連合規約第１８条）

※均等割 １０％ 高齢者人口割 ５０％ 人口割 ４０％

令和元年度 平成３０年度

均等割 ４，１４２，２６４円 ３，４３９，５４７円

高齢者人口割 ２７，６２８，５０９円 ２２，８２２，０１９円

人口割 ２４，６６２，４０６円 ２０，３４４，２５３円

合 計 ５６，４３３，１７９円 ４６，６０５，８１９円

２．後期高齢者医療給付費負担金

後期高齢者の療養の給付等に要する費用等（負担対象額）について、各後期高齢者医療広域連合に

対し、各市町村がそれぞれ１２分の１負担する。（高齢者の医療の確保に関する法律第９８条）

令和元年度 平成３０年度

習志野市

負担対象額
１４，２７９，７３６，０００円 １３，３０９，４２７，０００円

習志野市負担金 １，１８９，９７８，０００円 １，１０９，１１９，０００円

（後期高齢者人間ドック助成事業）

本市に住所を有する後期高齢者医療制度の被保険者であって、次のいずれにも該当しない人を

対象に、受検費用の７割、３万円を限度に助成を行いました。

１．当該年度に健康診査又は特定健康診査を受診した被保険者

２．当該年度に国保の短期人間ドックの助成を受けた被保険者

３．後期高齢者医療保険料を滞納している被保険者

令和元年度 平成３０年度

助成金額 １５，６０３，３０１円 １４，６２５，７９１円

助成者数 ５３０人 ４９６人
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ３・１・２（老 人 福 祉 費） 決 算 額

担 当 主 管 国 保 年 金 課

（千葉県後期高齢者医療広域連合負担金）

１．後期高齢者医療共通経費負担金

千葉県後期高齢者医療広域連合の運営に係る経費（議会費、一般管理費）について、各市町村が

次の割合をもって負担する。（千葉県後期高齢者医療広域連合規約第１８条）

※均等割 １０％ 高齢者人口割 ５０％ 人口割 ４０％

令和元年度 平成３０年度

均等割 ４，１４２，２６４円 ３，４３９，５４７円

高齢者人口割 ２７，６２８，５０９円 ２２，８２２，０１９円

人口割 ２４，６６２，４０６円 ２０，３４４，２５３円

合 計 ５６，４３３，１７９円 ４６，６０５，８１９円

２．後期高齢者医療給付費負担金

後期高齢者の療養の給付等に要する費用等（負担対象額）について、各後期高齢者医療広域連合に

対し、各市町村がそれぞれ１２分の１負担する。（高齢者の医療の確保に関する法律第９８条）

令和元年度 平成３０年度

習志野市

負担対象額
１４，２７９，７３６，０００円 １３，３０９，４２７，０００円

習志野市負担金 １，１８９，９７８，０００円 １，１０９，１１９，０００円

（後期高齢者人間ドック助成事業）

本市に住所を有する後期高齢者医療制度の被保険者であって、次のいずれにも該当しない人を

対象に、受検費用の７割、３万円を限度に助成を行いました。

１．当該年度に健康診査又は特定健康診査を受診した被保険者

２．当該年度に国保の短期人間ドックの助成を受けた被保険者

３．後期高齢者医療保険料を滞納している被保険者

令和元年度 平成３０年度

助成金額 １５，６０３，３０１円 １４，６２５，７９１円

助成者数 ５３０人 ４９６人

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ３・４・１（国民年金事務取扱費） 決 算 額

担 当 主 管 国 保 年 金 課

（国民年金事務費）

国からの法定受託事務として、国民年金第１号被保険者に係る資格届出処理及び給付受付、国民

年金保険料の申請免除、学生特例申請書の受付処理等を行いました。

１ 国民年金被保険者の概要

被保険者の種類 被 保 険 者 の 概 要

第１号被保険者 ２０歳以上６０歳未満の自営業者や学生等

第２号被保険者 ７０歳未満の厚生年金の加入者

第３号被保険者 ２０歳以上６０歳未満で、第２号被保険者の被扶養配偶者

２ 国民年金被保険者数 （単位：人）

年度 第１号（強制） 第１号（任意） 第３号 合 計

平成２８年度 １８，７７５ ３４６ １５，３６１ ３４，４８２

平成２９年度 １８，２５８ ３１６ １５，１０６ ３３，６８０

平成３０年度 １８，１５４ ３２２ １４，７３６ ３３，２１２

令和元年度 １８，４２４ ３３９ １４，３９８ ３３，１６１

（３） 保険料免除状況 （単位：人）

年度 第１号被保険者 法定免除者 申請免除者 免除者合計 免除率

平成２８年度 １８，７７５ １，２３０ ５，５９１ ６，８２１ ３６．３ ％

平成２９年度 １８，２５８ １，２３３ ５，６０７ ６，８４０ ３７．５ ％

平成３０年度 １８，１５４ １，２５７ ５，９１６ ７，１７３ ３９．５ ％

令和元年度 １８，４２４ １，２８８ ６，１６２ ７，４５０ ４０．４ ％
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ５・１・１（労 働 諸 費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（中小企業退職金共済掛金補助事業）

独自に退職金制度を持つことが困難な中小企業者に対して､中小企業退職金共済制度への加入促進を

図り､従業員の福祉の増進と雇用の安定に寄与するため､掛金に対して補助しました。

・補助事業所数 ３９事業所 ・被共済者数 １２３人 ・補 助 額 １，６１０，４００円

（勤労者貸付預託金）

市内在住・市内在勤の勤労者の生活安定と勤労意欲の向上を図るため、金融面での支援として中央

労働金庫津田沼支店に預託を行いました。

・預 託 金 ８，０００，０００円

（雇用環境整備事業）

１．ふるさとハローワークならしの利用状況

ハローワークが設置されていない本市において、市民が、ハローワークと同等の就労支援を市内で

受けられる環境を整備するため、国と共同で開設し、運営している「ふるさとハローワークならし

の」にて、求人情報の提供や就労相談を実施しました。

利用者数 相談件数

平成３０年度 ９，５４５人 ４，７０５件

令 和 元 年 度 ９，１１３人 ４，４５９件

２．製造業等合同企業説明会＆面接会 ならしの

採用意欲の高い地元事業者を集め、採用に向けた説明会と面接会を実施することにより、求職

者への就労支援と、地元事業者の人手不足解消に向けた支援を、習志野商工会議所、船橋市、ハ

ローワーク船橋の他、関係機関と連携し、製造業等合同企業説明会等を行いました。

・開催日時：令和元年１２月１０日（火）午後０時～午後３時３０分

・開催場所：モリシアホール

・参加人数：１７人 ・参加企業数：７社（習志野市６社、船橋市１社）
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ５・１・１（労 働 諸 費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（中小企業退職金共済掛金補助事業）

独自に退職金制度を持つことが困難な中小企業者に対して､中小企業退職金共済制度への加入促進を

図り､従業員の福祉の増進と雇用の安定に寄与するため､掛金に対して補助しました。

・補助事業所数 ３９事業所 ・被共済者数 １２３人 ・補 助 額 １，６１０，４００円

（勤労者貸付預託金）

市内在住・市内在勤の勤労者の生活安定と勤労意欲の向上を図るため、金融面での支援として中央

労働金庫津田沼支店に預託を行いました。

・預 託 金 ８，０００，０００円

（雇用環境整備事業）

１．ふるさとハローワークならしの利用状況

ハローワークが設置されていない本市において、市民が、ハローワークと同等の就労支援を市内で

受けられる環境を整備するため、国と共同で開設し、運営している「ふるさとハローワークならし

の」にて、求人情報の提供や就労相談を実施しました。

利用者数 相談件数

平成３０年度 ９，５４５人 ４，７０５件

令 和 元 年 度 ９，１１３人 ４，４５９件

２．製造業等合同企業説明会＆面接会 ならしの

採用意欲の高い地元事業者を集め、採用に向けた説明会と面接会を実施することにより、求職

者への就労支援と、地元事業者の人手不足解消に向けた支援を、習志野商工会議所、船橋市、ハ

ローワーク船橋の他、関係機関と連携し、製造業等合同企業説明会等を行いました。

・開催日時：令和元年１２月１０日（火）午後０時～午後３時３０分

・開催場所：モリシアホール

・参加人数：１７人 ・参加企業数：７社（習志野市６社、船橋市１社）

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ６・１・３（農 業 振 興 費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（市民農園整備事業）

都市住民の余暇の多様化や自然とのふれあい志向が高まる中で、健全な余暇活動によって農業に対す

る理解を深めることを目的として、市民農園（１区画面積３０㎡）の利用促進に努めました｡

・市民農園設置数

農 園 名 所 在 地 地 積 整備区画数 使用区画数

鷺沼４丁目市民農園 鷺沼４丁目１５７０番 ３，４９７ ㎡ ７１ ６９

藤崎１丁目市民農園 藤崎１丁目１５１番 ４２９ ㎡ １２ ９

藤崎７丁目市民農園 藤崎７丁目３５０番１ ８４５ ㎡ ２０ ２０

実籾３丁目市民農園 実籾３丁目３９番・４５番 ２，３１３ ㎡ ５６ ５０

計４箇所 ７，０８４ ㎡ １５９ １４８

・施設設備修繕：藤崎７丁目市民農園外柵修繕
（農道整備事業）

農業生産環境の確保及び農業生産の向上を図るため、農道の維持改修工事を実施しました。

・市道０７‐０６７号線道路整備工事（藤崎地区）

・市道０６‐０１３号線道路整備工事（鷺沼台地区）

・市道０６‐００５号線土留設置工事（鷺沼台地区）

（都市農業支援事業）

農業の生産性の向上、農業経営の安定及び農業の振興を図るため、土壌改良、野菜指定産地振興対

策、共撰・共販支援、生産組織活動支援、ちばのオリジナルブランド産地づくり支援、軟弱野菜等試験

展示圃補助の各事業に補助金を交付しました。

（野菜価格安定対策事業）

経営の安定と生産意欲向上のため、共同出荷される指定野菜（人参）で価格の低落時に生産者が受

け取る価格差補給金交付時での再造成資金に要する経費のうち、生産者が負担する額に対し補助しま

した。

（農業祭補助事業）

農業生産技術の向上及び地域農業振興を図るため、農業祭実行委員会を組織して「第５２回習

志野市農業祭」を、ガスフェスタ、消防・救急フェアと同時開催し、地域住民と交流を深め、都

市農業の理解のためにＰＲ活動を積極的に行いました。

（農業団体育成支援事業）

地域農業の中心的・指導的立場の人材育成を図るため、習志野市農業士等協会に対し補助しました。

（農業次世代人材投資資金交付事業）

青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、認定新規就農者に対し補助しました。

（「輝け！ちばの園芸」次世代産地整備支援事業）

市内農業者の生産力の向上のため、園芸施設リフォームを行う農業者に対し補助しました。

（農業近代化資金利子補給事業）

農業の近代化を推進するため、農業近代化資金を貸し付ける融資機関に対し、利子補給を実施し

ました。
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ７・１・１（商 工 総 務 費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（中小企業資金融資運営委員会費）

融資に関する事項を審査し、公正かつ適正な運営を図るため、市長の諮問機関である習志野市中小企

業資金融資運営委員会を開催しました。

・委員数 ５人 （５人） ※（ ）書きは、前年度数値

開催数 ６回（２回）

諮 問
６件

（ ２件）
申請額

１０８，０００千円

（ ４０，０００千円）

決 定
６件

（ ２件）

決定額

（承認額）

１０８，０００千円

（ ４０，０００千円）

款 項 目（名 称） ７・１・２（商工業振興費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（産業振興審議会費）

｢習志野市産業振興計画（令和２年度～令和７年度）｣の計画策定について審議を行いました。

・委 員 数：１５人（任期：令和元年７月５日～令和３年７月４日まで）

・開催回数：３回

１．開催日：第１回 令和元年 ８月２２日（木）

第２回 令和元年 ９月２４日（火）

第３回 令和元年１２月２３日（月）

※第４回審議会を令和２年３月１７日（火）に開催する予定でしたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。（書面での意見聴取）

２．内容

（１）委嘱状交付、会長・副会長の選任

（２）次期習志野市産業振興計画の策定・計画案について

（３）次期習志野市産業振興計画の最終審議及び答申について

（産学官連携事業）

産学官連携プラットホーム委託事業

本市の潜在的な資源等を最大限に活用できる環境を整え、産学官の人的連携を基軸としたネットワー

クによる地域情報拠点（プラットホーム）を習志野商工会議所に置き、産学官交流事業を実施し、本市

産業の活性化と新産業の創出や新技術・製品開発の推進を図りました。

・委 託 先：習志野商工会議所

・委託期間：平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

・委 託 費：３，２４０，０００円

・実施内容

（１）マッチング支援事業
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ７・１・１（商 工 総 務 費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（中小企業資金融資運営委員会費）

融資に関する事項を審査し、公正かつ適正な運営を図るため、市長の諮問機関である習志野市中小企

業資金融資運営委員会を開催しました。

・委員数 ５人 （５人） ※（ ）書きは、前年度数値

開催数 ６回（２回）

諮 問
６件

（ ２件）
申請額

１０８，０００千円

（ ４０，０００千円）

決 定
６件

（ ２件）

決定額

（承認額）

１０８，０００千円

（ ４０，０００千円）

款 項 目（名 称） ７・１・２（商工業振興費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（産業振興審議会費）

｢習志野市産業振興計画（令和２年度～令和７年度）｣の計画策定について審議を行いました。

・委 員 数：１５人（任期：令和元年７月５日～令和３年７月４日まで）

・開催回数：３回

１．開催日：第１回 令和元年 ８月２２日（木）

第２回 令和元年 ９月２４日（火）

第３回 令和元年１２月２３日（月）

※第４回審議会を令和２年３月１７日（火）に開催する予定でしたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。（書面での意見聴取）

２．内容

（１）委嘱状交付、会長・副会長の選任

（２）次期習志野市産業振興計画の策定・計画案について

（３）次期習志野市産業振興計画の最終審議及び答申について

（産学官連携事業）

産学官連携プラットホーム委託事業

本市の潜在的な資源等を最大限に活用できる環境を整え、産学官の人的連携を基軸としたネットワー

クによる地域情報拠点（プラットホーム）を習志野商工会議所に置き、産学官交流事業を実施し、本市

産業の活性化と新産業の創出や新技術・製品開発の推進を図りました。

・委 託 先：習志野商工会議所

・委託期間：平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

・委 託 費：３，２４０，０００円

・実施内容

（１）マッチング支援事業

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

①交流オフィスの開設

②技術相談支援事業

（２）情報発信管理運営事業

（３）展示会出展等支援事業

（４）市内企業販路拡大等支援事業

（５）先端技術等研究事業

（６）企業巡回相談事業

（７）講演会・講習会の開催

（中小企業振興事業）

１．中小企業資金融資事業

市内中小企業の振興と経営の安定を図るため、市から総額６億円を取扱金融機関 ７行２０支店 に

預託し、その７倍までの中で事業資金の貸付けを行うとともに、借入者の返済負担軽減のため、利子

補給を併せて行いました。

（１） 令和元年度新規貸付状況 ※（ ）書きは、前年度数値

資 金 名
１件当たりの

貸付限度額（千円）
申請件数 貸付件数 貸付総額（千円）

運 転 資 金

設 備 資 金

小 売 商 業 設 備

近 代 化 資 金

公 害 防 除 資 金

事 業 転 換 資 金

運転

設備

経営安定化資金

小口零細企業資金

独 立 開 業 資 金

運転

設備

創 業 支 援 資 金

計

（２）利子補給の状況（令和２年３月３１日現在）

・借入者 ５６５件 利子補給額 ３３，８５９，１３３円
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

２．商工組合中央金庫預託事業

市内中小企業者の組織金融の円滑化を図るため、商工組合中央金庫千葉支店に預託を行いました。

・預 託 金 ７，０００，０００円

（商工会議所補助事業）

地域経済活性化の推進母体である習志野商工会議所が、市内の商工業の積極的な発展を目的として実

施する事業に対して、補助金を交付しました。

・補助団体 習志野商工会議所 会頭 白鳥 豊

会員数：１，７９３事業所（令和２年３月末現在）

・補 助 額 ２１，０００，０００円

（商業活性化事業）

習志野市商店会連合会が、地域商業の活性化と本市商業の振興及び発展を目的として実施する事業に対

して、補助金を交付しました。

・補助団体 習志野市商店会連合会 会長 高橋 賢

正会員：加入商店会 １３商店会 ４０２店舗

特別会員：２９店舗・事業所（令和２年３月末現在）

・補 助 額 ２，５００，０００円

（工業活性化事業）

市内工業者を総括する習志野市工業地域団体連合会が、市内工業系企業の振興と発展を図るとともに、

工業関係団体や企業間の交流の促進を目的として実施する事業に対して、補助金を交付しました。

・補助団体 習志野市工業地域団体連合会 会長 髙橋 博雅

会員数：加入団体 ７団体 ９５社（令和２年３月末現在）

・補 助 額 ２１０，０００円

（商店街共同施設管理事業）

商店街のイメージアップや消費者の安全性、利便性の向上を図り、商店街の活性化を推進するとともに、

商店会の安定的な運営を支援するため、商店会が管理している街路灯の電気料金及び維持管理費や商店会

が実施しているイルミネーション事業の電気料金に対して、補助金を交付しました。

・補 助 額 ２，１４７，０００円（２，０６９，０００円＋７８，０００円）

【街路灯補助分】 補助額 ２，０６９，０００円

【イルミネーション補助分】 補助額 ７８，０００円

団体名 補助額 （円） 団体名 補助額 （円）

谷津商店街協同組合 谷津サンプラザ商店会

津田沼南口商店会 津田沼一丁目商店会

サンロード津田沼商店会 袖ケ浦ショッピングセンター

大久保商店街協同組合 実籾駅前商店会

実籾コミュニティロード商店会 実籾稲荷通り商店会

実籾ほたる野商店会

団体名 補助額 （円） 団体名 補助額 （円）

津田沼商店街協同組合 津田沼南口商店会
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

２．商工組合中央金庫預託事業

市内中小企業者の組織金融の円滑化を図るため、商工組合中央金庫千葉支店に預託を行いました。

・預 託 金 ７，０００，０００円

（商工会議所補助事業）

地域経済活性化の推進母体である習志野商工会議所が、市内の商工業の積極的な発展を目的として実

施する事業に対して、補助金を交付しました。

・補助団体 習志野商工会議所 会頭 白鳥 豊

会員数：１，７９３事業所（令和２年３月末現在）

・補 助 額 ２１，０００，０００円

（商業活性化事業）

習志野市商店会連合会が、地域商業の活性化と本市商業の振興及び発展を目的として実施する事業に対

して、補助金を交付しました。

・補助団体 習志野市商店会連合会 会長 高橋 賢

正会員：加入商店会 １３商店会 ４０２店舗

特別会員：２９店舗・事業所（令和２年３月末現在）

・補 助 額 ２，５００，０００円

（工業活性化事業）

市内工業者を総括する習志野市工業地域団体連合会が、市内工業系企業の振興と発展を図るとともに、

工業関係団体や企業間の交流の促進を目的として実施する事業に対して、補助金を交付しました。

・補助団体 習志野市工業地域団体連合会 会長 髙橋 博雅

会員数：加入団体 ７団体 ９５社（令和２年３月末現在）

・補 助 額 ２１０，０００円

（商店街共同施設管理事業）

商店街のイメージアップや消費者の安全性、利便性の向上を図り、商店街の活性化を推進するとともに、

商店会の安定的な運営を支援するため、商店会が管理している街路灯の電気料金及び維持管理費や商店会

が実施しているイルミネーション事業の電気料金に対して、補助金を交付しました。

・補 助 額 ２，１４７，０００円（２，０６９，０００円＋７８，０００円）

【街路灯補助分】 補助額 ２，０６９，０００円

【イルミネーション補助分】 補助額 ７８，０００円

団体名 補助額 （円） 団体名 補助額 （円）

谷津商店街協同組合 谷津サンプラザ商店会

津田沼南口商店会 津田沼一丁目商店会

サンロード津田沼商店会 袖ケ浦ショッピングセンター

大久保商店街協同組合 実籾駅前商店会

実籾コミュニティロード商店会 実籾稲荷通り商店会

実籾ほたる野商店会

団体名 補助額 （円） 団体名 補助額 （円）

津田沼商店街協同組合 津田沼南口商店会

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 
（創業・起業支援事業）

本市経済の活性化を図るため、市内の創業・起業を促進、支援すべく、創業・起業に関する

基礎知識を学ぶ創業塾や創業・起業を目指す方と創業・起業して間もない方等との交流会、

経営・起業セミナーの開催、又、創業・起業全般に関する相談業務等を習志野商工会議所に委託して

実施しました。

・委 託 先：習志野商工会議所

・委託期間：平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

・委 託 費：１，５５７，６００円

・実施内容

（１）創業塾の開催

①開 催 日：令和元年６月１５日（土）、２９日（土）、７月６日（土）、２７日（土）、８月３日（土）

現場実習：７月２１日（日）

②会 場：習志野商工会議所他

③内 容：創業・起業を考えている方や創業して間もない方等を対象に、創業・起業に向けて

必要な基礎知識に関する講義等を開催しました。

④参加人数：２２人

（２）交流会の開催

①開 催 日：令和元年９月７日（土）

②内 容：創業・起業を目指す方と創業・起業して間もない方、専門家との交流会を開催しました。

③参加人数：１２人

（３）創業・起業全般に関する相談業務（随時）

習志野商工会議所において、創業・起業の進め方や業種、業態選び、資金計画や経営計画、又、

各種申請や届出、税務など、創業・起業全般に関する相談業務を行いました。

（４）大学との連携による学生創業・起業支援

市内に所在する日本大学生産工学部、千葉工業大学、東邦大学に創業塾や経営・起業セミナーの

案内や創業・起業支援に関する情報提供を行う他、学生の創業・起業の状況や就職の状況等に

関する意見交換を行いました。

（観光振興事業）

１．観光ＰＲ活動事業

（１）広域組織への参加

千葉ベイエリア観光連盟及びちばプロモーション協議会に参加し、本市の観光資源を広域的に

広報宣伝し、観光客誘致のための活動を行いました。

①千葉ベイエリア観光連盟

ア 千葉ベイエリア観光ガイドマップ２０１９～２０２０・英語版の配布

イ 千葉ベイエリア観光ガイドマップ（ＨＰサイト）多言語版の作成

ウ 千葉ベイエリア観光連盟プロモーションツアー

＊本市・船橋市による実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大を受け、

次年度に延期。

エ 千葉ベイエリア「春の観光キャンペーン」の開催

フリーペーパー「道の駅・千葉県版・春号」に特典付き広告を掲載。
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

②ちばプロモーション協議会

ちばプロモーション協議会が行うキャンペーン等ＰＲ活動や商品造成・教育旅行誘致活動、地域部会

やおもてなし活動に参加しました。

（２）観光パンフレットの作成・配布

「ぶらっと習志野観光ガイドブック」「ならしの駅からマップ」「習志野市ふるさと産品手帖」等を活用

し、市内公共施設や都市間交流の各種イベント等で配布しました。

また「ふるさと情報コーナー」（東京都中央区日本橋）、「チーバくん物産館」（千葉市）、「さわやかち

ば県民プラザ」（柏市）、「チーバくんプラザ－千葉県観光情報館－」（木更津市）などの外部組織が持つ

観光ＰＲコーナーに観光パンフレットを設置することにより、広域的に本市の観光ＰＲを行いました。

（３）フィルムコミッションへの協力

市内の施設を利用した映画やドラマなどのロケーション撮影等、千葉県フィルムコミッションや

制作会社の要望に応えることにより、本市の知名度の向上に努めました。

年 実績件数 作品名、ロケ地

平成２７年 ２１件
日本テレビ「ナカイの窓」（フロンティアサッカーフィールド）

ＴＢＳテレビ「ニンゲン観察バラエティ モニタリング」（谷津干潟公園） 他

平成２８年 ４６件
テレビ朝日「相棒 」（海浜霊園・千葉工業大学新習志野キャンパス）

ＴＢＳテレビ「仰げば尊し」（習志野文化ホール） 他

平成２９年 ２２件
連続ドラマ「石つぶて」（市庁舎・庁舎駐車場）

テレビ東京「バイプレイヤーズ２」（旧鴇田家住宅） 他

平成３０年 ４１件
ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」紀行（八幡公園）

フジテレビ「モンテ・クリスト伯」（茜浜緑地） 他

令和元年度 ２９件
テレビ朝日「ドクター 」（市庁舎）

フジテレビ「 の秘密」（袖ケ浦東近隣公園他） 他

※本調査は、平成３０年までは、１月１日から１２月３１日までを対象としておりましたが、令和元年度

より年度（４月１日から３月３１日まで）を対象とするものに変更されております。

２．ふるさと産品のＰＲ事業

都市間交流他、各種イベントへの支援

本市との関わりがある友好都市（千葉県南房総市、山梨県富士吉田市）で行われた行事の他、各種

イベントに参加する「習志野市ふるさと産品業者会」への支援を行うとともに、ふるさと産品のＰＲに

努めました。

＜参加イベント＞

平成３１年 ４月 ６日（土）～７日（日）：２０１９花の実園さくらまつり

令和 元年 ６月２８日（金）～３０日（日）：千葉県産フェア（イオン津田沼）

令和 元年 ７月１４日（日）：第２６回市民まつり「習志野きらっと２０１９」

令和 元年 ８月２６日（月）：吉田の火祭り―鎮火祭―（山梨県富士吉田市）

令和 元年 ９月２９日（日）：習志野シンフォニエッタ千葉コンサート会場での出店

令和 元年１１月 ９日（土）～１０日（日）：第５２回習志野市農業祭

令和 元年１１月２４日（日）：第１１回南房総市産業まつり

令和 ２年 １月 ９日（木）：新春賀詞交歓会

令和 ２年 ２月１１日（火・祝）：習志野シンフォニエッタ千葉コンサート会場での出店
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

②ちばプロモーション協議会

ちばプロモーション協議会が行うキャンペーン等ＰＲ活動や商品造成・教育旅行誘致活動、地域部会

やおもてなし活動に参加しました。

（２）観光パンフレットの作成・配布

「ぶらっと習志野観光ガイドブック」「ならしの駅からマップ」「習志野市ふるさと産品手帖」等を活用

し、市内公共施設や都市間交流の各種イベント等で配布しました。

また「ふるさと情報コーナー」（東京都中央区日本橋）、「チーバくん物産館」（千葉市）、「さわやかち

ば県民プラザ」（柏市）、「チーバくんプラザ－千葉県観光情報館－」（木更津市）などの外部組織が持つ

観光ＰＲコーナーに観光パンフレットを設置することにより、広域的に本市の観光ＰＲを行いました。

（３）フィルムコミッションへの協力

市内の施設を利用した映画やドラマなどのロケーション撮影等、千葉県フィルムコミッションや

制作会社の要望に応えることにより、本市の知名度の向上に努めました。

年 実績件数 作品名、ロケ地

平成２７年 ２１件
日本テレビ「ナカイの窓」（フロンティアサッカーフィールド）

ＴＢＳテレビ「ニンゲン観察バラエティ モニタリング」（谷津干潟公園） 他

平成２８年 ４６件
テレビ朝日「相棒 」（海浜霊園・千葉工業大学新習志野キャンパス）

ＴＢＳテレビ「仰げば尊し」（習志野文化ホール） 他

平成２９年 ２２件
連続ドラマ「石つぶて」（市庁舎・庁舎駐車場）

テレビ東京「バイプレイヤーズ２」（旧鴇田家住宅） 他

平成３０年 ４１件
ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」紀行（八幡公園）

フジテレビ「モンテ・クリスト伯」（茜浜緑地） 他

令和元年度 ２９件
テレビ朝日「ドクター 」（市庁舎）

フジテレビ「 の秘密」（袖ケ浦東近隣公園他） 他

※本調査は、平成３０年までは、１月１日から１２月３１日までを対象としておりましたが、令和元年度

より年度（４月１日から３月３１日まで）を対象とするものに変更されております。

２．ふるさと産品のＰＲ事業

都市間交流他、各種イベントへの支援

本市との関わりがある友好都市（千葉県南房総市、山梨県富士吉田市）で行われた行事の他、各種

イベントに参加する「習志野市ふるさと産品業者会」への支援を行うとともに、ふるさと産品のＰＲに

努めました。

＜参加イベント＞

平成３１年 ４月 ６日（土）～７日（日）：２０１９花の実園さくらまつり

令和 元年 ６月２８日（金）～３０日（日）：千葉県産フェア（イオン津田沼）

令和 元年 ７月１４日（日）：第２６回市民まつり「習志野きらっと２０１９」

令和 元年 ８月２６日（月）：吉田の火祭り―鎮火祭―（山梨県富士吉田市）

令和 元年 ９月２９日（日）：習志野シンフォニエッタ千葉コンサート会場での出店

令和 元年１１月 ９日（土）～１０日（日）：第５２回習志野市農業祭

令和 元年１１月２４日（日）：第１１回南房総市産業まつり

令和 ２年 １月 ９日（木）：新春賀詞交歓会

令和 ２年 ２月１１日（火・祝）：習志野シンフォニエッタ千葉コンサート会場での出店

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 
３．千葉おもてなしＳＨＯＰガイドへの参画

外国人観光客と市内事業者向けのウェブサービスで、飲食、サービス提供等の事業者が、店舗情報や

メニューを入力、最大１５か国語に翻訳されてウェブ上に公開されるシステム。

翻訳されたメニュー等は各事業者が自由に使用することができ、登録・使用に係る費用は無料。

千葉市・船橋市の二市により運用されてきた本システムに、本市も参加できるよう必要なシステム機能

改修を行いました。

・システム改修費：８８０ ０００円

・委託業者：株式会社リクルートライフスタイル

（市民まつり開催補助事業）

習志野市民まつり実行委員会による、第２６回市民まつり「習志野きらっと２０１９」の事業費補助を

行うとともに、その開催を支援することにより、市民のふるさと意識醸成を図りました。

第２６回市民まつり習志野きらっと２０１９の概要

日程 時 間 主な内容 会 場 来場者数

月

日

日

模
擬
店
・
イ
ベ
ン
ト

～
・スポーツチャレンジ

・工作コーナー ほか

子ども広場

（庁舎駐車場）

人

平成 年度：

人

～

・ダンス、演奏、演舞

・チアリーディング

・よさこいソーラン 他

きらっとステージ（消防庁舎駐車場）

たぶのきステージ（ハミング広場）

～
・産学官民交流コーナー

・都市間交流コーナー
（市庁舎駐車場）

～ ・グルメコーナー （市庁舎駐車場）

～ ・バザーコーナー （市庁舎駐車場）

パ
レ
ー
ド

～

・オープニング

・山車・御輿

・よさこいソーラン

・子どもサンバ

・音頭・輪踊り

・きらっとサンバ

（市役所通り）

（イメージキャラクターＰＲ・活用事業）

市ご当地キャラクター「ナラシド♪」の市内外イベントへの参加、チラシ・ポスター等発行物への

デザイン使用を推進し、本市及びキャラクターのＰＲを図りました。

（１）ナラシド♪イベント等出演実績

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度

出演回数 ７２件 ９９件 ９７件 １０４件

（２）ナラシド♪デザイン使用実績

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度

使用回数 ２５件 １５件 ２６件 ２２件

（３）ナラシド♪グッズ数及び取扱い業者数

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度

使用回数 １４種・９社 １０種・６社 １０種・５社 ３種・３社
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（中小企業資金融資業務委託）

中小企業資金融資業務の一部及び中小企業資金融資に係る貸付金の利子補給に関する業務の一部を

委託し、より効率的な業務運営を行いました。

・委 託 先：習志野商工会議所

・委託期間：平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

・委 託 費：５，８０２，６８２円

（プレミアム付商品券事業）

消費税・地方消費税率の１０％への引き上げが低所得者・子育て世帯（０～２歳児）の消費に

与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的として、

国の平成３０年度の補正予算及び平成３１年度予算を全額財源として活用し、プレミアム付商品券

の販売を行いました。

当該商品券の販売の実施においては、習志野市商店会連合会に委託しました。

■発行（販売）概要

①販売決定者 １４，０９８人

②販売決定額 ２４５，０７０，０００円（券面額）

③割 引 率 ２０％

④換金額（率） ２４３，０３０，０００円（９９．１６％）

⑤販 売 冊 数 ４９，０１４冊

⑥販 売 単 位 ５，０００円分（プレミアム分１，０００円含む）の商品券（ 枚：５００円）

を４，０００円で販売

⑦販 売 期 間 令和元年１０月１日～令和２年２月２８日

⑧販 売 場 所 平日販売：市役所、サンロード

休日販売：実籾コミュニティホール、新習志野公民館

⑨使 用 期 間 令和元年１０月１日～令和２年３月１５日

- 132 -



協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

（中小企業資金融資業務委託）

中小企業資金融資業務の一部及び中小企業資金融資に係る貸付金の利子補給に関する業務の一部を

委託し、より効率的な業務運営を行いました。

・委 託 先：習志野商工会議所

・委託期間：平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

・委 託 費：５，８０２，６８２円

（プレミアム付商品券事業）

消費税・地方消費税率の１０％への引き上げが低所得者・子育て世帯（０～２歳児）の消費に

与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的として、

国の平成３０年度の補正予算及び平成３１年度予算を全額財源として活用し、プレミアム付商品券

の販売を行いました。

当該商品券の販売の実施においては、習志野市商店会連合会に委託しました。

■発行（販売）概要

①販売決定者 １４，０９８人

②販売決定額 ２４５，０７０，０００円（券面額）

③割 引 率 ２０％

④換金額（率） ２４３，０３０，０００円（９９．１６％）

⑤販 売 冊 数 ４９，０１４冊

⑥販 売 単 位 ５，０００円分（プレミアム分１，０００円含む）の商品券（ 枚：５００円）

を４，０００円で販売

⑦販 売 期 間 令和元年１０月１日～令和２年２月２８日

⑧販 売 場 所 平日販売：市役所、サンロード

休日販売：実籾コミュニティホール、新習志野公民館

⑨使 用 期 間 令和元年１０月１日～令和２年３月１５日

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ７・１・３（地域経済対策費） 決 算 額

担 当 主 管 産 業 振 興 課

（地域経済対策事業）

経済情勢の影響を受けやすい市内の営繕・修理事業者に対して、重点的に市公共施設の修理・補修を

発注し、経営を支援することで、本市地域経済の活性化を図りました。

■令和元年度の実績

所管課 主な修繕箇所
発注件数

（件）
金額（円）

こども政策課 床修理・駐車場舗装・ 室修理

子育て支援課 フェンス基礎補修

児童育成課 網戸修繕・トイレ修繕・鍵交換修繕

あじさい療育支援センター 壁・床修理

公園緑地課 汚水管修繕・照明灯修繕・遊園広場修繕

消防本部総務課 照明修繕・詰所修繕

教委 教育総務課 体育館照明灯球替・トイレ修繕

教委 菊田公民館 排水管つまり修理

教委 大久保（中央）図書館 コンセント配線修理・非常扉鍵

教委 生涯スポーツ課 野球場照明修繕
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ８・１・２（交通対策費） 決 算 額

担 当 主 管 防 犯 安 全 課

交通安全推進事業

１ 交通安全運動の推進

・国及び県の要綱に基づき、交通ルールやマナーの周知・啓発に努めました。

春の全国交通安全運動 令和元年 ５月１１日 ～ 令和元年 ５月２０日

夏の交通安全運動 令和元年 ７月１０日 ～ 令和元年 ７月１９日

秋の全国交通安全運動 令和元年 ９月２１日 ～ 令和元年 ９月３０日

冬の交通安全運動 令和元年１２月１０日 ～ 令和元年１２月１９日

（２）交通安全教室の実施

・市内小・中学校、保育所・幼稚園等に通う児童及び保護者に対し、自転車利用時における交通ルールの

周知・徹底を図るため、習志野警察署及び交通安全協会と連携し、交通安全教室を開催しました。

対 象 保育所・幼稚園・こども園 市内小学校 市内中学校

実施回数 ２９回 １６回 ５回

・この他、公民館等からの依頼により、公民館利用者等に対して、習志野警察署及び 習志野交通安全協会

と連携し、交通安全教室に準ずる内容を講義内容とした交通安全講座を開催しました。

① 袖ケ浦公民館（６月１２日実施） 参加者３０人

② 高齢者自転車講習会（６月１４日実施） 参加者５１人

③ 実花公民館（１２月２８日実施） 参加者１５人

（３）スケアード・ストレイト交通安全教育の実施

・市内中学校２校で、スタントマンによるスケアード・ストレイト交通安全教育を実施しました。

① 第三中学校（４月１５日実施） 参加者４１０人（生徒・教員・保護者等の延人数）

② 第四中学校（４月１６日実施） 参加者７１０人（生徒・教員・保護者等の延人数）

（４）交通事故相談

・市民の交通事故後の損害賠償、示談交渉、自賠責保険請求の仕方等に関する相談に応じるため、千葉県から

派遣される専任相談員による交通事故相談を実施しました。

相談日数 １１日（１１日の内、４日は相談件数０件）

相談件数 １２件
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協働経済部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ８・１・２（交通対策費） 決 算 額

担 当 主 管 防 犯 安 全 課

交通安全推進事業

１ 交通安全運動の推進

・国及び県の要綱に基づき、交通ルールやマナーの周知・啓発に努めました。

春の全国交通安全運動 令和元年 ５月１１日 ～ 令和元年 ５月２０日

夏の交通安全運動 令和元年 ７月１０日 ～ 令和元年 ７月１９日

秋の全国交通安全運動 令和元年 ９月２１日 ～ 令和元年 ９月３０日

冬の交通安全運動 令和元年１２月１０日 ～ 令和元年１２月１９日

（２）交通安全教室の実施

・市内小・中学校、保育所・幼稚園等に通う児童及び保護者に対し、自転車利用時における交通ルールの

周知・徹底を図るため、習志野警察署及び交通安全協会と連携し、交通安全教室を開催しました。

対 象 保育所・幼稚園・こども園 市内小学校 市内中学校

実施回数 ２９回 １６回 ５回

・この他、公民館等からの依頼により、公民館利用者等に対して、習志野警察署及び 習志野交通安全協会

と連携し、交通安全教室に準ずる内容を講義内容とした交通安全講座を開催しました。

① 袖ケ浦公民館（６月１２日実施） 参加者３０人

② 高齢者自転車講習会（６月１４日実施） 参加者５１人

③ 実花公民館（１２月２８日実施） 参加者１５人

（３）スケアード・ストレイト交通安全教育の実施

・市内中学校２校で、スタントマンによるスケアード・ストレイト交通安全教育を実施しました。

① 第三中学校（４月１５日実施） 参加者４１０人（生徒・教員・保護者等の延人数）

② 第四中学校（４月１６日実施） 参加者７１０人（生徒・教員・保護者等の延人数）

（４）交通事故相談

・市民の交通事故後の損害賠償、示談交渉、自賠責保険請求の仕方等に関する相談に応じるため、千葉県から

派遣される専任相談員による交通事故相談を実施しました。

相談日数 １１日（１１日の内、４日は相談件数０件）

相談件数 １２件

協働経済部

 
主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ８・１・３（自転車対策費） 決 算 額

担 当 主 管 防 犯 安 全 課

自転車等駐車場維持管理事業

１ 登録状況 年間利用 （単位：台）

区 分
自 転 車 原 動 機 付 自 転 車

合 計
一 般 学 生 免 除 計 一 般 免 除 計

市 内

市 外

計

年間利用自転車等駐車場 ２０施設

収容可能台数 １２ １１０台 登録率 ９５．７％

２ 利用状況 一時利用

一時利用自転車等駐車場 １６施設

一時利用自転車台数 平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

自 転 車 ８８３，９６０台

原動機付自転車 ㏄以下 ４０，２３４台

合 計 ９２４，１９４台

放置自転車等対策事業

（１）放置自転車等の移送保管台数及び返還台数 平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

「習志野市自転車等の放置防止に関する条例」に基づく放置自転車等対策の強化。

・放置自転車等の撤去を積極的に実施しました。

移送日数

（日）

移送保管台数

（台）

有料返還台数 返還率

（％）（台）

自 転 車

原動機付自転車

合 計

（２）保管自転車の売り払いに係る指名競争入札の実施

「習志野市自転車等の放置防止に関する条例」に基づく保管期間を経過した自転車等を売却しました。

① 契約金額 １回目 ５４１，６２０円（税抜） １台当たり１，０２０円（税抜）

２回目 ６９３，５００円（税抜） １台当たり１，３８７円（税抜）

② 売却台数 １回目 ５３１台

２回目 ５００台
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協働経済部 協働経済部

　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

ままちちづづくくりり推推進進費費

自自治治振振興興施施設設運運営営費費

谷津コミュニティセンター安全設備設置工事 谷津5丁目16番33号

東習志野コミュニティセンター1階倉庫石綿含有給水管保温材撤去工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター機械室アスベスト除去工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター屋上給水管交換工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター3階PS内給水管交換工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター冷温水・冷却水ポンプ交換工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター屋上防水等改修工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター受変電設備等改修工事 東習志野3丁目1番20号

広広報報掲掲示示板板等等整整備備事事業業

袖ケ浦２丁目広報掲示板建替工事　他７件 袖ケ浦2丁目3番1号　他7件

安安全全対対策策費費

犯犯罪罪ののなないい安安全全でで安安心心ななままちちづづくくりり事事業業

本大久保1丁目1番3号地先他防犯カメラ設置工事 本大久保1丁目1番3号地先他

防防犯犯灯灯事事業業

谷津4-7-10地先防犯灯設置工事　他9件 市内全域

農農業業振振興興費費

農農道道整整備備事事業業

市道07-067号線道路整備工事 藤崎1丁目184番地先

市道06-013号線道路整備工事 鷺沼台2丁目884番地先

市道06-005号線土留設置工事 鷺沼台1丁目614番2地先

商商工工総総務務費費

産産業業振振興興課課事事務務費費

旧保健会館1階内装改修工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館消防設備更新工事（誘導灯） 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館消防設備更新工事（自動火災報知設備） 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館１階旧診察室内装改修工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館高架水槽改修工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館L-1盤他２ヶ所主開ブレーカ取替工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

市民まつり事務局移転に係る旧保健会館電気設備工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

事　業　概　要

　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　　　の　　　　財　　　　源　　　　内　　　　訳
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協働経済部 協働経済部

　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

ままちちづづくくりり推推進進費費

自自治治振振興興施施設設運運営営費費

谷津コミュニティセンター安全設備設置工事 谷津5丁目16番33号

東習志野コミュニティセンター1階倉庫石綿含有給水管保温材撤去工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター機械室アスベスト除去工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター屋上給水管交換工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター3階PS内給水管交換工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター冷温水・冷却水ポンプ交換工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター屋上防水等改修工事 東習志野3丁目1番20号

東習志野コミュニティセンター受変電設備等改修工事 東習志野3丁目1番20号

広広報報掲掲示示板板等等整整備備事事業業

袖ケ浦２丁目広報掲示板建替工事　他７件 袖ケ浦2丁目3番1号　他7件

安安全全対対策策費費

犯犯罪罪ののなないい安安全全でで安安心心ななままちちづづくくりり事事業業

本大久保1丁目1番3号地先他防犯カメラ設置工事 本大久保1丁目1番3号地先他

防防犯犯灯灯事事業業

谷津4-7-10地先防犯灯設置工事　他9件 市内全域

農農業業振振興興費費

農農道道整整備備事事業業

市道07-067号線道路整備工事 藤崎1丁目184番地先

市道06-013号線道路整備工事 鷺沼台2丁目884番地先

市道06-005号線土留設置工事 鷺沼台1丁目614番2地先

商商工工総総務務費費

産産業業振振興興課課事事務務費費

旧保健会館1階内装改修工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館消防設備更新工事（誘導灯） 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館消防設備更新工事（自動火災報知設備） 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館１階旧診察室内装改修工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館高架水槽改修工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

旧保健会館L-1盤他２ヶ所主開ブレーカ取替工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

市民まつり事務局移転に係る旧保健会館電気設備工事 習志野市津田沼5丁目14番24号

事　業　概　要

　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　　　の　　　　財　　　　源　　　　内　　　　訳
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協働経済部 協働経済部

　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
事　業　概　要

　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　　　の　　　　財　　　　源　　　　内　　　　訳

自自転転車車対対策策費費

自自転転車車等等駐駐車車場場維維持持管管理理事事業業

袖ケ浦自転車等保管場所仮囲設置工事 習志野市袖ケ浦5丁目2番地

袖ケ浦自転車等保管場所旧仮囲鉄廃工事 習志野市袖ケ浦5丁目2番地

習志野市袖ケ浦自転車等保管場所防犯機器移設工事 習志野市袖ケ浦5丁目2番地

京成実籾駅南口自転車等駐車場外灯更新工事 習志野市実籾3丁目13番地先

放放置置自自転転車車等等対対策策事事業業

小型貨物車両の購入（1台）
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協働経済部 協働経済部

　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
事　業　概　要

　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　　　の　　　　財　　　　源　　　　内　　　　訳

自自転転車車対対策策費費

自自転転車車等等駐駐車車場場維維持持管管理理事事業業

袖ケ浦自転車等保管場所仮囲設置工事 習志野市袖ケ浦5丁目2番地

袖ケ浦自転車等保管場所旧仮囲鉄廃工事 習志野市袖ケ浦5丁目2番地

習志野市袖ケ浦自転車等保管場所防犯機器移設工事 習志野市袖ケ浦5丁目2番地

京成実籾駅南口自転車等駐車場外灯更新工事 習志野市実籾3丁目13番地先

放放置置自自転転車車等等対対策策事事業業

小型貨物車両の購入（1台）
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

協働政策課 市民活動団体等支援事業 ボーイスカウト習志野第2団 　　市民活動団体が自主・自発的に行う、習志野市のまちづくりに役立つ公益的な事業に対して

（習志野市市民参加型 　団委員長　中川　和久 　経費の一部を補助しました。

　補助金） 【採択事業】

　他　5団体 　（ちいき活力型）

　　①災害避難時に役立つボーイスカウト式体験（ボーイスカウト習志野第2団）　 補助金　218,000円

　　②高齢者を元気にするための芸能の提供と健康講座の開催　　　　　　　　　　補助金　127,000円

      （習志野芸能クラブ）

　　③習志野の民話の「語り」と「紙芝居」での上演による習志野市の文化と      補助金　320,000円

　　　歴史を広める為に（習志野語りと紙芝居の会「ちごゆり」）

    ④災害時における情報伝達にアマチュア無線を活用した中継システム等を      補助金　254,000円

　　　構築するとともに、その活用を広く推進させる事業

      （習志野市アマチュア無線非常通信連絡会）

　　➄森林公園をもみじの名所にするプロジェクト（あかしあ会）　　　　　　　　補助金　238,000円

　（かだい提案型）

　　⑥子どもがつくるオリンピック広報誌（ＮＰＯ法人ならしの子ども劇場）　　　補助金　498,000円

自治振興事業

（習志野市連合町会連絡 習志野市連合町会 　　各地区連合町会（16地区）相互の連携と親睦を図るために組織されている習志野市連合町会連絡

　協議会運営費補助金） 　連絡協議会　 　協議会に対し、運営費の補助を行いました。
　会長　鈴木　とし江 　　（主な事業) ・視察研修（宿泊研修）　視察先：静岡県賀茂郡東伊豆町（10月24日～25日／36名)

　　 　　　　 　・総会、役員会の開催

（習志野市地区連合町会 谷津連合町会 　　地域社会における住民自治の振興のため、町会・自治会等の連合体である各地区連合町会に対し

　運営費補助金） 　会長　本宮　隆 　運営費の助成を行いました。

　他　15地区
　　（均等割）180,000円×15地区＋146,345円×1地区
　　（世帯割）１世帯：40円（50,536世帯:平成30年9月30日現在）※各連合町会100円未満は切捨て

 　　(地域まつり補助）200,000円×14地区＋78,450円×1地区　

　　　　　　　　　　　　地域まつり実施地区：谷津、谷津西部、津田沼、

　　　　　　　　                            津田沼北部、袖ケ浦、鷺沼、藤崎、大久保、本大久保、

　　　　　　　                              花咲、屋敷、実籾、東習志野、秋津、香澄

（習志野市まちづくり 谷津・向山まちづくり会議 　各地区で開催されるまちづくり会議の健全な運営を促進するために、会議の活動に要する経費に

　会議活動費補助金） 　議長　本宮　隆 対し、活動費の補助を行いました。

　他　15地区 　   45,000円×14地区＋35,164円×1地区＋15,288円×1地区＝ 680,452円

　　補助金の概要
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

協働政策課 市民活動団体等支援事業 ボーイスカウト習志野第2団 　　市民活動団体が自主・自発的に行う、習志野市のまちづくりに役立つ公益的な事業に対して

（習志野市市民参加型 　団委員長　中川　和久 　経費の一部を補助しました。

　補助金） 【採択事業】

　他　5団体 　（ちいき活力型）

　　①災害避難時に役立つボーイスカウト式体験（ボーイスカウト習志野第2団）　 補助金　218,000円

　　②高齢者を元気にするための芸能の提供と健康講座の開催　　　　　　　　　　補助金　127,000円

      （習志野芸能クラブ）

　　③習志野の民話の「語り」と「紙芝居」での上演による習志野市の文化と      補助金　320,000円

　　　歴史を広める為に（習志野語りと紙芝居の会「ちごゆり」）

    ④災害時における情報伝達にアマチュア無線を活用した中継システム等を      補助金　254,000円

　　　構築するとともに、その活用を広く推進させる事業

      （習志野市アマチュア無線非常通信連絡会）

　　➄森林公園をもみじの名所にするプロジェクト（あかしあ会）　　　　　　　　補助金　238,000円

　（かだい提案型）

　　⑥子どもがつくるオリンピック広報誌（ＮＰＯ法人ならしの子ども劇場）　　　補助金　498,000円

自治振興事業

（習志野市連合町会連絡 習志野市連合町会 　　各地区連合町会（16地区）相互の連携と親睦を図るために組織されている習志野市連合町会連絡

　協議会運営費補助金） 　連絡協議会　 　協議会に対し、運営費の補助を行いました。
　会長　鈴木　とし江 　　（主な事業) ・視察研修（宿泊研修）　視察先：静岡県賀茂郡東伊豆町（10月24日～25日／36名)

　　 　　　　 　・総会、役員会の開催

（習志野市地区連合町会 谷津連合町会 　　地域社会における住民自治の振興のため、町会・自治会等の連合体である各地区連合町会に対し

　運営費補助金） 　会長　本宮　隆 　運営費の助成を行いました。

　他　15地区
　　（均等割）180,000円×15地区＋146,345円×1地区
　　（世帯割）１世帯：40円（50,536世帯:平成30年9月30日現在）※各連合町会100円未満は切捨て

 　　(地域まつり補助）200,000円×14地区＋78,450円×1地区　

　　　　　　　　　　　　地域まつり実施地区：谷津、谷津西部、津田沼、

　　　　　　　　                            津田沼北部、袖ケ浦、鷺沼、藤崎、大久保、本大久保、

　　　　　　　                              花咲、屋敷、実籾、東習志野、秋津、香澄

（習志野市まちづくり 谷津・向山まちづくり会議 　各地区で開催されるまちづくり会議の健全な運営を促進するために、会議の活動に要する経費に

　会議活動費補助金） 　議長　本宮　隆 対し、活動費の補助を行いました。

　他　15地区 　   45,000円×14地区＋35,164円×1地区＋15,288円×1地区＝ 680,452円

　　補助金の概要
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

自治宝くじ助成事業 本大久保連合町会 　　市民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げる
（自治宝くじ助成事業補助金） 　会長　竹内　清 　ため、一般財団法人自治総合センターからの助成金を基に補助を行いました。

国際交流推進事業 習志野市国際交流協会 　　市民及び地域レベルの国際交流を推進するための事業費、また、国際交流協会の効率的かつ

（習志野市国際交流協会 　会長　﨑山　征雄 　自主的な地域国際化事業の推進を支援する事務所の借上費、専任職員賃金等の補助を行いました。
  運営費補助金）

　「習志野市国際交流協会」会員数（令和2年3月31日現在）：一般会員420人、学生会員38人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 家族会員38世帯、団体会員26団体

　主な事業　１．広報誌「NIAスクウェア」の発行、ホームページ作成・更新

　　　　　　２．在住外国人サポート事業・日本語教室の実施

　　　　　　３．比較文化事業の開催

　　　　　　４．市民まつりへの参加

　　　　　　５．市からの依頼による通訳・翻訳

　　　　　　６．会員相互の交流事業の開催

　　　　　　７．姉妹都市との交流

　事務所の場所：習志野市津田沼5-12-12　サンロード津田沼6階　協会雇用職員：3名

地域集会所整備事業 実籾1丁目南町会 　　地域住民の自治活動の場としての集会所の修繕に対し補助を行いました。

（習志野市地域集会所 　会長　森川　治雄         ・実籾1丁目南町会集会所（実籾1丁目南町会）　   　　　　 補助金 　370,000円

　施設整備事業補助金）

防犯安全課 習志野市防犯協会補助事業 習志野市防犯協会 　　犯罪のない安全で安心して暮らせる社会を目指し、地域防犯活動の中心として活動している習志野

(習志野市防犯協会活動事業補助金)   会長　熊倉　一夫 　市防犯協会に対して補助金を交付し、市内における地域防犯活動を拡充、強化を図りました。

防犯灯事業 管理組合等 　　集合住宅の照明施設として、公道及び居住者以外の不特定多数の市民の通行の用に供する通路等に

（習志野市集合住宅照明灯 　ソフトタウン谷津遊園管理組合 　照明灯を設置し、維持管理している管理組合等に対し、照明灯の維持管理費の一部を補助しました。

 維持管理費補助金） 　理事長　飛田　憲比古　他24団体 　　補助対象灯数：444灯
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

自治宝くじ助成事業 本大久保連合町会 　　市民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げる
（自治宝くじ助成事業補助金） 　会長　竹内　清 　ため、一般財団法人自治総合センターからの助成金を基に補助を行いました。

国際交流推進事業 習志野市国際交流協会 　　市民及び地域レベルの国際交流を推進するための事業費、また、国際交流協会の効率的かつ

（習志野市国際交流協会 　会長　﨑山　征雄 　自主的な地域国際化事業の推進を支援する事務所の借上費、専任職員賃金等の補助を行いました。
  運営費補助金）

　「習志野市国際交流協会」会員数（令和2年3月31日現在）：一般会員420人、学生会員38人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 家族会員38世帯、団体会員26団体

　主な事業　１．広報誌「NIAスクウェア」の発行、ホームページ作成・更新

　　　　　　２．在住外国人サポート事業・日本語教室の実施

　　　　　　３．比較文化事業の開催

　　　　　　４．市民まつりへの参加

　　　　　　５．市からの依頼による通訳・翻訳

　　　　　　６．会員相互の交流事業の開催

　　　　　　７．姉妹都市との交流

　事務所の場所：習志野市津田沼5-12-12　サンロード津田沼6階　協会雇用職員：3名

地域集会所整備事業 実籾1丁目南町会 　　地域住民の自治活動の場としての集会所の修繕に対し補助を行いました。

（習志野市地域集会所 　会長　森川　治雄         ・実籾1丁目南町会集会所（実籾1丁目南町会）　   　　　　 補助金 　370,000円

　施設整備事業補助金）

防犯安全課 習志野市防犯協会補助事業 習志野市防犯協会 　　犯罪のない安全で安心して暮らせる社会を目指し、地域防犯活動の中心として活動している習志野

(習志野市防犯協会活動事業補助金)   会長　熊倉　一夫 　市防犯協会に対して補助金を交付し、市内における地域防犯活動を拡充、強化を図りました。

防犯灯事業 管理組合等 　　集合住宅の照明施設として、公道及び居住者以外の不特定多数の市民の通行の用に供する通路等に

（習志野市集合住宅照明灯 　ソフトタウン谷津遊園管理組合 　照明灯を設置し、維持管理している管理組合等に対し、照明灯の維持管理費の一部を補助しました。

 維持管理費補助金） 　理事長　飛田　憲比古　他24団体 　　補助対象灯数：444灯
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

産業振興課 中小企業退職金共済 市内中小企業者 　　市内中小企業者に対して中小企業退職金共済制度への加入促進を図り、従業員の福祉増進と雇用の

掛金補助事業 　安定に寄与するため、掛金に対し補助しました。

（習志野市中小企業 　　　・補助事業所数　39事業所

　退職金共済掛金補助金） 　　　・被共済者数　　123人

　　　・補助内容　　　

　　　　　被共済者1人につき、共済契約を締結した日の属する月から起算して連続する12か月の

　　　　　掛金納付額の合計(上限72,000円)に100分の20を乗じて得た額。従業員1人につき１回限り。

産業振興課 都市農業支援事業 千葉みらい農業協同組合 　　農業の生産性の向上、農業経営の安定及び農業の振興を図るための各事業に補助金を交付しました。

（都市農業支援事業 　代表理事専務 （土壌改良事業）

　補助金） 　小島　英男 　　土地の生産性向上を図り、健全な野菜生産経営を実現するための経費に対する補助。

　　　・使用薬剤　　　　　ＤＤ他　　 

　　　・使用数量　　　　　1,151本　 　

　　　・施用面積　　　  　4,959a　　 

　　　・使用農家数　　　  70戸　　 

（野菜指定産地振興対策事業）

　　国の指定産地である人参の共販体制を確立し、農業者の生産意欲の向上と農業経営の安定を図るため

　の経費に対する補助。

　　　・対象資材　　　人参ダンボール　   47,744箱　（出荷戸数　23戸）

（共撰・共販支援事業）

　　市の特産品であるねぎ及び軽量野菜等の共販体制を確立し、高齢化する農業従事者の生産意欲の向上

　と農業経営の安定を図るために、出荷に要する資材費（ダンボール箱）に対して助成。

　　　・出荷数量　　ねぎ  　　　 　 　   2,803箱（出荷戸数　　3戸）　

　　　　　　　　　  土葱     　　　　　  1,834箱（出荷戸数　　3戸）

　　　　　　　　　  サラダわさび菜       2,605箱（出荷戸数　　5戸）

　　　　　　　　    夏の葉　     　    　1,255箱（出荷戸数　　7戸）

 (生産組織活動支援事業)

　　千葉みらい農業協同組合の各組織の活動強化と知識の向上を図り、都市農業の自立と農業経営の安定

　を図るための補助。

　　　・千葉みらい農業協同組合習志野市園芸部　　　270,000円

　　　・千葉みらい農業協同組合習志野青壮年部　　　150,000円

（ちばのオリジナルブランド産地づくり支援事業）

　　人参「彩誉」等、習志野産農産物の普及、販売促進や加工品の開発研究等ブランド化の推進に係る経

　費に対する補助。

（軟弱野菜等試験展示圃補助事業）

　　国の指定産地である人参の他、夏の葉等軟弱野菜の改良を図り、生産力の向上につなげる

　ための各種試験の実施に対する補助。

　　　・試験展示圃（人参　1ヶ所、軟弱野菜　2ヶ所、ねぎ1ヶ所）　　・残留農薬  4圃場　

野菜価格安定対策事業 千葉みらい農業協同組合 　　共同出荷される国の指定野菜である人参の価格が低落したことにより、生産者が受け取る価格差

（野菜価格安定対策事業 　代表理事専務 　補給金のうち生産者が負担すべき再造成資金に要する価格差補給金の20パーセントについて補助

　補助金） 　小島　英男 　金を交付しました。
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

産業振興課 中小企業退職金共済 市内中小企業者 　　市内中小企業者に対して中小企業退職金共済制度への加入促進を図り、従業員の福祉増進と雇用の

掛金補助事業 　安定に寄与するため、掛金に対し補助しました。

（習志野市中小企業 　　　・補助事業所数　39事業所

　退職金共済掛金補助金） 　　　・被共済者数　　123人

　　　・補助内容　　　

　　　　　被共済者1人につき、共済契約を締結した日の属する月から起算して連続する12か月の

　　　　　掛金納付額の合計(上限72,000円)に100分の20を乗じて得た額。従業員1人につき１回限り。

産業振興課 都市農業支援事業 千葉みらい農業協同組合 　　農業の生産性の向上、農業経営の安定及び農業の振興を図るための各事業に補助金を交付しました。

（都市農業支援事業 　代表理事専務 （土壌改良事業）

　補助金） 　小島　英男 　　土地の生産性向上を図り、健全な野菜生産経営を実現するための経費に対する補助。

　　　・使用薬剤　　　　　ＤＤ他　　 

　　　・使用数量　　　　　1,151本　 　

　　　・施用面積　　　  　4,959a　　 

　　　・使用農家数　　　  70戸　　 

（野菜指定産地振興対策事業）

　　国の指定産地である人参の共販体制を確立し、農業者の生産意欲の向上と農業経営の安定を図るため

　の経費に対する補助。

　　　・対象資材　　　人参ダンボール　   47,744箱　（出荷戸数　23戸）

（共撰・共販支援事業）

　　市の特産品であるねぎ及び軽量野菜等の共販体制を確立し、高齢化する農業従事者の生産意欲の向上

　と農業経営の安定を図るために、出荷に要する資材費（ダンボール箱）に対して助成。

　　　・出荷数量　　ねぎ  　　　 　 　   2,803箱（出荷戸数　　3戸）　

　　　　　　　　　  土葱     　　　　　  1,834箱（出荷戸数　　3戸）

　　　　　　　　　  サラダわさび菜       2,605箱（出荷戸数　　5戸）

　　　　　　　　    夏の葉　     　    　1,255箱（出荷戸数　　7戸）

 (生産組織活動支援事業)

　　千葉みらい農業協同組合の各組織の活動強化と知識の向上を図り、都市農業の自立と農業経営の安定

　を図るための補助。

　　　・千葉みらい農業協同組合習志野市園芸部　　　270,000円

　　　・千葉みらい農業協同組合習志野青壮年部　　　150,000円

（ちばのオリジナルブランド産地づくり支援事業）

　　人参「彩誉」等、習志野産農産物の普及、販売促進や加工品の開発研究等ブランド化の推進に係る経

　費に対する補助。

（軟弱野菜等試験展示圃補助事業）

　　国の指定産地である人参の他、夏の葉等軟弱野菜の改良を図り、生産力の向上につなげる

　ための各種試験の実施に対する補助。

　　　・試験展示圃（人参　1ヶ所、軟弱野菜　2ヶ所、ねぎ1ヶ所）　　・残留農薬  4圃場　

野菜価格安定対策事業 千葉みらい農業協同組合 　　共同出荷される国の指定野菜である人参の価格が低落したことにより、生産者が受け取る価格差

（野菜価格安定対策事業 　代表理事専務 　補給金のうち生産者が負担すべき再造成資金に要する価格差補給金の20パーセントについて補助

　補助金） 　小島　英男 　金を交付しました。
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

産業振興課 農業祭補助事業 第52回習志野市農業祭 　　農業生産技術の向上及び都市農業への理解を深めるために、農業祭実行委員会を組織して地域住民

（農業祭事業補助金） 　実行委員会 　とのふれあいの中で開催する「第52回習志野市農業祭」に対して、補助金を交付しました。

　実行委員長　金子　光雄 　　　・日　　時　　　令和元年11月9日（土）～10日（日）　午前10時～午後3時

　　　・会　　場　　　習志野市役所

　　　・参加者数　　　約21,000人

　　　・事業内容　　　①農産物の共進会及び出品物の即売　  （出品点数98点）

　　　　　　　　　　　②模擬店

　　　　　　　　　　  ③各団体出展コーナー等

農業団体育成支援事業 習志野市農業士等協会 　　農業後継者育成と生産技術の習得及び経営能力の育成を図るため、習志野市農業士等協会に対して、

（農業団体育成支援事業 　会長　矢野　泰宏 　補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・習志野市農業士等協会　　　90,000円　

農業次世代人材投資資金 市内認定新規就農者 　　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、認定新規就農者に対して、補助金を交付しまし

交付事業 　た。

（農業次世代人材投資資金） 　　　・補助対象認定新規就農者　1名

　　　・補助内容　1,500,000円／年

「輝け！ちばの園芸」次世代 市内認定農業者 　　市内農業者の生産力の向上のため、園芸施設リフォームを行う農業者に対して、補助金を交付しまし

産地整備支援事業 　た。

(「輝け！ちばの園芸」次世 　　　・今回補助対象農業者　1名

代産地整備支援事業補助金) 　　　・補助内容　園芸施設リフォームに要する経費の1/4以内

農業近代化資金利子補給事業 千葉みらい農業協同組合 　　農業の近代化を推進するため、農業近代化資金を貸し付ける融資機関に対し、利子補給を３件実施

（農業近代化資金利子補給 　代表理事専務 　しました。

　金） 　小島　英男
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

産業振興課 農業祭補助事業 第52回習志野市農業祭 　　農業生産技術の向上及び都市農業への理解を深めるために、農業祭実行委員会を組織して地域住民

（農業祭事業補助金） 　実行委員会 　とのふれあいの中で開催する「第52回習志野市農業祭」に対して、補助金を交付しました。

　実行委員長　金子　光雄 　　　・日　　時　　　令和元年11月9日（土）～10日（日）　午前10時～午後3時

　　　・会　　場　　　習志野市役所

　　　・参加者数　　　約21,000人

　　　・事業内容　　　①農産物の共進会及び出品物の即売　  （出品点数98点）

　　　　　　　　　　　②模擬店

　　　　　　　　　　  ③各団体出展コーナー等

農業団体育成支援事業 習志野市農業士等協会 　　農業後継者育成と生産技術の習得及び経営能力の育成を図るため、習志野市農業士等協会に対して、

（農業団体育成支援事業 　会長　矢野　泰宏 　補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・習志野市農業士等協会　　　90,000円　

農業次世代人材投資資金 市内認定新規就農者 　　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、認定新規就農者に対して、補助金を交付しまし

交付事業 　た。

（農業次世代人材投資資金） 　　　・補助対象認定新規就農者　1名

　　　・補助内容　1,500,000円／年

「輝け！ちばの園芸」次世代 市内認定農業者 　　市内農業者の生産力の向上のため、園芸施設リフォームを行う農業者に対して、補助金を交付しまし

産地整備支援事業 　た。

(「輝け！ちばの園芸」次世 　　　・今回補助対象農業者　1名

代産地整備支援事業補助金) 　　　・補助内容　園芸施設リフォームに要する経費の1/4以内

農業近代化資金利子補給事業 千葉みらい農業協同組合 　　農業の近代化を推進するため、農業近代化資金を貸し付ける融資機関に対し、利子補給を３件実施

（農業近代化資金利子補給 　代表理事専務 　しました。

　金） 　小島　英男
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

産業振興課 中小企業振興事業 習志野市中小企業資金融資 　　習志野市中小企業資金融資事業に伴い、借入者の金利負担を軽減すべく、利子補給を実施しました。

（中小企業資金融資利子 　借入者　　　565件　

　補給金）

商工会議所補助事業 習志野商工会議所 　　地域経済活性化の推進母体である習志野商工会議所が、市内の商工業の積極的な発展を目的として

（商工会議所補助事業 　会頭　白鳥　豊 　実施する事業に対して、補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・商工会議所会員数　　　　1,793事業所（令和2年3月31日現在）

商業活性化事業 習志野市商店会連合会 　　習志野市商店会連合会が、地域商業の活性化と本市商業の振興及び発展を目的として実施する事業

（商業活性化補助事業 　会長　高橋　賢 　に対して、補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・商店会連合会会員数　　　加入商店会　13商店会　402店舗

　　　　　　　　　　　　　　　　特別会員　　29店舗・事業所　（令和2年3月31日現在）

工業活性化事業 習志野市工業地域団体連合会 　　市内工業者を総括する習志野市工業地域団体連合会が、市内工業系企業の振興と発展を図るととも

（工業活性化事業 　会長　髙橋　博雅 　に、工業関係団体や企業間の交流の促進を目的として実施する事業に対して、補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・連合会加入団体数：7団体　95社（令和2年3月31日現在）

商店街共同施設管理事業 谷津商店街協同組合他 　　商店街のイメージアップや消費者の安全性、利便性の向上を図り、商店街の活性化を推進するとと

（商店街共同施設管理 　                12商店会 　もに、商店会運営の維持と安定を図るため、商店会が管理している街路灯の電気料金及び維持管理費や

　事業補助金） 　商店会が実施するイルミネーション事業の電気料金に対して、補助金を交付しました。

市民まつり開催補助事業 習志野市民まつり実行委員会 　　第26回市民まつり「習志野きらっと2019」を開催した習志野市民まつり実行委員会の事業費に対して

 (市民まつり開催事業 　実行委員長　白鳥　豊 　補助金を交付しました。

　補助金)
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協働経済部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協働経済部

（単位：円）

支　出　科　目 主　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名 補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

　　補助金の概要

産業振興課 中小企業振興事業 習志野市中小企業資金融資 　　習志野市中小企業資金融資事業に伴い、借入者の金利負担を軽減すべく、利子補給を実施しました。

（中小企業資金融資利子 　借入者　　　565件　

　補給金）

商工会議所補助事業 習志野商工会議所 　　地域経済活性化の推進母体である習志野商工会議所が、市内の商工業の積極的な発展を目的として

（商工会議所補助事業 　会頭　白鳥　豊 　実施する事業に対して、補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・商工会議所会員数　　　　1,793事業所（令和2年3月31日現在）

商業活性化事業 習志野市商店会連合会 　　習志野市商店会連合会が、地域商業の活性化と本市商業の振興及び発展を目的として実施する事業

（商業活性化補助事業 　会長　高橋　賢 　に対して、補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・商店会連合会会員数　　　加入商店会　13商店会　402店舗

　　　　　　　　　　　　　　　　特別会員　　29店舗・事業所　（令和2年3月31日現在）

工業活性化事業 習志野市工業地域団体連合会 　　市内工業者を総括する習志野市工業地域団体連合会が、市内工業系企業の振興と発展を図るととも

（工業活性化事業 　会長　髙橋　博雅 　に、工業関係団体や企業間の交流の促進を目的として実施する事業に対して、補助金を交付しました。

　補助金） 　　　・連合会加入団体数：7団体　95社（令和2年3月31日現在）

商店街共同施設管理事業 谷津商店街協同組合他 　　商店街のイメージアップや消費者の安全性、利便性の向上を図り、商店街の活性化を推進するとと

（商店街共同施設管理 　                12商店会 　もに、商店会運営の維持と安定を図るため、商店会が管理している街路灯の電気料金及び維持管理費や

　事業補助金） 　商店会が実施するイルミネーション事業の電気料金に対して、補助金を交付しました。

市民まつり開催補助事業 習志野市民まつり実行委員会 　　第26回市民まつり「習志野きらっと2019」を開催した習志野市民まつり実行委員会の事業費に対して

 (市民まつり開催事業 　実行委員長　白鳥　豊 　補助金を交付しました。

　補助金)
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協働経済部 協働経済部

（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

消費生活相談事業

※東日本大震災による災害対応事業等に限る。

千葉県消費者行政推進事業補助金市民持込食品等放射性物質調査分析委託料

　災害復旧事業等の概要

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事 業 概 要支　出　科　目 事　　業　　名 施　工　箇　所　 決　算　額
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協働経済部 協働経済部

（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

消費生活相談事業

※東日本大震災による災害対応事業等に限る。

千葉県消費者行政推進事業補助金市民持込食品等放射性物質調査分析委託料

　災害復旧事業等の概要

左　　の　　財　　源　　内　　訳
事 業 概 要支　出　科　目 事　　業　　名 施　工　箇　所　 決　算　額
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（５） 会 計 課



会計課

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ２・１・６（会計管理費） 決 算 額

担 当 主 管 会 計 課

（会計課事務費）

地方自治法第 条に基づき、現金の出納及び保管、有価証券の出納及び保管、歳入歳出

決算の調製、支出命令の審査及び支出負担行為の確認等の会計事務を行いました。

○指定金融機関・収納代理金融機関の検査

検査実施日 対象金融機関 検査結果

令和 年 月 日 指 定 ㈱千葉銀行 津田沼支店 適正

令和 年 月 日 収納代理 ㈱千葉興業銀行 習志野支店 適正

令和 年 月 日 収納代理 千葉信用金庫 津田沼支店 適正

令和 年 月 日 収納代理 みずほ信託銀行㈱ 津田沼支店 適正

○県収入証紙の売りさばき

令和元年度実績 枚 円

（統一的な基準による地方公会計の整備促進事業）

平成 年度決算について、発生主義・複式簿記の手法により、財務書類を作成し、令

和 年 月に「習志野市の財務報告書～令和 年 月発行～（平成 年度 ｱﾆｭｱﾙ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ

ﾚﾎﾟｰﾄ）」、「習志野市の財務報告書～令和 年 月発行～（平成 年度 ｱﾆｭｱﾙ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ

ﾚﾎﾟｰﾄ）概要版」及び「平成 年度（ ）習志野市公会計白書（資料編）」としてまと

め、公表しました。

○市内在住の公認会計士による財務報告書説明会の配信

令和元年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、動画撮影のみ行い、 で

配信いたしました。

講 師：公認会計士 吉田 恵美
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会計課

主要な施策の概要 （単位：円）

○バランスシート探検隊事業の実施（平成２３年度から隔年実施）

（千葉大学、政府会計学会、日本公認会計士協会千葉会との協働事業）

活動回 実施日 事業内容

第１回会議 令和元年 月 日 バランスシート探検隊事業企画について

講義

・公共施設の現状と未来

・公共施設の複合化について

結団式 令和元年 月 日 習志野市と千葉大学との協定書締結

習志野市と政府会計学会との協定書締結

習志野市と日本公認会計士協会千葉会との協定書締結

結団式

第２回会議 令和元年 月 日 ディスカッションと発表

・複合施設と集約対象施設の貸借対照表と行政コス

ト計算書の分析

視 察 令和元年 月 日 プラッツ習志野、屋敷公民館、あづまこども会館、

藤崎図書館、生涯学習地区センターゆうゆう館

第３回会議 令和元年 月 日 ディスカッションと発表

・複合施設と集約対象施設について、視察後のまとめ

総評

※バランスシート探検隊事業のレクチャーノートを「習志野市の財務報告書～令和 年 月

発行～（平成 年度 ｱﾆｭｱﾙ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ ﾚﾎﾟｰﾄ）」に掲載

○地方公会計制度の調査・研究

・新公会計制度普及促進連絡会議への参加

地方公会計制度導入の先行自治体が、制度導入の目的やプロセス等について情報

交換するとともに、制度の一層の普及に向け、連携した取組を協議するために、東

京都が設置した会議に参加しました。会議では、情報交換に加え、昨年度に引き続

き地方自治体間比較や事業別分析の検討などを行いました。

・（一社）地方公会計研究センター定例会（研究会・勉強会）への出席

総務省の助言を受けて公会計の専門家や地方自治体の実務担当者が行っている

公会計実務の研究会・勉強会に出席し、地方公会計の最新情報の取得、他市事例の

収集を行いました。
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（６）選挙管理委員会事務局



選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

・選挙管理委員会の開催 回

・選挙人名簿の調製 （単位：人）

・在外選挙人名簿の調製 （単位：人）

・選挙人名簿登録者数及び投票区域 令和２年３月２日現在 （単位：人）

区　　　　　分

第１２

第１３

第１１

第１０

第　８

男

鷺沼台1丁目、鷺沼台2丁目（13番・14番）、津田沼1丁目、
津田沼2丁目（10～13番）、津田沼3丁目（11～23番）、
藤崎2丁目（1～10番・12～15番）

抹    消    者

投票区

計女

決 算 額款項目（名称） ２・４・１（選挙管理委員会費）

登　　録　　者

男 女

男
登　　録　　者

泉町1丁目（2番・3番）、泉町2丁目、泉町3丁目、
新栄1丁目（1～9番）

大久保2丁目、大久保4丁目、本大久保4丁目（8～19番）、
本大久保5丁目

東習志野1丁目、東習志野2丁目（18番（ユトリシア11号・22号・
33号・38～44号・51号・52号・55号）・19番）、
東習志野6丁目

奏の杜2丁目（4～11番）、奏の杜3丁目（7～17番）、
谷津1丁目（22～24番）、谷津5丁目、
谷津6丁目（5～11番・16番・17番）

谷津3丁目（2～30番）、谷津4丁目

大久保1丁目（16～29番）、本大久保2丁目、本大久保3丁目

津田沼2丁目（1～9番・14～17番）、津田沼3丁目（1～10番）、
津田沼4丁目、津田沼5丁目、津田沼6丁目（4～14番）、
津田沼7丁目（3～17番）

抹　　消　　者

計

第　５

第　１

第　６

第　７

第　３

第　２

第　４

区　　　　　分

鷺沼1丁目（1～12番・15～17番）、鷺沼2丁目、鷺沼3丁目
（1～17番）、鷺沼4丁目、鷺沼5丁目（1～5番・7～18番）、
鷺沼台2丁目（1～12番・15～17番）

泉町1丁目（1番）、大久保1丁目（1～15番）、大久保3丁目、
鷺沼台2丁目（18番・19番）、藤崎5丁目、藤崎6丁目、
藤崎7丁目、本大久保1丁目

担 当 主 管

新栄1丁目（10～12番）、新栄2丁目、実籾1丁目、実籾2丁目、
実籾3丁目（1～13番・15～36番）、実籾4丁目（1番・2番・
12～14番）、実籾5丁目、実籾6丁目、実籾本郷

藤崎1丁目、藤崎2丁目（11番・16～19番）、藤崎3丁目、
藤崎4丁目

袖ケ浦1丁目、袖ケ浦2丁目（5～7番）、袖ケ浦3丁目（2～7番）
津田沼6丁目（2番・3番）、津田沼7丁目（1番・2番・18番）

第　９

第１４

選挙管理委員会事務局

投　　　　　票　　　　　区　　　　　域

袖ケ浦2丁目（1～4番）、袖ケ浦3丁目（1番）、袖ケ浦4丁目、
袖ケ浦5丁目、袖ケ浦6丁目、津田沼6丁目（1番）、鷺沼1丁目
（13番・14番）、鷺沼3丁目（18～20番）、鷺沼5丁目（6番）

女 計

選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）
（単位：人）

（単位：人）

香澄1丁目、香澄2丁目、香澄3丁目、香澄4丁目、香澄5丁目、
香澄6丁目、芝園1丁目、芝園2丁目、芝園3丁目

本大久保4丁目（1～7番）、屋敷1丁目、屋敷2丁目、
屋敷3丁目、屋敷4丁目、屋敷5丁目

鷺沼台3丁目、鷺沼台4丁目

第２５

・在外選挙人名簿登録者数

計

計投票区

第２０

第２４

奏の杜3丁目（2～6番）、谷津1丁目（1～11番・19～21番）、
谷津2丁目、谷津町1丁目、谷津町4丁目

男

・裁判員候補者予定者及び検察審査員候補者予定者を選挙人名簿より選定（９月）

第２６
奏の杜2丁目（1～3番・12～19番）、奏の杜3丁目（1番）、
谷津1丁目（12～18番）

第１５ 東習志野7丁目、東習志野8丁目

奏の杜1丁目、谷津6丁目（13～15番・18～22番）、谷津7丁目

計女区　　　　　分 男

谷津3丁目（1番）

第２１

第２２

第１６

第１７

第１９

第１８

廃止（第2、第13投票区に統合）　※第21投票区は欠番

東習志野2丁目（1～17番・18番（1～10号・11号ユトリシア以外・
12号・14号・17号）・20番）、東習志野3丁目、東習志野4丁目、
東習志野5丁目、実籾3丁目（14番）、実籾4丁目（3～11番・15～44番）

第２３

投　　　　　票　　　　　区　　　　　域

茜浜1丁目、茜浜2丁目、茜浜3丁目、秋津1丁目、秋津2丁目、
秋津3丁目、秋津4丁目、秋津5丁目

登　　録　　者

花咲1丁目、花咲2丁目

女

　　　　　　令和２年３月２日現在
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選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

・選挙管理委員会の開催 回

・選挙人名簿の調製 （単位：人）

・在外選挙人名簿の調製 （単位：人）

・選挙人名簿登録者数及び投票区域 令和２年３月２日現在 （単位：人）

区　　　　　分

第１２

第１３

第１１

第１０

第　８

男

鷺沼台1丁目、鷺沼台2丁目（13番・14番）、津田沼1丁目、
津田沼2丁目（10～13番）、津田沼3丁目（11～23番）、
藤崎2丁目（1～10番・12～15番）

抹    消    者

投票区

計女

決 算 額款項目（名称） ２・４・１（選挙管理委員会費）

登　　録　　者

男 女

男
登　　録　　者

泉町1丁目（2番・3番）、泉町2丁目、泉町3丁目、
新栄1丁目（1～9番）

大久保2丁目、大久保4丁目、本大久保4丁目（8～19番）、
本大久保5丁目

東習志野1丁目、東習志野2丁目（18番（ユトリシア11号・22号・
33号・38～44号・51号・52号・55号）・19番）、
東習志野6丁目

奏の杜2丁目（4～11番）、奏の杜3丁目（7～17番）、
谷津1丁目（22～24番）、谷津5丁目、
谷津6丁目（5～11番・16番・17番）

谷津3丁目（2～30番）、谷津4丁目

大久保1丁目（16～29番）、本大久保2丁目、本大久保3丁目

津田沼2丁目（1～9番・14～17番）、津田沼3丁目（1～10番）、
津田沼4丁目、津田沼5丁目、津田沼6丁目（4～14番）、
津田沼7丁目（3～17番）

抹　　消　　者

計

第　５

第　１

第　６

第　７

第　３

第　２

第　４

区　　　　　分

鷺沼1丁目（1～12番・15～17番）、鷺沼2丁目、鷺沼3丁目
（1～17番）、鷺沼4丁目、鷺沼5丁目（1～5番・7～18番）、
鷺沼台2丁目（1～12番・15～17番）

泉町1丁目（1番）、大久保1丁目（1～15番）、大久保3丁目、
鷺沼台2丁目（18番・19番）、藤崎5丁目、藤崎6丁目、
藤崎7丁目、本大久保1丁目

担 当 主 管

新栄1丁目（10～12番）、新栄2丁目、実籾1丁目、実籾2丁目、
実籾3丁目（1～13番・15～36番）、実籾4丁目（1番・2番・
12～14番）、実籾5丁目、実籾6丁目、実籾本郷

藤崎1丁目、藤崎2丁目（11番・16～19番）、藤崎3丁目、
藤崎4丁目

袖ケ浦1丁目、袖ケ浦2丁目（5～7番）、袖ケ浦3丁目（2～7番）
津田沼6丁目（2番・3番）、津田沼7丁目（1番・2番・18番）

第　９

第１４

選挙管理委員会事務局

投　　　　　票　　　　　区　　　　　域

袖ケ浦2丁目（1～4番）、袖ケ浦3丁目（1番）、袖ケ浦4丁目、
袖ケ浦5丁目、袖ケ浦6丁目、津田沼6丁目（1番）、鷺沼1丁目
（13番・14番）、鷺沼3丁目（18～20番）、鷺沼5丁目（6番）

女 計

選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）
（単位：人）

（単位：人）

香澄1丁目、香澄2丁目、香澄3丁目、香澄4丁目、香澄5丁目、
香澄6丁目、芝園1丁目、芝園2丁目、芝園3丁目

本大久保4丁目（1～7番）、屋敷1丁目、屋敷2丁目、
屋敷3丁目、屋敷4丁目、屋敷5丁目

鷺沼台3丁目、鷺沼台4丁目

第２５

・在外選挙人名簿登録者数

計

計投票区

第２０

第２４

奏の杜3丁目（2～6番）、谷津1丁目（1～11番・19～21番）、
谷津2丁目、谷津町1丁目、谷津町4丁目

男

・裁判員候補者予定者及び検察審査員候補者予定者を選挙人名簿より選定（９月）

第２６
奏の杜2丁目（1～3番・12～19番）、奏の杜3丁目（1番）、
谷津1丁目（12～18番）

第１５ 東習志野7丁目、東習志野8丁目

奏の杜1丁目、谷津6丁目（13～15番・18～22番）、谷津7丁目

計女区　　　　　分 男

谷津3丁目（1番）

第２１

第２２

第１６

第１７

第１９

第１８

廃止（第2、第13投票区に統合）　※第21投票区は欠番

東習志野2丁目（1～17番・18番（1～10号・11号ユトリシア以外・
12号・14号・17号）・20番）、東習志野3丁目、東習志野4丁目、
東習志野5丁目、実籾3丁目（14番）、実籾4丁目（3～11番・15～44番）

第２３

投　　　　　票　　　　　区　　　　　域

茜浜1丁目、茜浜2丁目、茜浜3丁目、秋津1丁目、秋津2丁目、
秋津3丁目、秋津4丁目、秋津5丁目

登　　録　　者

花咲1丁目、花咲2丁目

女

　　　　　　令和２年３月２日現在
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選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

(常時啓発事業）

明るい選挙推進協議会を主体として、次の事業を実施しました。

　・明るい選挙推進協議会の開催　　定期総会（１回）
　

　・明るい選挙啓発ポスターコンクールの実施
  市内小・中学校の児童・生徒を対象に作品を募集しました。

習志野市選挙管理委員会委員長賞　１点
習志野市明るい選挙推進協議会会長賞　１点
入選　４点

　・
　

（単位：円）

（参議院議員選挙）

（単位：円）

（県議会議員選挙）

（単位：円）

（市長・市議会議員選挙）

千葉県議会議員一般選挙

款項目（名称） ２・４・４（県議会議員選挙費） 決 算 額

担 当 主 管

千葉県議会議員一般選挙は、平成３１年３月２９日告示・４月７日執行

区　　　　　　分 当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

高校生等に対する主権者教育として出前授業（講座）の実施

款項目（名称） ２・４・３（参議院議員選挙費）

選挙管理委員会を主体として、次の事業を実施しました。

２・４・２（常時啓発費）

　ポスター応募点数　　６３点　　　

担 当 主 管

投票率（％）
参議院議員通常選挙

担 当 主 管

　令和２年　２月　７日（金）千葉県立船橋夏見特別支援学校高等部（保護者含む）

決 算 額款項目（名称）

区　　　　　　分 当日有権者数（人） 投票者数（人）

　令和元年　６月２６日（水）千葉県立八千代特別支援学校高等部
　平成３１年４月　９日（火）東邦大学付属東邦高等学校３学年

習志野市長選挙
習志野市議会議員一般選挙

款項目（名称）

担 当 主 管

習志野市長選挙及び習志野市議会議員一般選挙は、平成３１年４月１４日告示・４月２１日執行

区　　　　　　分 当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

決 算 額

※投票者数は選挙区選挙の数字

　　　　　１０月　８日（火）習志野市立習志野高等学校２学年

参議院議員通常選挙は、令和元年７月４日公示・７月２１日執行

選挙管理委員会事務局

選挙管理委員会事務局

選挙管理委員会事務局

選挙管理委員会事務局

決 算 額２・４・５（市長・市議会議員選挙費）
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選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

(常時啓発事業）

明るい選挙推進協議会を主体として、次の事業を実施しました。

　・明るい選挙推進協議会の開催　　定期総会（１回）
　

　・明るい選挙啓発ポスターコンクールの実施
  市内小・中学校の児童・生徒を対象に作品を募集しました。

習志野市選挙管理委員会委員長賞　１点
習志野市明るい選挙推進協議会会長賞　１点
入選　４点

　・
　

（単位：円）

（参議院議員選挙）

（単位：円）

（県議会議員選挙）

（単位：円）

（市長・市議会議員選挙）

千葉県議会議員一般選挙

款項目（名称） ２・４・４（県議会議員選挙費） 決 算 額

担 当 主 管

千葉県議会議員一般選挙は、平成３１年３月２９日告示・４月７日執行

区　　　　　　分 当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

高校生等に対する主権者教育として出前授業（講座）の実施

款項目（名称） ２・４・３（参議院議員選挙費）

選挙管理委員会を主体として、次の事業を実施しました。

２・４・２（常時啓発費）

　ポスター応募点数　　６３点　　　

担 当 主 管

投票率（％）
参議院議員通常選挙

担 当 主 管

　令和２年　２月　７日（金）千葉県立船橋夏見特別支援学校高等部（保護者含む）

決 算 額款項目（名称）

区　　　　　　分 当日有権者数（人） 投票者数（人）

　令和元年　６月２６日（水）千葉県立八千代特別支援学校高等部
　平成３１年４月　９日（火）東邦大学付属東邦高等学校３学年

習志野市長選挙
習志野市議会議員一般選挙

款項目（名称）

担 当 主 管

習志野市長選挙及び習志野市議会議員一般選挙は、平成３１年４月１４日告示・４月２１日執行

区　　　　　　分 当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

決 算 額

※投票者数は選挙区選挙の数字

　　　　　１０月　８日（火）習志野市立習志野高等学校２学年

参議院議員通常選挙は、令和元年７月４日公示・７月２１日執行

選挙管理委員会事務局

選挙管理委員会事務局

選挙管理委員会事務局

選挙管理委員会事務局

決 算 額２・４・５（市長・市議会議員選挙費）

（７） 監 査 事 務 局

- 160 -



監査事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・６・１（監 査 委 員 費） 決 算 額

担 当 主 管 監 査 事 務 局

監査事務局費

令和元年度監査執行状況

区分

月

例 月 出 納 検 査 定 期 監 査 決 算 審 査 等 そ の 他 の 監 査

４

一般・特別会計

年度

２月分

企 業 会 計

議 会 事 務 局

農業委員会事務局

消防本部・消防署

５

一般・特別会計

年度

３月分

企 業 会 計

政 策 経 営 部

６

一般・特別会計 ･ 年度

４月分

企 業 会 計 年度

４月分

公 営 企 業 会 計

習志野商工会議所

（公財）習志野文化ホール

協働経済部所管指定管理者

７

一般・特別会計 ･元年度

５月分

企 業 会 計 元年度

５月分

企 業 局

中 間 監 査

公 営 企 業 会 計

一般・特別会計

財政健全化判断比率

・資金不足比率審査

８

一般・特別会計

元年度

６月分

企 業 会 計

公 営 企 業 会 計

一般・特別会計

財政健全化判断比率

・資金不足比率審査

９

一般・特別会計 （社福）習志野市社会福祉協議会

（公社）習志野野市シルバー人材センター

健康福祉部所管指定管理者

有価証券保管状況監査

元年度

７月分

企 業 会 計

一般・特別会計

教 育 機 関

（公民館 他）
生涯学習部所管指定管理者

元年度

８月分

企 業 会 計

一般・特別会計

教育委員会事務局
元年度

９月分

企 業 会 計

一般・特別会計

工 事 監 査
元年度

月分

企 業 会 計
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監査事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・６・１（監 査 委 員 費） 決 算 額

担 当 主 管 監 査 事 務 局

監査事務局費

令和元年度監査執行状況

区分

月

例 月 出 納 検 査 定 期 監 査 決 算 審 査 等 そ の 他 の 監 査

４

一般・特別会計

年度

２月分

企 業 会 計

議 会 事 務 局

農業委員会事務局

消防本部・消防署

５

一般・特別会計

年度

３月分

企 業 会 計

政 策 経 営 部

６

一般・特別会計 ･ 年度

４月分

企 業 会 計 年度

４月分

公 営 企 業 会 計

習志野商工会議所

（公財）習志野文化ホール

協働経済部所管指定管理者

７

一般・特別会計 ･元年度

５月分

企 業 会 計 元年度

５月分

企 業 局

中 間 監 査

公 営 企 業 会 計

一般・特別会計

財政健全化判断比率

・資金不足比率審査

８

一般・特別会計

元年度

６月分

企 業 会 計

公 営 企 業 会 計

一般・特別会計

財政健全化判断比率

・資金不足比率審査

９

一般・特別会計 （社福）習志野市社会福祉協議会

（公社）習志野野市シルバー人材センター

健康福祉部所管指定管理者

有価証券保管状況監査

元年度

７月分

企 業 会 計

一般・特別会計

教 育 機 関

（公民館 他）
生涯学習部所管指定管理者

元年度

８月分

企 業 会 計

一般・特別会計

教育委員会事務局
元年度

９月分

企 業 会 計

一般・特別会計

工 事 監 査
元年度

月分

企 業 会 計

監査事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

区分

月

例 月 出 納 検 査 定 期 監 査 決 算 審 査 等 そ の 他 の 監 査

１

一般・特別会計

健 康 福 祉 部
元年度

月分

企 業 会 計

２

一般・特別会計

総 務 部
元年度

月分

企 業 会 計

３

一般・特別会計

有価証券保管状況監査
元年度

１月分

企 業 会 計

１．中間監査の対象（７月実施）

協働経済部、都市環境部、こども部、会計課、選挙管理委員会事務局、監査事務局

２．各種報告書の提出

①例月出納検査結果報告 毎月提出

②決算審査等意見書 令和元年８月２８日提出

③監査報告書 令和２年３月１９日提出
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（８） 健 康 福 祉 部



健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・１・１（社会福祉総務費） 決 算 額

担 当 主 管 健 康 福 祉 政 策 課

（福祉問題審議会費）

福祉問題審議会は、市長の諮問に応じて福祉の基本的・総合的施策に関することを調査・審議すること

を職務としています。

第１回 開催日 ： 令和元年８月１日（木）

議 事 ： （１）葬祭事業の廃止について（審議）

（２）小規模保育事業所認可移行について（協議）

（３）習志野市子ども・子育て支援事業計画の策定について（報告）

（４）幼児教育・保育の無償化について（報告）

（５）習志野市地域福祉計画の策定について（報告）

第２回 開催日 ： 令和元年１０月３１日（木）

議 事 ： （１）習志野市第２期地域福祉計画（案）について（審議）

（２）習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画第３期計画

（案）について（審議）

（３）習志野市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）（案）

について（審議）

第３回 開催日 ： 令和２年１月３０日（木）

議 事 ： （１）習志野市第２期地域福祉計画（最終案）について（審議）

（２）習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画第３期計画

（最終案）について（審議）

（３）習志野市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）

（最終案）について（審議）

（４）小規模保育事業所の設置認可について（協議）

（５）ライフサポートファイルの運用開始について（報告）

（福祉サービス苦情解決事業）

社会福祉法第８２条に基づき、福祉施設等における苦情に適切に対応するため、苦情解決の仕組みを整備し、

苦情相談員、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を配置しました。

（福祉ふれあいまつり事業）

開催目的 ： すべてのひとが、互いを理解する場を設けることによって、「共感」に育まれた

「ふれあいとささえ合いのある心豊かな地域社会」の実現を目指すこととしています。

委 託 先 ： 習志野市福祉ふれあいまつり実行委員会

開 催 日 ： 令和元年１０月２７日（日）

会 場 ： 習志野市役所

参加状況 ： 出店（展）団体、ステージ参加団体、当日の協力団体等 延べ４９団体

主な内容 ： 保育所による遊戯、各団体等による演奏、福祉団体等による展示販売、バザー等

来場者数 ： 約２，０００人

（避難行動要支援者支援事業）

災害時にひとりでは避難することの困難な高齢者や障がい者の避難支援や安否確認等が円滑に行われる

よう毎年「避難行動要支援者名簿」を更新しています。

令和元年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、令和２年２月２５日以降、民生委員及び

高齢者相談員による本事業の活動を中止しました。
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

平成 年度末 登録者 新規登録者 死亡転出者等
令和 年 月 日時点

登録者

人 人 人 人

（地域福祉計画策定事業）

誰もが安心して暮らせる地域共生社会の構築を目指し、本市の地域福祉を推進するための指針とし

て、習志野市第２期地域福祉計画を策定しました。

担 当 主 管 社 会 福 祉 課

（民生委員推せん会費）

民生委員法、習志野市民生委員推薦会規則により７名が委嘱されています。

民生委員推薦会は、民生委員児童委員候補者の選考を行いました。

推薦会委員７名のうち６名（１名は行政職員）に対して委員報酬を支出しました。

任期 ： ３年

委員数： ７名（任期３年、令和２年１月１６日～ 令和５年１月１５日）

・市議会議員

・民生委員児童委員

・社会福祉事業の実施に関係のある者

・市の区域を単位とする社会福祉団体の代表

・教育に関係のある者

・関係行政機関の職員

・連合町会の代表者

開催日： 第１回 平成３１年４月２６日

第２回 令和元年７月２２日

第３回 令和２年１月２９日

（民生委員活動費）

民生委員児童委員協議会の円滑な事業運営により、民生委員児童委員活動を支援し、社会福祉の増進を

図るため補助金を交付しました。

１．民生委員児童委員 厚生労働大臣委嘱 任期３年

・一斉改選日 ： 令和元年１２月１日

・委嘱期間 ： 令和元年１２月１日～ 令和４年１１月３０日

・人 数 ： 定数 ２０４名 実数 １９５名（令和２年３月３１日現在）

２．習志野市民生委員児童委員協議会活動状況

（１）地域住民の生活上の相談に応じ、支援活動・助言を実施（２，８１３件）

（２）福祉制度に関する知識向上のための研修会を企画、実施し、その他の研修会にも参加

（３）高齢者・災害対策・障がい者（児）・主任児童委員など各専門分野での研修・会議を実施（２４回）

（４）｢社会を明るくする運動｣、｢青少年健全育成大会｣他、福祉関連行事に参加、協力

（５）健康福祉部・こども部職員との連携強化を図るため合同研修会を実施

（６）行政・各福祉団体との連携、協力

（保護司活動費）

犯罪者の更生を助け、明るく住みよい地域社会を実現するため、保護司活動を支援しました。
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

１．保護司 法務大臣委嘱 任期２年 実数２５名（定数２５名） 令和２年３月３１日現在

２．習志野八千代地区保護司会習志野支部活動状況

（１）犯罪者の更生のため、面談指導の実施（随時）、定期的な保護観察官の駐在による指導（６回）

（２）｢社会を明るくする運動｣を展開し、犯罪・非行防止の啓発活動を実施

（大会実施日：令和元年７月３日（水） 参加者数：２９６人）

（３）小・中学生を対象とした｢社会を明るくする運動｣作文コンテストを実施

参加者数：９２５人 表彰式：令和２年１月２０日（月））

（４）薬物乱用防止街頭キャンペーン及び薬物乱用防止相談員研修会への参加

（５）保護司の資質向上のための研修会の実施

（６）少年刑務所等視察研修の実施

（７）｢保護司会だより」の発刊（２回）

（人権擁護委員活動費）

基本的人権の擁護と人権思想の普及高揚を図るため、人権擁護委員活動を支援しました。

１．人権擁護委員 法務大臣委嘱 任期３年 実数１１人（定数１１人）令和２年３月３１日現在

２．千葉人権擁護委員協議会習志野支部会活動状況

（１）人権相談の実施（法務局常設相談 月～金曜日、市特設相談 毎月第３火曜日）

（２）人権啓発活動の実施

① 中学生人権作文コンテスト

② 千葉県子どもの人権ポスター原画コンテスト

③ 中学校・小学校・幼稚園人権教室（３校 １０学級 ３１３名）

④ 中学生人権標語コンテスト

⑤ 「人権擁護委員の日」及び人権週間関連行事

⑥ 習志野きらっと２０１９・福祉ふれあいまつりでの人権啓発活動の実施

（３）人権擁護委員の資質向上のため研修会の実施

（社会福祉協議会補助事業）

地域における福祉活動の推進母体として、社会福祉協議会の福祉活動を育成支援するため補助金を交付

しました。

・補助対象経費 １．福祉活動費（事務局人件費相当額）

２．支部活動費・全１６支部

・補 助 金 額 ８３，２７９，２９７円

（献血推進事業）

献血者の増加による血液の安定的供給を図るため、献血推進協議会に対し補助金を交付しました。

１．習志野市献血推進協議会活動状況

（１）献血の実施（２０回）

（２）献血キャンペーンの実施（２回）

（災害見舞金事業）

火災等による罹災者に対し、見舞金を支給しました。

家屋災害見舞金 ２件 ９８３，８０５円

罹災見舞金 ０件 ０円

災害見舞金計 ２件 ９８３，８０５円
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（原爆被爆者見舞金事業）

広島市、長崎市に投下された原子爆弾の被爆者に対し見舞金を支給しました。

・月額 ２ ０００円／人 総額 １，３８４，０００円

対象者数

年度当初 中途開始 中途廃止 年度末現在

人 人 人 人

（難病患者見舞金事業）

指定難病等の罹患者又はその保護者の負担軽減を目的として、見舞金を支給しました。

対 象 者 月 額 延支給月数 支給額 支給人数

入院患者（ 日以上） 円 月 円 人

通院患者 円 月 円 人

生活保護受給入院患者 円 月 円 人

生活保護受給通院患者 円 月 円 人

合 計 月 円 人

※ 疾病 支給実人数 人

（災害援護資金貸付事業）

災害援護資金の貸付はなく、貸付金の償還がありました。

内訳

繰上償還世帯 ２世帯 繰上償還金額 ３ ４２０ ９５９円

償還世帯 １３世帯 償還金額 ２ ９２１ ３８５円

１５世帯 ６ ３４２ ３４４円

（引取り人のない死亡人取扱事業）

引取り人のない死亡人の死体処理費用を弁償しました。

・引取り人のない死亡人の死体処置件数 １０件

（行旅死亡人取扱事業）

行旅死亡人の死体処理費用を弁償しました。

・行旅死亡人の死体処置件数 ４件
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 生 活 相 談 課

（中国残留邦人生活支援給付事業）

「中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援

に関する法律」に基づき、世帯の収入が一定の基準に満たない者に対し、生活支援給付を行いました。

１．支援給付の状況 （単位：世帯・人）

区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

世帯数

人 員

支
援
給
付
内
容

生
活

世帯数

人 員

住
宅

世帯数

人 員

医
療

（
入
院
）

世帯数

人 員

医
療

（
外
来
）

世帯数

人 員

介
護

世帯数

人 員

葬
祭

世帯数

人 員

２．経理状況

生活支援給付 円

住宅支援給付 円

医療支援給付 円

介護支援給付 円

葬祭支援給付 円

配偶者支援金 円

計 円

（生活困窮者自立支援事業）

１．自立相談支援事業

生活と就労に関する支援員を配置し、他機関と連携して生活困窮者のワンストップによる相談支援を

行うとともに、生活困窮者１人ひとりの状況に応じた自立に向けた支援計画を作成し、必要な支援サー

ビスにつなげていく支援を実施しました。

・新規相談者数 ２８９人 ・プラン策定者数 ４３人

・就労者数 ３０人 ・増収者数 ３人

２．住居確保給付金

離職により住居を喪失又は喪失するおそれのある状態であって、所得等が一定の水準以下の者に対し

て、家賃相当分の給付金を支給することで、住居及び就労機会の確保に向けた支援を行いました。

・支給者数 ３人 支給金額 ３１７ ２００円

- 170 -



健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

３．家計相談支援事業

家計相談支援員を配置し、債権問題等を抱える生活困窮者に対して、家計支援計画の作成や必要な情

報提供、専門的な助言及び指導を行うことで、支援対象者自身の家計を管理する能力を高め、早期に生

活が再建されるよう支援を行いました。

・支援者数 ６人

４．子どもの学習・生活支援事業

生活保護世帯や生活困窮世帯の中高生を対象に、高校進学率の向上あるいは高校退学防止を目指し、

学習支援講師を配置し、個別指導等を行いました。

・登録者数 ６０人 ・高校進学率（中学校３年生）１００％
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・１・２（老 人 福 祉 費） 決 算 額

担 当 主 管 高 齢 者 支 援 課

（四市複合事務組合運営費（三山園））

特別養護老人ホーム三山園の運営等に関し､円滑な施設運営が図れるよう四市が共同事業を行いました｡

特別養護老人ホーム三山園入所状況（令和２年３月末現在）

習志野市 船橋市 八千代市 鎌ヶ谷市 合計

人 人 人 人 人

（ひとり暮らし高齢者等入浴料助成事業）

満６５歳以上の独居又は高齢者のみの世帯で、前年度所得税非課税世帯のうち、入浴設備を有していな

い方に、無料入浴券を交付しました。（令和２年３月末現在）

・実人数 １人 交付枚数 ６５枚

（敬老祝金事業）

高齢者に対し敬老の意を表するとともに、高齢者福祉を増進するため、敬老祝金を支給しました。

対 象 者 祝 金 人 数 支 給 金 額

歳 円 人 円

歳 円 人 円

歳以上 円 人 円

合 計 人 円

（高齢者ふれあい元気事業）

高齢者を対象に社会参加や健康づくりを促進し、併せて敬老精神を高めることを目的に、連合町会・町

会・自治会等が主催し、実施した事業に対し補助しました。

・令和元年度補助金額 １２，８７７，１２０円

・実施町会数 １９５町会 実施割合 ７８．０％

（外国人高齢者福祉手当支給事業）

制度上、年金制度に加入できなかった在日外国人の高齢者に対し、月５ ０００円を支給しました。

・実人数 ２人

（あじさいクラブ活動事業）

高齢者の生きがいと健康づくりなど、多様な社会活動を促進するため、「単位老人クラブ」及び「あじ

さいクラブ連合会」に対し補助しました。

・単位老人クラブ数 ５３クラブ 会員数 ２，４３４人

１．老人クラブの指導育成

２．会員相互による奉仕活動、レクリエーションの実施、地域社会との交流促進

３．芸能大会＆カラオケ発表会への補助

高齢者相互の楽しい仲間作りと芸能を通じて老後の生活を健全で豊かなものにすることを目的とする

芸能大会＆カラオケ発表会に対して補助しました。 ・参加人数 ６６２人

４．スポーツ大会・作品展への補助

高齢者の体力づくり、健康づくりのための各種スポーツ大会及び作品展に対して補助しました。

行 事 名 高齢者スポーツ大会 グラウンドゴルフ大会 パークゴルフ大会 ペタンク大会 作品展

参加人数 ３６８人 １６１人 １５２人 ６３人 ４１６人
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・１・２（老 人 福 祉 費） 決 算 額

担 当 主 管 高 齢 者 支 援 課

（四市複合事務組合運営費（三山園））

特別養護老人ホーム三山園の運営等に関し､円滑な施設運営が図れるよう四市が共同事業を行いました｡

特別養護老人ホーム三山園入所状況（令和２年３月末現在）

習志野市 船橋市 八千代市 鎌ヶ谷市 合計

人 人 人 人 人

（ひとり暮らし高齢者等入浴料助成事業）

満６５歳以上の独居又は高齢者のみの世帯で、前年度所得税非課税世帯のうち、入浴設備を有していな

い方に、無料入浴券を交付しました。（令和２年３月末現在）

・実人数 １人 交付枚数 ６５枚

（敬老祝金事業）

高齢者に対し敬老の意を表するとともに、高齢者福祉を増進するため、敬老祝金を支給しました。

対 象 者 祝 金 人 数 支 給 金 額

歳 円 人 円

歳 円 人 円

歳以上 円 人 円

合 計 人 円

（高齢者ふれあい元気事業）

高齢者を対象に社会参加や健康づくりを促進し、併せて敬老精神を高めることを目的に、連合町会・町

会・自治会等が主催し、実施した事業に対し補助しました。

・令和元年度補助金額 １２，８７７，１２０円

・実施町会数 １９５町会 実施割合 ７８．０％

（外国人高齢者福祉手当支給事業）

制度上、年金制度に加入できなかった在日外国人の高齢者に対し、月５ ０００円を支給しました。

・実人数 ２人

（あじさいクラブ活動事業）

高齢者の生きがいと健康づくりなど、多様な社会活動を促進するため、「単位老人クラブ」及び「あじ

さいクラブ連合会」に対し補助しました。

・単位老人クラブ数 ５３クラブ 会員数 ２，４３４人

１．老人クラブの指導育成

２．会員相互による奉仕活動、レクリエーションの実施、地域社会との交流促進

３．芸能大会＆カラオケ発表会への補助

高齢者相互の楽しい仲間作りと芸能を通じて老後の生活を健全で豊かなものにすることを目的とする

芸能大会＆カラオケ発表会に対して補助しました。 ・参加人数 ６６２人

４．スポーツ大会・作品展への補助

高齢者の体力づくり、健康づくりのための各種スポーツ大会及び作品展に対して補助しました。

行 事 名 高齢者スポーツ大会 グラウンドゴルフ大会 パークゴルフ大会 ペタンク大会 作品展

参加人数 ３６８人 １６１人 １５２人 ６３人 ４１６人

健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（シルバー人材センター補助事業）

就業を通じ、高齢者の社会参加や生きがいの充実を図るため、シルバー人材センターに対し補助しま

した。

・会員数… ９５２人 契約件数… ２，６５６件 延就業人員数… １１５，５７０人

（はり、きゅう、マッサージ等施術助成事業）

１．助成状況

年 度 令和元年度 平成 年度 平成 年度

申請者数 人 人 人

助成件数 件 件 件

助成額 円 円 円

２．助成の内容

・対 象 者 ： 市町村民税非課税世帯又は市町村民税均等割のみ課税世帯又は生活保護世

（所得要件） 帯に属する人

・助 成 額 ： １回の施術料に対し７００円を助成（利用券１枚）

・利用券の交付数 ： １ヶ月あたり２枚

・施術利用施設 ： ４１所

（はり ３９か所、きゅう ３９か所、あん摩・マッサージ・指圧 ２３か所）（重複あり）

（高齢者生活援護給付金支給事業）

６５歳以上の介護保険の要介護４又は要介護５の認定を受けている方で、当該年度の市町村民税非課税

世帯に属し、生活保護等を受給していない方に、年額２５ ０００円の生活援護給付金を支給しました。

・支給対象者 ６５０人

（高齢者入院療養給付金支給事業）

７５歳以上の方で、年度内に延べ３０日以上入院治療され、当該年度の市町村民税非課税世帯に属し、

難病患者見舞金（入院）等を受給していない方に、年額２５ ０００円の入院療養給付金を支給しました。

・支給対象者 １０１人

（認知症高齢者介護相談事業）

認知症の心配がある本人及び家族に精神科医師等が、第１、第３水曜日の月２回相談に応じました。

・場 所 ： サンロード津田沼６階市民相談室、市役所

・相談回数 ： １４回 （実績）

（日常生活用具給付貸与事業）

概ね６５歳以上で、居宅において寝たきりや独り暮らしである高齢者に対し、自動消火器等の安全機器

を給付しました。

・自動消火器 ： １件

・火災警報器 ： ０件

・電磁調理器 ： ２件

（緊急通報体制整備事業）

概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者等に対し、簡単な操作により緊急事態を消防署に通報することが

可能な機器を貸与しました。

緊急通報装置設置件数

前年度末件数 本年度新規貸与件数 本年度貸与廃止件数 年 度 末 件 数

件 件 件 件

※死亡、転出、施設入所等の場合に、貸与を廃止しました。
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主要な施策の概要 （単位：円）

（福祉電話使用料等助成事業）

概ね６５歳以上の市民税非課税世帯のひとり暮らし高齢者等に加入電話を貸与し、毎月の回線使用料、

配線使用料、機器使用料を助成しました。

設置台数

前 年 度 台 数 本年度貸与台数 本年度貸与廃止件数 年 度 末 台 数

台 台 台 台

※死亡、転出、施設入所等の場合に、貸与を廃止しました。

（老人保護措置事業）

環境上・経済上等の理由により居宅での養護が困難な方を養護老人ホームへ措置しました。

措置状況（一時保護を除く）

施設区分
年 度 当 初 中 途 措 置 中 途 解 除 年度末現在

施設数 措置人数 施設数 措置人数 施設数 措置人数 施設数 措置人数

養 護 所 人 所 人 所 人 所 人

（高齢者外出支援事業）

居宅で生活する７５歳以上で市民税非課税の高齢者世帯に対し、高齢者支援タクシー券を交付し、外出を支

援しました。（１枚５００円 月３枚）

・タクシー券 交付世帯数 ２，１４４世帯

交付枚数 ７１，７４５枚

利用枚数 ５２，２４５枚

助成額 ２６，１２２，５００円

（市民後見推進事業）

認知症高齢者や障がい者の生活を支えて権利を擁護するため、社会福祉協議会に成年後見センター業務を

委託し、成年後見制度に関する相談対応を実施しました。

・相談件数 ３１７件

（後期高齢者歯科健康診査推進事業）

千葉県後期高齢者医療広域連合が実施主体である歯科健康診査の市民への周知事務について、委託を受け

て実施しています。

・受診票発送数 １，９２５通 （参考：習志野市 受診者数 ３０３人（令和２年３月１日現在））

（高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定事業）

現計画の見直しのため、新しい計画策定の基礎とすべく「高齢者等実態調査」を実施しました。

対象者数 有効回収数 有効回収率 抽出方法 実施時期 調査方法

在宅要介護

・要支援認定者等 人 無作為抽出 令和元年

月中旬

～

令和 年

月 日

郵送調査施設利用者 人 全数

一般高齢者 人 無作為抽出

一般若年者 人 無作為抽出

サービス提供事業者 事業者 全数
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主要な施策の概要 （単位：円）

（福祉電話使用料等助成事業）

概ね６５歳以上の市民税非課税世帯のひとり暮らし高齢者等に加入電話を貸与し、毎月の回線使用料、

配線使用料、機器使用料を助成しました。

設置台数

前 年 度 台 数 本年度貸与台数 本年度貸与廃止件数 年 度 末 台 数

台 台 台 台

※死亡、転出、施設入所等の場合に、貸与を廃止しました。

（老人保護措置事業）

環境上・経済上等の理由により居宅での養護が困難な方を養護老人ホームへ措置しました。

措置状況（一時保護を除く）

施設区分
年 度 当 初 中 途 措 置 中 途 解 除 年度末現在

施設数 措置人数 施設数 措置人数 施設数 措置人数 施設数 措置人数

養 護 所 人 所 人 所 人 所 人

（高齢者外出支援事業）

居宅で生活する７５歳以上で市民税非課税の高齢者世帯に対し、高齢者支援タクシー券を交付し、外出を支

援しました。（１枚５００円 月３枚）

・タクシー券 交付世帯数 ２，１４４世帯

交付枚数 ７１，７４５枚

利用枚数 ５２，２４５枚

助成額 ２６，１２２，５００円

（市民後見推進事業）

認知症高齢者や障がい者の生活を支えて権利を擁護するため、社会福祉協議会に成年後見センター業務を

委託し、成年後見制度に関する相談対応を実施しました。

・相談件数 ３１７件

（後期高齢者歯科健康診査推進事業）

千葉県後期高齢者医療広域連合が実施主体である歯科健康診査の市民への周知事務について、委託を受け

て実施しています。

・受診票発送数 １，９２５通 （参考：習志野市 受診者数 ３０３人（令和２年３月１日現在））

（高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定事業）

現計画の見直しのため、新しい計画策定の基礎とすべく「高齢者等実態調査」を実施しました。

対象者数 有効回収数 有効回収率 抽出方法 実施時期 調査方法

在宅要介護

・要支援認定者等 人 無作為抽出 令和元年

月中旬

～

令和 年

月 日

郵送調査施設利用者 人 全数

一般高齢者 人 無作為抽出

一般若年者 人 無作為抽出

サービス提供事業者 事業者 全数

健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・１・３（老人福祉施設費） 決 算 額

担 当 主 管 高 齢 者 支 援 課

（東部保健福祉センター運営費）

高齢者同士のふれあいの場として、サークル活動の支援や入浴サービス・相談等の提供を行いました。

１．高齢者福祉センター「芙蓉園」の利用状況

利用区分 利用者数

一般利用 人

団体利用 人

合計 人

（１）教養講座の開催（人数は、延べ人数）

講座名 回数 受講者数

骨密度測定 回 人

てんとうむし体操 回 人

健康ミニ講座 回 人

料理の集い 回 人

元気応援塾 回 人

悠楽会クッキング 回 人

合計 回 人

（２）サークル活動の実施

サークル名 種目 回数 参加者数 サークル名 種目 回数 参加者数
習 陶 会 陶芸 回 人 ド リ ー ム 英会話 回 人
シ ャ ト ル 写真 回 人 古 典 の 会 古典 回 人
千 羽 鶴 折り紙 回 人 すずの音ｺｰﾗｽ コーラス 回 人
水 蓉 会 水彩画 回 人 吟詠芙蓉クラブ 詩吟 回 人
絵手紙 青竹の会 絵手紙 回 人 好 鵬 会 民謡 回 人
結 び の 会 マクラメ 回 人 酔 芙 蓉 カラオケ 回 人
初 江 会 茶道 回 人 喜 楽 そば打ち 回 人
土 筆 俳句 回 人 ナ ミ エ 会 男の料理教室 回 人
ふ よ う 短 歌 会 短歌 回 人 も み じ 会 麻雀 回 人
文 庫 着付け 回 人 いきいきヨガ ヨガ 回 人
健 康 麻 雀 麻雀 回 人 花 花 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞ 回 人
ま ー が れ っ と 麻雀 回 人 ぬり絵サークル ぬり絵 回 人
棋 友 会 将棋 回 人 し ら か ば 会 麻雀 回 人
棋 友 会 囲碁 回 人 中国の歴史と陶磁器 陶磁器 回 人
･ ･ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ 回 人 男 ヨ ガ ヨガ 回 人
芙蓉園ﾍﾟﾀﾝｸｸﾗﾌﾞ ペタンク 回 人 あ じ さ い 麻雀 回 人
す み れ 会 ﾚｸ ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ 回 人 ﾌ ﾗ ｻ ｰ ｸ ﾙ ･ ｲ ﾘ ﾏ ﾊﾜｲｱﾝﾀﾞﾝｽ 回 人
芙蓉ハワイアン ﾊﾜｲｱﾝﾀﾞﾝｽ 回 人 リ ハ ピ ン リハビリ卓球 回 人
さわやかリズム 健康体操 回 人 あ じ さ い 卓球 回 人
おたまじゃくしの会 健康体操 回 人 Ｏ Ｋ ク ラ ブ 健康体操 回 人
健 悠 会 健康体操 回 人 習志野太極拳倶楽部 太極拳 回 人
ぼちぼち習志野 体力づくり 回 人 ｶﾗｵｹたのしむかい カラオケ 回 人
唄う体操と気功 体操＆気功 回 人 楽 唱 会 カラオケ 回 人
華 乃 会 日本舞踊 回 人 い き い き 雀 麻雀 回 人
太 極 拳 太極拳 回 人 琴 響 会 大正琴 回 人
ス バ ル 英会話 回 人

合計 サークル 回 人
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主要な施策の概要 （単位：円）

（３）その他相談等

健康・生活・介護相談 ７２８人

（白鷺園運営費）

老人福祉法の基本理念に基づき、概ね６５才以上で、環境上の理由及び経済的理由により、居宅におい

て養護を受けることが困難な高齢者を入所させ、もって高齢者の福祉の増進を図りました。また、介護保

険法に定める指定居宅サービス事業者として、ショートステイ事業を行いました。

１．入退所状況

区分 令和元年度当初 中途入所 中途退所 令和元年度末現在

男 人 人 人 人

女 人 人 人 人

合計 人 人 人 人

２．年度末入所者の年齢別状況

区分 歳未満 ～ 歳未満 ～ 歳未満 ～ 歳未満 歳以上 合計

男 人 人 人 人 人 人

女 人 人 人 人 人 人

合計 人 人 人 人 人 人

３．教養娯楽講座の開催

講 座 名 回数 受講者数 講 座 名 回数 受講者数

民謡 回 人 生け花 回 人

陶芸 回 人 合計 回 人

４．ショートステイ入所状況

実人員 延べ人員

合 計 人 人

（さくらの家運営費）

高齢者同士のふれあいの場として、入浴サービス・サークル活動・相談等の支援をしました。

１．老人福祉センター「さくらの家」利用状況

利用区分 利用者数

一般利用 人

団体利用 人

合 計 人

（１）教養・健康講座等の開催状況

講 座 名 回 数 参加者数

さくら相談 回 人

レッツ！エクササイズ 回 人

しなやか体操 回 人

懐メロ健幸体操 回 人

映画会 回 人

てんとうむし体操 回 人

敬老の日イベント 回 人

サークル懇談会 回 人

さくらまつり実行委員会 回 人
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主要な施策の概要 （単位：円）

（２）教養・健康サークルの開催状況

サ ー ク ル名 回数 受講者数 サ ー ク ル 名 回数 受講者数

フ ォ ー ク 回 人 卓 球 同 好 会 回 人

ふ れ あ い 回 人 新 卓 球 回 人

ダンスさくら 回 人 太 極 拳 回 人

Ｓ ・ Ｄ ・ Ｓ 回 人 フ ラ ダ ン ス 回 人

書 道 回 人 編 み 物 回 人

着 付 け 回 人 楽 し い 雀 回 人

パッチワーク 回 人 マ ー ジ ャ ン 回 人

コ ー ラ ス 回 人 雀 雀 回 人

カ ラ オ ケ 回 人 ゆ る 体 操 回 人

ス ト レ ッ チ 回 人 囲 碁 回 人

ヨ ガ 回 人 絵 手 紙 回 人

大 正 琴 回 人 写 真 回 人

Ｇ ゴ ル フ 回 人 茶 道 回 人

民 謡 回 人 韓 国 語 回 人

卓 球 回 人

合 計 回 人

（３）その他相談等の利用状況

健康・生活相談 １，６６７人

２．令和元年度の主な活動

６月１１日～１週間程度 食中毒クイズラリー

１０月 ３日・２月９日・２月１２日 避難訓練

９月１２日・１９日 敬老の日イベント

１１月１１日 シンガポール留学生との交流会

１月 ６日～１５日 新春写真展

（介護施設等整備事業）

開設時から安定した質の高いサービスを提供する体制整備を支援するため、地域密着型サービスを開

設する法人に対し、開設準備に係る費用の一部を補助しました。

事業者名 地域密着型サービスの種類

愛・グループホーム奏の杜 認知症高齢者グループホーム

愛・小規模多機能奏の杜 小規模多機能型居宅介護事業所

（特別養護老人ホーム整備事業）

特別養護老人ホームの建設予定地である、東習志野１丁目において整備・運営する法人の選定を行い

ました。
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主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・１・４（障がい福祉費） 決 算 額

担 当 主 管 障 が い 福 祉 課

１．障害者手帳所持者の状況

年齢区分

身体障害者手帳 療育手帳
精神障害者

保健福祉手帳
合 計

現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在

歳未満 人 人 人 人 人 人 人 人

歳以上

歳未満
人 人 人 人 人 人 人 人

歳以上 人 人 人 人 人 人 人 人

合 計 人 人 人 人 人 人 人 人

２．身体障害者手帳所持者の障害別人数

障害の部位 年齢の別 現在 小計 現在 小計

視覚障害

歳未満 人

人

人

人歳以上 歳未満 人 人

歳以上 人 人

聴覚・平衡障害

歳未満 人

人

人

人歳以上 歳未満 人 人

歳以上 人 人

音声・言語

そしゃく障害

歳未満 人

人

人

人歳以上 歳未満 人 人

歳以上 人 人

肢体不自由

歳未満 人

人

人

人歳以上 歳未満 人 人

歳以上 人 人

内部障害

歳未満 人

人

人

人歳以上 歳未満 人 人

歳以上 人 人

合 計

歳未満 人

人

人

人歳以上 歳未満 人 人

歳以上 人 人
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（障害者総合支援法に基づく給付事業）

１．障害者総合支援法に基づく介護給付等の判定（二次判定）を行なう審査会（２合議体）を開催しました。

・委員数 １０名 任期 ２年

・第１合議体 １２回 実施審査件数 １１６件

・第２合議体 １２回 実施審査件数 １６７件

決定区分一覧

非該当 区分 区分 区分 区分 区分 区分 計

一次判定 件 件 件 件 件 件 件 件

二次判定 件 件 件 件 件 件 件 件

２．障害者総合支援法に基づく施設利用及び居宅支援サービスに係る費用を利用者に支給しました。

（１）自立支援給付

① 介護給付費

区 分 実利用人数 延利用日数・時間 給付金額 利用者負担額

居宅介護 人 時間 円 円

重度訪問介護 人 25,662時間 円 円

行動援護 人 2,788時間 円 円

同行援護 人 8,208時間 円 円

療養介護 人 5,827日 円 円

生活介護 人 50,856日 円 円

短期入所 人 5,589日 円 円

施設入所支援 人 34,888日 円 円

合 計 人 円 円

② 訓練等給付費

区 分 実利用人数 延利用日数 給付金額 利用者負担額

共同生活援助 人 日 円 円

宿泊型自立訓練 人 日 円 円

自立生活援助 人 日 円 円

自立訓練（機能訓練） 人 日 円 円

自立訓練（生活訓練） 人 日 円 円

就労移行支援 人 日 円 円

就労継続支援 型 人 日 円 円

就労継続支援 型 人 日 円 円

就労定着支援 人 日 円 円

合 計 人 円 円

※ 特例介護給付費

障害者総合支援法第３０条第１項の規定により、緊急その他やむを得ない理由により受けた障害

福祉サービス費を助成しました。（生活介護と施設入所支援の一部を再掲）

・実利用人数 １人

・給付金額 ３４８，２７６円

③ 相談支援給付費

区 分 実利用人数 延利用日数 給付金額 利用者負担額

計画相談支援 人 日 円 円

地域移行支援 人 日 円 円

合 計 人 日 円 円
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（２）特定障害者特別給付費

施設入所支援または共同生活援助を利用している低所得者（市民税非課税世帯）に対し、食費、光

熱水費等の負担を軽減するための補足給付費を支給しました。

・延べ人数 ２ ６５８人 （実人数 ２４８人）

・給付額 ２７ ４２９ ２１３円

（３）自立支援医療

① 更生医療

障がい者及び扶養義務者の経済的な負担の軽減を目的として、身体障がい者の自立更生を促すため

に必要な医療費の一部を助成しました。

区 分
対象者数

（通院）

対象者数

（入院）
助成件数 年間助成額

じん臓機能障害 人 人 件 円

肝臓機能障害 人 人 件 円

免疫機能障害 人 人 件 円

肢体不自由 人 人 件 円

合 計 人 人 件 円

② 育成医療

身体に障がいのある児童または、そのまま放置すると将来障がいを残すと認められる疾患がある

１８歳未満の児童に対して、必要な医療費の一部を助成しました。

区 分
対象者数

（通院）

対象者数

（入院）
助成件数 年間助成額

視覚障害 人 人 件 円

聴覚・平衡機能障害 人 人 件 円

音声・言語、咀嚼機能障害 人 人 件 円

肢体不自由 人 人 件 円

内部障害 人 人 件 円

合 計 人 人 件 円

（４）療養介護医療費

医療と常時介護を必要とする人に、指定療養介護事業所（医療施設）で受けた医療に係る経費を支

給しました。

・延べ人数 １９３人

・給付額 １５，４０７，９４７円

（５）高額障害福祉サービス費

障害者総合支援法に基づき、障がい者等の負担する介護給付費等の額が著しく高額な場合にその一

部を支給する制度です。

給付額 １人 ２１，１９１円

（６）補装具費

身体障がい者の日常生活の自立と向上を目的に、車いす、歩行補助つえ、補聴器等の補装具の交付

及び修理に係る経費を支給しました。

① 交 付

支給実人数 支給件数 年間支給額 １件当たりの平均支給額

人 件 円 円

② 修 理

支給実人数 支給件数 年間支給額 １件当たりの平均支給額

人 件 円 円
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（地域生活支援事業）

１．習志野市障がい者地域共生協議会

目 的 ：障害者総合支援法に基づき、地域における障がい福祉に関する関係者による連携や支援

の体制に関する協議を行いました。

委員数 ：３３名

委員の内訳 ：障害福祉サービス事業、相談支援事業、保健機関又は医療機関、教育機関、

障がい者雇用、障がい者団体、権利擁護又は地域福祉、行政関係機関等に係わる者

任 期 ：３年

会 議 ：６６回実施（全体会２回、運営会議１１回、相談支援部会１１回、児童部会９回、

就労支援部会１１回、権利擁護部会１１回、社会資源開発・改善部会１０回、研修会１回）

２．意思疎通支援事業

聴覚障がい者の社会参加を促進するため、手話通訳者等を派遣しました。

（１）手話通訳者等派遣状況

利用目的 利用件数 利用割合 利用延べ時間数 実利用者数

医療に関すること 件 ％ 時間 分

人

権利の保持に関すること 件 ％ 時間 分

福祉に関すること 件 ％ 時間 分

労働に関すること 件 ％ 時間 分

生活に関すること 件 ％ 時間 分

教育に関すること 件 ％ 時間 分

良好な人間関係に関すること 件 ％ 時間 分

社会参加に関すること 件 ％ 時間 分

その他 件 ％ 時間 分

合 計 件 ％ 時間 分

申請件数 件

※ 利用１件当たり平均所要時間 約 時間

利用者１人当たり平均利用時間 約 時間

（２）手話通訳者等登録者数

① 手話通訳士 ４名 ② 手話通訳者 ５名 ③ 要約筆記者 １名

３．地域活動支援センター（Ⅰ型）、相談支援事業の委託

精神保健福祉士等の専門職員を配置している社会福祉法人栄寿会へ業務委託し、精神障がい者の自立

や社会参加に向けた活動拠点として、日常生活全般に関する相談支援業務や、利用者の地域生活支援を

促進するネットワークづくり等を実施しました。

・実利用者数 １８人 ・延利用日数 ３６４日 ・委託費 ２，５１２，４２４円

４．障がい者相談支援事業

平成２４年１０月より、下記の事業所に相談支援事業を委託し、市の窓口の他に２つの事業所でも障

がいに関する相談や支援を専門職員から受けられる体制を構築しました。

障がい者やその家族の自立と社会参加を促進するために、福祉サービスの利用援助や社会資源の活

用、社会生活力を高めるための支援や情報提供等の総合的な相談、支援を実施しました。

相談実績

主な対象者 相談件数 月平均件数

玲光苑 身体・知的 件 件

旅人の木 精神 件 件

合 計 件 件
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５．扶助費

障がい者等が地域で自立した日常生活または社会生活を営むために地域生活支援事業を実施しました。

区分 サービス内容 実利用人数 延利用実績 給付金額

移
動
支
援

屋外での移動が困難な方に円滑に外出できる

ように移動を支援。
人

時間
円

日
常
生
活
用
具

給
付
等

重度障がい者等に対し、介護・訓練支援用

具、自立支援用具、在宅療養等支援用具、情

報・意思疎通支援用具、排泄管理支援用具、

居宅生活動作補助用具などの日常生活用具の

購入費を支給。

人 件 円

日
中
一
時
支
援

利用者の社会適応訓練や家族の就労、休息を

図るため、障害福祉サービス事業所等におい

て、一時的な見守りや訓練等のサービスを提

供。

人 回 円

緊
急
一
時

保
護

虐待を受けた障がい者を一時的に緊急保護

し、支援を行う。
人 日 円

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援

成年後見制度の申立てに要する経費（登記手

数料・鑑定費用等）及び後見人の報酬の全部

又は一部を助成。

人 件 円

自
動
車
改
造
費

助
成

身体障がい者の就労と社会参加等の促進を目

的に、 ・ 級の上肢・下肢又は体幹機能障が

い者に対し、自ら運転する車の操縦装置を改

造する経費の一部を助成。

人 件 円

免
許
取
得

経
費
助
成

身体障がい者の就労と社会参加等の促進を目

的に自動車免許取得経費の一部を助成。
人 件 円

地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅱ

型

機能訓練、社会適応訓練、入浴等の

サービスを提供。
人 日 円

Ⅲ

型

創作的活動、生産活動等のサービス

を提供。
人 日 円

訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス

入浴が困難な在宅重度身体障がい者に訪問入

浴サービスを提供。
人 回 円

（参考）利用者負担額等の状況

区 分 利用者負担額

移動支援 円

日常生活用具給付等 円

日中一時支援 円

※上記以外は、利用者負担 円
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（障がい者手当給付事業）

１．特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当

在宅の重度心身障がい者（児）に対し、障がいによって生ずる経済的な負担の軽減を目的に、国の基

準に基づく福祉手当を支給しました。

区 分 月額 実支給者数 延支給月数 年間支給額

特別障害者手当
円

円
人 月 円

障害児福祉手当
円

円
人 月 円

経過的福祉手当
円

円
人 月 円

合 計 人 月 円

（原則 、 、 、 月に前 か月分をそれぞれ支給。死亡・転出等により随時払い有。）

２．心身障害者福祉手当

在宅の重度知的障がい者及び寝たきり身体障がい者に対し、障がいによって生ずる経済的な負担軽減

を目的に、福祉手当を支給しました。

区 分 月 額 実支給者数 延支給月数 年間支給額

一般世帯 円 人 月 円

生活保護受給世帯 円 人 月 円

合 計 人 月 円

※ 支給者内訳 重度知的障がい者： 人 寝たきり身体障がい者： 人

（障がい者施設等補助事業）

１．五市共同障害者支援施設運営事業

知的障がい者の支援のため、近隣５市により障害者支援施設もくせい園、やまぶき園を共同で運営し

ました。

障害者支援施設の入所状況

施 設 名 習志野市 松戸市 市川市 鎌ヶ谷市 浦安市 合 計

もくせい園 人 人 人 人 人 人

やまぶき園 人 人 人 人 人 人

２．生活ホーム運営費補助金

知的障がい者の自立を支援し、生活の場を提供するため、生活ホームへの補助を行いました。

施設名 補助単価（定員） 利用者実人数 延利用月数 年間補助額

市 外

かつみ荘 円（ 人） 人 月 円

生活館 円（ 人） 人 月 円

無言の絆 円（ 人） 人 月 円

合 計 か所 人 月 円

３．障害者小規模施設整備費等補助金

障がい者の日中活動の場及び生活の場を提供する事業者に対し、設備整備費を補助しました。

事業所名 事業所の種類 補助額

あかしあ 共同生活援助 円
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４．障がい者グループホーム運営費補助金

グループホームの運営の安定を図り障がい者の地域移行を一層推進するため、運営費補助金を交付し

ました。

事業者名 グループホーム名
補助対象の

利用者数
補助額

社会福祉法人清和園
ゆいまーる習志野グループホーム

みずき、けやき、すみれ、なでしこ
人 円

特定非営利活動法人じょいんと ならしのグレース 人 円

医療法人社団和康会 あかしあ、ほほえみⅡ、ほほえみ 人 円

社会福祉法人あひるの会 あかねホーム幕張第二 人 円

株式会社トラス マイン船橋１、マイン２ 人 円

医療法人同和会 グリーンハイツⅡ、カサブランカ 人 円

合同会社ひだまりサポート ひだまりのいえ芝山 人 円

株式会社 星のいえ 人 円

特定非営利活動法人自立サポートネット流山 クローバさざんか 人 円

特定非営利活動法人１ ありえす 人 円

社会福祉法人よつば グループホームクローバーハウス 人 円

社会福祉法人まつど育成会 人 円

特定非営利活動法人カム・トゥルー カム・トゥルーＨＯＭＥ’Ｓ希ホーム 人 円

特定非営利活動法人 千葉精神保健福祉ネット ハウス中国分 人 円

ＮＰＯ法人鎌ヶ谷たんぽぽクラブ ｍｙペアホーム鎌ヶ谷 人 円

有限会社エイド・サポート
だいこく、だいこくサテライト、

きずなハウス、スタートホーム
人 円

特定非営利活動法人たちばな学舎 グループホームたちばな 人 円

株式会社和光
グループホームマリン・ハウス

（マリン・ハウス１１）
人 円

合同会社夢工場 ドリームハウス東船橋、ドリームハウス山手 人 円

特定非営利活動法人

ライフ・サポーティング君津
ふれあい館Ⅱ 人 円

特定非営利活動法人就労生活定着支援センター リーブ リーブ第飯富ハイツ 人 円

特定非営利活動法人とまりぎ みのり・やまと・とんぼ 人 円

特定非営利活動法人ユーカリサンシャイン ユーカリハウスⅡ 人 円

社会福祉法人菜の花会 菜の花ホームズ フレンドリーホーム 人 円

特定非営利活動法人成良会 ウエスト 人 円

一般社団法人アールイー ロイヤルハウス ロイヤル塚田 人 円

特定非営利活動法人ぽぴあ
ぽぴあホーム浜宿の家、ぽぴあホーム

のぞみ野の家、ぽぴあホーム蔵波台の家
人 円

合同会社なゆた グループホームなゆた船橋金杉 人 円

社会福祉法人オリーブの樹 鉄腕アットホーム （ルフト桜木） 人 円

合 計 事業者 人 円

５．あきつ園施設整備資金借入金補助金及び利子補給金

生活介護事業を実施するあきつ園の円滑な運営を図るため、独立行政法人福祉医療機構か

らの施設整備に係る借入償還金等に対し補助しました。

・補助金交付額 １，４７０，１７４円
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６．障害福祉サービス等通所施設整備資金借入金に係る利子補給金

市内に通所施設を整備する事業者に対し、整備後の円滑な運営に資するため、独立行政法人福祉

医療機構からの借入金に係る償還利子額を補助しました。

事業者名 事業所の種類 補助額

特定非営利活動法人 希望の虹
就労継続支援Ｂ型、日中一時支援

児童発達支援、放課後等デイサービス
円

（障がい者自立生活支援事業）

１．緊急通報体制整備事業

重度身体障がい者（非課税世帯）に対し、緊急通報装置のレンタル料を助成しました。

・助成実人数 １０人

・年間助成額 ４８，２０９円 （１人当たり平均 ４ ８２１円）

２．障がい者啓発講座

障がいの有無を超え、全ての市民に対し、障がいについて正しい知識と理解を深めることにより障が

いのある人の社会参加を促進するため、啓発を行いました。令和元年度は、市民カレッジに習志野市障

がい者地域共生協議会が講師として参画し、受講生に対して啓発を行いました。

講 座 名 等 実施回数 参加者数

「障がい福祉について」

講師：社会福祉法人栄寿会

八千代地域生活支援センター

施設長 福田 弘子

回 人

自宅と医療機関以外に外出の機会を持たない者に対し、地域活動への参加の機会を提供し、社会参加

支援を行うことを目的とする「精神障がい者の交流会」を実施しました。

講 座 名 等 実施回数 参加者数

精神障がい者当事者交流会 回 人

３．重度心身障がい者（児）医療費等助成

重度の心身障がい者に対し、医療費の自己負担分を助成しました。

平成２７年８月１日より千葉県内で一斉に現物給付を開始しています。

助成状況

保険種類
助成

実人数

医療費分 証明経費分

件数 助成額（円） 件数 助成額（円）

国 民 健 康 保 険 人 件 円 件 円

社 会 保 険 人 件 円 件 円

後期高齢者医療 人 件 円 件 円

合 計 人 件 円 件 円

人当たり平均助成額 約 円

４．家賃助成

障がい者の自立した地域生活の促進を図るため、生活ホーム・グループホームの利用者に対し、家賃

の一部を助成しました。

・補助対象者数 １１４人

・補助額 １８，９６１，４１６円 （１人あたり平均助成額 １６６，３２８円）
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５．小児慢性特定疾患児日常生活用具給付

小児慢性特定疾患児に対し、日常生活の便宜を図るため、日常生活用具を給付する制度ですが、令和

元年度は対象者がいませんでした。

６．福祉タクシー料金助成

障がい者の社会参加を促進するため、重度心身障がい者等に対し、タクシー券（１枚５００円、

月５枚）を交付し、料金の一部を助成しました。

・交付者数 １ ６２６人

・交付枚数 ９１ ６３０枚

・利用枚数 ４６ ９２３枚

・補助額 ２３ ４６１ ５００円

７．重度心身障がい者（児）医療費等助成（精神障がい者分）

重度の精神障がい者に対し、医療費の自己負担分を助成しました。

助成状況

保険種類
助成

実人数

医療費分 証明経費分

件数 助成額（円） 件数 助成額（円）

国 民 健 康 保 険 人 件 円 件 円

社 会 保 険 人 件 円 件 円

後期高齢者医療 人 件 円 件 円

合 計 人 件 円 件 円

人当たり平均助成額 約 円

８．障がい者（児）等交通費助成

障がい者（児）が施設への通所に鉄道、バス、自家用自動車又は自転車を利用した場合の費用の一部

を助成しました。

障がい種別 助成人数 助成額

身体障がい者 児 人 円

知的障がい者 児 人 円

精神障がい者 児 人 円

手帳なし 人 円

合 計 人 円

９．身体障がい者福祉電話使用料助成
音声機能、言語機能に障がいがあり、所得税非課税世帯に属する障がい者に対し、コミュニケーショ

ン、緊急連絡の一助として、障がい者用電話・ファクス等の使用料を助成しました。

・助成内容 基本料金（回線使用料、機器使用料、配線使用料）

・助成実人数 ５人

・年間助成額 １４０，６５６円（１人当たり平均 ２８，１３１円）

１０．難聴児補聴器購入費助成

軽度・中等度難聴児（手帳交付の対象とならない程度の児童）の補聴器購入費用の一部を助成しました。

・助成対象人数 ７人

・助成額 ８３４，０００円

１１．ひきこもりサポーター派遣事業

県の研修を受講したひきこもりサポーターを派遣し、ひきこもりの本人への相談、支援を行う事業で

すが、令和元年度は相談者からの要望がなかったため実施せず、市職員が本人及び家族への相談、支援

を行いました。

・相談件数 ３９０件

・サポーター派遣を行った対象者 ０人 （派遣件数 ０回）
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主要な施策の概要 （単位：円）

（精神障がい者入院医療費助成事業）

精神障がい者及び扶養義務者の経済的な負担軽減を目的として、長期入院している精神障がい者の入

院医療費の一部を助成しました。

・助成割合 入院費用自己負担額の１ ４

・助成者数 １３人

・年間助成 １，１３４，７９５円 （１人当たり平均 ８７，２９２円）

（手話及び情報・コミュニケーション推進事業）

「習志野市手話、点字等の利用を進めて、障がいのある人もない人も絆を深め、互いに心を通わせるま

ちづくり条例」の普及のため、市民に向けた体験型講座を障がいのある人の協力を得て開催しました。ま

た、関係機関の研修や各地域のまちづくり会議等において、条例の趣旨等について講義を行いました。

・体験型講座 ２回（１５４名参加）

（花の実園運営費）

指定管理施設として社会福祉法人習愛会に管理委託し、運営しました。

（障がい者差別解消促進事業）

障害者差別解消法の推進を目的に、市内商店街の従業者に対し、「障がい疑似体験事業」を実施しま

した。（２８名参加）

款 項 目（名 称） ３・２・１ 児童福祉総務費 決 算 額

担 当 主 管 障 が い 福 祉 課

（児童福祉法に基づく給付事業）

１．障害児施設措置費（給付費等）

児童福祉法に基づく施設利用及び居宅支援サービスに係る費用を利用者に支給しました。

区 分 実利用人数 延利用件数 給付金額 利用者負担額

障害児相談支援 人 件 円 円

児童発達支援 人 件 円 円

医療型児童

発達支援
人 件 円 円

放課後等

デイサービス
人 件 円 円

保育所等訪問支援 人 件 円 円

肢体不自由児医療 人 件 円 円

合 計 人 円 円
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主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・３・１ 生活保護総務費 決 算 額

担 当 主 管 生 活 相 談 課

（被保護世帯助成事業）

１．修学旅行支度金助成

・小 学 校（ ３ ０００円／人） １３人 ３９ ０００円

・中 学 校（ ５ ０００円／人） １２人 ６０ ０００円

・高等学校（１０ ０００円／人） ６人 ６０ ０００円

（生活保護支援対策事業）

１．面接相談支援事業

専門的な知識を持ち経験豊富な人材を窓口に配置し、生活困窮者等要援護者の生活上の問題を解決す

るための援助をきめ細やかに行い、他法他施策の活用を積極的に行うことにより、早期に適切な援助を

可能にし、生活保護の適正実施を推進、自立の助長を図るための面接相談支援を実施しました。

・面接相談件数 ５５０件

・申請受理件数 ２８９件

・相談内容内訳

① 傷病による生活相談 １９７件

② 失業による生活相談 ９４件

③ 老齢による収入の減少生活相談 ４７件

④ 貯金等の減少による生活相談 ２０件

⑤ その他の働きによる収入減少生活相談 ４０件

⑥ 仕送りの減少による生活相談 ５件

⑦ 要介護状態による生活相談 ３０件

⑧ 社会保険給付金の減少等による生活相談 １件

⑨ 死亡にともなう生活相談 ６件

⑩ その他生活相談 １１０件 計５５０件

２．診療報酬明細書点検等充実事業

診療報酬及び調剤報酬明細書等のレセプトを点検し、医療費の適正化を図りました。

３．健康管理支援事業

医療扶助受給者を対象に、保健・栄養指導、健康相談等により、生活習慣の改善をサポートし、疾病

予防・病状改善を目指し、もって医療費の削減を図りました。

・健康相談 相談件数 １３８件

・一般健康診査に対する事後指導（看護師による個別指導 指導者数 ９９人）

４．被保護者就労支援事業

就労支援員を配置し、生活保護受給者の就労自立のため、ケースワーカーとともに、ハローワーク等

と連携を図り、就労支援を実施しました。

・参加者２７２人に対し 就労者８８人（うち５人廃止）
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主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・３・１ 生活保護総務費 決 算 額

担 当 主 管 生 活 相 談 課

（被保護世帯助成事業）

１．修学旅行支度金助成

・小 学 校（ ３ ０００円／人） １３人 ３９ ０００円

・中 学 校（ ５ ０００円／人） １２人 ６０ ０００円

・高等学校（１０ ０００円／人） ６人 ６０ ０００円

（生活保護支援対策事業）

１．面接相談支援事業

専門的な知識を持ち経験豊富な人材を窓口に配置し、生活困窮者等要援護者の生活上の問題を解決す

るための援助をきめ細やかに行い、他法他施策の活用を積極的に行うことにより、早期に適切な援助を

可能にし、生活保護の適正実施を推進、自立の助長を図るための面接相談支援を実施しました。

・面接相談件数 ５５０件

・申請受理件数 ２８９件

・相談内容内訳

① 傷病による生活相談 １９７件

② 失業による生活相談 ９４件

③ 老齢による収入の減少生活相談 ４７件

④ 貯金等の減少による生活相談 ２０件

⑤ その他の働きによる収入減少生活相談 ４０件

⑥ 仕送りの減少による生活相談 ５件

⑦ 要介護状態による生活相談 ３０件

⑧ 社会保険給付金の減少等による生活相談 １件

⑨ 死亡にともなう生活相談 ６件

⑩ その他生活相談 １１０件 計５５０件

２．診療報酬明細書点検等充実事業

診療報酬及び調剤報酬明細書等のレセプトを点検し、医療費の適正化を図りました。

３．健康管理支援事業

医療扶助受給者を対象に、保健・栄養指導、健康相談等により、生活習慣の改善をサポートし、疾病

予防・病状改善を目指し、もって医療費の削減を図りました。

・健康相談 相談件数 １３８件

・一般健康診査に対する事後指導（看護師による個別指導 指導者数 ９９人）

４．被保護者就労支援事業

就労支援員を配置し、生活保護受給者の就労自立のため、ケースワーカーとともに、ハローワーク等

と連携を図り、就労支援を実施しました。

・参加者２７２人に対し 就労者８８人（うち５人廃止）

健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・３・２ 扶助費 決 算 額

担 当 主 管 生 活 相 談 課

（生活保護費）

被保護世帯の経済的負担を軽減することにより自立助長を図り、福祉の増進を図りました。

１．保護率の状況 令和２年３月末現在

常住人口（Ａ） 被保護世帯数
被保護人員

（Ｂ）

保護率

（Ｂ Ａ×1,000）
参考 千葉県保護率

人 世帯 人 ‰ ‰

２．生活保護の状況 （単位：世帯・人・件）

区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

世帯数

人 員

扶

助

内

容

生
活

世帯数

人 員

住
宅

世帯数

人 員

教
育

世帯数

人 員

介
護

世帯数

人 員

医
療

世帯数

人 員

出 産

生 業

葬 祭

施設入所人員

申 請 件 数

開始世帯件数

廃止世帯件数

３．経理状況

生活扶助 円 生業扶助 円

住宅扶助 円 葬祭扶助 円

教育扶助 円 施設事務費 円

介護扶助 円 就労自立給付金 円

医療扶助 円 進学準備給付金 円

出産扶助 円 計 円
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主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ４・１・１ 保 健 総 務 費 決 算 額

担 当 主 管 健 康 支 援 課

（健康なまちづくり推進事業）

健康なまちづくりの推進に向けた取り組みを行いました。

１．健康なまち習志野推進月間

市民一人ひとりが健康に対する意識を高め、健康的な生活を自ら選択し、主体的に取り組むことを実

現するために１１月１日から３０日までの１か月間を「健康なまち習志野推進月間」としました。

２．健康なまち習志野推進月間イベント

市民の健康を増進し、市民が主役の健康なまちづくりを推進するため、また市民各層に広く健康づく

りの啓発を図ることを目的に、「健康フェア」を実施しました。

令和元年度より福祉ふれあいまつりと同時開催になりました。

健康フェア実施状況

日 時
令和元年 月 日 日

午前 時～午後 時

会 場 習志野市役所 市民ロビー

参加人数 人

３．ならしの健康マイレージ事業

誰もが健康で幸せな生活を送ることができるよう、健康的な生活習慣を動機付け、その継続と定着を

後押しするため、平成２７年１月よりならしの健康マイレージ事業を開始しました。日々の運動や地域

活動に参加するなど健康習慣につながる活動をすることでポイントを獲得。３か月間で「イベントポイ

ント・セルフポイント」を１００ポイント以上獲得すると「サービスカード」の交付を申請でき、この

カードを協力店に提示すると各店舗独自の特典（サービス）が受けられます。

参加者を増やすため、令和元年１０月に「ならしの健康マイレージリーフレット」を改定しました。

それに伴い、企業広告を掲載することで広告費を徴し、リーフレットの作成費とするため、広告の募集

および掲載を行いました。

また、健康増進をより効果的に行うことを目的としたスマートフォンのウォーキングアプリケーショ

ン「 （以下あるくと）」を平成３１年１月から令和元年９月末まで試験導入しました。期間内に

３００，０００歩を達成及び申請した人全員に、「サービスカード（※上記カードと同じ）」を交付し

ました。

・サービスカード交付枚数 １５８枚（内あるくと１０９枚）（令和元年度交付枚数）

・ならしの健康マイレージ協力店 ６０店舗（令和２年３月末現在）

４．こども健康大学

本市と「連携協働に関する協定」を締結した順天堂大学の協力により、小学校高学年（４・５・６年

生）を対象に、良い生活習慣を身に着け、将来の生活習慣病の予防や、より良く生きることにつなげる

よう、生活習慣が乱れがちな夏休みの期間中を利用し、健康について学び体験する機会として「こども

健康大学」を実施しました。

参加人数：４９人

実 施 日： （１）令和元年７月２５日（木）東部体育館

（２）令和元年７月３１日（水）順天堂大学さくらキャンパス

（３）令和元年８月 １日（木）順天堂大学さくらキャンパス
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

５．「ラジオ体操ＤＥ健康タウンｉｎならしの」

市民の皆さんの健康づくりを後押しするため、一般財団法人 簡易保険加入者協会が指定する「ラジ

オ体操ＤＥ健康タウン構想」モデル自治体として各種制度を利用し、「ラジオ体操ＤＥ健康タウンｉｎ

ならしの」を開催しました。

第１回 開 催 日：令和元年６月２８日（金）

会 場：東部体育館

対 象：一般市民

参加人数：７７人

第２回 開 催 日：令和元年１１月１８日（月）

会 場：東部体育館

対 象：一般市民

参加人数：６３人

６．その他

（１）熱中症予防の周知及び注意喚起（広報紙等、各種広報媒体の活用）

広報習志野、環境省作成のリーフレット、ホームページ、ツイッター等を活用して熱中症の予防を

呼びかけました。また、様々な場で保健師による健康教育を実施しました。

（２）市施設をクールシェルターとして開放したほか産業振興課と連携し、民間施設におけるクールステ

ーションの実施を呼びかけました。

（保健会館運営費）

保健活動の中心拠点である保健会館の安全かつ円滑な管理運営を行いました。

（薬剤師会助成事業）

災害発生時における一般医薬品の備蓄や市民に向けた薬の正しい使い方、生活習慣病等の健康維持のた

めの啓発活動に対し、補助しました。

・習志野市薬剤師会補助金 会員数 ７２人（令和２年３月末現在）

（公衆浴場組合助成事業）

千葉県公衆浴場業生活衛生同業組合に加入している組合員が実施した施設設備の改善について助成し、

公衆浴場の施設維持を支援しました。

・習志野市公衆浴場設備改善事業費補助金 市内１施設に助成（助成対象施設１施設）

（ヘルスステーション事業運営費）

地域保健活動に資するために設置する施設としてヘルスステーションを位置付け、地域住民に密着した

保健活動を実施しました。

・津田沼・鷺沼ヘルスステーション 鷺沼２－１－１ 市庁舎内

・谷津ヘルスステーション 谷津５－１６－３３ 谷津コミュニティセンター内

・秋津ヘルスステーション 秋津３－４－１ 総合福祉センター内

・屋敷ヘルスステーション 屋敷４－６－６ 東部保健福祉センター内

・東習志野ヘルスステーション 東習志野２－１０－３ 地域交流プラザ「ブレーメン習志野」内
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（地域自殺対策強化事業）

１．自殺予防対策研修会

誰も自殺に追い込まれることのない社会の現実を目指して自殺予防対策研修会を開催しました。本年度は

小中学校生徒を対象に研修を行いました。

第１回 開 催 日：令和元年６月２１日（金）

会 場：習志野市立第四中学校

対 象：全校生徒

参加人数：７９５人

第２回 開 催 日：令和元年６月２８日（金）

会 場：習志野市立東習志野小学校

対 象：小学校６年生

参加人数：１６７人

第３回 開 催 日：令和元年８月２１日（水）

会 場：習志野市立袖ケ浦東小学校

対 象：全校生徒

参加人数：２６４人

第４回 開 催 日：令和元年１２月３日（火）

会 場：習志野市立藤崎小学校

対 象：小学６年生

参加人数：１１３人

第５回 開 催 日：令和元年１２月４日（水）

会 場：習志野市立第三中学校

対 象：全校生徒

参加人数：４１５人

２．自殺予防啓発グッズの配布

若年層に対する自殺予防啓発事業として、成人式において啓発グッズ（メンタルヘルスハンドブック

リラックス度チェッカー付き ）を配布しました。

（骨髄移植ドナー支援事業）

骨髄・末梢血幹細胞移植の実現及び骨髄・末梢血幹細胞登録者の増加を図るため、公益財団法人日本骨

髄バンクが実施する骨髄バンク事業において骨髄・末梢血幹細胞提供者（ドナー）となった者及びその者

が従事する国内の事業所に対し、助成金を交付します。

・習志野市骨髄移植ドナー支援事業助成金 助成人数 ６人

（受動喫煙対策事業）

市民を受動喫煙の被害から守るため、習志野市受動喫煙の防止に関する条例を制定（平成３０年９

月）、施行（平成３１年１月）しました。

条例施行に伴い、平成３１年３月から路上等での喫煙禁止区域として、市内７駅（ 津田沼駅、新習志

野駅、新京成新津田沼駅、京成津田沼駅、谷津駅、京成大久保駅、実籾駅）周辺の路上等を重点区域とし

て指定し、４月１日から駅周辺の重点区域で喫煙した者に対し過料の徴収を始めました。

過料の徴収については、４月１日から９月３０日までの半年間は喫煙した者に対し、指導員が注意を促

して喫煙をやめた場合は過料を徴収しない「間接罰方式」を採用し条例及び重点区域の周知を図りまし

た。１０月１日からは喫煙を確認した場合、直ちに過料を徴収する「直接罰方式」に移行しました。

期 間 過料件数

平成３１年４月～令和元年９月末 ０件

令和元年１０月～令和２年３月末 ３６３件
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ４・１・２（母 子 保 健 費） 決 算 額

担 当 主 管 健 康 支 援 課

（母子保健活動事業）

１．母子健康手帳の交付（妊婦相談）

母子保健の最初の関わりとなる「妊娠届出」時に必ず保健師が妊婦やパートナーと面接し、全ての出

生児の節目の時期に、地区担当保健師が発育・発達・養育面を把握し、妊娠中から就学時まで切れ目な

い支援を行いました。

母子健康手帳交付状況

区 分 交 付 数
受診医療機関内訳

市 内 市 外 計

初 妊 婦 人 人 人 人

経 妊 婦 人 人 人 人

合 計 人 人 人 人

※受診医療機関内訳は、交付数から海外出生、多胎、再交付数を除いた数

２．ママ・パパになるための学級

主に初妊婦とそのパートナーを対象に、妊娠・出産・育児について必要な知識や技術を身につけ、子

育ての仲間づくりができることを目的に実施しました。

妊娠中３回、産後１回を１コースとして２月まで実施し、より多くの妊婦とパートナーの参加希望に

対応するため、２課が土曜日のコースを年７回実施しました。

【妊娠中】

内 容
妊婦 パートナー

実人数 延人数 実人数 延人数

課 妊娠中のからだ、家族の食事 人 人 人 人

課 あかちゃんのいる生活《父親の役割》 人 人 人 人

課 お産の経過、歯の健康、先輩ママとの交流 人 人 人 人

合 計 人 人 人 人

【産後】

産後サポート事業（参加型）

妊娠中にママ・パパになるための学級に参加した産婦を対象に、家庭や地域での妊産婦等の孤立

感の解消を図ることを目的に保健師等による相談支援を実施しました。 ママ・パパになるための

学級３課と同日開催

内 容
産婦 パートナー

人数 人数

情報交換、体重測定、後輩妊婦との交流 人 人

３．健康相談

乳幼児の発育・発達を確認し、保護者同士の交流の機会を増やすことで、育児不安を和らげ、よりよ

い親子関係ができるよう支援しました。

事 業 名 対 象 回数 人数

産後サポート電話相談 新生児訪問を利用していない産婦 随時 人

か月児健康相談 か月～ か月児 回 人

か月児健康相談 か月～ か月児 回 人

食生活なんでも相談 乳幼児 回 人

その他の健康相談 妊産婦・乳幼児・その他 随時 人

合 計 回 人
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

４．訪問指導

妊産婦、新生児、乳幼児のそれぞれの対象に応じて、健康状態・家庭環境・育児の状況等を把握し、

情報を提供するとともに、健康の保持と育児等の不安の軽減が図れるよう支援しました。

区 分 対 象 実人数 延人数

妊 婦 支援が必要な妊婦 人 人

産 婦 支援が必要な産婦 人 人

新生児 訪問を希望する生後４０日以内の児 人 人

未熟児 身体の発育が未熟なまま出生した 歳未満の児 人 人

乳 児 健康相談未来所児、訪問による支援が必要な児 人 人

幼 児 歳 か月児・ 歳児健康診査要観察児及び未来所児 人 人

そ の 他 人 人

合 計 人 人

※里帰り中の新生児訪問を他市町村に依頼し、 人を把握し支援しました。

５．産後ケア事業

退院直後の母子に対する心身のケアや育児のサポートを行うことにより、産後うつの長期化を予防す

ると同時に、虐待のリスクが高いと判断されるケースについて、産後も安心して子育てができる支援体

制を確保しました。

・実施件数 １２件

６．母子保健推進員活動

市民と行政とのパイプ役として保護者の身近な相談相手となり、地区担当保健師との連携のもと、育

児を支援していくことを目的に３０人を委嘱し、生後２か月頃の乳児家庭への訪問を実施しました。

・育児の支援

・保健活動の啓発

・支援が必要と判断した場合は地区担当保健師に連絡

・訪問人数 １，０２０人

７．乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん）事業

「新生児・産婦訪問」と「母子保健推進員の訪問」を乳児家庭全戸訪問として位置付け、生後４か月

までの乳児がいる家庭を訪問します。様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供を行うと

ともに、母子の心身の状況や養育環境等の把握及び助言を行い、支援が必要な家庭に対し適切なサービ

ス提供につなげました。

・対象家庭数 １ ４１６件

・家庭訪問数 １ ３７８件（実施率 ９７ ３％）

８．離乳食教室

乳児の発達に合わせた離乳食の進め方を伝え、安心して離乳食が進められるよう教室を開催しました。

・実施回数 ３０回 人数 ４４７人
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

４．訪問指導

妊産婦、新生児、乳幼児のそれぞれの対象に応じて、健康状態・家庭環境・育児の状況等を把握し、

情報を提供するとともに、健康の保持と育児等の不安の軽減が図れるよう支援しました。

区 分 対 象 実人数 延人数

妊 婦 支援が必要な妊婦 人 人

産 婦 支援が必要な産婦 人 人

新生児 訪問を希望する生後４０日以内の児 人 人

未熟児 身体の発育が未熟なまま出生した 歳未満の児 人 人

乳 児 健康相談未来所児、訪問による支援が必要な児 人 人

幼 児 歳 か月児・ 歳児健康診査要観察児及び未来所児 人 人

そ の 他 人 人

合 計 人 人

※里帰り中の新生児訪問を他市町村に依頼し、 人を把握し支援しました。

５．産後ケア事業

退院直後の母子に対する心身のケアや育児のサポートを行うことにより、産後うつの長期化を予防す

ると同時に、虐待のリスクが高いと判断されるケースについて、産後も安心して子育てができる支援体

制を確保しました。

・実施件数 １２件

６．母子保健推進員活動

市民と行政とのパイプ役として保護者の身近な相談相手となり、地区担当保健師との連携のもと、育

児を支援していくことを目的に３０人を委嘱し、生後２か月頃の乳児家庭への訪問を実施しました。

・育児の支援

・保健活動の啓発

・支援が必要と判断した場合は地区担当保健師に連絡

・訪問人数 １，０２０人

７．乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん）事業

「新生児・産婦訪問」と「母子保健推進員の訪問」を乳児家庭全戸訪問として位置付け、生後４か月

までの乳児がいる家庭を訪問します。様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供を行うと

ともに、母子の心身の状況や養育環境等の把握及び助言を行い、支援が必要な家庭に対し適切なサービ

ス提供につなげました。

・対象家庭数 １ ４１６件

・家庭訪問数 １ ３７８件（実施率 ９７ ３％）

８．離乳食教室

乳児の発達に合わせた離乳食の進め方を伝え、安心して離乳食が進められるよう教室を開催しました。

・実施回数 ３０回 人数 ４４７人

健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

９．各種健康教育

講 座 名 回数 人数

育児講座 回 人

幼児家庭教育学級 回 人

学校との連携による健康教育 回 人

幼稚園における健康教育 回 人

ファミリーサポートセンター講座 回 人

療育施設との連携 回 人

まちづくり出前講座 回 人

その他 回 人

合 計 回 人

１０．発達相談・心理相談（幼児相談）

（１）発達相談：発育・発達の遅れ等がみられる乳幼児に対し、発達を促すための生活指導と保護者の

不安が軽減できるよう相談援助しました。

（２）心理相談（幼児相談）

：社会性、母子関係等に問題がみられる親子に対し、適切な母子関係等が構築できるよう援

助しました。

事 業 名 回 数 延人数

発 達 相 談 回 人

心 理 相 談（幼児相談） 回 人

合 計 回 人

１１．思春期保健講演会

「学校（園）保健」と「生涯学習」、「地域保健」が有機的に連携し、相互の協調を図ることによって、よ

りよい健康づくりを推進するため、思春期保健講演会を実施しました。

・開催日 令和元年１２月１９日（木） 参加人数 ６８名
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（母子健康診査事業）

１．妊婦・乳児一般健康診査

（１）妊婦一般健康診査：定期的な妊婦健診を動機づけることにより、安全な分娩と健康な子の出生の

支援を目的として、標準的な健診回数である１４回の健診について公費負担

を行いました。また、委託契約できない医療機関を受診した妊婦には、習志

野市妊婦健康診査費用助成金支給実施要領に基づき、償還払いを実施しまし

た。

（２）乳児一般健康診査：発育・発達状況を確認し、異常を早期に発見することにより、早期に適切な

療育ができることを目的に委託医療機関で実施しました。

妊婦・乳児一般健康診査 実施状況

・妊婦一般健康診査受診者数 １６，３２０人

・乳児一般健康診査受診者数 ２，４３９人

種別 対 象
人 数

受診票利用 償還払い

妊

婦

一

般

健

康

診

査

回目

基本的な妊婦健康診査・血液検査

（血液型・血糖・貧血・ 型肝炎・ 型肝炎・

・梅毒・風疹）

人 人

選択項目：子宮頸がん検診 人

回目
基本的な妊婦健康診査 人 人

選択項目：超音波検査 人

回目 基本的な妊婦健康診査 人 人

回目
基本的な妊婦健康診査 人 人

選択項目：超音波検査 人

回目 基本的な妊婦健康診査 人 人

回目

基本的な妊婦健康診査 人 人

血液検査（血糖・貧血・ 抗体検査）

又は クラミジア検査
人

回目 基本的な妊婦健康診査 人 人

回目 基本的な妊婦健康診査 人 人

回目
基本的な妊婦健康診査 人 人

選択項目：超音波検査 人

回目 基本的な妊婦健康診査・ 群溶血性レンサ球菌 人 人

回目 基本的な妊婦健康診査・血液検査（貧血） 人 人

回目
基本的な妊婦健康診査 人 人

選択項目：超音波検査 人

回目 基本的な妊婦健康診査 人 人

回目

基本的な妊婦健康診査 人 人

血液検査（血糖・貧血・ 抗体検査）

又は クラミジア検査
人

計 人 人

乳児一般

健康診査

～ か月 及び ～ か月の乳児

（主な内容：問診及び診察）
人

※（ ）内、受診票利用人数における基本的な妊婦健康診査以外の実施者数 再掲
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

２．１歳６か月児健康診査

（１）保護者とともに幼児期の身体発育及び精神発達を確認し、必要に応じ適切な支援・指導を行い

ました。

（２）生活習慣の自立、むし歯の予防、幼児の栄養、その他育児に関する相談や指導を行い、幼児の

健康の保持増進を図りました。

（３）医師による診察は、医科個別健康診査とし、市内実施医療機関に委託し実施しました。

種 別 実施回数 受診者数

１歳６か月児健康診査 回 人

（再）１歳６か月児健康診査歯科健康診査 回 人

（再） 歳 か月児医科個別健康診査 ― 人

３．３歳児健康診査

（１）保護者とともに幼児期の身体発育及び精神発達を確認し、必要に応じ適切な支援・指導を行い

ました。

（２）眼科、耳鼻科等の感覚器障がいの早期発見及び生活習慣の自立、むし歯の予防、幼児の栄養、

その他育児に関する相談・指導を行い、幼児の健康の保持増進を図りました。

（３）保護者の歯科健康診査を実施し、歯科疾患の予防を図りました。

（４）医師による診察と尿検査は、医科個別健康診査とし、市内実施医療機関に委託し実施しました。

種 別 実施回数 受診者数

３歳児健康診査 回 人

実

施

者

数
（
再
）

３歳児歯科健康診査 回 人

保護者の歯科健康診査 回 人

３歳児医科個別健康診査
尿検査あり ― 人

尿検査なし ― 人

精密健康診査
耳 鼻 科 ― 人

眼 科 ― 人

※ 精密健康診査は、医療機関で実施しました。（子どもの医療費等助成事業を活用）

※ 保護者の歯科健康診査は、来所した３歳児の保護者で歯科健診を希望した者に実施しました。

（未熟児養育医療給付事業）

出生体重２ ０００ｇ以下または身体発育が未熟なまま出生した乳児で、医師が入院養育を必要と認めた

未熟児に対する医療費の一部を市が負担しました。

・未熟児養育医療給付対象者数 ３０人

・給付件数 １４４件
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ４・１・３（予 防 費） 決 算 額

担 当 主 管 健 康 支 援 課

（予防接種事業）

１．予防接種法に基づき、各種予防接種を実施しました。

種 類 件 数
接種

回数
対 象

ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ
（

期 件 回 生後 か月以上 歳 か月未満

ジフテリア・百日せき・
破傷風（

期 件 回 生後 か月以上 歳 か月未満

ジフテリア・
破傷風（ ）

期 件 回 歳以上 歳未満

ポリオ
不活化ワクチン

件 回 生後 か月以上 歳 か月未満

麻しん・

風しん混合（ ）

期 件 回 歳以上 歳未満

期 件 回 小学校就学前の 年間

市独自制度 件

回
歳以上 歳未満（ 期対象者を除く）の未接

種者

不足

回数

小学 年生～中学 年生で予防接種が 回未満

の者

水痘（水ぼうそう） 件 回 歳～ 歳未満

日本脳炎

期 件 回 生後 か月以上 歳 か月未満

期 件 回 歳以上 歳未満

特例 期 件 回 注 ）注 ）

特例 期 件 回 注 ）

結 核（ ） 件 回 生後 歳未満

ヒブ感染症 注 ） 件 回 生後 か月～ 歳未満（長期 件含む）

小児肺炎球菌感染症 注 ） 件 回 生後 か月～ 歳未満

ヒトパピローマウイルス感染症

（子宮頸がん）注 ）
件 回 小学 年生～高校 年生相当年齢女子

Ｂ型肝炎 定期 件 回 生後 歳未満

高齢者インフルエンザ

注 ）
定期 件 回

歳以上の希望者及び厚生労働省令で定める

者

高齢者肺炎球菌ワクチン

注 ）

定期 件

回

① 歳以上の厚生労働省令で定める者

② 歳以上の厚生労働省令で定める者

市独自制度 件
歳以上の定期接種該当者以外の一度も接種

をしていない者

合 計 件

注 ） 予防接種実施規則附則第 条：平成 年 月 日～平成 年 月 日までに生まれた ～ 歳未満の

間に不足回数分を接種した者を含む

注 ） 平成 年 月 日～平成 年 月 日生まれの者で、 歳未満の間に不足回数分を接種

注 ） ヒブ感染症は接種開始月齢により接種回数が異なる

～ か月未満で開始の場合は 回、 ～ か月未満で開始の場合は 回、 歳以上で開始の場合は

回接種
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

注 ） 小児肺炎球菌感染症は接種開始月齢により接種回数が異なる

～ か月未満で開始の場合は 回、 ～ か月未満で開始の場合は 回、 ～ 歳未満で開始の場合

は 回、 歳以上で開始の場合は 回接種

注 ） ヒトパピローマウイルス感染症は、平成 年 月 日付で積極的勧奨差し控えの勧告があり、広

報、ホームページ等で周知

注 ） 厚生労働省令で定める者： ～ 歳で、心臓、腎臓、もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不

全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者を含む

注 ） 令和元年 月 日に 歳に達するが、接種時点においては誕生日以前の者を含む

注 ） 次の生年月日に該当する人で未接種者

昭和 年 月 日生 ～ 昭和 年 月 日生

昭和 年 月 日生 ～ 昭和 年 月 日生

昭和 年 月 日生 ～ 昭和 年 月 日生

昭和 年 月 日生 ～ 昭和 年 月 日生

昭和 年 月 日生 ～ 昭和 年 月 日生

昭和 年 月 日生 ～ 昭和 年 月 日生

大正 年 月 日生 ～ 大正 年 月 日生

～ 大正 年 月 日生

注 ） ～ 歳で、心臓・腎臓、もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機

能に障害を有する者で未接種者を含む

２．風しんの追加的対策

風しんに係る公的な予防接種を受ける機会がなかった、昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日

までの間に生まれた男性に対して、風しんの抗体検査を実施し、抗体価の低い人に対して定期予防接種

を実施しました。（令和４年３月３１日までの時限措置）

令和元年度は昭和４７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間に生まれた男性に対してクーポン

券を送付し、昭和３７年４月２日から昭和４７年４月１日までの間に生まれた男性については、希望者

にクーポン券を送付しました。

クーポン券発行件数

（令和元年度末現在）

抗体検査実施件数

（令和 年 月末実施分まで）

予防接種実施件数

（令和 年 月末実施分まで）

件 件 件

３．風しんワクチン等予防接種費用助成制度

妊婦の風しん感染による 児の先天性風しん症候群の予防を目的として、風しん抗体が不十分で風し

んワクチン等の予防接種を行った者に対して、接種費用の半額助成を実施しました。

予防接種名 助成件数

風しんワクチン 件

麻しん風しん混合（ ）ワクチン 件

４．特別の理由による任意予防接種費用助成金支給制度

病気治療のために骨髄移植手術等を行うことで、予防接種で獲得した免疫が消失するため、任意で再

度予防接種を行った者に対して、接種費用の助成を実施しました。

・助成件数 ２件

５．すこやかナラシド♪予防接種ナビ（予防接種スケジュール携帯サイトサービス）

予防接種の種類が急に増え、開始年齢・接種間隔が種類ごとに異なるため、保護者がスケジュールを

管理するのが困難な状況となっており、安心して予防接種を実施できるようサービスを無料で提供しま

した。

・登録数（子どもの数） ６，１３３人（令和元年度末現在）
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（歯科保健事業）

歯と口腔の健康づくりのため、歯みがき教室、幼児むし歯予防指導、フッ化物洗口事業、成人歯科健

康診査事業、歯科保健健康教育、歯科コンクール等を実施しました。

種 別 人 数

歯みがき教室 人

幼児むし歯予防指導 人

フッ化物洗口事業 人

成人歯科健康診査事業
妊婦 人

・ ・ 歳 人

※歯科保健健康教育等 他機関からの依頼・再掲含む 人

合 計 人

※歯科保健健康教育等の内訳

幼児家庭教育学級 人 まちづくり出前講座 人

親子の講座・講習会 人 がん検診健康教育 人

小学校・中学校指導 人 にんじんまつり 人

あじさい療育支援センター歯科指導 人 合 計 人

歯科コンクール

種 別 人 数

親と子のよい歯のコンクール 人

高齢者のよい歯のコンクール 人

めざせ ！歯と口の健康づくり標語コンクール 点

（新型インフルエンザ等感染症対策事業）

１．住民接種マニュアルの作成に向けて、市医師会と協議を行いました。

２．国・県の新型インフルエンザ発生による想定訓練に合わせ、伝達訓練を実施しました。

令和元年１１月８日（金） 午後１時００分から１時１５分

（１） 伝達訓練

実 施 日：令和元年１１月８日（金） 午後１時１５分から１時４５分

実施場所：市庁舎３階Ｃ会議室及び各部管理課執務室 等

内 容：対策本部の構成員に伝達訓練を実施することにより、その役割について意識付

けをする。
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（歯科保健事業）

歯と口腔の健康づくりのため、歯みがき教室、幼児むし歯予防指導、フッ化物洗口事業、成人歯科健

康診査事業、歯科保健健康教育、歯科コンクール等を実施しました。

種 別 人 数

歯みがき教室 人

幼児むし歯予防指導 人

フッ化物洗口事業 人

成人歯科健康診査事業
妊婦 人

・ ・ 歳 人

※歯科保健健康教育等 他機関からの依頼・再掲含む 人

合 計 人

※歯科保健健康教育等の内訳

幼児家庭教育学級 人 まちづくり出前講座 人

親子の講座・講習会 人 がん検診健康教育 人

小学校・中学校指導 人 にんじんまつり 人

あじさい療育支援センター歯科指導 人 合 計 人

歯科コンクール

種 別 人 数

親と子のよい歯のコンクール 人

高齢者のよい歯のコンクール 人

めざせ ！歯と口の健康づくり標語コンクール 点

（新型インフルエンザ等感染症対策事業）

１．住民接種マニュアルの作成に向けて、市医師会と協議を行いました。

２．国・県の新型インフルエンザ発生による想定訓練に合わせ、伝達訓練を実施しました。

令和元年１１月８日（金） 午後１時００分から１時１５分

（１） 伝達訓練

実 施 日：令和元年１１月８日（金） 午後１時１５分から１時４５分

実施場所：市庁舎３階Ｃ会議室及び各部管理課執務室 等

内 容：対策本部の構成員に伝達訓練を実施することにより、その役割について意識付

けをする。

健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ４・１・４（生活習慣病予防費） 決 算 額

担 当 主 管 健 康 支 援 課

（成人保健活動事業）

１．健康教育

生活習慣病予防及び健康の保持・増進のため健康教育を実施しました。

健康教育実施状況

実施内容 実施回数 参加延人数

生活習慣病予防等 回 人

学校との連携による健康教育 回 人

食育・栄養に関すること 回 人

そ の 他 回 人

合 計 回 人

２．健康相談

生活習慣病予防及び健康の保持・増進のため健康相談を実施しました。

健康相談実施状況

実 施 内 訳 回数 人数（延）

面接による健康相談 回 人

電話等による健康相談 回 人

３．訪問指導

保健指導が必要と認められる者及びその家族等に対して訪問し、その健康に関する問題を総合的に把

握することで、生活習慣病等の予防、心身機能の低下の防止、健康の保持増進を図ることを目的に支援

しました。

・訪問指導実施者数 実人数 ９人 延人数 １６人

４．健康づくり推進事業

市民の主体的な健康づくりを推進することを目的に、健康づくりの登録ボランティアである健康づく

り推進員の育成・活動支援に取り組みました。

・令和元年度健康づくり推進員登録者数 ２５人（平成３１年４月１日現在）

① 健康づくり推進員研修会等

健康づくり推進員を対象に、主催事業の内容充実と安全に運営管理ができるよう、研修会等を実

施しました。

・栄養研修：実施回数 １回 参加人数 １９人

② 活動支援

健康づくり推進員が、主体的な活動ができるよう、習志野発見ウオーク・ヘルシーライフ料理教

室等の企画運営に関して支援しました。

・活動支援回数 ９６回

・支援した推進員延人数 ６４８人

・事業参加延人数 ７３３人
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主要な施策の概要 （単位：円）

（健康診査・がん検診等事業）

健康増進法に基づき健康診査（無保険者対象）、肝炎ウイルス検診、各種がん検診、骨粗しょう症検診

を実施しました。

１．受診状況

健 診 名 人 数

一般健康診査 人

肝炎ウイルス検診 人

が
ん
検
診

胃がん検診 人

胃がんリスク検診 人

子宮がん検診
人

（再検査 人

肺がん検診 人

乳がん検診 人

大腸がん検診 人

前立腺がん検診 人

骨粗しょう症検診 人

※子宮がん検診の再検査は、検体不良等により再度検査を実施したもの。

２．上記がん検診等による精密検査については、結果報告を受け、集計を行いました。その結果、がん・骨

粗しょう症と診断を受けた者の数は次のとおりです。（令和元年度実施分・令和２年４月末現在）

部 位 名 人 数

胃 人

子宮 人

肺 人

乳 人

大腸 人

前立腺 人

骨粗しょう症 人

合 計 人

３．がん検診推進事業等は、一定年齢の対象者に子宮頸がん、乳がん検診の無料クーポン券と検診手帳を

送付し、がん検診の受診促進を図りました。

対象者年齢 対象人数 クーポン利用者数（償還払い再掲） 利用率

子宮頸がん 歳 人 人 ％

乳がん 歳 人 人 （ 人 ） ％

（後期高齢者健康診査事業）

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、後期高齢者医療制度の加入者及び年度中に７５歳に到達す

る者を対象に、生活習慣病等の早期発見のため、身体計測、診察、血圧測定、血液検査、尿検査等の健康

診査を、千葉県後期高齢者医療広域連合からの委託により実施しました。

・受診者 ６，４３２人（うち３１人は、訪問健康診査）
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主要な施策の概要 （単位：円）

款項目（名称） ４・１・５（救急医療対策費） 決 算 額

担 当 主 管 健 康 支 援 課

（救急医療対策事業費）

休日・夜間における急な発病に対応するため急病診療業務を実施しました。

１．一次診療事業

（１）夜間毎日

午後８時から午後１１時まで、習志野市急病診療所において実施しました。

・診療日数 ３６６日 患者数 ２，４３２人

急病診療所利用状況 （単位：日・人）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合 計

診療日数

患者数

科目別

内訳

内科

小児科

（２）休日昼間

日曜・祝日・年末年始の午前９時から午後５時まで、市内１医療機関において輪番で実施しました。

・診療日数 ７６日 患者数 ４，５３２人

２．二次診療事業

下記の４医療機関が、輪番で実施しました。

・二次医療機関…千葉県済生会習志野病院、習志野第一病院、谷津保健病院、津田沼中央総合病院

実施日 時間帯 診療日数 患者数

毎日 午後 時から翌朝 時 日 人

日曜・祝日・年末年始 午前 時から午後 時 日 人

土曜日 午後 時から午後 時 日 人

３．小児二次診療事業

午後６時から翌朝８時まで、市内１医療機関で実施しました。（毎週月曜日）

・小児二次医療機関…谷津保健病院 診療日数 ５３日 患者数 ２２９人

（休日急病歯科診療所管理運営費）

日曜を除く祝日・年末年始の午前９時から正午まで、歯科疾患の応急処置を行うため、習志野市休日急

病歯科診療所において実施しました。

・年間診療日数 ２５日 患者数 １０４人

＜再掲＞年末年始 １２月２９日～１月３日の６日間 患者数 ６４人
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（災害医療事業費）

１．災害時の医療体制の整備を図るため、災害医療対策会議を開催しました。

第１回 開催日： 令和元年７月３０日 火

議 事： （１）令和元年度総合防災訓練について

第２回 開催日： 令和２年１月２４日（金）

議 事： （１）令和元年度総合防災訓練結果について

（２）「習志野市災害時医療救護活動マニュアル」の見直しについて

２．令和元年度習志野市総合防災訓練に合わせて、災害医療本部・各応急救護所（市内４ヶ所）設置訓練

及び災害医療本部・各応急救護所（市内４ヶ所）・救急告示病院（市内４ヶ所）間の情報伝達訓練（無

線による画像伝送訓練）等を実施しました。

実施日：令和元年９月８日（日）
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ４・１・６（葬祭事業費） 決 算 額

担 当 主 管 社 会 福 祉 課

（葬祭事業運営費）

住民福祉の向上を図るため、祭壇の飾り付けや霊柩車の運行を行いました。

なお、本市が行っていた霊柩自動車、祭壇については、令和２年３月３１日で廃止しました。

１．火葬処理体数

歳以上 歳未満 死胎等 合計

しおかぜホール茜浜 体 体 体 体

馬込斎場 体 体 体 体

合計 体 体 体 体

２．霊柩自動車使用状況

走行キロ数 実働日数 取扱件数 使用料収入

本市車両 日 件 円

しおかぜ発着 ― ―
バン型 件

ワンボックス型 件
―

馬込発着 ― ―
バン型 件

ワンボックス型 件
―

３．祭壇使用状況

区 分 五 段 型 三 段 型 二 段 型 合 計

件 数 仏式 件 仏式 件 神式 件 仏式 件 神式 件 件

使用料収入 円 円 円 円

（四市複合事務組合運営費（葬祭））

習志野市、船橋市、八千代市、鎌ヶ谷市の４市で斎場事業（火葬業務、式場業務、霊柩運送業務）を行

い、４市市民に対するサービスを図りました。

また、これまでの馬込斎場に加え、令和元年１０月８日より、本市茜浜にて２番目の斎場「しおかぜホ

ール茜浜」が供用開始となりました。

１．管理運営費負担金（斎場施設の管理運営及び施設の維持補修等の費用）

負担割合（本市分 １８．０％）

均 等 割 ３０％ うち本市分 ２５．０％ ３３，５９４，３００円

人 口 割 ３０％ うち本市分 １５．４％ ２０，７５０，３２３円

利用者割 ４０％ うち本市分 １４．６％ ２６，１６０，６９０円

分賦金（全体 ４４７，９２４，０００円） ８０，５０６，０００円（端数調整あり）

他市の負担割合、船橋市４７．５％、八千代市１９．７％、鎌ヶ谷市１４．８％

２．施設整備費負担金（斎場施設設置及び整備借入金の償還費用）

負担割合（本市分 １８．３％）

均 等 割 ３０％ うち本市分 ２５．０％ ２，１５９，１００円

人 口 割 ７０％ うち本市分 １５．４％ ３，１１１，７８０円（端数調整あり）

分賦金（全体 ２８，７８８，０００円） ５，２７１，０００円

他市の負担割合、船橋市４７．４％、八千代市１９．９％、鎌ヶ谷市１４．４％
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

３．第２斎場整備費負担金

負担割合（本市分 １８．３％）

均 等 割 ３０％ うち本市分 ２５．０％ ７５，６９４，６５０円

人 口 割 ７０％ うち本市分 １５．５％ １０９，０９４，０９４円

分賦金（全体 １，００９，２６２，０００円） １８４，７８８，０００円（端数調整あり）

他市の負担割合、船橋市４７．４％、八千代市１９．９％、鎌ヶ谷市１４．４％

４．負担金計（１＋２＋３）２７０，５６５，０００円

５．しおかぜホール茜浜、馬込斎場施設概要

式場・待合室 火葬施設 霊柩車 駐車場

しおかぜホール茜浜

式場４室

待合室１５室

キッズルーム

売店 他

火葬炉１２基

告別・収骨室５室

遺体保管室１２体 他 バン型２台

ワンボックス型１台

（２施設で共用）

３００台分

馬込斎場

式場４室

控室１２室

売店他

火葬炉１５基

収骨室６室

遺体保管室１６体

告別ホール 他

２００台分
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ４・１・７（海浜霊園事業費） 決 算 額

担 当 主 管 社 会 福 祉 課

（海浜霊園運営費）

墓地の環境を維持し、安全で安心して利用者がお参りできる墓地の管理を行いました。

１．霊園使用状況 令和 年 月末現在

墓地種別 面積 墓地数 返還 許可数
許可数の内訳

市 内 市 外

第 種 ㎡ 基 基 基 人 人

第 種 ㎡ 基 基 基 人 人

第 種 ㎡ 基 基 基 人 人

合 計 基 基 基 人 人

２．墓石建立状況（カロートのみを含む）

墓地種別 令和 年 月 日現在 令和元年度中建立件数

第 種 件 件

第 種 件 件

第 種 件 件

合 計 件 件

３．休憩室利用状況

・休憩室内訳 管理事務所奥：和室１０畳（２０名）・和室１２畳（２５名）

作業員詰所脇：洋室（３０名）

・開室時間 午前１０時～午後３時５０分

・利用時間 １回 １時間３０分

・利用件数 ２１１件 ２，５０４人（和室１２３件・１，４１１人、洋室８８件・１，０９３人）

※ 納骨、法事に伴う休憩室利用（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の

ため、令和２年２月２９日より利用中止）

４．墓地使用者の募集

（１）一般墓地

海浜霊園の一般墓地は、返還された墓地４５区画の使用者を募集し、応募数が募集数を上回った種

別については抽選を行い、使用者を決定しました。

応募数が募集数を下回った種別については、使用者の追加募集を行いました。

① ６月募集分

種別 形式 募集数 応募数 許可数 倍率

第 種（ ㎡）
和式 区画 件 件 倍

洋式 区画 件 件 倍

第 種（ ㎡）
和式 区画 件 件 ―

洋式 区画 件 件 倍

② 追加募集分

種別 形式 募集数 応募数 許可数

第 種（ ㎡） 和式 区画 件 件

第 種（ ㎡） 和式 区画 件 件
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

（２）合葬式墓地

海浜霊園合葬式墓地は、焼骨保持者に対しては１体用６体、２体用１０組、生前予約申込者に対し

ては１体用６体の使用者の募集を行いました。すべての申し込み区分において応募者数が募集数を上

回ったため抽選を行い、使用者を決定しました。

募集状況

申込区分 募集数 応募数 許可数 倍率

生前予約 体用 体 件 体 倍

焼骨保持 体用 体 件 件 倍

焼骨保持 体用 組 件 組 倍

【海浜霊園の概要】

（１）所在地 習志野市芝園３－１－１

（２）開設 昭和５７年７月

（３）面積 霊園総面積 ７９，８１９㎡

霊園許可面積 ７３，９５８㎡

墳墓面積 ３５，５０２㎡

（４）建物 管理事務所（木造平屋建） ３３９．５１㎡

作業員詰所（鉄骨平屋建） １６３．９３㎡

休憩所 ３１．３６㎡

（５）開園時間

① 通常 午前９時～午後４時３０分

（４・５・６・９・１０月の土・日・祝日は午前９時～午後５時）

② 夏季（７・８月） 午前９時～午後６時

③ お盆（８月１３～１６日） 午前６時～午後７時

④ 彼岸（春・秋） 午前７時～午後６時

【墓地の概要】

種 別 第 種 第 種 第 種

区 画 数 区画 区画 区画

区画あたり面積 ㎡ ㎡ ㎡

永 代 使 用 料 円 円 円

管理料
まで 円／年 円／年 円／年

から 円／年 円／年 円／年

※他に無縁墓地１基 （延べ面積 ㎡ 総保管体数 体）

【合葬式墓地の概要】

（１）構 造 鉄筋コンクリート造り 地上１階 納骨室 ・地下１階 合葬室

（２）収蔵体数 １ ８２４体

（３）使 用 料 １体用 １０４，０００円 ２体用 ２０８，０００円

（合葬式墓地整備事業）

１体用の納骨壇を４０壇（４０体分）、２体用の納骨壇を３２壇（６４体分）購入し、今後の対応に備え

ました。
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健康福祉部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ４・１・８（霊堂事業費） 決 算 額

担 当 主 管 社 会 福 祉 課

（鷺沼霊堂運営費）

良好な納骨堂としての環境を維持し、安全で安心して利用者がお参りできる納骨堂の管理を行いました。

１．霊堂使用状況 使用者数 ４７８壇 （合計壇数 ５５０壇）

２．休憩室利用状況 【和室２０畳 １室】

・利用件数 ０件 ０人

※法事等による休憩室利用

【鷺沼霊堂の概要】

（１）所在地 習志野市鷺沼３－９－６

（２）開設 昭和５３年７月

（３）面積 敷地面積 １ ６３９．６５㎡

建築面積 ５６８．５４㎡

延床面積 １ ００６．４２㎡

（４）構造 鉄筋コンクリート造り

（５）規模 地下１階及び平屋建

（６）開館時間 午前９時～午後４時

（休業日：月曜日、１月１日～３日 お盆・彼岸は毎日開館）

（７）管理料 年額６，４８０円（令和元年９月３０日まで）

年額６，６００円（令和元年１０月１日から）
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 健康福祉部 健康福祉部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

３．１．２ 四市複合事務組合運営費（三山園）

特別養護老人ホーム「三山園」施設整備費 船橋市三山２－３－２

３．１．３ 東部保健福祉センター運営費

東部保健福祉センター外部改修工事他設計業務委託 屋敷４－６－６

東部保健福祉センター駐車場側溝グレーチング設置工事 屋敷４－６－６

旧内職センター解体工事 屋敷４－６－６

旧内職センター解体工事（ガス設備工事） 屋敷４－６－６

３．１．４ 花の実園運営費

花の実園厨房鉄骨倉庫解体工事 秋津３－４－１

４．１．１ ヘルスステーション事業運営費

東習志野8丁目会館　空調機交換工事　3台 東習志野８－２２－２２

４．１．６ 四市複合事務組合運営費（葬祭）

施設整備負担金 船橋市馬込町１１０２－１

第２斎場整備費負担金 茜浜３－７－６

４．１．７ 海浜霊園運営費

海浜霊園管理事務所等改修工事設計業務委託 芝園３－１－１

海浜霊園外柵石購入費 芝園３－１－１

４．１．７ 合葬式墓地整備事業

海浜霊園合葬式墓地納骨壇設置工事 芝園３－１－１

４．１．８ 鷺沼霊堂運営費

鷺沼霊堂事務所エアコン設置工事 鷺沼３－９－６

事　業　概　要
左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
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 健康福祉部 健康福祉部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

３．１．２ 四市複合事務組合運営費（三山園）

特別養護老人ホーム「三山園」施設整備費 船橋市三山２－３－２

３．１．３ 東部保健福祉センター運営費

東部保健福祉センター外部改修工事他設計業務委託 屋敷４－６－６

東部保健福祉センター駐車場側溝グレーチング設置工事 屋敷４－６－６

旧内職センター解体工事 屋敷４－６－６

旧内職センター解体工事（ガス設備工事） 屋敷４－６－６

３．１．４ 花の実園運営費

花の実園厨房鉄骨倉庫解体工事 秋津３－４－１

４．１．１ ヘルスステーション事業運営費

東習志野8丁目会館　空調機交換工事　3台 東習志野８－２２－２２

４．１．６ 四市複合事務組合運営費（葬祭）

施設整備負担金 船橋市馬込町１１０２－１

第２斎場整備費負担金 茜浜３－７－６

４．１．７ 海浜霊園運営費

海浜霊園管理事務所等改修工事設計業務委託 芝園３－１－１

海浜霊園外柵石購入費 芝園３－１－１

４．１．７ 合葬式墓地整備事業

海浜霊園合葬式墓地納骨壇設置工事 芝園３－１－１

４．１．８ 鷺沼霊堂運営費

鷺沼霊堂事務所エアコン設置工事 鷺沼３－９－６

事　業　概　要
左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
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健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ １ １９ 社会福祉課 民生委員活動費

（習志野市民生委員児

童委員協議会補助金）

習志野市民生委員児童委員

協議会

会長 高橋 君枝

民生委員児童委員協議会の円滑な事業運営により、社会福祉の増進を図るため補助しました。

民生委員児童委員数 名（平成 年 月 日現在）

社会福祉協議会補助

事業

（習志野市社会福祉

協議会補助金）

社会福祉法人

習志野市社会福祉協議会

会長 海寳 嘉胤

地域における福祉活動の推進母体として、社会福祉協議会の福祉活動を育成支援するために

補助しました。

．福祉活動費（事務局人件費相当額）

．支部活動費（ 支部）

献血推進事業

（習志野市献血推進

協議会補助金）

習志野市献血推進協議会

会長 田所 喜美子

献血者の増加による血液の安定的供給を図るために補助しました。

委員 人

３ １ ２ １９ 高齢者支援課 高齢者ふれあい

元気事業

（習志野市高齢者ふれ

あい元気事業補助金）

本大久保連合町会

会長 竹内 清

他 町会

高齢者を対象に社会参加や健康づくりを促進し、併せて敬老精神を高めることを目的に連合町会・

町会・自治会等が主催し、実施した事業に対し補助しました。

実施割合 ％

あじさいクラブ活動

事業

（習志野市あじさい

クラブ補助金）

習志野市あじさいクラブ

連合会

会長 越智 桂

市内老人クラブ クラブ

高齢者の生きがいと、健康づくりのための多様な社会活動を促進するため、次の事業に対し、単位

老人クラブ及びあじさいクラブ連合会に対し補助しました。

．老人クラブの指導育成

．会員相互による奉仕活動、レクリエーションの実施、地域社会との交流促進

．高齢者の健康保持増進及び教養の向上のための活動（芸能・カラオケ大会 参加者 人）の実施

．高齢者の連帯感の醸成、体力づくり、健康づくりを目的としてスポーツ大会を実施

種 目 高齢者スポーツ大会、グラウンドゴルフ大会、パークゴルフ大会、ペタンク大会

会員数 人 スポーツ大会参加者 延 人

シルバー人材センター

補助事業

（公益社団法人習志野

市シルバー人材センタ

ー補助金）

公益社団法人

習志野市シルバー人材センター

会長 吉野 和男

高齢者に適した仕事を開拓し、それを請負い、会員にその仕事に従事してもらうことにより、

高齢者の社会参加の促進と生きがいの充実を図るため、シルバー人材センターに対し運営費を補助

しました。

会員数 人 契約件数 件 延就業人員数 人

- 212 -



健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ １ １９ 社会福祉課 民生委員活動費

（習志野市民生委員児

童委員協議会補助金）

習志野市民生委員児童委員

協議会

会長 高橋 君枝

民生委員児童委員協議会の円滑な事業運営により、社会福祉の増進を図るため補助しました。

民生委員児童委員数 名（平成 年 月 日現在）

社会福祉協議会補助

事業

（習志野市社会福祉

協議会補助金）

社会福祉法人

習志野市社会福祉協議会

会長 海寳 嘉胤

地域における福祉活動の推進母体として、社会福祉協議会の福祉活動を育成支援するために

補助しました。

．福祉活動費（事務局人件費相当額）

．支部活動費（ 支部）

献血推進事業

（習志野市献血推進

協議会補助金）

習志野市献血推進協議会

会長 田所 喜美子

献血者の増加による血液の安定的供給を図るために補助しました。

委員 人

３ １ ２ １９ 高齢者支援課 高齢者ふれあい

元気事業

（習志野市高齢者ふれ

あい元気事業補助金）

本大久保連合町会

会長 竹内 清

他 町会

高齢者を対象に社会参加や健康づくりを促進し、併せて敬老精神を高めることを目的に連合町会・

町会・自治会等が主催し、実施した事業に対し補助しました。

実施割合 ％

あじさいクラブ活動

事業

（習志野市あじさい

クラブ補助金）

習志野市あじさいクラブ

連合会

会長 越智 桂

市内老人クラブ クラブ

高齢者の生きがいと、健康づくりのための多様な社会活動を促進するため、次の事業に対し、単位

老人クラブ及びあじさいクラブ連合会に対し補助しました。

．老人クラブの指導育成

．会員相互による奉仕活動、レクリエーションの実施、地域社会との交流促進

．高齢者の健康保持増進及び教養の向上のための活動（芸能・カラオケ大会 参加者 人）の実施

．高齢者の連帯感の醸成、体力づくり、健康づくりを目的としてスポーツ大会を実施

種 目 高齢者スポーツ大会、グラウンドゴルフ大会、パークゴルフ大会、ペタンク大会

会員数 人 スポーツ大会参加者 延 人

シルバー人材センター

補助事業

（公益社団法人習志野

市シルバー人材センタ

ー補助金）

公益社団法人

習志野市シルバー人材センター

会長 吉野 和男

高齢者に適した仕事を開拓し、それを請負い、会員にその仕事に従事してもらうことにより、

高齢者の社会参加の促進と生きがいの充実を図るため、シルバー人材センターに対し運営費を補助

しました。

会員数 人 契約件数 件 延就業人員数 人
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健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ ３ １９ 高齢者支援課 介護施設等整備事業

（習志野市介護施設等

整備事業補助金）

株式会社 愛総合福祉

代表取締役 髙柳 尚明

開設時から安定した質の高いサービスを提供する体制整備を支援するため、地域密着型サービスを

開設する法人に対し、開設準備に係る費用の一部を補助しました。

事業者名 地域密着型サービスの種類

愛・グループホーム奏の杜 認知症高齢者グループホーム

愛・小規模多機能奏の杜 小規模多機能型居宅介護事業所

３ １ ４ １９ 障がい福祉課 障がい者施設等

補助事業

（習志野市生活ホーム

運営費補助金）
特定非営利活動法人とまりぎ

理事長 岸本 昭博

社会的自立を目指して、知的障がい者が利用する「生活ホーム」の運営費及び家賃の一部を補助

しました。

事業所 利用者実人数 人 計 円

内訳

（事業所名） （利用者実人数） （補助金額）

かつみ荘 人 円

生活館 人 円

無言の絆 人 円

特定非営利活動法人グループ彩

理事長 三宅 昌子

知的障害者生活ホーム無言の絆

代表 長嶋 スイ

（習志野市障害者

小規模施設整備費等

補助金）

医療法人社団 和康会

あかしあ

理事長 三橋 司

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく共同生活援助

（グループホーム）サテライト型居室の増床における設備整備費を補助しました。

事業所 円

（習志野市障がい者

グループホーム

運営費補助金）

社会福祉法人清和園

理事長 清水 一人

グループホームの運営の安定を図り障がい者の地域移行を一層推進するため、運営費補助金を

交付しました。

事業者 対象となる利用者 人 計 円特定非営利活動法人じょいんと

代表 石津谷 法子

医療法人社団和康会

理事長 三橋 司

社会福祉法人あひるの会

理事長 岡崎 幸子

株式会社トラス

代表取締役 木村 京市

医療法人同和会

理事長 服部 孝道

合同会社ひだまりサポート

代表社員 谷本 真

株式会社

代表取締役 隈部 翔

特定非営利活動法人

自立サポートネット流山

理事長 小野内 裕治
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健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ ３ １９ 高齢者支援課 介護施設等整備事業

（習志野市介護施設等

整備事業補助金）

株式会社 愛総合福祉

代表取締役 髙柳 尚明

開設時から安定した質の高いサービスを提供する体制整備を支援するため、地域密着型サービスを

開設する法人に対し、開設準備に係る費用の一部を補助しました。

事業者名 地域密着型サービスの種類

愛・グループホーム奏の杜 認知症高齢者グループホーム

愛・小規模多機能奏の杜 小規模多機能型居宅介護事業所

３ １ ４ １９ 障がい福祉課 障がい者施設等

補助事業

（習志野市生活ホーム

運営費補助金）
特定非営利活動法人とまりぎ

理事長 岸本 昭博

社会的自立を目指して、知的障がい者が利用する「生活ホーム」の運営費及び家賃の一部を補助

しました。

事業所 利用者実人数 人 計 円

内訳

（事業所名） （利用者実人数） （補助金額）

かつみ荘 人 円

生活館 人 円

無言の絆 人 円

特定非営利活動法人グループ彩

理事長 三宅 昌子

知的障害者生活ホーム無言の絆

代表 長嶋 スイ

（習志野市障害者

小規模施設整備費等

補助金）

医療法人社団 和康会

あかしあ

理事長 三橋 司

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく共同生活援助

（グループホーム）サテライト型居室の増床における設備整備費を補助しました。

事業所 円

（習志野市障がい者

グループホーム

運営費補助金）

社会福祉法人清和園

理事長 清水 一人

グループホームの運営の安定を図り障がい者の地域移行を一層推進するため、運営費補助金を

交付しました。

事業者 対象となる利用者 人 計 円特定非営利活動法人じょいんと

代表 石津谷 法子

医療法人社団和康会

理事長 三橋 司

社会福祉法人あひるの会

理事長 岡崎 幸子

株式会社トラス

代表取締役 木村 京市

医療法人同和会

理事長 服部 孝道

合同会社ひだまりサポート

代表社員 谷本 真

株式会社

代表取締役 隈部 翔

特定非営利活動法人

自立サポートネット流山

理事長 小野内 裕治
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健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ ４ １９ 障がい福祉課 （習志野市障がい者

グループホーム

運営費補助金）

特定非営利活動法人１ １

理事長 武井 剛

内訳

事業者名 グループホーム名
補助対象の

利用者数
補助額

社会福祉法人清和園
ゆいまーる習志野グループホーム

みずき、けやき、すみれ、なでしこ
人 円

特定非営利活動法人じょいんと ならしのグレース 人 円

医療法人社団和康会 あかしあ、ほほえみⅡ、ほほえみ 人 円

社会福祉法人あひるの会 あかねホーム幕張第二 人 円

株式会社トラス マイン船橋 １、マイン２ 人 円

医療法人同和会 グリーンハイツⅡ、カサブランカ 人 円

合同会社ひだまりサポート ひだまりのいえ芝山 人 円

株式会社 星のいえ 人 円

特定非営利活動法人自立サポートネット流山 クローバさざんか 人 円

特定非営利活動法人１ ありえす 人 円

社会福祉法人よつば グループホームクローバーハウス 人 円

社会福祉法人まつど育成会 人 円

特定非営利活動法人カム・トゥルー カム・トゥルーＨＯＭＥ’Ｓ希ホーム 人 円

特定非営利活動法人 千葉精神保健福祉ネット ハウス中国分 人 円

ＮＰＯ法人鎌ヶ谷たんぽぽクラブ ｍｙペアホーム鎌ヶ谷 人 円

有限会社エイド・サポート
だいこく、だいこくサテライト、

きずなハウス、スタートホーム
人 円

特定非営利活動法人たちばな学舎 グループホームたちばな 人 円

株式会社和光
グループホームマリン・ハウス

（マリン・ハウス１１）
人 円

合同会社夢工場 ドリームハウス東船橋、ドリームハウス山手 人 円

特定非営利活動法人

ライフ・サポーティング君津
ふれあい館Ⅱ 人 円

特 定 非 営 利 活 動 法 人 就 労 生 活 定 着 支 援 セ ン タ ー リ ー ブ リーブ第 飯富ハイツ 人 円

特定非営利活動法人とまりぎ みのり・やまと・とんぼ 人 円

特定非営利活動法人ユーカリサンシャイン ユーカリハウスⅡ 人 円

社会福祉法人菜の花会
菜の花ホームズ フレンドリーホ

ーム
人 円

特定非営利活動法人成良会 ウエスト 人 円

一般社団法人アールイー ロイヤルハウス ロイヤル塚田 人 円

特定非営利活動法人ぽぴあ
ぽぴあホーム浜宿の家、ぽぴあホーム

のぞみ野の家、ぽぴあホーム蔵波台の家
人 円

合同会社なゆた グループホームなゆた船橋金杉 人 円

社会福祉法人オリーブの樹 鉄腕アットホーム （ルフト桜木 ） 人 円

合計 事業者 人 円

社会福祉法人よつば

理事長 勝本 正實

社会福祉法人まつど育成会

理事長 八田 正昭

特定非営利活動法人

カム・トゥルー

理事長 石﨑 達也

特定非営利活動法人

千葉精神保健福祉ネット

理事長 近藤 昭子

ＮＰＯ法人

鎌ヶ谷たんぽぽクラブ

理事長 小宮 裕子

有限会社エイド・サポート

代表取締役 安村 遠

特定非営利活動法人

たちばな学舎

理事長 木村 容子

株式会社和光

代表取締役 坂本 元美

合同会社夢工場

代表社員 八木 貴志

特定非営利活動法人

ライフ・サポーティング君津

理事長 高田 和明

特定非営利活動法人

就労生活定着支援センターリーブ

理事長 勝田 文典

特定非営利活動法人

とまりぎ

理事長 岸本 昭博

特定非営利活動法人

ユーカリサンシャイン

理事長 望月 寿美子

社会福祉法人菜の花会

理事長 小林 勉

特定非営利活動法人成良会

理事長 倉内 章彦
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健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ ４ １９ 障がい福祉課 （習志野市障がい者

グループホーム

運営費補助金）

特定非営利活動法人１ １

理事長 武井 剛

内訳

事業者名 グループホーム名
補助対象の

利用者数
補助額

社会福祉法人清和園
ゆいまーる習志野グループホーム

みずき、けやき、すみれ、なでしこ
人 円

特定非営利活動法人じょいんと ならしのグレース 人 円

医療法人社団和康会 あかしあ、ほほえみⅡ、ほほえみ 人 円

社会福祉法人あひるの会 あかねホーム幕張第二 人 円

株式会社トラス マイン船橋 １、マイン２ 人 円

医療法人同和会 グリーンハイツⅡ、カサブランカ 人 円

合同会社ひだまりサポート ひだまりのいえ芝山 人 円

株式会社 星のいえ 人 円

特定非営利活動法人自立サポートネット流山 クローバさざんか 人 円

特定非営利活動法人１ ありえす 人 円

社会福祉法人よつば グループホームクローバーハウス 人 円

社会福祉法人まつど育成会 人 円

特定非営利活動法人カム・トゥルー カム・トゥルーＨＯＭＥ’Ｓ希ホーム 人 円

特定非営利活動法人 千葉精神保健福祉ネット ハウス中国分 人 円

ＮＰＯ法人鎌ヶ谷たんぽぽクラブ ｍｙペアホーム鎌ヶ谷 人 円

有限会社エイド・サポート
だいこく、だいこくサテライト、

きずなハウス、スタートホーム
人 円

特定非営利活動法人たちばな学舎 グループホームたちばな 人 円

株式会社和光
グループホームマリン・ハウス

（マリン・ハウス１１）
人 円

合同会社夢工場 ドリームハウス東船橋、ドリームハウス山手 人 円

特定非営利活動法人

ライフ・サポーティング君津
ふれあい館Ⅱ 人 円

特 定 非 営 利 活 動 法 人 就 労 生 活 定 着 支 援 セ ン タ ー リ ー ブ リーブ第 飯富ハイツ 人 円

特定非営利活動法人とまりぎ みのり・やまと・とんぼ 人 円

特定非営利活動法人ユーカリサンシャイン ユーカリハウスⅡ 人 円

社会福祉法人菜の花会
菜の花ホームズ フレンドリーホ

ーム
人 円

特定非営利活動法人成良会 ウエスト 人 円

一般社団法人アールイー ロイヤルハウス ロイヤル塚田 人 円

特定非営利活動法人ぽぴあ
ぽぴあホーム浜宿の家、ぽぴあホーム

のぞみ野の家、ぽぴあホーム蔵波台の家
人 円

合同会社なゆた グループホームなゆた船橋金杉 人 円

社会福祉法人オリーブの樹 鉄腕アットホーム （ルフト桜木 ） 人 円

合計 事業者 人 円

社会福祉法人よつば

理事長 勝本 正實

社会福祉法人まつど育成会

理事長 八田 正昭

特定非営利活動法人

カム・トゥルー

理事長 石﨑 達也

特定非営利活動法人

千葉精神保健福祉ネット

理事長 近藤 昭子

ＮＰＯ法人

鎌ヶ谷たんぽぽクラブ

理事長 小宮 裕子

有限会社エイド・サポート

代表取締役 安村 遠

特定非営利活動法人

たちばな学舎

理事長 木村 容子

株式会社和光

代表取締役 坂本 元美

合同会社夢工場

代表社員 八木 貴志

特定非営利活動法人

ライフ・サポーティング君津

理事長 高田 和明

特定非営利活動法人

就労生活定着支援センターリーブ

理事長 勝田 文典

特定非営利活動法人

とまりぎ

理事長 岸本 昭博

特定非営利活動法人

ユーカリサンシャイン

理事長 望月 寿美子

社会福祉法人菜の花会

理事長 小林 勉

特定非営利活動法人成良会

理事長 倉内 章彦
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健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ ４ １９ 障がい福祉課 （習志野市障がい者

グループホーム

運営費補助金）

一般社団法人アールイー

理事長 髙橋 茂之

特定非営利活動法人ぽぴあ

理事長 関口 幸一

合同会社なゆた

代表役員 穴澤 達徳

社会福祉法人オリーブの樹

理事長 加藤 裕二

（生活介護あきつ園

施設整備資金借入金

補助金及び利子補給金）

社会福祉法人習愛会

理事長 大塩 幸雄

生活介護事業を実施するあきつ園の円滑な運営を図るため、独立行政法人福祉医療機構からの

施設整備に係る借入償還金等に対し補助しました。

（習志野市障害福祉

サービス等通所施設

整備資金借入金に係る

利子補給金）

特定非営利活動法人

希望の虹

理事長 豊嶋 美枝子

市内に通所施設を整備する事業者に対し、整備後の円滑な運営に資するため、独立行政法人

福祉医療機構からの借入金に係る償還利子額を補助しました。

４ １ １ １９ 健康支援課 薬剤師会助成事業

（習志野市薬剤師会

補助金）

習志野市薬剤師会

会長 櫛方 絢子

災害発生時における一般医薬品の備蓄や市民に向けた薬の正しい使い方、生活習慣病等の健康維持の

ための啓発活動に対し、補助しました。 会員数 人（令和 年 月末現在）

公衆浴場組合助成事業

（習志野市公衆浴場設

備改善事業費補助金）

（鷺沼温泉）

代表 嶋田 勢以子

千葉県公衆浴場業生活衛生同業組合に加入している組合員が実施した施設設備の改善について助成し、

公衆浴場の施設維持を支援しました。

骨髄移植ドナー支援事

業 骨髄移植ドナー支

援事業助成金

骨髄移植ドナーとなった市民 骨髄・末梢血幹細胞移植の実現及び骨髄・末梢血幹細胞登録者の増加を図るため、公益財団法人日本

骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業において骨髄・末梢血幹細胞提供者となった者に対し、助成金を

交付しました。
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健康福祉部 健康福祉部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３ １ ４ １９ 障がい福祉課 （習志野市障がい者

グループホーム

運営費補助金）

一般社団法人アールイー

理事長 髙橋 茂之

特定非営利活動法人ぽぴあ

理事長 関口 幸一

合同会社なゆた

代表役員 穴澤 達徳

社会福祉法人オリーブの樹

理事長 加藤 裕二

（生活介護あきつ園

施設整備資金借入金

補助金及び利子補給金）

社会福祉法人習愛会

理事長 大塩 幸雄

生活介護事業を実施するあきつ園の円滑な運営を図るため、独立行政法人福祉医療機構からの

施設整備に係る借入償還金等に対し補助しました。

（習志野市障害福祉

サービス等通所施設

整備資金借入金に係る

利子補給金）

特定非営利活動法人

希望の虹

理事長 豊嶋 美枝子

市内に通所施設を整備する事業者に対し、整備後の円滑な運営に資するため、独立行政法人

福祉医療機構からの借入金に係る償還利子額を補助しました。

４ １ １ １９ 健康支援課 薬剤師会助成事業

（習志野市薬剤師会

補助金）

習志野市薬剤師会

会長 櫛方 絢子

災害発生時における一般医薬品の備蓄や市民に向けた薬の正しい使い方、生活習慣病等の健康維持の

ための啓発活動に対し、補助しました。 会員数 人（令和 年 月末現在）

公衆浴場組合助成事業

（習志野市公衆浴場設

備改善事業費補助金）

（鷺沼温泉）

代表 嶋田 勢以子

千葉県公衆浴場業生活衛生同業組合に加入している組合員が実施した施設設備の改善について助成し、

公衆浴場の施設維持を支援しました。

骨髄移植ドナー支援事

業 骨髄移植ドナー支

援事業助成金

骨髄移植ドナーとなった市民 骨髄・末梢血幹細胞移植の実現及び骨髄・末梢血幹細胞登録者の増加を図るため、公益財団法人日本

骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業において骨髄・末梢血幹細胞提供者となった者に対し、助成金を

交付しました。
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（９） こ ど も 部



こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・１（児童福祉総務費） 決 算 額

担 当 主 管 こ ど も 政 策 課

（地域子ども・子育て支援事業

子ども・子育て支援法に基づき策定した習志野市子ども・子育て支援事業計画を推進するため、また、令和

２年度から令和６年度までを計画期間とする、次期計画を策定するため、保護者・事業者・子育て支援に係る

団体の代表者等で構成する習志野市子ども・子育て会議を開催しました。

・習志野市子ども・子育て会議（５回実施） 委員１５名

第１回 ５月３０日（木） 第２回 ８月 １日（木） 第３回 ９月 ２５日（水）

第４回 １１月１３日（水） 第５回 １月１５日（水）

（地域型保育整備事業）

子ども・子育て支援新制度において創設された、地域型保育事業の整備を促進するため、小規模保育事

業所２施設の設置運営事業者の公募・選考を行うとともに、認可外保育施設から移行した２施設も含め、

４施設に対する施設整備費の一部を補助しました。

また、小規模保育事業所９施設について、施設の実地検査及び監査を実施しました。

≪施設整備概要≫

中学校区 施設名 設置運営法人 定員 補助金額 備考

第一中

学校区
みらいつむぎ谷津保育園

一般社団法人

絲
人 円 公募

第一中

学校区
ひまわり保育園

ラビットポケット

株式会社
人 円 公募

第五中

学校区

ポピンズナーサリースクール

イオンモール津田沼

株式会社

ポピンズ
人 円

認可外から

移行

第七中

学校区
ロゼッタ保育園

有限会社

ウェルフェア
人 円

認可外から

移行
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

≪実地検査及び監査実施日≫

実施日 対象施設 運営法人

令和 年 月 日 杜の子保育園 株式会社 新星

令和 年 月 日 ひまわり保育園 ラビットポケット 株式会社

令和 年 月 日 ひまわり保育園 ラビットポケット 株式会社

令和 年 月 日 ひまわり保育園 ラビットポケット 株式会社

令和 年 月 日

サンライズキッズ保育園津田沼園 株式会社 エクシオジャパン

サンライズキッズ保育園奏の杜園 株式会社 エクシオジャパン

サンライズキッズ保育園谷津園 株式会社 エクシオジャパン

令和 年 月 日 キッズスペース みもみ 社会福祉法人 青葉学園

令和 年 月 日 実籾保育園 法人 子育て 番

（民間認可保育所等施設整備事業）

（仮称）京進のほいくえんＨＯＰＰＡ津田沼ザ・タワーの施設整備費の一部を補助しました。

≪施設整備概要≫

中学校区 施設名 設置運営法人 定員 補助金額 備考

第一中

学校区

（仮称）京進のほいくえん

ＨＯＰＰＡ津田沼ザ・タワー

株式会社

ＨＯＰＰＡ
人 円

令和 年 月

開設予定
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課

（民間保育施設賃借料助成事業

市内に設置された カ所の民間保育施設に対し施設賃借料の一部を助成しました。

施 設 所 在 地 施 設 名 称 助 成 金 額

茜浜

ハイパーモールメルクス 階
リトルガーデン新習志野 円

津田沼 チューリップナーサリー 円

津田沼

イオン津田沼 階
ポピンズキッズルーム イオン津田沼 円

谷津

モリシア津田沼 階
キッズ☆ガーデン 津田沼駅前園 円

谷津

アーバンビル 階 そらまめ幼保園 津田沼駅前第二園 円

合 計 ５ 施 設 円

（幼児教室等施設費助成事業）

幼児教室等 歳児以上の未就園児の保育を実施する保護者で組織された団体 に対して、施設賃借料の

一部を補助しました。 １団体 円

（民間認可保育所運営費助成事業

「社会福祉法人ひこばえ」（かすみ保育園）、「社会福祉法人すずみ会」（若松すずみ保育園）、

「社会福祉法人千葉明徳会」（明徳そでにの保育園）、「株式会社日本保育サービス」（アスクかなで

のもり保育園、アスクかなでのもり第二保育園）、「株式会社生活設計」（キッズ☆ガーデン奏の杜園）、

「社会福祉法人習志野」（谷津みのり保育園、菊田みのり保育園）、「株式会社ブルーム」（そらまめ

保育園かなでの杜）、「社会福祉法人八千代美香会」（ブレーメン津田沼保育園）、「学校法人正良学園」

（ＣＯＯ本大久保保育園）に対し、民間認可保育所の運営に係る費用を助成しました。
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

※運営費補助金には、延長保育等事業費補助金、処遇改善事業費補助金、宿舎借上げ支援事業費補助金

（うち９施設）も含む。

※かすみ保育園の運営費補助金には、認可保育所施設整備資金借入金償還利子補助金を含む。

施設所在地 施設名称 補助金または扶助費の名称 助 成 金 額

香澄 かすみ保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

東習志野 若松すずみ

保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

鷺沼
明徳そでにの

保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

奏の杜

奏の杜フォルテ 階

アスクかなで

のもり保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

奏の杜

アスク

かなでのもり

第二保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

奏の杜
キッズ☆ガー

デン奏の杜園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

谷津
谷津みのり

保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

奏の杜
そらまめ保育

園かなでの杜

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

津田沼
ブレーメン

津田沼保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

津田沼
菊田みのり

保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

本大久保
ＣＯＯ

本大久保

保育園

民間認可保育所運営費補助金 円

民間認可保育所運営事業費

（公定価格：扶助費）
円

合合 計計 円円
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（小規模保育事業運営費助成事業）

「社会福祉法人青葉学園」（キッズスペース みもみ２ ）、「 法人子育て 番」 実籾保育園 、

「ラビットポケット株式会社」（ひまわり保育園２ 、ひまわり保育園３ 、ひまわり保育園）、「株式

会社エクシオジャパン」（サンライズキッズ保育園津田沼園、サンライズキッズ保育園奏の杜園、サンラ

イズキッズ保育園谷津園）、「株式会社新星」（杜の子保育園）、「有限会社ウェルフェア」（ロゼッタ

保育園）に対し、小規模保育事業所の運営に係る費用を助成しました。

※運営費補助金には、延長保育等事業費補助金、処遇改善事業費補助金、宿舎借上げ支援事業費補助金

（うち６施設）も含む。

施設所在地 施設名称 補助金または扶助費の名称 助 成 金 額

東習志野

ブレーメン習志野 階

キッズスペース

みもみ２

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

実籾

天野ﾋﾞﾙ 階
実籾保育園

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

大久保

ｴｽﾀｼｵ 階

ひまわり保育園

２

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

本大久保

ﾊﾟﾙﾃｰﾙ

習志野

ひまわり保育園

３

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

津田沼

小倉第一ﾋﾞ

ﾙ 階

サンライズ

キッズ保育園

津田沼園

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

奏の杜

ﾌﾛｰﾚﾝｽ奏の

杜 階

サンライズ

キッズ保育園

奏の杜園

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

大久保

琴富ﾋﾞﾙ 号

室

ひまわり保育園

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

奏の杜

奏の杜

階

杜の子保育園

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

谷津 ｸﾞ

ﾗｼｱ津田沼Ⅱ

階

サンライズ

キッズ保育園

谷津園

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

秋津 ロゼッタ保育園

小規模保育事業運営費補助金 円

小規模保育事業運営費

（公定価格：扶助費）
円

合合 計計 円円
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（幼保連携型認定こども園運営費助成事業）

「学校法人田久保学園」（みのりつくしこども園）、「社会福祉法人八千代美香会」（ブレーメン実花

こども園）、「社会福祉法人青葉学園」（幼保連携型認定こども園青葉幼稚園）に対し、幼保連携型認定

こども園の運営に係る費用を助成しました。

※運営費補助金には、延長保育等事業費補助金、処遇改善事業費補助金、宿舎借上げ支援事業費補助金

（うち２施設）も含む。

●民間認可保育所

かすみ保育園の一時保育、産休明け保育、時間外保育実績 （単位：人）

若松すずみ保育園の時間外保育実績 （単位：人）

明徳そでにの保育園の一時保育、時間外保育実績 （単位：人）

施設所在地 施設名称 補助金または扶助費の名称 助 成 金 額

藤崎 みのりつくし

こども園

幼保連携型認定こども園運営費補助金 円

幼保連携型認定こども園運営費

（公定価格：扶助費）
円

東習志野 ブレーメン

実花こども園

幼保連携型認定こども園運営費補助金 円

幼保連携型認定こども園運営費

（公定価格：扶助費）
円

津田沼
幼保連携型

認定こども園

青葉幼稚園

幼保連携型認定こども園運営費補助金 円

幼保連携型認定こども園運営費

（公定価格：扶助費）
円

合合 計計 円円

一時保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

産休明け保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

一時保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

アスクかなでのもり保育園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

アスクかなでのもり第二保育園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

キッズ☆ガーデン奏の杜園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

谷津みのり保育園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

そらまめ保育園かなでの杜の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

ブレーメン津田沼保育園の一時保育、時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

菊田みのり保育園の一時保育、時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

ＣＯＯ本大久保保育園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

※時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者を

記載しました。

一時保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

一時保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

●小規模保育事業所

キッズスペース みもみ２ の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

実籾保育園の一時保育、時間外保育実績 （単位：人）

（単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

ひまわり保育園２ の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

ひまわり保育園３ の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

サンライズキッズ保育園津田沼園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

サンライズキッズ保育園奏の杜園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

ひまわり保育園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

杜の子保育園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

サンライズキッズ保育園谷津園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

一時保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

ロゼッタ保育園の一時保育、時間外保育実績（令和元年１０月１日開園） （単位：人）

（単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

※時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者を

記載しました。

●幼保連携型認定こども園

みのりつくしこども園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

ブレーメン実花こども園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

青葉幼稚園の時間外保育実績 （単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

※時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者を

記載しました。

一時保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（民間保育施設入所児童助成事業

市内の認可外保育施設と一定の基準を満たした近隣市の認可外保育施設に入所した児童の保護者に対し、

習志野市の認可保育所の保育料との差額を全額（ただし、限度額 円／月）助成しました。

また令和元年１０月からは、３～５歳児クラスについて、認可外保育施設の保育料が 円／月を超える

場合に、限度額 円／月を幼児教育・保育の無償化の制度に上乗せして助成しました。

＜市内施設＞

施 設 所 在 地 施 設 名 称
助成

対象者

助成

月数
助成金額

茜浜 ﾊｲﾊﾟｰﾓｰﾙﾒﾙｸｽ 階 リトルガーデン新習志野 人 月 円

津田沼 ｲｵﾝ津田沼 階 ポピンズキッズルームイオン津田沼 人 月 円

谷津 ﾓﾘｼｱ津田沼 階 キッズ☆ガーデン 津田沼駅前園 人 月 円

津田沼 チューリップナーサリー 人 月 円

秋津 保育ルーム ロゼッタ 人 月 円

谷津 ｱｰﾊﾞﾝﾋﾞﾙ 階 そらまめ幼保園 津田沼駅前第二園 人 月 円

大久保 やひろ学園モンテッソーリ子供の家 人 月 円

合 計 施 設 人 月 円

※保育ルームロゼッタは令和元年９月末まで。

＜市外施設＞

施 設 所 在 地 施 設 数
助成

対象者

助成

月数
助成金額

千葉市 施 設 人 月 円

船橋市 施 設 人 月 円

八千代市 施 設 人 月 円

上記以外 施 設 人 月 円

合 計 施 設 人 月 円

（民間認可保育所賃借料助成事業）

賃貸物件を活用している民間認可保育所の賃借料の一部を補助しました。

施設所在地 施設名称 補助金の名称 補助金額

奏の杜 － －

奏の杜フォルテ２階
アスクかなでのもり保育園

都市部における保育所等への賃借

料支援事業補助金
円

奏の杜 － － アスクかなでのもり第二保育園 民間認可保育所賃借料補助金 円

奏の杜 － － キッズ☆ガーデン奏の杜園
都市部における保育所等への賃借

料支援事業補助金
円

奏の杜 － － そらまめ保育園かなでの杜
都市部における保育所等への賃借

料支援事業補助金
円

合 計 円
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（幼稚園奨励費補助費

保護者負担経費の軽減について、次のように助成しました。

１．私立幼稚園に在園する３歳児から５歳児までの全員を対象に、市民税の課税額に応じて 円～

円の範囲で保育料等の補助をしました。 月～ 月

対象者 人 補助実績 円

【経過措置】

令和元年１０月の幼児教育・保育の無償化制度の開始に伴い、就園奨励費補助金が継続された場合

と幼児教育・保育の無償化制度による給付額の差額を比較し、負担が増となる世帯について、市単独

補助（ 円）を継続しました。（ 月～ 月）

対象者 人 補助実績 円

２．私立幼稚園類似施設に在園する３歳児から５歳児までの全員を対象に、年額 円の保育料の補助を

しました。 対象者 人 補助実績 円

（幼児教育無償化対応事業

１．施設等利用費

令和元年１０月からの幼児教育・保育の無償化制度により、認可外保育施設等を利用する子どもの保護者が

子育てのための施設等利用給付認定を受けた場合、保育料に対して施設等利用費を給付しました。

対象施設数 給付対象者 給付月数 給付金額

① 認可外保育施設 施設 人 月 円

② 事業所内保育事業 施設 人 月 円

③ 居宅訪問型保育事業 施設 人 月 円

④ 幼稚園 施設 人 月 円

⑤ 預かり保育事業 施設 人 月 円

⑥ 一時保育等 施設 人 月 円

合 計 施設 人 月 円

※ 後日、償還払い（④幼稚園を除く。）

※ 限度額： ①～③、⑥

０～２歳児クラスの非課税世帯… 円／月 ３～５歳児クラス… 円／月

④： 円／月 ⑤ 日 円を上限に 円／月（満 歳児は、 円／月）

※ ⑥には一時保育のほか、ファミリー・サポート・センターの利用分を含む

２．実費徴収に係る補足給付事業

私立幼稚園（新制度未移行幼稚園）を利用する年収３６０万未満相当世帯等に、給食費の一部を給付

しました。

対象者 ４８人 補助実績 ４１８，５５０円

※限度額：副食費… 円／月 主食費… 円／日
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（幼稚園奨励費補助費

保護者負担経費の軽減について、次のように助成しました。

１．私立幼稚園に在園する３歳児から５歳児までの全員を対象に、市民税の課税額に応じて 円～

円の範囲で保育料等の補助をしました。 月～ 月

対象者 人 補助実績 円

【経過措置】

令和元年１０月の幼児教育・保育の無償化制度の開始に伴い、就園奨励費補助金が継続された場合

と幼児教育・保育の無償化制度による給付額の差額を比較し、負担が増となる世帯について、市単独

補助（ 円）を継続しました。（ 月～ 月）

対象者 人 補助実績 円

２．私立幼稚園類似施設に在園する３歳児から５歳児までの全員を対象に、年額 円の保育料の補助を

しました。 対象者 人 補助実績 円

（幼児教育無償化対応事業

１．施設等利用費

令和元年１０月からの幼児教育・保育の無償化制度により、認可外保育施設等を利用する子どもの保護者が

子育てのための施設等利用給付認定を受けた場合、保育料に対して施設等利用費を給付しました。

対象施設数 給付対象者 給付月数 給付金額

① 認可外保育施設 施設 人 月 円

② 事業所内保育事業 施設 人 月 円

③ 居宅訪問型保育事業 施設 人 月 円

④ 幼稚園 施設 人 月 円

⑤ 預かり保育事業 施設 人 月 円

⑥ 一時保育等 施設 人 月 円

合 計 施設 人 月 円

※ 後日、償還払い（④幼稚園を除く。）

※ 限度額： ①～③、⑥

０～２歳児クラスの非課税世帯… 円／月 ３～５歳児クラス… 円／月

④： 円／月 ⑤ 日 円を上限に 円／月（満 歳児は、 円／月）

※ ⑥には一時保育のほか、ファミリー・サポート・センターの利用分を含む

２．実費徴収に係る補足給付事業

私立幼稚園（新制度未移行幼稚園）を利用する年収３６０万未満相当世帯等に、給食費の一部を給付

しました。

対象者 ４８人 補助実績 ４１８，５５０円

※限度額：副食費… 円／月 主食費… 円／日

こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課

（子育て支援課事務費）

・共働きの子育て世代が増加する中、祖父母世代が孫育てに関わる機会も多くなってきていること

から、祖父母世代と子育て世代の良好なコミュニケーションづくりの一助として、『ならしの孫
まご

育

てハンドブック』を作成しました。発行部数： 部

・習志野市での子育てを応援するための手引きとして、『ならしの子育てハンドブック』を作成

しました。発行部数： 部

・乳幼児連れでの外出時に、授乳やおむつ交換などで立ち寄ることができる場の提供として、公共施設、

市内の薬局、事業者の協力を得て、引き続き子育て応援ステーションを設置しました。

協力店 １６店舗

（ブックスタート事業）

絵本を通して、親子のふれあいのきっかけをつくることを目的に、生後４か月を迎えた赤ちゃんに対し、

健康支援課が開催する４か月児健康相談の場において、民生委員児童委員の協力のもと、ブックスタート

パック（絵本とコットンバッグ）を贈呈しました。また、贈呈する絵本を既に持っている方に対しては、

他の２種類の絵本から選択していただき、贈呈しました。

配布数 １，０９０セット
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（子どもの医療費等助成事業）

子どもの保健と福祉の増進を図り、子育て家庭の経済的負担を軽減することを目的として、子どもの医療

に要する費用を負担した保護者に、保険診療分の一部または全部を助成しました。

＜現物給付分＞

助成年齢 対象医療 延件数 助成額

０歳児

通院及び１日以上の入院

件 円

１歳児 件 円

２歳児 件 円

３歳児 件 円

４歳児 件 円

５歳児 件 円

６歳児 就学前 件 円

小学１年生 件 円

小学２年生 件 円

小学３年生 件 円

小学４年生 件 円

小学５年生 件 円

小学６年生 件 円

中学１年生 件 円

中学２年生 件 円

中学３年生 件 円

合計 件 円
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

＜償還払い分＞

助成年齢 対象医療 延件数 助成額

０歳児

通院及び１日以上の入院

件 円

１歳児 件 円

２歳児 件 円

３歳児 件 円

４歳児 件 円

５歳児 件 円

６歳児 就学前 件 円

小学１年生 件 円

小学２年生 件 円

小学３年生 件 円

小学４年生 件 円

小学５年生 件 円

小学６年生 件 円

中学１年生 件 円

中学２年生 件 円

中学３年生 件 円

合計 件 円

※ 小学４年生～小学６年生の通院に係る医療費は、平成２６年１２月診療分以降助成

※ 中学１年生～中学３年生の通院に係る医療費は、平成２７年８月診療分以降助成

（ファミリー・サポート・センター運営事業）

【育児支援ファミリー・サポート・センター】

育児の援助ができる人と育児の援助を受けたい人を会員として登録し、会員間の相互による育児の

援助活動を支援しました。

・会員数 ２，９４９人（内訳：利用会員 ２，５１４人・提供会員 ３４７人・両方会員 ８８人）

・活動件数 ２，７３３件

【ショートステイ・ファミリー・サポート・センター】

宿泊を伴う育児支援ができる人と援助を受けたい人を会員として登録し、出産や入院、冠婚葬祭への

出席などの際に、身内の支援を受けられない場合に、会員間の相互による援助活動を支援しました。

・会員数 １，２９０人（内訳：利用会員 １，１８５人・提供会員 ７０人・両方会員 ３５人）

・活動件数 １件
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

【一時預かりファミリー・サポート・センター】

一時預かりの援助ができる人と援助を受けたい人を会員として登録し、市内こどもセンター及びきらっ

子ルームを活動場所として、会員間の相互による援助活動を支援しました。

・会員数 １，６４７人（内訳：利用会員 １，４８６人・提供会員 １１０人・両方会員 ５１人）

・活動件数 ９１件

【ひとり親利用料半額助成】

ひとり親家庭等の就労支援及び育児負担の軽減を図ることを目的に、ひとり親家庭等を対象に

利用料の半額を助成しました。

（家事支援、交通費及び食費及びキャンセル料は助成対象外）

・助成対象者 おおむね６か月から小学校６年生までの子どもがいる、児童扶養手当または

ひとり親家庭等医療費助成を受給しているひとり親家庭等の父母及び養育者

・助成認定者 ９名

・助成利用件数 ２６４件

・助成決定額 １２６，５２０円

（家事支援ファミリー・サポート・センター運営事業）

家事等の援助ができる人と援助を受けたい人を会員として登録し、子育て家庭を孤立させることなく

地域ぐるみで支援することを目的として、会員間の相互による家事の援助活動を支援しました。

・会員数 ２，１９３人（内訳：利用会員 １，９５１人・提供会員 １８７人・両方会員 ５５人）

・活動件数 ４８件

- 236 -



こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（病児・病後児保育事業）

子どもが病気のとき、入院治療の必要はないが集団生活や家庭での育児が困難な児童について、

医療機関に付設された施設で保育を実施しました。

実 施 施 設 利用者数（延べ）

千葉県済生会習志野病院 キッズケアルームなでしこ ５３６人

津田沼中央総合病院 ケアルームつくしんぼ ５１７人

合 計 １，０５３人

実 施 施 設
キャンセル数

※

利用できなかった

人数（延べ）

千葉県済生会習志野病院 キッズケアルームなでしこ ４１３人 ８人

津田沼中央総合病院 ケアルームつくしんぼ ３０７人 １３人

合 計 ７２０人 ２１人

※キャンセル数：病状の改善や自宅療養が可能になったこと等により、利用しなくなった数

（子育て支援相談室運営事業）

家庭における児童養育についての各種相談受付件数

相 談 種 別 受 付 件 数

性格・知能・言語 ４２件

学校生活・不登校 ５３件

非 行 ２１４件

家 族 関 係 虐 待 ８，５０９件

環 境 福 祉 ５，１３９件

心 身 障 害 １２件

そ の 他 ２件

合 計 １３，９７１件
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（こどもを守る地域ネットワーク事業）

地域において支援を必要とする子どもや家庭に対し、子育て家庭に関わる機関・団体が連携し、

問題認識を共有し、それぞれの機関が持つ機能を生かした取り組みや活動を通じて虐待の未然防止

並びに適切な支援が図られるために会議を開催しました。

・代表者会議 ２回（５月、２月）

・実務者会議 ６回（４月、６月、８月、１０月、１２月、１月）

・個別支援会議 ４４回（随時）

（養育支援家庭訪問事業）

概ね１歳未満の子どもの育児が困難と思われる家庭に対し、家庭相談員、保健師等が訪問し

具体的な育児に関する技術支援を行いました。

・対象世帯数 ７件 ・訪問件数 ３７件

（児童入所施設措置事業）

・母子生活支援施設措置…母子生活支援施設の実施状況 ２件

経済的な理由や住居がない等の事情のため、児童の監護が十分にできない母子を施設に入所させ、

自立に向けて支援しました。

・助産施設措置 …助産施設の実施状況 ２件

保健上必要があるにも関わらず、経済的理由により、入院助産を受けることができない妊産婦を

施設に入所させ、助産を受けられるようにしました。

（子育て短期支援事業）

保護者が疾病、疲労その他の身体上もしくは精神上または環境上の理由により、家庭において一時的に

児童を養育することが困難な家庭に対し、市が委託契約した児童福祉施設において、一定期間養育・保護

を行いました。

・業務運営関係委託料（決算額：１３２，５５０円） （単位：日）

年齢 世帯 利用料／日 ０歳 １歳 ２歳 ３歳

０～２歳

生活保護世帯 １０，７００円

市民税非課税世帯 ９，６００円 ４

その他（市民税課税）世帯 ５，３５０円 １０ ４

２歳～

生活保護世帯 ５，５００円

市民税非課税世帯 ４，５００円

その他（市民税課税）世帯 ２，７５０円 ７

・利用日数 ２５日 ・利用人数 ５人

- 238 -



こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（利用者支援事業）

一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる地域社会の実現に寄与するため、子ども及びその保護

者等または妊婦にとって身近な場所で、市が認定した子育て支援コンシェルジュが子どもに関するサービスや

制度に係る相談及び情報提供を行い、必要に応じて関係機関につなげました。

・実施場所：８カ所

（こども部窓口・習志野市こどもセンター・東習志野こども園こどもセンター・

杉の子こども園こどもセンター・袖ケ浦こども園こどもセンター・新習志野こども園こどもセンター

きらっ子ルーム やつ・きらっ子ルーム おおくぼ）

・相談件数：５，９７５件

相談内容 相談件数 うち、他機関へ

繋げた等の件数

身体面

精神発達

栄養

育児一般

保護者の問題

家庭の問題

入所・入園

子育て支援サービスの提供

その他

合計
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・２（母子父子福祉費） 決 算 額

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課

（児童扶養手当支給事業）

ひとり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の健全育成を図ることを目的として、１８歳に達する日

以後最初の３月３１日までの児童または一定の障害の状態にある２０歳未満の児童を監護している方に、児

童扶養手当を支給しました。

＜手当額＞

・児童一人につき（所得に応じて１０円きざみ）

平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 （月額）４２，５００円～１０，０３０円

平成３１年４月１日～令和 ２年３月３１日 （月額）４２，９１０円～１０，１２０円

・第２子加算

平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 （月額）１０，０４０円～ ５，０２０円

平成３１年４月１日～令和 ２年３月３１日 （月額）１０，１４０円～ ５，０７０円

・第３子以降加算

平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 （月額） ６，０２０円～ ３，０１０円

平成３１年４月１日～令和 ２年３月３１日 （月額） ６，０８０円～ ３，０４０円

区分 延月人数 支給額

全部支給者 人 円

一部支給者 人 円

加算額
第２子 人 円

第３子以降 人 円

法第１３条の２（※１） 円

法第１３条の３（※２） 円

計 円

※１ 公的年金等による支給制限を受けた支給者

※２ 支給開始から５年経過等による支給制限を受けた支給者

＜年度末受給資格者数＞

受給資格者 全部支給 一部支給 全部支給停止

人 人 人 人
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（ひとり親家庭等医療費等助成事業）

ひとり親家庭等の福祉の増進を図り、経済的負担を軽減することを目的として、ひとり親家庭等の父ま

たは母並びに１８歳に達する日以後最初の３月３１日までの児童または一定の障害の状態にある２０歳未

満の児童の医療費等の一部を助成しました。

・ 延件数 ５，２２２件（実人数 ５６９人）

（ひとり親家庭自立支援給付金事業）

ひとり親家庭の経済的な自立を支援するため、ひとり親家庭の父または母の主体的な能力開発の取組み

や生活の安定に資する資格の取得に対して、給付金を支給しました。

・ 自立支援教育訓練給付金

指定された一般教育訓練講座等受講修了者に対して、受講費用の６０％に相当する額を支給しまし

た。

（年間２００，０００円を上限とし、１２，０００円以下の講座は除く。）

・ 高等職業訓練促進給付金

資格を取得するための養成機関で１年以上のカリキュラムを修業し、対象資格の取得が見込まれる

者に対して支給しました。

・ 高等職業訓練修了支援給付金

養成機関でのカリキュラムが修了した者に対して支給しました。

＜支給人数・支給額＞

事業 支給人数
１月あたりの支給額

支給額
非課税世帯 課税世帯

自立支援教育訓練給付金 人 円

高等職業訓練促進給付金 人

円

（最終 年間：

円）

円

（最終 年間：

円）

円

高等職業訓練修了支援給付金 人 円 円 円

（未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金支給事業）

令和元年１０月からの消費税率引上げに伴い、子どもの貧困に対応するため、臨時・特別の措置とし

て、児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親に対して給付金（ 円）の支給を行いました。

・ 支給者数 ５３人

・ 支給金額 ９２７，５００円
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・３（保育所施設費） 決 算 額

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課

（保育所運営費）

１．保育所等別入所状況

①平成３１年４月１日現在入所状況
は内書 （単位：人）

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託

藤崎 ％ （ ）

谷津 ％ －

大久保第二 ％ －

本大久保第二 － － － ％ －

菊田第二 － － － ％ （ ）

秋津 ％ （ ）

谷津南 ％ －

市立保育所合計 ％ （ ）

東習志野 ％ （ ）

杉の子 ％ （ ）

袖ケ浦 ％ －

大久保 ％ （ ）

新習志野 － － － ％ －

市立こども園合計 ％ （ ）

私 か す み ％ －

私 若松すずみ ％ （ ）

私 明 徳そ でにの ％ （ ）

私 アスクかなでのもり ％ －

私 アスクかなでのもり第二 ％ －

私 キッズ☆ガーデン ％ －

私 谷津みのり ％ －

私 そらまめ ％ （ ）

私 ブレーメン津田沼 ％ －

私 菊田みのり ％ （ ）

私 本 大 久 保 ％ （ ）

私立保育所合計 ％ （ ）

私 みのりつくし ％ （ ）

私 ﾌﾞﾚｰﾒﾝ実花 ％ －

私 青葉幼稚園 ％ －

私立こども園合計 ％ （ ）
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

は内書 （単位：人）

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託

小 ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ みもみ － － － ％ －

小 実籾保育園 － － － ％ （ ）

小 ひまわり２ － － － ％ （ ）

小 ひまわり３ － － － ％ －

小 サンライズ津田沼 － － － ％ －

小 サンライズ奏の杜 － － － ％ －

小 ひ ま わ り － － － ％ －

小 サ ン ラ イ ズ 谷 津 － － － ％ －

小 杜 の 子 － － － ％ －

小規模保育事業所合計 － － － ％ （ ）

管外委託 － － －

合計 － （ ）

②令和２年３月１日現在入所状況 は内書 （単位：人）

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託

藤崎 ％ （ ）

谷津 ％ （ ）

大久保第二 ％ －

本大久保第二 － － － ％ －

菊田第二 － － － ％ （ ）

秋津 ％ （ ）

谷津南 ％ （ ）

市立保育所合計 ％ （ ）

東習志野 ％ （ ）

杉の子 ％ （ ）

袖ケ浦 ％ （ ）

大久保 ％ （ ）

新習志野 ％ （ ）

市立こども園合計 ％ （ ）

私 かすみ保育園 ％ （ ）

私 若松すずみ ％ （ ）

私 明 徳そ でにの ％ （ ）

私 アスクかなでのもり ％ －

私 アスクかなでのもり第二 ％ （ ）

私 キッズ☆ガーデン ％ （ ）

私 谷津みのり ％ （ ）

私 そらまめ ％ （ ）

私 ブレーメン津田沼 ％ （ ）

私 菊田みのり ％ －

私 本大久保 ％ （ ）

私立保育所合計 ％ （ ）
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

は内書 （単位：人）

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託

私 みのりつくし ％ （ ）

私 ﾌﾞﾚｰﾒﾝ実花 ％ －

私 青葉幼稚園 ％ （ ）

私立こども園合計 ％ （ ）

小 ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ みもみ － － － ％ （ ）

小 実籾保育園 － － － ％ （ ）

小 ひまわり２ － － － ％ －

小 ひまわり３ － － － ％ －

小 サンライズ津田沼 － － － ％ （ ）

小 サンライズ奏の杜 － － － ％ －

小 ひまわり － － － ％ （ ）

小 サンライズ谷津 － － － ％ －

小 杜 の 子 － － － ％ －

小 ロゼッタ － － － ％ －

小規模保育事業所合計 － － － ％ （ ）

管外委託 － － －

合計 － （ ）
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

２．一時保育の実施（民間認可保育園等を除く）

谷津保育所、東習志野こども園、杉の子こども園、袖ケ浦こども園及び大久保こども園の５カ所で

一時保育を実施しました。 （単位：人）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

谷津保育所

東習志野こども園

杉の子こども園

袖ケ浦こども園

大久保こども園

合計

３．産休明け保育の実施（民間認可保育園を除く）

本大久保第二保育所、菊田第二保育所、東習志野こども園、杉の子こども園、袖ケ浦こども園及び大久保

こども園の６カ所で産休明け保育を実施しました。

（単位：人）

※保育所運営費には含まれないが、入所状況全体を把握するため、こども園の実施状況も掲載。

４．時間外保育の実施（こども園長時間児・民間認可保育園を除く）

市立７保育所で時間外保育（午前 時～ 時 分・午後 時 分～ 時）を実施しました。

（単位：人）

時間外保育
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

※時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者を

記載しました。

５．所庭開放等の実施

各保育所で所庭開放を行うほか、地域・異世代（中学生、高齢者等）との交流等を実施しました。

７保育所 所庭開放参加 延べ２５９回 ４５０組 ９１８人

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

本大久保第二保育所

菊田第二保育所

東習志野こども園

杉の子こども園

袖ケ浦こども園

大久保こど も 園

合計
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

６．保育所研修の実施

保育所職員（こども園含む。）の資質向上を図るために、保育・給食・保健等の各分野における研修会

や研究会への参加を促進しました。

＜研修内容＞

市内部研修：特別支援研修、職員研修、幼保合同特別研修、保育士・保育教諭層別研修、食育研修、

職種別研修（看護師、栄養士）、臨時的任用職員研修

市外部研修：関東ブロック保育研究大会、全国保育士研修会、保健衛生・安全対策研修会

地域子育て支援拠点施設担当者研修会、日本小児保健協会学術集会

全国保育協議会保育所認定こども園リーダートップセミナー

食と栄養を考えるシンポジウム

（管外保育運営費）

千葉市・市川市・船橋市・八千代市・柏市・流山市・江東区・川崎市・鹿嶋市・伊達市・伊賀市・鳴沢村

・波佐見町・久万高原町の全 自治体に、計 施設、全 名の児童を委託しました。

支弁額（円） 施設数（園） 延人数（人）

保育所

小規模保育事業所

こども園

その他

計

担 当 主 管 こ ど も 政 策 課

（保育所施設管理事業）

老朽化等に伴う施設の工事・修繕を次のとおり実施しました。

修繕 藤崎保育所 敷地内アスファルト補修等修理、その他３５件

工事 藤崎保育所 ＧＨＰ改修工事、その他１０件
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・４（こ ど も 園 費） 決 算 額

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課

（こども園運営費）

１．こども園入所状況（再掲）

平成３１年４月１日現在入所状況（長時間児） （ ）は内書 （単位：人）

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託

東習志野 ％ （ ）

杉の子 ％ （ ）

袖ケ浦 ％ －

大久保 ％ （ ）

新習志野 － － － ％ －

合 計 ％ （ ）

令和２年３月１日現在入所状況（長時間児） （ ）は内書 （単位：人）

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託

東習志野 ％ （ ）

杉の子 ％ （ ）

袖ケ浦 ％ （ ）

大久保 ％ （ ）

新習志野 ％ （ ）

合 計 ％ （ ）

園児数、学級数の状況 令和元年５月１日現在 （短時間児）

（単位：学級・人）

令 和 元 年 度

３ 歳 児 ４ 歳 児 ５ 歳 児 計

学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数

東習志野こども園 ２ ２０ ２ ２３ ３ ３５ ７ ７８

杉の子こども園 １ ５ ２ ２０ ２ ３６ ５ ６１

袖ケ浦こども園 ２ ２２ ３ ４２ ３ ３７ ８ １０１

大久保こども園 ２ １０ ２ １４ ２ ７ ６ ３１

新 習 志 野 こ ど も 園 ２ ２０ １ １４ １ １６ ４ ５０

合 計 ９ ７７ １０ １１３ １１ １３１ ３０ ３２１
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

２．一時保育の実施（再掲）

東習志野、杉の子、袖ケ浦及び大久保の４こども園で一時保育を実施しました。 （単位：人）

３．産休明け保育の実施（再掲）

東習志野、杉の子、袖ケ浦及び大久保の４こども園で産休明け保育を実施しました。 （単位：人）

４．時間外保育の実施

市立５こども園で時間外保育（午前 時～ 時 分・午後 時 分～ 時）を実施しました。

（単位：人）

時間外保育 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

標準認定者

※時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者を

記載しました。

５．子育てふれあい広場の実施

こども園園庭や遊戯室を開放し、親と子、親同士、子どもたちのふれあいを通して、仲間意識の高揚や

健全育成への支援をしました。

施 設 名 実 施 回 数（回） 参 加 世 帯 数（組）

東習志野こども園 ６ １１４

杉の子こども園 ６ ５４

袖ケ浦こども園 ６ １２８

新習志野こども園 ６ ７４

合 計 ２４ ３７０

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

東習志野こども園

杉の子こども園

袖ケ浦こども園

大久保こども園

合 計

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

東習志野こども園

杉の子こども園

袖ケ浦こども園

大久保こど も 園

合 計

- 248 -



こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

６．こどもセンター利用状況

施 設 名
稼働日数

（日）

利用者数合計

（人）

（内訳）

児童数 保護者数

東習志野こども園 ２６９ １５，０６８ ８，０９８ ６，９７０

杉の子こども園 ２６９ １２，６５４ ６，９５４ ５，７００

袖ケ浦こども園 ２６９ １３，０５６ ７，２１１ ５，８４５

新習志野こども園 ２６９ ７，２３４ ４，０８６ ３，１４８

合 計 １，０７６ ４８，０１２ ２６，３４９ ２１，６６３

７．預かり保育の実施

市立５こども園で、預かり保育（午後 時～ 時・長期休業中は午前 時～午後 時）を実施しました。

実施日数 ５園計 ９３１日

利用人数 延べ７，４１１人

８．鹿野山宿泊保育（自然体験保育）の実施

５歳児を対象に、『習志野市立鹿野山少年自然の家』（君津市）にて一泊の宿泊保育を実施しました。

友達と一緒に遊ぶ中で自然への関心を高め、幼児同士の心の交流を図り、親元を離れての宿泊体験では、

自立や規範意識を育むことにつながりました。台風１５号による被害により５園中４園が中止となり、

代替として自然体験遠足を実施しました。

園 名 期 日 参加園児数

東習志野こども園 台風１５号による被害のため中止 ―

杉の子こども園 台風１５号による被害のため中止 ―

袖ケ浦こども園 台風１５号による被害のため中止 ―

大久保こども園 台風１５号による被害のため中止 ―

新習志野こども園 ９月５日～９月６日 １３

担 当 主 管 こ ど も 政 策 課

（こども園施設管理事業）

老朽化等に伴う施設の工事・修繕を次のとおり実施しました。

修繕 新習志野こども園分室 木製遊具修理、その他２０件

工事 杉の子こども園 太陽光発電パワーコンディショナー改修工事、その他１０件

（ 仮称）大久保こども園整備事業）

大久保こども園の施設整備・工事監理業務委託等を実施しました。

委託 （仮称）大久保こども園外構・園庭整備工事監理業務委託、その他２件

工事 （仮称）大久保こども園外構・園庭整備工事、その他７件
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・５（地域子育て支援拠点費） 決 算 額

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課

（こどもセンター運営事業）

主に就学前の子どもと保護者が遊び、交流できる場の提供、子育てに関する情報の提供や相談を受ける

ことで、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図りました。

利用状況

施 設 名
稼働日数

（日）

利用者数合計

（人）

（内 訳）

児童数（人） 保護者数（人）

習志野市こどもセンター ２７１ １７，４６９ ９，５１０ ７，９５９

学習会・各種講座を月に１回程度実施しました。

こどもセンター園庭を活用し、乳幼児の子どもを持つ子育て家庭が木々や土がある環境の中で自由に安心して

遊ばせられる乳幼児専用プレーパークを実施しました。

実施内容：一日プレーパークの実施（年３回）

こどもセンターの利用者を対象とした市民講座の開催

（つどいの広場運営事業）

主に乳幼児（０～３歳）を持つ親とその子どもが気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、

交流を図る場をつくることにより、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図りました。

きらっ子ルームやつにおいては、引き続き運営業務委託を行いました。

また、きらっ子ルームおおくぼにおいては、令和２年３月２５日に運営を終了し、令和２年４月１日

から大久保こども園こどもセンターへ機能移転いたしました。

きらっ子ルームやつ委託先事業者：ナーチャーウィズ株式会社

利用状況

施 設 名
稼働日数

（日）

利用者数合計

（人）

（内 訳）

児童数（人） 保護者数（人）

きらっ子ルームやつ ２６６ １７，５５２ ８，９９５ ８，５５７

きらっ子ルームおおくぼ ２６５ １０，５３５ ５，４４１ ５，０９４

合 計 ５３１ ２８，０８７ １４，４３６ １３，６５１
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・５（地域子育て支援拠点費） 決 算 額

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課

（こどもセンター運営事業）

主に就学前の子どもと保護者が遊び、交流できる場の提供、子育てに関する情報の提供や相談を受ける

ことで、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図りました。

利用状況

施 設 名
稼働日数

（日）

利用者数合計

（人）

（内 訳）

児童数（人） 保護者数（人）

習志野市こどもセンター ２７１ １７，４６９ ９，５１０ ７，９５９

学習会・各種講座を月に１回程度実施しました。

こどもセンター園庭を活用し、乳幼児の子どもを持つ子育て家庭が木々や土がある環境の中で自由に安心して

遊ばせられる乳幼児専用プレーパークを実施しました。

実施内容：一日プレーパークの実施（年３回）

こどもセンターの利用者を対象とした市民講座の開催

（つどいの広場運営事業）

主に乳幼児（０～３歳）を持つ親とその子どもが気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、

交流を図る場をつくることにより、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図りました。

きらっ子ルームやつにおいては、引き続き運営業務委託を行いました。

また、きらっ子ルームおおくぼにおいては、令和２年３月２５日に運営を終了し、令和２年４月１日

から大久保こども園こどもセンターへ機能移転いたしました。

きらっ子ルームやつ委託先事業者：ナーチャーウィズ株式会社

利用状況

施 設 名
稼働日数

（日）

利用者数合計

（人）

（内 訳）

児童数（人） 保護者数（人）

きらっ子ルームやつ ２６６ １７，５５２ ８，９９５ ８，５５７

きらっ子ルームおおくぼ ２６５ １０，５３５ ５，４４１ ５，０９４

合 計 ５３１ ２８，０８７ １４，４３６ １３，６５１

こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・６ 心身障がい児通園施設費 決 算 額

担 当 主 管 あじさい療育支援センター

（あじさい療育支援センター運営費）

１．福祉型児童発達支援

満３歳以上就学前の知的障がい児とその保護者への療育指導を行いました。

利用状況 ・開所日数 ２１９日

・延利用者数 ５，３３８人 実利用者数 ３０人

障害者手帳所持者の障害別人数（年度末現在在籍数 ２９人）

手帳無 ５人

２．医療型児童発達支援

満１歳以上就学前の肢体不自由児とその保護者への療育指導を行いました。

利用状況 ・開所日数 ２１９日

・延利用者数 ６６７人

・実利用者数 １６人

障害者手帳所持者の障害別人数（年度末現在在籍数 １５人）

身体障害者

手帳

種 級 種 級 合 計

人（重複 人） 人 人

療育手帳
－ － 合 計

人（重複 人） 人 人

手帳無 １人

３．相談支援事業

利用状況

・開所日数 ２４０日

・契約者数 １０６名

・障害児支援利用計画作成件数（延件数） １０７件

・継続障害児支援利用援助

（モニタリング）実施件数（延件数） ２６１件

・一般相談件数 ５６件

４．その他の活動状況

① 主な行事

・療育参観 ・夏のお楽しみ会 ・運動会 ・所外活動 ・冬のお楽しみ会

・修了式 ・療育体験

② その他

・通常療育外の預かり保育 ・保護者研修 ・職員研修 ・所庭開放 ・就学支援

・習志野特別支援学校交流 ・スポーツ交歓会参加 ・実習生受入

身体障害者

手帳

種 級 種 級 種 級 合 計

人 人（重複） 人（重複 人） 人

療育手帳
－ － － 合 計

人 人（重複 人） 人（重複 人） 人
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 ひまわり発達相談センター

（ひまわり発達相談センター運営費）

成長又は発達に不安や課題がある児童及びその保護者に対し、相談及び指導を行いました。

１． 利用者の状況

就学前児童
就学児等

合計
小学生 中学生 高校生 計

実 人 数 人 人 人 人 人 人

延 人 数 人 人 人 人 人 人

（１）相談

成長発達上において不安や心配のある子どもの状況について相談を行いました。

① 初回面接（実人数）

就学前児童 ２４７人 ・就学児等 １７７人

② 医師による相談（延人数）

就学前 小学生 中学生 高校生 合計

小児科 人 人 人 人 人

児童精神科 人 人 人 人 人

合 計 人 人 人 人 人

③ その他の相談

就学前児童 就学児等 計

施設・学校等訪問 人 人 人

電 話 人 人 人

保護者との面接 人 人 人

合 計 人 人 人

（２）指導

就学前児童に対して、その成長発達上の課題に応じた指導を行いました。（延人数）

内 容 個別指導 グループ指導 合 計

言 語 人 人 人

発 達 人 人 人

運 動 人 人 人

合 計 人 人 人

２．乳幼児個別支援計画の作成状況

成長や発達に課題のある就学前の児童について対象児の状況に応じた継続的な支援を行うため、個別

支援計画の作成に取り組みました。５歳児については、関係機関と連携を図り、小学校等への引継ぎを

行いました。

・新規作成人数 １０５人 ・継続作成人数 ５７人
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

３．巡回相談

幼稚園、保育所 園 、こども園等に出向き、成長発達に課題のある就学前の児童の対応について、幼

稚園等の職員及び保護者の相談に応じ、助言等を行いました。

施 設 名
公立

幼稚園

公立

保育所

公立

こども園

私立

幼稚園

私立

保育園

私立

こども園

こども

ｾﾝﾀｰ
その他 計

実施施設数

実施回数（実回数） 回 回 回 回 回 回 回 回 回

相談人数（延人数） 人 人 人 人 人 人 人 人 人

４．発達支援研修

①発達支援基礎研修・発達支援研修公開講座

保育士、幼稚園教諭、保健師等を対象に、発達支援に関する基礎的な知識の習得をめざし、全４回を

１コースとして実施しました。第２回は公開講座として、一般市民の受講を可能としました。

第 回 第 回 第 回 第 回 延人数

人 人 人 人 人

②発達支援研修（講師派遣型）

幼稚園、保育所、こども園等を対象に、各施設に職員を講師として派遣し、研修を実施しました。

・８施設 ５６人（延人数）

５．市民協働こども発達支援推進協議会

市民協働の観点から発達支援施策の総合的な推進に向けて年３回会議を開催しました。

６．障がい児相談支援事業

指定障害児相談支援事業所及び指定特定相談支援事業所の指定を受け、相談支援専門員が、福祉サー

ビス等利用者に対して、サービス等利用計画又は障害児支援利用計画の作成及び評価を行いました。

・契約者数 ４人

・障害児支援利用計画作成件数（延件数） ２件

・継続障害児支援利用援助（モニタリング）実施件数（延件数） ７件

- 252 - - 253 -



こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・７ 児童福祉措置費 決 算 額

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課

（児童手当支給事業）

家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健全育成及び資質向上に資する

ことを目的として、中学３年生までの児童を養育している方に、児童手当を支給しました。

＜手当額＞

児童一人につき

・ ０歳から３歳未満 （月額）１５，０００円

・ ３歳以上小学校修了前まで （月額）１０，０００円（第１子・第２子）

（月額）１５，０００円（第３子以降）

・ 中学生 （月額）１０，０００円

・ 特例給付（所得制限限度額以上） （月額） ５，０００円

区分 月額 延児童数 支給額 年度末児童数

０歳から

３歳未満

被用者

第１子

円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 人 円 人

小計 人 円 人

非被用者

第１子

円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 人 円 人

小計 人 円 人

特例給付 円 人 円 人

３歳以上

小学校

修了前

被用者

第１子
円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 円 人 円 人

小計 人 円 人

非被用者

第１子
円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 円 人 円 人

小計 人 円 人

特例給付 円 人 円 人

中学生
被用者・非被用者 円 人 円 人

特例給付 円 人 円 人

合計 人 円 人
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ３・２・７ 児童福祉措置費 決 算 額

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課

（児童手当支給事業）

家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健全育成及び資質向上に資する

ことを目的として、中学３年生までの児童を養育している方に、児童手当を支給しました。

＜手当額＞

児童一人につき

・ ０歳から３歳未満 （月額）１５，０００円

・ ３歳以上小学校修了前まで （月額）１０，０００円（第１子・第２子）

（月額）１５，０００円（第３子以降）

・ 中学生 （月額）１０，０００円

・ 特例給付（所得制限限度額以上） （月額） ５，０００円

区分 月額 延児童数 支給額 年度末児童数

０歳から

３歳未満

被用者

第１子

円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 人 円 人

小計 人 円 人

非被用者

第１子

円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 人 円 人

小計 人 円 人

特例給付 円 人 円 人

３歳以上

小学校

修了前

被用者

第１子
円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 円 人 円 人

小計 人 円 人

非被用者

第１子
円

人 円 人

第２子 人 円 人

第３子以降 円 人 円 人

小計 人 円 人

特例給付 円 人 円 人

中学生
被用者・非被用者 円 人 円 人

特例給付 円 人 円 人

合計 人 円 人

こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） ３・２・８（放課後児童会費） 決 算 額

担 当 主 管 児 童 育 成 課

（放課後児童会運営費）

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童の健全な育成と事故防止を図るために、遊びや生活の

場を提供しました。

１．放課後児童会入会児童数 （各年度５月１日現在）

児 童 会 名 設 置 場 所 令和元年度 平成３０年度

袖 ケ 浦 西 児 童 会 袖 ケ 浦 西 小 学 校 内 ４５人 ３５人

大 久 保 児 童 会
大 久 保 小 学 校 内

６３ ６５

大 久 保 第 二 児 童 会 ４４ ３９

鷺 沼 児 童 会
鷺 沼 小 学 校 内

７５ ６２

鷺 沼 第 二 児 童 会 ５２ ５３

谷 津 児 童 会

谷 津 小 学 校 内

４６ ５２

谷 津 第 二 児 童 会 ４７ ５３

谷 津 第 三 児 童 会 ４６ ５４

谷 津 第 四 児 童 会 ４８

大 久 保 東 児 童 会 大 久 保 東 小 学 校 内 ６１ ５２

東 習 志 野 児 童 会

東 習 志 野 小 学 校 内

３７ ５２

東習志野第二児童会 ４０ ５０

東習志野第三児童会 ３９

実 花 児 童 会
実 花 小 学 校 内

３６ ６７

実 花 第 二 児 童 会 ３５

つだぬま第一児童会
津 田 沼 小 学 校 内

４９ ５４

つだぬま第二児童会 ５２ ５２

向 山 児 童 会 向 山 小 学 校 内 ４７ ４６

実 籾 児 童 会 実 籾 小 学 校 内 ３７ ３８

藤 崎 第 一 児 童 会
藤 崎 小 学 校 内

４４ ３８

藤 崎 第 二 児 童 会 ４３ ３６

屋 敷 児 童 会
屋 敷 小 学 校 内

５２ ４６

屋 敷 第 二 児 童 会 ５３ ４７

秋 津 児 童 会 秋 津 小 学 校 内 ４６ ４７

袖 ケ 浦 東 児 童 会 袖 ケ 浦 東 小 学 校 内 ５３ ３８

香 澄 児 童 会 香 澄 小 学 校 内 ５２ ４９

谷 津 南 児 童 会
谷 津 南 小 学 校 内

５３ ４７

谷 津 南 第 二 児 童 会 ４７ ２８

合 計 １，３４２ １，２００
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

２．放課後児童会職員研修

区 分 会 場 回 数 出 席 者

放課後児童会職員研修会 市役所庁舎 他 １８回 延１，０５４人

（放課後児童会施設整備事業）

児童会の生活環境改善のため、空調設備を中心とした施設整備を行いました。
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・５・１（幼稚園費） 決 算 額

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課

（幼稚園運営保育費

１．園児数、学級数の状況 学校基本調査、各年度５月１日現在 （単位：学級・人）

年度

内訳

園名

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

３ 歳 児 ４ 歳 児 ５ 歳 児 計 ４ 歳 児 ５ 歳 児 計

学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数学級数園児数学級数 園児数 学級数 園児数

谷 津 ― ―

津田沼 ― ―

屋 敷 ― ―

藤 崎 ― ―

大久保東 ― ―

向 山 ― ―

新 栄

秋 津

香 澄

幼稚園合計 ― ―

東習志野こども園

杉の子こども園

袖ケ浦こども園

大久保こども園

新 習 志 野 こ ど も 園

こども園計

合 計

※幼稚園運営保育費には含まれないが、園児数・学級数の全体を把握するため、こども園の状況も掲載。
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

２．支援員の配置

必要な支援の在り方が個別であることから、支援を要する幼児の状況に応じた支援員数の配置をして

対応しました。

支援員及び支援を要する幼児 （令和元年 月 日現在）

園 名 支援員 支援を要する幼児の数

谷 津 ２ ２

津田沼 ２ ３

屋 敷 １ ２

藤 崎 ２ ３

大久保東 ３ ６

向 山 ３ ４

合 計 １３ ２０

３．預かり保育の実施

市立幼稚園６園で、預かり保育（午後 時～ 時）を実施しました。

実施日数 ６園計 ９０５日

利用人数 延べ５，９０９人

４．鹿野山宿泊保育（自然体験保育）の実施

５歳児を対象に、『習志野市立鹿野山少年自然の家』（君津市）にて一泊の宿泊保育を実施しました。

友達と一緒に遊ぶ中で自然への関心を高め、幼児同士の心の交流を図り、親元を離れての宿泊体験では、

自立や規範意識を育むことにつながりました。台風１５号による被害により６園中４園が中止となり、

代替として自然体験遠足を実施しました。

（幼稚園合計 ８６名）

園 名 期 日 参加園児数

谷津幼稚園 ９月５日～９月６日 ５６人

津田沼幼稚園 台風１５号による被害のため中止 ―

屋敷幼稚園 台風１５号による被害のため中止 ―

藤崎幼稚園 台風１５号による被害のため中止 ―

大久保東幼稚園 台風１５号による被害のため中止 ―

向山幼稚園 ９月５日～９月６日 ３０人
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こども部

主要な施策の概要 （単位：円）

（幼稚園教育推進事業

幼児教育に携わる教職員の資質向上を図るため、各種研修内容の充実や研究会への参加を促進しました。

＜研修内容＞

市内部研修：園長研修会（４回）、教頭研修会（６回）、教務主任研修会（４回）、

幼保小関連研修会（３回）、教育課程研修会（１回）、実技研修会（１回）

市外部研修：全国国公立幼稚園・こども園教育研究協議会（１回）

関東甲信越国公立幼稚園・こども園長研究協議会（１回）

（幼稚園親子ふれあい支援事業

１．子育てふれあい広場の実施

市立幼稚園・こども園を会場として、親と子、親同士、子どもたちのふれあいを通して、仲間意識の高揚

や健全育成への支援をしました。

※幼稚園親子ふれあい支援事業には含まれないが、子育てふれあい広場全体を把握するため、こども園

の状況も掲載。

幼 稚 園 名 実 施 回 数（回） 参 加 世 帯 数（組）

谷 津 幼 稚 園 ５ １６８

津 田 沼 幼 稚 園 ６ １１４

屋 敷 幼 稚 園 ６ １１４

藤 崎 幼 稚 園 ６ ７７

大 久 保 東 幼 稚 園 ６ ５３

向 山 幼 稚 園 ６ ５１

東 習 志 野 こ ど も 園 ６ １１４ （再掲）

杉 の 子 こ ど も 園 ６ ５４ （再掲）

袖 ケ 浦 こ ど も 園 ６ １２８ （再掲）

新 習 志 野 こ ど も 園 ６ ７４ （再掲）

合 計 ５９ ９４７

担 当 主 管 こ ど も 政 策 課 こ ど も 政 策 課

（幼稚園施設管理事業）

老朽化等に伴う施設の工事・修繕を実施しました。

修繕 谷津幼稚園 屋上手摺応急修理、その他９件

工事 大久保東幼稚園 流し給水管改善工事、その他６件

（幼稚園空調整備事業）

教育環境の充実を図るため、幼稚園４園のすべてのクラスに空調機器を賃貸借方式により設置しました。
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こども部 こども部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

３．２．３ 保育所施設管理事業

①（藤崎保育所） 藤崎3-2-19

ＧＨＰ改修工事

ＧＨＰ改修工事（ガス設備工事）

非常照明用バッテリー交換工事

②（大久保第二保育所） 大久保2-7-7

職員便所等給水管改善工事

ルーフバルコニー・１階屋根屋上雨漏り改修工事

③（菊田第二保育所） 津田沼3-11-10

保育室（りす組）床改修工事

④（秋津保育所）　 秋津3-8-1

ワイヤレスアンテナ撤去工事

⑤（谷津南保育所） 谷津3-1-13

さくら保育室空調機更新工事

ガス管一部撤去

すべり台移設工事

⑥（秋津保育所、谷津南保育所） 秋津3-8-1、谷津3-1-13

ごみ集積所改修工事

３．２．４ こども園施設管理事業

①（東習志野こども園） 東習志野3-4-1

木製複合遊具改修工事

非常用照明器具交換工事

②（杉の子こども園） 本大久保2-3-15

太陽光発電パワーコンディショナー改修工事

③（袖ケ浦こども園） 袖ケ浦2-5-3

シェード設置他工事

幼児玄関・外周フェンス復旧工事

④（大久保こども園） 泉町3-2-1

ピクチャーレール等設置工事

カーブミラー設置工事

こどもセンターＩＰ増設工事

手洗い場改修工事

⑤（新習志野こども園） 香澄4-6-1

簡易フェンス設置工事

複合遊具等更新工事

３．２．４ (仮称)大久保こども園整備事業 泉町3-2-1

給食室解体工事に伴う家屋事後調査委託

既存保育棟改修工事及び既存給食室棟等解体工事監理業務委託 H30・R1年度継続事業

外構・園庭整備工事監理業務委託 H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（建築工事） H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（機械設備工事） H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（電気設備工事） H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（ガス設備工事） H30・R1年度継続事業

既存給食室棟及び遊戯室棟等解体工事 H30・R1年度継続事業

外構・園庭整備工事 H30・R1年度継続事業

外構・園庭整備工事（ガス設備工事） H30・R1年度継続事業

代替園庭原状回復工事

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

事　業　概　要
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こども部 こども部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

３．２．３ 保育所施設管理事業

①（藤崎保育所） 藤崎3-2-19

ＧＨＰ改修工事

ＧＨＰ改修工事（ガス設備工事）

非常照明用バッテリー交換工事

②（大久保第二保育所） 大久保2-7-7

職員便所等給水管改善工事

ルーフバルコニー・１階屋根屋上雨漏り改修工事

③（菊田第二保育所） 津田沼3-11-10

保育室（りす組）床改修工事

④（秋津保育所）　 秋津3-8-1

ワイヤレスアンテナ撤去工事

⑤（谷津南保育所） 谷津3-1-13

さくら保育室空調機更新工事

ガス管一部撤去

すべり台移設工事

⑥（秋津保育所、谷津南保育所） 秋津3-8-1、谷津3-1-13

ごみ集積所改修工事

３．２．４ こども園施設管理事業

①（東習志野こども園） 東習志野3-4-1

木製複合遊具改修工事

非常用照明器具交換工事

②（杉の子こども園） 本大久保2-3-15

太陽光発電パワーコンディショナー改修工事

③（袖ケ浦こども園） 袖ケ浦2-5-3

シェード設置他工事

幼児玄関・外周フェンス復旧工事

④（大久保こども園） 泉町3-2-1

ピクチャーレール等設置工事

カーブミラー設置工事

こどもセンターＩＰ増設工事

手洗い場改修工事

⑤（新習志野こども園） 香澄4-6-1

簡易フェンス設置工事

複合遊具等更新工事

３．２．４ (仮称)大久保こども園整備事業 泉町3-2-1

給食室解体工事に伴う家屋事後調査委託

既存保育棟改修工事及び既存給食室棟等解体工事監理業務委託 H30・R1年度継続事業

外構・園庭整備工事監理業務委託 H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（建築工事） H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（機械設備工事） H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（電気設備工事） H30・R1年度継続事業

既存保育棟改修工事（ガス設備工事） H30・R1年度継続事業

既存給食室棟及び遊戯室棟等解体工事 H30・R1年度継続事業

外構・園庭整備工事 H30・R1年度継続事業

外構・園庭整備工事（ガス設備工事） H30・R1年度継続事業

代替園庭原状回復工事

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額
左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

事　業　概　要
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こども部 こども部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源
支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額

左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳
事　業　概　要

３．２．８ 放課後児童会施設整備事業

①袖ケ浦西児童会 袖ケ浦1-1-1

C棟1Fトイレ改修工事

②大久保児童会 藤崎6-9-28

空調機改修工事

③谷津第五児童会 谷津5-1-32

空調設置工事

コンセント等設置工事

④大久保東児童会 大久保2-12-1

空調機改修工事

⑤つだぬま第三児童会 津田沼4-5-1

キッチン改修工事（ガス設備工事）

キッチン改修工事（機械設備工事）

便所改修工事（機械設備工事）

便所改修工事（電気設備工事）

便所改修工事（建築工事）

⑥向山児童会 谷津2-16-32

玄関及び下駄箱設置工事

⑦向山第二児童会 谷津2-16-32

ミニキッチン設置工事（電気設備工事）

ミニキッチン設置工事（機械設備工事）

玄関及び下駄箱設置工事

空調機設置工事

⑧屋敷第二児童会 屋敷2-1-1

 コンセント設置工事 　

⑨屋敷第三児童会 屋敷2-1-1

キッチン改修工事（ガス設備工事）

キッチン改修工事（機械設備工事）

便所改修工事（機械設備工事）

空調機設置工事

便所改修工事(電気設備工事)

便所改修工事（建築工事）

⑩香澄児童会 香澄4-6-1

大便器排水管改修工事

①大久保児童会 藤崎6-9-28

空調機
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こども部 こども部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源
支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額

左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳
事　業　概　要

３．２．８ 放課後児童会施設整備事業

①袖ケ浦西児童会 袖ケ浦1-1-1

C棟1Fトイレ改修工事

②大久保児童会 藤崎6-9-28

空調機改修工事

③谷津第五児童会 谷津5-1-32

空調設置工事

コンセント等設置工事

④大久保東児童会 大久保2-12-1

空調機改修工事

⑤つだぬま第三児童会 津田沼4-5-1

キッチン改修工事（ガス設備工事）

キッチン改修工事（機械設備工事）

便所改修工事（機械設備工事）

便所改修工事（電気設備工事）

便所改修工事（建築工事）

⑥向山児童会 谷津2-16-32

玄関及び下駄箱設置工事

⑦向山第二児童会 谷津2-16-32

ミニキッチン設置工事（電気設備工事）

ミニキッチン設置工事（機械設備工事）

玄関及び下駄箱設置工事

空調機設置工事

⑧屋敷第二児童会 屋敷2-1-1

 コンセント設置工事 　

⑨屋敷第三児童会 屋敷2-1-1

キッチン改修工事（ガス設備工事）

キッチン改修工事（機械設備工事）

便所改修工事（機械設備工事）

空調機設置工事

便所改修工事(電気設備工事)

便所改修工事（建築工事）

⑩香澄児童会 香澄4-6-1

大便器排水管改修工事

①大久保児童会 藤崎6-9-28

空調機
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こども部 こども部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源
支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額

左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳
事　業　概　要

１０．５．１ 幼稚園施設管理事業

①（谷津幼稚園） 谷津5-1-17

園庭等改修工事

②（津田沼幼稚園） 津田沼4-5-1

空調機設置工事 H30年度より繰越明許

鉄棒更新工事

③（屋敷幼稚園） 屋敷2-1-1

階段裏、天井等亀裂補修工事

④（藤崎幼稚園） 藤崎4-12-1

一輪車補助バー更新工事

⑤（大久保東幼稚園） 大久保2-12-1

流し給水管改善工事

外壁補強工事

西側外周フェンス改修工事

⑥（屋敷幼稚園、藤崎幼稚園） 屋敷2-1-1、藤崎4-12-1

園庭補修工事
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こども部 こども部

 普通建設事業等の概要 (単位：円)

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源
支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所 決　算　額

左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳
事　業　概　要

１０．５．１ 幼稚園施設管理事業

①（谷津幼稚園） 谷津5-1-17

園庭等改修工事

②（津田沼幼稚園） 津田沼4-5-1

空調機設置工事 H30年度より繰越明許

鉄棒更新工事

③（屋敷幼稚園） 屋敷2-1-1

階段裏、天井等亀裂補修工事

④（藤崎幼稚園） 藤崎4-12-1

一輪車補助バー更新工事

⑤（大久保東幼稚園） 大久保2-12-1

流し給水管改善工事

外壁補強工事

西側外周フェンス改修工事

⑥（屋敷幼稚園、藤崎幼稚園） 屋敷2-1-1、藤崎4-12-1

園庭補修工事
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども政策課 地域型保育整備事業

（民間認可保育所等

施設整備費等補助金）

円
一般社団法人絲

代表理事 大川 誠

小規模保育事業所「みらいつむぎ谷津保育園（定員 人）」の施設整備にあたり、一般社団法人絲

に施設整備費の一部を補助しました。

円
ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

小規模保育事業所「ひまわり保育園 （定員 人）」の施設整備にあたり、ラビットポケット株

式会社に施設整備費の一部を補助しました。

円
株式会社ポピンズ

代表取締役 轟 麻衣子

小規模保育事業所「ポピンズナーサリースクールイオンモール津田沼（定員 人）」の施設整備に

あたり、株式会社ポピンズに施設整備費の一部を補助しました。

円
有限会社ウェルフェア

代表取締役 田邉 恒一

小規模保育事業所「ロゼッタ保育園（定員 人）」の施設整備にあたり、有限会社ウェルフェアに

施設整備費及び移行に係る移転費等の一部を補助しました。

民間認可保育所等

施設整備事業

（民間認可保育所等

施設整備費等補助金）

円
株式会社ＨＯＰＰＡ

代表取締役 関 隆彦

「（仮称）京進のほいくえんＨＯＰＰＡ津田沼ザ・タワー（定員 人）」の施設整備にあたり、株式

会社ＨＯＰＰＡに施設整備費の一部を補助しました。

こども保育課

民間保育施設賃借料

助成事業

（民間保育施設賃借

料助成金）

円

合資会社ライフコミュニケーション

無限責任社員 佐々木 豊

施設名 リトルガーデン新習志野

多様な保育需要に応じた事業を行う認可外保育施設に対し、施設賃借料の一部を助成しました。

助成金の額は、助成対象経費の実支出額の 分の に入所定員の年間延べ人数に対する年間延べ

利用者の割合（利用率）に応じた係数を乗じて算出した額（月額 万円、年額 万円限度）と

なります。

助成対象経費 令和元年度施設賃借料

補助率 分の

利用率＝利用者年間延べ人数／入所定員年間延べ人数

利用率 係数

％以上

％以上 ％未満

％未満

円

株式会社保育舎

代表取締役 古井 桃子

施設名 チューリップナーサリー

円

株式会社ポピンズ

代表取締役 轟 麻衣子

施設名 ポピンズキッズルームイオン津田沼

円

株式会社生活設計

代表取締役 井手 健二郎

施設名 キッズ☆ガーデン津田沼駅前園

円

株式会社ブルーム

代表取締役 山﨑 厚子

施設名 そらまめ幼保園津田沼駅前第二園

幼児教室等施設費

助成事業

（幼児教室等施設

賃借料補助金）

円

谷津どんぐりの会

代表 新田 純子

施設を借りて幼児教室等を運営する保護者で組織された団体に対し、保護者の負担を軽減するため

に、子育て支援施策の一環として施設賃借料の一部を補助しました。

団体× 円
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども政策課 地域型保育整備事業

（民間認可保育所等

施設整備費等補助金）

円
一般社団法人絲

代表理事 大川 誠

小規模保育事業所「みらいつむぎ谷津保育園（定員 人）」の施設整備にあたり、一般社団法人絲

に施設整備費の一部を補助しました。

円
ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

小規模保育事業所「ひまわり保育園 （定員 人）」の施設整備にあたり、ラビットポケット株

式会社に施設整備費の一部を補助しました。

円
株式会社ポピンズ

代表取締役 轟 麻衣子

小規模保育事業所「ポピンズナーサリースクールイオンモール津田沼（定員 人）」の施設整備に

あたり、株式会社ポピンズに施設整備費の一部を補助しました。

円
有限会社ウェルフェア

代表取締役 田邉 恒一

小規模保育事業所「ロゼッタ保育園（定員 人）」の施設整備にあたり、有限会社ウェルフェアに

施設整備費及び移行に係る移転費等の一部を補助しました。

民間認可保育所等

施設整備事業

（民間認可保育所等

施設整備費等補助金）

円
株式会社ＨＯＰＰＡ

代表取締役 関 隆彦

「（仮称）京進のほいくえんＨＯＰＰＡ津田沼ザ・タワー（定員 人）」の施設整備にあたり、株式

会社ＨＯＰＰＡに施設整備費の一部を補助しました。

こども保育課

民間保育施設賃借料

助成事業

（民間保育施設賃借

料助成金）

円

合資会社ライフコミュニケーション

無限責任社員 佐々木 豊

施設名 リトルガーデン新習志野

多様な保育需要に応じた事業を行う認可外保育施設に対し、施設賃借料の一部を助成しました。

助成金の額は、助成対象経費の実支出額の 分の に入所定員の年間延べ人数に対する年間延べ

利用者の割合（利用率）に応じた係数を乗じて算出した額（月額 万円、年額 万円限度）と

なります。

助成対象経費 令和元年度施設賃借料

補助率 分の

利用率＝利用者年間延べ人数／入所定員年間延べ人数

利用率 係数

％以上

％以上 ％未満

％未満

円

株式会社保育舎

代表取締役 古井 桃子

施設名 チューリップナーサリー

円

株式会社ポピンズ

代表取締役 轟 麻衣子

施設名 ポピンズキッズルームイオン津田沼

円

株式会社生活設計

代表取締役 井手 健二郎

施設名 キッズ☆ガーデン津田沼駅前園

円

株式会社ブルーム

代表取締役 山﨑 厚子

施設名 そらまめ幼保園津田沼駅前第二園

幼児教室等施設費

助成事業

（幼児教室等施設

賃借料補助金）

円

谷津どんぐりの会

代表 新田 純子

施設を借りて幼児教室等を運営する保護者で組織された団体に対し、保護者の負担を軽減するため

に、子育て支援施策の一環として施設賃借料の一部を補助しました。

団体× 円
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども保育課 民間認可保育所

運営費助成事業

（民間認可保育所

運営費補助金）

（延長保育等事業費

補助金）

（保育士処遇改善事

業費補助金）

（保育士宿舎借り上

げ支援事業費補助

金）

（認可保育所施設整

備資金借入金償還利

子補助金）

円

社会福祉法人ひこばえ

理事長 茂呂 利男

施設名 かすみ保育園

①市内で民間認可保育所を設置する法人に対し、民間認可保育所の運営に係る経費の一部について

補助しました。

②延長保育等を実施する市内の民間認可保育所に対して、経費の一部について補助しました。

③民間認可保育所に勤務する保育士及び保育教諭に係る給与の処遇改善を図る事業所に対し、改善額を

補助しました。保育士 人当たり 月額 円

④保育士の雇用確保、就業継続及び離職防止を図り、保育士が働きやすい環境を整備するために、保育

士の宿舎を借り上げる費用の一部を補助しました。

⑤施設整備のため独立行政法人福祉医療機構から借り入れた福祉貸付資金に係る償還利子を補助しま

した。

（単位：円）

① ② ③ ④ ⑤ 合計

かすみ

保育園

若松すずみ

保育園

明徳そでにの

保育園

アスクかなでの

もり保育園

アスクかなでの

もり第二保育園

キッズガーデン

奏の杜園

谷津みのり

保育園

そらまめ保育園

かなでの杜

ブレーメン

津田沼保育園

菊田みのり

保育園

ＣＯＯ本大久保

保育園

合計

円

社会福祉法人すずみ会

理事長 田口 賢

施設名 若松すずみ保育園

円

社会福祉法人千葉明徳会

理事長 福中 儀明

施設名 明徳そでにの保育園

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり保育園

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり第二保育園

円

株式会社生活設計

代表取締役 井手 健二郎

施設名 キッズ☆ガーデン奏の杜園

円

社会福祉法人習志野

理事長 田久保 明夫

施設名 谷津みのり保育園

円

株式会社ブルーム

代表取締役 山﨑 厚子

施設名 そらまめ保育園かなでの杜

円

社会福祉法人八千代美香会

理事長 綱島 照雄

施設名 ブレーメン津田沼保育園

円

社会福祉法人習志野

理事長 田久保 明夫

施設名 菊田みのり保育園

円

学校法人正良学園

理事長 犬飼 良成

施設名 ＣＯＯ本大久保保育園
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども保育課 民間認可保育所

運営費助成事業

（民間認可保育所

運営費補助金）

（延長保育等事業費

補助金）

（保育士処遇改善事

業費補助金）

（保育士宿舎借り上

げ支援事業費補助

金）

（認可保育所施設整

備資金借入金償還利

子補助金）

円

社会福祉法人ひこばえ

理事長 茂呂 利男

施設名 かすみ保育園

①市内で民間認可保育所を設置する法人に対し、民間認可保育所の運営に係る経費の一部について

補助しました。

②延長保育等を実施する市内の民間認可保育所に対して、経費の一部について補助しました。

③民間認可保育所に勤務する保育士及び保育教諭に係る給与の処遇改善を図る事業所に対し、改善額を

補助しました。保育士 人当たり 月額 円

④保育士の雇用確保、就業継続及び離職防止を図り、保育士が働きやすい環境を整備するために、保育

士の宿舎を借り上げる費用の一部を補助しました。

⑤施設整備のため独立行政法人福祉医療機構から借り入れた福祉貸付資金に係る償還利子を補助しま

した。

（単位：円）

① ② ③ ④ ⑤ 合計

かすみ

保育園

若松すずみ

保育園

明徳そでにの

保育園

アスクかなでの

もり保育園

アスクかなでの

もり第二保育園

キッズガーデン

奏の杜園

谷津みのり

保育園

そらまめ保育園

かなでの杜

ブレーメン

津田沼保育園

菊田みのり

保育園

ＣＯＯ本大久保

保育園

合計

円

社会福祉法人すずみ会

理事長 田口 賢

施設名 若松すずみ保育園

円

社会福祉法人千葉明徳会

理事長 福中 儀明

施設名 明徳そでにの保育園

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり保育園

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり第二保育園

円

株式会社生活設計

代表取締役 井手 健二郎

施設名 キッズ☆ガーデン奏の杜園

円

社会福祉法人習志野

理事長 田久保 明夫

施設名 谷津みのり保育園

円

株式会社ブルーム

代表取締役 山﨑 厚子

施設名 そらまめ保育園かなでの杜

円

社会福祉法人八千代美香会

理事長 綱島 照雄

施設名 ブレーメン津田沼保育園

円

社会福祉法人習志野

理事長 田久保 明夫

施設名 菊田みのり保育園

円

学校法人正良学園

理事長 犬飼 良成

施設名 ＣＯＯ本大久保保育園
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども保育課 小規模保育事業

運営費助成事業

（小規模保育事業運

営費補助金）

（延長保育等事業費

補助金）

（保育士処遇改善事

業費補助金）

（保育士宿舎借り上

げ支援事業費補助

金）

円

社会福祉法人青葉学園

理事長 藤本 志磨

施設名 キッズスペース みもみ

① 市内で小規模保育事業所を設置する法人に対し、小規模保育事業所の運営に係る経費の一部につ

いて補助しました。

② 延長保育等を実施する市内の小規模保育事業所に対して、経費の一部について補助しました。

③ 小規模保育事業所に勤務する保育士及び保育教諭に係る給与の処遇改善を図る事業所に対し、改善

額を補助しました。保育士 人当たり 月額 円

④ 保育士の雇用確保、就業継続及び離職防止を図り、保育士が働きやすい環境を整備するために、保

育士の宿舎を借り上げる費用の一部を補助しました。

（単位円）

① ② ③ ④ 合計

キッズスペース みもみ２

実籾保育園

ひまわり保育園

ひまわり保育園

サンライズキッズ保育園津田沼園

サンライズキッズ保育園奏の杜園

ひまわり保育園

杜の子保育園

サンライズキッズ保育園谷津園

ロゼッタ保育園

合計 円

円

法人子育て 番

理事 山本 岳

施設名 実籾保育園

円

ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

施設名 ひまわり保育園

円

ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

施設名 ひまわり保育園

円

株式会社エクシオジャパン

代表取締役 佐伯 猛

施設名 サンライズキッズ保育園津田沼園

円

株式会社エクシオジャパン

代表取締役 佐伯 猛

施設名 サンライズキッズ保育園奏の杜園

円

ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

施設名 ひまわり保育園

円

株式会社新星

代表取締役 島﨑 信雄

施設名 杜の子保育園

円

株式会社エクシオジャパン

代表取締役 佐伯 猛

施設名 サンライズキッズ保育園谷津園

円

有限会社ウェルフェア

代表取締役 田邉 恒一

施設名 ロゼッタ保育園
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども保育課 小規模保育事業

運営費助成事業

（小規模保育事業運

営費補助金）

（延長保育等事業費

補助金）

（保育士処遇改善事

業費補助金）

（保育士宿舎借り上

げ支援事業費補助

金）

円

社会福祉法人青葉学園

理事長 藤本 志磨

施設名 キッズスペース みもみ

① 市内で小規模保育事業所を設置する法人に対し、小規模保育事業所の運営に係る経費の一部につ

いて補助しました。

② 延長保育等を実施する市内の小規模保育事業所に対して、経費の一部について補助しました。

③ 小規模保育事業所に勤務する保育士及び保育教諭に係る給与の処遇改善を図る事業所に対し、改善

額を補助しました。保育士 人当たり 月額 円

④ 保育士の雇用確保、就業継続及び離職防止を図り、保育士が働きやすい環境を整備するために、保

育士の宿舎を借り上げる費用の一部を補助しました。

（単位円）

① ② ③ ④ 合計

キッズスペース みもみ２

実籾保育園

ひまわり保育園

ひまわり保育園

サンライズキッズ保育園津田沼園

サンライズキッズ保育園奏の杜園

ひまわり保育園

杜の子保育園

サンライズキッズ保育園谷津園

ロゼッタ保育園

合計 円

円

法人子育て 番

理事 山本 岳

施設名 実籾保育園

円

ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

施設名 ひまわり保育園

円

ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

施設名 ひまわり保育園

円

株式会社エクシオジャパン

代表取締役 佐伯 猛

施設名 サンライズキッズ保育園津田沼園

円

株式会社エクシオジャパン

代表取締役 佐伯 猛

施設名 サンライズキッズ保育園奏の杜園

円

ラビットポケット株式会社

代表取締役 鈴木 潤悦

施設名 ひまわり保育園

円

株式会社新星

代表取締役 島﨑 信雄

施設名 杜の子保育園

円

株式会社エクシオジャパン

代表取締役 佐伯 猛

施設名 サンライズキッズ保育園谷津園

円

有限会社ウェルフェア

代表取締役 田邉 恒一

施設名 ロゼッタ保育園
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９ こども保育課 幼保連携型認定こど

も園運営費助成事業

（幼保連携型認定こ

ども園運営費補助

金）

（延長保育等事業費

補助金）

（保育士処遇改善事

業費補助金）

（保育士宿舎借り上

げ支援事業費補助

金）

円

学校法人田久保学園

理事長 田久保 明夫

施設名 みのりつくしこども園

① 市内で幼保連携型認定こども園を設置する法人に対し、幼保連携型認定こども園の運営に係る経費

の一部について補助しました。

② 延長保育等を実施する市内の幼保連携型認定こども園に対して、経費の一部について補助しまし

た。

③ 幼保連携型認定こども園に勤務する保育士及び保育教諭に係る給与の処遇改善を図る事業所に対

し、改善額を補助しました。保育士 人当たり 月額 円

④ 保育士の雇用確保、就業継続及び離職防止を図り、保育士が働きやすい環境を整備するために、保

育士の宿舎を借り上げる費用の一部を補助しました。

（単位円）

① ② ③ ④ 合計

みのりつくしこども園

ブレーメン実花こども園

青葉幼稚園

合計

円

社会福祉法人八千代美香会

理事長 綱島 照雄

施設名 ブレーメン実花こども園

円

社会福祉法人青葉学園

理事長 藤本 志磨

施設名 幼保連携型認定こども園

青葉幼稚園
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９ こども保育課 幼保連携型認定こど

も園運営費助成事業

（幼保連携型認定こ

ども園運営費補助

金）

（延長保育等事業費

補助金）

（保育士処遇改善事

業費補助金）

（保育士宿舎借り上

げ支援事業費補助

金）

円

学校法人田久保学園

理事長 田久保 明夫

施設名 みのりつくしこども園

① 市内で幼保連携型認定こども園を設置する法人に対し、幼保連携型認定こども園の運営に係る経費

の一部について補助しました。

② 延長保育等を実施する市内の幼保連携型認定こども園に対して、経費の一部について補助しまし

た。

③ 幼保連携型認定こども園に勤務する保育士及び保育教諭に係る給与の処遇改善を図る事業所に対

し、改善額を補助しました。保育士 人当たり 月額 円

④ 保育士の雇用確保、就業継続及び離職防止を図り、保育士が働きやすい環境を整備するために、保

育士の宿舎を借り上げる費用の一部を補助しました。

（単位円）

① ② ③ ④ 合計

みのりつくしこども園

ブレーメン実花こども園

青葉幼稚園

合計

円

社会福祉法人八千代美香会

理事長 綱島 照雄

施設名 ブレーメン実花こども園

円

社会福祉法人青葉学園

理事長 藤本 志磨

施設名 幼保連携型認定こども園

青葉幼稚園
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども保育課 民間認可保育所賃借

料助成事業

（民間認可保育所賃

借料補助金）

（都市部における保

育所等への賃借料支

援事業補助金）

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり保育園

賃貸物件を活用して整備した民間認可保育所の賃借料の一部を補助しました。

民間認可保育所賃借料補助金

アスクかなでのもり第二保育園

都市部における保育所等への賃借料支援事業補助金

アスクかなでのもり保育園、キッズ☆ガーデン奏の杜園、そらまめ保育園かなでの杜

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり第二保育園

円

株式会社生活設計

代表取締役 井手 健二郎

施設名 キッズ☆ガーデン奏の杜園

円

株式会社ブルーム

代表取締役 山﨑 厚子

施設名 そらまめ保育園かなでの杜

幼稚園奨励費補助費

（私立幼稚園就園

奨励費補助金）
円

私立幼稚園に 歳児、 歳児、 歳

児を通園させている人計 人
私立幼稚園に在園する ～ 歳児全員を対象に、市民税の課税額に応じて 円～ 円の範

囲で補助し、保護者負担を軽減するとともに、市立幼稚園との保育料の格差是正を図りました。なお、

令和元年 月より開始した幼児教育・保育無償化に伴い、令和元年 月をもって廃止されましたが、経

過措置として、無償化によって補助額が下がる一部の世帯を対象とした補助を行いました。

（私立幼稚園類似

施設園児補助金）
円

やひろ学園

理事長 平野 京子

モンテッソーリ子供の家

私立幼稚園類似施設に在園する ～ 歳児全員を対象に、年額 円を補助し、保護者負担を軽

減するとともに、市立幼稚園との保育料の格差是正を図りました。

（私立幼稚園協会

補助金）
円

習志野市私立幼稚園協会

会長 飯塚 源太

私立幼稚園教職員の研修会開催により、教育内容等の充実と教職員の資質向上を図るために、研

修に係る経費の一部を補助しました。

（私立幼稚園特別支

援教育補助金）

円

学校法人 飯生学園

理事長 飯生 和美

みもみ幼稚園

私立幼稚園において、教育を受ける機会の拡充を図り、幼児教育の振興及び児童の発達を支援す

るため、個別に配慮を要する子どもに職員の加配に要する費用について、その一部を補助しまし

た。

円

学校法人 田久保学園

理事長 田久保 明夫

習志野みのり幼稚園
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こども部 こども部

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

３．２．１．１９こども保育課 民間認可保育所賃借

料助成事業

（民間認可保育所賃

借料補助金）

（都市部における保

育所等への賃借料支

援事業補助金）

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり保育園

賃貸物件を活用して整備した民間認可保育所の賃借料の一部を補助しました。

民間認可保育所賃借料補助金

アスクかなでのもり第二保育園

都市部における保育所等への賃借料支援事業補助金

アスクかなでのもり保育園、キッズ☆ガーデン奏の杜園、そらまめ保育園かなでの杜

円

株式会社日本保育サービス

代表取締役 古川 浩一郎

施設名 アスクかなでのもり第二保育園

円

株式会社生活設計

代表取締役 井手 健二郎

施設名 キッズ☆ガーデン奏の杜園

円

株式会社ブルーム

代表取締役 山﨑 厚子

施設名 そらまめ保育園かなでの杜

幼稚園奨励費補助費

（私立幼稚園就園

奨励費補助金）
円

私立幼稚園に 歳児、 歳児、 歳

児を通園させている人計 人
私立幼稚園に在園する ～ 歳児全員を対象に、市民税の課税額に応じて 円～ 円の範

囲で補助し、保護者負担を軽減するとともに、市立幼稚園との保育料の格差是正を図りました。なお、

令和元年 月より開始した幼児教育・保育無償化に伴い、令和元年 月をもって廃止されましたが、経

過措置として、無償化によって補助額が下がる一部の世帯を対象とした補助を行いました。

（私立幼稚園類似

施設園児補助金）
円

やひろ学園

理事長 平野 京子

モンテッソーリ子供の家

私立幼稚園類似施設に在園する ～ 歳児全員を対象に、年額 円を補助し、保護者負担を軽

減するとともに、市立幼稚園との保育料の格差是正を図りました。

（私立幼稚園協会

補助金）
円

習志野市私立幼稚園協会

会長 飯塚 源太

私立幼稚園教職員の研修会開催により、教育内容等の充実と教職員の資質向上を図るために、研

修に係る経費の一部を補助しました。

（私立幼稚園特別支

援教育補助金）

円

学校法人 飯生学園

理事長 飯生 和美

みもみ幼稚園

私立幼稚園において、教育を受ける機会の拡充を図り、幼児教育の振興及び児童の発達を支援す

るため、個別に配慮を要する子どもに職員の加配に要する費用について、その一部を補助しまし

た。

円

学校法人 田久保学園

理事長 田久保 明夫

習志野みのり幼稚園
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（ ） 都 市 環 境 部



都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款項目（名称） ４・１・９（環境対策費） 決 算 額

担 当 主 管 環 境 政 策 課

※ 書きは、前年度数値

（環境審議会費）

令和元年度の環境審議会は、災害廃棄物処理計画について報告するとともに、令和３年度から令和７

年度を計画期間とする環境基本計画の策定に係る意見・助言をいただくため、１回開催しました。

開 催 開催日 内 容

第１回

全体会
令和元年８月２８日（水）

・災害廃棄物処理計画について

・習志野市環境基本計画について

（環境政策課事務費）

１．環境保全条例等に基づく規制及び監視他

千葉市・船橋市・八千代市・習志野市合同事業

陸上自衛隊習志野駐屯地第 空挺団降下訓練に係る航空機騒音調査

２回（２回）令和元年１０月１６日（水） 大型ヘリコプター

令和元年１１月１５日（金） 輸送機

２．習志野市環境保全条例に規定する許可・認可等

（１）工場等設置認可件数 １３件 （ ２７件）

（２）工場等変更認可件数 ３１件 （ ５０件）

（３）特定建設作業許可件数 ４１１件 （５０３件

３．習志野市環境保全条例に規定する改善命令等

（１）命 令 ０件（０件） ２ 勧 告 ０件（０件）

（３）指 導 ５件（３件） ４ 始末書 ０件（０件）

４．習志野市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例に規定する

申請（変更を含む）件数 ３件（１件）

５．公害苦情相談件数 ７２件 ４０件

・騒 音 ３２件（２８件） ・振 動 １２件（ ４件） ・悪 臭 ４件（ ２件）

・大気汚染 １９件（ ４件） ・水質汚濁 ０件（ ０件） ・地盤沈下 １件（ ０件）

・土壌汚染 １件（ ０件） ・そ の 他 ３件（ ２件）

６．令和元年版習志野市環境基本計画年次報告書（環境白書）の編集・発行

令和元年版より原則、市ホームページにてデータ配信とし、冊子での配布は行わないこととしました。

＜配布先＞

情報公開コーナー、図書館、国立国会図書館

７．飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費助成の実施

飼い主のいない猫の飼育限度を超えた繁殖を抑えること並びに、飼い主のいない猫に起因する被害及

び迷惑の防止の一助として、助成金を交付しました。

助成金額：不妊９，０００円（８，０００円） 去勢５，０００円（４，０００円）

交付金額：８３６，０００円（９３２，０００円）

不妊 ６４匹（８６匹） 去勢５２匹（６１匹） 計１１６匹（１４７匹）
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款項目（名称） ４・１・９（環境対策費） 決 算 額

担 当 主 管 環 境 政 策 課

※ 書きは、前年度数値

（環境審議会費）

令和元年度の環境審議会は、災害廃棄物処理計画について報告するとともに、令和３年度から令和７

年度を計画期間とする環境基本計画の策定に係る意見・助言をいただくため、１回開催しました。

開 催 開催日 内 容

第１回

全体会
令和元年８月２８日（水）

・災害廃棄物処理計画について

・習志野市環境基本計画について

（環境政策課事務費）

１．環境保全条例等に基づく規制及び監視他

千葉市・船橋市・八千代市・習志野市合同事業

陸上自衛隊習志野駐屯地第 空挺団降下訓練に係る航空機騒音調査

２回（２回）令和元年１０月１６日（水） 大型ヘリコプター

令和元年１１月１５日（金） 輸送機

２．習志野市環境保全条例に規定する許可・認可等

（１）工場等設置認可件数 １３件 （ ２７件）

（２）工場等変更認可件数 ３１件 （ ５０件）

（３）特定建設作業許可件数 ４１１件 （５０３件

３．習志野市環境保全条例に規定する改善命令等

（１）命 令 ０件（０件） ２ 勧 告 ０件（０件）

（３）指 導 ５件（３件） ４ 始末書 ０件（０件）

４．習志野市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例に規定する

申請（変更を含む）件数 ３件（１件）

５．公害苦情相談件数 ７２件 ４０件

・騒 音 ３２件（２８件） ・振 動 １２件（ ４件） ・悪 臭 ４件（ ２件）

・大気汚染 １９件（ ４件） ・水質汚濁 ０件（ ０件） ・地盤沈下 １件（ ０件）

・土壌汚染 １件（ ０件） ・そ の 他 ３件（ ２件）

６．令和元年版習志野市環境基本計画年次報告書（環境白書）の編集・発行

令和元年版より原則、市ホームページにてデータ配信とし、冊子での配布は行わないこととしました。

＜配布先＞

情報公開コーナー、図書館、国立国会図書館

７．飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費助成の実施

飼い主のいない猫の飼育限度を超えた繁殖を抑えること並びに、飼い主のいない猫に起因する被害及

び迷惑の防止の一助として、助成金を交付しました。

助成金額：不妊９，０００円（８，０００円） 去勢５，０００円（４，０００円）

交付金額：８３６，０００円（９３２，０００円）

不妊 ６４匹（８６匹） 去勢５２匹（６１匹） 計１１６匹（１４７匹）

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

※ 書きは、前年度数値

（地球温暖化対策事業）

① 環境基本条例により６月を環境月間と定め、事業者及び市民の間に広く環境の保全についての関心と

理解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高めるため、以下のイベントを

開催しました。

期 間：令和元年６月１６日（日）～６月２５日（火）

テ ー マ：「習志野市 ゴミをなくして ピカピカに」

行 事 名： ①習志野市・イオン環境フェア ６月２１日（金）～２４日（月）

②谷津干潟をキレイにしよう！ ６月１６日（日）

③リサイクル体験教室 ６月２０日（木）・２５日（火）

② １２月の地球温暖化防止月間に合わせ、地球温暖化の防止をはじめとした環境問題について、多くの

方々に考えていただく機会を提供することを目的に、以下のイベントを開催しました。

期 間：令和元年１２月２０日（金）～１２月２３日（月）

行 事 名：習志野市地球温暖化防止月間パネル展

③ 省エネ法に伴う提出書類作成等支援に係る業務委託

エネルギーの使用の合理化等に関する法律（省エネ法）、地球温暖化対策の推進に関する法律（温対

法）に伴うエネルギー管理に対応した関連書類の作成を委託しました。

（住宅用省エネルギー設備普及促進事業）

家庭における地球温暖化対策促進並びにエネルギーの安定確保及びエネルギー利用の効率化・最適化を

図るため、住宅用省エネルギー設備等を設置した市民に対し、その費用の一部を補助しました。

①住宅用太陽光発電システム設置費補助金

・補 助 額：上限 ９万円（１ｋＷあたり２万円）

・交 付 件 数：１０件（１８件）

・交付決定額：８３９，０００円（１，４８３，０００円）

②定置用リチウムイオン蓄電システム設置費補助金

・補 助 額：上限１０万円

・交 付 件 数：３６件（３０件）

・交付決定額：３，６００，０００円（３，０００，０００円）

③家庭用燃料電池設置費補助金

・補 助 額：市営の都市ガス使用 上限３０万円

その他ガス使用 上限５万円（上限８万円）

・交 付 件 数：市営の都市ガス使用 ４件（０件）

その他のガス使用 令和元年度は申請がありませんでした。（０件）

・交付決定額：１，２００，０００円（０円）

④太陽熱利用システム設置費補助金

・補 助 額：上限５万円

・交 付 件 数：１件（０件）

・交付決定額：５０，０００円（０円）
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

※ 書きは、前年度数値

（狂犬病予防対策事業）

狂犬病予防法に従い、犬の飼い主に義務付けられた犬の登録と狂犬病予防注射済票の交付等の事務を行い

ました。

犬の登録頭数等

登録頭数 注射頭数 接種率

６，９７７（６，８７９） ５，６８４（５，２６６） ８１．５（７６．６）

（環境調査事業）

１．大気調査

（１）測定局と測定項目

（２）調査期間 平成３１年４月から令和２年３月

（３）光化学スモッグ注意報発令 ４回（１回） 被害届 ０人（０人）

ＰＭ２ ５注意喚起 ０回（０回）

２．水質調査

（１）公共用水域調査

水 域 調査項目 調査方法 調査日

河 川
健康項目２７物質（重金属類他）

３地点、年４回
令和元年５月、８月、

１０月、令和２年１月生活環境項目８物質（ＢＯＤ他）

汽水域
健康項目２５物質（重金属類他）

２地点、年２回 令和元年５月、１０月
生活環境項目８項目（ＣＯＤ他）

海 域 生活環境項目１０項目（全燐、全窒素他） １地点、年４回
令和元年５月、８月、

１０月、令和２年１月

ほとんどの項目で環境基準値以下でしたが、海域でｐＨ及び全りんの超過が確認されました。

（２）事業所排水立入調査 排水施設及び排出水の検査 令和元年５月から令和元年１１月延べ３２

施設（３０施設）

設 置 者 千葉県 習志野市

測定局名 ①鷺沼 ②東習志野 ③谷津 ④秋津

所 在 地 鷺沼台 東習志野 谷津 秋津

位置づけ 一般環境 一般環境 一般環境 自動車排出ガス

測

定

項

目

二 酸 化 窒 素 ○ ○ ○ ○

二 酸 化 硫 黄 ○ ○ ― ―

光化学オキシダント ○ ― ― ―

浮遊粒子状物質 ○ ○ ○ ○

微小粒子状物質 ○ ― ― ○

炭 化 水 素 ○ ― ― ―

酸 性 雨 ― ○ ― ―
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都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

※ 書きは、前年度数値

３．騒音振動調査

（１）騒音振動調査 調査期間 令和元年１０月から令和２年３月

令和元年度は２路線２地点（２路線２地点）の面的評価を実施しました。

（２）自動車交通量調査

令和元年１１月６日から２０日 ５地点（７地点）

４．有害化学物質等調査

（１）ダイオキシン類環境調査

調査＼区分 大 気 水 質 水底の底質 土 壌

調査実施日

年２回 年２回 年１回 年１回

７ １０（水） ～

７ １７（水）

１ ８（水） ～

１ １５（水）

８ ５（月）

１２ １０（火）

８ ５ 月 ８ ５（月）

調査地点数 ４地点 ３地点 ３地点 １地点

結 果 いずれも環境基準値以下

５．空間放射線量調査

原子力発電所の事故から９年目となる令和元年度も空間放射線量の調査を継続して実施しました。

（地下水汚染対策事業）

１．地下水調査

本数 ＼ 調査項目 トリクロロエチレン等 ほう素 ふっ素

調査井戸本数 １１８（１２０） １４（１４） ９（ ９）

うち環境基準値を

超える井戸本数 ２４（２４） ０（ ０） ０（ ０）

２．地下水汚染除去

屋敷４丁目に除去施設を設け、除去作業を行っています。平成７年度から令和元年度末まで

の除去総量は、トリクロロエチレン換算で ４，４１７㎏です。

調査項目＼内容 調査地点数 環境基準達成率（地点ごとの評価）

道路交通騒音 １２（１２） 昼間 ８３％ ８３％ 夜間 ６７％ ６７％

道路交通振動 ６（ ６） 昼間１００％ １００％ 夜間１００％ １００％

一般環境騒音 １０（１０） 昼間１００％ １００％ 夜間 ７０％ ７０％

項 目 内 容

空間放射線量測定 定点測定 きらっと広場、１６公園の測定

全６４か所×４回＝２５６か所
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

※ 書きは、前年度数値

（小規模水道等事業）

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成

２３年法律第１０５号）」により、水道法に定める水道等に係る公衆衛生業務が平成２５年度に県の保

健所から市へ移譲されました。

令和元年度は、専用水道・小規模専用水道のうち、６施設への立入検査を実施し、簡易専用水道につ

いては、水質検査実施状況の調査を行いました。小規模簡易専用水道については、設置者へ管理状況の

調査を行いました。

新設・変更・廃止等の状況

項 目 区 分 新 設 廃 止 変 更 合 計

水道法
専用水道 ０（１） ０（０） ５（８） １６（ １６）

簡易専用水道 ６（４） ４（３） ７（１） ３２９（３２７）

市条例
小規模専用水道 ０（０） ０（０） ０（１） １（ １）

小規模簡易専用水道 ３（２） ０（２） ０（０） ５０（ ４７）

（環境基本計画策定事業）

令和３年４月策定予定である、次期「環境基本計画」に係る、市民意識調査（アンケート）の実施につ

いて委託しました。

区 分 対 象 方 法 期 間 有効回答率

①市民

アンケート

無作為抽出した市内在住の

成人１，０００人

（男女各５００人）

調査票を郵便で

発送・返信

２０１９年１１月１日

～同年１１月２０日
４１．９％

②こども

アンケート

市立小学校の４年生

６２２人

調査票を学校で

配布・回収
２０１９年１１月 １００．０％

③事業者

アンケート

市内で事業活動を行ってい

る５０事業所

調査票を郵便で

発送・返信

２０１９年１１月１日

～同年１１月２０日
３２．０％

④大学生

アンケート

市内に立地する

千葉工業大学・東邦大学・日

本大学生産工学部から

各３０人を任意抽出

留め置き法 ２０１９年１１月 ９０．０％

⑤学校教育及

び保育指導者

アンケート

市立の教育施設として、

７保育所、５こども園、

６幼稚園、１６小学校、

７中学校、１高等学校

調査票を保育

所・幼稚園・学

校長宛て直接

配布・回収

２０１９年１１月 １００．０％
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

※ 書きは、前年度数値

（小規模水道等事業）

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成

２３年法律第１０５号）」により、水道法に定める水道等に係る公衆衛生業務が平成２５年度に県の保

健所から市へ移譲されました。

令和元年度は、専用水道・小規模専用水道のうち、６施設への立入検査を実施し、簡易専用水道につ

いては、水質検査実施状況の調査を行いました。小規模簡易専用水道については、設置者へ管理状況の

調査を行いました。

新設・変更・廃止等の状況

項 目 区 分 新 設 廃 止 変 更 合 計

水道法
専用水道 ０（１） ０（０） ５（８） １６（ １６）

簡易専用水道 ６（４） ４（３） ７（１） ３２９（３２７）

市条例
小規模専用水道 ０（０） ０（０） ０（１） １（ １）

小規模簡易専用水道 ３（２） ０（２） ０（０） ５０（ ４７）

（環境基本計画策定事業）

令和３年４月策定予定である、次期「環境基本計画」に係る、市民意識調査（アンケート）の実施につ

いて委託しました。

区 分 対 象 方 法 期 間 有効回答率

①市民

アンケート

無作為抽出した市内在住の

成人１，０００人

（男女各５００人）

調査票を郵便で

発送・返信

２０１９年１１月１日

～同年１１月２０日
４１．９％

②こども

アンケート

市立小学校の４年生

６２２人

調査票を学校で

配布・回収
２０１９年１１月 １００．０％

③事業者

アンケート

市内で事業活動を行ってい

る５０事業所

調査票を郵便で

発送・返信

２０１９年１１月１日

～同年１１月２０日
３２．０％

④大学生

アンケート

市内に立地する

千葉工業大学・東邦大学・日

本大学生産工学部から

各３０人を任意抽出

留め置き法 ２０１９年１１月 ９０．０％

⑤学校教育及

び保育指導者

アンケート

市立の教育施設として、

７保育所、５こども園、

６幼稚園、１６小学校、

７中学校、１高等学校

調査票を保育

所・幼稚園・学

校長宛て直接

配布・回収

２０１９年１１月 １００．０％

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 クリーンセンター業務課

※ 書きは、前年度数値

（環境衛生事業）

・消毒事業

市内の生活環境の保全を図るため、道路の側溝、マンホールの消毒を実施しました。

（延実施数）

側 溝 消 毒 ４８箇所（ ４９箇所）

マンホール消毒 ０箇所（ ０箇所）

・雑草の除去に関する指導

火災、犯罪・衛生害虫の発生及び地域の環境衛生を図るため、雑草繁茂の実態調査とともにパトロールを

行い、土地所有者、管理者に対して指導をしました。

（指導状況） 指導件数 １０７件（ ７６件

・衛生害虫等の駆除

「蜂の巣駆除」は、土地所有者または管理者により実施していますが、危険を伴う緊急時の対応として業者

と委託契約を締結いたしました。

・その他の事業

区 分 延実施数 処理量

側溝残土処理 ５３箇所（ ５０箇所） ７８０ （ １，３００

不良広告物撤去 ５５日間（ ５９日間） １，１８４枚（ １，１５０ 枚

不法投棄処理 ３４箇所（ ２４箇所） １，１６０ （ ６４０

清 掃 の 日 ７３地区（ ７８地区） ２３，７００ （２１，０４０
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款項目（名称） ４・２・１（清掃総務費） 決 算 額

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課

※ 書きは、前年度数値

（３Ｒ推進事業）

・３Ｒ推進のためのホームページの充実

①地区別収集カレンダーの掲載

②ごみの出し方５０音別分類表の掲載

・ごみの分け方、出し方に関する啓発

家庭ごみの分け方・出し方ガイドブックを全戸配布しました。

・３Ｒ啓発品の配布

七市清掃協議会（千葉市、船橋市、市川市、松戸市、柏市、市原市、習志野市）の協同事業で購入し

た啓発品（エコバッグ）をイベントなどで配布しました。

・使用済み小型家電に含まれるレアメタル等の資源の有効活用を図るため、市内公共施設１０か所に専

用ボックスを設置し、拠点回収を行いました。

（有価物回収運動奨励事業）

ごみの減量及び資源化、ごみに関する意識の啓発を図るため、町会等の有価物回収団体の回収量に応

じて１㎏当たり４円の奨励金を交付しました。

幼稚園 小学校 中･高校 子供会 町会･自治会等 計

登録団体数
２

３

２０

２０

７

８

５

８

９０

８６

１２４

１２５

区 分 回収量 ㎏ 奨励金 円

団 体 回 収 分

（きれいなまちづくり推進事業）

１．習志野市をきれいにする会を開催 ３回（３回）

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

※ 書きは、前年度数値

２．「習志野市空き缶等の投棄、違反ごみ出し並びに飼い犬及び飼い猫のふんの放置をしないまちづく

り条例」に基づく行動計画を策定し、以下の事業を実施しました。

・町会・自治会を主体とする環境美化活動の支援

・歩きたばこ・ポイ捨て防止啓発用路面シートの駅周辺等への貼付

・歩きたばこ・ポイ捨て防止駅周辺街頭キャンペーンの実施

期日・場所：①９月２０日（金）新習志野駅、京成大久保駅

②９月２７日（金） 津田沼駅、新津田沼駅、京成津田沼駅

③１０月９日（水）谷津駅、実籾駅

参加者数：１５６人（１３４人）

・近隣１７市による喫煙マナー向上・ポイ捨て防止合同キャンペーンを市内の大学（千葉工業大学・

日本大学・東邦大学）と協働して、実施しました。

期日・場所：①１０月２８日（月）京成大久保駅

②１０月３０日（水）実籾駅

③１１月１３日（水） 津田沼駅

参 加 者 数：３２人（３１人）

内 容：啓発物資の配布（啓発ティッシュ約２ １００個）

・環境美化推進員を対象とした講習会の実施

期 日：１１月７日（木）午後２時～４時

場 所：習志野市生涯学習複合施設「プラッツ習志野」北館 市民ホール

参加者数：３５６人（２２３人）

内 容：①習志野市のごみ事情について

②講演「定収入を得るためにゴミ清掃員を始めたお笑い芸人

～たどり着いた、ゴミ学が凄い‼～」

（講師：マシンガンズ 滝沢 秀一 氏）

・ごみゼロ運動の実施

期 日：令和元年５月１６日（木）～令和元年１０月２４日（木）の間において随時実施

場 所：市内全域

参加者数：２４，７１３人 ２５，６１６人

総収集量：１８，９０８㎏ ２０，１９１㎏

（芝園清掃工場事務費）

習志野市災害廃棄物処理計画を策定しました。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款項目（名称） ４・２・１（清掃総務費） 決 算 額

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課

※ 書きは、前年度数値

（３Ｒ推進事業）

・３Ｒ推進のためのホームページの充実

①地区別収集カレンダーの掲載

②ごみの出し方５０音別分類表の掲載

・ごみの分け方、出し方に関する啓発

家庭ごみの分け方・出し方ガイドブックを全戸配布しました。

・３Ｒ啓発品の配布

七市清掃協議会（千葉市、船橋市、市川市、松戸市、柏市、市原市、習志野市）の協同事業で購入し

た啓発品（エコバッグ）をイベントなどで配布しました。

・使用済み小型家電に含まれるレアメタル等の資源の有効活用を図るため、市内公共施設１０か所に専

用ボックスを設置し、拠点回収を行いました。

（有価物回収運動奨励事業）

ごみの減量及び資源化、ごみに関する意識の啓発を図るため、町会等の有価物回収団体の回収量に応

じて１㎏当たり４円の奨励金を交付しました。

幼稚園 小学校 中･高校 子供会 町会･自治会等 計

登録団体数
２

３

２０

２０

７

８

５

８

９０

８６

１２４

１２５

区 分 回収量 ㎏ 奨励金 円

団 体 回 収 分

（きれいなまちづくり推進事業）

１．習志野市をきれいにする会を開催 ３回（３回）

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

※ 書きは、前年度数値

２．「習志野市空き缶等の投棄、違反ごみ出し並びに飼い犬及び飼い猫のふんの放置をしないまちづく

り条例」に基づく行動計画を策定し、以下の事業を実施しました。

・町会・自治会を主体とする環境美化活動の支援

・歩きたばこ・ポイ捨て防止啓発用路面シートの駅周辺等への貼付

・歩きたばこ・ポイ捨て防止駅周辺街頭キャンペーンの実施

期日・場所：①９月２０日（金）新習志野駅、京成大久保駅

②９月２７日（金） 津田沼駅、新津田沼駅、京成津田沼駅

③１０月９日（水）谷津駅、実籾駅

参加者数：１５６人（１３４人）

・近隣１７市による喫煙マナー向上・ポイ捨て防止合同キャンペーンを市内の大学（千葉工業大学・

日本大学・東邦大学）と協働して、実施しました。

期日・場所：①１０月２８日（月）京成大久保駅

②１０月３０日（水）実籾駅

③１１月１３日（水） 津田沼駅

参 加 者 数：３２人（３１人）

内 容：啓発物資の配布（啓発ティッシュ約２ １００個）

・環境美化推進員を対象とした講習会の実施

期 日：１１月７日（木）午後２時～４時

場 所：習志野市生涯学習複合施設「プラッツ習志野」北館 市民ホール

参加者数：３５６人（２２３人）

内 容：①習志野市のごみ事情について

②講演「定収入を得るためにゴミ清掃員を始めたお笑い芸人

～たどり着いた、ゴミ学が凄い‼～」

（講師：マシンガンズ 滝沢 秀一 氏）

・ごみゼロ運動の実施

期 日：令和元年５月１６日（木）～令和元年１０月２４日（木）の間において随時実施

場 所：市内全域

参加者数：２４，７１３人 ２５，６１６人

総収集量：１８，９０８㎏ ２０，１９１㎏

（芝園清掃工場事務費）

習志野市災害廃棄物処理計画を策定しました。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課

※ 書きは、前年度数値

（リサイクルプラザ事務費）

ごみの減量とリサイクルに関する市民の拠点施設として次の事業を実施しました。

１．来場者総数 ８，１８０人 （９，３９５人）

２．再生品の販売及び提供数

（１）再生品の販売数

１，２８７点（１，６６０点）

（２）イベント等への再生品の提供数

１０９点 （６６点）

３．リサイクル体験教室 開催２２回（２４回）

参加者総数 ２３４人（２８２人） 古布でぞうり作り、余り布でバック作り、ガラス細工、他

４．市内小学校４年生を対象とした環境教育の実践

参加者：小学４年生児童 １６校 １，５０４人（１，４７５人）

（クリーンセンター施設長寿命化計画策定事業）

クリーンセンター内の清掃工場の建屋及びリサイクルプラザの設備・建屋について、長寿命化計画の策定

業務を委託により策定しました。

担 当 主 管 クリーンセンター業務課

（資源物収集事業）

資源物については、①「ビン・缶」②「ペットボトル」③「新聞・チラシ」④「雑誌・雑紙」⑤「ダ

ンボール」⑥「飲料用紙パック」⑦「古着」で収集し、選別・リサイクルを行いました。

また、「食品用白色発泡トレイ」は公民館等１６箇所の公共施設で拠点回収を実施し、ごみの減量化

とリサイクルを推進しました。

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

款項目（名称） ４・２・２（塵芥処理費） 決算額

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課

（茜浜一般廃棄物最終処分場用地管理事業）

（仮称）茜浜一般廃棄物最終処分場用地の看板の修繕や雑草刈取り等維持管理を行いました。

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課、業務課

※ 書きは、前年度数値

（芝園清掃工場運営費）

一般廃棄物等の適正な処理を安全かつ安定的に実施しました。

・清掃工場溶融処理量 ５３，６７３ｔ （５３，８３４ｔ）

・溶融生成物量 スラグ ５，１３５ｔ （ ５，１５５ｔ）

メタル ７４５ｔ （ ７１７ｔ）

・溶融飛灰量（最終処分量） １，４７１ｔ （ １，５２９ｔ）

・発電全量 １７，９９５，７７０ （１７，０６４，０２０ ）

うち売電量 １，２６３，１８６ （ ６３１，１９４ ）

（前処理施設運営費）

不燃物、可燃性粗大ごみ、資源物等の適正な処理を実施しました。

・施設処理量 ６，０９９ｔ ６，００５ｔ）（可燃粗大、不燃物、資源物、有害物）

うち資源化量 有価物量 １，５０３ｔ １，５１８ｔ （全量売却 缶、ペットボトル、金属類等）

再商品化量 ３５６ｔ ４４１ｔ （一部売却 ビン・カレット・白色トレイ）

（芝園清掃工場延命化対策事業（第２期））

芝園清掃工場の長寿命化計画に基づき、耐用年数を１０年延伸することを目的として、単年度で実施す

ることが難しい基幹整備・機器の更新を、平成３０年度から令和元年度の継続事業として実施しました。

（可燃物収集事業）

市内の家庭からごみ集積所に排出された一般廃棄物のうち、可燃物の収集を週３回実施しました。

（粗大ごみ収集事業）

収集件数 １４，０５０件 １３，１８２件） ２４，５０９点 ２３，１８６点

うち再生利用 ２，１０１点 ２，３８０点

（公共施設ごみ収集事業）

市内の公共施設から排出されるごみの収集を、可燃物・不燃物・有害ごみ・資源物に分けて実施しまし

た。

（災害対応事業（芝園清掃工場環境調査））

芝園清掃工場から排出される溶融飛灰、溶融スラグ等の放射性物質の測定を実施しました。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課

※ 書きは、前年度数値

（リサイクルプラザ事務費）

ごみの減量とリサイクルに関する市民の拠点施設として次の事業を実施しました。

１．来場者総数 ８，１８０人 （９，３９５人）

２．再生品の販売及び提供数

（１）再生品の販売数

１，２８７点（１，６６０点）

（２）イベント等への再生品の提供数

１０９点 （６６点）

３．リサイクル体験教室 開催２２回（２４回）

参加者総数 ２３４人（２８２人） 古布でぞうり作り、余り布でバック作り、ガラス細工、他

４．市内小学校４年生を対象とした環境教育の実践

参加者：小学４年生児童 １６校 １，５０４人（１，４７５人）

（クリーンセンター施設長寿命化計画策定事業）

クリーンセンター内の清掃工場の建屋及びリサイクルプラザの設備・建屋について、長寿命化計画の策定

業務を委託により策定しました。

担 当 主 管 クリーンセンター業務課

（資源物収集事業）

資源物については、①「ビン・缶」②「ペットボトル」③「新聞・チラシ」④「雑誌・雑紙」⑤「ダ

ンボール」⑥「飲料用紙パック」⑦「古着」で収集し、選別・リサイクルを行いました。

また、「食品用白色発泡トレイ」は公民館等１６箇所の公共施設で拠点回収を実施し、ごみの減量化

とリサイクルを推進しました。

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

款項目（名称） ４・２・２（塵芥処理費） 決算額

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課

（茜浜一般廃棄物最終処分場用地管理事業）

（仮称）茜浜一般廃棄物最終処分場用地の看板の修繕や雑草刈取り等維持管理を行いました。

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課、業務課

※ 書きは、前年度数値

（芝園清掃工場運営費）

一般廃棄物等の適正な処理を安全かつ安定的に実施しました。

・清掃工場溶融処理量 ５３，６７３ｔ （５３，８３４ｔ）

・溶融生成物量 スラグ ５，１３５ｔ （ ５，１５５ｔ）

メタル ７４５ｔ （ ７１７ｔ）

・溶融飛灰量（最終処分量） １，４７１ｔ （ １，５２９ｔ）

・発電全量 １７，９９５，７７０ （１７，０６４，０２０ ）

うち売電量 １，２６３，１８６ （ ６３１，１９４ ）

（前処理施設運営費）

不燃物、可燃性粗大ごみ、資源物等の適正な処理を実施しました。

・施設処理量 ６，０９９ｔ ６，００５ｔ）（可燃粗大、不燃物、資源物、有害物）

うち資源化量 有価物量 １，５０３ｔ １，５１８ｔ （全量売却 缶、ペットボトル、金属類等）

再商品化量 ３５６ｔ ４４１ｔ （一部売却 ビン・カレット・白色トレイ）

（芝園清掃工場延命化対策事業（第２期））

芝園清掃工場の長寿命化計画に基づき、耐用年数を１０年延伸することを目的として、単年度で実施す

ることが難しい基幹整備・機器の更新を、平成３０年度から令和元年度の継続事業として実施しました。

（可燃物収集事業）

市内の家庭からごみ集積所に排出された一般廃棄物のうち、可燃物の収集を週３回実施しました。

（粗大ごみ収集事業）

収集件数 １４，０５０件 １３，１８２件） ２４，５０９点 ２３，１８６点

うち再生利用 ２，１０１点 ２，３８０点

（公共施設ごみ収集事業）

市内の公共施設から排出されるごみの収集を、可燃物・不燃物・有害ごみ・資源物に分けて実施しまし

た。

（災害対応事業（芝園清掃工場環境調査））

芝園清掃工場から排出される溶融飛灰、溶融スラグ等の放射性物質の測定を実施しました。

- 286 - - 287 -



都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

※ 書きは、前年度数値

令和元年度ごみ処理の状況

１．ごみ処理の流れ

【分別区分】 【中間処理】 【最終処理】 【最終処分】

２．ごみ処理量

＜搬入量＞ （単位：ｔ） ＜資源化量＞ （単位：ｔ）

収集区分
搬入量

資源区分
資源化量

元年度 年度 元年度 年度

燃えるごみ スラグ

燃えないごみ メタル

粗大ごみ 蛍光管

有害ごみ スチール

資源物 アルミ

ビン・缶 非鉄

ペットボトル ビン・カレット

新聞・チラシ ペットボトル

雑誌・雑紙 新聞・チラシ

ダンボール 雑誌・雑紙

飲料用紙パック ダンボール

古着類 飲料用紙パック

白色トレイ 古着類

小型家電 白色トレイ

団体回収分 小型家電

搬入量合計 Ａ 団体回収分

※脱水汚泥等を除く 資源化量合計 Ｂ  
※保管分等により、搬入量と資源化量は一致していません。 ※令和元年度の資源化率 Ｂ Ａ ・・・２３．１％（２３．２％）

資源物

①ビン･缶、②ﾍﾟｯﾄボトル

③新聞・ﾁﾗｼ、④雑誌・雑紙

⑤ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、⑥飲料用紙ﾊﾟｯｸ

⑦古着類、⑧白色ﾄﾚｲ、⑨小型家電

溶

融

処

理

施

設

前

処

理

施

設

溶融飛灰

スラグ、メタル

蛍光管、スチール、アルミ、

非鉄、ビン・カレット、

ペットボトル

新聞･チラシ、雑誌・雑紙、

ダンボール、飲料用紙パッ

ク、古着類、白色トレイ、

小型家電

再

商

品

化

等

事

業

者

等

へ

最
終
処
分
場

燃えないごみ

粗大ごみ

有害ごみ

脱水汚泥（下水道）

燃えるごみ
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都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

款項目（名称） ４・２・３（し尿処理費） 決算額

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課

※ 書きは、前年度数値

（し尿処理事務費）

し尿の汲み取り者及び浄化槽清掃業者に対し、納入通知書を発送し、し尿処理手数料及び浄化槽清掃

業者汚泥搬入処理手数料を徴収しました。また、滞納者に対し、積極的に通知や訪問を行いました。

徴収実績

項目 区分 調定額（円） 収入済額（円） 徴収率（％）

し尿処理手数料

現年度

過年度

計

（し尿収集委託事業・し尿及び浄化槽汚泥処理事業）

汲み取り世帯及び仮設トイレ等より、し尿を収集しました。

また、し尿及び浄化槽汚泥を市川市へ委託して処理しました。

令和元年度 し尿収集処理実績 単位：キロリットル

区 分 総収集量
し 尿

し尿小計 浄化槽汚泥 処理量
一 般 特殊便槽 大 口 等

年 間

月 平 均

日 平 均

稼働日数

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計値が一致しない場合があります。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款 項 目（名 称） ８・１・１（土木総務費） 決 算 額

担 当 主 管 都 市 政 策 課

（公共交通政策事業）

コミュニティバス運行事業

市内の公共交通不便地区等の解消と移動の利便性向上を図ることを目的に、コミュニティバス運行事業

を実施しています。

この事業では、京成津田沼駅（内陸・海浜）・京成大久保駅ルートについては、バス事業者に対して運

行経費の３分の１を補助しました。

また、東習志野・実籾ルートについては、バス事業者に対して運行経費の２分の１を補助しました。

担 当 主 管 都 市 再 生 課

（都市政策事業）

本市の表玄関であり唯一の広域拠点であるＪＲ津田沼駅周辺地域について、相応しいまちづくりを目指す

ために「あるべき姿」の検討及び本市における都市再開発の方針案を定めるため、平成３０年度から令和元

年度までの２カ年の継続事業として、ＪＲ津田沼駅周辺地域再開発方針検討業務委託に取り組みました。

令和元年度については、あるべき姿の取りまとめ、概略設計及び都市再開発の方針の原案の作成を行いま

した。

款 項 目（名 称） ８・１・２（交通対策費） 決 算 額

担 当 主 管 街 路 整 備 課

（交通安全施設維持管理事業、交通安全施設整備事業

安全施設の設置、維持管理を実施し、交通安全対策に努めました。

【件数】

道路反射鏡新規設置 ６基 道路反射鏡修繕 １７基

注意標識板新規設置 ６基 注意標識版修繕 ３基

道路照明灯新規設置 ９基 道路照明灯修繕 ２４基

区画線新規設置 ８０７ｍ 区画線修繕 ５，９１１ｍ

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ８・２・１（道路橋りょう総務費） 決 算 額

担 当 主 管 道 路 課

（用地管理事業）

都市計画道路等の用地管理として、道路予定敷草刈委託等を実施しました。

担 当 主 管 道 路 課

（道路維持管理費）

安全で快適な生活道路確保のために、市道及び付属物の清掃委託、保守点検、修繕を行いました。

（立体交差ポンプ室管理費）

幹線道路の安全な通行を確保するため、市内３箇所の立体交差部のポンプ施設等について監視及び保

守点検を実施しました。

款 項 目（名 称） ８・２・２（道 路 維 持 費） 決 算 額

担 当 主 管 街 路 整 備 課

（道路維持補修事業）

習志野市道の排水対策工事及び補修工事等を５９件行い、安全で快適な生活道路の確保に努めまし

た。

（橋りょう対策事業）

橋梁の適正な維持管理を図るため橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化の著しい鷺沼西跨線橋・

ふれあい橋の補修工事に取り組んでいます。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款 項 目（名 称） ８・１・１（土木総務費） 決 算 額

担 当 主 管 都 市 政 策 課

（公共交通政策事業）

コミュニティバス運行事業

市内の公共交通不便地区等の解消と移動の利便性向上を図ることを目的に、コミュニティバス運行事業

を実施しています。

この事業では、京成津田沼駅（内陸・海浜）・京成大久保駅ルートについては、バス事業者に対して運

行経費の３分の１を補助しました。

また、東習志野・実籾ルートについては、バス事業者に対して運行経費の２分の１を補助しました。

担 当 主 管 都 市 再 生 課

（都市政策事業）

本市の表玄関であり唯一の広域拠点であるＪＲ津田沼駅周辺地域について、相応しいまちづくりを目指す

ために「あるべき姿」の検討及び本市における都市再開発の方針案を定めるため、平成３０年度から令和元

年度までの２カ年の継続事業として、ＪＲ津田沼駅周辺地域再開発方針検討業務委託に取り組みました。

令和元年度については、あるべき姿の取りまとめ、概略設計及び都市再開発の方針の原案の作成を行いま

した。

款 項 目（名 称） ８・１・２（交通対策費） 決 算 額

担 当 主 管 街 路 整 備 課

（交通安全施設維持管理事業、交通安全施設整備事業

安全施設の設置、維持管理を実施し、交通安全対策に努めました。

【件数】

道路反射鏡新規設置 ６基 道路反射鏡修繕 １７基

注意標識板新規設置 ６基 注意標識版修繕 ３基

道路照明灯新規設置 ９基 道路照明灯修繕 ２４基

区画線新規設置 ８０７ｍ 区画線修繕 ５，９１１ｍ

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ８・２・１（道路橋りょう総務費） 決 算 額

担 当 主 管 道 路 課

（用地管理事業）

都市計画道路等の用地管理として、道路予定敷草刈委託等を実施しました。

担 当 主 管 道 路 課

（道路維持管理費）

安全で快適な生活道路確保のために、市道及び付属物の清掃委託、保守点検、修繕を行いました。

（立体交差ポンプ室管理費）

幹線道路の安全な通行を確保するため、市内３箇所の立体交差部のポンプ施設等について監視及び保

守点検を実施しました。

款 項 目（名 称） ８・２・２（道 路 維 持 費） 決 算 額

担 当 主 管 街 路 整 備 課

（道路維持補修事業）

習志野市道の排水対策工事及び補修工事等を５９件行い、安全で快適な生活道路の確保に努めまし

た。

（橋りょう対策事業）

橋梁の適正な維持管理を図るため橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化の著しい鷺沼西跨線橋・

ふれあい橋の補修工事に取り組んでいます。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款 項 目（名 称） ８・２・３（道路新設改良費） 決 算 額

担 当 主 管 街 路 整 備 課・道 路 課

（道路改良事業）

市民生活において、毎日利用する通勤、通学路等の生活基盤道路の環境整備に努めました。

１ 整備状況

市道舗装状況は市道延長２９３，５８２ｍに対し舗装延長２８４，４２２ｍで、舗装率は９６ ８８％

となりました。

２ 各コミュニティー別舗装率

地区名
舗 装 率 ％

地区名
舗 装 率 ％

令和元年度 平成 年度 令和元年度 平成 年度

谷津・奏の杜 大久保・泉・本大久保１，２

向 山 花咲・屋敷・本大久保３～５

津 田 沼 実籾・新栄

袖ケ浦西 東 習 志 野

袖ケ浦東 実 花

鷺沼・鷺沼台 秋津・茜浜

藤 崎 香澄・芝園
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款 項 目（名 称） ８・２・３（道路新設改良費） 決 算 額

担 当 主 管 街 路 整 備 課・道 路 課

（道路改良事業）

市民生活において、毎日利用する通勤、通学路等の生活基盤道路の環境整備に努めました。

１ 整備状況

市道舗装状況は市道延長２９３，５８２ｍに対し舗装延長２８４，４２２ｍで、舗装率は９６ ８８％

となりました。

２ 各コミュニティー別舗装率

地区名
舗 装 率 ％

地区名
舗 装 率 ％

令和元年度 平成 年度 令和元年度 平成 年度

谷津・奏の杜 大久保・泉・本大久保１，２

向 山 花咲・屋敷・本大久保３～５

津 田 沼 実籾・新栄

袖ケ浦西 東 習 志 野

袖ケ浦東 実 花

鷺沼・鷺沼台 秋津・茜浜

藤 崎 香澄・芝園

都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ８・３・１（都市計画総務費） 決 算 額

担 当 主 管 都 市 計 画 課

＜開発行為許可申請等受付件数＞

区 分
市 街 化 区 域 市 街 化 調 整 区 域

令和元年度 平成３０年度 令和元年度 平成３０年度

開 発 行 為 許 可 申 請 ７件 ８件 ７件 ５件

市街化調整区域内建築行為 ２件 ５件

変 更 許 可 申 請 等 ５件 ３件 １件 ２件

開 発 事 業 ２件 １０件 ０件 １件

（都市計画審議会費）

都市計画審議会では生産緑地地区の都市計画の変更について審議を行いました。

その他、都市計画道路等見直しに関する取り組み状況、生産緑地地区に関する取り組み状況及び、

都市再開発の方針に関する取り組み状況についての報告を行いました。（年３回）
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

担 当 主 管 建 築 指 導 課

＜建築確認申請等受付件数＞

区分 令和元年度 平成３０年度

建 築 確 認 等 申 請 ３件 ９件

建 築 計 画 変 更 申 請 ０件 １件

計 画 通 知 ３件 ５件

計 画 通 知 計 画 変 更 ０件 ３件

許 可 申 請 等 ６件 １１件

道路位置指定申請等 ０件 １０件

建設リサイクル法届出 ２８８件 ３３８件

建設リサイクル法通知 ８９件 ８８件

特 定 建 築 行 為 届 出 １３件 １２件

長期優良住宅認定申請 １００件 １４２件

長期優良住宅変更認定申請 ２５件 ３１件

低炭素建築物認定申請 ５件 ２０件

低炭素建築物変更認定申請 ０件 １件

建築物省エネ法届出等 ４４件 ４７件

千葉県福まち条例届出 １０件 １０件

建築物定期調査報告 ３０件 ３２件

建築設備定期検査報告 ２３件 ２６件

防火設備定期検査報告 ７０件 ５３件

＜違反建築物防止の為の建築パトロール＞

工事中の建築物等の現場立入調査を行い、建設工事における違反建築物等の発生を未然に防止するとともに、

適切な指導を行い違反建築物等の早期是正を目的としたパトロールを行いました。

区 分 令和元年度 平成３０年度

建築パトロール実施回数 ４５回 ６２回

建築物立入り検査棟数 ２５５棟 ３２２棟

違 反 建 築 物 棟 数 ０棟 ０棟

是 正 さ れ た 棟 数 ０棟 ０棟

是 正 指 導 中 の 棟 数 ０棟 ０棟
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都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 建 築 指 導 課

＜建設リサイクル法に基づく届出に係るパトロール＞

特定建設資材を用いた建築物等の解体工事現場の立入調査を行い、分別解体や廃棄物の適正な処理が確実に

行われているか監視するためにパトロールを行いました。

区 分 令和元年度 平成３０年度

パトロール実施回数 ２５回 ２６回

立 入 検 査 棟 数 ５６棟 ６４棟

違 反 件 数 ０棟 ０棟

是 正 さ れ た 件 数 ０棟 ０棟

是 正 指 導 中 の 件 数 ０棟 ０棟

（建築審査会運営費）

建築審査会を１回開催し、建築基準法に基づく許可申請に対する同意（１件）を得ました。

（木造住宅耐震化促進事業）

市内における昭和５６年５月３１日以前に着工又は建築された木造住宅を対象に、出張診断を２２棟

行いました。

市内において、昭和５６年５月３１日以前に着工又は建築された木造住宅を所有し、精密診断を実施

する者を対象に６棟の補助、精密診断の結果耐震改修工事を実施する者を対象に１棟の補助を行いまし

た。

（危険コンクリートブロック塀等安全対策費補助事業）

市内において、地震時に倒壊の恐れのある危険コンクリートブロック塀等を所有し、撤去工事を実施

する者を対象に１５件の補助を行いました。

担 当 主 管 区 画 整 理 課

（ＪＲ津田沼駅南口周辺開発整備代替用地等取得事業）

ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業における公共用地の種地として取得した１．０ｈａの用地等に関

する債務償還を行いました。

（（仮称）鷺沼地区土地区画整理事業）

鷺沼地区の市街化調整区域において、土地区画整理事業の事業化に向けた検討を進めるため農地所有者を

中心に設立された「習志野市鷺沼地区土地区画整理組合設立準備会」の支援として、事業への理解を深めて

いただけるよう勉強会等を開催するとともに、事業の施行の準備に必要となる基準点測量を行いました。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款 項 目（名 称） ８・３・２（街 路 事 業 費） 決 算 額

担 当 主 管 街 路 整 備 課

３・３・３号線整備事業）

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、都市計画道路３・４・９号線から市道００－００９号

線付近までの区間（延長６３５ｍ、 幅員２２～４０ｍ）において、県からの事務委託に基づき用地交渉を行い

ました。また、街路整備事業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。

（３・３・１号線整備事業）

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、東習志野５丁目地先から実籾３丁目地先までの区

間（延長６０７ｍ、幅員２１ ５～３３ ５ｍ）において、県からの事務委託に基づき用地交渉を行いました。

また、街路整備事業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。

（３・４・１１号線整備事業）

平成５年３月１２日に事業認可を受けた京成大久保駅南口広場から梅林園までの区間（延長８６７ｍ、

幅員１６～１７ｍ）において、当該道路の用地交渉・道路築造工事を行いました。

（３・４・４号線整備事業）

平成５年３月１２日に事業認可を受けた梅林園から千葉都市計画道路３・４･３７号線までの区間（延長

３５６ｍ、幅員１８ｍ）において、当該道路の用地交渉・道路築造工事を行いました。

（３・４・８号線整備事業）

本路線における市道００－１０１号線から国道２９６号までの未整備区間（延長３２２ｍ、幅員１８～

２１ｍ）について、事業認可を取得するための図書作成業務委託を行い、令和２年３月３１日に千葉県より

認可を取得しました。

（千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業）

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、市道１０ ０７６号線付近から市道１０

０６６号線までの区間（延長９１５ｍ、幅員１６～２５ｍ）において、千葉県が取組む事業に対し

街路整備事業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。

（千葉都市計画道路３・３・１５号線整備事業）

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、 千葉みらい農産物直売所しょいか～ご

付近から市道１０ ０６６号線までの区間 延長４８６ｍ、幅員２５ｍ において、千葉県が取組む

事業に対し街路整備事業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。

担 当 主 管 道 路 課

（用地取得事務費）

・ 都市計画道路用地等を取得いたしました。

・ 都市計画道路用地等の取得に係る不動産鑑定や用地測量業務の委託を行いました。
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都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目 （ 名 称 ） ８・３・３（公園費） 決 算 額

担 当 主 管 環 境 政 策 課

（谷津干潟保全事業）

１．ラムサール条約登録湿地関係市町村長会議（事務局：宮城県大崎市）に参加し、各市及び関係者等と

情報交換を行いました。

開 催 日：令和元年１１月１９日（火）～１１月２０日（水）

開催場所：宮城県大崎市

出 席 者：市長、職員１名

２．増えすぎたアオサの腐敗により発生する悪臭問題の対策として、環境省との共催でボランティアを募

り、「谷津干潟をキレイにしよう！」と題した清掃活動を実施しました。

開催日時：令和元年６月１６日（日）

開催場所：谷津干潟

参加者数：６００名

３．環境省が主催する国指定谷津鳥獣保護区保全事業報告会等へ出席し、干潟保全事業の状況及び報告を

受け、増えすぎたアオサや漂着ごみの定期的な回収及びアオサの防臭対策を要望しました。

※国指定谷津鳥獣保護区保全事業…環境省による鳥類の生息環境の改善を目的とした保全事業

① 国指定谷津鳥獣保護区保全事業報告会

開 催 日：令和元年５月１１日（土）

開催場所：谷津干潟自然観察センター

内 容：平成３０年度保全事業の取組結果、令和元年度保全対策概要 他

② 谷津干潟保全事業イベント

イベント名「谷津干潟保全事業 アオサクリーンアップ作戦」

開 催 日：令和元年６月２２日（土）、３０日（日）、７月６日（土）

開催場所：谷津干潟

内 容：アオサの除去を行い、谷津干潟の貴重な環境を守るための活動。
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

担 当 主 管 公 園 緑 地 課

※ 書きは、前年度数値

（ハミングロード再整備事業）

茜浜３丁目３８番地付近（茜浜緑道）の路面整備工事等を実施しました。

（公園維持管理事業）

都市公園・街路樹・花壇等の快適な利用を図るため、施設管理委託、修繕、工事等を行いました。

また、自然景観に優れた地区の保全、市内に点在する斜面地の樹林や社寺林の保全、美観風致を

維持するため、都市環境保全地区、自然保護地区、保存樹木を指定しており、該当箇所の所有者に

自然保護地区等の保護に対する助成を行いました。

自然保護地区等助成金

都市環境保全地区 ２１か所 ２１ ３８，１０２㎡（３８，１０２㎡）（市有地を除く）

自然保護地区 １か所 １ １０，２１７㎡（１０，２１７㎡）（市有地を除く）

保存樹木 １１本 （１２本 （市有地を除く）

（習志野緑地維持管理事業）

習志野緑地（香澄公園、秋津公園、谷津干潟公園）の快適な利用を図るため施設管理委託、修繕、

工事等を行いました。

（谷津公園維持管理事業）

谷津バラ園の施設設備工事を行いました。

谷津バラ園は平成２５年度から指定管理者制度を導入し、令和４年度までの５年間の指定管理者

として、京成バラ園芸㈱八千代営業所が管理運営を行っています。

谷津バラ園入場者数 ４８，３６５人（５３，３８６人）

（緑地・緑道・街路樹整備事業）

市道００－１０７号線（袖ケ浦）の街路樹の補植工事等を行いました。

（緑のふるさと事業）

緑豊かな街づくりの推進のために設置した「緑のふるさと基金」の啓発活動として、花の種子の配

布、草花植栽及び公共施設等１０箇所で募金箱による緑の募金を呼びかけました。
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都市環境部  
 
主要な施策の概要 （単位：円）

（谷津干潟自然観察センター管理運営事業）

平成１９年度から指定管理者制度を導入し、平成２７年度より令和元年度までの５年間の指定管理者

として、谷津干潟ワイズユース・パートナーズが管理運営を行っています。

１．谷津干潟自然観察センター入館者数 ５１，０２１人 （５５，１５２人）

２．都市と自然が共生する谷津干潟に広く親しみを感じ、自然環境への理解を深めることを目的に市民・

事業者・行政が協働し、谷津干潟の日フェスタを開催しました。

「谷津干潟の日フェスタ」無料入館

開 催 日：令和元年６月８日（土）・９日（日）

開催場所：谷津干潟自然観察センター

内 容：環境ウォーク、クイズラリー、小・中学校、高校による音楽会等

参加者数：１５，５１６人
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都市環境部

主要な施策の概要 （単位：円）

 

款 項 目（名 称） ８・４・１（住宅管理費） 決 算 額

担 当 主 管 住 宅 課

市営住宅維持管理事業

鷺沼団地、鷺沼台団地、泉団地、東習志野団地、香澄団地及び屋敷団地の全６団地について、長寿命

化計画に基づく施設の長寿命化並びに居住環境の改善を図るため、改修工事を実施しました。

（被災者住宅再建資金利子補給事業）

東日本大震災により損害を被った住宅再建のため、金融機関から資金を借り入れた被災者等１２名に対

し、支払った利子の一部を補助しました。

マンション施策事業

マンション管理等を支援し、良好な居住環境の確保を図るため、セミナー、相談会を実施するとともに、

よりきめ細やかな相談等を行うため、マンション管理士を直接現地に派遣しました。

親元近居住宅取得促進事業

子育て世帯等の定住により適正な人口構造の確保、子育てや高齢者支援等で互いに支えあう社会の構

築、住宅取得の促進等を目的として、子世帯もしくは親世帯が近居するために住宅を取得した申請者８６

名に対して、登記費用の一部を助成しました。

（被災住宅修繕緊急支援事業）

令和元年に発生した台風第１５号、第１９号及び同年１０月２５日の大雨により住宅が被災した者の生

活の安定と住宅の安全確保を図るため、申請者６５名に対して修繕工事費用の一部を補助しました。
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要

４．２．２ 芝園清掃工場運営費 芝園3丁目2番1号

芝園清掃工場プラットホーム照明灯交換工事

クリーンセンター業務課棟受変電設備更新工事

芝園清掃工場　タービン発電機下部室搬入扉交換工事

クリーンセンター渡り廊下外部竪樋支持金物改修工事

芝園清掃工場　スチームトラップ改修工事

芝園清掃工場　圧力制御バイパス弁改修工事

４．２．２ 前処理施設運営費 芝園3丁目2番2号

前処理施設オーバードア№2改修工事

前処理施設ごみクレーン巻上モーター交換他工事

前処理施設　手選別系統空調機部品交換工事

前処理施設　白色トレイ保管庫及び
荷下ろし場テント復旧工事

前処理施設　蛍光管破砕機室屋根交換工事

４．２．２ 芝園清掃工場延命化対策事業（第2期） 芝園3丁目2番1号

芝園清掃工場延命化対策委託（第2期） H30～R1年度継続事業

８．１．２ 交通安全施設整備事業

袖ケ浦3-5番地先他交通安全施設設置工事 他24件 袖ケ浦3-5番地先

香澄4-6番地先他道路照明灯設置工事　他2件 香澄4-6番地先

交差点名標識設置工事（新習志野駅南口）　他1件 新習志野駅前

袖ケ浦東地区ゾーン30整備工事 袖ケ浦4-3番地先他

８・２・１ 用地管理事業

都計道3･4･9号線に係る代替地測量業務委託 実籾4丁目117番5 用地測量　一式

都市計画道路3･4･11号線用地境界復元測量業務委託 花咲2丁目4614番86他 用地測量　一式

公共代替用地試験掘工事 実籾2丁目818番37地先 試掘･埋戻し工 195.8㎥

公共代替用地試験掘（その2）工事 実籾2丁目818番37地先 地中埋設物撤去 一式

災害（台風15号）対応に伴う防草シート撤去工事 茜浜3丁目38番2 防草シート撤去 1箇所

都市計画道路3･4･4号線残地試験掘工事 花咲1丁目4674番9 試掘･埋戻し工 18㎥

茜浜資材置き場整備工事 茜浜3丁目38番2地先 防草･防塵ネット設置 4,255㎡

都市計画道路3･4･11号線用地保安施設設置工事 花咲1丁目4624番1地先 単管柵設置 26m

軽自動車 1台

８．２．１ 道路維持管理費

市道01-043号線用地取得に伴う契約用収入印紙代

市道01-043号線用地としての用地費 谷津5丁目1165番11

市道新設及び交差点改良工事に伴う支障移設工事 茜浜3丁目39番3地先 低圧線新設・撤去

８．２．２ 道路維持事務費

軽自動車 1台

８．２．２ 道路維持補修事業

実籾3丁目地区道路排水施設（雨水浸透）設置工事 実籾3丁目902番5地先他

市道09-016号線歩道補修工事 屋敷2丁目138番地先

市道00-015号線道路補修工事 東習志野8丁目598番1地先

市道04-020号線道路補修工事 袖ケ浦3丁目1番地先

市道00-011号線道路補修工事　他54件 市内全域

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要

４．２．２ 芝園清掃工場運営費 芝園3丁目2番1号

芝園清掃工場プラットホーム照明灯交換工事

クリーンセンター業務課棟受変電設備更新工事

芝園清掃工場　タービン発電機下部室搬入扉交換工事

クリーンセンター渡り廊下外部竪樋支持金物改修工事

芝園清掃工場　スチームトラップ改修工事

芝園清掃工場　圧力制御バイパス弁改修工事

４．２．２ 前処理施設運営費 芝園3丁目2番2号

前処理施設オーバードア№2改修工事

前処理施設ごみクレーン巻上モーター交換他工事

前処理施設　手選別系統空調機部品交換工事

前処理施設　白色トレイ保管庫及び
荷下ろし場テント復旧工事

前処理施設　蛍光管破砕機室屋根交換工事

４．２．２ 芝園清掃工場延命化対策事業（第2期） 芝園3丁目2番1号

芝園清掃工場延命化対策委託（第2期） H30～R1年度継続事業

８．１．２ 交通安全施設整備事業

袖ケ浦3-5番地先他交通安全施設設置工事 他24件 袖ケ浦3-5番地先

香澄4-6番地先他道路照明灯設置工事　他2件 香澄4-6番地先

交差点名標識設置工事（新習志野駅南口）　他1件 新習志野駅前

袖ケ浦東地区ゾーン30整備工事 袖ケ浦4-3番地先他

８・２・１ 用地管理事業

都計道3･4･9号線に係る代替地測量業務委託 実籾4丁目117番5 用地測量　一式

都市計画道路3･4･11号線用地境界復元測量業務委託 花咲2丁目4614番86他 用地測量　一式

公共代替用地試験掘工事 実籾2丁目818番37地先 試掘･埋戻し工 195.8㎥

公共代替用地試験掘（その2）工事 実籾2丁目818番37地先 地中埋設物撤去 一式

災害（台風15号）対応に伴う防草シート撤去工事 茜浜3丁目38番2 防草シート撤去 1箇所

都市計画道路3･4･4号線残地試験掘工事 花咲1丁目4674番9 試掘･埋戻し工 18㎥

茜浜資材置き場整備工事 茜浜3丁目38番2地先 防草･防塵ネット設置 4,255㎡

都市計画道路3･4･11号線用地保安施設設置工事 花咲1丁目4624番1地先 単管柵設置 26m

軽自動車 1台

８．２．１ 道路維持管理費

市道01-043号線用地取得に伴う契約用収入印紙代

市道01-043号線用地としての用地費 谷津5丁目1165番11

市道新設及び交差点改良工事に伴う支障移設工事 茜浜3丁目39番3地先 低圧線新設・撤去

８．２．２ 道路維持事務費

軽自動車 1台

８．２．２ 道路維持補修事業

実籾3丁目地区道路排水施設（雨水浸透）設置工事 実籾3丁目902番5地先他

市道09-016号線歩道補修工事 屋敷2丁目138番地先

市道00-015号線道路補修工事 東習志野8丁目598番1地先

市道04-020号線道路補修工事 袖ケ浦3丁目1番地先

市道00-011号線道路補修工事　他54件 市内全域

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

８．２．２ 橋りょう対策事業

鷺沼西跨線橋補修工事に伴う事後調査委託 鷺沼2丁目16番23号

８．２．３ 道路改良事業

市道13-001号線道路設計業務委託 秋津5丁目13番1

市道03-022号線道路改良工事 津田沼3丁目435番13地先 H30年度より繰越明許

市道08-013号線舗装改修工事 大久保3丁目15番地先 H30年度より繰越明許

市道08-040号線舗装改修工事 大久保1丁目399番1地先 R2年度へ一部繰越明許

市道00-011号線歩道改良工事 本大久保3丁目8番20地先

市道00-103号線歩道改良工事 谷津3丁目1番地先

藤崎5丁目地内私道整備工事 藤崎5丁目532番9地先他

市道03-025号線歩道整備工事 津田沼2丁目1875番3地先

８．３．１ ＪＲ津田沼駅南口周辺開発整備代替用地等取得事業

開発公社債務（用地費）に伴う元金及び利子 谷津7丁目1555番1他 H22年度債務

８・３・２ ３・３・３号線整備事業

市道06-196号線他道路測量業務委託 鷺沼1丁目685番7地先 地形測量、線形検討L=120m

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ ３・３・１号線整備事業

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ ３・４・１１号線整備事業

都市計画道路3・4・11号線整備工事に伴う事後調査委託 花咲1丁目8番31号他 木造建物調査2棟

都市計画道路3・4・4号線他道路築造工事 鷺沼台4丁目1926-3 盛土工V=10㎥

都市計画道路3・4・11号線築造に伴う仮設道路補修工事 花咲1丁目4657番他 舗装工Ａ＝28㎡他

８・３・２ ３・４・４号線整備事業

都市計画道路3・4・4号線他道路築造工事 鷺沼台4丁目1926-3 盛土工V=440㎥

８・３・２ ３・４・８号線整備事業

都市計画道路3・4・8号線事業認可図書作成業務委託 谷津6丁目1205番1地先 認可図書作成一式

８・３・２ 千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ 千葉都市計画道路３・３・１５号線整備事業

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ 用地取得事務費

市道03-025号線用地測量業務委託 津田沼2丁目1875番3 用地測量、境界確認

市道03-025号線用地分筆業務委託 津田沼2丁目1875番3 分筆書類作成

都計道3･4･9号線物件調査算定業務委託 鷺沼4丁目1525番8他 移転料算定

市道03-025号線道路改良事業用地としての用地費 津田沼2丁目1875番3

開発公社債務（用地費）に伴う元金及び利子 鷺沼台2丁目835番16 H19年度債務

開発公社債務（諸経費）に伴う元金及び利子 花咲2丁目4614番86他 H30年度債務

都市計画道路3・4・11号線整備工事に伴う補償積
算業務委託

花咲1丁目8番31号他 木造建物補償積算2棟

市道03-025号線道路改良事業としての
用地取得に伴う契約用収入印紙代
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

８．２．２ 橋りょう対策事業

鷺沼西跨線橋補修工事に伴う事後調査委託 鷺沼2丁目16番23号

８．２．３ 道路改良事業

市道13-001号線道路設計業務委託 秋津5丁目13番1

市道03-022号線道路改良工事 津田沼3丁目435番13地先 H30年度より繰越明許

市道08-013号線舗装改修工事 大久保3丁目15番地先 H30年度より繰越明許

市道08-040号線舗装改修工事 大久保1丁目399番1地先 R2年度へ一部繰越明許

市道00-011号線歩道改良工事 本大久保3丁目8番20地先

市道00-103号線歩道改良工事 谷津3丁目1番地先

藤崎5丁目地内私道整備工事 藤崎5丁目532番9地先他

市道03-025号線歩道整備工事 津田沼2丁目1875番3地先

８．３．１ ＪＲ津田沼駅南口周辺開発整備代替用地等取得事業

開発公社債務（用地費）に伴う元金及び利子 谷津7丁目1555番1他 H22年度債務

８・３・２ ３・３・３号線整備事業

市道06-196号線他道路測量業務委託 鷺沼1丁目685番7地先 地形測量、線形検討L=120m

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ ３・３・１号線整備事業

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ ３・４・１１号線整備事業

都市計画道路3・4・11号線整備工事に伴う事後調査委託 花咲1丁目8番31号他 木造建物調査2棟

都市計画道路3・4・4号線他道路築造工事 鷺沼台4丁目1926-3 盛土工V=10㎥

都市計画道路3・4・11号線築造に伴う仮設道路補修工事 花咲1丁目4657番他 舗装工Ａ＝28㎡他

８・３・２ ３・４・４号線整備事業

都市計画道路3・4・4号線他道路築造工事 鷺沼台4丁目1926-3 盛土工V=440㎥

８・３・２ ３・４・８号線整備事業

都市計画道路3・4・8号線事業認可図書作成業務委託 谷津6丁目1205番1地先 認可図書作成一式

８・３・２ 千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ 千葉都市計画道路３・３・１５号線整備事業

街路整備事業市町村負担金

８・３・２ 用地取得事務費

市道03-025号線用地測量業務委託 津田沼2丁目1875番3 用地測量、境界確認

市道03-025号線用地分筆業務委託 津田沼2丁目1875番3 分筆書類作成

都計道3･4･9号線物件調査算定業務委託 鷺沼4丁目1525番8他 移転料算定

市道03-025号線道路改良事業用地としての用地費 津田沼2丁目1875番3

開発公社債務（用地費）に伴う元金及び利子 鷺沼台2丁目835番16 H19年度債務

開発公社債務（諸経費）に伴う元金及び利子 花咲2丁目4614番86他 H30年度債務

都市計画道路3・4・11号線整備工事に伴う補償積
算業務委託

花咲1丁目8番31号他 木造建物補償積算2棟

市道03-025号線道路改良事業としての
用地取得に伴う契約用収入印紙代
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

開発公社債務（諸経費）に伴う元金及び利子 鷺沼4丁目1318番18 R元年度債務

８．３．３ ハミングロード再整備事業

ハミングロード（茜浜緑道）整備工事 茜浜3丁目38番4他

８．３．３ 公園維持管理事業

秋津2号緑道改修設計業務委託

藤崎森林公園排水管支障物撤去工事 藤崎7丁目554番1

向山1号公園遊具撤去工事 谷津4丁目318番8

茜浜緑地張芝設置工事 茜浜3丁目38番10

鷺沼3丁目児童公園照明灯建替工事 鷺沼3丁目168番1

茜浜緑地他看板設置工事 茜浜3丁目42番1他

秋津1号児童公園排水管支障物撤去工事他 秋津1丁目15番2他

鷺沼城址公園樹木補植工事他 鷺沼1丁目339番4

ハミングロードベンチ改修工事 本大久保1丁目549番16地先

実花緑地階段改修工事 東習志野5丁目142番7

菊田公園生垣設置工事他 津田沼7丁目83番2他

茜浜最終処分場内整備工事 茜浜3丁目38番3

さくら公園ロープ柵設置工事他 津田沼1丁目511番102

中央公園排水ポンプ交換工事 本大久保3丁目689番

鷺沼3丁目児童公園ブランコ設置工事 鷺沼3丁目163番1

茜浜緑地駐車場照明灯設置工事 茜浜3丁目33番17

秋津1号児童公園車止め改修工事 秋津1丁目15番2

葦切児童公園遊具設置工事他 袖ケ浦1丁目23番1他

富士見公園防球ネット設置工事 本大久保2丁目471番39

東習志野1号公園ブランコ設置工事 東習志野5丁目193番8

実籾本郷公園ポンプピット浚渫工事 実籾2丁目135番

海浜公園ゴミ箱撤去工事 芝園3丁目9番2

香澄2号児童公園他照明灯補修工事 香澄1丁目4番7他

屋敷近隣公園他看板設置工事 屋敷4丁目633番3他

袖ケ浦西近隣公園他排水管補修工事 袖ケ浦2丁目5番1他

実籾3号公園横断防止柵設置工事 実籾4丁目144番

秋津2号児童公園ベンチ改修工事 秋津2丁目5番16

藤崎5丁目みんなの広場ベンチ設置工事 藤崎5丁目524番1

茜浜緑地便所改修工事 茜浜3丁目42番1

香澄5号児童公園ブランコマット設置工事 香澄6丁目20番341

新栄2丁目児童遊園藤棚改修工事 新栄2丁目1054番45

本大久保4丁目1号公園車止め改修工事 本大久保4丁目256番37

実籾2号公園横断幕設置工事 実籾4丁目126番

実籾本郷公園他水栓補修工事他 実籾2丁目140番他

香澄近隣公園照明灯建替工事 香澄4丁目12番

実籾6丁目児童遊園他ベンチ補修工事 実籾6丁目1096番53他

ハミングロード（茜浜緑道）フェンス補修工事他 茜浜3丁目38番2

しらかば公園照明灯補修工事 本大久保5丁目171番10

実籾自然公園照明灯補修工事 実籾6丁目1096番166
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

開発公社債務（諸経費）に伴う元金及び利子 鷺沼4丁目1318番18 R元年度債務

８．３．３ ハミングロード再整備事業

ハミングロード（茜浜緑道）整備工事 茜浜3丁目38番4他

８．３．３ 公園維持管理事業

秋津2号緑道改修設計業務委託

藤崎森林公園排水管支障物撤去工事 藤崎7丁目554番1

向山1号公園遊具撤去工事 谷津4丁目318番8

茜浜緑地張芝設置工事 茜浜3丁目38番10

鷺沼3丁目児童公園照明灯建替工事 鷺沼3丁目168番1

茜浜緑地他看板設置工事 茜浜3丁目42番1他

秋津1号児童公園排水管支障物撤去工事他 秋津1丁目15番2他

鷺沼城址公園樹木補植工事他 鷺沼1丁目339番4

ハミングロードベンチ改修工事 本大久保1丁目549番16地先

実花緑地階段改修工事 東習志野5丁目142番7

菊田公園生垣設置工事他 津田沼7丁目83番2他

茜浜最終処分場内整備工事 茜浜3丁目38番3

さくら公園ロープ柵設置工事他 津田沼1丁目511番102

中央公園排水ポンプ交換工事 本大久保3丁目689番

鷺沼3丁目児童公園ブランコ設置工事 鷺沼3丁目163番1

茜浜緑地駐車場照明灯設置工事 茜浜3丁目33番17

秋津1号児童公園車止め改修工事 秋津1丁目15番2

葦切児童公園遊具設置工事他 袖ケ浦1丁目23番1他

富士見公園防球ネット設置工事 本大久保2丁目471番39

東習志野1号公園ブランコ設置工事 東習志野5丁目193番8

実籾本郷公園ポンプピット浚渫工事 実籾2丁目135番

海浜公園ゴミ箱撤去工事 芝園3丁目9番2

香澄2号児童公園他照明灯補修工事 香澄1丁目4番7他

屋敷近隣公園他看板設置工事 屋敷4丁目633番3他

袖ケ浦西近隣公園他排水管補修工事 袖ケ浦2丁目5番1他

実籾3号公園横断防止柵設置工事 実籾4丁目144番

秋津2号児童公園ベンチ改修工事 秋津2丁目5番16

藤崎5丁目みんなの広場ベンチ設置工事 藤崎5丁目524番1

茜浜緑地便所改修工事 茜浜3丁目42番1

香澄5号児童公園ブランコマット設置工事 香澄6丁目20番341

新栄2丁目児童遊園藤棚改修工事 新栄2丁目1054番45

本大久保4丁目1号公園車止め改修工事 本大久保4丁目256番37

実籾2号公園横断幕設置工事 実籾4丁目126番

実籾本郷公園他水栓補修工事他 実籾2丁目140番他

香澄近隣公園照明灯建替工事 香澄4丁目12番

実籾6丁目児童遊園他ベンチ補修工事 実籾6丁目1096番53他

ハミングロード（茜浜緑道）フェンス補修工事他 茜浜3丁目38番2

しらかば公園照明灯補修工事 本大久保5丁目171番10

実籾自然公園照明灯補修工事 実籾6丁目1096番166
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

東習志野ふれあい広場便所排水管補修工事 東習志野8丁目579番3

実籾緑地支障物撤去工事 実籾5丁目1146番

茜浜緑地便所扉補修工事 茜浜3丁目42番1

実籾本郷公園他機械室内排水ポンプ交換工事他 実籾2丁目223番他

藤崎森林公園照明灯補修工事 藤崎7丁目554番1

袖ケ浦東近隣公園他複合遊具補修工事他 袖ケ浦6丁目24番他

実籾本郷公園他集水桝補修工事他 実籾2丁目213番他

津田沼6丁目児童遊園照明灯補修工事 津田沼6丁目18番26

香澄ふれあい公園便所補修工事 香澄4丁目12番

市道00-005号線植樹桝撤去工事他1件 津田沼5丁目420番7地先他

実籾自然公園複合遊具補修工事 実籾6丁目1131番1

秋津3号児童公園照明灯補修工事他10件 秋津4丁目37番37他

海浜公園生垣設置工事 芝園3丁目9番3

ハミングロード（茜浜緑道）車止め設置工事 茜浜3丁目38番11

袖ケ浦遊歩道街路樹補植工事 津田沼6丁目18番22地先

谷津6丁目児童遊園フェンス補修工事 谷津6丁目1617番4

東習志野ふれあい広場遊具撤去工事他1件 東習志野8丁目582番1

こばと児童遊園ブランコ撤去工事 実籾3丁目922番51

袖ケ浦西児童公園照明灯補修工事 袖ケ浦1丁目29番9

あたご広場フェンス補修工事他1件 東習志野4丁目168番28他

すずかけ橋雨樋管補修工事 秋津3丁目44番地先

こばと児童遊園ブランコ設置工事 実籾3丁目922番51

谷津西児童遊園園路補修工事 谷津3丁目1917番3

中央公園敷鉄板設置工事 本大久保3丁目689番他

藤崎森林公園給水バルブ設置工事 藤崎7丁目555番1

鷺沼台3丁目公園複合遊具補修工事他2件 鷺沼台3丁目1315番他

鷺沼城址公園サクラ移植工事 鷺沼1丁目346番1

こばと児童遊園ブランコ柵設置工事 実籾3丁目922番51

東習志野ふれあい広場横断幕設置工事 東習志野8丁目582番1

屋敷近隣公園複合遊具補修工事他2件 屋敷4丁目605番他

実籾本郷公園ロープウェイ補修工事 実籾2丁目192番

香澄5号児童公園便所補修工事他1件 香澄6丁目20番341他

こうやまき公園高木植栽工事 奏の杜3丁目109番

秋津1号緑道補修工事 秋津2丁目15番1

茜浜緑道フェンス改修工事 茜浜3丁目38番2

東習志野ふれあい広場ダスト補充工事 東習志野8丁目579番3

香澄近隣公園ロープウェイ補修工事 香澄4丁目12番

海浜公園安全施設設置工事 芝園3丁目9番2

香澄1号児童公園照明灯補修工事他10件 香澄1丁目2番2他

東習志野ふれあい広場照明灯補修工事 東習志野8丁目579番3

藤崎森林公園給水配管改修工事 藤崎7丁目560番3

新栄1号児童公園照明灯補修工事他4件 新栄1丁目1054番176他

８．３．３ 習志野緑地維持管理事業

香澄公園照明灯補修工事 香澄5丁目23番3
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

東習志野ふれあい広場便所排水管補修工事 東習志野8丁目579番3

実籾緑地支障物撤去工事 実籾5丁目1146番

茜浜緑地便所扉補修工事 茜浜3丁目42番1

実籾本郷公園他機械室内排水ポンプ交換工事他 実籾2丁目223番他

藤崎森林公園照明灯補修工事 藤崎7丁目554番1

袖ケ浦東近隣公園他複合遊具補修工事他 袖ケ浦6丁目24番他

実籾本郷公園他集水桝補修工事他 実籾2丁目213番他

津田沼6丁目児童遊園照明灯補修工事 津田沼6丁目18番26

香澄ふれあい公園便所補修工事 香澄4丁目12番

市道00-005号線植樹桝撤去工事他1件 津田沼5丁目420番7地先他

実籾自然公園複合遊具補修工事 実籾6丁目1131番1

秋津3号児童公園照明灯補修工事他10件 秋津4丁目37番37他

海浜公園生垣設置工事 芝園3丁目9番3

ハミングロード（茜浜緑道）車止め設置工事 茜浜3丁目38番11

袖ケ浦遊歩道街路樹補植工事 津田沼6丁目18番22地先

谷津6丁目児童遊園フェンス補修工事 谷津6丁目1617番4

東習志野ふれあい広場遊具撤去工事他1件 東習志野8丁目582番1

こばと児童遊園ブランコ撤去工事 実籾3丁目922番51

袖ケ浦西児童公園照明灯補修工事 袖ケ浦1丁目29番9

あたご広場フェンス補修工事他1件 東習志野4丁目168番28他

すずかけ橋雨樋管補修工事 秋津3丁目44番地先

こばと児童遊園ブランコ設置工事 実籾3丁目922番51

谷津西児童遊園園路補修工事 谷津3丁目1917番3

中央公園敷鉄板設置工事 本大久保3丁目689番他

藤崎森林公園給水バルブ設置工事 藤崎7丁目555番1

鷺沼台3丁目公園複合遊具補修工事他2件 鷺沼台3丁目1315番他

鷺沼城址公園サクラ移植工事 鷺沼1丁目346番1

こばと児童遊園ブランコ柵設置工事 実籾3丁目922番51

東習志野ふれあい広場横断幕設置工事 東習志野8丁目582番1

屋敷近隣公園複合遊具補修工事他2件 屋敷4丁目605番他

実籾本郷公園ロープウェイ補修工事 実籾2丁目192番

香澄5号児童公園便所補修工事他1件 香澄6丁目20番341他

こうやまき公園高木植栽工事 奏の杜3丁目109番

秋津1号緑道補修工事 秋津2丁目15番1

茜浜緑道フェンス改修工事 茜浜3丁目38番2

東習志野ふれあい広場ダスト補充工事 東習志野8丁目579番3

香澄近隣公園ロープウェイ補修工事 香澄4丁目12番

海浜公園安全施設設置工事 芝園3丁目9番2

香澄1号児童公園照明灯補修工事他10件 香澄1丁目2番2他

東習志野ふれあい広場照明灯補修工事 東習志野8丁目579番3

藤崎森林公園給水配管改修工事 藤崎7丁目560番3

新栄1号児童公園照明灯補修工事他4件 新栄1丁目1054番176他

８．３．３ 習志野緑地維持管理事業

香澄公園照明灯補修工事 香澄5丁目23番3
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

谷津干潟公園遊歩道補修工事 秋津5丁目12番187

香澄公園菖蒲池浚渫工事 香澄3丁目23番4

香澄公園西側便所改修工事 香澄6丁目23番1

谷津干潟公園仮設階段設置・撤去工事 谷津3丁目1891番582

香澄公園管理棟便所改修工事 香澄5丁目23番3

香澄公園管理事務所空調機交換工事 香澄5丁目23番3

香澄公園東側便所改修工事 香澄3丁目23番4

香澄公園西側緑地帯支障物撤去工事 香澄6丁目23番1

秋津公園平和の広場他循環ポンプ交換工事 秋津3丁目43番1他

秋津公園西側便所扉補修工事 秋津4丁目53番1

香澄公園管理棟改修工事 香澄5丁目23番3

香澄公園他照明灯補修工事 香澄5丁目23番3他

香澄公園便所扉補修工事他 香澄3丁目23番4他

谷津干潟公園ベンチ他補修工事 秋津5丁目4番13

香澄公園他配管補修工事他 香澄5丁目23番3他

谷津干潟遊歩道照明灯補修工事 秋津5丁目4番1

香澄公園他管理棟便所支障物撤去工事他 香澄5丁目23番3他

谷津干潟公園施設補修工事 秋津5丁目3番1

香澄公園便所扉補修工事他1件 香澄5丁目23番3他

香澄公園菖蒲田給水管漏水補修工事 香澄5丁目23番3

秋津公園木製遊具補修工事他他2件 秋津3丁目52番1他

香澄公園東側便所トイレブース改修工事 香澄3丁目23番4

香澄公園西側便所排水管改修工事 香澄6丁目23番1

秋津公園照明灯補修工事他1件 秋津5丁目11番2他

８．３．３ 谷津公園維持管理事業

谷津公園園路補修工事 谷津3丁目198番192

谷津公園植栽桝改修工事 谷津3丁目198番192

谷津公園砂場ネット設置工事 谷津3丁目198番194

谷津バラ園パーゴラ補修工事他1件 谷津3丁目1番14他

谷津バラ園園路改修工事 谷津3丁目1番14

８．３．３ 緑地・緑道・街路樹整備事業

市道00-107号線街路樹植栽工事 袖ケ浦5丁目25番先

８．３．３ 緑のふるさと事業

実花広場植栽工事 東習志野6丁目2209番2

８．３．３ 谷津干潟自然観察センター管理運営事業

谷津干潟自然観察センター誘導灯他補修工事 秋津5丁目3番地1

８．４．１ 市営住宅維持管理事業

① 鷺沼団地 鷺沼２丁目９番

１号棟屋上防水改修工事

１号棟304号室壁断熱改修工事

１号棟204号室壁断熱改修工事

１号棟104号室内部改修工事

② 鷺沼台団地 鷺沼台２丁目２番

１号棟２号棟物置屋根雨漏り改修工事
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

谷津干潟公園遊歩道補修工事 秋津5丁目12番187

香澄公園菖蒲池浚渫工事 香澄3丁目23番4

香澄公園西側便所改修工事 香澄6丁目23番1

谷津干潟公園仮設階段設置・撤去工事 谷津3丁目1891番582

香澄公園管理棟便所改修工事 香澄5丁目23番3

香澄公園管理事務所空調機交換工事 香澄5丁目23番3

香澄公園東側便所改修工事 香澄3丁目23番4

香澄公園西側緑地帯支障物撤去工事 香澄6丁目23番1

秋津公園平和の広場他循環ポンプ交換工事 秋津3丁目43番1他

秋津公園西側便所扉補修工事 秋津4丁目53番1

香澄公園管理棟改修工事 香澄5丁目23番3

香澄公園他照明灯補修工事 香澄5丁目23番3他

香澄公園便所扉補修工事他 香澄3丁目23番4他

谷津干潟公園ベンチ他補修工事 秋津5丁目4番13

香澄公園他配管補修工事他 香澄5丁目23番3他

谷津干潟遊歩道照明灯補修工事 秋津5丁目4番1

香澄公園他管理棟便所支障物撤去工事他 香澄5丁目23番3他

谷津干潟公園施設補修工事 秋津5丁目3番1

香澄公園便所扉補修工事他1件 香澄5丁目23番3他

香澄公園菖蒲田給水管漏水補修工事 香澄5丁目23番3

秋津公園木製遊具補修工事他他2件 秋津3丁目52番1他

香澄公園東側便所トイレブース改修工事 香澄3丁目23番4

香澄公園西側便所排水管改修工事 香澄6丁目23番1

秋津公園照明灯補修工事他1件 秋津5丁目11番2他

８．３．３ 谷津公園維持管理事業

谷津公園園路補修工事 谷津3丁目198番192

谷津公園植栽桝改修工事 谷津3丁目198番192

谷津公園砂場ネット設置工事 谷津3丁目198番194

谷津バラ園パーゴラ補修工事他1件 谷津3丁目1番14他

谷津バラ園園路改修工事 谷津3丁目1番14

８．３．３ 緑地・緑道・街路樹整備事業

市道00-107号線街路樹植栽工事 袖ケ浦5丁目25番先

８．３．３ 緑のふるさと事業

実花広場植栽工事 東習志野6丁目2209番2

８．３．３ 谷津干潟自然観察センター管理運営事業

谷津干潟自然観察センター誘導灯他補修工事 秋津5丁目3番地1

８．４．１ 市営住宅維持管理事業

① 鷺沼団地 鷺沼２丁目９番

１号棟屋上防水改修工事

１号棟304号室壁断熱改修工事

１号棟204号室壁断熱改修工事

１号棟104号室内部改修工事

② 鷺沼台団地 鷺沼台２丁目２番

１号棟２号棟物置屋根雨漏り改修工事
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

③ 泉団地 泉町２丁目２番

８号棟外部改修工事

７号棟屋上防水改修工事

１号棟207号室内部改修工事

２号棟101号室内部改修工事

３号棟205号室内部改修工事

４号棟207号室内部改修工事

２号棟102号室内部改修工事

７号棟306号室雨漏り改修工事

２号棟104号室内部改修工事

④ 東習志野団地 東習志野４丁目４番

４号棟給水管改修工事

４号棟給水管改修工事に伴う受水槽基礎工事

４号棟給水管改修工事に伴うﾌｪﾝｽ工事

４号棟ゴミ箱設置工事

１号棟101号室内部改修工事

１号棟304号室内部改修工事

２号棟106号室内部改修工事

２号棟304号室内部改修工事

⑤ 香澄団地 香澄１丁目４番

１号棟104号室給湯器取替工事

１号棟102号室給湯器取替工事

２号棟102号室設備工事

２号棟102号室内部改修工事

４号棟104号室キッチン交換工事

２号棟101号室内部リフォーム工事

集会場屋根修理工事

２号棟202号室内部改修工事

２号棟202号室設備改修工事

３号棟駐車場外灯改修工事

⑥ 屋敷団地 屋敷１丁目１７番

２号棟101号室給湯器取替工事

１号棟101号室改修工事

２号棟103号室改修工事

３号棟103号室改修工事

３号棟204号室改修工事

４号棟101号室改修工事

４号棟201号室改修工事

１号棟301号室給湯器他工事
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　普通建設事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所 決　算　額    事　業　概　要
国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

③ 泉団地 泉町２丁目２番

８号棟外部改修工事

７号棟屋上防水改修工事

１号棟207号室内部改修工事

２号棟101号室内部改修工事

３号棟205号室内部改修工事

４号棟207号室内部改修工事

２号棟102号室内部改修工事

７号棟306号室雨漏り改修工事

２号棟104号室内部改修工事

④ 東習志野団地 東習志野４丁目４番

４号棟給水管改修工事

４号棟給水管改修工事に伴う受水槽基礎工事

４号棟給水管改修工事に伴うﾌｪﾝｽ工事

４号棟ゴミ箱設置工事

１号棟101号室内部改修工事

１号棟304号室内部改修工事

２号棟106号室内部改修工事

２号棟304号室内部改修工事

⑤ 香澄団地 香澄１丁目４番

１号棟104号室給湯器取替工事

１号棟102号室給湯器取替工事

２号棟102号室設備工事

２号棟102号室内部改修工事

４号棟104号室キッチン交換工事

２号棟101号室内部リフォーム工事

集会場屋根修理工事

２号棟202号室内部改修工事

２号棟202号室設備改修工事

３号棟駐車場外灯改修工事

⑥ 屋敷団地 屋敷１丁目１７番

２号棟101号室給湯器取替工事

１号棟101号室改修工事

２号棟103号室改修工事

３号棟103号室改修工事

３号棟204号室改修工事

４号棟101号室改修工事

４号棟201号室改修工事

１号棟301号室給湯器他工事
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都都市市環環境境部部 　　都都市市環環境境部部

　補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主　　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名                補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

４.１.９.１９ 環境政策課

　・助 成 額：不妊 9,000円（上限）　　去勢 5,000円（上限）

　・交付金額：836,000円（不妊64匹　去勢52匹　計116匹）

　

　

４.２.１.１９ 習志野市資源回収協同組合加入の

有価物回収業者

８.１.１.１９ 都市政策課

京成タクシー習志野株式会社

　取締役社長　浅野　俊幸

　・太陽熱利用システム    　              上限 5万円

　　　交付件数1件　　 交付決定額　50,000円

　　　交付件数10件　　交付決定額　839,000円

　・定置用リチウムイオン蓄電システム    　上限 10万円

　　　交付件数36件　　交付決定額　3,600,000円

　・家庭用燃料電池　　　　　　　　　　　　上限 30万円

　　　交付件数4件　　 交付決定額　1,200,000円

環境政策課事務費
（習志野市飼い主のい
ない猫の不妊・去勢手
術費助成金）

飼い主のいない猫愛護者で、不妊・去
勢手術を受けさせ、その費用を負担し
た市民

　飼い主のいない猫の飼育限度を超えた繁殖を抑えること並びに、飼い主のいない猫に起因する被害及び
迷惑の防止の一助として、助成金を交付しました。

住宅用省エネルギー
設備普及促進事業
（習志野市住宅用省エ
ネルギー設備等設置費
補助金）

住宅用省エネルギー設備等を設置した
市民

　習志野市住宅用省エネルギー設備等設置費補助金交付要綱に基づき、家庭における地球温暖化対策促進
並びにエネルギーの安定確保及びエネルギー利用の効率化・最適化を図るため、住宅用省エネルギー設備
等を設置した市民に対し、その費用の一部を補助しました。

　・太陽光発電システム（1ｋｗあたり2万円）上限  9万円

【車体ラッピング費】　　　　　　　　　　 　　1,105,000円

　・有価物回収量：2,217,604kg

公共交通政策事業
（習志野市コミュニ
ティバス事業補助金）

（東習志野・実籾ルー
ト（地域バス))

　習志野市コミュニティバス事業補助金交付要綱に基づき、運行経費の2分の1を京成タクシー習志野(株)
に補助しました。

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ
ｸﾘｰﾝ推進課

　ごみの減量化と再資源化を促進するため、有価物回収業者に有価物1㎏当たり4円の補助を行い、有価物
回収事業の安定化を図りました。

（京成津田沼駅(内陸・
海浜)ルート(コミュニ
ティバス)）
（京成大久保駅ルート
(コミュニティバス))

京成バス株式会社
　代表取締役社長　齋藤　隆

　習志野市コミュニティバス事業補助金交付要綱に基づき、京成津田沼駅（内陸・海浜）ルート・京成大
久保駅ルートの運行経費の3分の1を京成バス㈱に補助しました。

【京成津田沼駅ルート】　補助金（運行経費）　38,441,000円

【京成大久保駅ルート】　補助金（運行経費）　15,795,000円

【時刻表印刷費】　　　　　　　　　　 　　　　　 89,000円

有価物回収運動奨励事
業
（習志野市有価物回収
事業補助金）
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都都市市環環境境部部 　　都都市市環環境境部部

　補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主　　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名                補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

４.１.９.１９ 環境政策課

　・助 成 額：不妊 9,000円（上限）　　去勢 5,000円（上限）

　・交付金額：836,000円（不妊64匹　去勢52匹　計116匹）

　

　

４.２.１.１９ 習志野市資源回収協同組合加入の

有価物回収業者

８.１.１.１９ 都市政策課

京成タクシー習志野株式会社

　取締役社長　浅野　俊幸

　・太陽熱利用システム    　              上限 5万円

　　　交付件数1件　　 交付決定額　50,000円

　　　交付件数10件　　交付決定額　839,000円

　・定置用リチウムイオン蓄電システム    　上限 10万円

　　　交付件数36件　　交付決定額　3,600,000円

　・家庭用燃料電池　　　　　　　　　　　　上限 30万円

　　　交付件数4件　　 交付決定額　1,200,000円

環境政策課事務費
（習志野市飼い主のい
ない猫の不妊・去勢手
術費助成金）

飼い主のいない猫愛護者で、不妊・去
勢手術を受けさせ、その費用を負担し
た市民

　飼い主のいない猫の飼育限度を超えた繁殖を抑えること並びに、飼い主のいない猫に起因する被害及び
迷惑の防止の一助として、助成金を交付しました。

住宅用省エネルギー
設備普及促進事業
（習志野市住宅用省エ
ネルギー設備等設置費
補助金）

住宅用省エネルギー設備等を設置した
市民

　習志野市住宅用省エネルギー設備等設置費補助金交付要綱に基づき、家庭における地球温暖化対策促進
並びにエネルギーの安定確保及びエネルギー利用の効率化・最適化を図るため、住宅用省エネルギー設備
等を設置した市民に対し、その費用の一部を補助しました。

　・太陽光発電システム（1ｋｗあたり2万円）上限  9万円

【車体ラッピング費】　　　　　　　　　　 　　1,105,000円

　・有価物回収量：2,217,604kg

公共交通政策事業
（習志野市コミュニ
ティバス事業補助金）

（東習志野・実籾ルー
ト（地域バス))

　習志野市コミュニティバス事業補助金交付要綱に基づき、運行経費の2分の1を京成タクシー習志野(株)
に補助しました。

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ
ｸﾘｰﾝ推進課

　ごみの減量化と再資源化を促進するため、有価物回収業者に有価物1㎏当たり4円の補助を行い、有価物
回収事業の安定化を図りました。

（京成津田沼駅(内陸・
海浜)ルート(コミュニ
ティバス)）
（京成大久保駅ルート
(コミュニティバス))

京成バス株式会社
　代表取締役社長　齋藤　隆

　習志野市コミュニティバス事業補助金交付要綱に基づき、京成津田沼駅（内陸・海浜）ルート・京成大
久保駅ルートの運行経費の3分の1を京成バス㈱に補助しました。

【京成津田沼駅ルート】　補助金（運行経費）　38,441,000円

【京成大久保駅ルート】　補助金（運行経費）　15,795,000円

【時刻表印刷費】　　　　　　　　　　 　　　　　 89,000円

有価物回収運動奨励事
業
（習志野市有価物回収
事業補助金）
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都都市市環環境境部部 　　都都市市環環境境部部

　補助金の概要 （単位：円）

支　出　科　目 主　　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名                補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

８.３.１.１９ 建築指導課 木造住宅耐震化促進

事業

精密診断実施者

　(内訳）診断棟数 　6棟×60,000円＝360,000円

（習志野市木造住宅 耐震改修実施者
耐震改修費補助金）

【木造住宅耐震改修費】補助金　1棟　600,000円
 （内訳）設計・監理費　 　1棟　　　100,000円
　　　　 工事費　　 　　　1棟　　　500,000円

撤去工事実施者

　　補助対象者　15名

８.３.３.１９ 公園緑地課 公園維持管理事業 保護地区等管理者  40名

（都市環境保全・自然

保護地区等助成金）

８.４.１.１９ 住宅課 被災者住宅再建資金
利子補給事業

親元近居住宅取得促進
事業

被災住宅修繕緊急支援
事業

　習志野市木造住宅耐震改修費補助金交付要綱に基づき、昭和56年5月31日以前に着工又は建築された木造
住宅について、耐震改修を行った者に対し、耐震改修費用の3分の1(60万円を限度)を補助しました。

(習志野市木造住宅
耐震診断費補助金）

　習志野市木造住宅耐震診断費補助金交付要綱に基づき、昭和56年5月31日以前に着工又は建築された木造
住宅について、精密診断を行った者に対し、耐震診断費用の3分の2(6万円を限度)を補助しました。

【木造住宅耐震診断費】補助金　6棟　360,000円

危険コンクリート
ブロック塀等安全
対策費補助事業
（危険コンクリート
ブロック塀等安全
対策費補助金）

東日本大震災により損害を被った住宅
再建のために金融機関から資金を借り
入れた者

　平成22年度の震災による習志野市被災者住宅再建資金利子補給金交付要綱に基づき、東日本大震災によ
り損害を被った住宅再建のため、金融機関から資金を借り入れた被災者等に対し、支払った利子の一部を
補助しました。（利子補給率：年2.0％まで、利子補給対象借入額100万円以上1,000万円以下）

(習志野市被災者住宅
再建資金利子補給金）

　　補助対象者　12名

  習志野市自然保護及び緑化の推進に関する条例の規定に基づき指定した保護地区等の管理者に対し、良
好な保全を図るための助成を実施しました。

  ・自然保護地区　　　　 1箇所　　161,887円

  ・都市環境保全地区　　21箇所　　600,622円

  ・保 存 樹 木 　　　 　11本　　　33,000円

　習志野市危険コンクリートブロック塀等安全対策費補助金交付要綱に基づき、地震時に倒壊の恐れのあ
る危険コンクリートブロック塀等について、撤去工事を行った者に対し、撤去工事費用の2分の1又は撤去
する危険コンクリートブロック塀等の長さ1メートルあたり1万円のうち低い額を、10万円を限度として補
助しました。

子世帯もしくは親世帯が近居するため
に住宅を取得した者

　子育て世帯等の定住により適正な人口構造の確保、子育てや高齢者支援等で互いに支えあう社会の構
築、住宅取得の促進等を目的として、子世帯もしくは親世帯が近居するために住宅を取得した申請者に対
して、登記費用の一部を助成しました。(習志野市親元近居住宅

取得促進助成金）

　　補助対象者　86名

令和元年台風第15号等により被災した
住宅の修繕工事を行った者

　習志野市被災住宅修繕緊急支援事業補助金交付要綱に基づき、令和元年に発生した台風第15号、第19号
及び同年10月25日の大雨により住宅が被災した者の生活の安定と住宅の安全確保を図るため、申請者に対
して修繕工事費用の一部を補助しました。

(習志野市被災住宅修繕
緊急支援事業補助金）

　　補助対象者　65名
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都都市市環環境境部部 　　都都市市環環境境部部

　補助金の概要 （単位：円）

支　出　科　目 主　　管 補　助　事　業　名 決　算　額 補　助　団　体　名                補　　助　　事　　業　　の　　内　　容　　及　　び　　効　　果

８.３.１.１９ 建築指導課 木造住宅耐震化促進

事業

精密診断実施者

　(内訳）診断棟数 　6棟×60,000円＝360,000円

（習志野市木造住宅 耐震改修実施者
耐震改修費補助金）

【木造住宅耐震改修費】補助金　1棟　600,000円
 （内訳）設計・監理費　 　1棟　　　100,000円
　　　　 工事費　　 　　　1棟　　　500,000円

撤去工事実施者

　　補助対象者　15名

８.３.３.１９ 公園緑地課 公園維持管理事業 保護地区等管理者  40名

（都市環境保全・自然

保護地区等助成金）

８.４.１.１９ 住宅課 被災者住宅再建資金
利子補給事業

親元近居住宅取得促進
事業

被災住宅修繕緊急支援
事業

　習志野市木造住宅耐震改修費補助金交付要綱に基づき、昭和56年5月31日以前に着工又は建築された木造
住宅について、耐震改修を行った者に対し、耐震改修費用の3分の1(60万円を限度)を補助しました。

(習志野市木造住宅
耐震診断費補助金）

　習志野市木造住宅耐震診断費補助金交付要綱に基づき、昭和56年5月31日以前に着工又は建築された木造
住宅について、精密診断を行った者に対し、耐震診断費用の3分の2(6万円を限度)を補助しました。

【木造住宅耐震診断費】補助金　6棟　360,000円

危険コンクリート
ブロック塀等安全
対策費補助事業
（危険コンクリート
ブロック塀等安全
対策費補助金）

東日本大震災により損害を被った住宅
再建のために金融機関から資金を借り
入れた者

　平成22年度の震災による習志野市被災者住宅再建資金利子補給金交付要綱に基づき、東日本大震災によ
り損害を被った住宅再建のため、金融機関から資金を借り入れた被災者等に対し、支払った利子の一部を
補助しました。（利子補給率：年2.0％まで、利子補給対象借入額100万円以上1,000万円以下）

(習志野市被災者住宅
再建資金利子補給金）

　　補助対象者　12名

  習志野市自然保護及び緑化の推進に関する条例の規定に基づき指定した保護地区等の管理者に対し、良
好な保全を図るための助成を実施しました。

  ・自然保護地区　　　　 1箇所　　161,887円

  ・都市環境保全地区　　21箇所　　600,622円

  ・保 存 樹 木 　　　 　11本　　　33,000円

　習志野市危険コンクリートブロック塀等安全対策費補助金交付要綱に基づき、地震時に倒壊の恐れのあ
る危険コンクリートブロック塀等について、撤去工事を行った者に対し、撤去工事費用の2分の1又は撤去
する危険コンクリートブロック塀等の長さ1メートルあたり1万円のうち低い額を、10万円を限度として補
助しました。

子世帯もしくは親世帯が近居するため
に住宅を取得した者

　子育て世帯等の定住により適正な人口構造の確保、子育てや高齢者支援等で互いに支えあう社会の構
築、住宅取得の促進等を目的として、子世帯もしくは親世帯が近居するために住宅を取得した申請者に対
して、登記費用の一部を助成しました。(習志野市親元近居住宅

取得促進助成金）

　　補助対象者　86名

令和元年台風第15号等により被災した
住宅の修繕工事を行った者

　習志野市被災住宅修繕緊急支援事業補助金交付要綱に基づき、令和元年に発生した台風第15号、第19号
及び同年10月25日の大雨により住宅が被災した者の生活の安定と住宅の安全確保を図るため、申請者に対
して修繕工事費用の一部を補助しました。

(習志野市被災住宅修繕
緊急支援事業補助金）

　　補助対象者　65名
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　災害復旧事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所　 決　算　額 事　業　概　要

４．２．２ 災害対応事業（芝園清掃工場環境調査） 芝園３丁目２番１号

溶融飛灰及び溶融スラグの放射性物質測定業務 溶融飛灰他の放射性物質測定

８．４．１ 被災者住宅再建資金利子補給事業

被災者住宅再建資金利子補給金

※東日本大震災による災害対応事業等に限る。

一般財源国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他
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都都市市環環境境部部 都都市市環環境境部部

　災害復旧事業等の概要 （単位：円）

                左　　　の　　　財　　　源　　　内　　　訳

支 出 科 目 事   　　　業   　　　名 施　工　箇　所　 決　算　額 事　業　概　要

４．２．２ 災害対応事業（芝園清掃工場環境調査） 芝園３丁目２番１号

溶融飛灰及び溶融スラグの放射性物質測定業務 溶融飛灰他の放射性物質測定

８．４．１ 被災者住宅再建資金利子補給事業

被災者住宅再建資金利子補給金

※東日本大震災による災害対応事業等に限る。

一般財源国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他
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都市環境部 都市環境部

　公　園　緑　地　等　整　備 状　況  総  括　表　

令和2年3月31日現在

種別 児童遊園 都 市 緑 地

街区公園 近隣公園 地区公園 都市緑道 都市緑地 緩衝緑地 都市公園小計 広    場 以外の緑地

地区別 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） （km） 箇所（㎡）

 大久保・泉

 本大久保1～2

 花咲・屋敷

 本大久保3～5

 実 籾・新 栄

 実 籾 本 郷

令和２年３月３１日現在　人口 人　　　　　

面積　(㎡） 人口　（人）

1.市民１人当たり面積 （都市公園） ㎡/人口＝ ㎡

2.市民１人当たり面積 （都公・児遊・緑地） ㎡/人口＝ ㎡

＊緑道：（船橋市区域0.45km含まず）

 谷津・奏の杜

 向   　山

地域花壇緑   道
都　　　　市　　　　公　　　　園　　　　　　　

 津 田 沼

 藤   　崎

 実     花

 鷺沼・鷺沼台

 東 習 志 野

 袖 ケ 浦 東

計

 秋津・茜浜

 香澄・芝園

 袖 ケ 浦 西
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都市環境部 都市環境部

　公　園　緑　地　等　整　備 状　況  総  括　表　

令和2年3月31日現在

種別 児童遊園 都 市 緑 地

街区公園 近隣公園 地区公園 都市緑道 都市緑地 緩衝緑地 都市公園小計 広    場 以外の緑地

地区別 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） 箇所（㎡） （km） 箇所（㎡）

 大久保・泉

 本大久保1～2

 花咲・屋敷

 本大久保3～5

 実 籾・新 栄

 実 籾 本 郷

令和２年３月３１日現在　人口 人　　　　　

面積　(㎡） 人口　（人）

1.市民１人当たり面積 （都市公園） ㎡/人口＝ ㎡

2.市民１人当たり面積 （都公・児遊・緑地） ㎡/人口＝ ㎡

＊緑道：（船橋市区域0.45km含まず）

 谷津・奏の杜

 向   　山

地域花壇緑   道
都　　　　市　　　　公　　　　園　　　　　　　

 津 田 沼

 藤   　崎

 実     花

 鷺沼・鷺沼台

 東 習 志 野

 袖 ケ 浦 東

計

 秋津・茜浜

 香澄・芝園

 袖 ケ 浦 西
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（ ） 農 業 委 員 会 事 務 局



農業委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ６・１・１（農業委員会費） 決 算 額

担 当 主 管 農業委員会事務局

１．農業委員会の開催 １２回

（付議案件等）

農地法関係（非農地・軽微な農地改良の届出等） １０件

生産緑地関係 ５件

農業経営基盤強化促進法関係 ３件

人事関係 ４件

事務実施関係 ３件

報告事項（農地法届出・証明書発行） ４２件

２．農地関係事務取扱件数、用途別農地転用件数及び面積

（１）農地関係事務取扱件数

内 容 件数（件）

．権利移動及び権利設定の制限 農地法第 条 ４

．転用の制限 農地法第 条 ４０

．転用のための権利移動の制限 農地法第 条 ７４

．納税猶予にかかる特例農地の利用状況 １４

．転用事実確認・受理証明 ７

．非農地証明 １

．その他 ４

合 計 １４４

（２）用途別農地転用件数及び面積

用 途 別
件数

（件）
面 積 （㎡）

．住宅用地 ８５ ２５，１９３．７５

．道路用地 １５ ６８４．１９

．その他 １４ ８，９３３．８６

合 計 １１４ ３４，８１１．８０

（３）その他

① 農業委員による現地調査件数 ３９件

② 諸証明取扱い件数 ２７件
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農業委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

３．農地基本台帳の整備

調査対象農家 ２５２戸

農用地利用集積による利用権設定状況

件 数

（件）

面 積（㎡）

２ ３，００１

４．農業委員活動

（１）地域活動の推進を図りました。

農業祭 １回

学校給食キャロット計画 ５月～６月

農地利用状況調査 ６回

農地パトロール １２回

千葉県・農業委員合同巡回パトロール １回

（違反転用防止対策強化月間）

（２）農地法等法令業務の研修を実施しました。

農業委員会単独研修 ９回

千葉県等主催研修 １２回

千葉地区農業委員会事務局職員研修 １回

５．農業者年金業務

農業者年金制度の周知及び旧制度受給者等に関する業務を行いました。

（１）事務取扱件数（令和２年３月３１日現在）

・現況届（令和元年６月１日時点） ４８件

・農業者老齢年金裁定請求 ０件

・死亡等諸届 １件

（２）加入者等の状況（令和２年３月３１日現在）

・新規加入者 ０人

・被保険者（受給待機者） ０人

・受給者 ４７人
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

款項目（名称）
９・１・１（常備消防費）

９・１・２（非常備消防費）
決 算 額

担 当 主 管 消 防 本 部

各種事務事業の実施状況等

１ 防火対象物等訓練実施状況 単位：件

月

内 容

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月 月 月 月

１

月

２

月

３

月

合

計

前
年
度
合
計

前
年
度
比
較

防火対象物訓練 △

内

容

消 火 訓 練 △

通 報 訓 練

避 難 訓 練 △

自主防災組織訓練

合 計 △

２ 法令等に基づく各種申請及び届出書の受理件数 （単位：件）

区 分 件数 区 分 件数

危険物設置許可申請書
貯蔵所 防火対象物使用開始（変更）届出書

取扱所 火を使用する設備等の設置（変更）届出書

危険物変更許可申請書
貯蔵所 発電・変電・蓄電池設備設置（変更）届出書

取扱所 露店等の開設届出書

危険物設置完成検査申請書
貯蔵所 火災とまぎらわしい行為の届出書

取扱所 煙火の打上げ 仕掛け 届出書

危険物変更完成検査申請書
貯蔵所 催物開催届出書

取扱所 水道断水 減水 届出書

危険物仮使用承認申請書
貯蔵所 道路工事届出書

取扱所 統括防火・防災管理者選任（解任）届出書

危険物廃止届出書

製造所 防火・防災管理者選任（解任）届出書

貯蔵所 全体についての消防計画作成（変更）届出書

取扱所 消防計画作成（変更）届出書

危険物品名・数量又は

指定数量の倍数変更届出書

貯蔵所 自衛消防隊組織設置（変更）届出書

取扱所 名称等・管理権原者の氏名等変更届出書

危険物完成検査前検査申請書 工事整備対象設備等着工届出書

危険物仮貯蔵 仮取扱い 承認申請書 消防用設備等設置届出書

危険物保安監督者選任 解任 届出書 消防用設備等点検結果報告書

少量危険物等貯蔵取扱届出書 圧縮アセチレンガス等届出書

少量危険物等貯蔵取扱廃止届出書 防火対象物点検結果報告書

少量危険物等タンク検査申請 工事中の消防計画届出書

禁止行為解除承認申請書 指定洞道等に通信ケーブル等を敷設する届出書

申請及び届出書受理総件数 件
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

３ 建築基準法に伴う建築物確認申請等事務処理状況 （単位：件）

月別

区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

合

計

前

年

度

前比

年

度較

確
認
申
請
書

建 築 物
同 意 △

取下げ △

計 画 変 更 同 意 △

許可申請書 同 意 △

小 計
同 意 △

取下げ △

計 画 通 知 書 △

仮使用承認申請書 △

建築基準法第 条第 項通知書 △

小 計 △

合 計 △

４ 各種防火対象物予防査察実施状況 （単位：件）

月 別

対象区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
計

劇 場 ・ 集 会 場

遊技場・カラオケボックス等

飲 食 店

百貨店・マーケット・物販店

ホテル・旅館・共同住宅

病院・保育所・幼稚園・老人等福祉施設

小中学校・高校・大学・各種学校

図書館・博物館・美術館

蒸 気 浴 場・熱 気 浴 場

工 場 ・ 作 業 場

自 動 車 車庫 ・ 駐車 場

倉 庫

事 務 所 等

複 合 用 途 対 象 物

文 化 財

小 計
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

月 別

対象区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
計

危

険

物

危 険 物 施 設

少 量 危 険 物 施 設

小 計

合 計

５ 各種講習会等の実施状況 （単位：人）

開 催 年 月 日 講 習 内 容 令和元年度 前年度 対前年度比較

平成 年 月 日 危険物取扱者試験受験者講習会 △

令和元年 月 日 危険物取扱者保安講習会 △

令和元年 月 日 危険物取扱者試験受験者講習会 △

合 計 △

６ 開発事業等指導件数 （単位：件）

月 別
４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月 月 月 月

１

月

２

月

３

月
計 前年度 対前年度比較

件 数

７ 火災の状況

（１）火災の種別発生件数 （単位：件・棟）

年 前 年 対前年比較

火

災

種

別

建 物 火 災 件 棟 件 棟 件 棟

焼損

種別

全焼棟数 棟 棟 棟

半焼棟数 棟 棟 △ 棟

部分焼棟数 棟 棟 棟

ぼや棟数 棟 棟 棟

車 両 火 災 件 件 件 △ 件

そ の 他 の 火 災 件 件 件 件

合 計 件 件 件 件 件

（２）コミュニティーブロック別火災発生状況 （単位：件）

コミュニティーブロック別

谷

津

向

山

袖

ケ

浦

西

袖

ケ

浦

東

津

田

沼

鷺
沼
・
鷺
沼
台

藤

崎

本

大

久

保

大
久
保
・
泉
町

花

咲

・

屋

敷

本

大

久

保

実

籾

・

新

栄

東

習

志

野

実

花

秋

津

・

茜

浜

香

澄

・

芝

園

計

年 件 数

前 年 件 数

対 前 年 比 較 △ △ △
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

（３）損害見積額

年 前 年 対前年比較

火災

種別

建 物 火 災 △

車 両 火 災

そ の 他 火 災

合 計 △

（４）焼失面積 （単位：㎡

年 前 年 対前年比較

火災

種別

建 物 火 災

そ の 他 火 災

合 計

（５）覚知別件数 （単位：件）

年 前 年 対前年比較

覚知

種別

火災報知専用電話

加 入 電 話

事 後 聞 知 △

そ の 他

合 計

（６）罹災証明受付状況 （単位：件）

月 別
１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月 月 月 月
計 前年

対前年

比 較

件 数

８ 救急出場状況 （単位：件・人）

月 別

事故種別

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月 月 月 月
計 前年

対前年

比 較

火 災

自然災害

水 難
△

交 通
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

（単位：件・人）

月 別

事故種別

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月 月 月 月
計 前年

対前年

比 較

労働災害

運動競技
△

△

一般負傷

加 害
△

△

自損行為

急 病
△

転院搬送
△

△

そ の 他
△

計

※同一欄の 段書の数値中、上段は出場件数、下段が搬送人員を表す。

救急隊員研修事業）

救急隊員１名が救急救命東京研修所において研修を修了し、令和２年３月に実施された救急救命士国家試験

に合格しており、千葉県消防学校において救急科に５名及び救急隊長再教育に２名入校しました。

応急手当普及啓発活動推進事業）

（１）普通救命講習等の実施状況 （単位：回・人）

種 別 救 急 講 習 普通救命講習※ 合 計

開催回数

受講人数

※上級救命講習を含む（開催回数５回・受講人数 ４３人）

（２）ＡＥＤの貸出し状況

令和元年度：３３回貸出し（市民祭り、スポーツ団体、市民駅伝大会等）

（３）救急医療情報キットの配布

配布本数 １，００３本（消防本部配布 ６１本・健康支援課配布 ９４２本）
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

火災予防推進事業）

（１）消防ふれあい広場

火災予防の普及啓発等を目的とし、中央消防署及び東消防署において、消防ふれあい広場を実施しました。

実施日：中央消防署 毎月第３土曜日 （ ５回 ２７３人参加 ）

実施日：東消防署 毎月第４土曜日 （ ７回 ４０８人参加 ）

実施内容：防火相談、消火器の取扱い説明、煙中避難体験、はしご車の乗車体験、車両見学、庁舎見学等

（２）住宅用火災警報器普及啓発活動

住宅用火災警報器の設置率向上を目的とし、立ち入り検査や消防訓練の立会い時、その他消防出初式、

消防・救急フェアなどの各種行事の際にリーフレット、 用品の配布など、普及啓発活動を行いました。

（３）火災予防運動に伴う各種事業

実施行事
秋季火災予防運動（ 月 日～ 月 日） 春季火災予防運動（ 月 日～ 月 日）

実施日 実施内容 実施日 実施内容

予防査察

月 日

～

月 日

防火対象物･危険物施設・危険物

運搬車両の予防査察

月 日

～

月 日

防火対象物の予防査察

街頭 等

月 日

月 日

習志野市役所にて消防・救急フ

ェア開催 ｢食とくらしの祭典｣共

催

・救急応急手当

・防火図画入賞者の表彰

・はしご車の乗車体験

月 日

～

月 日

消防庁舎に｢火災予防運動実施

中｣の懸垂幕を掲示

消防車両による市内広報活動

月 日

～

月 日

消防庁舎に｢火災予防運動実施

中｣の懸垂幕を掲示

消防車両による市内広報活動
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ９・１・３（消防施設費） 決 算 額

担 当 主 管 消 防 本 部

（消防施設整備事業）

経年劣化した藤崎出張所事務室及び第８分団詰所の空調機設置工事、台風１５号により破損した東消防

署訓練棟補修工事等を実施しました。

（消防水利整備事業）

１ 新設防火水槽設置状況

番号 所 在 地 設 置 年 月 日 容 量 ㎥ 備 考

本大久保 平成 年 月 日 開発事業等指導

芝園 平成 年 月 日 開発事業等指導

芝園 令和元年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和元年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和元年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和 年 月 日 開発事業等指導

本大久保 令和元年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和 年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和 年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和 年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和 年 月 日 開発事業等指導

東習志野 令和元年 月 日 開発事業等指導

東習志野 令和元年 月 日 開発事業等指導

東習志野 令和元年 月 日 開発事業等指導

東習志野 令和 年 月 日 開発事業等指導

茜浜 令和 年 月 日 開発事業等指導

２ 新設消火栓設置状況

令和元年度新設消火栓無し
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消防本部

主要な施策の概要 （単位：円）

３ 消火栓修繕箇所

番号 所 在 地 修 繕 年 月 日 修繕費 備 考

香澄 令和元年 月 日 腐食

谷津 令和元年 月 日 漏水

香澄 令和 年 月 日 腐食

香澄 令和 年 月 日 腐食

香澄 令和 年 月 日 腐食

香澄 令和 年 月 日 腐食

香澄 令和 年 月 日 漏水

香澄 令和 年 月 日 漏水

香澄 令和 年 月 日 高さ調整

（消防車両等整備事業）

老朽化した車両３台を更新し、消防力の強化を行いました。

名 称 数量 金 額 配置場所

救急自動車 東消防署

指揮車 中央消防署

消防ポンプ自動車 藤崎出張所

（谷津出張所建替事業）

旧谷津出張所庁舎の解体工事が令和２年１月末に完了しました。
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消消防防本本部部 消消防防本本部部

　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

９・１・１ 消防事務運営費

ＣＴ積算計付オゾンガス発生装置一式 藤崎６－２０－１１ 藤崎出張所

９・１・３ 消防施設整備事業

谷津奏の杜出張所スピーカー増設工事 奏の杜２－１３－１

東消防署藤崎出張所事務室空調機設置工事 藤崎６－２０－１１

第８分団詰所空調機設置工事 屋敷３－１２－１９

習志野市東消防署訓練棟補修工事 東習志野２－２－１５

９・１・３ 消防車両等整備事業

消防ポンプ自動車 藤崎６－２０－１１ 藤崎出張所

救急自動車 東習志野２－２－１５ 東消防署

指揮車 鷺沼２－１－４３ 中央消防署

９・１・３ 谷津出張所建替事業

習志野市中央消防署谷津出張所 谷津４－３－５

解体工事に伴う家屋事前調査

旧谷津出張所解体工事 谷津４－３－５

決　算　額 事　業　概　要

　　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所
左　　　　の　　　　財　　　　源　　　　内　　　　訳
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消消防防本本部部 消消防防本本部部

　　　　（単位：円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

９・１・１ 消防事務運営費

ＣＴ積算計付オゾンガス発生装置一式 藤崎６－２０－１１ 藤崎出張所

９・１・３ 消防施設整備事業

谷津奏の杜出張所スピーカー増設工事 奏の杜２－１３－１

東消防署藤崎出張所事務室空調機設置工事 藤崎６－２０－１１

第８分団詰所空調機設置工事 屋敷３－１２－１９

習志野市東消防署訓練棟補修工事 東習志野２－２－１５

９・１・３ 消防車両等整備事業

消防ポンプ自動車 藤崎６－２０－１１ 藤崎出張所

救急自動車 東習志野２－２－１５ 東消防署

指揮車 鷺沼２－１－４３ 中央消防署

９・１・３ 谷津出張所建替事業

習志野市中央消防署谷津出張所 谷津４－３－５

解体工事に伴う家屋事前調査

旧谷津出張所解体工事 谷津４－３－５

決　算　額 事　業　概　要

　　普通建設事業等の概要

支　出　科　目 事　　　業　　　名 施　工　箇　所
左　　　　の　　　　財　　　　源　　　　内　　　　訳
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（ ） 教 育 委 員 会 事 務 局



教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・１・１（教育委員会費） 決 算 額

担 当 主 管 教 育 総 務 課

（教育委員会費）

教育行政の振興のため、生涯学習、教育、文化、スポーツ等の幅広い施策について、教育長及

び４名の教育委員による合議により、審議しました。

令和元年度は、定例会１２回、臨時会１回、計１３回、会議を開催しました。

【令和元年度中に議決又は承認された案件】

内 容 件数

教育行政の運営に関する基本方針を定めること ７

教育委員会の規則及び訓令を制定し、又は改廃すること １０

予算その他議会の議決を要する事件の議案について市長に意見を申し出ること １５

市立学校教育職員の人事の一般方針を定めること ３

県費負担教職員たる校長及び教頭の任免等について内申すること １

６級以上の職員並びに５級の指導主事及び管理主事並びに５級の教育機関の長

並びに市立幼稚園の園長及び教頭並びに市立高校の校長及び教頭を任免するこ

と

７

附属機関の委員を任命し、又は委嘱すること ７

教育功労者を表彰すること ４

教科用図書を採択すること ３

市立高校生徒の募集に関する大綱及び入学者選抜の方法を定めること １

市立幼稚園の園児募集に関する大綱を定めること １

その他 １１

計 ７０

この他、本市における教育、学術または文化の振興に関して特に功績のあった個人及び団体

に対し、表彰状・感謝状を授与しました。

令和元年度 ４３個人、７団体（平成３０年度 ２０個人、９団体）

【教育功労者顕彰式】 令和２年１月２２日（水）開催
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・１・２（事務局費） 決 算 額

担 当 主 管 教 育 総 務 課

（通学区域審議会費）

教育委員会の諮問に基づき、通学区域の適正化について審議を行いました。

委員数：１０名 開催回数：２回

（教育委員会事務局費）

教育委員会事務局の運営に係る消耗品の購入等を行いました。

（教育文化振興基金事業）

全国大会で優秀な成績をおさめた者に市長賞を授与しました。

令和元年度 ５件（平成３０年度 １件）

（青少年音楽振興基金事業）

音楽コンクール等の全国大会で優秀な成績をおさめた者に市長賞を授与しました。

令和元年度 ４件（平成３０年度 ５件）

（学校施設再生計画策定事業）

第６回習志野市学校施設再生計画（第２期計画）検討専門委員会を令和元年１１月５日（火）

に開催し、令和２年３月に第２次学校施設再生計画を策定いたしました。

担 当 主 管 学 校 教 育 課

（校外活動事業）

市内各種施設の環境学習や小中音楽会・特別支援教育行事に参加するための移動に対し、

バスの運行委託を行いました。

バス利用状況

利 用 団 体 令和元年度 平成３０年度

小 学 校 ４０台 ４０台

特別支援学級 ６ ９

小 中 音 楽 会 ９ ８

合 計 ５５ ５７
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

習志野文化ホールにおける中学校の音楽演奏会に関する会場使用料を負担しました。

中 学 校 名 実 施 日 行 事 名

第一中学校 令和元年１０月３１日（木） 校内合唱コンクール

第二中学校 令和元年１０月２４日（木） 校内合唱コンクール

第三中学校 令和元年１０月２９日（火） 校内合唱コンクール

第四中学校 令和元年１０月２３日（水） 校内合唱コンクール

第五中学校 令和元年１１月７日（木） 校内合唱コンクール

第六中学校 令和元年１０月３０日（水） 校内合唱コンクール

第七中学校 令和元年１０月１７日（木） 校内合唱コンクール

習志野文化ホールにおける小学校の音楽発表会、小中学校の音楽部活動演奏会に関する

会場使用料の一部を負担しました。第一中学校、第五中学校の定期演奏会については、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和元年度は中止しました。

育英資金事業

育英資金の給与

経済的理由により修学が困難で、学業成績が優良であり、かつ品行方正な生徒に対し、

奨学金を給与しました。

・高校生：月額 ９，９００円 １９人（平成３０年度 月額 ９，９００円 １８人）

入学準備金貸付事業

高校・大学等に入学を希望する者の保護者に対し、入学に要する一時的な経費負担を軽減

するため、入学準備金の融資を取扱金融機関にあっせんし、その貸付利子相当額を市が全額

利子補給することにより、教育の振興を図りました。

・融資あっせん件数 １２件 融資者数 ６件 利子補給者数 １９人

学校名 実施日 行事名

谷津小学校 令和元年１２月５日（木） 音楽発表会

谷津南小学校 令和２年２月１３日（木） 校内おわかれ音楽会

津田沼小学校 令和２年２月１８日（火） 校内お別れ音楽会

鷺沼小学校 令和２年２月２０日（木） 校内音楽会

谷津小学校 令和２年２月１５日（土） 管弦楽クラブ ファミリーコンサート
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（富士吉田自然体験学習推進事業）

中学校における自然体験・宿泊学習の実施は、集団生活への不適応、人間関係づくりの

未熟さ、社会性の未発達を克服すべき大きな役割を果たし、豊かな心を培う一助となると

考えられます。以上のことから、心を育てる体験学習の場として富士吉田自然体験学習

を位置づけました。特に２日目のコース別学習においては学習バスを配車し、生徒の希

望を生かしたコース選択を可能にしました。

一・三・四・七中については、スキー教室（ホワイトスクール）を行いました。

中 学 校 名 実 施 期 間 バス台数 大型

第 一 中 学 校 令和 年 月 日（水）～ 日 金 ５台

第 二 中 学 校 令和元年 月 日（水）～ 日 金 ６

第 三 中 学 校 令和 年 月 日（水）～ 日 金 ６

第 四 中 学 校 令和 年 月 日（水）～ 日 金 ６

第 五 中 学 校 令和元年 月 日（水）～ 日 金 ６

第 六 中 学 校 令和元年 月 日（水）～ 日 金 ４

第 七 中 学 校 令和 年 月 日（水）～ 日 金 ４

合 計 ３７

（事故補充教員派遣事業）

小・中学校の教員が療養休暇等に入った際、県費負担講師の辞令が下りるまでの間、児童・生

徒の指導及び授業の円滑化を図るため、速やかに代替教員・欠員補充教員の配置に努めました。

令和元年度実績：小学校 ４名派遣

（ならしの学校音楽祭事業）

「音楽のまち習志野」にふさわしく、その年度に優れた音楽活動を行った習志野市立学

校及び習志野市小中学校管楽器講座受講生による「小学校フェスティバルバンド」の合

同演奏会を例年、習志野文化ホールで行っております。令和元年度は新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため中止としました。

（サポート教員配置事業）

小学校に、よりきめ細やかな指導を行い、学力向上を目指すために、市費により教員を

雇用し派遣しました。

令和元年度実績：袖ケ浦西小学校 １名派遣
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 指 導 課

（いじめ問題対策事業）

平成２７年１１月に施行した「習志野市いじめ防止基本方針」に基づきアンケート調査を

行い、いじめの把握に努めるとともに「いじめ問題対策連絡協議会」及び「いじめ問題対策

委員会」を開催し、関係者が連携して本市のいじめ問題に対応しました。

・習志野市いじめ問題対策連絡協議会 年２回

７月３１日（水） １２月２６日（木）

・習志野市いじめ問題対策委員会 年１回

７月８日（月）

（教育文化推進事業）

１．外国籍及び帰国した児童・生徒に対する言語及び学校生活への適応の援助のため、言語・

文化指導者を派遣しました。

※指導を必要とした児童・生徒数５１名 延べ指導回数 ５９３回

２．習志野市文化連盟と共催し、小中音楽会・科学工夫論文審査会・英語発表会・総合教育

展・読書感想文審査会・書初展を実施しました。

３．学校音楽鑑賞教室を２校（屋敷小・七中）で実施しました。

（読書活動推進事業）

市内小中学校２３校に学校司書１１人を配置し、学校図書館の環境整備、管理、活用を行

い、読書教育の推進を図りました。

・勤務日 （月～金の内、３～４日程度の勤務）

（小中学校文化・スポーツ奨励費）

小・中学校のスポーツ・文化に関わる全国、関東大会出場のための奨励金を支給しました。

※４１件 小学校：大久保小 谷津小 東習志野小 大久保東小

屋敷小 実花小 実籾小

中学校：一中 二中 三中 四中 五中 六中 七中
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

担 当 主 管 指 導 課

（いじめ問題対策事業）

平成２７年１１月に施行した「習志野市いじめ防止基本方針」に基づきアンケート調査を

行い、いじめの把握に努めるとともに「いじめ問題対策連絡協議会」及び「いじめ問題対策

委員会」を開催し、関係者が連携して本市のいじめ問題に対応しました。

・習志野市いじめ問題対策連絡協議会 年２回

７月３１日（水） １２月２６日（木）

・習志野市いじめ問題対策委員会 年１回

７月８日（月）

（教育文化推進事業）

１．外国籍及び帰国した児童・生徒に対する言語及び学校生活への適応の援助のため、言語・

文化指導者を派遣しました。

※指導を必要とした児童・生徒数５１名 延べ指導回数 ５９３回

２．習志野市文化連盟と共催し、小中音楽会・科学工夫論文審査会・英語発表会・総合教育

展・読書感想文審査会・書初展を実施しました。

３．学校音楽鑑賞教室を２校（屋敷小・七中）で実施しました。

（読書活動推進事業）

市内小中学校２３校に学校司書１１人を配置し、学校図書館の環境整備、管理、活用を行

い、読書教育の推進を図りました。

・勤務日 （月～金の内、３～４日程度の勤務）

（小中学校文化・スポーツ奨励費）

小・中学校のスポーツ・文化に関わる全国、関東大会出場のための奨励金を支給しました。

※４１件 小学校：大久保小 谷津小 東習志野小 大久保東小

屋敷小 実花小 実籾小

中学校：一中 二中 三中 四中 五中 六中 七中

教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（教育研修事業）

市内各小中学校の教職員に、職務研修・教科主任研修・実技研修等を実施し、教職員の資

質と技術の向上を図りました。

事 業 名 回数 延人数 事 業 名 回数 延人数

小中生徒指導主任研修会 回 人 実 技 研 修 会 回 人

長 欠 対 策 主 任 研 修 会 校 長 研 修 会

進 路 指 導 主 任 会 議 教 頭 小 中 研 修 会

特別支援教育コーディネーター研修会

研 修 会

知的障がい指導法研修会

い

会

会

学 校 体 育 研 究 研 修 会 小 中 教 務 主 任 研 修 会

教 科 等 主 任 等 研 修 会 生 徒 指 導 担 当 者 会 議

特別支援教育通常学級担任研修会
言語、難聴、自閉症・
情緒障がい指導法研修会

校長・教頭・教務

合同研修会

（英語指導助手招請事業）

市内小中学校に、英語指導助手（ＡＬＴ）を配置及び派遣し、英語教育と国際理解教育の

充実を図りました。

１．英語指導助手（ＡＬＴ）の配置及び派遣 （小学校８名 中学校３名）

＜小学校＞

曜日

ＡＬＴ
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

ＡＬＴ１ 袖ケ浦東小・大久保小 大久保小 大久保小 大久保小 袖ケ浦東小

ＡＬＴ２ 藤崎小・向山小 藤崎小 向山小 藤崎小 向山小

ＡＬＴ３ 谷津小・秋津小 谷津小 谷津小 秋津小 谷津小

ＡＬＴ４ 東習志野小 東習志野小 袖ケ浦西小 東習志野小 東習志野小

ＡＬＴ５ 鷺沼小 鷺沼小 実籾小 鷺沼小 実籾小

ＡＬＴ６ 大久保東小・実花小 大久保東小 大久保東小 実花小 実花小

ＡＬＴ７ 津田沼小 津田沼小 谷津南小 谷津南小 谷津南小

ＡＬＴ８ 香澄小・屋敷小 香澄小 屋敷小 屋敷小 屋敷小

＜中学校＞

学期

ＡＬＴ
１学期 ２学期 ３学期

ＡＬＴ９ 第二中・第四中 第三中・第七中 第一中・第五中・第六中

ＡＬＴ１０ 第一中・第五中 第二中・第四中・第六中 第三中・第七中

ＡＬＴ１１ 第三中・第六中・第七中 第一中・第五中 第二中・第四中
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

２．英語指導助手（ＡＬＴ）の業務内容

（１）小学校外国語活動及び中学校英語授業の補助

（２）英語教材作成等の協力

（３）英語担当教員の研修への協力

（４）英語クラブ等への参加及び指導

（５）英語コンテストの出場者指導等

（６）国際理解教育の指導、協力

（社会科副読本作成事業）

小学校３・４年児童の正しい習志野市理解のために、習志野市全体を多面的にとらえた

副読本、同指導書及び市内地図を作成しました。

・社会科副読本「わたしたちの習志野市」 １，７００冊

・習志野市全図 １，７００部

・「わたしたちの習志野市」指導書 １２０部

・千葉県地図 １，７００部

（特別支援教育推進事業）

障がいのある児童・生徒及び周りの児童・生徒の安全確保や学習上のサポートをする支援を

行いました。また、一人ひとりの教育的ニーズに応えるために、通常学級に在籍する障がいの

ある児童・生徒を含め特別支援学級・通級指導教室の充実を図り、適切な就学指導を推進し、

児童・生徒の社会的自立を目指すため研修等を実施しました。

１．教育支援委員会

子どもの障がいに応じた適切な教育支援・就学先を判断するために、医師・学識経験者・

教員などから構成される「教育支援委員会」を開催し、適正な就学の充実を図りました。

教育支援委員会 年６回（第４回と第５回は２回に分けて実施）開催

開 催 日 審議件数（件）

第１回 令和元年５月２９日（水） ２６

第２回 ７月１２日（金） ９

第３回 ９月２５日（水） １６

第４回
１１月１８日（月）

１１月２５日（月）
１１５

第５回
令和２年１月２２日（水）

１月２９日（水）
９８

第６回 ２月１７日（月） ９２

合 計 ３５６
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主要な施策の概要 （単位：円）

２．要支援児童数・生徒数及び学級数並びに特別支援教育支援員の配置状況

（令和２年３月末現在）

（１）①個人配置支援員

教育支援委員会で審議し、支援員の配置が適当であると判断された児童・生徒に対し、

配置しました。

小学校 延べ １６人 中学校 延べ ４人

②要支援児童数・生徒数

＜小学校＞

学校名 要支援児童数（人）

津 田 沼 小 学 校 ３

実 籾 小 学 校 １

大 久 保 東 小 学 校 １

袖 ケ 浦 西 小 学 校 １

屋 敷 小 学 校 １

実 花 小 学 校 １

合 計 ８

＜中学校＞

学校名 要支援生徒数（人）

第 一 中 学 校 １

第 四 中 学 校 １

合 計 ２

（２）①学校配置支援員

通常学級において特に配慮を要する児童・生徒が在籍する学校に配置しました。

小学校 延べ ３２人 中学校 延べ １４人

②要支援学校数

小学校全１６校 中学校全７校
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主要な施策の概要 （単位：円）

（３）①学級配置支援員

知的障がい特別支援学級において特に配慮を要する児童・生徒が在籍する学級に

配置しました。

小学校 延べ ２４人 中学校 延べ ８人

②要支援学級数

＜小学校＞

学校名 要支援学級

津 田 沼 小 学 校 ３

大 久 保 小 学 校 ２

谷 津 小 学 校 １

鷺 沼 小 学 校 ２

実 籾 小 学 校 ３

袖 ケ 浦 西 小 学 校 ２

屋 敷 小 学 校 ２

香 澄 小 学 校 １

合 計 １６

＜中学校＞

学校名 要支援学級

第 一 中 学 校 ２

第 二 中 学 校 ２

第 三 中 学 校 ２

第 四 中 学 校 ２

合 計 ８

３ 研修会

・事例研修会 知的障がい 年４回実施、言語・難聴・自閉症・情緒障がい 年７回実施、

通常学級担任 年４回実施

・特別支援教育コーディネーター研修会 年５回実施

・特別支援教育支援員研修会 年３回実施

４ 個別の教育支援計画の作成

様々な教育的ニーズに応じた支援を行うために、個別の教育支援計画の作成に取り組み

ました。

・作成件数 ７９４件
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（児童・生徒教育相談員推進事業）

不登校傾向や学力不振の児童・生徒に対して指導援助を行うため、学校内に設置さ

れている適応指導教室に、教育相談員（教員経験者等）を中学校７校に週４日、小学

校２校に週４日、小学校３校に週３日配置しました。

相談件数（児童・生徒及び保護者）

相 談 内 容 中 学 校 小 学 校

い じ め １７件 １９件

不 登 校 ４３３ ２１０

対 人 関 係 １１０ ５９

教師・児童生徒間の関係 １０２ ７６

学 業 ・ 進 路 ４７８ １７７

性 格 ・ 身 体 ２５０ ６３

部 活 動 １５ ０

非 行 等 問 題 行 動 ６ ０

その他（家庭のこと等） ２０８ １５２

合 計 １，６１９ ７５６

（特色ある学校づくり推進事業）

習志野市立小・中学校の子どもたちの学力向上を図る一環として、各学校が自校の特色を

生かした自主研究と習志野市立小・中学校及び幼稚園で、特定の課題を追究し、その解明の

ための市指定研究を一体的に推進することで、研究の成果を市内の他の学校（園）に広める

よう努めました。

また、地域に開かれた学校にしていくために、小・中学校及び高等学校に学校評議員を委

嘱しました。

１．自校の特色を生かした研究

○自主研究 ・小学校全１６校 ・中学校全７校

２．研究の成果の公開・普及

○自主研究（授業公開）・小学校 １３校

・中学校 １校（第五中学校）

３．特定の課題追究

○市指定研究 ・小学校 １校（藤崎小学校）

・中学校 １校（第五中学校）

研 究 指 定 校 （園） 研 究 領 域 指 定 区 分

藤崎小学校 算数 １ 年 指 定

第五中学校 教 育 課 程 （ 全 教 科等 １ 年 指 定
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主要な施策の概要 （単位：円）

４．開かれた学校

○学校評議員及び学校運営協議会

・学校運営に関し保護者や地域住民等の意向を把握・反映させると共に、校長の学校

経営、学校運営を側面から援助、支援することにより、「地域の風がいきかう学校づ

くり」を推進することができました。

（学校評議員）

・委嘱状況 小学校１５校 中学校７校 習志野高校 計２３校 １２０人

・協議会の開催 学期ごとに１回開催（年３回）

（学校運営協議会）

・学校運営協議会を設置する学校として指定継続（秋津小学校）

５．学校支援ボランティア制度

学校支援ボランティア事業として、学習活動支援・環境整備支援・学校安全支援等、

様々な面で地域の方々に御協力いただき｢多彩な教育活動の展開｣を行いました。

各小・中学校において学校支援ボランティアを募集し、５，７７９人の活動があ

りました。

（心理発達相談員配置事業）

通常学級に在籍する、発達に障がいがあると思われる児童・生徒が増え、その児童・生

徒への適切な支援をするため、特別支援担当指導主事とともに、専門性のある相談員が各

学校を巡回し、教職員・保護者からの相談を受けるとともに、児童・生徒の観察により、

発達の状況等を把握しました。また、児童・生徒の発達段階に応じた教育を行うため、個

別の教育支援計画の作成にかかる相談、支援を行いました。

・巡回訪問指導及び個別の教育支援計画に係る計画作成相談会 日数 ７７日

・相談の対象となった児童・生徒数 １５７人

・延べ相談件数 １６８件

（オリンピック・パラリンピック教育推進事業）

１．市内小学校２校、中学校１校を事業推進校として、２０２０年東京オリンピック・パラリ

ンピック開催に向け、スポーツ文化、福祉教育等と関連させた学習を進めました。

２．オリンピック・パラリンピックについての理解を深めるため、専門的な知識や技能をもつ

講師やオリンピアンを招きました。

学 校 開 催 日 内 容

秋津小学校 令和元年１１月２９日（金）
体験型教室「グローバルコミュニケーション」

（ワクワク世界の国）

香澄小学校 令和２年 ２月 ６日（木） 体験型教室「走る楽しさを感じて！自己ベストに挑戦」

第七中学校 令和元年 ６月１３日（木） 観戦「アジアフェンシング選手権大会」

第七中学校

秋津小学校

香澄小学校

谷津南小学校

令和元年１２月１９日（木）
オリパラ関連学区ミニ集会

「視覚障害とスポーツ～東京パラリンピックに向けて～」
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主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・１・３（総合教育センター費） 決 算 額

担 当 主 管 総 合 教 育 セ ン タ ー

（総合教育センター管理運営費）

教育に関する調査研究および教職員の研修を行うとともに、情報教育、教育相談活動、特別

支援教育相談、科学教育、施設の貸出業務等を推進することにより、本市教育の振興・充実に

努めました。

１．施設利用状況

区 分
機 材 利 用 有 機 材 利 用 無 合 計

件数 利用者数 件 数 利用者数 件 数 利用者数

学

校

教

育

幼 稚 園 ・ 保 育 所 件 人 件 人 件 人

小 学 校

中 学 校

学 校 教 育 部

総合教育センター

学校教育（その他）

小 計

社

会

教

育

生 涯 学 習 部

Ｐ Ｔ Ａ

サークル・子供会

社会教育（その他）

小 計

一

般

市 役 所

そ の 他

小 計

合 計
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２．視聴覚機材・教材の利用状況

区 分 学 校 教 育 社 会 教 育 一 般 合 計

ビデオテープレコーダー 件 件 件 件

デ ジ タ ル テ レ ビ

ビ デ オ カ メ ラ

ビデオプロジェクター

プ ロ ジ ェ ク タ ービ デ オ 教 材

Ｃ Ｄ ア ン プ

Ｄ Ｖ Ｄ 教 材

ワ イ ヤ レ ス マ イ ク

マ イ ク ス タ ン ド

小 型 ス ピ ー カ ー

タ ブ レ ッ ト

書 画 カ メ ラ

Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ー

パ ソ コ ン

電 子 ボ ー ド

暗 幕

ス ク リ ー ン

ブルーレイディスクプレーヤー

ピ ン マ イ ク

利 用 件 数 合 計

延 利 用 人 数

３．機材・教材保有数

（ ）機 材

区 分 備付用 貸出用 合計 区 分 備付用 貸出用 合計

１ ６ ミ リ 映 写 機 ノ ー ト パ ソ コ ン

ス ラ イ ド 映 写 機 プレゼンテーションマウス

ビデオプロジェクター ブルーレイディスクプレーヤー

電 子 情 報 ボ ー ド ステレオ レコーダー

デ ジ タ ル テ レ ビ ピ ン マ イ ク

ス ク リ ー ン ホ ワ イ ト ボ ー ド

モニター外付け電子黒板 マ イ ク ス タ ン ド

暗 幕 小 型 ス ピ ー カ ー

ワイヤレスアンプ 書 画 カ メ ラ

ＤＶＤプレーヤー ビ デ オ カ メ ラ

ドキュメントスキャナー デ ジ タ ル カ メ ラ

タ ブ レ ッ ト
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２．視聴覚機材・教材の利用状況

区 分 学 校 教 育 社 会 教 育 一 般 合 計

ビデオテープレコーダー 件 件 件 件

デ ジ タ ル テ レ ビ

ビ デ オ カ メ ラ

ビデオプロジェクター

プ ロ ジ ェ ク タ ービ デ オ 教 材

Ｃ Ｄ ア ン プ

Ｄ Ｖ Ｄ 教 材

ワ イ ヤ レ ス マ イ ク

マ イ ク ス タ ン ド

小 型 ス ピ ー カ ー

タ ブ レ ッ ト

書 画 カ メ ラ

Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ー

パ ソ コ ン

電 子 ボ ー ド

暗 幕

ス ク リ ー ン

ブルーレイディスクプレーヤー

ピ ン マ イ ク

利 用 件 数 合 計

延 利 用 人 数

３．機材・教材保有数

（ ）機 材

区 分 備付用 貸出用 合計 区 分 備付用 貸出用 合計

１ ６ ミ リ 映 写 機 ノ ー ト パ ソ コ ン

ス ラ イ ド 映 写 機 プレゼンテーションマウス

ビデオプロジェクター ブルーレイディスクプレーヤー

電 子 情 報 ボ ー ド ステレオ レコーダー

デ ジ タ ル テ レ ビ ピ ン マ イ ク

ス ク リ ー ン ホ ワ イ ト ボ ー ド

モニター外付け電子黒板 マ イ ク ス タ ン ド

暗 幕 小 型 ス ピ ー カ ー

ワイヤレスアンプ 書 画 カ メ ラ

ＤＶＤプレーヤー ビ デ オ カ メ ラ

ドキュメントスキャナー デ ジ タ ル カ メ ラ

タ ブ レ ッ ト

教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（ ）教材貸出用

区 分 保 有 数 区 分 保 有 数

１６ミリフィルム 本

本

Ｃ Ｄ 枚

８ ミ リ フ ィ ル ム 本 Ｏ Ｈ Ｐ 用 シ ー ト 組

ス ラ イ ド 組 ビ デ オ 本

録 音 教 材 本 コンピュータソフト

ー ソ フ ト

本

Ｌ Ｄ

デ ィ ス ク

枚 Ｄ Ｖ Ｄ 枚

（総合教育センター調査研修事業）

本市の教育課題に向けて調査・研究を行うとともに、教職員の資質や指導力を高めるための

研修を実施しました。

１．教育に関する調査・研究活動の推進

部 門 主 な 研 究 内 容
構 成 メ ン バ ー

研究協力員
総合教育
センター

教科等指導プログラミング教育による情報活用能力育成の研究
（ 年計画の 年目）
～プログラミング的思考とは何か～

小 人

中 人
人

情報教育

２．研修活動の推進

講 座 名 対 象 講 座 数 日 数 実 人 数 延 人 数

学校運営ミドルリーダー研修 小中１２年以上 講 座 日 人 人

小・中初期層教職員研修 小中２～５年目

教 育 研 究 研 修 小 中 ６ 年 以 上

合 計

（教育相談事業）

不登校児童・生徒の学校復帰への取り組みや、発達等に係る相談への対応を学校との連携の

なかで幅広く効果的に行い、また、学校訪問を積極的に進めるなど、教育相談の充実に努めま

した。

１．研修活動の推進

教育相談研修会 幼稚園・保育所・こども園・小・中学校教員対象 ３回 延べ ９２人

２．教育相談活動の推進

（ ）来所相談受理人数及び相談延回数

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

受理人数 相談延回数 受理人数 相談延回数

知能・学業 人 回 人 回

不 登 校

性格・行動

身体・神経

進路・適性

しつけ 他

い じ め

合 計
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（ ）来所相談対象別受理件数

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

幼児 小学生 中学生 一般 合計 幼児 小学生 中学生 一般 合計

知能・学業 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件

不 登 校

性格・行動

身体・神経

進路・適性

しつけ 他

い じ め

合 計

（ ）電話相談対象別受理件数

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

教育相談 特別支援 教育相談 特別支援

知能・学業 件 件 件 件

不 登 校

性格・行動

身体・神経

進路・適性

し つ け 他

い じ め

小 計

合 計

（ ）青少年テレホン相談における延べ受理件数

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

学 業 職 場 件 件

交 友 問 題

家 庭 問 題

健 康 問 題

非 行 問 題

そ の 他

合 計

（ ）学校等訪問相談・家庭訪問相談回数

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

学 校 訪 問 家 庭 訪 問 学 校 訪 問 家 庭 訪 問

幼 児 回 回 回 回

小学校

中学校

一 般

合 計
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（情報教育推進事業）

研究用コンピュータを活用し、教職員のコンピュータ等の指導力向上のための研修、教材作

成等の研究を行いました。

研修活動の充実

講 座 名 対 象 講座数 日数 延人数

ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 実 技 研 修 小 中 学 校 教 員 講座 日 人

小 学 校 プ ロ グ ラ ミ ン グ 研 修 小 学 校 教 員

校 務 支 援 ソ フ ト 活 用 研 修 小 中 学 校 教 員

教科等主任等研修・初期層研修（選択講座）小 中 学 校 教 員

合 計

（適応指導教室推進事業）

不登校児童生徒の学校復帰を目的として、カウンセリング・学習支援や様々な体験活動ので

きる教室運営を行いました。

適応指導教室フレンドあいあい学習室１と学習室２に空調機を設置しました。

＊ 適応指導教室「フレンドあいあい」（東習志野こども園内）

対象 心理的要因による不登校児童生徒（小１～中３）

内容： ＊基本的に毎日定時に通級

・カウンセリング

・学習指導（個々の状況に合わせて）

・行事（校外学習、進路指導（中学生）、鹿野山セカンドスクール等）

・体験活動

・グループ活動や集団活動（運動、学級活動、調理実習）

・保護者や担任への相談や指導等

担当： ３人 指導主事・指導員

（学力向上推進事業）

「習志野市学力調査」を市内全小学校４年生において国語・算数、全中学校１年生において国

語・数学・英語を実施しました。学力向上推進委員会において、調査結果の分析を行い、指導

上の課題を把握しました。授業改善や指導方法の工夫・改善を行い、児童生徒の学力向上を図

りました。

対象者：小学４年生 １，４９９人（国語）

１，４９９人（算数）

中学１年生 １，２８８人（国語）

１，２９０人（数学）

１，２９０人（英語）

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

日 数 日 日

参 加 人 数 人 人

延 参 加 人 数 人 人
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（科学教育振興事業）

ドーム館（旧プラネタリウム館）を活用し、学びに対する児童生徒の興味関心を高めるため、

科学的分野を中心に様々な学習体験ができる場「わくわく学びランド」を開催しました。

１．「わくわく学びランド」実施内容

回 期 日 内 容

児童

生徒数

人

保護者

等数

人

参加者

総数

人

月 日（火） 映像教室① 【地球の日】 視聴

「南極深海に巨大生物を見た」

月 日（火） 講演会① 【生き物の日】甲殻類について（ダ

ンゴムシ、カニ、エビ、昆虫など）

月 日（火） 科学教室① 【科学の日】

家庭でできる科学実験教室

月 日（月） 科学教室② 【科学の日】

世界を変える高機能繊維実験教室

月 日（木） 科学教室③ 【科学の日】科学実験おもしろパ

ビリオン（実験や工作）

月 日（月） 学習教室① 【学習の日】夏休みの宿題の支援、

学期の復習、 学期の予習

月 日（火） 学習教室② 【学習の日】夏休みの宿題の支援、

学期の復習、 学期の予習

月 日（木） 学習教室③ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、

学期の復習、 学期の予習

月 日（火） 学習教室④ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、

学期の復習、 学期の予習

月 日（水） 学習教室⑤ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、

学期の復習、 学期の予習

月 日（木） 学習教室⑥ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、

学期の復習、 学期の予習

月 日（金） 学習教室⑦ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、

学期の復習、 学期の予習

月 日（火） 講演会② 【天文の日】

地球と宇宙の境の話

月 日（火） 映像教室② 【生き物の日】 視聴「潜入！

深海大峡谷 光る生物たちの王

国」

月 日（土） 映像教室③ 【宇宙の日】 視聴「宇宙飛行士

はこうして生まれた」他

月 日（木） 学習教室⑧ 【学習の日】

書き初め

月 日（火） 映像教室④ 【生き物の日】 視聴

「ほ乳類はどこから来たのか」

月 日（土） 星の教室 【星空の日】星座早見盤の作成、

星空レクチャー

中止

合 計
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（校務用パソコン整備事業）

市内各小・中学校へ校務用パソコンを更新・追加整備することにより、校務の情報化を図り

ました。

また、校内の様々な教室で、タブレット型パソコンなどを用いてインターネット上の情報を

活用した学習ができる環境整備として、校内ＬＡＮの教育系・校務系を分離するとともに、教

育系の無線ＬＡＮ設備を行いました。

校務用パソコン整備台数

小学校（台） 中学校（台） 故障対応用（台） 合計（台）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
学校管理費

１０・２・１
（小学校費）

決 算 額

担 当 主 管 教 育 総 務 課・学 校 教 育 課

（小学校運営費）

各小学校に予算を配当し、円滑な学校運営と学校教育の充実を図りました。

児童数、学級数の状況（学校基本調査、各年度５月１日現在） は特別支援学級内数 （単位：学級 人）

年度

学校名

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

学 級 数 児 童 数 学 級 数 児 童 数

津 田 沼

大 久 保

谷 津

鷺 沼

実 籾

大 久 保 東

袖 ケ 浦 西

東 習 志 野

袖 ケ 浦 東

屋 敷

藤 崎

実 花

向 山

秋 津

香 澄

谷 津 南

合 計

学校図書館の状況

年 度 令和元年度 平成３０年度

購 入 冊 数 （ 金 額 ） 冊（ 円） 冊（ 円）

基 準 冊 数 冊 冊

年 度 末 保 有 冊 数 冊 冊

図 書 充 足 率 ％
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（小学校施設管理事業）

小学校施設の維持管理に必要な法定事項業務委託他、軽微な損耗・損傷の修繕等を行い児

童の学校生活環境の向上を図りました。

（小学校空調整備事業）

小学校のすべての学級に空調設備を設置し、児童の体調管理や学習環境の向上を図りま

した。

（小学校備品特別整備事業）

小学校の教育振興において、学校配当予算では対応できない備品について、必要性や緊急

性を考慮し、整備を行いました。

・チャイム（楽器） （東習志野小学校）

・耐火書庫 （大久保小学校） 他

（バス通学児童支援事業）

ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業に伴い、令和１２年３月３１日までの間、通学区

域の暫定措置として、谷津小学校から谷津南小学校へ通学指定校が変更となる児童に対して、

定期券を交付することでバス運賃を助成しました。

また、登下校時間帯におけるバス乗り場及びバス車内の見守り対応として、安全整理員を

１日当たり平均７名配置しました。

（小学校事務補助職員事業）

小学校１６校に対して、学校事務補佐員を各校あたり１名配置することにより、効果的な

学校運営を図りました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
教育振興費

１０・２・２
（小学校費）

決 算 額

担 当 主 管 学 校 教 育 課

（要保護・準要保護児童援助費及び特別支援教育就学奨励費）

経済的な事由により、就学困難な児童に対し、学用品費等の補助を行いました。

年 度 令和元年度 平成３０年度

要 保 護 児 童 ７４人 ８０人

準 要 保 護 児 童 ４８５ ４６３

特 別 支 援 奨 励 費 受 給 児 童 １４２ １１０

合 計 ７０１ ６５３

また、準要保護の基準に該当する令和２年度入学予定の新１年生に対し、

入学前（３月上旬）に新入学学用品費の補助を行いました。

令和元年度 ６６人（平成３０年度 ５７人）

（被災児童就学援助事業）

東日本大震災により被災した児童に対し、学用品費等の補助を行う事業ですが、

令和元年度は該当者がいませんでした。

担 当 主 管 指 導 課・総 合 教 育 セ ン タ ー

（小学校教育指導事業）

市立各小学校の教職員に授業展開で必要とされている教科書及び指導書を整備しました。

（小学校パソコン推進事業）

４校にタブレット型パソコンを各１１台追加整備し、全ての小学校で、校内の様々な教室

でも活用できるようになりました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
学校建設費

１０・２・３
（小学校費）

決 算 額

担 当 主 管 教 育 総 務 課

（小学校施設改善整備事業）

小学校施設の改善、施設機能の維持保全を図るために、校舎・体育館等について、改修

工事等により整備を行いました。

・大久保東小学校プール機械室建替工事

・実籾小学校キュービクル取替工事 他

（谷津小学校児童増加対応事業）

ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業に伴う児童増加への対応として、平成２８年度

より一時校舎（リース）を設置し、教室等として使用しました。

（小学校大規模改造事業）

学校施設の計画的な老朽化対策の一環として、安全・安心な教育環境の確保のため、東

習志野小学校及び谷津南小学校の一部の大規模改修工事、向山小学校及び藤崎小学校のト

イレ改修工事を行いました。

また、平成３０年度からの２か年継続事業である谷津南小学校の大規模改修工事に係る

設計を引き続き行うとともに袖ケ浦東小学校の体育館トイレ改修工事の設計を行いまし

た。

（谷津小学校校舎改築事業）

谷津小学校の全面改築工事を実施中です。（平成３０年度から４か年継続事業）

また、平成２９年度にプールを先行解体したことから、千葉県国際総合水泳場にてプー

ル授業を実施しました。

（大久保小学校校舎改築事業）

大久保小学校の全面改築工事に係る基本計画及び基本設計業務委託に着手しました。

（令和元年度から２か年継続事業）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
学校管理費

１０・３・１
（中学校費）

決 算 額

担 当 主 管 教 育 総 務 課・学 校 教 育 課

（中学校運営費

各中学校に予算を配当し、円滑な学校運営と学校教育の充実を図りました。

生徒数、学級数の状況（学校基本調査、各年度５月１日現在） は特別支援学級内数 （単位：学級 人）

年度

学名

令 和 元 年 度 平 成 ３０ 年 度

学 級 数 生 徒 数 学 級 数 生 徒 数

一 中

二 中

三 中

四 中

五 中

六 中

七 中

合 計

学校図書館の状況

年 度 令和元年度 平成３０年度

購 入 冊 数 （ 金 額 ） 冊（ 円） 冊（ 円）

基 準 冊 数 冊 冊

年 度 末 保 有 冊 数 冊 冊

図 書 充 足 率 ％ ％

（中学校施設管理事業）

中学校施設の維持管理に必要な法定事項業務委託他、軽微な損耗・損傷の修繕等を行い

生徒の学校生活環境の向上を図りました。

（中学校空調整備事業）

中学校のすべての学級に空調設備を設置し、生徒の体調管理や学習環境の向上を図りま

した。

（中学校備品特別整備事業）

中学校の教育振興において、学校配当予算では対応できない備品について、必要性や緊

急性を考慮し、整備を行いました。

・ペダルティンパニ（第一中学校）２台

・カスタムソプラノサクソフォン（第二中学校）１台 他

（中学校事務補助職員事業）

中学校７校に対して、学校事務補佐員を各校あたり１名配置することにより、効果的な学校
運営を図りました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
教育振興費

１０・３・２
（中学校費）

決 算 額

担 当 主 管 学 校 教 育 課

（要保護・準要保護生徒援助費及び特別支援教育就学奨励費）

経済的な事由により、就学困難な生徒に対し、学用品費等の補助を行いました。

要保護及び準要保護等生徒数（延べ人数）

年 度 令和元年度 平成３０年度

要 保 護 生 徒 ４３人 ３７人

準 要 保 護 生 徒 ３１１ ３０５

特別支援奨励費受給生徒 ６６ ５０

合 計 ４２０ ３９２

また、準要保護の基準に該当する令和２年度入学予定の新 年生に対し、

入学前（３月上旬）に新入学学用品費の補助を行いました。

令和元年度 １１９人（平成３０年度 １０７人）

（被災生徒就学援助事業）

東日本大震災により被災した児童に対し、学用品費等の補助を行う事業ですが、

令和元年度は該当者がいませんでした。

担 当 主 管 指 導 課・総 合 教 育 セ ン タ ー

（中学校教育指導事業）

市立各中学校の教職員に授業展開で必要とされる教科書及び指導書を整備しました。

（中学校パソコン推進事業）

授業等でＩＣＴを効果的に活用し、情報活用能力を身につけることや「わかる授業」の

実現を目指しました。

各校１１台ずつ導入されているタブレット型パソコンにより、校内の様々な教室などで、

ＩＣＴ機器の利活用が進みました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
学校建設費

１０・３・３
（中学校費）

決 算 額

担 当 主 管 教 育 総 務 課

（中学校施設改善整備事業）

中学校施設の改善、施設機能の維持保全を図るために、校舎・体育館等について、改修

工事等により整備を行いました。

・第一中学校Ａ棟屋上防水他改修工事 他

（中学校大規模改造事業）

学校施設の計画的な老朽化対策の一環として、安全・安心な教育環境の確保のため、第

四中学校の一部の改修工事及び第六中学校のトイレ改修工事を行いました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・４・１（高等学校総務費） 決 算 額

担 当 主 管 習 志 野 高 校

（非常勤講師等配置事業）

定数教員ではまかないきれない教育課程上必要な単位授業を担当する非常勤講師や、部活

動指導（補助）を担当する委嘱講師を雇用し、配置しました。

（部活動出場奨励費）

スポーツや文化の各分野で日頃の練習成果を存分に発揮して、全国大会、関東大会等に出

場する部活動に対し、全国の高校生と競技技術を競い合うとともに交流を深めるため旅費の

一部を支給し部活動の振興を図りました。

【関東大会等】

大 会 名 競 技 名 結 果

第 回春季関東地区

高等学校野球大会
硬式野球 団体 回戦敗退

関東高等学校体育大会

競技

ボクシング

学校対抗 位

個人 ピン級 優勝、フライ級 位

バンタム級 準優勝、バンタム級 回戦敗退

ライト級 回戦敗退、ライト級 位

ウェルター級 優勝、ミドル級 準優勝

バレーボール男子 ベスト

バレーボール女子 ベスト

バスケットボール男子 回戦敗退

柔道 団体 位

弓道 団体 予選敗退

空手道 団体 回戦敗退

剣道
団体 ベスト

個人 位

体操競技男子

団体総合 位

種目別跳馬 位

種目別平行棒 位

体操競技女子 団体総合 位

第 回東関東吹奏楽

コンクール
吹奏楽 団体 金賞（東関東支部代表 全国大会へ）

第 回関東高等学校弓道

個人選手権選抜大会
弓道 個人 準決勝敗退、予選敗退

第 回東関東マーチング

コンテスト
吹奏楽 団体 金賞（東関東支部代表 全国大会へ）

第 回秋季関東地区

高等学校野球大会
硬式野球 団体 回戦敗退

第 回関東高等学校空手道

選抜大会
空手道 個人 － ㎏級 回戦敗退

第 回東関東アンサンブル

コンテスト
吹奏楽

団体 クラリネット四重奏 金賞（東関東支部代表 全国

大会へ）

フルート四重奏 金賞（全国大会出場権なし）

第 回関東高等学校

ボクシング選抜大会
ボクシング

個人 ピン級 準優勝、ライトフライ級 準優勝、

フライ級 優勝、バンタム級 準優勝、

ライト級 回戦敗退、ライト級 位

ウェルター級 準優勝
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

【全国大会】

大 会 名 競 技 名 結 果

第 回選抜高等学校

野球大会
硬式野球 団体 準優勝

全日本カデ柔道体重別選手権

大会
柔道 個人 ㎏級 位

第 回全日本体操種目別

選手権男子トライアウト
体操競技男子

鉄棒 位 予選敗退

あん馬 位 〈予選敗退〉

全国高等学校総合体育大会

競技

ボクシング

学校対抗 位

個人 ピン級 ベスト

バンタム級 回戦敗退、ライト級 優勝、

ウェルター級 ベスト 、ミドル級 ベスト

柔道 個人 級 回戦敗退

ジュニアオリンピック

カップ 全日本ジュニア

体操競技選手権大会

体操競技男子

団体 部 位

個人総合 位、 位、 位、 位 人、 位

種目別 跳馬 位、鉄棒 位、つり輪 位

団体 部 位

個人総合 位、 位、 位、 位

種目別跳馬 位

種目別つり輪 位

種目別あん馬 位

体操競技女子

個人 部

個人総合 位、 位

団体 部 位

個人総合 位、 位、 位、 位

第 回高等学校野球選手権

大会
硬式野球 団体 回戦敗退

第 回全日本吹奏楽

コンクール
吹奏楽 団体 銀賞

第 回日本学校合奏コンクール

全国大会グランド

コンテスト

吹奏楽 団体 金賞

第 回全日本マーチング

コンテスト
吹奏楽 団体 金賞

第 回全日本バレーボール

高等学校選手権大会
バレーボール男子 団体 回戦敗退
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・４・２（高等学校管理費） 決 算 額

担 当 主 管 習 志 野 高 校

高等学校管理運営費

生徒が学校生活を安全かつ快適に送れる環境を提供するため、学校施設、設備等の管理

及び運営を行いました。

生徒数、学級数の状況 学校基本調査、各年度５月１日現在

年 度 学科名
全 日 制

学級数（学級） 生徒数（人）

令和元年度

普通科

商業科

合 計

平成３０年度

普通科

商業科

合 計

（スクールカウンセラー配置事業）

青少年の心理に詳しい臨床心理士が、悩みを抱える生徒のカウンセリングやその対応につ

いて教職員や保護者にも指導助言を行い、学校の教育活動全般を支援しました。

令和元年度の相談人数 生徒 ２３４人 教職員 １３３人 保護者 ４６人

（延べ人数） （単位：人）

いじめ 不登校
対人

関係

問題

行動
家庭

学校

学級

学習

進路
部活動 その他

自由

来室
合計

生徒

教員

保護者

款 項 目（名称）
教育振興費

１０・４・３
（高等学校費）

決 算 額

担 当 主 管 習 志 野 高 校

（高等学校教育振興費）

授業環境整備など、生徒の学習指導や部活動指導等を行いやすい環境を整え、個々の生徒の

目的を達成させる指導を行いました。

（高等学校振興備品特別整備事業）

各教科の指導内容に沿って使用する教材備品として双眼実体顕微鏡３台、ＤＶＤ化学の世界

一式を整備しました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
学校建設費

１０・４・４
（高等学校費）

決 算 額

担 当 主 管 習 志 野 高 校

（高等学校施設整備事業）

高等学校施設の施設機能の維持保全や改善を図るために、老朽化対策工事や法令に基づく

点検の指摘事項の是正工事などを行いました。

・習志野高等学校普通教室棟外部改修他工事

・習志野高等学校第一体育館トイレ排水管改修工事

・習志野高等学校第二グラウンド室内練習場解体工事 他
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称）
学校建設費

１０・４・４
（高等学校費）

決 算 額

担 当 主 管 習 志 野 高 校

（高等学校施設整備事業）

高等学校施設の施設機能の維持保全や改善を図るために、老朽化対策工事や法令に基づく

点検の指摘事項の是正工事などを行いました。

・習志野高等学校普通教室棟外部改修他工事

・習志野高等学校第一体育館トイレ排水管改修工事

・習志野高等学校第二グラウンド室内練習場解体工事 他

教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・１（社会教育総務費） 決 算 額

担 当 主 管 社 会 教 育 課

（社会教育委員費）

生涯学習全般に関する施策の立案等に対し、社会教育委員から審査、助言をいただき、生涯

学習の推進を図りました。

◆社会教育委員会議の開催

第１回 令和元年７月３０日（火）開催

議 題 ・新習志野公民館における指定管理者制度の総括的評価とその他の公民館への今

後の導入について

・習志野市立中央図書館の運営について

・「習志野市立図書館 資料の収集・保存に関する方針」の改訂について

・習志野市文化振興計画の策定について

・大久保地区公共施設再生事業（生涯学習複合施設）の進捗状況について

第２回 令和元年１１月１８日（月）開催

議 題 ・令和２年度生涯学習部当初予算案について

・生涯学習部所管施設の指定管理者モニタリング結果について

・放課後子供教室について

・習志野市文化振興計画の策定の進捗状況について

・習志野市生涯学習複合施設「プラッツ習志野」の開設及び大久保地区公共施設

再生事業の進捗状況等ついて

・習志野市スポーツ推進計画（案）のパブリックコメントの実施について

・令和元年習志野市議会第３回定例会一般質問について

第３回 令和２年２月７日（金）開催

議 題 ・習志野市文化振興計画に係る各種調査の分析と骨子案について

・放課後子供教室の実施に向けたスケジュールについて

・令和２年度生涯学習部予算（案）の概要及び主要施策別重点事業について

・令和２年度社会教育関係団体に対する活動補助金（案）について

・プラッツ習志野の運営状況及び大久保地区公共施設再生事業に伴う機能集約施

設の今後について

・公共施設再生計画の見直しにあたっての生涯学習部所管施設の老朽化対策等の

方針について（報告）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（社会教育施設運営費）

生涯学習地区センターゆうゆう館の管理運営等を行い、市民の生涯学習の機会と場を提供し

ました。

◆生涯学習地区センターゆうゆう館利用状況

ゆうゆう館は、サークル活動や、地域の集会等に利用されました。

令和元年度 平成３０年度

利 用 回 数 利 用 人 数 利 用 回 数 利 用 人 数

回 人 回 人

※令和２年２月２９日から、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、臨時休館

生涯学習地区センターゆうゆう館は、平成１８年４月１日から指定管理者により管理運営

し、平成２９年４月１日からは、市が直営で管理運営しておりましたが、令和２年３月３１

日をもって閉館しました。

（生涯学習推進事業）

市民が自ら進んで生涯学習に取り組めるよう生涯学習の普及・浸透、学習情報の提供に努めまし

た。

生涯学習指導者の養成、学習機会の提供

（１）市民カレッジの開講

スタート編 ３２人 ２２回

ステップアップ編 ３２人 ２６回
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・２（文化振興費） 決 算 額

担 当 主 管 社 会 教 育 課

（文化財審議会費）

市内に所在する文化財の保存及び活用に関する事項について審議しました。

文化財審議会の開催

第１回 令和元年 ８月 ５日 習志野市指定文化財の指定 他

第２回 令和２年 ２月 ３日 文化財等の実績報告 他

（市史編さん委員会費）

市史編さん委員会の開催

第１回 令和２年 ２月１４日 市史調査、市史関係資料の保存と活用の報告 他

（文化振興事務費）

芸術文化の振興を図るため、７公民館、市民ホール、ゆうゆう館、サンロードの各会場で

市民文化祭を開催しました。

令 和 元 年 度 平 成 ３ ０ 年 度

期 間 月 日～ 月 日 月 日～ 月 日

観 客 数 人 人

出 品 点 数 点 点

参 加 者 数 人 人

※台風の影響により、ゆうゆう館は開催中止・袖ケ浦公民館は一日のみの開催。

市内の歴史的な場所を解説する説明板等の補修を行いました。

「山縣飛行士殉空之地碑」矢印板 鷺沼五丁目

（旧大沢家住宅等維持管理費）

県指定有形文化財である旧大沢家住宅の保存と活用に努めました。

令和元年度 見学者数 ５，８６３人 開館日数 ２６７日

七夕飾り 令和元年６月下旬～７月７日

旧大沢家住宅おはなし会 令和元年７月２４日 参加者１９人（事前申し込み）

北側斜面法面修繕、茅葺屋根差茅修繕、消防設備取替及びポンプ小屋設置工事を実施

（旧鴇田家住宅維持管理費）

県指定有形文化財である旧鴇田家住宅の保存と活用に努めました。

令和元年度 見学者数 １１，４９５人 開館日数 ２９４日

七夕飾り 令和元年６月下旬～７月７日

旧鴇田家住宅落語会 令和元年９月１３日 参加者３８人（事前申し込み）

旧鴇田家住宅お月見の会 令和元年９月１３日 来場者７１人

放水銃用開閉ボールコック交換工事、消防設備修繕、雨戸板修繕を実施

（埋蔵文化財管理費）

埋蔵文化財調査室の運営管理を行い、埋蔵文化財保護行政の推進に努めました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（埋蔵文化財調査事業費）

開発事業計画に伴い、埋蔵文化財保護を目的とした調査を実施しました。

１．確認調査等 １５件 遺跡の性格や範囲等を確認するための調査をしました。

地 点 名 取 扱 内 容

１ 実籾２丁目東遺跡Ｄ地点 試掘・現状保存

２ 鷺沼台４丁目遺跡第 地点 工 事 立 会

３ 辰巳台遺跡第３地点 工 事 立 会

４ 大久保駅南遺跡（ ） 工 事 立 会

５ 鷺沼１丁目遺跡群Ｉ地点 慎 重 工 事

６ 津田沼４丁目遺跡第８地点 工 事 立 会

７ 実籾２丁目西遺跡第２地点 工 事 立 会

８ 花咲新田台遺跡Ｆ地点 確 認 調 査

９ 実籾２丁目東遺跡Ｅ地点 工 事 立 会

鷺沼１丁目遺跡群Ｊ地点 慎 重 工 事

谷津貝塚（ ） 慎 重 工 事

辰巳台遺跡第４地点 工 事 立 会

鷺沼１丁目遺跡群Ｋ地点 慎 重 工 事

鷺沼１丁目遺跡群Ｌ地点 工 事 立 会

屋敷貝塚Ｍ地点 工 事 立 会

※（）内は調査地点の番号を示しています。

２．整理作業 出土遺物の実測や分析、調査図面や写真の記録整理等を実施しました。

（習志野市芸術文化協会活動助成費）

本市の芸術活動の充実、発展を図るため、関係団体の指導育成及び活動を支援しました。

（習志野文化ホール運営費）

習志野文化ホールは、本市の文化の殿堂として活動の場の提供を通じて、芸術文化の拠点

としての役割を果たしました。

１．利用状況

令 和 元 年 度 平 成 ３ ０ 年 度 
開 館 日 数 日 日

使 用 日 数 日 日

使 用 回 数 回 回

入 場 者 数 人 人

※平成３０年度は、大規模改修事業により、平成３０年１２月３１日まで休館。

※令和２年２月２９日から、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、使用休止。

２．目的別使用状況 （単位：件）

年度
ｸﾗｼｯｸ

音 楽

ポピｭﾗ

歌 謡

オペラ

バレエ

邦 楽

邦 舞
演 劇 映 画 演 芸

集･大会

発 表

ﾘﾊ ｻﾙ

他 計

元
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（習志野文化ホール助成費）

芸術活動の振興と市民文化の発展のため、補助しました。

令 和 元 年 度 平 成 ３ ０ 年 度 
運 営 費 助 成 金 円 円 

（市史調査事務費）

市史に関する資料・情報の調査・収集を行い、市史関係資料の適切な保管に努めました。ま

た、市史に関する講座、情報提供、展示などの活動も行いました。

第一次世界大戦時に習志野に収容されていたドイツ捕虜関係資料の文化財指定と、捕虜解放

１００周年を記念して「ナラシノの記憶－ドイツ兵たちの記録が語るもの－」を習志野市役所で

開催しました。

展示会 令和２年１月１４日（火）～１月２６日（日）

講演会 令和２年１月２６日（日） 入場者数３２１人

また、習志野のドイツ捕虜に関するガイドブック『ドイツ兵たちの習志野』を刊行しました。

（不三戸貝塚第２地点埋蔵文化財発掘調査事業）

集合住宅建築に伴い、平成２８年度に実施した不三戸貝塚第２地点の埋蔵文化財発掘調査の出

土品・記録類を整理しました。

（屋敷貝塚Ｋ地点埋蔵文化財発掘調査事業）

宅地造成に伴い、平成３０年度に実施した屋敷貝塚Ｋ地点埋蔵文化財発掘調査の出土品・記録

類を整理しました。

（屋敷貝塚Ｌ地点埋蔵文化財発掘調査事業）

個人住宅建築に伴い、屋敷貝塚Ｌ地点の埋蔵文化財発掘調査を実施しました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・３（公民館費） 決 算 額

担 当 主 管 公 民 館 ・ 市 民 会 館

（公民館運営審議会費）

公民館における方針、事業、施設提供等の運営について、調査審議しました。

公民館運営審議会の開催

第１回 令和元年 ５月２８日 習志野市生涯学習複合施設の現状について 他

第２回 令和元年 ９月２４日 実花公民館・袖ケ浦公民館・谷津公民館への指定管

理者制度導入について 他

第３回 令和２年 ２月１２日 令和２年度公民館事業計画（案）について 他

（公民館講座費）、（公民館管理運営費）

市内７公民館の管理運営を行いました。（新習志野公民館は指定管理館。）

１．公民館活動の促進

各種学級、講座の開催をはじめ、ふれあい相談（学習相談）を推進し、地域行事及び社会

教育関係団体による活動の支援など、生涯学習活動の場を提供しました。

領
域

事 業 名 会 場
開設学級

（学級）

事業回数

（回）

学習時間

（時間）

参加者数

（人）

家
庭
教
育

幼児家庭教育学級 全公民館

ＰＴＡ家庭教育学級 全公民館

育児講座

菊田･中央･

屋敷･実花･

袖ケ浦・新習志野

親と子のふれあい講座・

すくすく親子サロン

菊田・屋敷・

谷津・新習志野

よちよち親子サロン 新習志野

少
年
親
子

子ども講座 全公民館

子ども映画会・子どもシネ

マ

中央・屋敷・

実花・袖ケ浦・

谷津

子ども影絵講座 菊田

子どもの部屋

（放課後対応事業）
全公民館

花いっぱいボランティアク

ラブ
実花

菊田かるた大会 菊田

森の紙芝居屋さん 菊田

子ども伝統文化教室 中央

何でもトライ 屋敷

お囃子太鼓 実花

和太鼓倶楽部 袖ケ浦

和太鼓 ならしの 袖ケ浦

ザ チャレンジ 新習志野

アウトドア体験講座 新習志野

青

年

青年講座 中央

ユースリーダー育成講座 新習志野

地域とつながるボラ活 谷津
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

領
域

事 業 名 会 場
開設学級

（学級）

事業回数

（回）

学習時間

（時間）

参加者数

（人）

成

人

市民カレッジ

スタート編

（公民館で学ぼう）

全公民館

健康生き生き講座 菊田

人生百年教養講座 菊田

公民館で学ぶ

「藤崎の富士講」
菊田

絵手紙講座 菊田

音楽を楽しむ 中央

世界遺産を巡る 中央

歴史探訪 中央

エンジョイ ニューラ

イフ
屋敷

屋敷寺子屋塾 屋敷

こころとからだの

リフレッシュ
屋敷

子育て支援講座

ハッピークラフト
実花

歴史探訪ウォーク 実花

実花タウンカレッジ 実花

シニア講座 実花

大人の教養講座 袖ケ浦

身近な場所の植物観察 袖ケ浦

花のある暮らし 袖ケ浦

健康いいこと講座 谷津

大人の学び講座

～基礎から学ぼう～
谷津

谷津マザーズクッキング 谷津

生活悠々講座 新習志野

子育てリフレッシュ講座 新習志野

歴史学びウォーク講座 新習志野

クッキング

ザ おうちカフェ
新習志野

高
齢
者

寿学級 全公民館

いきいき講座 新習志野

地
域
協
働
・
文
化
活
動

地区学習圏会議 全公民館 － － －

館報発行 全公民館 － －

市民文化祭 全公民館 －

森の音楽会 菊田

菊田の杜コンサート 菊田
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

領
域

事 業 名 会 場
開設学級

（学級）

事業回数

（回）

学習時間

（時間）

参加者数

（人）

地
域
協
働
・
文
化
活
動

きくたこどもまつり 菊田

にんじんまつり 中央

ハミングコンサート 中央

みな友会 主催行事 屋敷

学社連携事業 屋敷

サークル研修会 屋敷

みはなバザー 実花

ロビーふれあい事業 実花

フレンドシップ

コンサート
袖ケ浦

ライトアップ・セレモニー＆ロ

ビーコンサート
袖ケ浦

年末年始子ども向け事業 袖ケ浦

ロビーコンサート 谷津

バラの街♪音楽会 谷津

ちびっこクリスマス会 谷津

谷津公民館バザー 谷津

新習パレット 新習志野

海辺のコンサート 新習志野

合 計

２．公民館利用状況
館名

区分
菊田 大久保 中央 屋敷 実花 袖ケ浦 谷津 新習志野 合 計

令

和

元

年

度

回
数 回 回 回 回 回 回 回 回 回

人
数 人 人 人 人 人 人 人 人 人

平

成

年

度

回
数 回 回

－
回 回 回 回 回 回

人
数 人 人

－
人 人 人 人 人 人

（公民館施設整備事業）

公民館施設の老朽化、設備の経年劣化による改修工事を行い、安心・安全な学習環境の整備を

行いました。

袖ケ浦公民館 空調機器設備更新工事 他
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（市民会館管理運営費）

市民会館利用状況

令 和 元 年 度 平 成 ３ ０ 年 度

利 用 回 数 回 回

利 用 人 数 人 人

市民会館は、令和元年８月末をもって閉館となりました。

（市民会館舞台操作及び受付業務委託事業）

舞台操作及び受付業務を委託することにより、円滑な運営を行いました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・４（図書館費） 決 算 額

担 当 主 管 中 央 図 書 館

（図書館管理運営事業）

中央図書館（※）及び指定管理館４館の管理運営を行いました。

令和元年１１月に開館した中央図書館では、開館日の拡大、開館時間の延長を行い、学習

機会を拡大しました。

※大久保図書館が令和元年９月１日付けで名称変更。

１．利用状況

（１）図書貸出冊数及び登録者数 （単位：冊、人）

館 名 貸出冊数
うち雑誌

貸出冊数
登録者数 開 館 日 時 等

中 央 図 書 館

火～日 ～

※旧大久保図書館

火水金土日 ～

木 ～

東習志野図書館
火水木金日 ～ ､

土 ～

新習志野図書館
火水木金日 ～ ､

土 ～

移 動 図 書 館

新習志野合計

藤 崎 図 書 館
火水木金日 ～ ､

土 ～

谷 津 図 書 館
火水木金日 ～ ､

土 ～

合 計

（２）視聴覚資料貸出本数 （単位：本）

ＤＶＤ Ｃ Ｄ ビデオ 合 計

貸出本数（全館計）

（３）視覚障がい者用録音資料貸出本数

貸出本数
カセット （中央図書館） 貸出数 タイトル（ 本）

ＤＡＩＳＹ（中央図書館） 貸出数 タイトル（ 本）

（４）リクエスト件数（図書・雑誌・視聴覚資料） （単位：件）

中央図書館 東習志野図書館 新習志野図書館 藤崎図書館 谷津図書館 合 計
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主要な施策の概要 （単位：円）

館 名 事 業 名 開 催 日 時 回数 参加人数

中央図書館

お は な し 会 通年（毎週水曜日）

え ほ ん の じ か ん 通年（第 水曜日）

保 育 所 お は な し 会 通年（毎週水曜日）

幼 稚 園 お は な し 会 学期 ～ 回

こども園おはなし会 学期 ～ 回

親 子 で お は な し 会 月 日

七 夕 お は な し 会 月 日

クリスマスおはなし会 月 日

東習志野図書館

おはなし会（ 歳～就学前） 通年（第 ・第 木曜日）

おはなし会（小学生） 通年（第 ・第 木曜日）

え ほ ん の じ か ん 通年（第 金曜日）

こども園おはなし会 不定期

こわ～いおはなし会 月 日

クリスマスおはなし会 月 日

新習志野図書館

お は な し 会 通年（第 ・第 木曜日）

え ほ ん の じ か ん 通年（第 木曜日）

クリスマスおはなし会 月 日

藤崎図書館

お は な し 会 通年（第 ・第 木曜日）

え ほ ん の じ か ん 通年（第 木曜日）

保 育 所 お は な し 会 通年 月 回（木曜日）

こども園おはなし会 通年 月 ～ 回（水曜日）

クリスマスおはなし会 月 日

谷津図書館

お は な し 会 通年（第 ・第 木曜日）

え ほ ん の じ か ん 通年（第 ・第 木曜日）

幼 稚 園 お は な し 会 不定期

こわ～いおはなし会 月 日

ハロウィンおはなし会 月 日

クリスマスおはなし会 月 日

２．子どもおはなし会 （単位：回、人）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

３．成人向け講座 （単位：人）
館 名 事 業 内 容 （ 講 師 ） 開 催 日 参加人数

中央図書館

家庭で楽しむ絵本の選び方講座 乳児向け編
（大久保図書館職員）

月 日

はじめての読み聞かせ講座～おはなし会のすすめ方～
（習志野文庫連絡会）

月 日

児童文学講演会 身近なところに不思議がいっぱ
い！（科学読物研究会）

月 日

認知症予防のための図書館利用術（結城俊也） 月 日

家庭で楽しむ絵本の選び方講座 幼児向け編
（中央図書館職員）

月 日

東習志野図書館

小さな朗読館『ならしの』～感動をつなぐ朗読をめざ
して～（ならしの朗読サークル「茜」）

月 日

落語会（二代目 月の家小圓鏡） 月 日

大人のためのおはなし会
（東習志野図書館スタッフ）

月 日

年賀状の書き方教室（阿萬光子） 月 日

メリークリスマス☆心に沁みるギターと歌のアフタ
ヌーンＬＩＶＥ『お馴染みのスタンダードから日本の
歌まで』（岩見淳三＆ＹＡＹＯＩ）

月 日

新習志野図書館

フラワーアレンジメント教室（花衛門スタッフ） 月 日

暦のおはなし～月からカレンダーを作るには～
（唐崎健嗣）

月 日

健康長寿はお口のキレイから 歯医者さんから聞く
最新の虫歯・歯周病予防（小杉宗弘）

月 日

藤崎図書館

オリジナル表紙の手帳を作ろう
（藤崎図書館スタッフ）

月 日

読書会 梶井基次郎著『檸檬』
（藤崎図書館スタッフ）

月 日

大人の塗り絵講座（門馬朝久） 月 日

新春藤崎寄席（二代目 月の家小圓鏡） 月 日

谷津図書館
調べ学習の進め方講座（中村伸子） 月 日

ＪＡＺＺの魅力 エキサイティングサウンド 原田俊太郎トリオ

（原田俊太郎トリオ）
月 日

４．子ども読書の日記念事業 （単位：人）

館 名 事 業 内 容 （ 講 師 ） 開 催 日 参加人数

中 央 図 書 館 おはなしはたのしい！２０１９春
（習志野文庫連絡会）

月 日
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主要な施策の概要 （単位：円）

５．子ども講座 （単位：人）

館 名 事 業 内 容 （ 講 師 ） 開 催 日 参加人数

中 央 図 書 館
ぬいぐるみのおとまり会（大久保図書館職員）

月 日
月 日

科学工作教室 ぼくの・わたしのいまいるところ
（科学読物研究会）

月 日

東習志野図書館

ぬいぐるみおとまり会（東習志野図書館スタッフ） 月 日

こどもセンターおはなし会（東習志野図書館スタッフ） 月 日

七夕工作会（東習志野図書館スタッフ） 月 日

移動谷津干潟 東習志野図書館～カニやヤドカリとあ
そぼう～（星野七奈）

月 日

親子でわらべうた（三浦久美・田中智和子） 月 日

新習志野図書館

おやこでたのしむおはなし会 絵本作家 とよたかず
ひこさんをおむかえして（とよたかずひこ）

月 日

夏休み工作教室 すきな絵をかいてじぶんだけのマグ
カップをつくろう！（鈴木淳子）

月 日

夏休みお楽しみおはなし会
（新習志野図書館スタッフ）

月 日

図書館てつだい隊（新習志野図書館スタッフ）
月 日～
月 日

谷津干潟の青空図書館＆秋の自然遊び 移動図書館き
ぼう号がやってくる！（新習志野図書館スタッフ）

月 日

藤 崎 図 書 館

夏休み読書感想文教室（阪田和子・谷岡典子） 月 日

夏休み人形劇（人形劇サークル さくらんぼ） 月 日

えいごであそぼう（ジョセフ・ヒバート） 月 日

谷 津 図 書 館

上野動物園元園長が語る 動物園を楽しもう
（小宮輝之）

月 日

親と子のわらべうた（三浦久美・田中智和子） 月 日

コウモリの観察会（星野七奈・永井祐紀） 月 日

図書館てつだい隊（谷津図書館スタッフ）
月 日～
月 日

恐竜博士がやってくる～最新恐竜学 ～（真鍋真） 月 日

やつとしょかん人形劇場（人形劇団 座・まりりん） 月 日

６．子ども図書館員 （単位：人）

館 名 開 催 期 間 事 業 内 容（対 象） 参加人数

中 央 図 書 館 月 日・ 日、 月 日・ 日

夏休み子ども 日図書館員
（小学 ～ 年生）

東習志野図書館 月 日・ 日、 月 日・ 日

新習志野図書館 月 日・ 日・ 日・ 日

藤 崎 図 書 館 月 日・ 日・ 日・ 日

谷 津 図 書 館 月 日・ 日、 月 日・ 日
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

７．第３８回核兵器廃絶平和都市宣言記念展 （単位：人）

館 名 開 催 期 間 事 業 内 容 入場者数

新習志野図書館 月 日～ 月 日 核関係資料の展示・関係図書貸出

東習志野図書館 月 日～ 月 日 核関係資料の展示・関係図書貸出

８．レファレンス（読書相談）件数 （単位：件）

中 央 図 書 館 東習志野図書館 新習志野図書館 藤 崎 図 書 館 谷 津 図 書 館 合 計

９．図書館ボランティア （単位：人）

活動図書館
別登録人数

中 央
図 書 館

東習志野
図 書 館

新習志野
図 書 館

藤 崎
図 書 館

谷 津
図 書 館

合 計
複数館の
登録者を
含む

活動内容別
登録人数

書架整理
郷土資料
整 理

寄贈図書
整 理

環境整備 おはなし会 合 計
２種類の
活動登録
者を含む

（図書館資料整備事業）

市民の自主的、自発的な学習活動を支援するため、幅広い分野の図書館資料を収集・整備し

ました。

１．整備状況

（１）図書 （単位：冊）
事項

館名

平 成
年度末

蔵書冊数

令 和 元 年 度 受 入 冊 数 令和元年度払出冊数 令 和
元年度末
蔵書冊数

購入
冊数

寄贈
冊数

移管
冊数

計
除籍
冊数

移管
冊数

計

中 央

東 習 志 野

新 習 志 野

移 動

新習志野合計

藤 崎

谷 津

合 計

（２）視聴覚資料 （単位：本）

事項
館名

資料種別
平 成

年度末
所 蔵 本 数

令和元年度受入本数 令 和
元 年 度
除 籍 本 数

令 和
元 年 度 末
所 蔵 本 数購 入 本 数 寄贈本数 計

中 央 図 書 館

ＤＶＤ

Ｃ Ｄ

ビデオ

合 計

谷 津 図 書 館

ＤＶＤ

Ｃ Ｄ

ビデオ

合 計

合 計

ＤＶＤ

Ｃ Ｄ

ビデオ

合 計
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（３）視覚障がい者用録音資料 （単位：タイトル、（ ）内は保有本数）

事項
資料名
所蔵館名）

平成 年度末
保 有 数

令 和 元 年 度 受 入 本 数
令和元年度
除 籍 数

令和元年度末
保 有 数購 入 数 寄 贈 数

カセット

中央図書館 （ 本） （ 本） （ 本） （ 本） （ 本）

ＤＡＩＳＹ

中央図書館 （ 本） （ 本） （ 本） （ 本） （ 本）

（注）カセットは１タイトルが複数のカセットに分割されているため、タイトル数と保有本数は一致しない。

ＤＡＩＳＹは同一タイトルを複数所有しているため、タイトル数と保有本数は一致しない。

２．令和元年度末分類別所蔵状況

（１）図書 （単位：冊）

（２）視覚障がい者用録音資料 （単位：タイトル）

分類
資料名
所蔵館名）

総記 哲学 歴史
社会
科学

自然
科学 技術 産業 芸術 言語 文学 合計

カセット

中央図書館

館 館ＤＡＩＳＹ

中央図書館

館

（図書館施設整備事業）

老朽化した藤崎図書館のエレベーターの電動機を交換しました。また、令和元年１１月に開館し

た中央図書館において図書館情報システムが運用できるよう、光回線やＬＡＮ配線の整備工事を行

いました。

・藤崎図書館 エレベーター電動機交換工事

・習志野市生涯学習複合施設 図書館情報システム用ＬＡＮ配線工事 他

分類

館名
総記 哲学 歴史 社会

科学
自然
科学 技術 産業 芸術 言語 文学 児童 合計

中 央 図 書 館

東習志野図書館

新習志野図書館

移 動 図 書 館

新 習 志 野 合 計

藤 崎 図 書 館

谷 津 図 書 館

合 計
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・５（青少年費） 決 算 額

担 当 主 管 社 会 教 育 課・ 青 少 年 セ ン タ ー

（青少年問題協議会費）

心身ともに健やかな青少年を育成するための総合的施策について調査審議しました。

青少年問題協議会の開催

令和元年７月３１日 ・成年年齢引下げ後の成人式の実施について

（青少年健全育成事業）

青少年相談員、子ども会育成会、リーダースクラブ等青少年育成団体の活動に対して補助

しました。

＜青少年活動＞

事 業 名 会 場 参 加 者 数

すぽーつゆきがっせん 東部体育館 １３７人

子ども会夏期キャンプ 富士吉田青年の家 １０１人

（成人式事務費）

新成人の門出を祝福し、新たに生じた権利と義務についての自覚を促しました。

「成人式典」「新成人を祝う集い」

期 日 令和２年１月１３日（月・祝）

会 場 習志野文化ホール

対 象 者 ２，１２３人（平成３１年 ２，１６７人）

式 典 参 加 者 １，１２７人（平成３１年 １，０６４人）

両行事参加者 １，２２４人（平成３１年 １，２０８人）

（青年館運営費）

青少年の健全な育成を図るため、青少年及び青少年育成団体の研修等の場として藤崎青年館

の維持管理運営を行いました。

藤崎青年館利用状況

区 分

年 度
青 少 年 一 般 合 計

令和元年度 ７２１人 ３，９２２人 ４，６４３人

平成３０年度 ３３９人 ４，９３４人 ５，２７３人
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（青少年センター運営協議会費）

青少年センターの青少年の健全育成、非行防止活動が総合的かつ計画的に実践される

よう、活動状況を審議しました。

青少年センター運営協議会の開催

第１回 令和元年 ５月１３日 青少年センターの事業計画について 他

第２回 令和２年 ２月１２日 青少年センター事業実施状況について 他

（青少年センター運営費）

青少年の非行防止と、健全育成のための啓発活動及び各関係機関との連絡調整を行いまし

た。

・千葉県青少年補導センター連絡協議会の参加

・子ども１１０番の家設置 ９１２軒

（青少年相談指導事業）

青少年の健やかな成長と家庭教育への支援を図ると共に関係機関との密接な連携により、

青少年にとって有害な環境の浄化活動を推進し問題行動の防止に努めました。

事 業 活 動 会 場 事 業 回 数 参 加 人 数

街 頭 補 導 活 動 市 内 全 域 ６０１回 １，２７０人

研 修 千葉県警察本部・千葉少年鑑別所他 ２回 １０１人

少 年 野 球 大 会 第一カッター野球場 他 （新人・春季・夏季）３回 ７４５人

（単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・６（少年自然の家費） 決 算 額

担 当 主 管 鹿 野 山 少 年 自 然 の 家

（少年自然の家管理運営費）

教育課程の一環としてセカンドスクールという位置づけのもと、豊かな自然環境の中で、

集団宿泊学習や野外活動を通して、幼児・児童の心身の健康保持増進を図るため、鹿野山

少年自然の家の管理運営を行いました。

１．少年自然の家利用状況（主催事業も含む）

年度

区分

令和元年度 平成３０年度 平成２７年度

団 体 数 利 用 延 人 数 団 体 数 利 用 延 人 数

学校教育利用 ４０団体 ９，８３４人 ６０団体 １４，６８６人

学校教育団体 ２ ９２ ４ ２２２

社会教育利用 ８ ５５７ １０ ７３２

計 ５０ １０，４８３ ７４ １５，６４０
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

２．令和元年度主催事業

月 期 日 事業名 事 業 内 容
参加人数

（延人数）

７ １３日～１４日 親子で体験夏１ テント設営・飯盒炊飯・ナイトハイク

川遊び

５８人

８ １日～ ２日 親子で体験夏２ テント設営・飯盒炊飯・ナイトハイク

川遊び

３４

合 計 ９２

３．施設参観利用状況（日帰り）

年度

区分

令和元年度 平成３０年度

団 体 数 利 用 者 数 団 体 数 利 用 者 数

施設参観利用 ２ 団体 ７７ 人 １団体 ３８人

（鹿野山セカンドスクール事業）

全小学校４年生～６年生を対象に年１回、２泊３日の自然体験学習を計画していましたが、

令和元年９月に発生した台風１５号の被害により、２学期の事業が延期となり、４・５年生に

ついては３学期に１泊２日で実施しました。

また、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、２月２５日以降に計画していた向山小学校の

１年生～６年生を対象とした「わくわく鹿野山」事業、谷津小学校と袖ケ浦東小学校の４・５

年生セカンドスクール事業は中止としました。

なお、特別支援学級の宿泊学習は実施しました。

・バス配車台数 １７４台

（少年自然の家施設整備事業）

施設の改善、施設機能の保全を図るため、施設・設備等の整備・改修を行いました。

・食堂エアコン取付工事

・浴室屋根防水シート張替工事 他

また、台風の被害を受けた施設の改修工事を行いました。

・１階下足室・２階標本展示ホール及び体育館入口等天井張替工事

・１階・２階・３階・４階コンセント・照明器具・ファンコイル等一部漏電工事 他
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

２．令和元年度主催事業

月 期 日 事業名 事 業 内 容
参加人数

（延人数）

７ １３日～１４日 親子で体験夏１ テント設営・飯盒炊飯・ナイトハイク

川遊び

５８人

８ １日～ ２日 親子で体験夏２ テント設営・飯盒炊飯・ナイトハイク

川遊び

３４

合 計 ９２

３．施設参観利用状況（日帰り）

年度

区分

令和元年度 平成３０年度

団 体 数 利 用 者 数 団 体 数 利 用 者 数

施設参観利用 ２ 団体 ７７ 人 １団体 ３８人

（鹿野山セカンドスクール事業）

全小学校４年生～６年生を対象に年１回、２泊３日の自然体験学習を計画していましたが、

令和元年９月に発生した台風１５号の被害により、２学期の事業が延期となり、４・５年生に

ついては３学期に１泊２日で実施しました。

また、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、２月２５日以降に計画していた向山小学校の

１年生～６年生を対象とした「わくわく鹿野山」事業、谷津小学校と袖ケ浦東小学校の４・５

年生セカンドスクール事業は中止としました。

なお、特別支援学級の宿泊学習は実施しました。

・バス配車台数 １７４台

（少年自然の家施設整備事業）

施設の改善、施設機能の保全を図るため、施設・設備等の整備・改修を行いました。

・食堂エアコン取付工事

・浴室屋根防水シート張替工事 他

また、台風の被害を受けた施設の改修工事を行いました。

・１階下足室・２階標本展示ホール及び体育館入口等天井張替工事

・１階・２階・３階・４階コンセント・照明器具・ファンコイル等一部漏電工事 他

教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・７（青年の家費） 決 算 額

担 当 主 管 富 士 吉 田 青 年 の 家

（青年の家管理運営費）

青少年等が各種の研修、体育、野外活動等を富士山の自然の中で体験できる宿泊研修施設

として管理運営を行いました。

１．青年の家利用状況

区 分 宿 泊 日 帰 キャンプ 計

令和元年度

団 体 数 団体 団体 団体 団体

利 用 者 数 人 人 人 人

青少年

一 般

平成３０年度

団 体 数 団体 団体 団体 団体

利 用 者 数 人 人 人 人

青少年

一 般

２．主催事業参加状況

事 業 名 期 間
令和元年度参加者数

（定員５０人程度）

春の催し 山菜へのいざない 令和元年５月１１日～１２日 ２１人

夏の催しサマーキャンプ入門編 令和元年７月１３日～１５日 ２４人

実りの秋の催し ブドウ狩り体験 令和元年９月２８日～２９日 ３４人

合 計 ７９人

３．富士吉田体育館利用状況

令 和 元 年 度 平 成 ３ ０ 年 度

利 用 団 体 数 ２２４団体 ２１１団体

利 用 者 数 ７ ２８８人 ８ ４７１人

減 免 者 数 ５ ０４９人 ４ ２８３人

総 利 用 者 数 １２ ３３７人 １２ ７５４人

※ 減免対象者は習志野市内中学校の自然体験学習等の利用等。

（青年の家施設整備事業）

利用者が安全に施設を使用できるよう青年の家の環境整備に努めました。

・非常用照明器具蓄電池交換工事
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・８（こども会館費） 決 算 額

担 当 主 管 あ づ ま こ ど も 会 館

（こども会館管理運営費）

児童の健全育成を図り、子どもの居場所づくりのための会館を管理運営しました。

１．こども会館利用状況
区分

年度
幼 児 小学生 中学生 一 般 合 計

令和元年度 人 人 人 人 人

平成３０年度 人 人 人 人 人

２．事業参加状況

事 業 名 事 業 回 数 令和元年度参加者数 平成３０年度参加者数

卓 球 教 室 ２回 ３５人 ５１人

絵 画 教 室 ６ ９９ １０１

書 道 教 室 ３ ５７ ６０

将 棋 教 室

※開催中止
０ ０ ３０

そ の 他 １６ ５０２ ４２３

合 計 ２７ ６９３ ６６５
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・６・９（大久保地区複合施設費） 決 算 額

担 当 主 管 社 会 教 育 課

（大久保地区複合施設管理運営費）

大久保地区公共施設再生事業により、本市の生涯学習の新たな拠点として習志野市生涯学習

複合施設「プラッツ習志野」を整備し、令和元年１１月４日に開館しました。プラッツ習志野

は、「中央公民館」、「中央図書館」、「市民ホール」、「中央公園体育館」、「中央公園テニスコート」、

「中央公園パークゴルフ場」等が複合した施設で、習志野大久保未来プロジェクト（株）を指

定管理者に指定し、管理運営を行っています。（中央図書館を除く。）

１．市民ホール利用状況

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

利用回数 回 回 回 回 回 回

利用人数 人 人 人 人 人 人

２．中央公園スポーツ施設利用状況

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

体 育 館
利用件数 件 件 件 件 ― 件

利用人数 人 人 人 人 ― 人

テニスコート
利用件数 件 件 件 件 件 件

利用人数 人 人 人 人 人 人

パークゴルフ場
利用件数 ― 件 件 件 ― 件

利用人数 ― 人 人 人 ― 人

スポーツ施設計
利用件数 件 件 件 件 件 件

利用人数 人 人 人 人 人 人

※中央公民館及び中央図書館の事業概要については、公民館費、図書館費の該当頁に他館と併

せて記載しています。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、プラッツ習志野は令和２年２月２９日から利用を

休止しましたが、テニスコートは、３月２５日に利用を一時再開しました。

※パークゴルフ場は、台風１５号の被害等により令和元年１２月１１日まで休場しました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・７・１（保健体育総務費） 決 算 額

担 当 主 管 学 校 教 育 課

児童・生徒・教職員健康管理費

児童・生徒・教職員の健康管理のため、各種検診や健康診断等を行い、健康状態の把握及び

疾病や異常の早期発見に努めました。また、その結果により、受診勧奨や保健指導を行い、自

分自身の健康保持増進を図れるような学校保健活動を展開しました。

１．児童・生徒の健康を守るための施策

事 業 名 対 象 者 受 検 者

定 期 健 康 診 断
小・中・高の児童・生徒全員

（平成２８年度より運動器検診実施）
人

結

核

検

診

問診・診察

小・中の児童・生徒全員

（小・中の児童・生徒全員に結核検診問診調査

を実施し、診察が必要な児童生徒に学校医に

よる診察を行いました。）

胸 部 ｴ ｯ ｸ ｽ 線 撮 影 高１の生徒全員

精 密 検 査
結核検診、胸部エックス線撮影の結果、

精密検査が必要と認められた者

尿検査 糖・蛋白・潜血 小・中・高の児童・生徒全員

心 電 図 検 査
小１・中１・高１の児童・生徒全員及びその他

校医が指示した者

脊 柱 側 彎 症 検 査

ア．小５・中１の児童・生徒全員（スコリオ検査）

イ．スコリオ検査の結果、前年度低線量エックス線

撮影の結果及び運動器検診で医師より指摘が

あった者（低線量エックス線撮影）

就 学 時 健 康 診 断 令和２年度小学校入学予定者

※学校保健安全法施行規則の一部等改正により、平成２８年度より座高、寄生虫卵の有無の

検査が必須項目から削除されました。

２．学校職員の健康を守るための施策

事 業 名 対 象 者 受 検 者

定 期 健 康 診 断
幼・小・中・高の教職員（ 歳以下、 ～ 歳） 人

小・中・高の教職員（ 歳、 歳以上）

尿検査 糖・蛋白・潜血 幼・小・中・高の教職員

胸 部 エ ッ ク ス 線 撮 影 幼・小・中・高の教職員

胃 部 検 査 幼・小・中・高の 歳以上の教職員

ス ト レ ス チ ェ ッ ク 幼・小・中・高の職員
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

３．日本スポーツ振興センター災害共済保険の加入

・対象者･･･小・中・高等学校の児童・生徒全員

令和元年度 平成３０年度

加 入 者 数 人 人

適用を受けた災害件数 件 件

４．保健・安全・給食関係職員の資質向上のための研修他

事 業 名 対 象 名 受講者

健康教育関係研修 保健主事、給食指導主任、養護教諭、栄養士等 人

学校保健業務検討会 小・中・高の養護教諭

調理員全体研修会 調理員

担 当 主 管 指 導 課

（学校体育推進事業）

習志野市小中学校体育連盟に対し補助金を交付することにより、各種体育大会の開催等、

市内小中学校における体育の健全な発達と児童・生徒の健康増進を図りました。また、各

小中学校の部活動で必要となる用具等の整備を行いました。

（部活動支援事業）

専門的な指導力を備えた指導者を必要とする中学校に対して、民間の指導者を派遣する

ことにより、生徒にスポーツの楽しさ・爽快さ・達成感等を体験する機会を豊かにし、生

涯にわたりスポーツに親しむ基礎を培うとともに、運動部活動と地域社会の連携を図りま

した。

・配置校 第一、第二、第三、第四、第六、第七中学校 １人配置

第五中学校 ２人配置

計 ８人

学 校 名 種 目

第 一 中 学 校 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

第 二 中 学 校 野 球

第 三 中 学 校 ソ フ ト テ ニ ス

第 四 中 学 校 女 子 バ レ ー ボ ー ル

第 五 中 学 校 剣 道 ・ 柔 道

第 六 中 学 校 サ ッ カ ー

第 七 中 学 校 ソ フ ト テ ニ ス
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・７・２（社会体育費） 決 算 額

担 当 主 管 生 涯 ス ポ ー ツ 課

（スポーツ推進審議会）

平成２５年度に策定した「習志野市スポーツ推進計画」の進捗状況の確認、評価、市民ニー

ズの把握等を目的とした「スポーツ・運動に関する市民アンケート」の報告書の内容及び次期

スポーツ推進計画の策定等について検討しました。

【審議会の開催状況】

第１回 令和元年 ７月１０日 習志野市スポーツ推進計画の平成３０年度事業評価について

次期スポーツ推進計画について

第２回 令和元年１１月 ６日 習志野市スポーツ推進計画（案）の諮問について

習志野市スポーツ推進計画（案）について

第３回 令和２年 ２月 ５日 習志野市スポーツ推進計画の策定について

習志野市スポーツ推進計画（案）に対する答申について

（社会体育事務費）

市民が気軽にスポーツ活動へ参加し楽しむことができ、健康づくり・コミュニティづくりにつ

ながるよう、総合型地域スポーツクラブの活動を支援しました。

【総合型地域スポーツクラブの育成】

市内３クラブの情報交換を目的とした、習志野市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会運営

委員会を６回開催しました。

【各クラブの状況】

１．第七中学校区 ＮＰＯ法人習志野ベイサイドスポーツクラブ（ＮＢＳ）平成１３年度設立

・理 事 会 の 開 催：２回 ・会 員 数：５２１人

・活 動 状 況：定期活動１６種目（延べ８９７回開催 参加者１３，７３０人）

２．第四中学校区 ＮＰＯ法人習志野イースタンスポーツクラブ（ＮＥＳ）平成１５年度設立

・理 事 会 の 開 催：６回 ・会 員 数：２６６人

・活 動 状 況：定期活動１４種目 延べ６２５回開催 参加者１１，４３９人

３．第二、第六中学校区 ＮＰＯ法人習志野中央スポーツクラブ（中央）平成１７年度設立

・理 事 会 の 開 催：８回 ・会 員 数：９１人

・活 動 状 況：定期活動１２種目 延べ３２２回開催 参加者 ３，０５４人

（スポーツ推進委員活動事業）

市民のためのスポーツ活動の企画・立案や研修、実技指導や助言等を行うことを目的に、

各種協議会、研究大会、研修会への参加のほか、スポーツ奨励大会開催のための会議を実施

しました。

【会議の開催】

・スポーツ推進委員会議の開催 １回

・スポーツ推進委員連絡協議会の開催 ７回

【研修会等への参加】

・全国スポーツ推進委員研究協議会への参加（三重県津市）

・関東スポーツ推進委員研究大会への参加（埼玉県さいたま市）

・千葉県スポーツ推進委員研究大会の参加（勝浦市）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（市民スポーツ指導員活動事業）

市内１６小学校区それぞれにおいて、スポーツ及びレクリエーションを通じたコミュニティ

活動の推進を図りました。また、指導員としての資質向上を目的に、研修会を実施しました。

【各地区の活動】

市民スポーツ指導員連絡協議会に、各地区２事業以上のスポーツ活動の実施を委託し、グラ

ウンドゴルフをはじめとする軽スポーツ大会、まつり等を開催しました。

・各地区活動：延べ８１事業

・参加者 数：延べ１１，４９２名 平成３０年度 延べ１１，５２４名

【市民スポーツ指導員研修会の開催】

市民スポーツ指導員を対象に「市民スポーツ講演会」を実施しました。

・期 日：令和２年１月２５日（土）

・会 場：習志野市庁舎ＧＦ会議室

・演 題：夢に向かって

・講 師：安達 阿記子氏（ロンドンパラリンピック ゴールボール競技女子金メダリスト）

・参加者：１０２名

（スポーツ奨励大会開催事業）

スポーツ推進委員連絡協議会に委託し、全市民を対象としたスポーツ奨励大会を開催するこ

とで、市民が気軽に参加できるスポーツ活動の機会を設け、健康・体力の保持増進に努めまし

た。

【大会の実施状況】

大 会 名 期 日 会 場 参加者

オール習志野歩け歩け大会 月 日 東部体育館～市庁舎～谷津公園 人

ニュースポーツフェスティバル 月 日 袖ケ浦体育館 人

パ ー ク ゴ ル フ の つ ど い 月 日 茜浜パークゴルフ場 人

コミュニティバレーボール大会 月 日
東部体育館

第四中学校体育館
人

女 子 サ ッ カ ー 大 会 月 日
第一カッターフィールド

（秋津サッカー場）
人

合 計 人

平成 年度参加者 人
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（学校体育施設開放事業）

学校体育施設を市民の運動の場として提供するため、学校開放管理指導員を配置し、市内

１６小学校の体育館・校庭を土曜日・日曜日・休日の午前午後一般開放するとともに､土曜夜間

の体育館開放を実施しました。

また、夏季休業中には、６か所の学校水泳プール開放を実施しました。

【小学校の校庭、体育館の開放状況】

令和元年度 平成３０年度

開 放 日 数 延 日 延 日

利 用 者 数 人 人

【学校水泳プールの開放状況】

学 校 名 日 数 利 用 者

袖 ケ 浦 東 小 学 校 日 人

津 田 沼 小 学 校 日 人

屋 敷 小 学 校 日 人

藤 崎 小 学 校 日 人

東 習 志 野 小 学 校 日 人

秋 津 小 学 校 日 人

合 計 日 人

（平成 年度利用者 日 人）

（習志野市体育協会活動費補助事業）

各種スポーツの普及・推進及び市民の体力向上とスポーツ精神を養うことを目的に、習志野

市体育協会（傘下３４団体）が主催する市民総合体育大会や、県民体育大会の開催に伴う選手

派遣等の活動に対して補助しました。
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（スポーツ振興協会運営費補助事業）

各種スポーツ教室やイベントの開催及び公民館や幼稚園等へ協会職員を派遣し、実技指導や

講義を実施するなど、市民の体力向上と本市のスポーツ推進に寄与している協会に対し、補助

金を交付しました。

【各種スポーツ教室の実施状況】

種 教 室 名 延日数 場 所 参加延人数

硬 式 テ ニ ス 教 室
日 芝 園 テ ニ ス コ ー ト 人

日 秋 津 テ ニ ス コ ー ト 人

キ ッ ズ テ ニ ス 教 室 日 袖 ケ 浦 テ ニ ス コ ー ト 人

バ ド ミ ン ト ン 教 室 日 袖 ケ 浦 体 育 館 人

バ レ ー ボ ー ル 教 室 日 袖 ケ 浦 体 育 館 人

成 人 水 泳 教 室 日 千 葉 県 国 際 総 合 水 泳 場 人

キ ッ ズ ス イ ミ ン グ 教 室 日 袖 ケ 浦 東 小 学 校 プ ー ル 人

水中体操＆ウォーキング教室 日 千 葉 県 国 際 総 合 水 泳 場 人

エ ク サ サ イ ズ 教 室 日 東 部 体 育 館 人

のびのびパークゴルフ教室 日
茜 浜 パ ー ク ゴ ル フ 場

人

のびのびキッズパークゴルフ教室 日 人

か け っ こ 教 室
日

第 一 カ ッ タ ー フ ィ ー ル ド

（ 秋 津 サ ッ カ ー 場 ）
人

日 袖 ケ 浦 少 年 サ ッ カ ー 場 人

キッズスポーツ（ 種目） 日 東 部 体 育 館 他 人

合 計 人

（平成 年度 種目 延べ 人）

【イベント・講師派遣等の実施状況】

事業種別 実施事業数等 参加延人数

スポーツ大会 件 （ 回） 人

スポーツ塾 件 （ 回） 人

施設イベント 件 （ 回） 人

スポーツセミナー 件 （ 回） 人

学校特別支援事業 件 （ 回） 人

イベント 件 （ 回） 人

講師派遣等 種目 件 人
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（スポーツ活動奨励金交付事業）

市民スポーツ活動の支援として、学校教育以外のスポーツ大会に日本代表、または千葉

県代表として出場した選手に奨励金を交付しました。

【交付実績】

区 分 件数（件） 人数（人） 交付金額（円）

国際大会出場
個人

団体

全国大会出場
個人

団体

関東大会出場
個人

団体

合 計

（平成 年度助成金 件・ 人 円）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・７・３（体育施設費） 決 算 額

担 当 主 管 生 涯 ス ポ ー ツ 課

（体育施設管理運営費）

生涯スポーツの普及・推進のため、市民が安心して安全にスポーツ活動ができるよう、施

設の管理運営に努めました。なお、スポーツ９施設については、（公財）習志野市スポーツ振

興協会を指定管理者に指定し、管理運営を行いました。

【指定管理施設の利用状況】

№ 管 理 施 設 名 利用件数（件） 利用人数（人）

１ 袖 ケ 浦 テ ニ ス コ ー ト

２ 実 籾 テ ニ ス コ ー ト

３ 秋 津 テ ニ ス コ ー ト

４ 袖 ケ 浦 体 育 館

５ 東 部 体 育 館

ア リ ー ナ

トレーニング室

講 習 室

６
第 一 カ ッ タ ー フ ィ ー ル ド

（ 秋 津 サ ッ カ ー 場 ）

サッカーコート

研 修 室

７
第 一 カ ッ タ ー 球 場

（ 秋 津 野 球 場 ）

野 球 場

多 目 的 広 場

８ 茜 浜 パ ー ク ゴ ル フ 場

９ 芝 園 ﾃ ﾆ ｽ ｺ ｰ ﾄ ・ ﾌ ｯ ﾄ ｻ ﾙ 場
テ ニ ス コ ー ト

フ ッ ト サ ル 場

合 計

（平成 年度利用状況 件 人）

【その他施設の利用状況】

区 分 施 設 名 利用件数（件） 利用人数（人）

グラウンド等
袖 ケ 浦 少 年 サ ッ カ ー 場

茜 浜 近 隣 公 園

合 計

（平成 年度利用状況 件 人）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（体育施設整備事業）

スポーツ施設等の安全確保、利便性の向上を図るため、施設・設備等の整備・改修を行いまし

た。

【工事内容】

・袖ケ浦体育館非構造部材等改修工事（令和２年度へ一部繰越明許）

・東部体育館非常用発電機改修工事

・秋津テニスコート Ｄコート 人工芝全面張替工事 他

（スポーツ施設予約システム運営事業）

パソコンや携帯電話でインターネットを介して施設の予約ができるスポーツ施設予約システ

ムの運用管理を行いました。（導入しているシステム：千葉県電子自治体共同運営協議会の公共

施設予約システム）
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（体育施設整備事業）

スポーツ施設等の安全確保、利便性の向上を図るため、施設・設備等の整備・改修を行いまし

た。

【工事内容】

・袖ケ浦体育館非構造部材等改修工事（令和２年度へ一部繰越明許）

・東部体育館非常用発電機改修工事

・秋津テニスコート Ｄコート 人工芝全面張替工事 他

（スポーツ施設予約システム運営事業）

パソコンや携帯電話でインターネットを介して施設の予約ができるスポーツ施設予約システ

ムの運用管理を行いました。（導入しているシステム：千葉県電子自治体共同運営協議会の公共

施設予約システム）

教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） １０・７・４（学校給食センター費） 決 算 額

担 当 主 管 給 食 セ ン タ ー・学 校 教 育 課

（給食センター賄材料費）

令和元年度の学校給食は、市立幼稚園４園、小学校９校、千葉県立習志野特別支援学校の園児、

児童及び職員を対象とし､１日当り平均５，６６０食、年間では９３３，１９２食の学校給食を

実施しました。

学校給食実施状況

学 校・園 名

学校給食センター取扱分

年間給食実施日数

（日）

年間給食実施延食数

（食）

１日当り平均食数

（食）

屋 敷 幼 稚 園

藤 崎 幼 稚 園

谷 津 幼 稚 園

向 山 幼 稚 園

幼 稚 園 計

屋 敷 小 学 校

藤 崎 小 学 校

向 山 小 学 校

谷 津 南 小 学 校

袖 ケ 浦 東 小 学 校

東 習 志 野 学 校

実 花 小 学 校

鷺 沼 小 学 校

袖 ケ 浦 西 小 学 校

習志野特別支援学校

小 学 校 計

給 食 セ ン タ ー

給 食 セ ン タ ー 計

合 計
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（給食センター施設整備・維持管理運営事業）

習志野市学校給食センター建替え事業により、老朽化した学校給食センターを芝園に建て

替え、平成３１年４月１２日から給食の提供を開始しました。

本事業は、設計、建設から施設の運営・維持管理までを（株）ならしのスクールランチに

委託し、管理運営を行っています。

（旧給食センター解体事業）

旧給食センター解体に係る設計業務委託を実施しました。

（単位：円）

款 項 目（名称） １０・７・５（単独校給食費） 決 算 額

担 当 主 管 学 校 教 育 課

単独校給食運営費

単独給食校の給食備品購入、食器の更新、調理員白衣、給食調理に係る消耗品等の購入、

給食室の害虫駆除、グリストラップ清掃、給食機器保守点検を行い、給食室の環境改善と

備品の整備を実施し、給食内容の改善に万全を期しました。

【主な購入備品】

・食器洗浄機 第三中学校

・温水ボイラー 大久保東小学校

・野菜調理機 第三中学校

・牛乳保冷庫 大久保小学校・秋津小学校

単独校給食調理業務委託事業

令和元年度の学校給食は、小学校５校 併設幼稚園１園を含む 、中学校７校の給食調理

業務の委託を実施しました。

小学校（併設幼稚園含む）

谷津小学校、実籾小学校、秋津小学校、香澄小学校、津田沼小学校（津田沼幼稚園）

中学校

第一中学校、第二中学校、第三中学校、第四中学校、第五中学校、

第六中学校、第七中学校

※参考

【単独校の直営】幼稚園 １園 小学校 ２校

【センター校】幼稚園 ４園 小学校 ９校 千葉県立習志野特別支援学校
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教育委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

（単独校給食賄材料費）

令和元年度は、市立幼稚園２園、小学校７校、中学校７校の園児、児童、生徒及び職員を

対象とし、１日当り平均８，３９３食、年間では１，３９４，２３８食の学校給食を実施し

ました。

学校給食実施状況

学 校・園 名

単 独 校 取 扱 分

年間給食実施日数

（日）

年間給食実施延食数

（食）

１日当り平均食数

（食）

津 田 沼 幼 稚 園

大久保東幼稚園

幼 稚 園 計

津 田 沼 小 学 校

大 久 保 小 学 校

谷 津 小 学 校

実 籾 小 学 校

大久保東小学校

秋 津 小 学 校

香 澄 小 学 校

小 学 校 計

第 一 中 学 校

第 二 中 学 校

第 三 中 学 校

第 四 中 学 校

第 五 中 学 校

第 六 中 学 校

第 七 中 学 校

中 学 校 計

合 計

（谷津小学校給食備品整備事業）

谷津小学校の改築工事に伴い、体育館棟１階に新たに整備される給食室の備品の中で、

先行して真空冷却機を１台購入しました。
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
特別支援教育推進事業
屋敷小学校　車椅子用階段昇降機 屋敷2-1-1
第五中学校　車椅子用階段昇降機 藤崎2-3-16
総合教育センター管理運営費 東習志野3-4-4
総合教育センター非常放送アンプ交換工事
適応指導教室推進事業 東習志野3-4-1
適応指導教室フレンドあいあい学習室１空調機設置工事

適応指導教室フレンドあいあい学習室２空調機設置工事

小学校施設改善整備事業
①津田沼小学校 津田沼4-5-2
屋上キュービクル塗装工事
②大久保小学校 藤崎6-9-28
体育館電球交換工事
プール脇ブロック塀改修工事 平成30年度より繰越明許
③谷津小学校 谷津5-1-32
温水ボイラ補給水配管更新工事
渡り廊下外壁撤去工事
④鷺沼小学校 鷺沼3-1-1
給食室前グラウンド整備工事
通級指導教室空調設備設置工事
南側門扉改修工事
南西側擁壁フェンス改修工事
体育館電球交換工事
⑤実籾小学校 実籾1-25-1
キュービクル取替工事
⑥大久保東小学校 大久保2-12-1
プール機械室ブロック壁改修工事に伴う事前家屋調査

回転アングルV付分水栓取付及び漏水修理工事
プール機械室建替工事
⑦袖ケ浦西小学校 袖ケ浦1-1-1
体育館内電球交換工事
⑧東習志野小学校 東習志野3-4-2
体育館照明LED取替工事
特別支援学級待合室エアコン設置工事
⑨袖ケ浦東小学校 袖ケ浦5-11-1
図書室他雨漏れ改修工事
自動火災報知設備感知器交換工事
新館雨樋他補修工事
体育館照明器具交換工事
⑩屋敷小学校 屋敷2-1-1
保健室流し台移設工事
ガス給湯器移設工事（ガス設備工事）
プール目隠しフェンス撤去に伴うフェンスバリケード設置工事

プール目隠しフェンス撤去工事
プール目隠しフェンス設置工事
体育館内電球交換工事
⑪藤崎小学校 藤崎4-12-1
特別支援教室ホワイトボード等整備工事
B棟昇降口屋上シール防水他工事
保健室屋上防水改修工事
プール周囲外灯撤去他工事
B棟昇降口屋上防水改修工事

支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要
左 の 財 源 内 訳
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
特別支援教育推進事業
屋敷小学校　車椅子用階段昇降機 屋敷2-1-1
第五中学校　車椅子用階段昇降機 藤崎2-3-16
総合教育センター管理運営費 東習志野3-4-4
総合教育センター非常放送アンプ交換工事
適応指導教室推進事業 東習志野3-4-1
適応指導教室フレンドあいあい学習室１空調機設置工事

適応指導教室フレンドあいあい学習室２空調機設置工事

小学校施設改善整備事業
①津田沼小学校 津田沼4-5-2
屋上キュービクル塗装工事
②大久保小学校 藤崎6-9-28
体育館電球交換工事
プール脇ブロック塀改修工事 平成30年度より繰越明許
③谷津小学校 谷津5-1-32
温水ボイラ補給水配管更新工事
渡り廊下外壁撤去工事
④鷺沼小学校 鷺沼3-1-1
給食室前グラウンド整備工事
通級指導教室空調設備設置工事
南側門扉改修工事
南西側擁壁フェンス改修工事
体育館電球交換工事
⑤実籾小学校 実籾1-25-1
キュービクル取替工事
⑥大久保東小学校 大久保2-12-1
プール機械室ブロック壁改修工事に伴う事前家屋調査

回転アングルV付分水栓取付及び漏水修理工事
プール機械室建替工事
⑦袖ケ浦西小学校 袖ケ浦1-1-1
体育館内電球交換工事
⑧東習志野小学校 東習志野3-4-2
体育館照明LED取替工事
特別支援学級待合室エアコン設置工事
⑨袖ケ浦東小学校 袖ケ浦5-11-1
図書室他雨漏れ改修工事
自動火災報知設備感知器交換工事
新館雨樋他補修工事
体育館照明器具交換工事
⑩屋敷小学校 屋敷2-1-1
保健室流し台移設工事
ガス給湯器移設工事（ガス設備工事）
プール目隠しフェンス撤去に伴うフェンスバリケード設置工事

プール目隠しフェンス撤去工事
プール目隠しフェンス設置工事
体育館内電球交換工事
⑪藤崎小学校 藤崎4-12-1
特別支援教室ホワイトボード等整備工事
B棟昇降口屋上シール防水他工事
保健室屋上防水改修工事
プール周囲外灯撤去他工事
B棟昇降口屋上防水改修工事

支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要
左 の 財 源 内 訳
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

⑫実花小学校 東習志野6-7-2
黒板等取付工事
第二理科室ガス管撤去工事
普通教室設置工事（機械設備工事）
倉庫設置等工事
体育館電球交換工事
⑬向山小学校 谷津2-16-32
体育館電球交換工事
⑭秋津小学校 秋津3-1-1
体育館屋根防水改修工事
受水槽定水位弁取替工事
体育館電球交換工事
⑮香澄小学校 香澄4-6-1
体育館屋根防水改修工事
プール目隠しフェンス撤去他工事
プール目隠しフェンス他改修工事
体育館照明器具交換工事
⑯谷津南小学校 谷津3-1-36
屋上防水改修工事
体育館雨漏り等改修工事
通用門改修工事
⑰各校共通 各校
大久保東小学校他ブロック塀改修工事に伴う事前家屋調査

香澄小学校他1校体育館屋根防水改修工事
小学校大規模改造事業
①東習志野小学校 東習志野3-4-2
D棟大規模改修工事監理業務委託 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
②袖ケ浦東小学校 袖ケ浦5-11-1
屋内運動場便所改修工事設計業務委託
③藤崎小学校 藤崎4-12-1
第Ⅱ期便所改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
④向山小学校 谷津2-16-32
第Ⅱ期便所改修工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
⑤谷津南小学校 谷津3-1-36
大規模改修工事設計業務委託 平成30年度～令和元年度継続事業

第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

⑫実花小学校 東習志野6-7-2
黒板等取付工事
第二理科室ガス管撤去工事
普通教室設置工事（機械設備工事）
倉庫設置等工事
体育館電球交換工事
⑬向山小学校 谷津2-16-32
体育館電球交換工事
⑭秋津小学校 秋津3-1-1
体育館屋根防水改修工事
受水槽定水位弁取替工事
体育館電球交換工事
⑮香澄小学校 香澄4-6-1
体育館屋根防水改修工事
プール目隠しフェンス撤去他工事
プール目隠しフェンス他改修工事
体育館照明器具交換工事
⑯谷津南小学校 谷津3-1-36
屋上防水改修工事
体育館雨漏り等改修工事
通用門改修工事
⑰各校共通 各校
大久保東小学校他ブロック塀改修工事に伴う事前家屋調査

香澄小学校他1校体育館屋根防水改修工事
小学校大規模改造事業
①東習志野小学校 東習志野3-4-2
D棟大規模改修工事監理業務委託 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
D棟大規模改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
②袖ケ浦東小学校 袖ケ浦5-11-1
屋内運動場便所改修工事設計業務委託
③藤崎小学校 藤崎4-12-1
第Ⅱ期便所改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
④向山小学校 谷津2-16-32
第Ⅱ期便所改修工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
⑤谷津南小学校 谷津3-1-36
大規模改修工事設計業務委託 平成30年度～令和元年度継続事業

第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅰ期大規模改修（便所改修）工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

谷津小学校校舎改築事業
谷津小学校 谷津5-1-32
全面改築工事監理業務委託 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（建築工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（電気設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（給排水衛生設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（空気調和設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（昇降機設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（普通教室他空気調和設備工事） 令和元年度～令和2年度継続事業

北側敷地舗装工事 平成30年度～令和3年度継続事業

建築工事に伴う地中障害物撤去工事 平成30年度～令和3年度継続事業

大久保小学校校舎改築事業
大久保小学校 藤崎6-9-28
全面改築（建替え）基本計画・基本設計業務委託 令和元年度～令和2年度継続事業

中学校施設改善整備事業
①第一中学校 奏の杜1-13-1
吊り上げバスケットゴールウインチ交換工事
体育館照明灯球替他工事
A棟屋上防水他改修工事
②第二中学校 実籾1-44-1
給食室給湯器取替工事
防草シート敷設他工事
③第三中学校 袖ケ浦4-3-1
給食室空調設備一部改修工事
体育館軒天井落下防止ネット張り工事
体育館屋根他補修工事
体育館2階庇天井改修工事
体育館照明器具球替他工事
④第四中学校 東習志野3-4-3
体育館水銀灯工事
⑤第五中学校 藤崎2-3-16
体育館屋根防水及び便所他改修工事設計業務委託
排水桝交換工事
体育館照明LED取替工事
LANケーブル配線工事
体育館仕切ネット交換工事
体育館LED照明灯取替工事
体育館ステージ側LED照明灯取替工事
⑥第六中学校 屋敷2-17-7
体育館ステージ上雨漏工事
テニスポスト交換工事
体育館照明灯球替工事
⑦第七中学校 香澄6-1-1
5階北側廊下サッシ1部シーリング打替え工事
PC室上屋上防水改修工事
体育館吊下式バスケットゴール取付工事
体育館放送設備取替工事
体育館LED照明灯取替他工事
体育館ステージ側LED照明灯取替工事
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

谷津小学校校舎改築事業
谷津小学校 谷津5-1-32
全面改築工事監理業務委託 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（建築工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（電気設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（給排水衛生設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（空気調和設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（昇降機設備工事） 平成30年度～令和3年度継続事業

全面改築工事（普通教室他空気調和設備工事） 令和元年度～令和2年度継続事業

北側敷地舗装工事 平成30年度～令和3年度継続事業

建築工事に伴う地中障害物撤去工事 平成30年度～令和3年度継続事業

大久保小学校校舎改築事業
大久保小学校 藤崎6-9-28
全面改築（建替え）基本計画・基本設計業務委託 令和元年度～令和2年度継続事業

中学校施設改善整備事業
①第一中学校 奏の杜1-13-1
吊り上げバスケットゴールウインチ交換工事
体育館照明灯球替他工事
A棟屋上防水他改修工事
②第二中学校 実籾1-44-1
給食室給湯器取替工事
防草シート敷設他工事
③第三中学校 袖ケ浦4-3-1
給食室空調設備一部改修工事
体育館軒天井落下防止ネット張り工事
体育館屋根他補修工事
体育館2階庇天井改修工事
体育館照明器具球替他工事
④第四中学校 東習志野3-4-3
体育館水銀灯工事
⑤第五中学校 藤崎2-3-16
体育館屋根防水及び便所他改修工事設計業務委託
排水桝交換工事
体育館照明LED取替工事
LANケーブル配線工事
体育館仕切ネット交換工事
体育館LED照明灯取替工事
体育館ステージ側LED照明灯取替工事
⑥第六中学校 屋敷2-17-7
体育館ステージ上雨漏工事
テニスポスト交換工事
体育館照明灯球替工事
⑦第七中学校 香澄6-1-1
5階北側廊下サッシ1部シーリング打替え工事
PC室上屋上防水改修工事
体育館吊下式バスケットゴール取付工事
体育館放送設備取替工事
体育館LED照明灯取替他工事
体育館ステージ側LED照明灯取替工事
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

中学校大規模改造事業
①第四中学校 東習志野3-4-3
屋内運動場屋根防水他改修工事
新館校舎第Ⅱ期大規模改修工事（機械設備工事）
新館校舎第Ⅱ期大規模改修工事（電気設備工事）
新館校舎第Ⅱ期大規模改修工事（ガス設備工事）
②第六中学校 屋敷2-17-7
第Ⅱ期便所改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
高等学校教育振興費 東習志野1-2-1
コントラバスクラリネット
体操場ピット用ウレタンマット
高等学校施設整備事業 東習志野1-2-1
普通教室棟外部改修他工事
消防点検指摘事項改修工事
ソフトボール場防災倉庫移設工事
ソフトボール場北東側防球ネット設置工事
文化部部室棟床改修工事
調理室給湯器・2口ビルトインコンロ取替工事
第二グラウンド部室前ケーブル切廻工事（架空配線工事）

第二グラウンド室内練習場解体工事
第二グラウンド室内練習場解体に係る地中障害撤去工事

第二グラウンド室内練習場解体に係る地中障害撤去に伴う追加工事

第二グラウンド室内練習場解体に伴う水道管移設工事

第一体育館トイレ排水管改修工事
ＬＬ教室床改修他工事
茜浜残土防塵シート設置工事
社会教育施設運営費
ゆうゆう館　倉庫撤去他工事 本大久保3-2-1
旧大沢家住宅等維持管理費 藤崎1-14-43
森林公園旧大沢家住宅ポンプ小屋基礎工事
旧大沢家住宅ポンプ配管敷設工事
旧大沢家住宅消火栓配管改修工事
旧大沢家住宅消火ポンプ小屋設置工事
旧大沢家住宅消火ポンプ設置工事
旧大沢家住宅消火栓ポンプ取替工事（電気設備工事）

旧鴇田家住宅維持管理費 実籾2-24-1
旧鴇田家住宅放水銃用開閉ボールコック交換工事
習志野文化ホール運営費 谷津1-16-1
屋上防水不良個所補修工事
大規模改修工事・復旧工事に伴う借入金元金分
大規模改修工事・復旧工事に伴う借入金支払利息分

公民館施設整備事業
袖ケ浦公民館　空調機器設備更新工事 袖ケ浦2-5-1
袖ケ浦公民館　空調機器設備更新工事(ガス設備工事） 袖ケ浦2-5-1
袖ケ浦公民館　冷温水配管組換え工事 袖ケ浦2-5-1
袖ケ浦公民館　駐車場安全対策工事 袖ケ浦2-5-1
谷津公民館　　1、2階男子トイレ改修工事 谷津4-7-10
袖ケ浦公民館　2階和室雨漏り改修工事 袖ケ浦2-5-1
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

中学校大規模改造事業
①第四中学校 東習志野3-4-3
屋内運動場屋根防水他改修工事
新館校舎第Ⅱ期大規模改修工事（機械設備工事）
新館校舎第Ⅱ期大規模改修工事（電気設備工事）
新館校舎第Ⅱ期大規模改修工事（ガス設備工事）
②第六中学校 屋敷2-17-7
第Ⅱ期便所改修工事（建築工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（機械設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（電気設備工事） 平成30年度より繰越明許
第Ⅱ期便所改修工事（ガス設備工事） 平成30年度より繰越明許
高等学校教育振興費 東習志野1-2-1
コントラバスクラリネット
体操場ピット用ウレタンマット
高等学校施設整備事業 東習志野1-2-1
普通教室棟外部改修他工事
消防点検指摘事項改修工事
ソフトボール場防災倉庫移設工事
ソフトボール場北東側防球ネット設置工事
文化部部室棟床改修工事
調理室給湯器・2口ビルトインコンロ取替工事
第二グラウンド部室前ケーブル切廻工事（架空配線工事）

第二グラウンド室内練習場解体工事
第二グラウンド室内練習場解体に係る地中障害撤去工事

第二グラウンド室内練習場解体に係る地中障害撤去に伴う追加工事

第二グラウンド室内練習場解体に伴う水道管移設工事

第一体育館トイレ排水管改修工事
ＬＬ教室床改修他工事
茜浜残土防塵シート設置工事
社会教育施設運営費
ゆうゆう館　倉庫撤去他工事 本大久保3-2-1
旧大沢家住宅等維持管理費 藤崎1-14-43
森林公園旧大沢家住宅ポンプ小屋基礎工事
旧大沢家住宅ポンプ配管敷設工事
旧大沢家住宅消火栓配管改修工事
旧大沢家住宅消火ポンプ小屋設置工事
旧大沢家住宅消火ポンプ設置工事
旧大沢家住宅消火栓ポンプ取替工事（電気設備工事）

旧鴇田家住宅維持管理費 実籾2-24-1
旧鴇田家住宅放水銃用開閉ボールコック交換工事
習志野文化ホール運営費 谷津1-16-1
屋上防水不良個所補修工事
大規模改修工事・復旧工事に伴う借入金元金分
大規模改修工事・復旧工事に伴う借入金支払利息分

公民館施設整備事業
袖ケ浦公民館　空調機器設備更新工事 袖ケ浦2-5-1
袖ケ浦公民館　空調機器設備更新工事(ガス設備工事） 袖ケ浦2-5-1
袖ケ浦公民館　冷温水配管組換え工事 袖ケ浦2-5-1
袖ケ浦公民館　駐車場安全対策工事 袖ケ浦2-5-1
谷津公民館　　1、2階男子トイレ改修工事 谷津4-7-10
袖ケ浦公民館　2階和室雨漏り改修工事 袖ケ浦2-5-1
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普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

図書館施設整備事業
図書館情報システムネットワーク等切替作業委託 本大久保3-8-19 他

藤崎図書館　エレベーター電動機交換工事 藤崎6-20-11
習志野市生涯学習複合施設　図書館情報システム用LAN配線工事 本大久保3-8-19
習志野市生涯学習複合施設（中央図書館）　図書館情報システム光回線・VPN構築工事 本大久保3-8-19

10.6.6　　　 少年自然の家管理運営費 君津市鹿野山常緑平731

貨物自動車
10.6.6　　　 少年自然の家施設整備事業 君津市鹿野山常緑平731

食堂電気工事（動力引き込み）
食堂エアコン取付工事
浴室屋根防水シート張替工事
2階・3階・4階ベランダ手摺下部等コア抜き工事
テントサイトの復旧工事
自動火災報知設備及び避難誘導灯取替工事
1階下足室・2階標本展示ホール及び体育館入口等天井張替工事

1階・2階・3階・4階コンセント・照明器具・ファンコイル等一部漏電工事

青年の家施設整備事業 富士吉田市上吉田4443

非常用照明器具蓄電池交換工事
大久保地区複合施設管理運営費 本大久保3-8-19
大久保中央公園パークゴルフ場出入口階段補修工事
大久保中央公園災害復旧工事（パークゴルフ場芝生張替工事）

大久保中央公園災害復旧工事（パークゴルフ場外周柵復旧工事）

大久保中央公園パークゴルフ場電気設備工事
社会体育事務費 東習志野3-4-5
東部体育館事務所ネット増幅器交換工事
体育施設整備事業
秋津総合運動公園高圧ケーブル改修工事設計業務委託

秋津テニスコート照明塔監視操作盤改修工事 秋津5-20-2
秋津テニスコート（Dコート）人工芝全面張替工事 秋津5-20-2
袖ケ浦体育館非構造部材等改修工事（電気設備工事） 袖ケ浦5-1-1 令和2年度へ一部繰越明許
袖ケ浦体育館非構造部材等改修工事（建築工事） 袖ケ浦5-1-1 令和2年度へ一部繰越明許

東部体育館男子ロッカー室空調機設置工事 東習志野3-4-5

茜浜近隣公園北側倒木撤去工事 茜浜1-3
秋津サッカー場　散水ポンプ交換工事 秋津3-7-3
秋津テニスコート　屋外汚水桝改修工事 秋津5-20-2
秋津テニスコート　クラブハウス女子便所改修工事 秋津5-20-2

東部体育館非常用発電機改修工事 東習志野3-4-5

東部体育館体操器具（鉄棒・段違い平行棒） 東習志野3-4-5
給食センター施設整備・維持管理運営事業 芝園2-5-2
施設整備に係る対価（サービス対価B）
旧給食センター解体事業 津田沼3-14-16
旧学校給食センター解体工事設計業務委託
単独校給食運営費
谷津小学校給食室給湯器増設工事 谷津5-1-32
食器洗浄機（第三中） 袖ケ浦4-3-1
温水ボイラー（大久保東小） 大久保2-12-1
谷津小学校給食備品整備事業
真空冷却機 谷津5-1-32

- 410 -



教育委員会事務局 教育委員会事務局

普通建設事業等の概要 （単位：円）

国 庫 支 出 金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
支出科目 施 工 箇 所 決 算 額事　　　　業　　　　名 事業概要

左 の 財 源 内 訳

図書館施設整備事業
図書館情報システムネットワーク等切替作業委託 本大久保3-8-19 他

藤崎図書館　エレベーター電動機交換工事 藤崎6-20-11
習志野市生涯学習複合施設　図書館情報システム用LAN配線工事 本大久保3-8-19
習志野市生涯学習複合施設（中央図書館）　図書館情報システム光回線・VPN構築工事 本大久保3-8-19

10.6.6　　　 少年自然の家管理運営費 君津市鹿野山常緑平731

貨物自動車
10.6.6　　　 少年自然の家施設整備事業 君津市鹿野山常緑平731

食堂電気工事（動力引き込み）
食堂エアコン取付工事
浴室屋根防水シート張替工事
2階・3階・4階ベランダ手摺下部等コア抜き工事
テントサイトの復旧工事
自動火災報知設備及び避難誘導灯取替工事
1階下足室・2階標本展示ホール及び体育館入口等天井張替工事

1階・2階・3階・4階コンセント・照明器具・ファンコイル等一部漏電工事

青年の家施設整備事業 富士吉田市上吉田4443

非常用照明器具蓄電池交換工事
大久保地区複合施設管理運営費 本大久保3-8-19
大久保中央公園パークゴルフ場出入口階段補修工事
大久保中央公園災害復旧工事（パークゴルフ場芝生張替工事）

大久保中央公園災害復旧工事（パークゴルフ場外周柵復旧工事）

大久保中央公園パークゴルフ場電気設備工事
社会体育事務費 東習志野3-4-5
東部体育館事務所ネット増幅器交換工事
体育施設整備事業
秋津総合運動公園高圧ケーブル改修工事設計業務委託

秋津テニスコート照明塔監視操作盤改修工事 秋津5-20-2
秋津テニスコート（Dコート）人工芝全面張替工事 秋津5-20-2
袖ケ浦体育館非構造部材等改修工事（電気設備工事） 袖ケ浦5-1-1 令和2年度へ一部繰越明許
袖ケ浦体育館非構造部材等改修工事（建築工事） 袖ケ浦5-1-1 令和2年度へ一部繰越明許

東部体育館男子ロッカー室空調機設置工事 東習志野3-4-5

茜浜近隣公園北側倒木撤去工事 茜浜1-3
秋津サッカー場　散水ポンプ交換工事 秋津3-7-3
秋津テニスコート　屋外汚水桝改修工事 秋津5-20-2
秋津テニスコート　クラブハウス女子便所改修工事 秋津5-20-2

東部体育館非常用発電機改修工事 東習志野3-4-5

東部体育館体操器具（鉄棒・段違い平行棒） 東習志野3-4-5
給食センター施設整備・維持管理運営事業 芝園2-5-2
施設整備に係る対価（サービス対価B）
旧給食センター解体事業 津田沼3-14-16
旧学校給食センター解体工事設計業務委託
単独校給食運営費
谷津小学校給食室給湯器増設工事 谷津5-1-32
食器洗浄機（第三中） 袖ケ浦4-3-1
温水ボイラー（大久保東小） 大久保2-12-1
谷津小学校給食備品整備事業
真空冷却機 谷津5-1-32
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

学校教育課 入学準備金貸付事業

入学準備金貸付利子

補給金

対象者 人 入学準備金の融資を受けた人に対し、その貸付利子相当額を全額利子補給しました。

指導課 特別支援教育推進

事業

習志野市特別支援教

育研究連盟補助金）

習志野市特別支援教育研究連盟

理事長 荒井 英治

障がいのある児童生徒に対して教育と福祉の向上に努め、それらの児童生徒に関する教育学的、

心理学的研究を促進し、あわせて一般社会への啓発にも努めました。

総合教育

センター 総合教育センター

調査研修事業

小中学校教員短期

派遣研修補助金

第四中学校

教諭 桒原 美和

藤崎小学校

教諭 金丸 直樹

第二中学校

教諭 中山 剛

それぞれ研究課題を設定し、県外や県内の研究先進校に行き研究を深めました。

小学校教諭 人

中学校教諭 人

社会教育課

生涯学習推進事業

（習志野市ＰＴＡ

連絡協議会活動費

補助金）

習志野市ＰＴＡ連絡協議会

会長 佐々木 秀一

１．研修会の開催及び参加

・ＰＴＡ広報紙コンク－ル審査

・習志野市ＰＴＡ連絡協議会研修大会

２．委員会活動

・ＰＴＡバレーボール委員会

バレーボール市内大会、バレーボール親善大会を開催しました。

３．各種行事への参加協力

４．その他、情報提供などＰＴＡに対する援助、市全体としての教育環境の改善等に取り組みました。

社会教育課

習志野市芸術文化協会

活動助成費

習志野市芸術文化

協会活動費補助金

習志野市芸術文化協会

会長 山本 文男

芸術祭、他各種事業の実施及び市民文化祭への参加を通じて、市民文化の向上に寄与しました。

１．研修会の開催及び参加

総会、研修会、交流会

２．芸術祭

３．市民まつり参加

４．習志野市美術展覧会 市展 出点数： 点

来場者数： 人

５．歳末チャリティーバザー

６．市民文化祭

７．第九演奏会 入場者数： 人

８．広報活動 年 回会報発行（ ）
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

学校教育課 入学準備金貸付事業

入学準備金貸付利子

補給金

対象者 人 入学準備金の融資を受けた人に対し、その貸付利子相当額を全額利子補給しました。

指導課 特別支援教育推進

事業

習志野市特別支援教

育研究連盟補助金）

習志野市特別支援教育研究連盟

理事長 荒井 英治

障がいのある児童生徒に対して教育と福祉の向上に努め、それらの児童生徒に関する教育学的、

心理学的研究を促進し、あわせて一般社会への啓発にも努めました。

総合教育

センター 総合教育センター

調査研修事業

小中学校教員短期

派遣研修補助金

第四中学校

教諭 桒原 美和

藤崎小学校

教諭 金丸 直樹

第二中学校

教諭 中山 剛

それぞれ研究課題を設定し、県外や県内の研究先進校に行き研究を深めました。

小学校教諭 人

中学校教諭 人

社会教育課

生涯学習推進事業

（習志野市ＰＴＡ

連絡協議会活動費

補助金）

習志野市ＰＴＡ連絡協議会

会長 佐々木 秀一

１．研修会の開催及び参加

・ＰＴＡ広報紙コンク－ル審査

・習志野市ＰＴＡ連絡協議会研修大会

２．委員会活動

・ＰＴＡバレーボール委員会

バレーボール市内大会、バレーボール親善大会を開催しました。

３．各種行事への参加協力

４．その他、情報提供などＰＴＡに対する援助、市全体としての教育環境の改善等に取り組みました。

社会教育課

習志野市芸術文化協会

活動助成費

習志野市芸術文化

協会活動費補助金

習志野市芸術文化協会

会長 山本 文男

芸術祭、他各種事業の実施及び市民文化祭への参加を通じて、市民文化の向上に寄与しました。

１．研修会の開催及び参加

総会、研修会、交流会

２．芸術祭

３．市民まつり参加

４．習志野市美術展覧会 市展 出点数： 点

来場者数： 人

５．歳末チャリティーバザー

６．市民文化祭

７．第九演奏会 入場者数： 人

８．広報活動 年 回会報発行（ ）
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

ソ

ー

セ

ー

ジ

＆

ビ

ー

ル

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

習

志

野

市

民

カ

レ

ッ

ジ

公

開

講

座

へ

の

支

援

第

回

世

界

女

子

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

社会教育課

習志野文化ホール

助成費

習志野文化ホール

運営費等補助金

（公財）習志野文化ホ－ル

理事長 植松 榮人

公財 習志野文化ホールは、各種催物を通じて、芸術文化の振興を図りました。

自主事業

催 物 名 入場者数 催 物 名 入場者数

江原啓之のヒーリングタイム 人
だいすけお兄さんの世界迷作劇場

～
人

習志野文化ホール特別企画／横川晴児プ

ロデュース サロン・コンサート オ

ン・ステージ 東京トリオ・ダンシュ

人
工藤静香

私とピアノ ～ ～
人

青島広志＋千葉交響楽団ファミリー

コンサート オーケストラで世界旅

行

人
習志野シンフォニエッタ千葉

第 回演奏会
人

椎名雄一郎 パイプオルガンリサイタ

ル 「バッハ オルガンの世界」
人

習志野寄席 二人会

「三遊亭円楽 林家たい平」
人

県民芸術劇場

第 回習志野第九演奏会
人

習志野シンフォニエッタ千葉

第 回演奏会
人

モリシアホール利用状況

開館日数 日 使用日数 日 使用件数 件 入場者数 人
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

ソ

ー

セ

ー

ジ

＆

ビ

ー

ル

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

習

志

野

市

民

カ

レ

ッ

ジ

公

開

講

座

へ

の

支

援

第

回

世

界

女

子

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

社会教育課

習志野文化ホール

助成費

習志野文化ホール

運営費等補助金

（公財）習志野文化ホ－ル

理事長 植松 榮人

公財 習志野文化ホールは、各種催物を通じて、芸術文化の振興を図りました。

自主事業

催 物 名 入場者数 催 物 名 入場者数

江原啓之のヒーリングタイム 人
だいすけお兄さんの世界迷作劇場

～
人

習志野文化ホール特別企画／横川晴児プ

ロデュース サロン・コンサート オ

ン・ステージ 東京トリオ・ダンシュ

人
工藤静香

私とピアノ ～ ～
人

青島広志＋千葉交響楽団ファミリー

コンサート オーケストラで世界旅

行

人
習志野シンフォニエッタ千葉

第 回演奏会
人

椎名雄一郎 パイプオルガンリサイタ

ル 「バッハ オルガンの世界」
人

習志野寄席 二人会

「三遊亭円楽 林家たい平」
人

県民芸術劇場

第 回習志野第九演奏会
人

習志野シンフォニエッタ千葉

第 回演奏会
人

モリシアホール利用状況

開館日数 日 使用日数 日 使用件数 件 入場者数 人
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

社会教育課 青少年健全育成事業

（習志野市青少年相談

員活動費補助金）

習志野市青少年相談員

連絡協議会

会長 中台 雅之

毎月 回開催の理事会をはじめ、青少年健全育成のために下記の事業を実施したほか、市民まつり

子ども広場への参加等、青少年行事を通して青少年の健全育成に寄与しました。

・おもしろ体験クラブ

場所：科学技術館、プラッツ習志野 他 参加人数（子ども及び相談員他） 延べ 人

・すぽーつゆきがっせん

会場：東部体育館 参加人数（子ども及び相談員他） 人

（習志野市子ども会育

成会連絡協議会活動費

補助金）

習志野市子ども会育成会

連絡協議会

会長 加川 美奈子

１．夏期キャンプの実施

期 間 月 日～ 月 日

場 所 富士吉田青年の家

参加者 子ども会員及び育成者他 人

内 容 テント宿泊、富士登山、サイクリング、マスつかみ等

２．市民まつり子ども広場への参加

３．その他、市内の子ども会活動の発展に寄与し、育成会員の資質の向上を図りました。

（習志野リーダースク

ラブ活動費補助金）
習志野リーダースクラブ

クラブ長 井川 楓

１．夏期子ども会キャンプ技術指導

期 間 月 日～ 月 日

場 所 富士吉田青年の家

参加者 リーダースクラブ員（延べ 人）

内 容 子ども会キャンプにおけるレクリエ－ション、生活等の指導

２．市民まつり子ども広場への支援、協力

３．青少年育成団体の要請によるレクリエーション等への支援、協力

４．その他、研修会への参加によるクラブ員の資質の向上
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

社会教育課 青少年健全育成事業

（習志野市青少年相談

員活動費補助金）

習志野市青少年相談員

連絡協議会

会長 中台 雅之

毎月 回開催の理事会をはじめ、青少年健全育成のために下記の事業を実施したほか、市民まつり

子ども広場への参加等、青少年行事を通して青少年の健全育成に寄与しました。

・おもしろ体験クラブ

場所：科学技術館、プラッツ習志野 他 参加人数（子ども及び相談員他） 延べ 人

・すぽーつゆきがっせん

会場：東部体育館 参加人数（子ども及び相談員他） 人

（習志野市子ども会育

成会連絡協議会活動費

補助金）

習志野市子ども会育成会

連絡協議会

会長 加川 美奈子

１．夏期キャンプの実施

期 間 月 日～ 月 日

場 所 富士吉田青年の家

参加者 子ども会員及び育成者他 人

内 容 テント宿泊、富士登山、サイクリング、マスつかみ等

２．市民まつり子ども広場への参加

３．その他、市内の子ども会活動の発展に寄与し、育成会員の資質の向上を図りました。

（習志野リーダースク

ラブ活動費補助金）
習志野リーダースクラブ

クラブ長 井川 楓

１．夏期子ども会キャンプ技術指導

期 間 月 日～ 月 日

場 所 富士吉田青年の家

参加者 リーダースクラブ員（延べ 人）

内 容 子ども会キャンプにおけるレクリエ－ション、生活等の指導

２．市民まつり子ども広場への支援、協力

３．青少年育成団体の要請によるレクリエーション等への支援、協力

４．その他、研修会への参加によるクラブ員の資質の向上
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

青少年

センター

青少年相談指導事業

（習志野市中学校区青

少年健全育成連絡協議

会活動費補助金）

一中学区青少年健全育成

連絡協議会

会長 田久保 浩一 他 団体

１．青少年の健全育成を推進し、学校・家庭・地域社会の連携を密にして、青少年を非行から守る

ため、夜間の地域パトロ－ル及び環境浄化等の活動を実施しました。

２．中学校区青少年健全育成連絡協議会代表者会議

市内各中学校区青少年健全育成連絡協議会代表等による会議であり、各地域の活動交流や研修

等により、地域活動の効果的推進を行いました。

・第 回 月 日

・第 回 月 日

・標語審査、青少年健全育成標語の最優秀賞、優秀賞、優良賞の選出

・習志野市青少年健全育成標語コンクール展 月 日～ 日（市庁舎１階展示スペース及び

Ｇ階市民協働スペース）

・第 回 月 日

上記の事業を実施し、学区を越えた市全体の組織的な取組みで、青少年の健全育成、非行防止に

努めました。

（習志野市青少年補導

委員連絡協議会活動費

補助金）

習志野市青少年補導委員

連絡協議会

会長 松濱 幸子

１．千葉県青少年補導員連絡協議会代議員総会

月 日 市川市生涯学習センター：役員 名、代議員 名参加

２．千葉県青少年補導（委）員大会

月 日 我孫子市： 名参加

千葉県下の青少年補導（委）員が一堂に会し、研修や情報交換を行い資質の向上と相互の連

帯を強め、青少年の健全育成の推進を図りました。

３．広報「あゆみ」・連協だより 各年 回発行

４．理事会・役員会・学区会議 月 回程度開催

５．「少年の日」ポスター展 月 日～ 日 市庁舎１階展示スペース及びＧ階市民協働ス

ペースにて展示しました。

上記の事業を実施し、社会環境の浄化と青少年の非行防止活動を行いました。

指導課 学校体育推進事業

習志野市小中学校

体育連盟補助金

習志野市小中学校体育連盟

会長 加藤 孝順

市内小中学校児童・生徒の健康増進と各競技技術の向上を目指し、次の大会を開催しました。

・小学校体育大会（ 競技）・中学校総合体育大会（ 競技）・中学校新人体育大会（ 競技）

・特連スポーツ交歓会・学校体育研究会
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

青少年

センター

青少年相談指導事業

（習志野市中学校区青

少年健全育成連絡協議

会活動費補助金）

一中学区青少年健全育成

連絡協議会

会長 田久保 浩一 他 団体

１．青少年の健全育成を推進し、学校・家庭・地域社会の連携を密にして、青少年を非行から守る

ため、夜間の地域パトロ－ル及び環境浄化等の活動を実施しました。

２．中学校区青少年健全育成連絡協議会代表者会議

市内各中学校区青少年健全育成連絡協議会代表等による会議であり、各地域の活動交流や研修

等により、地域活動の効果的推進を行いました。

・第 回 月 日

・第 回 月 日

・標語審査、青少年健全育成標語の最優秀賞、優秀賞、優良賞の選出

・習志野市青少年健全育成標語コンクール展 月 日～ 日（市庁舎１階展示スペース及び

Ｇ階市民協働スペース）

・第 回 月 日

上記の事業を実施し、学区を越えた市全体の組織的な取組みで、青少年の健全育成、非行防止に

努めました。

（習志野市青少年補導

委員連絡協議会活動費

補助金）

習志野市青少年補導委員

連絡協議会

会長 松濱 幸子

１．千葉県青少年補導員連絡協議会代議員総会

月 日 市川市生涯学習センター：役員 名、代議員 名参加

２．千葉県青少年補導（委）員大会

月 日 我孫子市： 名参加

千葉県下の青少年補導（委）員が一堂に会し、研修や情報交換を行い資質の向上と相互の連

帯を強め、青少年の健全育成の推進を図りました。

３．広報「あゆみ」・連協だより 各年 回発行

４．理事会・役員会・学区会議 月 回程度開催

５．「少年の日」ポスター展 月 日～ 日 市庁舎１階展示スペース及びＧ階市民協働ス

ペースにて展示しました。

上記の事業を実施し、社会環境の浄化と青少年の非行防止活動を行いました。

指導課 学校体育推進事業

習志野市小中学校

体育連盟補助金

習志野市小中学校体育連盟

会長 加藤 孝順

市内小中学校児童・生徒の健康増進と各競技技術の向上を目指し、次の大会を開催しました。

・小学校体育大会（ 競技）・中学校総合体育大会（ 競技）・中学校新人体育大会（ 競技）

・特連スポーツ交歓会・学校体育研究会
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

生涯スポーツ課

習志野市体育協会

活動費補助事業

習志野市体育協会活

動費補助金）

習志野市体育協会

会長 池田 博

スポーツの普及・振興及び競技力の向上を目的に、傘下 団体の育成指導、連絡調整を図りま

した。

・第 回市民総合体育大会の開催

競技種目数： 種目 参加人数： 人

・第 回千葉県民体育大会への役員及び選手の派遣

競技種目数： 種目 派遣団人数： 人

スポーツ振興協会

運営費補助事業

公益財団法人習志野

市スポーツ振興協会運

営費等補助金）

公財 習志野市スポーツ振興

協会

理事長 酒井 薫

市内社会体育施設の管理、運営を実施したほか、『一市民、一スポ－ツ』の普及拡大のため各種

スポーツ教室を開催するなど、広く市民のスポ－ツ振興に寄与しました。
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教育委員会事務局 教育委員会事務局

補助金の概要 （単位：円）

支出科目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

生涯スポーツ課

習志野市体育協会

活動費補助事業

習志野市体育協会活

動費補助金）

習志野市体育協会

会長 池田 博

スポーツの普及・振興及び競技力の向上を目的に、傘下 団体の育成指導、連絡調整を図りま

した。

・第 回市民総合体育大会の開催

競技種目数： 種目 参加人数： 人

・第 回千葉県民体育大会への役員及び選手の派遣

競技種目数： 種目 派遣団人数： 人

スポーツ振興協会

運営費補助事業

公益財団法人習志野

市スポーツ振興協会運

営費等補助金）

公財 習志野市スポーツ振興

協会

理事長 酒井 薫

市内社会体育施設の管理、運営を実施したほか、『一市民、一スポ－ツ』の普及拡大のため各種

スポーツ教室を開催するなど、広く市民のスポ－ツ振興に寄与しました。
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第二章 令和元年度特別会計決算の分析





１．国民健康保険特別会計



国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名称） 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 決 算 額
歳入
歳出

担 当 主 管 国 保 年 金 課

１．国保加入状況

各年度３月末現在

区 分
住民基本台帳 国保加入者 加入者伸率 国保加入率

世帯数 人口 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数

平成 年度

世帯 人 世帯 人 ％

△

％

△

％ ％

平成 年度 △ △

令和元年度 △ △

２．年間平均被保険者数等の内訳状況

年間平均値

区 分

令和元年度 平成 年度 平成 年度

被保険者 構 成 被保険者 構 成

割 合

被保険

者 数

構 成

割 合人 数 伸 率 割 合 人 数 伸 率

一般被保険者
人 ％

△

％ 人 ％

△

％ 人 ％

退職被

保険者等

本 人 △ △

被扶養者 皆減 △

小 計 △ △

総 人 数 △ △

総 世 帯 数

世帯

△

世帯

△

世帯

３．被保険者の異動状況 令和元年度中の人数

（単位：人）

事 由
転入

転出

社保離脱

・加入

生保廃止

・開始

出生

死亡

後期高齢者

離脱・加入
その他 計

加 入

脱 退

差 引 △ △ △ △ △
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国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

４．経理状況

歳 入 単位：円

区 分

科 目

令和元年度

決算額

平成 年度

決算額

前 年 度 比 構成比

％差 額 伸率 ％

保

険

料

一 般 被 保 険 者 分 △ △

退職被保険者等分 △ △

小 計 △ △

国 庫 支 出 金

県

支

出

金

保険給付費等交付金
（ 普 通 交 付 金 ） △ △

保険給付費等交付金
（ 特 別 交 付 金 ）

健 康 増 進 事 業 費
補 助 金

そ の 他 △ 皆減

小 計 △ △

財 産 運 用 収 入

一
般
会
計
繰
入
金

保 険 基 盤 安 定
繰 入 金 △ △

職 員 給 与 費 等
繰 入 金 △ △

出産育児一時金等
繰 入 金
財 政 安 定 化 支 援
事 業 繰 入 金

そ の 他 ―

小 計 △ △

繰 越 金 △ △

諸 収 入 △ △

療 養 給 付 費 等 交 付 金 △ 皆減

合 計 △ △
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国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

歳 出 単位：円

区 分

科 目
令和元年度

決算額

平成 年度

決算額

前 年 度 比 構成比

％差 額 伸率 ％

歳

出

総 務 費

保

険

給

付

費

一

般

被

保

険

者

療 養 給 付 費 △45,984,988 △0.6

療 養 費 △ △

高 額 療 養 費

高額介護合算療養費

移 送 費 △ 皆減

小 計 △ △0.4

退

職

被

保

険

者

等

療 養 給 付 費 △ △

療 養 費 △ △

高 額 療 養 費 △ △

高額介護合算療養費 ―

移 送 費 ―

小 計 △ △

審 査 支 払 手 数 料 △721,940 △3.5

出 産 育 児 諸 費

葬 祭 諸 費

計 △ △

国 民 健 康 保 険
事 業 費 納 付 金

△42,321,446 △

共 同 事 業 拠 出 金 △ △

保 健 事 業 費 △7,567,372 △5.8

基 金 積 立 金

諸 支 出 金 △181,064,292 △92.9

合 計 △ △

歳 入 歳 出 差 引 額 △ △
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国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

５ 総医療費

区 分
医療費費用額 単位：千円 一人当たり費用額 単位：円

令和元年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 平成 年度 平成 年度

一般被保険者

退 職 者 等

全 体

６．総医療費費用額負担区分

区 分
年間平均該当

人 数 人

件 数

件

費 用 額

千円

保険者負担額

千円

公費負担額

千円

患者負担分

千円

一般被保険者

退 職 者 等

全 体

７．診療諸率

区 分
受診率（件） 件当たりの診療日数 日

令和元年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 平成 年度 平成 年度

一般被保険者

退 職 者 等

全 体

※受診率とは年間受診件数を年間平均被保険者数で除したものであり、 人当たりの受診件数

８．任意給付の状況

区 分

給 付 件 数 出生率、死亡率

令和元年度 平成 年度 平成 年度 令和

元年度

平成

年度

平成

年度件 数 支給単価 件 数 支給単価 件 数 支給単価

出産育児一時金
件

件

万 千円

万円

件

件

万 千円

万円

件

件

万 千円

万円
‰ ‰ ‰

葬 祭 費 件 万円 件 万円 件 万円 ‰ ‰ ‰

※出産育児一時金の支給額は、出産１件につき４０万４千円ですが、産科医療保障制度に加入

している医療機関で出産した場合は１万６千円を加算し４２万円となります。

※出生率、死亡率は給付件数を年間平均被保険者数で除したもので、単位はパーミル（千分

率）

- 428 - - 429 -



国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

９．保険料

（現年度分決算額の推移）

（単位：千円）

区 分

令和元年度 平成 年度 平成 年度

金額
伸率

（ ）
金額

伸率

（ ）
金額

伸率

（ ）

国民健康保険料（現年度分） △ △ △

内
訳

一 般 被 保 険 者 分 △ △ △

（医療分） △ △ △

（支援金分） △ △ △

（介護分） △ △

退 職 被 保 険 者 等 分 △ △ △

（医療分） △ △ △

（支援金分） △ △ △

（介護分） △ △ △

（保険料率等）

区 分 令和元年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

医療分

所得割 ％ ％ ％ ％

均等割 円 円 円 円

平等割 円 円 円 円

限度額 円 円 円 円

支援金分

所得割 ％ ％ ％ ％

均等割 円 円 円 円

限度額 円 円 円 円

介護分

所得割 ％ ％ ％ ％

均等割 円 円 円 円

限度額 円 円 円 円
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国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

（収納率の推移）

【現年度分】

区 分 令和元年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

一般被保険者分 ％ ％ ％ ％

退職被保険者等分 ％ ％ ％ ％

合 計 ％ ％ ％ ％

【滞納繰越分】

区 分 令和元年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

一般被保険者分 ％ ％ ％ ％

退職被保険者等分 ％ ％ ％ ％

合 計 ％ ％ ％ ％

【全体】

区 分 令和元年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

一般被保険者分 ％ ％ ％ ％

退職被保険者等分 ％ ％ ％ ％

合 計 ％ ％ ％ ％

１０．令和元年度滞納処分状況 財産別差押件数

     （単位：件）

対 象 財 産

税 目

給与 生命保険 預貯金
その他

債権等
不動産 合計

国民健康保険料

１１．令和元年度執行停止状況

（単位：件）

令和元年度 平成 年度
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国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

１２．特定健康診査等事業

（特定健康診査事業）

習志野市国民健康保険に加入している４０～７４歳までの人を対象にメタボリックシンド

ローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査を実施。

６，８１１人

（特定保健指導事業）

特定健康診査の結果により、特定保健指導対象者の振り分けを行い、メタボリックシンド

ロームのリスクが高く、生活習慣改善の必要がある人へ３～６か月間の特定保健指導を実施。

実施方法は、習志野市医師会委託による動機付け支援・積極的支援、民間委託による積極

的支援、セミナー方式による動機付け支援、個別面接による動機付け支援を実施。

・動機付け支援：初回面接及び３か月以上経過後の評価面接を実施

・積極的支援：初回面接、２～６回目面接及び３か月以上経過後の評価面接を実施

令和元年度の実績について

（１）習志野市医師会委託による特定保健指導 （単位：人）

動機付け支援
初 回 ３５

評 価 ４０ （１９）

積極的支援

初 回 ９

２回目 ８ （１）

３回目 ９ （２）

４回目 １１ （４）

５回目 １０ （４）

６回目 １１ （５）

評 価 １１ （５）

（２）民間委託による特定保健指導 （単位：人）

積極的支援

＜げん活プラン＞

初 回 ２９

評 価 ２７ （５）

通知・勧奨 １２２

（３）セミナーによる特定保健指導 （単位：人）

動機付け支援

＜おなかスッキリ塾＞

初 回 ２９

評 価 ６０ （３１）

（４）個別面接による特定保健指導 （単位：人）

動機付け支援
初 回 ２４

評 価 ２４ （６）

※（ ）内は、実施者数のうち平成３０年度の特定健康診査で保健指導の対象となり、

初回を平成３０年度に実施し、令和元年度継続して保健指導を実施した者
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国民健康保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

１３．保健事業概要

（人間ドック助成事業）

【助成対象者】

１．３０歳以上７４歳以下の被保険者

２．受検年度の９月末日以前から習志野市国保に継続して加入している被保険者

３．国民健康保険料を完納している世帯に属する被保険者

４．当該年度内に習志野市特定健康診査を受診していない人

【助成額】受検費用の７割を助成。ただし、年齢により限度額が異なる。

１．３０歳～６４歳の限度額 ２５，０００円

（検査医療機関が異なる場合は、内科２１，５００円、眼科３，５００円）

２．６５歳～７４歳の限度額 ３０，０００円

（検査医療機関が異なる場合は、内科２６，０００円、眼科４，０００円）

【受検者年齢別構成比】 単位：人

区 分
男 女 計

助成額合計

円

構成比％ 構成比％ 構成比％

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

計

（前年度 人、 円）

（個別健康相談事業）

・糖尿病発症予防及び重症化予防健康相談事業

特定健康診査の結果により、糖尿病発症リスクの高い人に、生活習慣改善や医療を継続

することの必要性についての健康相談（面接・訪問・電話等）を実施

対象者：１０５人 実施人数：６３人

・慢性腎不全予防健康相談事業（委託）

特定健康診査の結果により、腎症の重症化予防の効果が期待される人に、医療機関と

連携した半年間のプログラム（電話や面接）を実施

対象者：１０１人 参加者：２２人 終了者：２１人

なお、過去の事業参加者２５人に継続して電話・訪問等による相談を実施

・血圧の受診勧奨

特定健康診査の結果により、血圧の値が受診勧奨域の人に、医療機関への受診勧奨を

含めた生活習慣の改善の必要性についての電話相談を実施

対象者：１４３人 勧奨人数：１１２人
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２．介護保険特別会計



介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） 介 護 保 険 特 別 会 計 歳入決算額

担 当 主 管 介 護 保 険 課 ・ 税 制 課

介護保険は、市町村が保険者となり、４０歳以上の全員が加入して保険料を納め、介護が必要な高齢者等

を社会全体で支える制度です。

【介護保険歳入概要】

１．経理状況（歳入） （単位：円）

区分

科目
令和元年度 構成比 平成３０年度 差引

介護保険料 ％ △

国

庫

支

出

金

国庫負担金 ％

国庫補助金 ％

小 計 ％

支払基金交付金 ％

県支出金 ％

財産収入 ％

繰

入

金

一般会計繰入金 ％

基金繰入金 ％

小 計 ％

繰越金 ％

諸

収

入

延滞金、

加算金及び過料 ％ △

市預金利子 ％

雑入 ％

小 計 ％

歳 入 合 計 ％
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

２．介護保険料決算状況

（１）現年度分

令和元年度 平成３０年度

特別徴収 普通徴収 特別徴収 普通徴収

調定額（円）

収入済額（円）※

収納率（％）

割合（％）

合

計

調定額（円）

収入済額（円）※

収納率（％）

※ 収入済額には還付未済額を含む。

（２）滞納繰越分

令和元年度 平成３０年度

普通徴収 普通徴収

調定額（円）

収入済額（円）※

収納率（％）

※ 収入済額には還付未済額を含む。

（３）滞納処分の状況 財産別差押件数 （単位：件）

対象財産 給与 生命保険 預貯金 その他債権等 不動産 合計

令和元年度

平成３０年度

（４）滞納処分執行停止の状況 （単位：件）

令和元年度 平成３０年度
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

３．第１号被保険者（６５歳以上）の所得段階別保険料

第１号被保険者（６５歳以上）の保険料は、３年を単位とした事業計画期間ごとに設定することとされ

ています。

本市の第７期の保険料は、引き続き１６段階の多段階設定とし、また、第 ～第 段階は従来の５割の

公費負担とは別枠で公費を投入し基準額に対する割合を引き下げ、負担軽減をしております。

所得段階 対 象 者 令和元年度

第 段階

・生活保護受給者

・世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉年金受給者

・世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の公的年金等の収入金額とその

他の合計所得金額の合計額が 万円以下

円

（ 円）

第 段階
世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の公的年金等の収入金額とその他

の合計所得金額の合計額が 万円超 万円以下

円

円

第 段階
世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の公的年金等の収入金額とその他

の合計所得金額の合計額が 万円超

円

円

第 段階
世帯員に市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課税で、本人の

前年の公的年金等の収入金額とその他の合計所得金額の合計額が 万円以下
円

第 段階
世帯員に市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課税で、本人の

前年の公的年金等の収入金額とその他の合計所得金額の合計額が 万円超

円

基準額

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 万円未満 円

第 段階 本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が 万円以上 円

〇合計所得金額…年金、給与等の全所得の合計額で、所得控除を差し引く前の額

繰越控除を受けている場合は、その適用前の額

土地建物等の譲渡所得があった場合は、特別控除を差し引いた後の額

〇その他の合計所得金額…合計所得金額から公的年金等に係る雑所得を差し引いた額
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） 介 護 保 険 特 別 会 計 歳出決算額

担 当 主 管 介 護 保 険 課 ・ 高 齢 者 支 援 課

【保険給付の概要】

１．第１号被保険者数 （各年度 月末現在）

令和元年度 平成３０年度

第１号被保険者数 人 人

うち 歳以上 歳未満 人 人

うち 歳以上 歳未満 人 人

うち 歳以上 人 人

（再掲）外国人被保険者 人 人

（再掲）住所地特例被保険者 人 人

２．介護認定関係 （各年度 月末現在）

令和元年度 平成３０年度

介護保険認定申請受付件数 件 件

認定調査実施件数 件 件

介護認定審査会の審査件数 件 件

介護認定審査会 回実施 回実施

介護認定審査会委員数 名 名

合議体数 合議体 合議体

３．要介護（要支援）認定実人数 （各年度 月末現在）

区分 年度
第１号

被保険者

第１号被保険者内訳
第２号

被保険者
総数歳以上

歳未満
歳以上

要支援１
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

要支援２
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

要介護１
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

要介護２
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

要介護３
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

要介護４
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

要介護５
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

計
元 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

４．第１号被保険者に占める要介護（要支援）認定者の割合 （各年度 月末現在）

第１号被保険者数 要介護（要支援）認定者数 割 合

令和元年度 人 人 ％

平成３０年度 人 人 ％
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

５．居宅介護（介護予防）サービス受給者数 （厚生労働省への介護保険運営状況報告より抜粋）

区分 年度 第１号被保険者（人） 第２号被保険者（人） 総数（人）

要支援１
元

要支援２
元

要介護１
元

要介護２
元

要介護３
元

要介護４
元

要介護５
元

計
元

６．地域密着型（介護予防）サービス受給者数 （厚生労働省への介護保険運営状況報告より抜粋）

区分 年度 第１号被保険者（人） 第２号被保険者（人） 総数（人）

要支援１
元

要支援２
元

要介護１
元

要介護２
元

要介護３
元

要介護４
元

要介護５
元

計
元

７．施設介護サービス受給者数 （厚生労働省への介護保険運営状況報告より抜粋）

年度 第１号被保険者（人） 第２号被保険者（人） 総数

介護老人福祉施設
元

介護老人保健施設
元

介護療養型医療施設
元

介護医療院
元

計
元

※５～７とも平成 年度は平成 年 月～ 年 月、令和元年度は平成 年 月～令和 年 月の延べ受給者数
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

８．習志野市介護保険運営協議会の開催

介護保険の健全かつ円滑な運営を図るとともに、介護保険制度を総合的に推進するため、習志野市介護

保険運営協議会を開催しました。

第１回 開催日 令和元年７月１１日 木

議 題 【報告事項】

（１）習志野市光輝く高齢者未来計画２０１８（高齢者保健福祉計画・第７期介護

保険事業計画）における平成３０年度実績評価について

（２）高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画策定に係る実態調査について

（３）令和元年度地域包括支援センター（高齢者相談センター）事業計画及び収支

予算について

（４）低所得者の保険料軽減強化について

（５）地域密着型（介護予防）サービス事業者の指定等について

（６）居宅介護（介護予防）支援事業者の指定等について

第２回 開催日 令和元年１１月７日（木）

議 題 【審議事項】

（１）高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画策定に係る実態調査について

【報告事項】

（１）平成３０年度介護保険特別会計の決算状況について

（２）平成３０年度高齢者相談センターの決算状況について

（３）令和元年度高齢者相談センター第三者評価の実施について

（４）認知症初期集中支援チームの活動状況について

（５）介護予防・日常生活支援総合事業報酬単価改定について

（６）令和元年度保険者機能強化推進交付金について

（７）地域密着型（介護予防）サービス事業者の指定等について

（８）居宅介護支援事業者の指定等について

第３回 開催日 令和２年２月２７日（木）

議 題 【審議事項】

（１）令和２年度高齢者相談センター委託法人の承認について

（２）令和２年度高齢者相談センター運営方針について

（３）令和元年度地域密着型サービスの運営状況について

【報告事項】

（１）令和元年度高齢者相談センター第三者評価結果について

（２）習志野市光輝く高齢者未来計画２０１８（高齢者保健福祉計画・第７期介護保険

事業計画）における令和元年度中間評価について

（３）地域密着型サービス事業者の指定等について
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

９．市内介護サービス事業者指定状況

（１）在宅サービス （各年度 月末現在）

年 度

サービスの種類

令和元年度 平成３０年度

事業所数 事業所数

介 護 介護予防 介 護 介護予防

居宅介護支援

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

地域密着型通所介護 ― ―

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具貸与

特定福祉用具販売

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 ― ―

計

※休止中および一部医療機関は除く

（２）施設サービス （各年度 月末現在）

年 度 令和元年度 平成３０年度

区 分 施設数 定員 施設数 定員

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 人 人

地域密着型介護老人福祉施設 （ ） 人 （ ） 人

介護老人保健施設 人 人

計 人 人

※施設サービスのうち、地域密着型介護老人福祉施設数は介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

に含み、定員は外数としています。
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

１０．保険給付費のサービス種類別給付状況

（１）現物給付分

年 度 令和元年度 平成 年度

区 分 件数 件 給付額（円） 件数 件 給付額（円）

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具貸与

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

地域密着型通所介護

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護老人福祉施設

介護老人保健施設（特別療養費含）

介護療養型医療施設（特定診療費含）

介護医療院

居宅介護支援

計

（２）償還払い分

年 度 令和元年度 平成 年度

区 分 件数 給付額 件数 給付額

住 宅 改 修 費 件 円 件 円

福祉用具購入費 件 円 件 円

計 件 円 件 円

（３）高額介護サービス等費

年 度 令和元年度 平成 年度

件 数 件 件

給付額 円 円

※高額介護サービス等費は、高額医療合算介護サービス費等を含みます。

（４）特定入所者介護サービス費

年 度 令和元年度 平成 年度

件 数 件 件

給付額 円 円
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

【地域支援事業の概要】

介護が必要な状態にならないよう、状況に応じた予防対策を図るとともに、介護が必要な状態において

も、維持・改善を図りながら、地域で自立した生活を送れるように支援することを目的として「地域支援

事業」を実施しました。

（介護予防・生活支援サービス事業事務運営費）

介護予防・生活支援サービス事業を実施するにあたり、下記の事務を行いました。

（１） 高齢者支援課又は高齢者相談センターに相談のあった被保険者に対し、基本チェックリストを実施

しました。

令和元年度 平成３０年度

基本チェックリスト実施者数 ４４人 ８１人

基本チェックリスト該当者数 ４４人 ８１人

基本チェックリスト非該当者数 ０人 ０人

事業対象者数 １４８人 １５５人

（各年度３月３１日時点）

（２） 介護予防・生活支援サービス事業を実施する事業者の新規指定及び指定更新を行いました。

令和元年度 平成３０年度

指定介護予防訪問型サービス事業者数 ５２者 ４８者

指定介護予防通所型サービス事業者数 ６０者 ５８者

（各年度３月３１日時点）

（３）介護予防・生活支援サービス事業として、緩和した基準によるサービスを新設し、当該サービスを

実施する事業者の指定を行いました。

令和元年度 平成３０年度

指定生活援助訪問型サービス事業者数 ６者 ６者

指定運動機能向上ミニデイ型サービス事業者数 ２者 ２者

指定介護予防ミニデイ型サービス事業者数 １者 ０者

（各年度３月３１日時点）

（介護予防・生活支援サービス事業費負担事業）

（１）訪問型サービス事業費等

年 度 令和元年度 平成３０年度

区 分 件数 件 支給額 円 件数 件 支給額 円

訪問型サービス

通所型サービス

計

（２）高額総合事業サービス事業費等

年 度 令和元年度 平成３０年度

件 数 件

給付額 円

※高額総合事業サービス事業費等は、高額医療合算総合事業サービス事業費を含みます。
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主要な施策の概要 （単位：円）

（通所型短期集中予防サービス事業）

要支援者及び事業対象者に対して、要介護状態となることを予防し、運動器の機能と日常生活の活動

能力を向上させるためのプログラムを委託して実施しました。

・参加人数 ： 実人数 ３７人 延人数 ７５４人

（介護予防ケアマネジメント事業）

要支援者及び事業対象者に対して、介護予防及び日常生活支援を目的として、その心身の状況、置か

れている環境その他の状況に応じて、利用者の選択に基づき、介護予防・生活支援サービス事業などが

適切に提供されるよう介護予防ケアマネジメントを実施しました。

令和元年度 平成３０年度

介護予防ケアマネジメント実施延件数 ７，３７７件 ７ ５４６件

（介護予防把握事業）

（１）下記の方法において閉じこもり等何らかの支援を要する者の把握に努めました。

次に掲げる方法により実施。令和元年度における把握件数 ４２２件

① 本人・家族からの相談による把握

② 高齢者相談センター（地域包括支援センター）の総合相談支援業務との連携による把握

③ 要支援・要介護認定の担当課との連携による把握

④ 特定健康診査担当課との連携による把握

⑤ 医療・介護関係者からの情報提供による把握

⑥ 民生委員・児童委員、高齢者相談員等からの情報提供による把握

⑦ その他の方法による把握

（２）高齢者見守り事業者ネットワーク連絡会を開催しました。

令和２年２月１０日（月）午前１０時～ 市庁舎１階会議室

事業者１４名、高齢者相談センター５名 参加

また、高齢者見守りネットワークとして、事業を周知するためのステッカーを作成しました。

（介護予防普及啓発事業）

６５歳以上の者を対象に介護予防の普及啓発を行い、生活機能全般の維持・向上を図りました。

（１）通所型介護予防事業

① 足腰げんき塾

生活に必要な筋力の維持・向上を目的とした運動プログラムを委託して実施しました。

・実施回数 ９８回

・参加人数 実人数 ３０９人 延人数 ２，３０７人

② 脳の活性化プログラム

記憶力や思考力などの認知機能を使うプログラムと、運動習慣を身に着けるためのグループ

ワークを取り入れながらの運動プログラムを委託して実施しました。

・実施回数 ４３回

・参加人数 実人数 ６８人 延人数 ６０６人
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

（２）健康相談・健康教育

① 歯科医師による健康相談（シニアお口の相談室）

歯科医師による口腔機能向上、義歯等について指導・相談を行いました。

・実施回数 ５回 参加人数 ２８人

② 歯科医師による健康講座

公開講座のほか、寿学級生を対象に口腔機能に関する講義と舌体操等実技を行いました。

・実施回数 ４回 参加人数 ８２人

③ シニアの食場
しょくば

バランスのよい食事づくりについて学び、低栄養状態になることを予防するため、

講義及び調理実習を実施しました。

・実施回数 ３回 参加人数 ４８人

④ 高齢者の集まる場において、転倒予防等介護予防の知識等の普及啓発を図りました。

・実施回数 １１８回 参加人数 ２，４０３人

⑤ 高齢者を対象に介護予防、生活機能向上のための健康相談を実施しました。

・面接による相談 １００件

・電話による相談 １８０件

・訪問による相談 ９３件

⑥ 高齢者口腔機能向上事業（お口の安心健康チェック）

６５歳、７０歳、８０歳の人を対象に、委託歯科医療機関において、個々に口腔機能

チェックと口腔機能向上に向けたアドバイスを行いました。

・実施人数 ２１３人

（３）転倒予防啓発事業

転倒による寝たきりを防ぐことを目的に、転倒予防体操（てんとうむし体操）について、

音楽媒体（ＤＶＤ、ＶＨＳビデオテープ、ＣＤ、カセットテープ）を活用し、登録ボランティア

である転倒予防体操推進員の協力を得ながら、地域での普及に取り組みました。

（地域介護予防活動支援事業）

（１）転倒予防体操推進員事業

地域での転倒予防体操の普及のため、転倒予防体操推進員の育成及び活動支援に取り組みました。

・令和元年度転倒予防体操推進員登録者数 １２７人 （令和２年３月３１日現在）

① 転倒予防体操推進員研修会

転倒予防体操推進員を対象に、転倒予防体操（てんとうむし体操）の習得、体操指導のポイ

ント、地域ぐるみで健康づくりを行う意義について再度講習し、意欲の向上を図りました。

・実施回数 ３回

・延参加人数 ２３９人

② 転倒予防体操推進員地域活動支援

転倒予防体操推進員が身近な地域において主体的な活動ができるよう支援しました。

・推進員活動支援回数 ５８回

・推進員活動支援人数 １４１人

・体操参加人数 ３０，６０１人 （５７カ所）

③ 健康フェア参加に関する支援

・実施回数 ３回

・延参加人数 ２９人

④ 転倒予防体操推進員養成講座

４回の講座に参加することで、登録可能としています。

講座では体操実技指導の補助、転倒予防体操推進員の活動紹介を、転倒予防体操推進員の協

力を得て行いました。

・令和元年度 養成講座参加者 実人数 １５人 延人数 ６０人

・令和元年度 新たに転倒予防体操推進員になった人数 １５人
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

⑤ 転倒予防体操推進団体補助金

転倒予防体操を普及する団体に補助金を交付し活動支援を図りました。

・交付団体：１１団体

（２）高齢者相談員事業

居宅において、日常生活に不安のある人や閉じこもりがちな人に、定期的に訪問し、保健・福祉

サービスの周知や相談を行う高齢者相談員が活動しやすいように、情報共有の機会を設けたり、研

修会を開催しました。

・高齢者相談員 任期３年 ５５人

（３）地域運動習慣自主化事業 まちでフィットネス

地域で新たに運動を活動に取り入れたい団体や既存の介護予防に取り組んでいる団体に対し、フ

ィットネスクラブからトレーナーを派遣し、運動指導を実施することで、地域に気軽に運動し、介

護予防につながる場所の提供と運動習慣の確立を目指す立ち上げ支援と活動が継続できるための支

援を行いました。

・実施団体：立ち上げ支援 ３団体 延人数：２０９人

継続支援 １３団体 延人数：２２１人

（４）介護予防・日常生活支援総合事業補助金

地域で通いの場を提供する等、介護予防に取り組む住民主体の活動団体に補助金を交付しました。

・交付団体：１１団体

（地域リハビリテーション活動支援事業）

地域で希望のあった団体に対し、理学療法士、作業療法士等リハビリテーション職を派遣し、運動機

能に関する指導、助言、認知症予防についての講義を実施し、健康増進、介護予防につなげました。言

語聴覚士による、飲み込みについてのメニューが新たに加わりました。

・いつまでも元気でいるための運動機能の維持、向上 実施回数 ３回 参加人数 ５７人

・認知症予防のための日常生活動作の工夫 実施回数 ２回 参加人数 ４２人

・その他 体力測定、飲み込みについて等 実施回数１０回 参加人数２１９人
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主要な施策の概要 （単位：円）

（地域包括支援センター運営事業）

１．地域包括支援センター業務委託

高齢者の総合相談機能等の充実と強化を図るため、市内の５つの日常生活圏域に設置している地域包括支援

センターの業務を委託しました。

平成２７年８月より呼称を「高齢者相談センター」としています。

＜委託先＞

・谷津地域包括支援センター業務 社会福祉法人 慶美会

・秋津地域包括支援センター業務 社会福祉法人 慶美会

・津田沼・鷺沼地域包括支援センター業務 社会福祉法人 清和園

・屋敷地域包括支援センター業務 社会福祉法人 豊立会

・東習志野地域包括支援センター業務 社会福祉法人 八千代美香会

２．包括的支援事業

（１）介護予防ケアマネジメント（第１号介護予防支援事業）

事業対象者及び要支援者に対して、介護予防・日常生活支援総合事業に係る介護予防ケアマネジメ

ントを実施しました。

・事業対象者給付管理数 延 ９４４件

・要支援者給付管理数 延 ６ ４２０件

（２）総合相談支援業務

保健・福祉・医療等についての相談を行い、高齢者の不安軽減を図りました。

・電話相談： ７，３０８件

・所内相談： １，７７６件

・訪問相談： ３，１６０件 合計延人数 １２，２４４件

（３）権利擁護業務（再掲）

総合相談支援業務として、高齢者等からの成年後見制度、虐待、消費者被害等の権利擁護に関わる

相談を受け、支援するとともに、内容についての周知を図りました。

・成年後見制度相談： ２２２件

・虐待相談： １１４件

・消費者被害相談： ２２件 合計延人数 ３５８件

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

地域の介護支援専門員同士のネットワークづくり及び個別支援を実施しました。

・個別相談 相談件数 ９６８件

・包括ケア会議の開催 ３回 参加人数 １５８人

（地域ケア会議と同時開催）

３．地域ケア会議の開催

包括的・継続的ケアマネジメント業務の効果的な実施のために、医療、介護等の専門職や地域の多様な

関係者により構成され、主に高齢者相談センター主催で開催しています。

（１）地域ケア個別会議

・個別ケースの支援内容の検討

開催回数：１５回 参加人数 １６７人

（２）圏域の地域ケア会議

・個別ケースの課題分析、地域課題の検討、地域包括支援ネットワークの構築

開催回数：９回 参加人数 ３１７人

（３）包括ケア会議

・市内全ての介護支援専門員を対象にした資質向上に資する会議

開始回数：３回 参加人数 １５８人
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主要な施策の概要 （単位：円）

（在宅医療・介護連携事業）

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで

続けることができるよう、在宅医療と介護を一体的に提供するために医療機関と介護事業所等の関係者の

連携を目的として、以下の事業を実施しました。

１．医療・介護連携推進のための多職種研修会の開催

医療と介護の両方を必要とする高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく生活を送ることができるよう、

地域における医療と介護の関係機関が連携して、包括的かつ継続的な在宅医療・介護を提供できるネット

ワークを形成するために研修会を開催しました。

実施回数 ２回 参加人数 １２７人

２．在宅医療・介護連携に関する相談支援

市内の総合相談窓口である地域包括支援センターにおいて、総合相談支援業務として、介護保険事業

者、医療機関関係者等からの相談を受け、必要な情報を提供するなどの支援を行いました。

相談件数 １，０１０件 （再掲）

在宅医療・介護の相談窓口に関する専門職用のガイド「習志野市 在宅医療・介護の相談対応ガイドブ

ック」を作成し、関係機関に配付しました。

作成数 １１０部

（認知症支援推進事業）

１．認知症シンポジウムの開催

認知症への理解を深め、認知症の人やその家族が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちづ

くりを目指して、認知症シンポジウムを開催しました。

日 時 ： 令和２年１月１８日（土）午後１時２０分～４時

場 所 ： プラッツ習志野 市民ホール

参加人数 ： １８０人

２．認知症カフェ（ならしのオレンジテラス）の設置・運営補助事業

認知症の人とその家族、医療と介護の専門職、地域のどなたでも気軽に参加でき、お茶やお菓子を囲ん

で歓談や相談ができる場である「認知症カフェ（ならしのオレンジテラス）」の設置や運営を支援するた

め補助金を交付しました。

・補助金交付団体 ３法人

・実施回数 ３１回 参加人数 １，１３８人

※新型コロナウイルスの感染防止の観点から２、３月の開催は見合わせました。

３．認知症サポート事業所登録制度

「認知症の人とその家族が安心して暮らすことができるまちづくり」に賛同し、積極的な支援や認知症

関連の事業やイベント等に協力しようとする事業所を「認知症サポーター事業所」として登録し、ホーム

ページ等で公表するとともに、その目印として事業所に「ステッカー」を交付しています。

・登録事業所数 ６５事業所（令和２年３月３１日現在）

４．認知症地域支援推進員の配置

認知症地域支援推進員を地域包括支援センターに各１人配置し、認知症地域支援推進員を中心として、

医療機関、介護サービス及び地域の生活支援を行うサービスの連携強化、地域における支援体制の構築

と認知症ケアの向上に取り組みました。

５．認知症初期集中支援チーム

認知症の早期診断・早期対応に向けた支援体制を構築し、認知症の人やその家族に早期に関わるため、

認知症初期集中支援チームを習志野市医師会に委託しています。１チーム増設し２チームとしました。

・訪問支援対応件数 ５件
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

（生活支援体制整備事業）

１．生活支援コーディネーターの配置

地域における多様な生活支援の体制を整備するため、市域においては、社会福祉法人習志野市社会福

祉協議会に、日常生活圏域においては各地域包括支援センターに各１人配置しており、地域資源の状況

把握、関係者間のネットワーク構築に取り組みました。日常生活圏域ごとに協議体を設置し、地域住民

等とともに、地域における生活支援のあり方について協議をしました。

２．習志野市地域支え合い推進協議会の開催

高齢者等の地域住民の力を活用した多様な生活支援・介護予防サービスの創出及び提供体制を推進し

ていくため、習志野市地域支え合い推進協議会を設置し、会議を１回開催（新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため１回中止）しました。

（介護給付費等費用適正化事業）

介護保険サービスを利用した方に対し、年４回介護給付費の額等の実績を通知しました。

・通知件数 ２２，６１３通

（介護相談員派遣事業）

１．介護サービス利用者の不満、不安等の解消と介護サービスの向上を図るため、介護相談員が介護サー

ビス事業者を定期又は随時に訪問し、利用者の話を聞き、相談に応じ、及び介護サービス事業者の従業

員と意見交換を行いました。

・介護相談員 １４人

・派遣場所 市内介護保険施設および通所型サービス事業所

２．介護相談員、サービス事業者、行政の３者で意見交換を行いました。

・介護サービス向上連絡会の実施 ２回

（在宅高齢者紙おむつ支給事業）

６５歳以上の在宅で生活する、要介護３以上の介護認定を受けている高齢者で、現在おむつを使用して

いる人に、紙おむつを支給しました。

前年度末人数 本年度新規支給人数 年 度 末 人 数

人 人 人

（成年後見制度利用支援事業）

成年後見制度の利用が必要な認知症高齢者について、親族に代わり審判申立てを行い、その費用や成年

後見人等の報酬費を助成しました。

・申立て件数 １３件 内、費用求償件数４件 ・報酬費助成件数 ８件

（徘徊高齢者家族支援事業）

６０歳以上で、居宅で介護を受けており、認知症等により徘徊のある高齢者及びその家族に対し、位置

情報探索機の貸与及び利用料を助成しました。

前年度末人数 本年度新規貸与人数 年 度 末 人 数

人 人 人

（認知症サポーター養成事業）

１．認知症の人やその家族を見守り支援する認知症サポーターを養成するため、市内在住・在勤・在学の

人及び市職員等を対象に、認知症サポーター養成講座を実施しました。

・養成講座実施回数 ３８回 養成人数 １，０９９人

・フォローアップ講座実施回数 １回 受講者数 ４２人

２．認知症サポーター養成講座の講師役であるキャラバン・メイトの養成研修を開催し、３２名を養成し

ました。

３．キャラバン・メイトのスキルアップや活動支援を目的に連絡会を２回開催しました。
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介護保険特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

（高齢者住宅等安心確保事業）

高齢者世話付住宅（県営住宅実籾シルバーハウジング）に居住する高齢者が、自立して安全で、かつ快

適な生活を営むことができるよう、生活援助員２名を建物内の事務室に配置し、安否確認や生活相談及び

緊急時の対応等を行いました。

・令和元年度末入居者 ４８人 （４４世帯）

（要介護認定者等「食」の自立支援事業）

概ね６５歳以上の単身世帯、高齢者のみの世帯等で食事の準備が困難な方に対し、食事のサービスを提

供すると共に安否確認を実施しました。

・年度末登録者数 １６０人 延人数 １，５１７人 年間延配食数 ２１，７４７食

（高齢者緊急通報サービス事業）

概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者等に対し、簡単な操作で看護師等が常駐するコールセンターへ健

康相談や緊急通報を通報することができる機械を貸与しました。

※所得状況により、利用料助成あり。

利用料一部助成世帯

前年度末人数 本年度新規貸与人数 年 度 末 人 数

人 人 人

利用料全部助成世帯（生活保護世帯）

前年度末人数 本年度新規貸与人数 年 度 末 人 数

人 人 人
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介護保険特別会計 介護保険特別会計

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

４．２．１．１９高齢者支援課 地域介護予防活動支援

事業（転倒予防体操推

進団体補助金）

健康体操サークル代表

代表 小林 節子

健康体操（自彊術）サークル

代表 中村 しず子

健康長寿会

推進員代表 澤田 雅子

ちょこっとエクササイズ

代表 安川 はるみ

やよい会推進員

推進員代表 斉藤 和子

クリオてんとうむし体操

代表 斉田 美千代

奏の杜てんとうむし体操クラブ

代表 西山 洋子

東習志野２丁目てんてん

代表 伊大知 恭子

健康サークル あじさい

推進員代表 澤田 雅子

津田沼ローヤルコーポ青春会

代表 布施 孝一

なのはな

代表 湯沢 清子

高齢者の健康維持及び介護予防の推進のため転倒予防体操を普及する団体に、活動支援を図り補助金

を交付しました。

４．２．１．１９高齢者支援課 地域介護予防活動支援

事業（介護予防・日常生

活支援総合事業補助金）

ゆるゆる会

代表 杉山 泰子

かもめカフェ

代表 山田 基子

袖ヶ浦住宅管理組合（遊楽カフェ）

理事長 志賀 穎子

実籾てんてんクラブ

代表 塚本 早苗

秋友会

会長 稲葉 秀雄

ホームタウン健康体操クラブ

代表 土屋 久美子

囲碁・将棋を楽しむ会

代表 鈴木 正敏

実花笑学校

代表 上石 純子

大日山 健康体操クラブ

代表 加藤 美砂

うたごえ三木会

代表 木頃 勝紀

泉雀会

代表 本多 郭伺

地域で通いの場を提供する等、介護予防に取り組む住民主体の団体に、活動支援を図り補助金を交付

しました。
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介護保険特別会計 介護保険特別会計

補助金の概要 （単位：円）

支 出 科 目 主 管 補 助 事 業 名 決 算 額 補 助 団 体 名 補 助 事 業 の 内 容 及 び 効 果

４．２．１．１９高齢者支援課 地域介護予防活動支援

事業（転倒予防体操推

進団体補助金）

健康体操サークル代表

代表 小林 節子

健康体操（自彊術）サークル

代表 中村 しず子

健康長寿会

推進員代表 澤田 雅子

ちょこっとエクササイズ

代表 安川 はるみ

やよい会推進員

推進員代表 斉藤 和子

クリオてんとうむし体操

代表 斉田 美千代

奏の杜てんとうむし体操クラブ

代表 西山 洋子

東習志野２丁目てんてん

代表 伊大知 恭子

健康サークル あじさい

推進員代表 澤田 雅子

津田沼ローヤルコーポ青春会

代表 布施 孝一

なのはな

代表 湯沢 清子

高齢者の健康維持及び介護予防の推進のため転倒予防体操を普及する団体に、活動支援を図り補助金

を交付しました。

４．２．１．１９高齢者支援課 地域介護予防活動支援

事業（介護予防・日常生

活支援総合事業補助金）

ゆるゆる会

代表 杉山 泰子

かもめカフェ

代表 山田 基子

袖ヶ浦住宅管理組合（遊楽カフェ）

理事長 志賀 穎子

実籾てんてんクラブ

代表 塚本 早苗

秋友会

会長 稲葉 秀雄

ホームタウン健康体操クラブ

代表 土屋 久美子

囲碁・将棋を楽しむ会

代表 鈴木 正敏

実花笑学校

代表 上石 純子

大日山 健康体操クラブ

代表 加藤 美砂

うたごえ三木会

代表 木頃 勝紀

泉雀会

代表 本多 郭伺

地域で通いの場を提供する等、介護予防に取り組む住民主体の団体に、活動支援を図り補助金を交付

しました。
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３．後期高齢者医療特別会計



後期高齢者医療特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 決 算 額
歳入
歳出

担 当 主 管 国 保 年 金 課

「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、７５歳以上の人及び６５歳以上７５歳未満であって政令で

定める程度の障害の状態（寝たきり等）にある人の医療保険である後期高齢者医療制度について、次のよう

な事務が市町村の事務として政省令で定められています。

１ 障害認定に関する申請の受付

２ 資格の取得・喪失に係る届出の受付

３ 被保険者証の交付・再交付の申請の受付

４ 被保険者証の引渡し

５ 基準収入額適用に係る申請書の提出の受付

６ 一部負担金減免に係る申請書の提出の受付及び一部負担金減免等証明書の引渡し

７ 限度額適用・標準負担額減額認定証及び特定疾病療養受療証の交付・再交付・返還の受付

８ 療養費、高額療養費、高額介護合算療養費の支給に係る申請書の提出の受付

９ 保険料の徴収、保険料の減免・徴収猶予に係る申請の受付

その他政省令で定められている事務

１．被保険者数 単位：人

令和 年 月末 平成 年 月末 平成 年 月末 平成 年 月末

７５歳以上

障害者

合計

（参考）住民基本台帳人口

２．後期高齢者医療保険料

（１）現年度分

令和元年度 平成３０年度

特別徴収 普通徴収 特別徴収 普通徴収

調定額（円）

調定対象者数（人）

収入済額（円）※

徴収率（％）

割合（％）

合

計

調定額（円）

調定対象者数（人）

収入済額（円）※

徴収率（％）

割合（％）

※ 収入済額には還付未済額を含む。
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後期高齢者医療特別会計

主要な施策の概要 （単位：円）

（２）滞納繰越分

令和元年度 平成３０年度

普通徴収 普通徴収

調定額（円）

調定対象者数（人）

収入済額（円）※

徴収率（％）

※ 収入済額には還付未済額を含む。

（３）保険料率等

後期高齢者医療制度の保険料率は、「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、２年に１度、

見直すこととされています。

保険料率は、千葉県後期高齢者医療広域連合において算定し、千葉県後期高齢者医療広域連合議会

において可決され決定しています。

平成３０・令和元年度 平成２８・２９年度 平成２６・２７年度

均等割（円） ４１，０００ ４０，４００ ３８，７００

所得割（％） ７．８９ ７．９３ ７．４３

限度額（円） ６２０，０００ ５７０，０００ ５７０，０００

資料：千葉県後期高齢者医療広域連合

３．令和元年度滞納処分状況 財産別差押件数

     
（単位：件）

対 象 財 産

税 目

給与 生命保険 預貯金
その他

債権等
不動産 合計

後期高齢者医療保険料

４．令和元年度執行停止状況

（単位：件）

令和元年度 平成３０年度

- 456 - - 457 -





第三章 令和元年度普通会計決算の分析



決算の規模（普通会計）

１．決算の規模

歳　入　合　計　Ａ ％ ％

歳　出　合　計　Ｂ

歳入歳出差引　Ａ－Ｂ　Ｃ △ 22.5

翌年度へ繰越すべき財源　Ｄ △ 45.3

実　質　収　支　Ｃ－Ｄ　Ｅ △ 19.9 △ 6.5

単年度収支　Ｆ △ 432,476 ― △ 150,530 ―

積立金　Ｇ △ 71.2

積立金取りくずし額　Ｈ △ 11.8

繰上償還金　Ｉ ― ―

実質単年度収支　Ｆ＋Ｇ－Ｈ＋Ｉ △ 1,930,820 ― △ 1,849,828 ―

（参考）財政力指数

経常収支比率（％）

満期一括償還地方債の一部を一般会計から控除していることによるものです。

普通会計とは、総務省によって毎年行われる地方財政状況調査（決算統計）上の区分で、

この決算統計数値をもって全国自治体の財政状況を一律に比較整理することができます。

令和元年度普通会計決算額は、歳入 億 万 千円、歳出は 億 万 千円

となりました。

なお、一般会計決算額と比較し、歳入歳出それぞれ 億 万 千円の差が生じて

おりますが、これは一般会計に計上されている、後期高齢者医療事業関連経費及び

※財政力指数＝基準財政収入額÷基準財政需要額…（過去３か年の平均）

令和元年度地方財政状況調査による普通会計決算について

２．決算の比較

決　算　額

普通会計決算の比較

平　成　３　０　年　度
区　　　　分

※単年度収支Ｆ＝当該年度実質収支－前年度実質収支

令　和　元　年　度

伸　率

（単位：千円）

伸　率決　算　額
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３．歳入の状況

決 算 額 特定財源 一般財源 構成比％ 伸率％ 決 算 額 構成比％ 伸率％

市 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料 △ 9.8

財 産 収 入 △ 20.1

寄 附 金 △ 53.1

繰 入 金 △ 15.7

繰 越 金

そ の 他 △ 4.6

計

地 方 交 付 税 △ 34.7

国 庫 支 出 金 △ 5.1

県 支 出 金

地 方 債 △ 9.2

そ の 他

計

※構成比の自主財源計、依存財源計欄は、各区分での端数調整により、表中の合計と異なる場合があります。

自
　
　
　
主
　
　
　
財
　
　
　
源

依
　
存
　
財
　
源

歳 入 合 計

歳　入　の　財　源　別　比　較　表

（単位：千円）

歳入の状況（普通会計）

財源（特定財源）は、対前年度比 ％、 億 万 千円増の 億 万 千円で、

構成比は41.0％（前年度36.3％）となっております。

構成比は36.1％（前年度38.8％）となっております。

また、一般財源と特定財源内訳から分析しますと、市税、交付税など、その使途が

制限されていない財源（一般財源）は対前年度比 ％、 億 万 千円減の 億 万

歳入を財源別に分析しますと、下表のとおり、市税、分担金及び負担金、繰入金などの

自主財源は、対前年度比 ％、 億 万 千円増の 億 万 千円で、構成比は

地方債などの依存財源は、対前年度比 ％、 万 千円増の 億 万 千円で、

千円で、構成比は ％（前年度 ％）となっております。一方、使途が制限されている

本年度の普通会計歳入決算額は対前年度比 ％、 億 万 千円増の 億 万

2千円となっております。

区　　　分
令　和　元　年　度 平　成　３ ０　年　度

％（前年度 ％）となっております。一方、地方交付税、国庫支出金、県支出金、
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歳出の状況（普通会計）

４．歳出の状況

（単位：千円）

決 算 額 決 算 額

１． 人 件 費 ％ △ 1.5 ％ ％ ％

２． 物 件 費

３． 維 持 補 修 費 △ 7.8 △ 24.3

４． 扶 助 費

５． 補 助 費 等

６． 普 通 建 設 事 業 費 △ 14.5

補　　助 △ 49.8

単　　独

７． 災 害 復 旧 事 業 費 皆増 △ 100.0

８． 公 債 費

９． 積 立 金

１０． 投 資 及 び 出 資 金 △ 64.0

１１． 貸 付 金

１２． 繰 出 金 △ 25.3

う ち 経 常 的 な も の △ 20.6

義務的経費（１ ４ ８）

経 常 的 経 費

（１＋２＋３＋４＋５＋８
＋ １ ２ の う ち 経 常 分 ）

投資的経費（６＋７） △ 14.5

そ の 他 の 経 費

歳 出 合 計

内

　
訳

性　質　別　歳　出　状　況

区　　　　　　　分
令　和　元　年　度 平　成　３　０　年　度

構成比 伸 率 構成比 伸 率

本年度の普通会計歳出決算額は、対前年度比 ％、 億 万 千円増の 億 万 千円

となっております。

歳出を性質別に分析しますと、人件費、扶助費、公債費の義務的経費は、対前年度比 ％、

億 万 千円増の 億 万 千円で、構成比は ％（前年度 ％）となっており、

％（前年度 ％）となっております。また、その他の経費は、対前年度 ％、

42億7,094万9千円増の63億2,686万9千円で、構成比は9.9％（前年度3.5％）となっております。

経常的経費は、前述の義務的経費に、物件費、維持補修費、補助費等、経常的な繰出金を

加 え た も の で 、 対 前 年 度 比 ％ 、 億 万 千 円 増 の 億 万 千 円 で 、

構成比は76.6％（前年度79.4％）となっております。

投資的経費は、対前年度比 ％、 億 万 千円減の 億 万 千円で、構成比は
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決 算 額 決 算 額

議 会 費
％

△ 0.5
％ ％ ％

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費 △ 52.7 △ 23.3

農 林 水 産 業 費 △ 8.7 △ 6.6

商 工 費

土 木 費 △ 11.2 △ 16.1

消 防 費 △ 5.9

教 育 費 △ 10.1

災 害 復 旧 費 皆増 △ 100.0

公 債 費

諸 支 出 金 皆増

合 計

平　成　３　０　年　度

構成比 伸 率 構成比 伸 率

歳出の状況（普通会計）

令　和　元　年　度

目　的　別　歳　出　状　況

　　　　　　　　（単位：千円）

区　　　分
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過過去去５５かか年年間間のの普普通通会会計計決決算算のの推推移移

決　算　額 構成比％ 伸率％ 決　算　額 構成比％ 伸率％

２．地方譲与税 △ 3.3

３．利子割交付金 △ 10.9 △ 42.6

４．配当割交付金 △ 25.7 △ 31.3

５．株式等譲渡所得割交付金 △ 51.6

６．地方消費税交付金 △ 9.6

７．特別地方消費税交付金 ― ― ― ― ― ―

８．自動車取得税交付金 △ 1.8

９．環境性能割交付金 ― ― ― ― ― ―

１０．地方特例交付金

１１．地方交付税 △ 24.2

１２．交通安全対策特別交付金 △ 1.0

１３．分担金及び負担金

１４．使用料及び手数料

１５．国庫支出金

１６．県支出金 △ 2.0

１７．財産収入 △ 57.6

１８．寄附金 △ 69.6

１９．繰入金 △ 24.4

２０．繰越金 △ 8.8

２１．諸収入 △ 1.8

２２．市債 △ 10.7

　　　　　うち一般財源 △ 3.4

１．人件費 △ 1.5

２．物件費

３．維持補修費 △ 3.6

４．扶助費

５．補助費等 △ 1.9

６．普通建設事業費 △ 5.2

補　　助 △ 19.5

単　　独 △ 0.2

△ 11.7 △ 6.3

△ 17.9

△ 0.7 △ 0.4

△ 1.1

区　　　　　　　　分

７．災害復旧事業費

経常的経費

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

１．市税

合　　　　　　計（Ａ）

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

８．公債費

９．積立金

１０．投資・出資金・貸付金

１１．繰出金

合　　　　　　計（Ｂ）

内訳

平　成　２　７　年　度 平　成　２　８　年　度

- 464 -



過過去去５５かか年年間間のの普普通通会会計計決決算算のの推推移移

決　算　額 構成比％ 伸率％ 決　算　額 構成比％ 伸率％

２．地方譲与税 △ 3.3

３．利子割交付金 △ 10.9 △ 42.6

４．配当割交付金 △ 25.7 △ 31.3

５．株式等譲渡所得割交付金 △ 51.6

６．地方消費税交付金 △ 9.6

７．特別地方消費税交付金 ― ― ― ― ― ―

８．自動車取得税交付金 △ 1.8

９．環境性能割交付金 ― ― ― ― ― ―

１０．地方特例交付金

１１．地方交付税 △ 24.2

１２．交通安全対策特別交付金 △ 1.0

１３．分担金及び負担金

１４．使用料及び手数料

１５．国庫支出金

１６．県支出金 △ 2.0

１７．財産収入 △ 57.6

１８．寄附金 △ 69.6

１９．繰入金 △ 24.4

２０．繰越金 △ 8.8

２１．諸収入 △ 1.8

２２．市債 △ 10.7

　　　　　うち一般財源 △ 3.4

１．人件費 △ 1.5

２．物件費

３．維持補修費 △ 3.6

４．扶助費

５．補助費等 △ 1.9

６．普通建設事業費 △ 5.2

補　　助 △ 19.5

単　　独 △ 0.2

△ 11.7 △ 6.3

△ 17.9

△ 0.7 △ 0.4

△ 1.1

区　　　　　　　　分

７．災害復旧事業費

経常的経費

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

１．市税

合　　　　　　計（Ａ）

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

８．公債費

９．積立金

１０．投資・出資金・貸付金

１１．繰出金

合　　　　　　計（Ｂ）

内訳

平　成　２　７　年　度 平　成　２　８　年　度

決　算　額 構成比％ 伸率％ 決　算　額 構成比％ 伸率％ 決　算　額 構成比％ 伸率％

△ 0.3 △ 46.1

△ 15.0

△ 33.1 △ 18.3

△ 2.7

― ― ― ― ― ― ― ― ―

△ 8.7 △ 41.3

― ― ― ― ― ― 皆増

△ 32.0 △ 34.7

△ 2.7 △ 5.8 △ 0.6

△ 0.7

△ 9.8

△ 5.1

△ 8.8

△ 96.6 △ 20.1

△ 7.0 △ 53.1

△ 15.7

△ 53.4

△ 4.6

△ 17.2 △ 9.2

△ 7.2

△ 0.4

△ 1.5

△ 3.9 △ 24.3 △ 7.8

△ 11.9

△ 6.8 △ 14.5

△ 49.8

△ 21.0

△ 75.6 △ 100.0 皆増

△ 87.5

△ 0.6

△ 4.3 △ 25.3

△ 7.7

（単位：千円）

令　和　元　年　度平　成　３　０　年　度平　成　２　９　年　度
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令和元年度 不動産売払い一覧

№ 物　件　　所在地番 面積（㎡） 売払い金額（円） 売払い手法

谷津5丁目2100-3

谷津5丁目2101-3

実籾4丁目132-2 隣接者随意契約

芝園2丁目1-92 一般競争入札売払い

谷津5丁目1179-3

谷津5丁目2101-4

谷津6丁目1610-10 隣接者随意契約

（㎡） （円）

合計　　　５件

隣接者随意契約

隣接者随意契約

- 466 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 費 精 算 報 告 書 
 

 

健全化判断比率及び資金不足比率報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 466 -





 

 

 

 

 

報      告 
 

 

 
次の事項について別紙のように報告する。 

 

 

 

令和２年９月１８日 

 

 

 

習志野市長 宮 本  泰 介 

 

 

 

継続費の精算報告について（地方自治法施行令第１４５条第２項） 

 

健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項 

及び第２２条第１項) 
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継　　　　続　　　　費　 精　　　　算　　　　報　　　　告　　　　書
一　般　会　計

（単位：円）

支出済額

国県支出金 地方債 その他 国県支出金 地方債 その他 国県支出金 地方債 その他

元 △ 3,319,680 △ 3,319,680

計

元

計

元 △ 25,894,712

計 △ 26,255,212

元

計 △ 36,992,000

元 △ 16,906,200 △ 16,906,200

計

元

計

比　　　　較

年度割

左　の　財　源　内　訳 左　の　財　源　内　訳
年度割と支出済

額の差

左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源
一般財源 金額

特　定　財　源
一般財源

特　定　財　源
一般財源

款 項 事業名 年度

全　　体　　計　　画 実　　　　績

教

育

費

小

学

校

費

後 期 基 本 計 画 策 定 事 業
（ 策 定 業 務 委 託 ）

総

務

費

総

務

管

理

費

土

木

費

土

木

管

理

費

都 市 政 策 事 業
（ Ｊ Ｒ 津 田 沼 駅 周 辺 地 域
再 開 発 方 針 検 討 業 務 委 託 ）

（ 仮 称 ） 大 久 保 こ ど も 園
整 備 事 業
（ 既 存 保 育 棟 改 修 等 工 事 ）

小 学 校 大 規 模 改 造 事 業
（ 谷 津 南 小 学 校
大 規 模 改 造 設 計 委 託 ）

△ 360,500

民

生

費

児

童

福

祉

費

地 域 子 ど も ・ 子 育 て
支 援 事 業
（ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業
計 画 策 定 業 務 委 託 ）

衛

生

費

清

掃

費

△ 37,370,000

芝 園 清 掃 工 場 延 命 化
対 策 事 業 （ 第 ２ 期 ）
（ 延 命 化 対 策 委 託 ）
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継　　　　続　　　　費　 精　　　　算　　　　報　　　　告　　　　書
一　般　会　計

（単位：円）

支出済額

国県支出金 地方債 その他 国県支出金 地方債 その他 国県支出金 地方債 その他

元 △ 3,319,680 △ 3,319,680

計

元

計

元 △ 25,894,712

計 △ 26,255,212

元

計 △ 36,992,000

元 △ 16,906,200 △ 16,906,200

計

元

計

比　　　　較

年度割

左　の　財　源　内　訳 左　の　財　源　内　訳
年度割と支出済

額の差

左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源
一般財源 金額

特　定　財　源
一般財源

特　定　財　源
一般財源

款 項 事業名 年度

全　　体　　計　　画 実　　　　績

教

育

費

小

学

校

費

後 期 基 本 計 画 策 定 事 業
（ 策 定 業 務 委 託 ）

総

務

費

総

務

管

理

費

土

木

費

土

木

管

理

費

都 市 政 策 事 業
（ Ｊ Ｒ 津 田 沼 駅 周 辺 地 域
再 開 発 方 針 検 討 業 務 委 託 ）

（ 仮 称 ） 大 久 保 こ ど も 園
整 備 事 業
（ 既 存 保 育 棟 改 修 等 工 事 ）

小 学 校 大 規 模 改 造 事 業
（ 谷 津 南 小 学 校
大 規 模 改 造 設 計 委 託 ）

△ 360,500

民

生

費

児

童

福

祉

費

地 域 子 ど も ・ 子 育 て
支 援 事 業
（ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業
計 画 策 定 業 務 委 託 ）

衛

生

費

清

掃

費

△ 37,370,000

芝 園 清 掃 工 場 延 命 化
対 策 事 業 （ 第 ２ 期 ）
（ 延 命 化 対 策 委 託 ）
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１　健全化判断比率

指 標 の 名 称 早期健全化基準

※1 ※1

※1 ※1

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

備考　※1 実質赤字額、連結実質赤字額又は将来負担額がない場合は「－」と記載しています。

２　資金不足比率

特 別 会 計 の 名 称 経営健全化基準

※2 ※2

※2 ※2

※3 ※2

下 水 道 事 業

備考　※2 資金不足額がない場合は「－」と記載しています。

　　  ※3 令和元年度より公営企業会計に移行しました。

水 道 事 業

ガ ス 事 業 －

－

－

－

令和元年度

（単位：％）

（参考）
平成30年度

－

－

（参考）
平成30年度

財政再生基準

（単位：％）

健全化判断比率及び資金不足比率報告書

－

－

令和元年度

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

－

- 472 -



１　健全化判断比率

指 標 の 名 称 早期健全化基準

※1 ※1

※1 ※1

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

備考　※1 実質赤字額、連結実質赤字額又は将来負担額がない場合は「－」と記載しています。

２　資金不足比率

特 別 会 計 の 名 称 経営健全化基準

※2 ※2

※2 ※2

※3 ※2

下 水 道 事 業

備考　※2 資金不足額がない場合は「－」と記載しています。

　　  ※3 令和元年度より公営企業会計に移行しました。

水 道 事 業

ガ ス 事 業 －

－

－

－

令和元年度

（単位：％）

（参考）
平成30年度

－

－

（参考）
平成30年度

財政再生基準

（単位：％）

健全化判断比率及び資金不足比率報告書

－

－

令和元年度

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

－
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